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巻首図版 1 上 :キャンプ桑江の航空写真 (南側から)
下 :伊礼原遺跡の上空写真 (ブルーシート部分)
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巻首図版2 上 :低湿地区の発掘状況 (南側から) 下 :第 14層出土の策保存資料
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巻首図版 3 上 :砂丘区の発掘状況(東側より)
下 :E-19グ リット第1住居址(南側より)



巻首図版4 上 :復元土器 (集合) 下 :石器 (集合)
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巻首図版 5 復元土器① 上左 :爪形文式土器 0上右 :曽畑式土器
中左 :室川下層式土器・中右 :面縄前庭式土器
下左 :面縄東洞式土器・下右 :面縄東洞式土器
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上左 :荻堂式土器・上右 :縄文晩期系土器 (浅鉢)
中上左 :縄文晩期土器 0中下左 :弥生式土器 (壺底部)

中上右 :縄文晩期土器 (深鉢)・ 中下右 :貝塚後期土器 (尖底)

下左 :グスク土器 0下右 :フ ェンサ下層土器

巻首図版 6 復元土器②
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チャート製品・黒曜石 0翡翠・主な石器

上左 :打製石器 (チャート製品) 上右 :局部磨製石斧
中上左 :磨製石鏃・磨製片刃石斧 中上右 :翡翠製品
中下左 :黒曜石製品       中下左 :磨製石斧
下左 :磨製片刃石斧       下右 :石皿

巻首図版 7
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巻首図版8 上左 :骨製品 0上右 :貝製品
中左 :骨製品・中右 :貝製品
下左 :貝小玉 ・下右 :ゴホウラ製腕輪
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は じ め |

伊礼原遺跡はキャンプ桑江地区北側が平成15年 3月 に返還される事前の埋蔵文

化財試掘調査で平成 9年 3月 に発見された遺跡です。

九州縄文時代前期の曽畑式土器を主体とする低湿地遺跡で、土器、石器の人工

遺物をはじめとしてイノシシ、リクガメ、魚貝類等の自然遺物よりもはるかに多

い種子や樹木などの有機質が出土しました。

発見当初からこの膨大な有機質には削られた木片や網代が想定できる竹ヒゴが

みられ、往時の技術の高さが予想以上に高く関係者を驚かせました。専門家から

はこれまで南島では未知の世界であった古環境が再考できると狂喜し、関係者に

知られることになりました。

このような重要な内容から、平成10年から平成14年にかけて手掘りによる範囲

確認調査を行ってきました。その結果、遺跡の背後丘陵の麓に位置する「ウーチ

ヌカー」湧水を利用して縄文時代前期の曽畑式土器期の水辺遺構だけでなく、縄

文時代、弥生時代相当期、グスク時代、さらには戦前の集落まで人々の痕跡が連

綿と認められ沖縄諸島の先史時代編年が網羅できるほどの履歴が判明しました。

直接九州から持ち込んだ曽畑式土器、同時期の川底にシイの実を保存する為の

竹製の穴容器、縄文時代中期の木製容器、縄文時代晩期の木製櫛など大変貴重な

新資料の発見がありました。

砂丘地域では平成14年から平成16年には縄文時代中期の遺構と縄文時代後期の

石組住居趾の発見があり、南北に石組群が数ヶ所にあり拡がることが再確認され

ました。砂丘地域には縄文時代中期・後期・晩期、弥生時代平行期、グスク時代

の生活址が新しくなるにつれ海側へ拡がることが確認されました。

このように永く先人の育んだ足跡をたどれる遺跡、そして自然環境との共存関

係を確認できる遺跡は沖縄諸島内においてこの伊礼原遺跡以外にはないことから、

文化庁や関係研究者の方々から重要性を告げられ、今後は国指定重要遺跡として

保存 0活用の方法を検討するようにとの助言もいただきました。

今回、これまでの調査で判明したことを報告書としてまとめ、町民をはじめ、

県内外の方々及び研究者や関係機関に紹介し、伊礼原遺跡の重要性をご理解して

頂き、活用できれば幸いに存じます。

今後とも文化財の保存と活用に際し、町民の方々のご理解と研究者や関係機関

のご指導、ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

平成19年 3月

北 谷 町教 育 委 員 会

教育長 瑞慶覧 朝宏

ゲ
」



例  言

1。 本報告書は「伊礼原B遺跡ほか発掘調査事業」として文化庁補助を受けてキャンプ桑江北側返

還に伴う範囲確認調査、平成10年度から平成17年度まで実施した伊礼原遺跡の調査成果を収録

したものである。

2。 遺跡・遺物の同定は下記の方々から御指導・御教示を頂いた。記して謝意を表します。

石 質 :大城 逸朗 (北谷町文化財審議委員 :理学博士 )
堆積学 :松田 順一郎 (史跡 鴻池新田会所管理事務所 )
貝 類 :黒住 耐二 (千葉県立中央博物館上席研究員)
獣魚骨 :樋泉 岳二 (早稲田大学非常勤講師)
古環境 :辻 誠一郎 (東京大学大学院 新領域創成科学研究科教授 )
樹 種 :能城 修一 (森林総合研究所博士)
人 骨 :松下 孝幸 (土井ケ浜人類学ミュージアム館長)
石 器 :長野 真一 (鹿児島県立埋蔵文化財センター)
黒曜石 :角縁 進・小畑 弘己 (熊本大学埋蔵文化財調査室 )
翡 翠 :新里 貴之 (鹿児島大学埋蔵文化財室)

3.辻誠一郎氏・大城逸朗氏 0長野真一氏・松田順一郎氏 0黒住耐二氏・樋泉岳二氏・松下孝幸・

能城修一・角縁進・小畑弘己氏には玉稿を頂いた。記して謝意を表します。

4.本報告書の執筆分担は下記のとおりである。まとめは中村感が行った。

中村 怒 第 I章・第Ⅱ章Ⅱ・第Ⅳ章 I第 102節・第 4節 1-②・第Ⅵ章第 2節

東門研治 第Ⅲ章 I第 3節・第4節 1-③④・第4節 5・ 第Ⅳ章Ⅱ第1節～第4節 1-①②③
松原哲志 第Ⅳ章 I第 4節 1-①⑤・第Ⅳ章Ⅱ第 4節 1-④⑤⑥
島袋春美 第Ⅳ章 I第 4節 20405。 第Ⅳ章Ⅱ第 4節 2～ 6
細川 愛 第Ⅳ章 I第 4節 70第Ⅳ章Ⅱ第 4節 708
長野真一 第Ⅳ章 I第 4節 3

5。 資料整理は下記の人員で行った。

新城とよ子  稲嶺恵利奈  上原恵   上間真寿美  尾木綾    呉屋広江

佐久間クリエ 瑞慶覧亮   知念栄子  知念真衣   照屋元子   富平砂綾子
豊里初江   花城尚子   東順子   西原美草   山城小百合  山田奈美

(50音順)

6.表紙の揮塁は北谷町文化財審議委員の仲本朝信氏に依頼しました。記して謝意を表します。

7.本書に掲載した出土遺物の全ては北谷町教育委員会に保管している。



第 I章 調査に至る経過

第 1節 調査に至る経過

伊礼原遺跡は沖縄県中頭郡北谷町字伊平伊礼原144番地を中心とする低湿地区と、同字伊平伊礼

原163番地を中心とする砂丘区に拡がる遺跡である。両者をもつ遺跡の様相は南島でははじめてで

あり、しかも、総面積約15,000ご とわりと大規模な遺跡で、先史時代編年体系からしても沖縄諸島

の先史時代からグスク時代まで (縄文時代早期～弥生時代平行期～15世紀)の痕跡が連綿と追え、

沖縄の編年体系が網羅できるほどの重要な複合遺跡である(註
1)。

発見当初、低湿地区を伊礼原C遺跡、砂丘区を伊礼原A遺跡と呼び、試掘調査・範囲確認調査・

整理作業を行ってきたが、事業の進歩状況に伴い両者の遺跡は性格を異にするが、同時期の複合遺

跡であることが判明し、文化庁からの助言や「伊礼原 C遺跡保全構想策定業務」(註 2)の先生方から

のご指摘があり、北谷町文化財調査審議委員会でも同様な建議 (註
3)が
ぁった。ょって、平成18年 4

月 1日 から「伊礼原A遺跡」・「伊礼原 C遺跡」両者をまとめて「伊礼原遺跡」(註 4)と して呼称する

こととした。

伊礼原遺跡の発見の発端はキャンプ桑江北側返還に伴う跡地利用が考慮され、それに先立つ埋蔵

文化財の有無の把握が跡地利用に多大の影響が危惧されたことによる。キャンプ桑江北側返還は平

成 5年時点で平成13年 3月 末日とのことが明らかになったので、その対応策として文化庁・沖縄県

文化課の指導・助言を受け、平成 7～ 9年度の 3ケ 年間の補助事業として約40。 5haを 試掘調査する

こととした (註
1)。

しかし、諸々の発端は北谷町に文化財担当者が配置され、北谷町内域の60%(当 時)を 占める米

軍基地内に地の利の良い、戦前の集落や田畑が接収されていて埋蔵文化財も同様な地域に存在する

可能性が高いことが判断されたからである。開発行為の試掘調査には時あるごとに基地内外を問わ

ず立ち会いを行い、基礎資料の収集に努めてきた。結果的には当初の予想通り米軍基地の中に埋蔵

文化財の所在が多数確認され、北谷町内の遺跡発見の80%が米軍基地の中に存在することが判明し

た。現在、48遺跡が確認され、平均年間一遺跡のペースで発見され今日に至っている。

今回の補助事業の名称にもなっている「伊礼原B遺跡ほか発掘調査」の伊礼原B遺跡は原因者那

覇防衛施設局の河川工事に伴う事前の試掘調査の立ち会いにより発見された遺跡で、伊礼原遺跡の

北側を西流するナガサ川の西側約300m先の河日、国道58号 と接する地域で緊急発掘調査をおこなっ

たものである。昭和63年度事業として調査・報告した結果 (註
5)、
遺跡は下層に二次堆積であるが条

痕文土器・爪形文土器・面縄前庭式土器・仲泊式土器・伊波式土器に貝・骨製品等、沖縄先史時代

暫定編年早～後期 (縄文時代後期相当期以前)の遺物が出土し、上層では大規模な石垣を廻らすグ

スクでしか出土しない15～ 16世紀の質の良い青磁が出土した。伊礼原B遺跡の上流域に遺跡本体の

可能性が考えられるが、それ以上の立ち入りはできなかった。

伊礼原遺跡はキャンプ桑江北側返還に伴う事前の試掘調査事業として 2回 目の平成 8年度事業に

あたる平成 9年 2月 12日 から同年 3月 18日 間おこなった最終日。試掘穴No143で発見された遺跡で

-1-



ある。試掘穴No143は標高約 6mの表土下約 3。5mか ら多量の有機質と貝殻、九州縄文前期の曽畑式

土器が出土した (註
1)。
その周辺部に前後あわせて 5ケ 所の試掘穴を設けたが数点の土器片や礫が確

認されたのみで、試掘穴No143以上の成果は得られなかった。その範囲が極めて狭い範囲に限られ

ている様相に受けとめられた。これらの有機質の保存については試掘穴NQ143の東約35mの谷間に

存在する湧水、地元ではウーチヌカー (内側あるいは内陸部にある湧水という意味か)と 呼ばれて

いる流水に起因することは明らかであった。

幸いにも、試掘穴No143の周辺地域は当初、いまだに稼働している米軍高圧電力施設があり試掘

調査が許可されなかった地域で、1本限定の試掘穴の了解が一週間前に下りたこと、また、これま

でキャンプ桑江やキャンプ瑞慶覧内の平坦部の試掘調査で、表土下約 3mか ら地下水に伴い泥炭層

が広い範囲に確認されていることなどから古環境の専門家の所見の必要性があった。幸運にも掘 り

上げに際しては招聘した国立歴史民俗博物館歴史研究部の辻誠一郎先生の立ち会う好機に恵まれ、

有機質 (植物遺存体)の状態や樹木の加工痕、木製破片、網代製品の可能性のある竹加工品等の助

言を得、有機質の洗別方法、今後の発掘や取 り扱い方について指導して頂いた。当日の辻先生の日

程は午前中に縄文後期の低湿地遺跡の発掘中である宜野座村前原遺跡でオキナワウラジロガシがス

トックされた十数個の網代穴の視察をおこない、午後は九州縄文前期の曽畑式土器期の有機質層を

立ち会い確認した一日で、南島の縄文時代の低湿地遺跡を一気に把握した運の強い方である。

平成 9年度事業では平成19年にキャンプ桑江南側半分 (約 58。5ha)の返還予定地を第 3区分した

試掘調査と平行して、試掘穴No143か ら出土した数 トンの有機質の洗浄を約 6ヶ 月間かけて行った。

その結果、多量の種子と樹種の検出ができ概報として報告した
(註 6)。

平成10年度は伊礼原遺跡の低湿地区本体の手掘り範囲確認調査と平行して、曽畑式土器期の住居

趾を求めて丘陵部を含め、周辺で11本の試掘穴 (第 11図)を実施した。

平成11年度には試掘穴No143か ら北側丘陵部にかけての平坦部を旧表土まで掘削し、水田址の確

認と丘陵部の接点の状況確認を行った。後半からは丘陵部の基盤石灰岩間の堆積状況を把握するた

め、試掘穴No143を 中央区として北側丘陵部まで幅 5mの トレンチを北区として設定した。それの

延長線として南側に 5× 5m、 東側に 5× 5m、 西側に 5× 5mの各グリットを設定した。ここの

名称は南区、東区、西区とし、結果的には中央区を中心にして十字状の範囲確認調査区になった。

さらに基盤石灰岩のノッチ下に生活址を求めて 8× 9mの グリットを5m北東側に設定し北東区

(第 14図)と した。

砂丘区については、平成 8年度段階でいまだ機能している米軍ソフトボール場があり、許可され

たのが一塁コーチボックス地点、セカンドの後方地点、外野側のライト、センター、レフト各地点

の合計 5地点であった。いずれの地点も表土下約1.5mに 包含層があり、縄文時代中・後期相当期

の土器が多量に出土した。ライト側ではグスク時代の柱穴と共に青磁も出土することから。ソフト

ボール場域内にはこれまで返還跡地内で発見例のない大規模な縄文時代からグスク時代までのプラ

イマリーな遺跡が存在することが予想された。

しかしながら、いまだ機能していることからソフトボール場と東側丘陵部との間に略南北に走る

アスファルト道路の狭間に 5本の試掘穴を設定することが許可された。この地域は東側の丘陵部と

砂丘との接点地域にあたり、砂丘の形成から判断すると、より古い遺跡の存在することが予想され、
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縄文前期の曽畑式土器期の遺跡の発見を予定して試掘穴を設定した。包含層上面まではバックホー

で掘削し、包含層からは手掘りで調査を行った。その結果、試掘穴No。 3・ 4で縄文中期相当期の面

縄前庭式土器期の炉址と柱穴を確認することができ、試掘穴No.5では海岸砂利層から条痕文土器が

出土した。

返還期日が平成15年 3月 末日と決まり、またソフトボール場も代参施設ができたことなどから、

平成14年 7月 にソフトボール場に略東西に幅 5m、 長さ70mの トレンチを横断して設定することが

許可された。これは平成 8年度の試掘調査で縄文時代後期相当期からグスク時代までの遺物が出土

するが、層位的に把握できるのか、遺構の有無、拡がりはどの範囲まであるのかの情報を収集する

のが第一義的な目的であった。その結果、丘陵部近くに古い遺跡が存在し、現海岸線にいくにつれ

新しい時期の遺跡が拡がる様相が確認された。特に平野部の中央部に確認された15～ 16世紀のグス

ク時代の柱穴群は、現在のナガサガー河川を超えて伊礼原D遺跡まで拡がることが判明し、約8,000

ぽの集落であったと判断された。返還跡地の地権者説明会で報告したところ、かなりの反響を呼び

我が古の集落であり残せる手だてはないものかと、関心の高さを示していた。

平成15年 10月 には当時、普天間飛行場埋蔵文化財発掘調査支援検討調査事業の一環として地中レー

ダー探査の調査が行われる予定であったが、普天間飛行場の立ち入りが許可されず、文化庁・沖縄

県文化課との調整で伊礼原遺跡の低湿地区、砂丘区で行うこととなった。地中レーダー探査は10月

14日 ～21日 と11月 17018日 の 2回行われた。砂丘区では幅 5m、 長さ70mの Eト レンチの北側と南

側で行い、検出されていた 1号竪穴礫敷住居址 (第55図 )と 同様な陰影が両側で確認された (註
7)。

以後、その陰影の検証発掘調査に当たった。 Eト レンチの北側にC-18～ 20ト レンチ、 C・ D-19ト

レンチ、 C_17グ リット、 D-17グ リットの275ピ。南側にF・ GOH-19ト レンチで125ピ を設け確

認をおこなった。Eト レンチの350ど を加えると砂丘区の範囲確認調査面積は750ご になる。

さらに現状のナガサガー河川にそったアスファルト道路があるが、戦中の米軍航空写真や戦前の

地積図からみるとその河川は戦後改変したらしいことがうかがえたので、返還後の原状回復を終え

てアスファルトが撤去された後、包含層の確認とどれほど河川工事の影響を受けたのかを把握する

ため道路の中央部に 5本の試掘穴を設けた。その結果、V字状にカットしてコの字状に河川のコン

クリート壁が作られていることから道路半分は表面まで撹乱を受けていたが下位にいくにつれ包含

層は残っていることが判明した。また対岸の伊礼原D遺跡まで同一の遺跡であることが判断された。

引用

註 1

註 2

註 3

註 4

註 5

・参考文献

北谷町教育委員会 『キャンプ桑江北側返還に伴う試掘調査』―伊礼原B遺跡ほか発掘調査事業一

北谷町文化財調査報告書 第23集 2005年 3月

北谷町 『伊礼原C遺跡保全整備基本構想策定業務』報告書 平成16年度大規模駐留軍用地跡地等利用推進

費 2005年 3月 北谷町教育委員会

2005年 12月 9日  北文調審委発 5号 「伊礼原C遺跡保全整備基本構想について」 (答申)で記載される。

北谷町教育委員会 『伊礼原遺跡』―図録集― 北谷町文化財調査報告書 第25集  2006年 3月

北谷町教育委員会 『伊礼原B遺跡』 ―旧メイ 0モスカラー地区雨水排水施設工事に係る発掘調査― 北谷
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-3-―



註 6 東門研治 「 〈速報〉伊礼原C遺跡」『考古学ジヤーナル』NQ454 ニューサイエンス社 2000年

註 7 沖縄県教育委員会・社団法人物理探査学会『物理探査を利用した埋蔵文化財広域発掘調査手法』平成15年度

文化庁支出委任 埋蔵文化財広域発掘手法検討調査事業 報告書 2004年 3月

第 2節 調査体制

1。 試掘調査の組織

平成 7・ 8・ 9年度の試掘調査の組織体制は以下の通りである。

調査主体      北谷町教育委員会
調査責任者     教育長    営山 憲一 (平成 7～ 9年度)

文化課課長  松田 盛  (平成 7～ 9年度)
調査総括      文化課係長  中村 怒  (平成 7～ 9年度)
調査担当      文化課主事  山城 安生 (平成 809年度)

文化課主事  東門 研治 (平成 8～ 18年度)
調査補助員     文化課嘱託  山城 安生 (平成 7年度)
調査事務      臨時職員   徳吉美奈子 (平成 7年度)

安里 利枝 (平成 8年度)
我那覇智美・伊祀 一恵 (平成 9年度)
安里 美紀 (平成10年度)
瑞慶覧朝子 0並里美奈子 (平成11年度)

主任主事   比嘉ゆかり (平成12～ 16年 )
主事     太田 有紀 (平成15年度)

鈴木 典子 (平成16～ 18年度)
調査指導  辻 誠一郎  (国立歴史民俗博物館 歴史研究部助教授 現東京大学教授)

能城 修一  (森林総合研究所 木材利用部組織研究室)
甲元 真之  (熊本大学文学部教授)
渡辺 誠   (名古屋大学文学部教授)
山崎 純男  (福岡市教育委員会文化財部課長)
樋泉 岳二  (早稲田大学 。東京農業大学非常勤講師)
黒住 耐二  (千葉県中央博物館上席研究員)
西谷 大   (国立歴史民俗博物館考古学研究部助手)
島袋 春美  (沖縄県教育庁文化課嘱託)

調査協カ  ポール・宜野座 (在沖海兵隊基地施設部不動産事務所所長)
和宇慶 修   (   同上       不動産専門官)
ロミー・宇良  (キ ャンプ・コーデイネーター事務官)

クリス・ホワイト (在沖海兵隊基地環境保護課 自然・文化財保護官)
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平敷 兼直  (在沖海兵隊基地環境保護課 自然・文化財保護係 )
エリック・ウイリアムズ ( 同上       考古学専門官)
喜友名朝重  (在沖海兵隊基地施設営繕部部長)

臨時職員  赤嶺 健・上間 庄二 。儀間 哲二 (平成 9年度)
日々雇用       平成 7年度

喜友名勇入  金城 志哉  与那嶺昌司  国吉 康隆  宮城 弘樹

仲嶺久里子  山里 千春  イ中宗根 禎  玉城 優香  蔵本 雅美

赤嶺 健   花城 可時  渡久地政英  知念 清   渡口 英孝

我如古 清  イ中宗根順次  安里 盛安  上間 常貞  横田 栄喜

下地 寛勝  富村 朝盛  金城 貞夫  湧田 春子  普久原文子

平成 8年度

名嘉 賞   我如古 清  喜屋武盛基  イ中宗根順次  宮里 盛安
金城 良夫  上間 常貞  下地 寛勝  宮平 孝重  渡久地政英

平成 9年度

砂川 政幸  花城 可時  浜元 葉月  町田 史野  島尻 綾野

委託         平成 9年度  (沖縄市シルバー人材センター)

名嘉 賞   我如古 清  喜屋武盛基  宮里 盛安  金城 良夫

渡久地政英  平良 松芳  郡山 隆彦  新城 正雄

島袋かおり

伊藝 有砂
名嘉 賞
島袋 林吉
稲田セツ子

植田 据治

平良 松芳

上間 常貞

2.範囲確認調査の組織
補助事業に伴う平成10・ 11・ 12013014015年度の範囲確認調査の組織体制は以下の通りである。

調査主体      北谷町教育委員会
調査責任者     教育長    営山 憲一 (平成10～ 11年度)

瑞慶覧朝宏 (平成12～ 18年度)

事務総括      教育次長   伊祀 喜正 (平成10～ 16年度)
阿波根 進 (平成17～ 18年度)

文化課長   嘉手納 昇 (平成10～ 14年度)
社会教育課長 幸地  清 (平成15～ 16年度)

調査総括      文化係長   中村  怒 (平成10～ 15年度)
調査担当      文化課主任  山城 安生 (平成10年度)

東門 研治 (平成10～ 15年度)
事務担当      臨時職員   伊祀 一恵 (平成10年度)

主任主事   比嘉ゆかり (平成12～ 15年度)
(平成10年度)

日々雇用

輿那覇政之  上間 庄二  花城 清哉
委託 (シルバー人材センター)
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高良 良夫  上間 常貞
安里 盛安  宮平 孝重
渡久地真栄  川満 恵清
渡久地盛英  宮城 文義
日々雇用

(平成11年度)

真喜屋 隆  田仲 康理

岸本 竹実  井上 美里

松田 勇治  伊波 静江
東  康博  吉田 昌博
金城 義彦  棚原 潤也

委託 (シルバー人材センター)

町田 宗弘  宮平 孝重
金城 良夫  上間 常貞
亀谷 長勇  親富祖行平

(平成12年度)

臨時職員

喜友名隼人  玉城 和美
砂川 正幸  成田満利子
崎山 聡   大浜 永寛
委託 (シルバー人材センター)

郡山 隆彦  親富祖行平
金城 建治  亀谷 長勇
照屋 寛栄  輿那覇政栄

(平成13年度)

臨時職員

松原 哲志  安里 美紀

照屋 高之  島袋 採人

宮平 論

委託 (シルバー人材センター)

渡久地真栄  座覇 政仁
屋良 朝正  津波古充盛

(平成14年度)

臨時職員

照屋 高之  島袋 春美

東 順子   山内 盛英

営山 悠太  知念 均

渡久地政栄

金城 良夫
郡山 隆彦
下地 寛勝

花城 清哉
天久 朝海
安仁屋郁子

安里 盛保

崎浜 聡

花城 可栄
座覇 政仁
金城 健治

我那覇智美

目取真貴子

宮城 修

平良 松芳
町田 宗弘
金城 良勝

屋嘉比邦之

東 順子

亀谷 長勇
仲村 幸有

前川

照屋

平良 松芳
宮里 盛安
花城 可順

新里 尚也

我如古真弓

新垣千代子

棚原 将也

宮城 好枝

渡久地真栄

平良 松芳
下地 寛勝

照屋 高之

尾木 綾
屋嘉比邦之

我如古 清

渡久地真栄

松島 正吉

中村 響
山内 盛英

町田 宗弘
安里 盛保

新城 正雄
我如古 清
町田 宗弘

砂川 正幸
宮里 光
伊波 千代
仲元 浩哉
目取真貴子

郡山 隆彦
金城 良勝
我如古 清

井上 美里

森田 直哉
喜瀬 乗幸

上間 常貞
三輪 弘司
小浜 守市

金城 直子

照屋 元子

照屋 寛栄

宮城 長助

金城 麻紀
富平砂綾子

喜屋武盛基

名嘉 実
浜元 盛徳

安里 美紀
輿那覇 徹
営山 敏子

松本 文喜

名嘉真盛義

三輪 弘司

花田 建治
金城 善彦
喜友名朝代

座覇 正仁
玉城 清忠

宮城 修

仲田 浩二

名城 政信
平良 宗二

島袋 保
八田 夕香

三

彦

恒

光

池

嘉

菊

比

子

子

苗
心
　
一死
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委託 (シルバー人材センター)

天久 和彦  大城 明孝
佐久川正喜  島袋 隆子
目取真久子  宮里キミ子

吉元 光清  儀間 義忠

中山昭一郎  大嶺 明文

松本 文喜  山川 守真

照屋 寛栄

(平成15年度)

嘱託職員

島袋 春美  菊池 恒三

臨時職員

真喜屋 隆  尾木 綾

秋本 真孝  八田 夕香

佐久間クリエ 山城小百合

委託 (シルバー人材センター)

平良 宗二  安里 盛保

大嶺 明文  石川 光江

仲村渠春義  比嘉 有仁

吉元 光清  屋我 清子

牧志 宗保  瑞慶覧美智子

吉田 昌博  花城ヨシ子

稲嶺 盛忠  比嘉 清

津嘉山淳昇  稲嶺ッルコ

(平成16年度)

嘱託職員

島袋 春美  尾木 綾
上間真寿美  八田 夕香
臨時職員

仲田 浩二  豊里 初江
東 順子   金城 拓真
棚原 優樹  山岡 由治
委託 (シルバー人材センター)

仲村渠正男  宮城 長助
喜屋武盛忠  牧志 宗保
仲村渠春義  島袋 隆子
松田 洋子  儀間 文子

大塚

徳里

屋良

石川

平良

座覇

ユキ

栄子

朝正

光江

不 一

政仁

喜屋武盛忠

根間 平雄
宮城 長助
安里 盛保
牧志 宗保
町田 宗弘

砂川

知念

正幸

真衣

縄田 雅重

田仲美智子

内間 千福  儀間 義忠

儀間 文子  イ中間 勝

宮里キミ子  喜屋武盛忠

目取真久子  小渡 善昌

島袋 隆子  松田 洋子

喜屋武長生  松本 文喜

津嘉山イク子 伊礼 長孝

平田 盛和 上与那原美知子

小渡 善昌
高江洲安廣

屋我 清子
比嘉 トヨ

吉田 昌博

我如古 清

松原 哲志
上間真寿美

根間 平雄

大城 明孝

大塚 ユキ

山川 守真
仲村 幸有
仲村渠正男

古謝 好章

松田 正盛

縄田 雅重

富平砂綾子

島袋 保
田仲美智子

7甫崎 誠

吉

永

福

有

亀

喜

千

幸

勝

謝

嘉

間

村

間

古

比

内

仲

仲

渡久地具栄

上原 恵

東 順子

宮城 長助
比嘉 トヨ

中山昭一郎

宮平千代子

大嶺 トシコ

喜友名朝昇

荻堂 栄子

新垣 政一

菊池 恒三  上原 恵   細川 愛

子

之

均

元

博

念

屋

屋

軸
川　
昭
〔　
昭
〔

佐久間クリエ

佐久本盛翔

大嶺 一貴

山城小百合

宮里 伊織
亀谷 幸伸

吉田 昌博  内間 千福  比嘉 清
津嘉山イク子 上与那原美知子 宮里キミ子
伊礼 長孝  大塚 ユキ  花城ヨシ子
石川 光江  大嶺 明文  大嶺 トシ子

山川 守真
目取真久子

儀間 義忠
比嘉 トヨ
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大城 明孝  稲嶺 春子
瑞慶覧美智子 叶 福才
為 清一   小渡 善昌
島袋 洋子  山川 正子
東 康秀   屋我 平助
喜屋武長生  普久原朝善
平川 啓喜  伊良波幸行
普久原朝顕  宮里 清善

(平成17年度)

嘱託職員

島袋 春美  尾木 綾
臨時職員

仲村 毅   徳嶺 里江

瑞慶覧 亮  稲嶺恵利奈
新城とよ子  山田 奈美
提 祥雄   輿那覇洋子
宮城 奏子  兼城エミ子
営真 圭祐  山城 翼
委託 (シルバー人材センター)

安里 盛保  石川 光江

島袋 隆子  瑞慶覧美智子
辺土名ツル子 松田 正盛

(平成18年度)

嘱託

島袋 春美  宮里 光
臨時職員

西原 美草  山田 奈美

仲里 知子  湧川 卓

比嘉 秀子
砂川 秀市
徳里 栄子
辺土名ツル子

比嘉 澄江
宮里 正雄
比屋根方文

呉屋 盛吉

細川 愛

島袋 保

富平砂綾子

知念 栄子
饒波エリカ

砂辺 未来
長田 祐一

上江洲シズ

為 清一

宮里キミ子

呉屋 広江

新川美和子

松長 稔

喜友名朝昇

石川 光江
野原ミヨ子

上江洲智明

福本サナエ

佐久田守史

仲松 弥一

島袋 光盛

菊池 恒三

照屋 元子

花城 直子

宮城 康
仲栄真盛史

宜志 晴菜
中里 直哉

大塚 ユキ

仲間 勝
宮城 長助

比嘉 美絵
比嘉 学

屋我 清子
仲村渠春幸

屋良 朝正

松本 文喜
仲地 初子
松川 清史
川上 ヨシ

田仲美智子

西原 美草
三宮 央意

饒波 春菜
砂辺つゆき

東恩納寛人

儀間 文子

仲村渠春幸

目取真久子

大城 梨乃
喜友名正和

荻堂 栄子
中本 安彦
屋良 朝喜
東江 芳一

小浜 トシ

楢原 教宏
仲嶺ミヨ子

呉屋 広江
八色 篤史

安達 美奈
徳平久美子

上間 玄

名嘉 俊也

喜屋武長生

比嘉 清
屋我 清子

池原恵梨香

古謝かなえ

第 3節 発掘調査の経過

1。 低湿地区

伊礼原C遺跡 (低湿地区)の経過と概要は以下のとおりである。

平成 8年度事業

平成 9年 3月 17日  国立歴史民俗博物館 歴史研究部 古環境 辻誠一郎先生を招聘

3月 18日  試掘穴No143で縄文時代前期の曽畑式土器期の低湿地遺跡発見
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3月 19日  有機質サンプル・土壌サンプル・洗浄方法を指導 最終便で帰路
3月 21日 平成 8年度の試掘調査終了
3月 24日 有機質の洗浄 28日 まで

3月 26日 朝日新聞東京本社から伊礼原C遺跡の取材あり 27日 まで

平成 9年度事業

平成 9年 4月 7日  国立歴史民俗博物館 辻誠一郎先生 科学研究費にて来町 9日 まで

6月 20日 文化庁 小池信彦調査官 基地内文化財視察
6月 27日 沖縄県文化課嘱託 島袋春美 試掘穴No143の獣魚骨鑑定招聘
6月 28日  国立歴史民俗博物館 辻誠一郎先生 試掘穴NQ143の植物遺存体の鑑定・指導

招聘30日 まで

7月 28日  国立歴史民俗博物館 西谷大先生 他 3人 科学研究費にて来町 試掘穴No143

出土の曽畑式土器胎土分析の資料収集

7月 28日 平成 9年度事業の為、キャンプ桑江立ち入りについて (要請)在沖海兵隊ヘ

8月 18日  江坂輝爾先生 来町 試掘穴No143の土器鑑定
8月 21日 在沖海兵隊基地環境保全課から立ち入り許可英文あり
9月 21日 鹿児島県立埋蔵文化センター 宮田栄二 0桑波田武志・中原一成氏 来町

試掘穴No143出土の打製石器の鑑定

10月 3日 平成 9年度の試掘調査スタート
10月 21日  国立歴史民俗博物館 西谷大先生 科学研究費にて来町 試掘穴No143出土の

土器分析結果の報告

10月 24日  文化庁 岡村道雄主任調査官 現地指導と試掘穴NQ143の重要性について指導

助言

11月 7日  熊本大学 白木原和美先生 来町 曽畑式土器の指導・助言
11月 17日  朝日新聞東京本社から来町 試掘穴NQ143出土の遺物について取材
12月 14日  名古屋大学 渡辺誠先生 県文化課 盛本勲氏 来町 植物遺存体の指導・助言
12月 21日 北谷町教育長 全史協臨時東京大会参加 文化庁ヘキャンプ桑江返還に伴う試

掘調査の成果を報告

12月 25日 熊本県菊池市嘱託 古閑啓示氏 来町 曽畑式土器の助言
平成10年 1月 30日 国立歴史民俗博物館 辻誠一郎・能城修一先生 来町 植物遺存体の中間報告・

再調査 種子74種 樹木34種を確認
3月 3日 小池伸彦調査官 基地内文化財視察
3月 9日 熊本大学 甲元真之先生 福岡市文化財部 山崎純男課長 来町 出土遺物の

指導・助言 11日 まで

3月 18日  福岡市立歴史博物館 山崎龍雄氏 来町 石製品の同定
平成10年度事業

平成10年 9月 24日 伊礼原C遺跡 (試掘穴NQ143)の 範囲確認調査のため周辺の伐採作業開始
10月 7日  伐採後、掘り始めの写真撮影
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10月 8日 バックホーによる米軍産業廃棄物の撤去 撤去は米軍が行う
10月 9日 試掘穴No143を 中心として範囲確認調査を始める。階段掘 りを前提として南北

に8m、 東西に1lmの グリットを設定。バックホーにより試掘穴の埋め戻し部

分を、周辺部は客土までを撤去。

10月 12日  手掘 り作業のスタート。階段掘 り
10月 13日  試掘穴No143の北側丘陵麓の岩盤に当たる場所に試掘穴を設定しバックホーで

開けるが、地下水の流出が激しく継続を断念し、埋め戻す。以後、丘陵上や東

の谷間に範囲確認のために11本の試掘穴を設ける

10月 16日  台風10号の対策、単管パイプで覆いを作る。12月 末まで雨の日が続く。
10月 19日  日本考古学協会1998年度 沖縄大会 伊礼原C遺跡見学 バス 3台
11月 11日  試掘T.PNo.3、 カワニナ層 1/3レベルより戦前の鎌が出土。
11月 16日  試掘T.PNo.8、 表土下5。 lmで岩盤確認。中位の灰色シルト層から面縄前庭式土

器が出土。

11月 21日  試掘ToPNoll、 表土下 2mで包含層検出 第 6層で嘉徳 I式土器・面縄前庭式
土器、第 9層で曽畑式土器、第10層 の緑色砂層中に獣骨が包含、第10層 は上下

に礫層があり下部から爪形文 (ヤ ブチ式)が出土

12月 7日 低湿地区周辺の地形・試掘穴ポイントの平板測量を行う。試掘穴No143の 北側・

西側部分の第 5層検出。

12月 8日 NHK沖縄の取材あり
平成11年 3月 9日  文化庁技官 県文化課島袋洋係長・鶴元主事 宜野湾市文化課呉屋義勝係長現

場視察

3月 29日 試掘穴No143を 全体的に第 6層 まで下げ年度内の作業は終了した。
平成11年度事業

平成11年 8月 5日  平成11年度の範囲確認調査を始める草刈 り作業
8月 6日 北谷町小学校教諭遺跡見学会で現場見学 米海兵隊エリック・ウイリアムズ考

古担当 現場視察
8月 16日  第 607層で土器が出土し始めた。
8月 31日 第 8層 は東側に確認できるが西側になく第 9層が露出する

糸満市文化課の湖城清・大城一成氏が現場視察

9月 7日  札幌大学高宮広土先生 現場視察
9月 10日  NAVY TIMESの 取材 米海兵隊考古担当エリック・ウイリアムズ同行
9月 14日  第 8層 (乳白色混炭化物土層)掘 り下げ後、第 9層上面写真撮影
9月 16日  ジョン米海兵隊司令部視察 米海兵隊考古担当エリック・ウイリアムズ同行
9月 17日  北谷町小学校教員の遺跡見学会
10月 6日  全国史跡整備市町村協議会大会 沖縄県浦添市
10月 7日  文化庁 岡村道雄主任調査官 現地視察 (全国史跡整備市町村協議会沖縄大会 )
10月 8日 奄美大島笠利町歴史民俗博物館 中山清美館長 現場視察
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10月 12日

10月 13日

10月 15日

10月 22日

10月 29日

11月 4日

11月 13日

11月 16日

11月 18日

11月 19日

11月 24日

11月 26日

11月 29日

12月 7日

12月 8日

12月 10日

12月 13日

12月 14日

12月 15日

12月 16日

12月 17日

12月 22日

12月 24日

平成 12年 1月 6日

1月 11日

第 9層 樹根層全体的に掘り下げ 土器出土 写真撮影

第 9層最下部で石匙出土 写真撮影
琉球大学 植物学 立石庸一先生 樹根層についての助言あり
樹根層の平面実測 樹根下に口縁・胴部の土器片出土

田村晃一先生 現場視察

第10層 (暗褐色細砂層)掘 り下げ キャンプ桑江地主組合現場視察

樹根露出平面写真をスカイ 0マスターで撮る

樹根の取上作業 コンテナ15個分
土井ヶ浜遺跡 0人類学ミュジーアム 松下孝幸館長 具志頭村教育委員会

新里尚美主事 現場視察

戦後の米軍客土が崩落が激しいため試掘穴No143を 中心とするグリットの周辺

部分の撤去をバックホーで行う

グリット西側で客土撤去中、電話線が露出 青写真ない配線と米海兵隊考古担

当エリック・ウイリアムズ回答

名護市文化課 島福善弘係長 イ中宗根禎主事 現場視察
宜野座村社会教育課 知名定順主幹・早稲田大学大学院生 大松志伸 現場視察

グリット北西部の客土撤去後の旧表土面に水田畦らしきもの確認、石灰でライ

ン引き 金武正紀先生 現場視察
ウーチヌカーからの小川をバックホーを使い、南側へ迂回させる作業を始める

12月 4日 まで

水田畦の遺構を写真撮影して終了 試掘穴No143の西側に 5× 5グ リットを設

定する。西区とする。

バックホーにより遺跡の北側丘陵部の麓を掘削し、客土を撤去する。戦後の石

積みが露出した。下には基盤の石灰岩岩盤の露頭がみられた。試掘穴No143は

谷間に形成された遺跡であることが再確認された。

NHK解説委員 毛利氏来町 現場視察
西区を第 8層 まで掘り下げる。

試掘穴NQ143西壁面中央部、第 9層落ち込みより木製櫛が出土

文化庁 岡村道雄主任調査官 県文化課 知念勇・島袋洋 現場視察
第11層掘り下げ 曽畑式土器の層が全体的に出始める

大雨あリ グリット周辺の土手作 り
グリット北側壁面崩落する

グリット北側壁面崩落部分の土砂撤去作業する

渡辺誠先生 来町 現場視察
試掘穴No143の北側に北側丘陵部まで幅 5mの トレンチを設定する。

長さ約1lm、 バックホーにより第 5層 まで掘り下げ、その後手掘り作業

試掘穴NQ143の南側に 5× 5mの トレンチを設定する。南区とする。1月 18日
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1月 18日

1月 19日

1月 21日

1月 24日

1月 26日

2月 7日

2月 8日

2月 10日

2月 15日

2月 25日

3月 15日

3月 17日

3月 23日

3月 27日

3月 28日

3月 29日

3月 30日

平成12年度事業

平成12年 4月 17日

4月 20日

4月 25日

4月 27日

5月 1日

5月 2日

5月 9日

バックホーにより第 8層 まで掘 り下げ、その後手掘り作業

試掘穴NQ143の東側に 5× 5mの トレンチを設定する。東区とする。
バックホーにより第 5層 まで掘 り下げ、その後手掘り作業

試掘穴No143を 中心として東西南北の四ヶ所にグリット設定したことになる。

試掘穴No143を 中央区、以下、東を東区、西を西区、北 トレンチを北区、南を

南区がそろう。

中央区と東区の北側麓に石灰岩基盤との境目を確認するため 6× 8mの グリッ

トを設定する。北東区と呼ぶ

各グリット第 7層 まで掘 り下げる

札幌大学 吉崎昌一先生 高宮広土先生

米海兵隊考古担当エリック・ウイリアムズ 現場視察
北区は遺物のドット上げ、東・南区は第 8層 まで掘り下げる。北東区は第 6層

上面までバックホーで掘り下げる

各グリットをポンプにより水揚げ作業

中央区南東隅で板状木片が出土

中央区第11層下部で曽畑層の礫群の拡がりがみられる

沖縄県立埋蔵文化財センター準備室長 知念勇先生 現場視察
北谷町議員文教厚生常任委員会 現場視察
熊本大学 甲元真之先生 他学生 現場視察
中央区南西隅、西壁面下にサブトレンチを設け曽畑層を掘 り下げる遺物取り上

げ、北区東壁面下にサブトレンチを設け掘 り下げ、淡黄灰色シルト層より爪形

文土器 (東原式)出土

国立歴史民俗博物館 辻誠一郎・能城修一先生 来町 樹木サンプリング

高倉先生 現場視察

千葉県立博物館上席研究員 黒住耐二先生 土壌サンプリング

南区川跡実測後掘り下げ 面縄前庭式土器多数出土

木製櫛を記者会見発表

グリット冠水 ポンプで排水作業 25日 まで

米キリン小学校 4年生 現場説明会 米海兵隊考古担当エリック
ズ案内

中央区 0北区の壁面が崩落 確認
北・南・東・西区で再び大雨のため冠水

国立歴史民俗博物館 設楽博己先生 現場視察

各区排水作業開始 8日 まで

沖縄県立公文書館 岸本義彦 現場視察

木製櫛のC14年代が判明 2580± 40と でる

・ウイリアム
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5月 26日

5月 30日

6月 1日

6月 5日

6月 12日

6月 14日

6月 15日

6月 27日

6月 28日

7月 11日

7月 12日

7月 14日

7月 18日

7月 21日

7月 26日

7月 28日

8月 4日

8月 14日

8月 17日

8月 28日

8月 29日

8月 30日

8月 31日

9月 8日

9月 13日

9月 19日

9月 25日

9月 27日

9月 28日

10月 2日

10月 3日

10月 4日

平成12年度事業として発掘調査開始

文化庁 記念物課課長
北区西壁面崩落 復旧作業
現場近 くの米海兵隊兵舎を無償で借用 (399F)米 海兵隊考古担当エリック・

ウイリアムズの手配

東・西・北・北東区に雨水が溜まる 排水作業 15日 まで

米軍環境保全課の現場視察

那覇防衛施設局・沖縄県・北谷町・米海兵隊 0米環境保全部による 現場視察

北区灰白シルト・オリーブ灰色シルト層から爪形文土器出土

爪形文土器に伴い炭化物あり 写真・実測後サンプリング

各区の名称を再確認を図る

中央区北側壁面崩落 復旧作業
北区西側壁大きなひび割れあり、バックホーにより壁面成形する

文化庁 坂井秀弥調査官 現場視察・指導

中央区と北区 0南区との間の畦を掘り下げる、雨水対策の為

中央区内東側曽畑層の礫群の実測

台風対策6号

ポンプ電気不良の為、中央・北・西 0東区が一晩で冠水 ポンプを入れ替え排

水作業 8月 9日 まで

台風対策 7日 まで 台風 8号

中央区と南区の畦にある樹根の平面実測、中央区東側礫群と遺物の平面実測

中央区西側壁面 0北区北側壁面崩落あり、掘上作業

台風対策 台風11号

中央区・北区間の畦 第14層 の遺物実測

中央区で排水作業

米人教員の女性リーダー研修 現場視察 米海兵隊考古担当エリック・ウイリ

アムズ案内

台風対策 12日 夜半台風通過 台風14号・15号

北区東側・西側壁面で崩落、中央区は半冠水 東区・西区・北東区は冠水
文化庁 岡村道雄主任調査官 県文化課 金城亀信主任専門員 現場視察
宜野座村社会教育課 知名定順主幹 現場視察
南区 第14層 (灰色粘質シルト層)を掘 り下げ後、木製品を確認 (木製容器)、
写真撮影

米海兵隊環境保全部 平敷兼直他 3人 現場視察
南区、木製容器の出土状況実測後、取 り上げ

南区、南側出土の板状木片と石斧の出土状況実測

南区、西壁面土嚢積んで補強
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10月 6日

10月 11日

10月 12日

10月 25日

10月 26日

10月 30日

11月 1日

11月 8日

11月 8日

11月 9日

11月 15日

11月 30日

12月 6日

12月 7日

12月 11日

12月 22日

1月 9日

1月 18日

1月 22日

1月 24日

1月 29日

1月 30日

1月 31日

2月 1日

2月 8日

2月 16日

2月 27日

3月 1日

3月 6日

3月 9日

3月 12日

3月 13日

中央区北側壁・西側壁土層断面図作成後、土嚢を積んで補強

北区、東側壁面、土嚢を積んで補強

北東区 西側壁面に架かる石灰岩基盤の状況確認掘り下げ
北谷町長以下職員 視察 (跡地利用促進対策委員会)
台風対策 19号週末接近とのこと

北東区 西側壁面崩落掘 り出し作業
沖縄国際大学 江上幹幸・上原静先生 新里貴之・島袋綾乃OB諸氏 現場視察
台風の影響大雨 台風20号

北東区 サブトレンチ土嚢を積んで補強 崩落部分掘 り上げ
那覇市教育委員会文化課 金武正紀課長 島弘係長 現場視察
各区雨天対策 14日 まで

北東区西側壁面、平面実測終了、NHK取材あり

調査区南側の丘陵 隊舎No399の周辺部に試掘が許可されたので設定する
北東区 写真撮影・断面実測後埋め戻しにはいる

北区 北側半分写真撮影・断面実測後埋め戻しにはいる

中央区 東壁面写真測量・床面写真測量
中央区 東側礫群実測
中央区 東側第11層掘り下げ 遺物 ドットで取り上げる
中央区 東側曽畑層掘 り下げ 木片出土 写真撮影
中央区 東側の南隅でオキナワウラジロガシ 5～ 6個の集中あり 撮影後 ドッ
ト上げ

中央区 東側 シイの実集中部分あり掘り上げ
中央区 東側 シイの実集中部分あり、写真撮影後取り上げ
同上のシイの実の拡がりを十字に切 り対面を掘 り下げる

中央区 東側 別のシイの実集中部分あり 部分掘り上げ 2月 22日 まで

中央区 東側 シイの実集中部分の近くで網代出土 拡がる可能性あり

網代現在の段階で写真撮影後、実測する

中央区 北側礫群 ユニックを使用し写真撮影
網代を本格的に露出作業にはいる

網代は方形か隅丸方形が想定される

文化庁 禰宜田佳男調査官 県文化課 金城亀信主任専門員 イ中座久宣専門員

現場視察

南区 第14層 から東側壁面よりに幅 lmのサブトレンチを設け、掘り下げる

南区 棒状の本製品 (第41図 )出土

中央区 東側落ち込み掘 り下げ後 東壁面に土嚢を積んで補強する

中央区 東側 南東隅壁面整形

南区 第14層 (礫層)の落ち込みは第10層 の土壌があり、流水によって削られ
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3月 14日

3月 19日

3月 21日

3月 27日

3月 30日

平成13年度事業

平成13年 5月 11日

5月 21日

5月 24日

6月 8日

6月 18日

6月 22日

6月 29日

7月 2日

7月 9日

7月 13日

7月 24日

8月 6日

8月 15日

8月 17日

8月 27日

8月 30日

9月 7日

9月 19日

9月 25日

9月 27日

10月 1日

10月 5日

た穴と判明

中央区 東側 南東隅壁面整形 第11層 (泥質層)出土の流木実測にかかる

南区 第14層 (礫層)最下部 遺物出土状況の平面実測
熊本大学名誉教授 白木原和美先生 宜野湾市文化課 豊里友哉主任主事現場

視察

南区出土の木製容器 C14の年代が判明 4480± 50yB.P 面縄前庭式土器と重なる

中央区 東側 南壁崩落除去作業 網代の平面プラン確認

南区第14層 (礫層)下 (灰色細砂)曽畑層の混貝土層で遺物取 り上げ

台風対策 沖縄県立埋蔵文化センター 知念勇所長 現場視察

平成13年度の発掘調査スタート

西区 北・西壁崩落

網代平面実測

南区 シイの実層掘り下げ

中央区 網代周辺部掘 り下げ実測

中央区 西側 南区サブトレンチに連続する部分を掘り下げ 混貝層上面を検

出中 遺物多量

網代の内部を掘 り下げ中 オキナワウラジロガシが網代に接して出土

南区サブトレンチ混貝土層 (曽畑層)上面検出 以後 継続

古環境研究所 早田勉先生 土壌サンプル採集 (特に軽石採集)
北区 西壁面の崩落 取 り上げ

熊本大学 甲元真之教授 杉井健助教授 現場視察
南区サブトレンチ 南東側でオキナワウラジロガシ集中あり、写真撮影
北谷中学校 狩俣先生 初任者研修で実習
中央区 網代周辺の礫群 取 り上げ終了

台風対策 台風11号

広島大学 古瀬清秀先生 現場視察
南区サブトレンチ 混貝層遺物取上内の曽畑式土器に滑石混入土器あり
町内親子遺跡見学会 現場見学 東門研治案内
南区サブトレンチ 混貝層 北側イノシシ頭蓋骨 他多量の骨あり 12月 11日
まで

台風対策 台風16号  12日 最接近
文化庁 加藤真二調査官 現場視察
台風19号の影響あり 現場冠水
熊本大学 甲元真之先生 来町現場視察
国立歴史民俗博物館 辻誠一郎先生 他13人 植物遺存体の実見
台風対策 台風20号
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10月 9日

1()月 15日

10月 25日

11月 7日

11月 9日

11月 12日

12月 14日

12月 18日

平成14年 1月 29日

1月 31日

2月 6日

2月 14日

2月 19日

2月 20日

2月 28日

3月 1日

3月 7日

3月 9日

3月 11日

3月 12日

3月 14日

3月 18日

3月 19日

3月 20日

中央区と西区間の畦掘 り下げにかかる

台風対策 台風21号  17日 最接近
南区サブトレンチ北側暗灰貝層掘 り下げで海獣骨長さ75cm大が出土

中央区と東区の畦掘り下げ始める

中央区と西区間 第11層 (川跡)掘 り下げ
中央区と西区 第11層 (樹根)検出作業
南区サブトレンチ写真撮影後、東壁・西壁の断面実測に入る 1月 17日 まで

雨のため 1月 22日 まで現場ほとんど進まず

文化庁 平成12年度国庫補助事業実態調査  「発掘調査等」
文化庁 坂井秀弥調査官 現場視察・指導
中央区と東区間に排水用の溝を掘る作業、溝にかかる倒木・樹根の取 り上げを

おこなう

中央区と西区間の混礫砂層、曽畑層を確認したところ間の中央付近で切れるよ

うである。

中央区南壁の樹根取上、直下の砂層を掘り下げ中人骨出土 (大腿部)

東区樹根検出、取り上げ時木製品出土 杭か

東区サブトレンチ混礫砂層の掘 り下げ中、木製品棒状製品出土

中央区サブトレンチ 曽畑層上面としている礫層からは土器の出土はなくこの

礫層を取 り上げた後の混貝砂層から曽畑式土器が出てくるものと思われる。

網代 (穴)を保存処理するため切 り取 りの準備に入る。周辺幅 lmの余裕を残

し掘 り下げる。中央区と東区の間でも網代の破片が出土する

県文化課 大城慧課長補佐 仲座久宜専門員 現場視察
中央区と東区間サブトレンチでシイの実集中部あり。バインダーで固め取り上

げる。

中央区サブトレンチ及び穴周辺部の掘 り下げ終了。その下位の緑灰色砂層、そ

の下位は緑灰シルト層になる。

中央区サブトレンチ緑灰色砂層中よリクガニ様石器と軽石混ざりの溝跡のよう

なものが確認された。

中央区穴北側拡張部に枝サンゴの集中地が確認された。レベル的に礫集中部よ

りも下位にある。

文化庁 岡村道雄主任調査官 県文化課 金城亀信主任専門員 イ中座久宜専門

員 現場視察・指導

穴の遺構切 り取 りの段取 り

気をH鋼枠にあわせるための切 り取 り調整

穴遺構切 り取り。クレーンを使用しH鋼枠を設置作業

穴H鋼設置後、下面に鉄板をジャッキーで押し込み固定する。取上完了。

10tト ラックで京都へ輸送
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3月 25日

3月 26日

3月 28日

平成14年度事業

平成14年 4月 10日

4月 15日

5月 15日

5月 23日

5月 31日

6月 3日

6月 5日

6月 10日

6月 17日

6月 20日

6月 25日

6月 28日

7月 1日

7月 4日

7月 11日

7月 19日

国立歴史民俗博物館 辻誠一郎・能城修一 植物遺存体のサンプル採集

現場で曽畑層出土の樹木に加工痕のある石斧の柄未製品を発見

東区サブトレンチの東側は縄文時代晩期の土器が混在していたが、今日でほぼ

曽畑層上面を検出したと考える。

笠利町歴史民俗資料館 中山清美館長 早稲田大学 樋泉岳二非常勤講師

千葉県立中央博物館 黒住耐二上席研究員 自然遺物サンプル及び所見指導

中央区南壁面実測

サブトレンチ南北ラインH区・ I区の石皿、シャコ貝、石材の実測

サブトレンチ東西ライン1～ 8区の遺物取り上げ、 2区より縄文晩期の土器出土

名護市教育委員会文化課 岸本利枝 現場視察

平成14年度の発掘調査のスタート

サブトレ南北ラインM～ P区オリーブ褐色砂層掘 り下げ。爪形文土器出土

写真撮影

サブトレ南北ラインM～ P区オリーブ褐色砂層掘 り下げ後、下層の灰オリーブ

砂層の軽石集中部、骨、爪形文土器を検出。

東区南壁が週末の雨で崩落

サブトレ南北ラインM～○区軽石の下から礫が出土、露出作業。

M区 より爪形文土器出土

台風対策

現場冠水 ボンプ 1台増やして排水
サブトレ東西ライン16～ 22区 緑灰砂層 3回 目の遺物取上後、下から礫群と樹

根群が出土、検出作業

サブトレ南北ラインM～ P区 灰オリーブ砂層の軽石群の取 り上げ。下から礫
群が出土。J～ L区の礫群と同じと考えられる。

V・ W区の軽石群の清掃。爪形文土器出土。

中央区 南壁面崩落 撤去作業
古環境研究所 杉山真二氏 土壌サンプリング

沖縄国際大学 江上幹幸教授 現場視察
古環境研究所 早田勉氏 軽石サンプリング

桑江中・北谷中の生徒体験学習、一週間

台風対策

台風 5号

台風対策

サブトレ南北ライン 緑灰砂層下礫層A～ L区、N～ W区、一回日、二日目写
真撮影、実測、取り上げ

電源切られ冠水 排水作業7月 29日
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7月 30日

7月 31日

8月 6日

8月 14日

8月 15日

8月 16日

8月 20日

8月 21日

8月 28日

9月 3日

9月 9日

9月 12日

9月 19日

10月 1日

10月 11日

10月 16日

10月 31日

11月 1日

平成15年 2月 12日

2月 28日

3月 11日

6月 11日

7月 18日

8月 1日

12月 18日

青山大学名誉教授 田村晃一先生 沖縄国際大学 江上幹幸先生 現場視察
県文化財審議委員長 嵩元政秀先生 来町 現場視察
サブトレ南北ライン 緑灰砂層下礫層A～ L区、四回目 B区で爪形文土器、
石器出土

サブトレ東西ライン 緑灰砂層下礫層 16～ 18区 四回目 取り上げ
サブトレ南北ライン N区 より北側は色調により3種 (黄褐、暗灰、暗オリー

ブ)に細分していたが、それらは軽石と炭の包合によるものと判断される。

サブトレ東西ライン19～ 22区の流木群は白色の粘土質に乗っている状態で検出

熊本大学 甲元真之教授 小畑弘己助教授 現場視察
サブトレ東西ライン緑灰色砂層下礫層 6回 目 16017区 出土 局部磨製石斧
サブトレ東西ライン緑灰砂層下礫層 5回 目16～ 22区 下の泥炭層まで掘 り下げ
る 安全確保のため北側に拡張する。
サブトレ南北ライン緑灰砂層下礫層 L区北東壁サポートパネルで補強する

中央区南壁、西区南壁にサポートパネルを設置の段取 りをする。

台風対策 30日 台風15号

台風対策 5日  台風16号

南区南壁崩落 応急処置 台風のため
サブトレ南北ラインN～Q区 白色粘質土層の除去、北区東壁が崩落 作業中止
サブトレ東西ライン緑灰砂層下礫層 19～ 22区樹木密集レベル 石斧、爪形文
土器出土

サブトレ東西ライン 青灰砂層 19～ 22区の掘 り下げ
褐色粘土質土層下の青灰砂層より、火種に使ったと考えられる木製品とイノシ

シ骨が出土、遺物包含層であることが確認された。

サブトレ東西ライン 褐色腐食土層 16～ 22区 掘り下げ
サブトレ南北ライン 褐色腐食土層 F～ H区 掘 り下げ
サブトレ東西ライン 16～ 22区の清掃 分層
サブトレ南北ライン F～ H区 西壁面の実測

実質的な発掘は終了

図面整理と出土遺物の分類 11月 29日 まで

壁面剥ぎ取 り 県文化課 岸本義彦専門員の指導

文化庁 坂井秀弥主任調査官 現場視察
国立歴史民俗博物館 辻誠一郎・能城修一 植物遺存体サンプル採集

町文化財審議委員長 大城逸朗先生 現場地質調査

砂を入れ埋め戻し伊礼原遺跡低湿地区終了

町文化財審議委員長 大城逸朗先生 現場最終確認

遺物整理作業入る

文化庁 坂井秀弥主任調査官 来町指導
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2。 砂丘区

砂丘区の調査は低湿地区で確認できなかった曽畑期の遺構、特に住居址を特定するため南側砂丘

地に調査対象を求め、平成13年度から平成17年度まで調査を実施した。以下、年度毎にまとめ述べ

ることとする。

・平成13年度 (平成14年 2月 8日 ～ 3月 29日 )

平成13年度は低湿地区と南西側の米軍施設ソフトボール場の間に道路があり、それに沿ってソフ

トボール場側に 5本試掘穴を設置して調査を実施することにした。 2月 8日 に4m四方の試掘穴を

北西から南東方向に試掘穴No。 1か ら5ま で設定し、12日 より調査を開始した。まだ、米軍施設が機

能しているため、埋設管等の破損や安全確認を目的に磁気探査を行いながら包含層まで重機掘削を

行った。その結果、18日 ～28日 において、各試掘穴とも縄文時代後期～晩期の包含層が確認され、

特に縄文時代後期の面縄東洞式土器などの奄美系土器が目立ったが、同期の遺構は確認されなかっ

た。その後、更に掘削を行い、28日 に試掘穴No.3に おいて縄文時代中期の炉址が検出された。 3月

1日 に試掘穴No。 1よ り条痕文土器が検出され、試掘穴No。 1か ら3ま でに縄文時代中期の広がりが存

在することが判明した。 3月 12日 に試掘穴No.4に おいても縄文時代中期の炉址が検出され、その範

囲が更に広がることが判明。 3月 中旬から29日 までの調査は試掘穴No.304で検出された炉址遺構

に関する作業が中心に行われた。炉址の底部において焼土を確認、また、面縄前庭式土器や獣骨な

どが伴うことが確認された。周辺に柱穴も検出されているが、屋内炉なのか屋外炉なのかの判断は

掴めなかった。年度内に完掘することができず新年度に継続することとした。調査期間中、以下の

現場視察があった。

2月 13日  在沖海兵隊環境保全課文化財担当エリック・ウイリアムズ氏と典那覇政之氏が視察。
2月 25日 読谷村教育委員会 仲宗根求氏現場視察。
3月 7日  県文化課長補佐 大城慧氏と専門員の仲座久宜氏現場指導視察で来町。
3月 14日  文化庁岡村道雄主任調査官現場指導視察、県文化課金城亀信主任専門員、仲座久宜

専門員随行。

0平成14年度 (平成14年 4月 1日 ～ 3月 31日 )

平成14年度は前年度の継続調査とソフトボール場内での調査を計画した。先ず、継続調査で堆

積状況と北西―南東軸における遺跡の範囲を把握し、その情報を基に今度は北東―南西軸をソフト

ボール場内に調査 トレンチを設定して堆積状況と範囲を確認することとした。

継続事業は 4月 1日 より6月 27日 まで行った。 4月 上旬は試掘穴No。 2～ 4で確認された柱穴及び

炉址、各試掘穴の壁面図作成を行った。中旬は雨天が多く壁面の崩落が見られ、その除去作業を余

儀なくされた。その後は、m2か らNo.4に おいて柱穴が確認され、半裁作業と図面作成を行った。
柱穴は白砂層より検出され、その上位の層である縄文時代中期の所産であることが柱穴内の覆土や

出土遺物から判明した。 4月 の下旬に試掘穴No.2の掘 り下げが進み、自砂層中の礫混じりより条痕

文土器が出土し、この時点では 1点のみの出土であった。 5月 に入ると試掘穴No.304の柱穴が完

掘し、掘 り下げを行った。これまでに確認された柱穴は明確なプランは見つからなかった。
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柱穴完掘後の掘り下げは白砂層で、基本的には無遺物層として判断していたが、前1)杢 したとおり、

試掘穴No.2に おいて条痕文土器が確認されたことから各試掘穴の掘 り下げを行うこととした。 5月

の下旬には同試掘穴より条痕文土器と爪形文土器が出土し、試掘穴No.3では獣骨片や貝殻が出土し

た。これら出土遺物は摩耗が見られ二次堆積の可能性があると判断された。白砂層の下位は粗砂か

ら砂利へと変わり、試掘穴No.2では最下に岩盤を確認した。周辺の試掘穴は崩落が著しくなり、こ

れ以上の掘削は行わず 6月 24日 に埋め戻しを行い、試掘調査を終了した。この試掘調査の成果は縄

文時代前期から後期までの文化層と範囲 (北西一南東軸方向の)が確認され、しかも、中期にいたっ

ては遺構が存在することが判明したことであった。これを基に今度は北東一南西軸で遺跡の範囲を

把握するためソフトボール場内の調査を行うこととした。

調査を実施する事前に米軍へ発掘調査許可の申請を平成14年 5月 14日 に行った。米軍からは 6月

28日 に許可の回答を得ることができ、範囲確認調査を実施する運びとなった。

範囲確認調査は7月 23日 より準備を行い 7月 23日 から3月 31日 まで実施した。 トレンチ設定は試

掘穴No.3を 軸に北東―南西方向の 5× 70mの トレンチを設けEト レンチとした。調査は 7月 24日 に

磁気探査調査を入れ、翌日よリバックホウによる表土掘削を行い、 2日 間で表土掘削を終えること

ができた。本調査区域は米軍の埋土が薄い状況であった。

7・ 8月 は米軍の埋設物や廃棄物など様々な掘削痕があり包含層が破壊されている部分も多々見

られ、これら除去作業から行った。殆どが水道パイプで、包含層を切っている場所が 3ケ所、廃棄

物も包含層を掘削している状況であった。 9月 から包含層掘削作業を行ったところ、丘陵側は黒色

砂層の第 6層の上面を掘 り下げたところ、グスク時代の古手の資料と貝塚後期、縄文時代晩期の遺

物が混在して出土し、その広がりがE-18グ リット北東側まで確認された。 9月 27日 にはE-19グ

リットでゴホウラ製の貝輪 2点重なった状態で検出された。10月 上旬はトレンチの中央部E-17・

16の黒色砂層の第 5層 を掘り下げ、15世紀から17世紀のグスク時代の遺物と貝塚後期の遺物が混在

して出土する状況が確認された。中旬から下旬にかけてはE-15014グ リットの黒色土層の第 4層

の掘 り下げを行い、15世紀から17世紀のグスク時代の遺物が出土した。このように、Eト レンチで

は丘陵側、中央部、海側とではレベル的にはそれほど大差はないが堆積状況が異なることが判明した。

11012月 には、丘陵側のE-20グ リットでは第 6層 において縄文時代晩期の石囲いと考えられる

炉址が 1基、12月 15日 にはE-19グ リットの北壁に接した状態で第 1号住居址が、E-17～ 15グリッ

トにおいては柱穴が数十基検出されるなど遺構が確認されるようになった。12月 は殆どこれら遺構

の掘削作業や図面作成が主な作業となった。 1月 はE-19グ リットの住居址の露出作業とあらたに

E-20グ リットで土坑 8基が検出され、その掘削作業や図面作成作業を行った。E-14015の柱穴

の完掘後、自砂層の掘 り下げを行うが無遺物層であることが確認された。 2月 はE-14・ 15016の

セクション図作成作業を行う。また、E-20グ リットの土坑やE-19グ リットの住居址の掘 り下げ

を行い、両遺構から面縄東洞式土器など奄美系の土器が出土することから縄文時代後期であること

が判明した。 3月 はこれら遺構の掘 り下げと図面作成に従事したが終えることができず、平成15年

度へ継続することとなった。調査期間中、以下の現場視察があった。

平成15年 1月 22日 小島調査官
1月 23日  内閣府

-20-



2月 26日

3月 6日

3月 12日

千葉県中央博物館 黒住耐二氏貝分類調査指導

文化庁 禰宜田佳男調査官 現地指導 県文化課 盛本勲・知念隆博専門員

文化庁 岡田調査官 現地指導 県文化課

・平成15年度 (平成15年 6月 25日 ～平16年 3月 31日 )

調査は4～ 6月 中旬は整理作業を行い現場は6月 25日 より平成14年度事業の継続調査を実施した。

7月 ～ 8月 にかけては主に掘り下げを行い、 7月 30日 にE-20グ リットで土器が一括して出土し図

面作成を行った。遺構は前年度検出されたE-19グ リットの住居址の調査が終了していなかったた

め継続し作業を行い輪郭が確認された。遺構は壁面に接しているため規模は把握できないが、形状

が隅丸方形を成すのではないかと判断された。周辺には石皿や叩き石が伴っていた。 8月 の上旬に

沖縄県教育庁文化課より北谷町で地中レーダー探査が行えないかの打診があった。これは在沖米軍

基地の返還または一部返還や移転が進められているなかで、埋蔵文化財の分布を効率よく把握する

手法として地中レーダーの導入を検討する「埋蔵文化財広域発掘調査手法検討委員会」が平成13年

度に設置されていて、当初、宜野湾市の普天間基地で実施していた。しかし、平成15年度の調査は

米軍側の要請で実施できない部分が生じ検証が行えない状況となった。そこで、返還された本町の

伊礼原遺跡で探査を行い、検証したいということであった。ちようどEト レンチのみの掘削であっ

たため、南北方向の広がりが気になっていたこともあり、地中レーダー探査を行い検証発掘調査を

行うこととした。調査は10月 14日 から21日 と11月 17018日 の 2回実施した。調査区は低湿地区の南

東側と南東側の丘陵 (通称399)、 Eト レンチの北西側と南東側の4箇所で約5,000ど を地中レーダー・

電気探査・反射法地震探査の 3種類実施した。その解析の結果、Eト レンチの19020ラ インの北西

側と南東側に遺構と思われる反応が確認でき、19ラ インの南北方向を検証発掘することとなった。

11月 25日 より重機掘削を行い、12月 1日 より手掘 り作業を開始した。この地中レーダー探査の結果

の詳細は『埋蔵文化財広域手法検討調査概要 (Ⅲ )』
(註①)で報告されている。

11月 27日 より砂丘区の北東側の丘陵上 (通称399)の試掘調査を行うこととした。当該地これま

で米軍施設があり詳細な調査が行えなかった部分で、低湿地区の調査時より曽畑期の住居址などの

遺構が所在するのではないかと期待を寄せていた。施設の撤去作業も済み、地中レーダーの探査の

反応では撤去時の土の掘り起こし痕または米軍施設の基礎址の反応で遺構が破壊されているのではな

いかと思われた。試掘穴は低湿地区側を中心に4× 4mの 16本を設置し、重機で掘削を行った。その

結果、丘陵上は殆どが地山で米軍によって平坦に削平していることが判明した。ただ、北側の斜面地

の近くでは旧地形が残っていることが確認できたが遺構に繋がる遺物や遺構の検出は得られなかった。

探査結果によって新たに設置されたグリットは北側にC-18西側、COD-19グ リット、C-190
20グ リット、南側にF-19、 G・ H-19グ リット、北東側にC-23024グ リットを設け掘削を行っ

た。12月 3日 にF-19グ リットで、地中レーダーで反応のあったポイントにおいて井戸状遺構 (第

66図 )が検出され、探査の解析どおりで実証された形となった。また、12月 17日 にはD-19グ リッ

トでも礫の集中が検出され、この遺構も解析どおりであった。本遺構は後に住居址であることが判

明した。12月 19日 Eラ インを北束の丘陵麓に新たにE-22023グ リットを設け掘削を行った。 1月

7日 井戸状遺構内の掘 り下げ中に 1体分の獣骨が確認された。 1月 30日 井戸状遺構内より検出され
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た獣骨が大であることが判明 (図版1440145上 )し実測作業を行った。また、E-19グ リット検出

の住居址も平面図作成を行なった。 2月 に入ると殆ど雨天で現場作業ができない状態であった。 2

月下旬はC-19グ リットの北壁にテーブルサンゴの配石が検出され、状況から埋葬の可能性が考え

られることから更に北側へ拡張し、C-19北 トレンチとし掘削を行うこととした。これまでに埋葬

遺構が未検出であったため、埋葬地の区域が判断されるのではないかと期待された。 3月 に入ると

拡張した各グリットより遺構が検出され始めた。C-18西側グリットは遺構が確認されず無遺物層

の白砂層まで掘 り下げを行い完掘した。しかし、東壁側の崩落に伴い人骨の頭部が露出し、壁面に

土墳状の凹みが見られ、前1)杢のテーブルサンゴの配石された遺構にも近いことから更に期待が高まっ

た。そこでC-18グ リットの東側を確認する必要が生じ掘 り下げを行った。

D-19グ リットの南側では集石が確認され、E-19グ リットの北壁に接して検出された住居址の

北側部分であることが判明した。そこで、住居址の規模が確認できるようになった。拡張によって

確認された遺構は年度内で調査ができなかったので、次年度も継続して行うこととした。調査期間

中、以下の現場視察等があった。

平成15年 6月 30日 ～7月 4日  町内の中学 2年生10名の職場体験学習を受入れ発掘作業を行った。
7月 10日  文化庁 金城調査官 県文化課 金城亀信主任専門員 中山晋専門員
10月 1日 西村康委員長 (埋蔵文化財広域発掘調査手法検討委員会) 県文化課 金城亀信主任

専門員 現場視察

10月 6日 宜野湾市教育委員会文化課 仲村健氏 現場指導
10月 30日 埋蔵文化財広域発掘調査手法検討委員会 現場視察
11月 17日  物理探査学会デモ

11月 18日  物理探査学会デモ 県文化課 金城亀信主任専門員 現場視察
12月 3日 県文化課 金城亀信主任専門員 中山晋専門員 沖縄県埋蔵文化材センター 知念隆

博専門員 名瀬市博物館 高梨 修氏 現場視察
12月 5日  沖縄県埋蔵文化材センター 瀬戸哲也専門員 現場視察
12月 10日  糸満市教育委員会 大城一成氏 現場視察
12月 11日 沖縄県教育長 総務部長 文化課 島袋洋係長 金城亀信主任専門員 宜野湾市教育

委員会 森田直哉 現場視察
12月 18日  文化庁 坂井秀弥主任調査官 現場視察及ぶ指導 県文化課島袋洋係長 金城亀信主

任専門員 随行  宜野湾市教育委員会文化課 呉屋義勝係長 森田直哉 現場視察
12月 25日 西村康委員長 (埋蔵文化財広域発掘調査手法検討委員会) 県文化課 金城亀信主任

専門員 現場視察

3月 4日  文化庁 玉田芳英調査官 現場指導 伊礼原遺跡は国指定遺跡の要件を満たしている

との報告がなされた。

内閣府審議官 現場視察
3月 17日  福岡県福岡市埋蔵文化財センター 比佐陽一郎 千葉県中央博物館 黒住耐二

早稲田大学 樋泉岳二 現場指導

3月 22日 大分県教育委員会文化課 高橋信武主幹 現場指導
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3月 29日 県文化課 金城亀信主任専門員 中山晋専門員 現場視察

・平成16年度 (平成16年 4月 5日 ～平成17年 3月 31日 )

平成15年度の継続事業で 4月 5日 より5月 12日 まで調査員で掘削作業及び図面作成に従事し、翌

日の13日 より始動した。平成16年度は調査区が東西南北に広がったため、作業員を四方に配置して

作業を行った。南北の拡張したグリットは遺構が検出され始めてきた状況であったため、遺構の性

格や時期を把握する必要があった。COD-19の北西側での西壁に接して確認された集石の調査を

行ったところ、一部米軍の埋設管工事で破壊されていたが、ある程度の形状が把握できる住居址で

あることが判明し、遺構内や周辺から面縄東洞式土器などの奄美系土器が出土することから縄文時

代後期であることが分かった。

6月 13日 に伊礼原遺跡の地権者に対し現場説明会を開いた。区画整理事業の換地作業の問題に伴

い、伊礼原遺跡の国指定予定範囲を区画整理事業内から除外する旨の説明会であった。

C-19・ 20グ リット及びG・ H-19グ リットにおいて集石が 3基検出された。露出作業と規模及

び出土遺物の確認、平面図作成を行い詳細な遺構調査は行わず保存することとした。7月 中旬はE―

20グ リットで縄文時代後期の炉址を調査していたところ、更にその下位に貝の集積が確認された。

そこで、貝の集積の範囲確認するため周囲の掘 り下げを行い、円形状に堆積していることが判明し

た。堆積状況を確認するため東西方向にサブトレンチを設けて掘削を行い、断面が碗状で堆積に貝

種の特徴が見られた。遺構内から出土する土器は縄文時代中期にお面縄前庭式土器や仲泊式土器が

出土し、人骨の大腿骨も含まれていた。周辺に埋葬地があるではないかと想定された。また、前年

度に検出されたC-19北グリットのテーブルサンゴの配石は当初、埋葬施設と想定していたが、調

査の結果、配石の下位には遺構は確認されなかった。しかし、周辺の集石の配置を考慮すると住居

址の可能性があるのではないかと判断した。

各グリットの調査の状況から縄文時代の遺構はE-18グ リットのほぼ中央から北東側に集中し南

西側に広がらない状況であった。それが何故なのか判然としなかったが、11月 下旬に砂丘の堆積に

詳しい東大阪市文化財協会の松田順一郎氏に分析をお願いしたところ、 Eト レンチ内で 3回ほど砂

丘が自然災害 (大波・台風の影響など)に より削れている状況が確認できるということであった。

その影響で、南西側のE-14015グ リットはグスク時代 (15世紀から17世紀頃)の遺構のみで、E一

16・ 17018グ リットの中央より南西側は弥生時代相当期の遺構、E-18グ リット中央より北東側は

縄文時代の遺構が存在する状況が把握することができた。

1月 ～ 3月 にかけては、ほぼ各グリットの掘削は白砂層に達し、遺構の検出も見られなくなり、

これまでに検出された遺構の図面作成や、壁面図作成作業を行った。年度内で終えることができな

かったため次年度も継続することとした。調査期間中、以下の現場視察等があった。

5月 14日  町議員現場視察
5月 26日 県文化課長 名嘉政修  係長 島袋洋 現場視察
5月 28日 稲嶺県知事 現場視察
6月 28日 ～ 7月 2日  町内の中学 2年生の職場体験学習を受入れ発掘調査作業を行った。
8月 4日  山口県土井ケ浜人類学ミュージアム 松下孝幸先生 現場視察
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8月 5日  文化庁 清野孝之技官 県文化課 金城亀信主任専門員 中山晋専門員 随行
宜野湾市教育委員会文化課長  呉屋義勝係長 現場視察

10月 15日  山口県土井ケ浜人類学ミュージアム 松下孝幸先生
宜野湾市教育委員会文化課 森田直哉 現場視察

11月 29日 ～12月 1日 大阪府東大阪市文化財協会 松田順一郎 砂丘堆積の分析指導
11月 30日  宜野湾市教育委員会文化課 呉屋義勝係長 森田直哉 現場視察
12月 14日  町文化財審議委員 大城逸朗先生 現場視察
12月 17日  山口県土井ケ浜人類学ミュージアム 松下孝幸 人骨調査指導
1月 5日  文化庁 坂井秀弥主任調査官 岡田調査官 現場視察及び指導
1月 6日 文化庁 文化財審議委員 現場視察
1月 7日  文化庁記念物課長 岡田調査官 現場視察
1月 27日 伊礼原 C遺跡保全整備基本構想委員 県文化課職員 現場視察
2月 10日  熊本大学 甲元具之教授 笠利町歴史民俗博物館 中山清美氏 現場視察
2月 21日 兵庫県教育委員会文化財室 山本誠氏 岡山大学 稲田教授
3月 1日 典那覇町議員視察
3月 25日 大阪府東大阪市文化財協会 松田順一郎 千葉県中央博物館 黒住耐二 早稲田大学

樋泉岳二 現場指導

・平成17年度 (平成17年 4月 1日 ～平成18年 3月 31日 )

平成17年度は現場作業が終盤を向かえ、前年度の継続作業とこれまでの出土した遺物の整理作業

及び、低湿地区の調査成果として報告書作成を行うこととした。

現場作業は主に遺構図の作成と壁面図の作成に従事し、埋め戻しを考慮し最終確認作業を行った。

そこで、次のような処置を行い範囲確認作業を終えることとした。遺構は遺構調査を行ったE-190

D-19グ リットにまたがる住居址、COD-18019グ リットにまたがる住居址の平面図、断面図の

最終確認作業を行い保護砂で覆い保存、C-19020、 G-19、 GH-19グ リット検出の集石につい

ては平面図と断面図のみで詳細な調査は行わず、保護砂で覆い現状保存することとした。

整理作業は現場作業プレハブと整理作業プレハブの2箇所で行った。前者は主にこれまでの範囲

確認調査で出土遺物の洗浄作業や分類作業を行い、後者は低湿地区の遺物整理を行った。調査期間

中、以下の現場視察等があった。

平成17年 6月 27日 ～ 7月 1日  町内の中学 2年生の職場体験学習を受入れ発掘作業を行った。
8月 3日  町内の小中学校の新任教員の初任者研修を受入れ発掘作業を行った。
9月 20日  区画整理町作り協議会現場視察 (16名 )
10月 20日 本町教育委員現場視察
11月 17日  韓国KCTV現 場取材
・平成18年度 (平成18年 4月 3日 ～平成19年 3月 30日 )

平成18年度は平成10年度～平成17年度まで実施した試掘及び範囲確認調査の資料整理を行い本報

告書の作成を行った。

-24-



第 4節 出土遺物保存処理事業

発掘調査や遺物整理作業と平行して、平成14年度、平成15年度には埋蔵文化財出土遺物保存処理

事業の名称として「伊礼原B遺跡ほか出土木製品等の保存処理」を平成13年 5月 に発見された約 1

×1× lmの穴を、 2× 2× lmで取上、京都の吉田生物研究所に保存処理の委託を行った。

平成14年度の主な委託は強度の関係から現地で穴内部を掘 り抜かず、塊として移動したことから

京都の保存処理先で内部の今」り抜き作業からお願いをした。約 6ヶ 月を掛けて今」り抜きを行い、そ

の後、約 lヶ 年を掛けて水分除去のため低アルコールから高アルコール、樹脂への置換処理の工程

を経て整形・化粧直し・ケース入れを行い、京都と沖縄の気温の差が少ない春に帰郷した。

穴の保存処理後の大きさは約 1。 5× 1。 5× 0。 7mで陳列ケースに内蔵され、そのままで展示できるよ

うに保護されており、現在、北谷町ニライセンターの入ロロビーに公開している。

他に気の網代がもぎとれた塊が 2個体と木製針葉樹で太さ6 cm、 長さ2mの建築用材 1点を保存

処理した。

これらの経過については『伊礼原C遺跡の語るもの』 (2004)と して概要を報告してある(註
1)。

引用・参考文献

註 1 北谷町教育委員会 『伊礼原C遺跡の語るもの』一伊礼原B遺跡ほか出土遺物保存処理事業- 2004年 3月

保存処理された策の展示 (北谷町ニライセンター)
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第 2図 北谷町域の遺跡分布図
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第Ⅱ章 遺跡の位置と環境

I 伊礼原遺跡の立地としての地形・地質

大 城 逸 朗 (北谷町文化財調査審議会委員)

はじめに

国道58号線側から町役場側を眺めると、その背後は一段と高くなった段丘地形になっている。段

丘は石灰岩の地層からなり、同岩相は伊礼原遺跡の立地する低位面の砂層や砂礫層の基底でも認め

られる。そのことから判断すると、段丘のつくる崖地形は地質構造に起因する断層崖と考えられる。

低位面は、米軍基地でもあったため人工的な変容を受けているが、かつては背後に崖を有する海

岸で海浜砂が堆積し、さらに陸側から浸食作用でもたらされた粘土や砂礫が堆積し、そして不整合

部からの湧水が湿地帯をつくるなど多様な環境変化を伴ったところである。遺跡発掘のグリッド断

面では、そのような環境変化を示す堆積物が海水面の変動と深く関わりながら、海側へ前進あるい

は後退をくり返しながら発達したことが分かる。なお、各グリッドの詳細な記述については、別項

を参考にしていただきたい。

以下では、遺跡の立地としての地形と地質について、その概要を1)杢べる。また参考のため北谷町

の地質図と模式地形断面を示した。

1。 地 形

町役場の背後には、比高15～ 20有 の明瞭な段丘地形が見られる。段丘は、①10～ 15れ以下の低

位面、②35～ 70怖の中位面、③100れ以上の高位面の 3つ に区分できる。なお、これらの 3面は、

沖縄島の中南部では共通に認められる。

①の低位面は、北西―南東方向に発達する中位面のつくる崖面に平行に発達している。面の広が

りは、遺跡の立地するあたりでは、国道58号側から幅およそ250傷、さらに南側へかけて次第に広

くなり、幅 1キロにも達する。低位面は、かつて海岸砂や砂丘が発達し、陸側から流れ込んだ粘土の

堆積で水田となり、さらに集落地になるなど地域の変遷を知ることができる重要な地形発達史を秘

めている。

②の中位面は、吉原一帯、桑江から上勢頭を経て北東側へ高度を増しながら緩傾斜した一帯、さ

らに嘉手納町や沖縄市側へかけて広く発達している。当時の地形を米軍用航空写真 (図版 7・ 1945

年)や軍用地形図 (1948年 )で調べると、中位面は侵食作用で形成された北東―南西方向のリッジ

地形が多数発達していたことが読み取れる。これを現地形と比較すると、特に北谷町側では多くの

地域は造成され住宅地となるなど丘陵を刻む浅い谷はほとんど埋め立てられ変容していることが容

易に分かる。

③の高位面は、北谷中学校付近から沖縄市の南桃原や山里、それに自比川を挟むその南側の米軍

基地 (キ ャンプフォスター)一帯から北中城村にかけて発達している。つまり高位面は、北谷町の
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南側から東側へかけて発達しているが、このことは沖縄島の中～南部地域では一般に東で標高が高

く、西側にかけ次第に低 くなる島の地史との関わりが考えられる。

町の北側 (県道23号線の北 )、 それに嘉手納基地から沖縄市の知花にかけて小高く丸い形をした

山が点在している。小山は底部が広く、比高50～ 80れで頂部にかけて次第に尖塔状になった “円錐

カルスト"である。石灰岩層からなる地層が浸食作用や溶食作用を受けてできた石灰岩地域特有の

カルスト地形である。伊礼原遺跡の周辺に見られる小山も、やはり同様の形態と考えられる。

中位及び高位面は地質が石灰岩層からできていることもあって、ウキンジュガマ (全長140傷以

上)、 クマヤーガマ、マタヨシガマ (全長150れ以上)な ど幾つかの洞穴が知られている。洞穴は、

一般に基盤岩類との不整合部に形成されている。しかし石灰岩層は砂質で固結度が弱いため容易に

侵食され、洞穴の形態は複雑で、しかも重層型になっている。洞内の堆積物の状況から、かつては

水量が豊富だったようだが、現在は地表部が改変されたためか流水は少なく、また鍾乳石類のよう

な二次生成物は風化しつつある。湧水は中位面の基部付近の数力所で認められる。なお、段丘面に

形成された洞穴の流水方向は、総じて南西方向に緩傾斜した地形を反映し、低位面方向へ流れてい

て、洞穴から流れ出たと思われる湧水もある。

北谷町の南側には、東側の沖縄市付近を源として流路を西側に有する白比川 (全長3。 2キロ)があ

る。川は、中位面や高位面を侵食しているため、川に面したところでは基盤岩まで深 く浸食され比

高40～ 70怖の崖を形成している。白比川をはじめ北側の比謝川、南の普天間川、比屋良川、牧港川

などは、いずれも東側を源として西のシナ海側へ注ぐ川である。これらの川の形態は、沖縄島中～

南部地域の地質や地質構造から判断し、東側が高所で西側に低いという島の成り立ち (地史)と深

く関わっているようである。

高位面

伊礼原遺跡

中位面

島尻層群

″́~ラ′

断層

| 名護層

0

島尻層群

第 4図 模式地形断面 (東一西)
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2。 地 質

沖縄島の地質は、中部の読谷村、嘉手納町、沖縄市、それにうるま市を結ぶあたりで変化し、北

部と南部の地層の境界となっている。沖縄島北部の主要な構成層である名護層 (今から1億 4～ 5

千万年前、中生代白亜紀中期)は、粘板岩、千枚岩、黒色片岩、砂岩、砂質片岩、それに緑色岩か

らなり、変成作用で片岩化しているのが特徴である。この種の岩石は読谷村の座喜味城趾付近、比

謝川上流、沖縄市の倉敷ダム付近、天願川上流あるいは天願ダム付近でも認められる。沖縄島の中

部地域より以南では、地下深所に分布し、天然ガス調査のため那覇市奥武山付近で実施されたボー

リングでは、地下およそ800傷で名護層が確認されている (福田ほか、1970)。 即ち名護層は沖縄島

北部から中部まで分布し、そこから以南では地下深所に認められ、沖縄島中南部の島尻層群の基盤

となっている。また、沖縄島中部では、名護層上部の嘉陽層 (今から5,500万年前、新生代始新世

中期)は、地表では認められない。しかし沖縄市の八重島では、嘉陽層の砂岩が琉球層群の基底レ

キ岩として露出しており、地下では沖縄島中部まで分布している可能性が考えられる。

北谷町を含む沖縄島中部以南の地質は、片岩化した名護層を基盤にして、これを不整合に覆う島

尻層群と琉球層群からなる。島尻層群は、新生代中新世後期から鮮新世にかけて (今から1,000万

年～500万年前)の堆積物で、主として青灰色のシルト質粘土からなり、宜野湾市、北中城村から

那覇市にかけては砂岩層が卓越する。琉球層群は、新生代更新世 (今から130万年～数10万年前)

のサンゴ礁性の堆積物と砂礫堆積物 (国頭レキ層)か らなり、基底部には砂層 (知念砂岩層)を伴

う。古地理的には、サンゴ礁の海が発達していたころ陸域では砂礫層が形成され、それが海域に流

れ込み、サンゴ礁の海が隆起に転じるころ砂礫堆積物と指交関係を示すようになったと推測されて

いる。

遺跡は沖積層からなる低位面に形成されていて、周辺の地質は島尻層群を基盤に、それを不整合

に覆う琉球層群からなる。島尻層群は、低位面と接する中位面の基部 (崖斜面)で認められ、基底

部の不整合部からは数力所で湧水もある。遺跡の北西側のウーチヌカー (湧水)も そのような形態

の湧水である。なお、中位面や高位面に形成された洞穴内でも、基盤岩の島尻層群は認められる。

琉球層群は、琉球石灰岩と呼ばれる石灰岩と砂岩や礫岩からなる地層で、そのうち石灰岩層は黄

色～黄褐色をした砂のような感じのものである。石灰岩層は、下部に大きなホタテ貝の化石が密集

するところがあり、中部から上部にかけては堆積時の波の動きを示す葉理や斜交層理が発達してい

る。遺跡の立地するところでは、遺物包含層の基盤は石灰岩層の下部に相当する黄褐色の石灰質砂

岩層からなり、南側の伊礼原E遺跡南端では同岩層が露出している。この種の石灰岩は固結度が弱

く、地下では浸透水で浸食され空洞ができていたりして、かつて県道23号線 (国体道路)で道路陥

没等が生じた例は、このような岩質の地質が原因である。

参考文献

福田 理他24名 (1970):第 5次沖縄天然ガス資源調査・研究概要.地質調査所月報.21巻 11号、627-672
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Ⅱ 位置と環境

伊礼原遺跡は沖縄県中頭郡北谷町字伊平伊礼原144番地を中心とする低湿地地域と、同163番地を

中心とする砂丘地域に所在する複合遺跡である。

沖縄本島は略南北約 100km、 幅約 7～ 10kmの細長い島で、北谷町は南端から約30km、 沖縄県庁所

在地の那覇市から約20kmの西海岸の東シナ海に面していて、北谷町域は南北約6。 Okm、 東西約4。 3km、

総面積 13。 63k髯で人口約27,000人 (2007年 2月現在)あ まりの町である。

沖縄本島は地勢的には高島と低島の両方をもつ島で、北側が高島で南側が低島となっている。高

島は標高300～ 500mの 山脈がみられる古い地質 (名護層)で、低島は標高100mを頂点とする下位

の島々で地質的には新しく隆起石灰岩から形成されている
(註 1)。 高島は鉱物を起源とする酸性土壌

で水は軟水である。低島はサンゴを起源とする隆起石灰岩からなり弱アルカリで水は硬水である。

土壌の特性は植物相にも影響を与え弱酸性を好む植物相、弱アルカリを好む植物相に棲み分けがみ

られ、それらはまた動物相にも影響を与えたという
(註 2)。

北の土壌を国頭マージ、南の土壌を島尻マージと呼び、土壌と植物の相制の良し悪しを批評する

際の使い分けに一般的に使用されている。樹木では特に 6月 の「うりずん」の頃、山野にイジュの

花が咲き乱れ弱酸性土壌の特性を示し、視覚的に区域区分の目安にできるという。北谷町はその境

目の低島側に位置するが、イジュ林の花が季節になるとみられ、隆起石灰岩地帯であるが表層には

高島からの二次的な土壌の流入がみられ両者の特徴をもつファジーな地帯でもあるという。

この高島と低島の境目地域は平らな台地が拡がり、そこに米軍嘉手納飛行場が位置している。低

島の標高約100mの稜線は略南北に沖縄本島南部まで続いている。その稜線は東側の大平洋側と西

側の東シナ海側の分水稜にもなっている。東側は不透水性の島尻層の斜面になっていて、西側は隆

起石灰岩の海岸段丘が乗った状態になっていて雨水や河川がほとんど西流し、東シナ海に注ぎ、湧

水も段丘下に点在している。

北谷町域の標高約100mの稜線ラインは東の沖縄市との行政境になっていて、そこから西側平野

部までに三段の段丘がある。①標高約100mラ イン、②標高約60mラ イン、③標高約30mラ インと

沖積層の平坦部へとつづく。伊礼原遺跡の位置する旧キャンプ桑江地域は一見すると沖積層の平坦

部と見受けられるが、試掘調査の結果、石灰岩基盤の露頭や表土下 lm、 表土下2m、 表土下3m
に石灰岩岩盤が確認でき、戦前までは石灰岩基盤と沖積層の小起伏があったことが判断できる

(註 3)。

この旧キャンプ桑江平坦部と北東側の標高20～ 30m丘陵部との段差は直線で略北西から南東部にか

けての断層であり(註
4)、
西側の平坦部が約20～ 30m陥没したことに由来するらしい。この段差の間

にはウーチヌカーとナルカー (奈留川)の湧水があり周辺には戦前まで平安山・伊平集落の、後者

は伊平・桑江集落の水田址があった。このウーチヌカー湧水の水田址地域の真下に伊礼原遺跡の低

湿地区は形成されている。さらにその前面の沖積世平坦地に砂丘区は展開している。

砂丘区は海岸砂地に基本的に形成された遺跡で、現在、縄文時代中期平行期の条痕文土器や面縄

前庭式土器の炉址や竪穴敷石住居趾などの生活址が確認されている。これらの低湿地区を含め砂丘

区の遺跡の形成場所は従来の貝塚時代編年であつかわれる遺跡の立地概念とはやや異にする立地で

ある。
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沖縄本島中南部の隆起石灰岩台地では、一般的に標高100m前後の段丘下の岩陰に貝塚時代前期

(縄文時代後期)の遺跡があり、代表的な遺跡が国指定史跡である伊波貝塚、荻堂貝塚や熱田原貝

塚等の立地である。それにつづく貝塚時代中期 (縄文時代晩期)では標高100m前後や標高60m前

後の段丘上の平坦台地の縁辺部に生活址が確認されている。これは周辺離島の低島の隆起石灰岩段

丘でも同様な立地をしている。国指定史跡の宇佐浜遺跡や伊計島仲原遺跡、宮城島シヌグ堂遺跡、

旧具志川市地荒原遺跡や宜野湾市普天間飛行場台地の西側縁辺部も同様な立地である。貝塚時代後

期 (弥生時代平行期～708世紀)に なると海岸線近くの砂丘地に居を構え駄々広く大型の貝殻が

集散する、いわゆる砂丘遺跡と呼ばれる立地で、生活址が明確に確認しにくい状況にある。つづく

グスク時代 (11世紀後半)に なると独立丘陵に居を構え、小丘陵から大がかりな丘陵へと移行して

いく変遷が立地としてうかがえる、と言うように初心者や概説書等に立地の変遷過程を説明している。

それらに相対して沖縄本島北部や高島の離島では上記の変遷過程は当てはまらず、貝塚時代前期

から海岸近くの砂丘地で、山の麓で古い遺跡が確認され、新しくなると海岸線へ近くなるという水

平分布の遺跡立地を示している形状がうかがえる。

それらの立地の要因として古 く多和田真淳氏は貝塚時代前期以前の津波説、貝塚時代中期につい

ては、植物学の多和田真淳氏や民俗考古学の国分直一氏の根栽農耕の起源等を新田重清氏なりに遺

跡の立地や貝殻が出土しないこと、遺跡数の拡大や平坦なオープンサイトの立地などから貝塚時代

中期の根菜類農耕を仮説として立てその論を提唱し、人為的な棲み分けをおこなったのではないか

との予察をおこなった。しかしながら、いまだその検証はおこなわれていないが、概説的には良く

説明に使われている。

伊礼原遺跡は高島と低島の中間のやや低島に位置していて、上記の一般的な立地からすると背後

に隆起石灰岩の河岸段丘をもち中南部的な立地に当たるが、遺跡自体の立地は丘陵部麓から海岸砂

丘地に形成される高島的な遺跡となっている。地勢では低島で、立地では高島に当たり両者の特性

を持ちこれまでにない新知見の遺跡の立地である。そのような地勢で伊礼原遺跡を概観すると上記

の研究史でみられるような立地条件に一石を投じることになるかと思われる。

北谷町内域で低島的な立地を保持しているのが北の砂辺貝塚 (貝塚時代前 。中期、グスク時代 )

である。この砂辺貝塚は標高約30mの残丘カルストの台地上に生活址があり崖下に貝塚が形成され

ている複合遺跡である。いわゆる台地上に方形縦穴敷石住居址があり、崖下が投棄した貝塚である。

このような生活址と貝塚との使い分けで、沖縄本島中南部の低島の隆起石灰岩の段丘上・下の遺跡

の立地を追っていくと両者は対になることが分かる。それらを含めて今後整理する必要が求められ

るし、その先駆けの資料になるかと思われる。

残丘カルスト台地は北谷町の北、砂辺地域から始まり、嘉手納飛行場の南側を連なり、東側の旧

具志川市 (う るま市)天願地域まで東西にみられる。これは前i)杢の高島と低島の境界の指標と地質

学的にされていて、隆起石灰岩の中で最も古いものとされている。この残丘カルスト台地一帯はグ

スク時代 (14世紀以後)天願グスク、安慶名グスク、知花グスク、国直グスクと城塞的に利用され

るが、それ以前の先史時代においては沖縄市の八重島貝塚 (貝塚時代中期)を例外として人々の痕

跡は確認できない。この地域が開墾されるのは近世の18世紀ごろまで待たねばならず、沖縄本島南

部の首里・那覇の人々が入植して後のことである。入植者をヤードイ (屋取)と 呼び残丘カルスト
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台地一帯にヤードイ人口の 6～ 7割近くが入植 したという(註 5)。 彼らは本村のように集落を形成せ

ず、散村を形成し近親者を絆として開墾していったという。これは伊礼原 B遺跡の発掘調査でも

「壺屋陶器」以後の黄褐色シル ト層の堆積が 2～ 3mにおよび、上流地域が急激な開墾をおこなっ

た結果であることが判断できた。それらの状況を逆に解すれば、先史時代以来、近世まで人々の痕

跡が薄い手付かずの地域で、植物相も本来の安定した状況が予想される。また、シシグムイ (イ ノ

シシのいる窪地)と呼ばれる地名が聞かれることから、相遠くはない時期までイノシシはこのあた

りまで徘徊していたと考えられる。

戦前の北谷町の集落は沖積層の平坦部やその地域に近い低丘陵部に位置していて、現在、確認さ

れている遺跡も重なるようにして分布している (第 2図 )。 中でも北谷町域の北側の砂辺地域と、

南側の北谷城一帯の丘陵部から平坦部にかけて集中して分布している。今回のキャンプ桑江返還に

伴う試掘調査でも丘陵部から沖積世平坦部にかけて10個の遺跡が発見されており、町内域の中央部

でも遺跡が集中していることが判明し、県内でも異例の遺跡の集中地域であることが分かる。その

ことは隆起石灰岩の河岸段丘下からの湧水地域が点在することも必要な条件であるが、より以上に

背後の植物相や前面のイノー (リ ーフ)は直線で約1.5kmと 遠く生業の糧を得る十分な条件が備わっ

ていたかに他ならないと判断される。

さて、伊礼原遺跡の低湿地区は南西側を前面背後に背後三方を標高20～ 30mの石灰岩丘陵部の尾

根に囲まれ、その麓の標高 6～ 7mの場所にウーチヌカーの湧水が位置し、つねに湧水の流れに満

たされた地域である。この流水は西流して大きなナガサガーに合流して約300m先の河口に至る。

この合流地域には上流地域からの土砂とサンゴ砂による海成砂や砂丘の堆積が相前後としてみられ

る。その互層は低湿地区と砂丘区で明確に分かれているが、その接点では不明である。ただ、低湿

地区と砂丘区の境地域には標高-5mに 地層境界ラインが確認され、砂丘区のEト レンチより北側
には標高-10m、 南側には標高-4mの 石灰岩基盤が電気探査 (註 6)で確認されている。前者が海成

砂と陸生土砂の境で、後者が石灰岩基盤層の位置と確認されている。

低湿地区には海生砂はなく、すべて陸生の細砂で形成されている。これら陸生細砂は背後の丘陵

部からの流入である。背後の丘陵部は隆起石灰岩地域で基本的には石灰岩の風化土壌であるが、部

分的に石英砂を含む土壌も含まれている。

砂丘区は沖積平野に展開しているが、基盤層は東隣にある標高約10mの丘陵 (米軍隊舎No399が

あった)麓の試掘穴では標高約 7mに石灰岩基盤が確認できた。そこを基点として海成堆積砂、海

成砂丘が形成されている。試掘調査の結果から、出土遺物をみると海岸砂丘が形成され拡がる形状

にあわせ新しくなるにつれ海岸方向へ新しい遺跡の展開している様相が確認できる。
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第Ⅲ章 層序と年代

I 低湿地区

辻:    言成―槙「 (東京大学大学院新領域創成科学研究科 )

1.低湿地区の概要
かつて6地区 (伊礼原C遺跡)と呼ばれた遺跡の北東端の調査区である。この調査区では試掘穴

No143を 中心に試掘調査が実施され、曽畑式土器を多量に含む堆積物およびその上下の堆積物が水

成かつ沼沢地成であることから、指標される環境にちなんで低湿地区と呼ぶことにした。現在では

琉球石灰岩からなる台地から伸びた尾根に囲まれた平坦な低地になっているが、ふもとには湧水

(ウ ーチヌカー)があつて、これが南方に流下し、ときには滞水することによって沼沢地が形成さ

れたと考えられる。

平成 9年 3月 18日 に実施された試掘穴No143の調査において、最下部の第14層から曽畑式土器お

よび動植物遺体群が多量に検出され、縄文時代前期の生活文化に関する資料・情報をもつ低湿地遺

跡として認識された。その後の試掘穴No143を 中心とした試掘調査においても、第14層がさらに複

数の層位単位からなること、貝や骨を主体とする動物遺体群やシイ属の果実破片を主体とする植物

遺体群が単位をなすこと、オキナワウラジロガシの呆実をともなった編み物ザル (バーキ)の出土

などが確認された。さらに下位の第15層から爪形文土器が、上位の第13層 ・第12層から容器や櫛と

いった木製品が出土するなど、低湿地遺跡でしか保存が期待できない遺物の出土が相次いだ。また、

第16層が低湿地特有の泥炭層からなること、第 6層 も同様の泥炭層からなり、立ち株がそのまま埋

没した埋没林を包含することが分かり、沼沢地環境の変化が記録されていることが明らかになって

きた。一方、低湿地遺跡ゆえに保存が良好な動植物遺体群が下部から上部に間断なく検出されるた

め、高精度な放射性炭素年代測定が実施され、とくに重要な第14層 を中心に多数の年代値が得られ

た。以上のことから、試掘穴No143における地質層序を低湿地区の模式地に設定することができる。

したがって、伊礼原遺跡の統一的な層序確立の一翼を担うことになるであろう。

2。 試掘穴 No。 143と 周辺の地質層序

平成 9年 3月 18日 での試掘調査およびその後の継続的な調査から、試掘穴No143の地質層序は最

上位の第 1層から最下位の第17層 の17層 に区分された。これらのうち第 1層 と第 2層は表土および

客土からなり、新しい人為撹乱層である。第17層から第 3層までが沼沢地成の堆積物からなっている。

第17層から第15層 :第 17層 は灰白色シルトあるいは砂質シルトからなり、下位層との関係は明ら

かでない。第16層 は暗褐色シルト質泥炭層からなり、木本類の根および貝類の破片を含む。最大で

50cm前後の厚さとなり、泥炭層で特徴付けられるので、ここでは鍵層として下部泥炭層と呼ぶこと

にする。第15層 は灰白色砂質シルトあるいは粘土層からなるが、場所によって砂層と暗褐色の有機

質砂層との細かい互層に変化する。下部から爪形文土器の破片が出土している。
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第14層 :礫層、砂層、動物遺体層、植物遺体層からなり、曽畑式土器の包含層である。模式的に

は、礫層、砂層、動物遺体群を含む砂礫層、「どんぐり塚」を含む有機質砂層の順に下位から上位

へ累積するが、礫層の水平方向および垂直方向への堆積状態の変化が顕著である。動物遺体群はサ

ラサバテイラやハイガイ、シャコガイが日立つ。「どんぐり塚」はいわゆるどんぐりと呼ぶブナ科

果実の破片のみからなる。大半がシイ属果実の破片からなるが、オキナワウラジロガシ、ウラジロ

ガシ、マテバシイ属などの果実破片もともなっている。

第13層 と第12層 :第 13層 は植物遺体片を混在する白色砂層からなり、20～ 30cmと厚さが著しく変

化する。第12層 は白色砂層からなるが、しばしば有機質となり下位層と層相が類似する。両層とも

水平・垂直方向への層相変化が著しく、海側で堆積した枝状あるいは塊状サンゴの砂礫からなるバー

ム堆積物および直上の一連の砂丘砂と同時堆積物かそれらの二次堆積物と考えられる。

第11層 と第10層 :第 11層 は暗褐色泥炭層からなり、根を張った多数の立ち株からなる埋没林を包

含する。埋没林は木材組織が赤褐色を呈する単一の樹種からなるようであるが、樹種は不明である。

灼熱消費量は最大で35%に達する。泥炭層で特徴付けられるので、ここでは前i)杢 した下部泥炭層に

対して上部泥炭層と呼ぶことにする。第10層 は自色の砂層からなるが、第11層 の堆積環境を絶つよ

うに堆積し、水平方向の連続性が悪い。レンズ状に引き千切られており地震による撹乱の可能性が

高い。

第 9層から第 3層 :こ れら7層は泥層あるいは粘土質シルト層からなり、わずかな層相の違いか

ら細分される。下部の第 9層から第 5層にはヌノメカワニナの貝殻が多数含まれる。灼熱消費量は

下部の 7%か らしだいに第 6層の25%に上昇し、上部では20%前後と安定する。

3。 放射性炭素年代の測定

放射性炭素年代測定は表に示したように17試料について行った。これらのうち試料番号にRH記

号を付したものは国立歴史民俗博物館の縄文時代の高精度編年プロジェクトによるもので、米国の

ベータ社において測定されたものである。また、測定コード番号にNUTA 2が付された2試料は、

名古屋大学年代測定総合研究センターにおいて測定されたもので、渡辺誠氏に託されたものである。

曽畑式土器が出土した第14層から採取した試料が最も多く、試料の種類も多岐にわたっている。

植物遺体についてのものは、5010か ら5280炭素年が得られており、約5000か ら5300炭素年と見られ

る。土器に付着した炭化物すなわち「おこげ」については5090と 5360炭素年が得られており、植物

遺体についての年代と大きく違わない。動物遺体では、リュウキュウイノシシの骨が5040炭素年と

植物遺体のそれに近似するのに対して、シャコガイの貝殻が5700炭素年と古くなっている。これは

δ13Cが +2。 5%。 と異常な値を示しているように海洋リザーバ効果によって相当古くなっていること

が分かる。リュウキュウイノシシは、植物性食料に依存していた個体の可能性が高い。これらの結

果から、曽畑式土器包含層である第14層 の年代は、今のところ多少の幅をもって5000～ 5400炭素年

としておきたい。

上位の第13層ないし第12層 から出土した木製の容器のAMS法による年代は、ベータ社と名古屋

大学ともに近似しており、4460な いし4480炭素年とみなせる。これは縄文時代中期中頃の年代であ

る。また、第12層から出土した木製の櫛の歯先の年代は2580炭素年であり、縄文時代から弥生時代
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への移行期のいわゆる縄文―弥生ミステリーゾーンあるいは2500年問題にかかる年代である。

第11層 の埋没林の年代は1080と 1140炭素年で近似しており、約1100炭素年とみなせる。この年代

は本州での平安時代にあたる。最上位の第 7層のヌノメカワニナの貝殻の年代が2460炭素年と下位

の埋没林より大幅に古 く測定されている。これはδ13Cが -7.5%。 と異常な値を示しているように、

食性など何らかの原因によって相当古 く測定されたものと考えることができ、この炭素年を用いる

ことは控えなければならない。

ところで、試掘穴NQ143の調査の前日の平成 9年 3月 17日 に実施された試掘穴NQ144の調査では、

低湿地区よりはるかに外側 (海側)に形成されたサンゴ砂礫からなるバーム堆積物とその上位の砂

丘砂が確認された (図版 1の写真参照)。 このサンゴ砂礫の上下 2試料について放射性炭素年代測

定を行った結果、上位のものが4780炭素年、下位のものが4790炭素年と近似 した年代が得られた。

δ13Cか ら明らかなように海洋リザーバ効果によって相当古く測定されていると考えられ、単純に

400年古く測定されたとみなすと、約4400炭素年と見積もられる。この年代は上述した木製の容器

の年代に近似し、第13層および第12層の形成が外側のバームと続く砂丘形成と同時か二次的である

ことを示唆している。
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表 1 伊礼原遺跡の放射性炭素年代

トレン

チ名

NQ143

NQ143

No143

NQ143

No143

NQ143

No143

NQ143

NQ143

NQ143

NQ143

No143

NQ143

No143

NQ143

NQ144

測   定
コード番号

Beta-111790

Beta-111789

Beta… 142667

Beta-142455

Beta-152883

NUTA2… 2213

Beta-111787

Beta-111788

Beta-142452

Beta-142666

Beta… 142453

Beta-142454

Beta-116064

Beta-116065

NUTA2… 2214

Beta-111792

層 位 試料番号 試 料 測定法
δ
13c

(%o)

補正
14c

年代

較正暦年代

最上段は交点

第 7層 RH-45 ヌノメカワニナ β線 -7.5 2460± 50
145cal BC

lσ :190-70cal BC

第11層 RH-44 木材 β線 -32.0 1140± 60
895cal AD

lσ :865-985cal AD

第11層 RH-229 木材 (N己2) β線 -27.0 1080± 60
980cal AD

lσ :895-1010cal AD

第12-13層 RH… 228 木製品 (櫛 ) AMS -29.6 2580±40
790cal BC

lσ :805-780cal BC

第12… 13層 RH-236 木製品 (容器) AⅣIS -21.9 4480± 50
3270,3240,3110cal ]B(E)

lσ :3340-3080cal BC

3060-3040cal BC

第12-13層 5(No.1) 木製品 (容器) AⅣ[S -23.8 4460± 30

3097cal BC

lσ 三3313-3232cal BC

3104-3083cal BC

3066-3031cal BC

第12-13層 RH-42 木炭 β線 28.4 4410± 70
3030cal BC

lσ :3100-2915cal BC

第14層 RH-43 アダン果実 AⅣIS -27.0 5280± 60
4070cal BC

lσ :4220-3995cal BC

第14層 RH… 224 シイ属果実 AⅣIS 28.3 5010±40

3785cal BC

lσ :3915-3880cal BC

3800-3720cal BC

第14層 RH… 225 シイ属果実 AⅣ[S 28.3 5120± 60

3955cal BC

lσ :3975-3925cal BC

3870-3805cal BC

第14層 RH-226 土器付着炭化物 AⅣIS -22.2 5360±40

4230cal BC

lσ :4250…4210cal BC

4195-4160cal BC

4100-4085cal BC

第14層 RH-227 土器付着炭化物 AⅣ[S -26.4 5090±40
3940cal BC

lσ :3960-3915cal BC

3880-3800cal BC

第14層 RH… 102 貝 (シ ヤコガイ) β線 2.5 5700± 80
4165cal BC

lσ :4245-4035cal BC

第14層 RH-103
骨 (リ ュウキュウ

イノシシ)
AⅣ[S -21.6 5040± 60

3800cal BC

lσ :3945… 3770cal BC

第14層 6(No。2) 果実 (ドングリ) AMS -28。 0 5020± 30

3885,3795cal BC

lσ :3936-3877cal BC

3804-3764cal BC

サンゴ礫層 RH-49 サンゴ(N己 ) β線
-1.1 4780± 70

3060cal BC

lσ 三3175-2940cal BC

β線 -0。 1 4790± 70
3070cal BC

lσ :3240-2970cal BC
サンゴ礫層 RH-50 サンゴ(NM)NQ144

-40-

Beta… 111793



試掘穴No.127の地質断面、縄文時代のサンゴ礫層

とその上位の砂丘砂層

試掘穴No.144の地質断面、下部のサンゴ礫層のサンゴ

2試料 (RH-49,50)を 年代測定

試掘穴No。 143の地質断面,最下部に曽畑式土器包含層、

(第�層)、 その上位に第�層と泥炭・埋没林からな

る第�層

試掘穴No。 143の地質断面、中部の試料採取層準が

第�層の年代測定試料

図版 1 伊礼原遺跡の地質層序と編年 (1)層序断面
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中央部の黒色部が古代の上部泥炭層

最下部に下部泥炭層 (第 XVI層 )、 それを覆 う

白色砂層 (第�層 )、 さらにそれを曽畑式土器を
包含する 「どんく

゛
り塚」が覆 う

上部泥炭層中の埋没林の根張り

「どんく
゛
り塚」の断面、主にシイ属果実の破片からなる

図版 2 伊礼原遺跡の地質層序と編年 (2)試掘穴No.143
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表

異

表

異

試料RH-226曽 畑式土器 試料RH-227曽 畑式土器    試料RH-228櫛 の破片

試料RH-226の 付着炭化物 試料RH-227の 付着炭化物

試料RH-224「 どんぐり塚」果皮片 試料RH-225の 「どんく
゛
り塚」果皮片

図版 3 伊礼原遺跡の地質層序と編年 (3)年代測定試料
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Ⅱ 伊礼原遺跡砂丘区の堆積物・埋没地形と
中央区・南区にみられた古地震痕跡

松  田1 川頁―一良『 (史跡 鴻池新田会所管理事務所 )

1口 はじめに

伊礼原遺跡の砂丘区東部で、丘陵ないしは段丘縁辺の斜面基部から、南西方の現在の海岸に向かっ

て帯状に設定された E-14～ 22ト レンチ (第 7図 a)で は、東から順に縄文時代中～晩期、弥生時

代、グスク時代の遺構・遺物が検出された。これらの分布を生じた原因や、ほとんど砂からなる遺

構の基盤、その上位の堆積物累重中の埋没地形を明らかにするため、上述 トレンチとより丘陵寄り

の E-21・ 22、 C-23024ト レンチで堆積物の累重を調査した。その際、遺跡北部、低湿地区の中

央区・南区の境界付近で採取された剥ぎ取り標本にみられる堆積物の累重も参考にした。この標本

には堆積物の著しい変形構造がみとめられたので観察し、その成因を推測した。

丘陵斜面

丘陵の開析谷

段丘上位面

段丘下位面

「

~1段
丘間の

L_」 埋積谷底面

浜堤,砂丘

「

¬ 浜堤間口砂丘間低地
壁」 後背湿地

後浜

海域 (サ ンゴ礁)

必¥∫
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/道路

∧/等高線
/ V

/′
、/現在の海岸線

● 調査地
ヽ  (低湿地区と砂丘区)

第 6図 伊礼原遺跡とその周辺の地形分類図.
1945年米軍撮影の空中写真にもとづく。等高線は国土地理院, 2万 5千分の 1地形図による
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2.伊礼原遺跡 とその周辺の地形 0地質条件
調査地周辺の空中写真の判読による地形分類を第 6図に示す。調査地東側標高10m以上には第四

系琉球石灰岩と、その中に島状に分布し同時異相をなすといわれる国頭礫層からなる丘陵地帯がひ

ろがる。丘陵縁辺の尾根の末端は調査地付近では約20～ 50mで、南東方に高度を増す。開析谷は密

に発達しており、段丘化した支谷底や主谷縁辺の平坦面が部分的にみとめられる。丘陵縁辺には沖

縄島を北西南東に横切る桑江断層が知られており、沖積低地側との間に明瞭な変位がみとめられる。

名取・影山 (1987)に よると、調査地北東側丘陵の基盤岩はおもに更新統琉球層群の嘉手納砂層

(砂岩)か らなり、部分的に北方の嘉手納飛行場方面から分布を拡げる那覇石灰岩、南東側には断

層に沿って鮮新統島尻層群豊見城層の泥岩が分布する。これらの一部は、埋没残丘状あるいは丘陵

側から尾根状に伸びて低地地下に伏在することが、調査地一帯で行われた考古学的試掘調査であき

らかになっている (中村ほか 2005)。 空中写真の判読では、調査地より南東側の丘陵縁辺、低地と

の間に丘陵尾根を延長した標高 5～ 10mに は、頂部が比較的平坦な段丘地形が分布し、丘陵開析谷

よりも幅広い谷底面を挟む。段丘面は 2、 3段あるが、第 6図では、谷底との比高は小さく、もっ

とも新しいと思われる面のみを低位として区分した。この段丘面は丘陵の高度とともに南東方に増

し、図郭南東部では丘陵が島状の残丘ないしケルンバットとして分布する。

丘陵縁辺から現在の埋め立て地を除外した汀線まで、300～ 450mの 幅で低地面がひろがる。この

領域にはひじょうに緩やかな尾根状の高まりが汀線に平行ないしわずかに斜交して断続的に伸びる。

これらは、縄文海進最盛期以後の海退とともに発達した浜堤ないしは海岸砂丘と考えられる。この

一部には砂岩の上に載ると思われる琉球石灰岩の残丘がみとめられる。浜堤間、砂丘間低地の領域

には浜堤を横切る人工的な排水路と耕作地で改変されたように見える所もある。図示していないが、

汀線から礁縁までは、使用した空中写真では700～ 900mで ある。

調査地の内、砂丘区は砂丘と予想された高まりの頂部から後背湿地にあたり、低湿地区は、丘陵

から段丘に隣接した奥行きのない谷の出口で、砂丘背後の後背湿地にあたる。調査時点の地表面の

標高は砂丘区が低 く約 4m、 低湿地区は5.5～ 6mであった。なお、調査地北側のナガサ川はかつ

て谷日から現在の水路より北側を西流していたといわれる。

3.砂丘区堆積物の観察 0分析方法

砂丘区での現地調査は2004年 11月 25日 から12月 1日 まで行った。考古学的な調査終了面をさらに

掘削していただき、E-19以西の トレンチでは、ほぼ連続して高さ約 2mの断面を観察できた。現

地では各 トレンチで柱状断面図を作成し、層序対比は累重中で比較的連続のよい層理面と侵食面の

対比によって行った。これらの垂直・水平の組み合わせによって認定できるほぼ同時期の起伏面と

その構成堆積物の粒径組成・構造を確かめ、すでに知られた上部外浜から後浜、海浜砂丘およびそ

の後背湿地の地形モデル と堆積作用の事例 (た とえば Friedman 1961;Goldsmith 1978;

Sunamura 1984;Sellwood 1986;Komar 1998;Hesp 1999な ど)を参照し、堆積物の累重過程と

地形発達過程を復元した。

堆積物の粒径組成を確かめるため、粒度分析試料をE-14、 18、 19で採取した。C-23で は後日、

発掘担当者に採取していただき試料を得た。粒度分析は、細礫より粗い堆積物を飾別法で、砂は沈
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降管粒度分析装置で、シルト以細の堆積物はピペット法で行った。沈降管での分析は Syvitski et

al.(1991)を参考にして、Komar and Cui(1984)の計算式を用いた。ただし、後 i)さする炭酸塩

堆積物の量比に応じ、沈降管分析で得た生のデータを、堆積物密度が変えて計算し直し、粒径頻度

分布を求めた。これらの結果得られた累積度数分布図からFolk and Ward(1957)に したがい、

平均粒径、淘汰度 (標準偏差 )、 分布の歪度を計算した。砂の生物骨格粒子と岩石起源の砂粒子の

量比を調べるため、粒度分析試料は後に炭酸塩堆積物 (石灰岩をわずかに含む)を塩酸で溶解させ

て除去した試料を秤量して求めた。

4。 結果

1)砂丘区 E-14～ 20、 C-23ト レンチの堆積物と埋没地形

調査 トレンチで観察された堆積物は極粗粒の中礫からシルト・サイズまでの造礁サンゴ骨格の破

片、有孔虫殻、貝殻からなる生物源炭酸塩堆積物と、主に石英粒子からなる砂、若干の砂岩、石灰

岩礫であった。これらの量比は場所によって異なる。遺構検出面付近の層準では、人為的に擾乱さ

れるとともに、土壌生成の影響を受け、有機物と泥分を含む堆積物が累重上部全体に分布していた。

また、各 トレンチの堆積物の累重を示す柱状断面図と層序対比の結果を第 7図 cに示す。第 7図b

は柱状断面の位置を考古学的調査の断面図中に置いたものである。

2)堆積物の累重と埋没地形

調査 トレンチでもっとも古い堆積物は、E-19、 20ト レンチの EL。 3。 2～ 3。4m以下にみられる礫

質砂で、E-19ト レンチでは EL.2。 7m以上から上方細粒化する。その上位には比較的細粒で淘汰の

よい砂が、不明瞭だがおおむね現在の海側にわずかに傾 く層理をなして載る。E-20ト レンチで、

この累重の EL。 3。6m付近で縄文時代中期の土墳が検出された。E-19ト レンチのさらに上位層準、

EL。 3。8mでは、縄文時代後期の住居跡が挟まれる。砂の累重は E-19、 20ト レンチともに EL4.2m

付近までで、その最上部10数cmの垂直範囲には土壌化し、有機物と泥を含んで暗色を呈する。こ

の範囲には縄文時代からグスク時代までの遺物が含まれる。また人為的に擾乱され、上面の層界は

起伏をなす。この上位には砂質シルトないしシルト質砂からなる近世以後の耕作土層が載る。この

堆積層は調査地西端の E-14ト レンチまでほぼ連続して分布 しする。E-14ト レンチでの下面は

EL.3。4mである。

E-19ト レンチの EL。 3。8m付近、縄文時代後期の住居跡の層準以下の堆積物は E-18ト レンチ東

部でより西側の砂の層理で切られて途切れる。この侵食面には住居跡の石材や縄文時代後期の土器

が挟まれていた。EL.3。8m以上の比較的細粒の砂は西方のやや粗い砂に漸移し、人為的な擾乱を受

けた暗色部分は高度を上げ、上位の耕作土に切られて分布が途切れる。

E-20ト レンチの北東方約60mの C-23ト レンチでは、掘削底の EL。約3。Omから4。Omま でに、E―

20ト レンチの EL。 4。 lmま でと同様の累重がみられる。EL。 4。Om以上の耕作土層に相当する垂直範囲

では上方細粒化し、下位よリシルト質砂、暗色のシルト質砂、シルト質砂、カワニナの殻を含み生

物擾乱の著しい砂質シルトが累重する。

上述したE-18ト レンチ東部の侵食面は急な傾斜をなして掘削底以下に続 く。E-18、 17ト レン
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チのEL。 2。 4m以下には、水平かわずかに海側に傾 く層理をなす礫質砂が分布する、この岩相は調査

区西端部まで連続する。ところによってさらに粗粒な部分を含む。E-17、 18ト レンチでは、EL.

2.4mの層準から EL。 3.8～ 3。9mま でには、より細粒で上方粗粒化する礫質砂の累重がみとめられる。

この累重では、下位の粗粒な礫質砂の直上では低角度で数～10m陸側に伸び、そこから傾斜を増し

て累重上部へと連続する層理が側方に繰り返され、堆積物が海側に付加されていったことを示す。

そのもっとも新しい堆積物の海側下端部は E-15の東部 EL.2。Om付近に延びる。累重の上面は波長

10m前後、高さ数10cmま での緩やかな起伏がみとめられ、これを比較的細粒の砂が EL。 3。 9～ 4mま

で覆っている。起伏の頂部から陸側に延びる層理面は緩やかに陸側に傾 く。側方の連続は比較的限

られるが、E-15、 16ト レンチでも同様な堆積物の累重がみられる。

これらの側方に連続する層理面の連続を海浜の地形区分にあてはめると、海側の粗粒の礫質砂の

上面をなす低い緩斜面は上部外浜の陸側縁部、その陸側でより急な斜面はビーチフェイス、その上

端付近からさらに陸側に続く平坦面もしくは陸側に傾 く緩傾斜面はバーム、この陸側端にできた浅

い窪みはランネルとみなされる。堆積物がさらに沖側に付加されると相対的に粗粒なバーム堆積物

の上位に陸側に形成される砂丘堆積物が前進して累重するはずである。このことからE-19～ C―

23の粗粒な礫質砂に載る細粒で淘汰のよい砂の堆積は、縄文時代後期の侵食面以前に発達していた

砂丘堆積物と考えられる。E-18ト レンチ以西でもバームの上面と考えられる層理面の上位に淘汰

のよい砂が部分的に分布した。

E-16、 15ト レンチの境界付近には、上i)杢 した海側への付加堆積物の累重を切った急な侵食面が

みとめられる。侵食面は E-16ト レンチの西端、EL.3。 7mの グスク時代堆積層直下から落ち、E―

15ト レンチの西部、EL。 2。 5m付近で勾配を減じて、E-14ト レンチの EL。 2。 4mで下位の粗粒な礫質

砂上面に連続する。この層準で侵食の年代を示唆する弥生時代後期の土器片が出土した。E-14ト

レンチで、この侵食面の海側および上位 EL。 3.3mま でには、やや粗粒の礫質砂が累重する。累重

下部 0中部では数10cm～ 1.5mま での間隔で海側に傾いて付加された浜堤状の上面起伏をなす層理、

上部ではそれらを覆うほぼ水平の葉理・層理がみられる。その上面を切った窪みはが E-14ト レン

チの東部にみられる。

上述した侵食面上端位置付近から東に、E-18ト レンチの EL。 4.2m層準までには土壌化して有機

物 0泥を含み、貝殻や弥生時代の遺物がまじる泥質砂礫からなる暗色の擾乱堆積層が厚さ20cm以

下で分布する。また、この上位にはグスク時代の遺構検出面を下底とする土壌化し有機物に富み暗

色を呈する礫質砂層が、E-16ト レンチでは弥生時代の堆積層を切って載り、さらに西側のE-14

トレンチ、EL.3.4m層 準までに分布する。これらの堆積層はすでに述べた近世以後の耕作土層に上

面を切られて覆われる。

以上に述べたように調査 トレンチは段丘基部から現在の海岸に向けて伸びるため、その断面は縄

文海進最盛期の後に海側に前進して発達した海浜と砂丘地形の縦断面を表している。

3)地形要素と堆積相

上i)杢 した累重中にみられる層界の側方への高度変化から想定される埋没地形の地形要素とそれを

構成する堆積物の特徴を以下に述べる。第 8図には採取試料の粒度分析結果のヒス トグラム、第 9
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図にはその粒径頻度分布の統計値、第10図には鉱物質砕屑物の量比を柱状に示した。

(1)上部外浜 (Usf):沿岸の砕波帯から低潮位線までの範囲を指し、その陸側の最上部を想定す

るが、観察結果には潮間帯の下部に相当する部分も含まれるかもしれない。サンゴ礁海岸では、砕

波帯となる礁縁から礁池の陸側汀線までの範囲に相当し、調査地はサンゴ礁に接していないが、わ

ずかな勾配で礁池底に続 く波食面をなすと考えられる。E-14～ 18ト レンチの掘削底付近、EL.2.3

mま での大礫以細の礫とひじょうに淘汰のわるい砂からなり、ほぼ水平か低角度で傾斜した層理を

なす (試料E-14の 1～ 5付近、E-18の 1～ 4)。 部分的に比較的淘汰のよい砂がレンズ状に挟ま

れる (試料E-18-4)。 また、上部外浜の縁辺は粗粒堆積物が卓越するといわれ、累重中ではビーチ

フェイス堆積物と比較的明瞭に区分できるが、所によって漸移的に上方細粒化し、粗粒なビーチフェ

イス堆積物が累重する (試料E-14の 1～ 11)。 層理面がひじょうに低角度なため充分確認できな

いが、上位の前浜・後浜・海岸砂丘堆積物とともに時間横断的な累重をなすと思われる。

(2)ビーチフェイス (Bf)は低潮位線から満潮位線を越え、打ち上げ波が遡上・通過し、引き

波が流下する、海側に傾 く斜面を指し、その一部は次に1)杢べるバームの海側斜面に重複する。堆積

構造は海側に傾 く平行層理とところによってそれらの楔形の切り合いなどとともに、部分的に急角

度で落ち込む層理がみられた。斜面の勾配は堆積物の粒径に正比例し、波高に反比例するという研

究例がある。このことは調査地の海浜における過去の堆積物の供給状況、沿岸地形発達の条件、堆

積・埋没の季節などによっても異なると考えられる。実際に調査地でビーチフェイスと考えられる

層準の堆積物の粒径頻度分布はバームのそれに比べると細粗であり、淘汰度も一定しない (た とえ

ばビーチフェイス堆積物と考えられる試料E-14の 8～ 11と試料E-18の 5～ 7、 バーム堆積物と

考えられる試料試料E-14の 12～ 13bと 試料E-18の 8～ 14)。

(3)バーム (Bm)、 バーム頂部 (Bmc)、 ランネル (Rn):バームは汀線に直交する波に運ばれ

た砂礫が堆積して、ビーチフェスの陸側に高まりをなす地形で、海側に傾く狭い急斜面と陸側に幅

広 く平坦面もしくはわずかに傾 く斜面からなる。バーム表面が乾燥し、風に運ばれた砂が砂丘をつ

くる。両斜面の稜をなす境界部分をバーム頂部と呼ぶ。調査地では、バームの海側斜面はビーチフェ

イスの上部と連続した斜面をなすところが多い。海寄りでは海側に比較的急角度で傾 く平行葉理・

層理、陸寄りでは水平か低角度で陸側に傾 く平行層理がみられた。また、バーム頂部では海側、陸

側の層理が切り合うか、海側に傾く層理が卓越していた。バームを構成する堆積物は基本的にはビー

チフェイスより粗粒で (た とえばE-16、 17、 18ト レンチ)、 粗粒砂を中心として比較的淘汰がわ

るく、しばしば礫を含む (試料E-19の 2、 3、 4)。

ランネルはバーム陸側の斜面を流下した海水が集まり排水される溝状の凹地である。おおむね汀

線とバーム頂部の伸びに平行する。この溝状凹地下底の横断面は幅30～ 90cm、 深さ10～ 30cmの下

に凸な円弧状で、これをトラフ型斜交層理・葉理をなす比較的粗粒な砂が充填していた。ランネル

に接した陸側の領域にはおもに海側に緩やかに傾く葉理と、陸側に傾 くプラナ形斜交層理をなす、

極細粒の中礫以細の礫をわずかに含み粗粒砂を主とする砂 (試料E-18の 12、 13、 14)が堆積する

平坦面がみとめられた。これは暴浪時のビーチフェイスと考えられる。この堆積物はより陸側で次

に述べる砂丘砂に漸移していた。

(4)海岸砂丘 (Dn):乾燥したビーチフェイスの上部とバームの表面では飛砂が生じ、その砂が
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弥生時代後期相当期

暴浪による侵食面

弥生時代後期～グスク時代 (12,13世紀)

グスク時代 (15～ 17世紀)
グスク

人工平坦面
(あ るい

近世～現代 グスク時代遺構・遺物分布域 近世以後の耕作土

E1415 16 17 18 19 20   C23     ENE

砂丘区Eラインにおける海浜、砂丘地形

変遷の模式図

陸側に堆積 して砂丘を形成する。後浜では

砂が植生にトラップされ初期の砂丘ができ

ることもある。風成砂の堆積構造は風下側

に傾く斜交葉理を内部構造とする平行層理、

水平葉理をなす葉層のセットや、リップル

葉理、風下側の崩落斜面にみられるセット

高が比較的大きい斜交層理などがある。し

かし、密な植生にトラップされたり、いっ

たん吹き上がって降下するような場合には、

ほとんど塊状をなす。調査地で比較的厚く

砂丘砂が堆積したE-19、 20、 C-23ト レ

ンチでは不明瞭で相対的に粗粒な葉層が挟

まれる部分でのみ識別できた。粒度分析の

結果とその統計値の比較によると、調査地

での砂丘砂は、平均粒径が1.1～ 1。 6φ 、標

準偏差 (淘汰度)が 0。 8φ 以下で、歪度に

は海浜砂と区別できる特徴的な数値は得ら

れなかった (第 9図 )。 砂丘区の南方300m

付近の盛土直下で採取した砂丘砂試料はさ

らに平均粒径が小さく、淘汰もよい。連続

した砂丘地形中の位置や堆積時期によって

粒度組成が変化する可能性がある。砂の生

物骨格粒子と岩石起源の鉱物質砂粒子の量

比 (第 10図)を調べると、砂丘砂とみなさ

れる試料では約60%以上の鉱物質粒子を含

み、これは平均粒径の1.lφ より細粒とい

う特徴と対応する。またこれらの砂粒のほ

とんどは亜円～亜角状の石英粒子であった。

なお、C-23ト レンチ最下部の試料 1は、

上位の砂丘砂にくらべて淘汰がわるく、河

成の砂質堆積物のなかでも淘汰のよい堆積

物か湖沼性の堆積物である可能性がある。

また同トレンチの累重EL。 4m付近から上

位にみられる泥質堆積物に混じる砂粒も砂

丘砂と同じ特徴を示す。

崩積堆積物
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4)推測される地形発達

第 7図の柱状断面図からも読みとれるが、調査地における縄文時代前期から近現代にいたる10段

階の地形断面と遺構 0遺物分布域の範囲を第11図に示し、いくつかの課題について1)杢べる。その際、

調査地における微地形の発達段階を示すような堆積物の累重をサクセッションA～ Fと し、第 7図'′
卜 ,「
′ |; ｀

に示した。                      ~l・ ‐``
11

(1)段丘基部の試掘調査 (中村ほか 2005)では、EL。 2mを堆積上面として、枝サンゴ礫と砂層

がみとめられている。この高度は、E-14～ 18ト レンチの掘削底でみとめられた、極粗粒の中礫ま

でを含む上部外浜堆積物の高度に相当し、縄文時代前期の、おそらく曽畑式土器より古い時期 (第

7図のサクセッションAよ り下に相当)の海進最盛期には、汀線がこの地点に達しており、波食崖

が生じたと考えられる。この試掘地点から約170m海寄りの試掘 トレンチまでの間で、数10cm高ま

る場所があるが、枝サンゴ礫層・砂層の上面はEL.約 1.2mま で低下まで緩やかな斜面をなす。その

後の海退期においてもほとんど同高度で緩やかな波食面が形成されていたと思われる。

(2)曽畑式土器の時期をふくむ縄文時代前期の後半 (第 7図のサクセッションA～B)には、お

そらく崖下の波食面を海浜砂が覆い始め、速やかに波食崖の前面に後浜の地形 (バームないし浜堤 )

が発達し、その北への延長が低湿地区付近を閉塞していったと考えられる。さらに、E-19、 20ト

レンチでの掘削底付近の、縄文時代中期の面縄前庭式土器をともなう中期遺構検出面の30～ 40cm

下で、後浜堆積物の上面がみとめられることから、前浜は少なくとも数10mは沖側に前進し、中期

前半には砂丘が古い後浜上に発達し始めたであろう。

(3)縄文時代中期から後期 (サ クセッションB)に はさらに砂丘堆積物が載る。その厚みは薄い

が、後期遺構検出面下で根系密度の高い部分があり、中期より海側に植生が分布し、地表面が安定

したことを示唆する。このようなことから、この時期には先のサクセッションにともなう汀線がさ

らに前進し、砂丘砂の運搬領域の主要部分も移動したと思われる。

(4)縄文時代後期 (市来式、面縄東洞式土の時期の直後と思われる)に、E-19ト レンチの中央

部東寄りに大きな波力がおよび、住居を含む居住域が侵食された (サ クセッションB～ C)。 筆者の

調査中にE-14ト レンチ西端から海側へ約 6mの地点で、バックホウによって地表下約 6mま での

掘削が行われ海成堆積物の下底までを垣間みることができた。その結果、E-14ト レンチの掘削底

付近よりさらに 2m深 (EL.Om付近)ま で上部外浜の堆積物と考えられる粗粒の枝サンゴ礫や石
灰岩礫が続き、この下底付近で中期の面縄前庭式土器が出土した。E-19ト レンチの住居石材が散

乱した侵食斜面はE-18ト レンチの中央部からさらに急傾斜で落ちていたが、上 ii杢の侵食面に連続

すると予想され中期の土器は、砂丘侵食時に下位層から洗われて礫層中に二次堆積したものであろ

う。外浜の堆積物をかなり深く侵食していることから、波浪作用限界深が大きい津波の可能性が高

い (第 11図ではこの侵食下面を浅 く表現されているので注意)。 この侵食で縄文時代後期の遺構。

遺物分布域の海側は明瞭な境界で途切れることになった。侵食の後、海況はただちに回復し、侵食

で生じた堆積空間を上部外浜の礫が充填し、侵食崖とその前面には前浜が回復 したと考えられる

(サ クセッションC～ D下部に相当)。

(5)縄文時代後期から晩期、さらに弥生時代相当期までは、後浜堆積物がEL。 3。 7～ 3。9mま で累

重すると、さらに20m前後の幅で前浜・後浜が前進しするプロセスが 3回かそれ以上繰り返される
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(サ クセッションD上部～El、 2に相当)。 サクセッションD上部では後浜の累重とともに。さらに

陸側のE-19、 20ト レンチでは、砂丘砂が堆積 し、さらに東方のC-23グ リットでは泥が堆積する

後背湿地に変化 しつつあった。サクセッションEl、 2で も引き続き砂丘とその背後の堆積が続い

たと考えられる。図版 4右上の弥生時代の汀線はさらに沖側にあり、人間の活動域も拡がったかも

しれない。弥生時代の遺構・遺物を含む堆積層は有機物に富み暗色を呈するので人間活動と前後し

て土壌生成はそれまでより活発で地表面は長期にわたって植生が発達していたと考えられる。人間

活動はこれを撹乱して行われた。

(6)弥生時代後期には、沖側に前進していた汀線から弥生人の活動域を含む後浜背後までの地形

が暴浪で侵食される。E-15ト レンチの東端で、それ以東のかつての後浜と前浜堆積物が侵食され

て生じた侵食面がみとめられた。この侵食面をE-14ま でたどったEL.2.4mの 層準で弥生時代後期

の土器片が出土した。縄文時代後期の侵食崖より緩傾斜で低 く、外浜の侵食も浅いので、大規模な

暴浪によるものと思われる。この侵食によって弥生時代の遺構・遺物分布域の西縁にも明瞭な境界

が生じた。

(7)弥生時代からグスク時代 (12013世紀)の期間に、侵食された部分は再び前浜 0後浜の地形

が回復しさらに汀線が沖側に移動して、調査区より西にも土壌化した地表面をともなう陸域がひろ

がる (サ クセッションFに相当)。 この時期にはより東側陸域には砂丘砂が堆積した可能性がある。

さらに東のC-23ト レンチの泥に含まれる砂が砂丘砂と判断されたためである。

(8)グスク時代 (15～ 17世紀)の遺構 0遺物を含む堆積層はかなり人為的に撹乱された堆積物で、

その下面は人工的な改変面ととらえられる。ただし、E-17、 18グ リットでは弥生時代の堆積層が

残存しており、それを覆う堆積物の高まりがあったと想像される。その高まりより束の低所では、

人為的にそれまでの低湿地に湛水 (かつ排水)する造作が施され、耕作地となったと思われる。

(9)近世以後に上 i)杢 したE-17、 18の高まりが削平され、東ではE-19以東、西ではE-16以西

にグスク時代以下の堆積層が残存したと考えられる。

以下、なお疑間の残ることについてii杢べる。(1)ふつう波の進入が活発な前浜に続 く後浜では、

暴浪時の堆積作用で発達する浜堤地形が卓越するが、調査地付近ではむしろ小規模なビーチフェイ

スとバームの組み合わせが連続する。沖側に波力を緩和する地形が存在するか、調査地付近がより

大きな海浜の一部で、波力の及びにくく、海浜漂砂の末端に位置した可能性がある。(2)サ クセッ

ションFでは、E-14ト レンチで見るかぎりでは、堆積物は粗粒で淘汰がわるい、前浜・後浜の微

地形規模が小さくなる。つまり、比較的波力の大きい時にのみ堆積が進むという状況が想定される。

沖側にバリアが発達した可能性がある。ビーチフェイス堆積物の粗粒化はそれ以前のサクセッショ

ンEの上部からみとめられる。(3)縄文海進最盛期以後の潮間帯下部から潮下帯の堆積物と考えら

れる上部外浜の粗粒堆積物が、緩やかに沖側に傾きつつも、EL.2m付近にあり、現在の海水準に

対してかなり高い。これらの粗粒堆積物を含めてビーチフェイスとすると、上1)杢 したバームは定義

上、暴浪時の堆積物からなる浜堤に相当するが、暴浪で運搬される粗粒堆積物が少ない。今後現世

の海浜地形についても観察し、あり得べき微地形とともに、地盤の隆起についても検討する必要が

ある。
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5)低湿地区、中央区・南区でみられた古地震痕跡

砂丘区 Eラ イン周辺の古地形推測の参考に、低湿地区、中央区・南区の近接する 2か所で採取

された断面の剥ぎ取 り標本を観察したところ著しい変形構造がみとめられた。これらの標本の写真

を図版 4a、 bに、標本採取位置は第 7図 aに示す。標本 aは中央区南断面、標本 bは南区東断面

で採取され、互いに直交する面をなす。以下に変形構造の特徴を観察し、成因について検討した結

果を示す。なお低湿地区における岩相層序については他節で記載されるので、ここでは省略し、お

もに図版 4a、 b間のローマ数字で示される堆積層名を用い説明する。

6)剥ぎ取り標本にみられる変形構造

標本 aの EL。 3.6m付近で、VII層最上部の明色の粘土質シルト層上面が、幅25cm以下、深さ10cm

以下の下に凸な円弧が連続ないしそれらが切 り合ったような形状を荷重痕をなす。また、円弧の両

端は上位層中に引きずり上げられたように短くのび曲がった流線をなす。上位のカワニナの殻が多

数含まれるVII層 内でも不明瞭だが同様の構造が認められる。これらの特徴は、より上位のVI層で

はほとんど見えない。変形の垂直範囲を図版 4aに DZlと して黒帯で示した。DZl下部とほぼ同じ

構造がEL。 3m付近のXI層 ないしX層付近から上方に、DZl下端までみられDZ2と して示 した。

DZlの下底がDZ2の上端部の構造をさらに変形ないし切っていると考えられる。標本b上端左寄

りに、周囲の葉理を切って下方に半円形の流線パターンみられるが、DZ2下部の荷重痕と考えら

れる。

標本 a、 b最下部のXVI層 は、水平葉理をなすが、aで は左から右に向かって反り上がる葉理の

せん断面が数か所で見られる。同層上より約15cmの範囲、右寄 りでは、右側で反り上がったせん

断面が順次右側のせん断面で切られている。せん断面は層の上面を越えて不明瞭になる。上位XVI

層内の葉理が、下位層とともに弱くゆるやかに凸な円弧状に同時に曲がったように見える。同層の

左寄りにはさらにXIV層の礫が右方向に押し込まれたように集合する部分がみられる。同層は樹木

の根の影響もあるが全体に撹乱された印象が強い。下部の明色部分とその直上 0直下は長径が約10

cm以下のブロックをなして散乱し、中部のシイの実破片を含む堆積層と混ざり合っている。両者

の層界は凹凸に富む。シイの実の層も、著しく散乱しており、初生のものと考えられる葉理を残し

た幅 0長さ数cmのブロック状、あるいは板状のシイのみの集中部分が標本左寄 りに分布し、右寄

りでは細かく分散している。シイの実が上位層中にも散乱し、この上面も凹凸に富む。XIV層の中

部では、40～ 50cmの水平範囲で、左の堆積物がより右側の堆積物の上に引きずられ一部に載るよ

うなパターンがみとめられる。XIV層最上部の礫の散布部分の間を埋めて、XIII層が載る。同層は

aではXI層 以下に伸びた根の痕跡で不明瞭だが、標本bでは初生の葉理を残し、下方から連続的に

続く変形変形範囲の上端と考えられる。標本bではXIV層の層準に大型の大礫礫以細、中粒の中礫

までを主とする礫が集中している。礫の最大長軸とそれに直交する最大長軸をそれぞれa軸、b軸

とし、これらを共有する面をab面 と呼ぶ。これらの礫のa軸の多くは標本の左方に低く傾いている。

またEL。 3m付近までのab面は標本手前高く積み重なる覆瓦構造をなす部分が多い。標本手前に低

い部分もみとめられる。a軸が20cmを 越す大型の大礫にはab面が垂直に立ち上がっているものもあ

る。XIV層上面までは標本の左右にシイの実の層とその上位層に相当する堆積物がみられ、それら
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を割るようなかたちで礫が分布する。右方の堆積物は初生の葉理を残し、礫との境界は明瞭だが、

葉理は傾いているので、大きな堆積物のブロックかと思われる。左方の堆積物は葉理はなく、中礫

大までのブロックが散乱している。標本右端、EL.2。3mに は丸いピット状の荷重痕が認められ、左

方の細粒堆積物中には、写真では見えないが、シイの実を含む堆積物が上方に脈状に割込んでいる

部分があった。以上の一連の変形がみられる垂直範囲をDZ3と した。この上端は標本aでは不明瞭

で、変形ゾーン上端部を破線で示したが、標本bでは上位に葉理をなす砂層が載り明瞭である。

DZl、 2は地震動による変形構造と考えられる。Matsuda(2000)に よると、おもに水底下の水

分を含む泥質堆積物を想定すると、上部の堆積物粒子はそれらの間隙に水を含み、地震動に即時に

応答して流動するが、下方へは流動性や可塑性を減じる。そのため、変形ゾーン中には、上位より

流動、含水塑性変形、脆性破壊がそれぞれ起こる垂直範囲が生じる。実際には変形ゾーン中の堆積

物の物性は、深度に応じて連続的に変化することはほとんどなく、層理面が不連続面になり、変形

のパターンや強度が少し変化することが多い。含水塑性変形する層準の下底付近では下に凸な荷重

痕がほとんどの場合にみられる。また加速度や方向が変化する地震動のせん断応力に対し、レオロ

ジカルな応答によっては含水塑性変形と脆性破壊の両方が同じ堆積物で生じることがある。地震イ

ベントの年代は変形ゾーン上端あるいは直上の堆積物の年代に相当する。

複数の地震イベントによる変形ゾーンが連続して重なった場合は、上述した変形ゾーン中の垂直

的な変形様式の配列を見極め、それぞれの変形ゾーンに区分できる。剥ぎ取 り標本では、DZ2の

上端はDZlの変形で切られていた。

水底下の泥質堆積物の変形構造と地震強度、振動特性の関係は実験と現世地震のデータの検討が

行われていないので、未だ不明なことが多い。「東京都による震度階級表」 (宇佐美1990所収)の、

震度 4(中震):プール、池等の水面がかなりゆれ、池の水がにごることもある、震度 5(強震一弱):

池や湖水の泥が撹拌され水がにごる。池 。・河川・・湖が波立って岸に波のあとが残る、震度 5(強

震―強):池・プールの水が大きく溢れ出る。震度 6(烈震):水面の大きな波が立つ。プール・池

の水が躍って飛び出す、という記載から経験的に判断すると、泥質堆積物の変形は震度 5以上の

地震によって生じる可能性が高い。

DZ3については、いくつかの異なる堆積層を含むXIV層全体と、XV層、XVI層上部が同時に変

形した印象がある。何らかの物体が堆積物中で動き廻 り、厚さ lmあ まりの堆積物を変形させる状

況は想像しがたい。大きくは東西断面の標本 aで東方へ物質移動がみとめられるので、南北断面の

標本 bの礫の配向は東方向に礫が押されて積み上がったため生じたと考えられる。細粒堆積物で

は粘塑性変形と液状化が、最下部にあたるXV、 XVI層上部では脆性破壊が生じ垂直的な変形様式

の組み合わせとみなせる。また、中央で極粗粒の中礫以細の礫がDZ3の上端に向かって細粒化し

ていることから、礫層中で液状化が起こり、水とともに吹き上がった可能性が高い。以上の特徴は

DZ3の変形が地震動で生じた可能性が高いことを示す。

7)黛遺構保存処理標本の側面にみられる変形構造

図版 4cは穴遺構保存処理標本の側面 (南北方向)にみられる変形構造で、図版 4a、 b間 に枠

で示した層準に相当する。シイの実層の含水塑性変形を示しており、この堆積物中に設置された穴
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も変形していた。右下のXV層堆積物の上部は左右から押されて山形に変形し、その上面で引きち

ぎられた第15層堆積物がシイの実層中に浮いている。また、数cm以下の細かいブロックとして散

乱している。その散乱した部分 (B)の右方からの流れが、左方からの流れの上に載った状況が読

み取れる。左方からの流れはシイの実層の下部を上下 (Au、 Al)に分けている。写真最上部では、

細粒のシイの実破片を含む Cが右方からの B堆積物に凸入している。

8)古地震の年代

上i)杢 した各変形ゾーンをつくった古地震の年代は、DZl、 DZ2についてはその上端部が不明瞭

か、上位の構造で切られているため不確かである。出土遺物から、前者はグスク時代以後で近世の

可能性が高い。沖縄島では「球陽」に、1665年、1760年、1768年、1858年 の被害地震の記載がある

が (琉球大学理学部中村衛研究室HP)、 どの地震かを特定しがたい。後者はVIII層 に平安時代の遺

物が含まれるので、おそらくそれ以後グスク時代までの古地震が想定される。DZ3は上端部直上

で出土した面縄前庭式土器から縄文時代中期後半の地震によると推定される。古地震痕跡の編年に

は年代わかるの検出事例がさらに必要となる。
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第Ⅳ章 調査の方法と成果

I 低湿地区

第 1節 調査の方法

低湿地区は平成 9年 3月 18日 に発見された試掘穴No143を 中心に包含する形でグリットをもうけ、

ウーチヌカー湧水の小川に沿って設定したところほぼ東西南北の方向を示し、東西に10m、 南北に

7mの大きさになった。四壁面の一方に試掘穴No143の壁面が重なるように南面に設定した。

第 2節 層  序

中央区の層序を基本として、東区、西区、南区、北区、北東区の層序を確定した。基本層序は17

層であるが、各層の層序は11枚、 5枚、 4枚に細分できる (第 13図 )。

これらの層序を大別すると3枚に区分できる。第 2層から第 8層の背後から流入した粘性のある

褐色土壌の堆積層で、カワニナを含み均等な層順を示している。有機質包含量も安定しているとい

う分析結果や、第 2d層、第 3b層 は水田として判断できる人為的な痕跡が強い層である。第 8層

から以下は水没した層序で、第13層 を境として上下に区分できる。第 8層から第13層 は第 9層で特

徴的な樹根層がみられウーチヌカーを源とする小川が流れ堆積、流失を繰り返しながら形成された。

特に第13層 は精錬された石英細砂で、一時火山灰の可能性も考えられたが、分析の結果、上流から

集められ小川の流路によって精錬、形成されているものであることが判断できた。

第14層から第17層 までが下層の水没層である。特に第14層 は礫層で粗密はあるもののほぼ発掘区

全域に確認され、一つのキー層として確認できた。下位には灰色の細砂層の間層を挟んでさらに古

い樹木を含む有機質層が 3枚互層をなして形成されていたが、文化遺物は確認できなかった。

第 1層 現在の腐植土層で厚さ約16cm。

第 2層 黄褐色混礫土壌の客土。厚さ約84cm。

上位には米軍による敷設の一部のアスファル トやコーラル (石灰岩破砕礫 )、 産業廃棄物

がある。大半は接収後に行われた造成時に持ち込まれたもので、調査区全域に人頭大の石

灰岩礫を多く含む混礫淡黄褐色土 (コ ーラル)や赤土を主体とする。施設用平坦地確保の

為周辺丘陵部削平の土砂を持ち込んだ客土と判断される。

第 3層 褐色土壌。 1日表土で上面に耕作の畝間が北側で確認できた。
3a層 褐色土層 厚さ約10～ 20cm

戦前の表土で、当時の水田床土と思われる。中央区の北側では上面では畠の畝跡が検

出されている。
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3b層 灰色砂層 厚さ約20～ 40cm

第 4層 暗灰色粘質土層 厚さ約26cm

第 5層 暗灰緑色泥質土層 厚さ約22cm カワニナが散在する。
第 6層 暗黒褐色粘質土層 厚さ約14cm カワニナが多く、下面に黄褐色の鉄分が水平にみられる。

暗褐色でやや砂質が多い。カワニナが多く目につく。同層の下面レベルから上層の堆積層

は均一の層順で調査区の全域にみられる。

第 7層 暗灰色泥質土層 厚さ約18cm

暗褐色で各上層の土質に比較してキメ細かい粘性のある泥質である。カワニナも少量含む。

調査区全域に20～ 25cmの厚さで堆積している。色調や粘性の強弱で a～ d層の 4つ に細分

した。遺物の出土量は上層に比較してやや多く、グスク土器が主体であるが流れ込みによ

るものと判断される。

第 8層 黒褐色泥質土層 厚さ約50cm サンプル

灰黒色で調査区全域に厚 く堆積する。酸化鉱物を多量に含み暗褐色が強い。カワニナの量

はやや多く目につく。出土遺物はグスク土器が主体で第 7層 に比べ多い。面縄前庭式土器

の胴部破片が散見されるが、いずれも流れ込みと判断される。

第 9層 第 8層 と第10層 の互層 厚さ約12cm。

灰色であるがいずれも砂質が強い。カワニナも散見されるが少量で、同層以下ではカワニ

ナは確認できない。第 9層 は調査区全域に確認できる。遺物にはグスク土器や面縄前庭式

土器等が少量みられる。植物遺存体の量はやや多い。

第10層 灰白色細砂層 厚さ約20～ 30cmである。白色の細砂層でどの壁面でも確認できるが部分的

に消える無遺物層である。

第11層  暗茶褐色泥炭層 厚さは東側で44cm、 西側では18cmと 薄い 樹根層

泥質・砂質の 2つ に細分できる。泥質は暗褐色を呈し、サキシマスオウノキ、サガリバナ

を主体とする樹木の植生層である。遺物はそのほとんどが植物遺体で、人口遺物は極めて

少ない。その植生からマングローブ林の内陸側後背地に接する湿地であったことが伺わ

れる。

砂質は後i)杢する第12層 の上面に部分的に 5～ 10cmの厚さで泥質下に堆積している。土質は

細砂で泥質と同じく褐色を呈する。遺物は上層から延びる樹根を中心とする植物遺体も出

土するが、人口遺物も日につく。土器では「くびれ平底土器」の砂丘形土器を単独に出土

する。出土状況から同時期のプライマリーな層と判断される。

第12層 淡褐色混砂泥炭層 厚さ約20cm

第13層 灰色石英細砂層 厚さ約20～ 60cm ガラス質
灰白色を基調とし、全体的に堆積のうねりがあり、所により白色、灰色、褐色等の差異が

みられ、土質も全体的にシルト質であるが部分的に l mm大の粗砂の堆積する所や粘性の強

い所がある。海砂はみられない。全体的に一見、単調にみえるが出土遺物に差異がみられ、

同層上下面を中心に出土する土器に曽畑式土器、面縄前庭式土器、仲泊式土器、面縄東洞

式土器、仲原式土器、フェンサ下層の土器等が混在している。
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第14層 暗灰褐色混礫泥質砂層 厚さ約22～ 132cm 文化層 (曽畑層)
混礫砂層は南区と西区で約1.30mと 厚 く、中央区、東区側へ薄くなり、北区、北東区へは

拡がっていない。南区、西区では厚さ約 1。3mと 厚 く、中央区の南西角から東側へは80～ 40

cmと 随時薄くなる。東区ではさらに薄くなり、東角では人頭大の礫や拳大の礫がまばらに

なる。中央区の北東側では 3重の人頭大の礫群が北東角では途切れる。南西側では南区と

同様な1。3mの厚みが随時薄くなり中頃で途切れ、拳大の礫が東西に帯状にみられるが幅

約50cmで途切れる。これらの礫層の拡がりは東区東南角から中央区北西角のラインを境と

して北側になく、南側方向へ厚みを増していく。さらに南側のT.PNollや B-23試掘穴でも

人頭大の礫群が確認されているからその当たりまでは拡がることが確認できる。これら礫

層は南区東壁面や西区南壁面での断面観察によると2枚の間層をもつ 3枚の礫層に大別で

きる。①上位礫層は拳大の石灰岩半円礫で厚さ10～ 15cmで 1～ 3重の堆積で中央部南壁面

東角まで確認できるが、それから東側では 1重でまばらである。その下位にある間層の緑

灰色細砂層は厚さ5～ 30cmで調査区全域にみられる。

試掘調査の結果から①の礫層から曽畑式土器の層と判断していたが、特に東区の東側では

面縄前庭式土器や面縄東洞式土器がやや多く出土したことや、中央区の東側では縄文晩期

相当期の土器が出土することから発掘時から問題視してきた。後に南区のこの礫層上面で

石斧 3点や板状木製破片とともに面縄前庭式土器が数点検出された。東よりでは2/3ほ
ど露出した木製容器が発見された。横倒しの木製容器の内部には①の礫群が流入していて、

底面はその下位であった。それからやや北側でサブトレンチを掘り下げた際も長さ約1.4

mの建築材と判断された針葉樹も①の礫層下位の緑灰色細砂層からの出土であった。

②の礫層は人頭大の礫を混在する拳大の石灰岩半円礫層で厚さ20～ 80cmである。この人頭

大の礫は層中の中位から下位に位置し、まばらではあるが礫層の最も北側縁まで拡がって

いる。この人頭大の礫層の拡がりと人工遺物の拡がりは重なっていた。人頭大の礫は石灰

岩礫だけでなく、同大の石英核礫や更砂岩、俎板状の石灰岩、その他の石製品はこのレベ

ルに存在していた。中央区南東隅近くで検出された竹製穴の上位やその周辺で人頭大の礫

があり、不自然な点在状況から人為的な様相を想起した。特にこの礫層レベルを掘り下げ

た下位に南区から中央区南壁面、竹製宗周辺、東区南壁面西半分の範囲に破砕されたシイ

の実がレンズ状や溝状に堆積した状態が確認できた。それらの下位の混貝砂層の遺物群は

基本的に曽畑式土器に伴うものと判断された。シイの実層はその下位にはまばらにオキナ

ワウラジロガシや完形なシイの実は確認されたが、その上位には確認できなかった。同位

レベルの混貝砂層はこの礫層間に挟まれた様相で下位の2枚目の間層である緑灰シルト層

まで堆積していた。特に南区のサブトレンチと中央区の間に貝層やイノシシ骨・魚骨が集

中していて、この周辺に石製品が多かった。下位の③の鶏卵大の礫層上面が調理場の空間

として利用されたと想定した。2枚目の間層である緑灰色シルト層の厚さは20～40cmあ り、

文化層である。

③の礫層は鶏卵大の石灰岩半円礫で厚さ20～ 40cmである。この礫層は均一の大きさで級密

で基本的に無遺物層ある。西区の西側から乗り上がるような堆積状況があり、しかもその
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第15層

第16層

第17層

上位に幅約60cm、 厚さ約15cmほ どの板状の樹木が横たわっていた。表面をみると海中に生

息する木食い虫の穴が多数みられることから明らかに流木と判断できた。しかし同レベル

の礫層内にはサンゴ礫等の海に関係する遺物は確認できなかった。この鶏卵大の礫層は中

央区西半分までは級密に堆積している。

よって、この第14層の礫層は①の上位の礫群と1枚目の緑灰色細砂層は基本的に縄文期の

中期相当期の層で、上流側の中央区東側や東区東側は上下を明確に遮断する礫層がなく後

世の遺物が流水やカニ穴等で下降したと判断できる。このような遺物はポットホール状な

穴から出土していることでも明白である。②の礫層は基本的に人頭大の礫層を基準として

自然状況では点在しない石質があり、しかも石製品として利用された痕跡を含む礫群であ

ることから曽畑層の調理場として想定できる。③の礫層は水圧によって堆積した礫群であ

る。直接、海に関係するものがないことなどから、北側に存在する河川のナガサガーとの

関係を考慮した方が良いのであろうか。

暗灰色砂層 厚さ22～ 28cm

均一な細砂層で青灰色 (オ リーブ灰色)で調査区全域に存在する。この層の上面で爪形文

土器が南区や北区で出土する。特に北区では土器の約 1/3ほ どの大きさで、数個体分の

破片が2m四方の拡がりで検出された。その中ではlm四方に炭の拡がりがあり、火を使

用した様な形状が確認された。最下層の文化層である。

この層の下位に中央区の南側壁面中央部や北区の③の礫層が途切れる部分から北側へのし

上がるように火山性の軽石層が薄く堆積している。黄褐色で南から北側へ小粒になりなが

らみられる。爪形文土器が点在する近くまで存在していた。

暗茶褐色泥炭層 数枚の互層をなす。
上層の暗灰色細砂層と有機質を多量に含む褐色層が南区の東壁面では厚さ15cmの厚さで互

層をなしている。しかし、西区の南壁面では黒みを増し黒褐色で大型な樹木も含んでいる。

無遺物層である。

灰色細砂層 厚さ50cmま で確認したがその下位は未確認である。

緑灰シルト (オ リーブ灰色)層である。
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層

層

１
■
　

∩
∠

第

第

各地区の層序

東区

第 4層

第 5層

第 6層

第 7層

第 8層

第 9層

第10層

第11層

第12層

第13層

第14層

第15層

第16層

第17層

表土層

a コーラル

b 褐色土 (米軍客土)
旧表土層 淡灰褐色粘質土
a～ kま で11に細分

暗褐色粘質土層

暗灰緑色粘質土層

a～ dま で 4に細分

黒褐色粘質土層

a～ eま で 5に細分

淡暗灰色粘質土層

a～ bま で 2に細分

暗灰色粘質土層

黒灰色粘質土層

第 9層 と第10層の互層をなす部分あり

灰色粘質砂層 (第一文化層)

暗茶褐色泥炭層  樹根層
淡褐色泥炭層

灰色砂層 (石英層)

暗黒褐色混礫砂層 曽畑層 第二文化層
a 暗褐色シルト層
b 礫層
c 暗褐色シルト層

d シイの実層
e 貝層
暗灰色砂層

暗茶褐色泥炭層

灰色シルト層

表土層

a コーラル

b 褐色土 (米軍客土)褐色土 (米軍客土)
旧表土層 淡灰褐色粘質土 (上面に畝上の波)
a～ kま で11に細分

暗灰色粘質土層

暗灰緑色粘質土層

a～ dま で 4に細分

黒褐色粘質土層 (カ ワニナが多い)

a～ eま で 5に細分

淡暗灰色粘質土層 (カ ワニナ散在 )

a～ bま で 2に細分

暗灰色粘質土層 (カ ワニナ散在 )

黒灰色粘質土層 (カ ワニナ散在 )

第 9層 と第10層 の互層をなす部分あり

灰色粘質砂層 (カ ワニナ散在)第一文化層

暗茶褐色泥炭層 (カ ワニナ散在)樹根層

淡褐色泥炭層 (カ ワニナ散在)

灰色砂層 (精錬された石英)

暗黒褐色混礫砂層 曽畑層 第二文化層
a 暗褐色シルト層
b 礫層
c 暗褐色シルト層

d シイの実層

e 貝層
暗灰色砂層

暗茶褐色泥炭層

灰色シルト層

中央区

第 1層

第 2層

第 3層

第 4層

第 5層

第 6層

第 7層

第 8層

第 9層

第10層

第11層

第12層

第13層

第14層

第15層

第16層

第17層

第 3層
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南区

第 1層

第 2層

第 3層

第 5層

第 6層

第 7層

第 8層

第 9層

第10層

第11層

第12層

第13層

第14層

第15層

第16層

第17層

表土層

a コーラル

b 褐色土 (米軍客土)
旧表土層 淡灰褐色粘質土層

暗灰緑色粘質土層

a～ dま で 4に細分

黒褐色粘質土層

a～ eま で 5に細分

淡暗灰褐色粘質土層

a～ bま で 2に細分

暗灰色粘質土層

黒灰色粘質土層

第 9層 と第10層 の互層をなす部分あり

灰色粘質砂層

暗茶褐色泥炭層 樹根層

淡褐色泥炭層

灰色砂層 (石英層)

暗黒褐色混礫砂層 第二文化層
a 暗褐色シルト層
b 礫層
c 暗褐色シルト層
d シイの実層
e 貝層

暗灰色砂層

暗茶褐色泥炭層

灰色シルト層

表土層

旧表土層 1日表土層淡灰褐色粘質土層

暗灰緑色粘質土層

a～ dま で 4に細分

黒褐色粘質土層

a～ eま で 5に細分

淡暗灰褐色粘質土層

a～ bま で 2に細分

暗灰色粘質土層

黒灰色粘質土層

第 9層 と第10層の互層をなす部分あり

灰色粘質砂層

暗茶褐色泥炭層 樹根層はない

暗灰色砂層

暗茶褐色泥炭層

灰色シルト層

ゴヒ区

第 1層

第 3層

第 5層

第 6層

第 7層

第 8層

第 9層

第10層

第11層

第15層

第16層

第17層
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北東区

第 1層

第 3層

第 4層

第 5層

第 6層

第 9層

第11層

第17層

表土層

淡灰褐色粘質土層

暗褐色粘質土層

aOb

暗灰緑色粘質土層

aObま で 2に細分

黒褐色粘質土層

a～ cま で 3に細分

黒灰色粘質土層

第 9層 ・第10層 の混在

暗茶褐色泥炭層

灰色シルト層

電
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南北ライン
南区

南区西壁 中央区西壁 北区西壁
EL=6.00m 

EL=6.00m 

東西ライン

第13図低湿地区 層序

東区南壁

上：南北ライン西壁断面図・下：東西ライン南壁断面図

中央区南壁

。。。。
..
 
。...
 

:::L. 

は水田址（第2・5層）
は灰色粘質砂層（第10層）
は樹根層（第11層）
は礫層（第14層① 面縄前庭式土器層）
は礫層（第14層② 曽畑式土器層）
は礫屈（第14層③ 無遺物層）
は軽石層（第15層北区で爪形文士器出士）
は褐色泥炭層（第16恩）
は材木
は櫛出土ポイント

0ト

西区南壁

中央区

第4屑
第5層

第10阿
第11層
第12層
第13層
第14層

第1層表土層
第2暦aコーラル
b 褐色土（米軍客士）褐色士（米軍客土）
第3府旧表土層 淡灰褐色粘質上（上面に畝上の波）

a ~ k まで11 に細分

暗灰色粘質士暦
暗灰緑色粘質土層
a~ct まで4に細分

第6層黒褐色粘質土層（カワニナが多い）
a ~ e まで5に細分

第7思淡暗灰色粘質土層 （カワニナ散在）
a~b まで2に細分
第8層暗灰色粘質土庖（カワニナ散在）
第9層黒灰色粘質土層（カワニナ散任）
9層と10層の互層をなす部分あり
灰色粘質砂阿（カワニナ散在）
暗茶褐色泥炭層（カワニナ散在）樹根層
淡褐色泥炭層（カワニナ散在）
灰色砂層（精錬された石英）
暗黒褐色混礫砂層 曽畑層
a 暗褐色シルト眉
b 礫層
c 暗褐色シルト層
d シイの実屈
e 貝居
暗灰色砂層第15層

第1層表土層
第2層aコーラル
b 褐色土（米軍客上）
第3層淡灰褐色粘質土層
第5層暗灰緑色粘質土層

a~ct まで4に細分

第6層黒褐色粘質土層
a~e まで5に細分
第7肘淡暗灰褐色粘質土屈

a~b まで 2 に細分

暗灰色粘質土庖
黒灰色粘質土層第
9層と10@の互層をなす部分あり
灰色粘質砂層
暗茶褐色泥炭層
淡褐色泥炭層
灰色砂層（石英層）
暗黒褐色混礫砂屑
a 暗褐色シルト層
b 礫腐
c 暗褐色シルト層
d シイの実層
e 貝層
暗灰色砂層
暗茶褐色泥炭眉
灰色シルト層

第8阿
第9層

第10層
第11層
第12層
第13層
第14府

第15層
第16僭
第17層

樹根眉

第16層

ン
東区

第1層
第2層

第3層

第4層
第5屈
第6屈

第7層
第8層
第9熙
第10層
第11層
第12層
第13肘
第14層

第15層
第16層
第17屈

北区

第1層
第3層
第5層

第6層

第7層
第8屈
第9層

第10層
第11層
第15層
第16層
第17層

表土層
淡灰褐色粘質土層
暗灰緑色粘質土屈a-ctまで4に細分
黒褐色粘質土層
a-eまで5に細分
淡暗灰褐色粘質土屑
a-bまで2に細分
暗灰色粘質土層
黒灰色粘質土思
第9層と第10層の互層をなす部分あり
灰色粘質砂層
暗茶褐色泥炭層
暗灰色砂層
暗茶褐色泥炭層
灰色シルト府

樹根

表土層
a コーラル
b 褐色土（米軍客土）
旧表士層 淡灰褐色粘質土
a~k まで11に細分

暗褐色粘質土層
暗灰緑色粘質土層
a ~d まで4に細分

煕褐色粘質土層
a~e まで5に細分

淡暗灰色粘質土層
a~b まで 2 に細分

暗灰色粘質土層
黒灰色粘質士層
9層と10層の互層をなす部分あり
灰色粘質砂層
暗茶褐色泥炭府
淡褐色泥炭層
灰色砂層（石英層）

樹根屈

暗茶褐色泥炭層

a 暗褐色シルト層
b 礫胴
c 暗褐色シルト層
d シイの実層
e 貝屈
暗灰色砂厖
暗茶褐色泥炭層
灰色シルト層
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第 3節 遺  構

低湿地区における明確な遺構は縄文時代前期の層より貯蔵穴が 1基検出されたのみである。遺構

は北東側から「ウーチヌカー」より湧き出る湧水の流路を利用して設置されたと思われる。中央区

の南東側で曽畑層掘り下げ時に検出した。

1。 貯蔵穴 (巻首図版 2下 。第16図 )

本遺跡で確認された遺構は 1基だけであるが、「ウーチヌカー」からの湧水の流路を利用し、保

存を目的とするためのものと考えられる。

本遺構は中央区の南東側に位置し、そこは北西側に礫が堆積、南東側は礫が散在するこのような

境に設置されている。また、礫が散在する地域は種子や堅果類が多く出土し、特に破砕されたシイ

の実が多い。一方、礫が堆積 している場所は獣魚骨及び貝殻が多 く検出されるという特徴が見ら

れる。

検出時は南東側の面が露出し、北西側に傾いていたため穴の内側は南東側と判断して周囲を掘 り

下げていった。ところが、掘り下げていたところは穴の外側であることに気づき作業を中断した。

つまり、穴の上端部が土圧によって内側 (北西側)に押され、袋状になっていることが判明した。

この掘り下げによって南東側の面は10cmほ ど編み目が露出した状態となり、内側を掘り下げた場合、

傾いた状態を保持するのは困難となるので掘 り下げを検討することとした。その結果、本遺構を保

存するため遺構切り取 りを行い、民間業者に保存処理を委託することにし、掘り下げについては穴

と遺構をより良い状態で保存できるよう業者へ移動して掘 り下げを行い、その後直ぐ保存処理をす

ることとした。

遺構内の掘 り下げを行っていくと、穴の上端部は南東側の面と北西側の面が内側に傾いているこ

とが分かり、この両面の内壁を露出する掘 り方をすると崩れるので内壁の露出は断念して上端部か

ら底部へ縦に掘り下げを行った。北東側と南西側の面は上端部がなく胴部あたりまで残っていた。

この両面は内壁を露出し底部までの状況を確認するできた。

本遺構は最終的には平面形が90cm四方の隅丸方形を呈している。断面は袋状を成しているが本来

からの形状ではなく土圧によっての結果と考えられる。深さは18～ 20cm、 底面は約40× 50cmを測る。

内側の角に木片が 3本確認でき、北東側角の内側は覆土を残しているため確認できないが、おそら

く4隅に木片を立ているのではないかと推測される。

本遺構と同様出土例は沖縄本島の東海岸の北部に位置する宜野座村前原遺跡で縄文時代中期から

後期の層で24基検出している。その中に伊礼原遺跡同様に遺構の内側の 4隅 に木片を立てている例

はなく、遺構の中心部に木片が立てられ目印の可能性が考えられている。伊礼原遺跡検出資料は目

印ではなく穴を固定するために立てたものと考えられる。遺構内からはオキナワウラジロガシの果

実が数十個出土した。人工遺物は曽畑式土器が覆土の中層部より出土した。
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図版57-63

第18図 木製容器 (上)・ 構築材出土 (右下)状況
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第 4節 出土遺物

低湿地区からは土器、石器、骨製品、貝製品、木製品やグスク時代以降 (青磁、自磁・染付・古

銭、沖縄産陶器)な どの人工遺物とシイの実、木等の植物遺体、魚類、イノシシ脊椎動物遺体や貝

類などの軟体動物遺体などの自然遺物が大量に出土した。

ここでは人工遺物を中心に報告し、自然遺物は第V章で報告する。

1。 土 器

低湿地区からは、縄文時代早期の爪形文土器、前期の曽畑式土器、中期の面縄前庭式土器、仲泊

式土器、後期の面縄東洞式土器、伊波式土器、縄文晩期土器、貝塚後期土器、グスク土器などが出

土した。以下、これらの土器の概略を1)杢べ、詳細は各々の土器ごとに観察一覧を示した。

1)爪形文土器

縄文時代早期の土器として、爪形文土器が155点 出土した。接合による個々の破片資料から、日

縁部は外反・直口しながらス トレートに胴部へ移行し、胴下部で膨れ、丸底の底部を持つという、

いわゆる沖縄で出土する爪形文土器の器形 (フ ラスコ状)を確認する事ができた。沖縄県出土の爪

形文土器分類としては、渡具知東原遺跡
(註 1)や野国貝塚

〔註2)にて報告されている指頭押圧文 (野国

タイプ 0ヤ ブチ式)と 爪形文 (東原式)で大きく分ける方法や、伊藤氏の研究 (註 3)に よる指頭痕の

形状や施文方法による分類等が挙げられる。本遺跡から出土した爪形文土器は、砂質資料が比較的

器厚が薄く焼成良好であり、泥質資料は器厚が厚く脆弱であった。この点に着日し、分類基準を胎

土で大きく分け、文様構成は個々に記i)杢する事とした。

1類 (第 19図 1～ 3)

胎土は砂質で焼成は堅地。器厚は薄く4 mm前後。 1、 3は黒褐色を、 2は赤褐色を呈する。 3は

特に焼成が堅地で、胎土は精練されており輝石を含む。内面は丁寧なナデを横位に施す。 1、 2は、

日縁端部を微弱に外反させる。 103は逆 D字状を、 2は D字状の爪形文を全面に施す。
2類 (第 19図 4)

胎土は砂泥質で焼成は良好。器厚は 1類同様薄い。外器面は縦位のナデを、内器面は横位のナデ

を施す。外器面は橙黄色を、内器面は緑黄色を呈す。混入物に石英・砂粒を含む。縦位の沈線を繋

がらないように施文した後、D字状の爪形文を 1条施す。

3類 (第 19図 5～ 7)

胎土は泥砂質で、焼成はやや悪い。器厚は 1、 2類より1～ 2皿程厚くなる。混入物にφ lmm程

の石灰粒子を含み、器表面はポーラス状を呈する。器色はオリーブ褐色を基調とする。 7の上部は

橙黄色になる。 5、 6は D字状の爪形文を、 7は逆D字状の爪形文を全面に施す。

4類 (第 19図 8)

胎土は泥質で焼成は良い。器厚は7皿と厚くなる。混入物に石英粒を僅かに含み、内器面は横位

のナデを施す。外器面は橙黄色を、内器面はオリーブ褐色を呈する。文様構成は2類に酷似する。

横位の爪形文を逆D字状に施文し、下部では2条施す。

-78-



5類 (第 19図 9～ 14)

胎土は泥質で焼成は悪い。器厚は 5～ 6 mm。 器色は橙黄色 0緑黄色・オリーブ褐色を呈し、 φ2
～ 5 mm大の石英・赤色・砂粒を含む。文様構成は、指頭押圧文に終始するもの (10)指頭押圧文に

爪形文がセットになるもの (11012・ 13)・ 逆 D字状の爪形文のみを施すもの (14)の ほか、 9の

回縁部資料は、弱く外反する日縁部下に逆 D字状の爪形文を横位に 2条巡らせ、頸部に斜位沈線

2条 1組を鋸歯状に施し、以下逆 D字状の爪形文を施文する。

爪形文土器は、伊礼原遺跡より出土した土器の中で最も古 く、県内でも縄文早期の無文土器に次

いで 2番 目に古い土器とされている(註 2)。 本遺跡から南に約 3キ ロ離れた新城下原遺跡出土の爪形

文土器を含む層 (第 9層 )では、放射性炭素年代測定値6080± 50yBPが得られている(註 4)。 本遺跡

で爪形文土器が出土した層の炭を測定にかけたところ、5500± 40yBPの数値が得られた。泥質の土

器 (特に3類)は、ローリングを受けた痕が認められ、周辺からの流れ込みが考えられたが、当該

期の遺跡本体を確認する事はできなかった。

引用 0参考文献

註 1 高宮廣衛 0知念 勇ほか 1977「渡具知東原―第 1～ 2次発掘調査報告一」『読谷村文化財調査報告書』

第 3集 読谷村教育委員会

註 2 岸本義彦・島袋 洋ほか 1984「野国 野国貝塚群B地点発掘調査報告」『沖縄県文化財調査報告書』第57

集 沖縄県教育委員会

註3 伊藤 圭 2006「型式比較による南島爪形文土器の位置づけについて」紀要『沖縄埋文研究』 4 沖縄県立

埋蔵文化財センター

註 4 片桐千亜紀・久貝弥嗣・崎原恒寿・金子浩昌・高宮広土・島袋春美・ (株)古環境研究所 0(株)パ リノ2006

新城下原第二遺跡『沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告書』第35集 沖縄県立埋蔵文化財センター

2)曽畑式土器

曽畑式土器の総数は2250点で、日縁部93点、月同部2091点、底部66点である。器形復元可能なもの

は日縁部が山形をもつ第27図の 1点のみである。今回、九州の曽畑式土器の大きな特徴のひとつで

ある滑石混入の土器が 1点ではあるが検出された。水摩を受けた第20図 1である。器種は30cm大 を

越える大形のもの第20図 13、 第21図、第24図 7や、25cm前後の中形の第20図 506・ 8010、 第22図

10204、 第23図 405、 第24図 3～ 5、 第27図 1な どがある。20cm以下の小形のものは第26図 1～

12である。文様構成からみると口縁部の第一文様帯に点刻文を施すものは少なく第20図 2・ 8～ 11・

13、 第21図 2、 第22図 1、 第26図 6である。同じく第一文様帯に数センチの横位の沈線文を施すの

は第21図 3、 第26図 3、 第27図 1で出土中最も多く、縦位に沈線文を施すものは第21図 4～ 6と極

めて少ない。月同部の文様は直線的に縦・横・斜めの構図で構成されるのが主体であるが、まれに曲

線文を含む第24図 204～ 7があり、また、第23図 1～ 5の ように無紋のものもある。底部について

は安定の良い丸底には外底面まで文様を施すものもあるが、やや尖 り気味の第23図 9、 第25図 3・

6、 第26図 13は端部までは施さず、他の底部はほとんどが無紋である。器壁は 8 mmと 薄いものは器

面調整も丁寧で、焼成も良く暗灰色を呈し混和財も黒色の鉱物や石英を含んでいる。 l cm前後とや
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表 2 爪形文土器観察一覧

<凡例 >「観察事項」の項目1口 :(口縁部の形態)、 文 :(文様)、 質 :(砂質・泥質)、 表 :(色 )、 裏 :(色 )、 混種 :(混入物の種類)、
混量 :(混入量)、 混大 :(混入物の大きさ)、 焼 :(焼成)、 調 :(器面調整)、 厚 :(器厚)、 他 :(そ の他など)|
「地区 0台帳番号」の項目1台は台帳番号を示す。低湿地区台帳番号はCDに収録 |

図
版

挿
図
番
号

時
期
器
形
部
位 類 寸法 観 察 事 項 地区・台帳番号

第

１９

図

・

図

版

３５

早
深
鉢 口 口:18cm

口:丸。文:逆D字。質:砂質。表:黒褐。裏:黄褐。混
種 :石英。混大 :粗。混量 :中。焼 :中。調 :裏面はが

れ。厚:7皿。他:口縁直下に斜状の爪形。

中央区サブトレ東西

ライン17区第14層

台2013

早
深
鉢 口 口 :20。 6cm

口:舌。文:D字。質:砂質。表:赤褐。裏:赤褐。混種 :

石英・石灰質。混大:粗。混量:多。焼 :中。調:裏・指

頭押圧痕。厚:5mm。

北区 (W区 )壁面清掃
時

台2014

早

深
鉢
？

日
円

文:逆D字。質:砂 >泥。表:黒褐。裏:黒褐。混種 :透
明・石灰粒。混大:細。混量:少。焼:堅。調:裏・ナデ。

厚:5皿。

'台 2026

И
仕 早
深
鉢 月同

文:D字 +直線。質:砂質。表:淡橙。裏 :淡オリー
ブ。混種:石英・石灰粒。混大:2皿。混量:少。焼:悪。

調:表裏面ナデ01皿アバタ。厚:5皿。

北区第10層

台2022

早
深
鉢 月同

文:D字。質:砂 >泥。表:淡灰。裏:淡灰。混種 :光・

透。混大:細。混量:少。焼 :悪。調:アバタ。厚 :5mm。

他:裏面に煤痕有。

≠卦2023

ρ
０ 早
深
鉢 月同

文:D字。質:砂 >泥。表:灰オリーブ。裏:灰オリーブ。
混種:石灰粒・透明。混大:2皿。混量:多。焼:中。調:ア

バタ。厚:6皿。他:ロ ーリング受0裏面に煤痕有。

サブトレ東西ライン

22区木の層③

台2024

早
深
鉢 底

文:逆D字。質:泥質。表:灰オリーブ。裏:灰オリー

ブ。混種 :石灰粒。混大:細。混量 :少。焼 :悪。調 :ア

バタ・裏面指頭痕残る。厚:5皿。

０
０ 早
深
鉢 月同

／
仕

文:逆D字 +直線。質:泥質。表:淡赤。裏:暗灰。混
種 :石英。混大 :細。混量:少。焼:良。調 :器面不規

則。アバタ。厚:9mm。

北 トレンチ包含層上

面 (白色シルト)

台2019

∩
コ 早
深
鉢 口 口 :23。 4cm

口:舌。文:逆D。質:砂 <泥。表:淡赤。裏:灰オリー
ブ。混種 :白・貝。混大 :細。混量:少。焼 :悪。調 :ア

バタ。裏指頭痕。厚:8皿。他:鋸歯状の沈線文。

台2015

1() 早
深
鉢

日
円

文:指頭押圧。質:砂 >泥。表:淡黄。裏:淡黄。混種 :

石英・橙色粒。混大:細。混量:多。焼:悪。厚:6mm。
'台 2025

11 早
深
鉢 月同

文:指頭押圧+爪。質:泥質。表:淡黄。裏:淡黄。混
種:石英。混大:2皿。混量:中。焼:悪。調:裏横指ナ

デ (丁寧)。厚:7皿。積痕:有。積幅:2。 5/4。 2(cm)。

他:文様幅7皿。

口
台2020

12 早
深
鉢 月同

文:指頭押圧十八。質:砂 >泥。表:淡黄。裏:淡黄。
混種:石英。混大:粗。混量:多。焼:悪。調:裏指頭

痕有。厚:8皿。他:裏面に煤痕有。

台2021

13 早

深
鉢
？

日
円

文:指頭押圧十八。質:砂 >泥。表:淡橙。裏:黄。混
種:石英。混大:粗。混量:多。焼:悪。厚:9皿。

▼
台2016

14 早

深
鉢
？
底

文:逆D字。質:砂 >泥。表:明茶。裏:灰茶。混種 :茶
色粒・石英。混大:粗。混量:多。焼 :悪。厚:7皿。他 :

外底中心無文・表面煤痕有 0同心円状に施文。

No。 143Aト レンチ西

壁除去第11層
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表3 曽畑式土器観察一覧①

<凡例>「観察事項」の項目1胎土、器色、
「出土地」の項 1台 :台帳番号、

イ 、器面調整を観察|

はCDに収録。「+」 :土器接合|

単位 :cm

第
図

・
図
版

番

号

土器

形式

部

位

文様

(表 )

文様

(裏・口唇)

口
径
（
Ｃｍ
）

胴
径

（
ｃｍ
）

底

径

器
厚
（
皿
）

積
み
幅

観察事項 出土地

土
器
番
号

曽畑式
土器

口
縁
部

①刺突連
天文

口唇→無

(裏 )①
刺突文 2

条

29.6 11 2.5

泥質、器色 (表)黒、黒褐色、
(裏 )黒褐色。混入物:白色、
石英、輝石 ?光 (黄 )、 0.5皿
以下、0.5～ 1.5。器面調整:表
一刺突文、ナデ、指圧痕、裏
一刺突もん、ナデ。

No143 1101

曽畑式
土器

山
形
口
縁

有文①刺
突文2条

(横 )

穿孔

口唇→刺
突文
裏→無

器色 (表 )暗褐色、 (裏 )灰
褐色。混入物:石英、貝。
器面調整:表一ナデ、裏一

指圧痕・ナデ。

南区サブ トレ6～ 7m曽
畑層

1258

第

２０

図

・

図

版

３７

12
曽畑式
土器

口
縁
部

①刺突 (4
条・横)+
縦・斜沈

口唇→刺
突文
裏→無

器色 (表 )黒灰褐色、(裏 )黒
灰褐色。混入物:白粒貝目立
つ 光 (黄 )、 0。5皿以下、0.5
～1皿。器面調整:表一ナデ、
裏一ハケめ。

台374、 中央区、バーキ周
辺、北側80cm拡張部 (礫
集中部)、 曽畑層、020311、
第12層

1043

曽畑式
土器

口
縁
部

斜沈線+
横 短 沈

(2条 )

缶 31.6 11 2.3

泥質、器色 (表 )茶灰色、(裏 )
茶褐色。混入物:白色、0.5皿
以下、0.5～ 1.0。 器面調整 :

表一文様有り裏一ハケロ。

台894、 NQ143北側、第11

層下部、000111
1007第

２１

図

・
図

版

３８
曽畑式
土器

口
縁
部

横短沈+
斜沈

口唇→無
裏→短沈
(横 )→

(深 目太)

27.2 7.5

泥質、器色 (表 )橙灰色、(裏 )
茶灰色。混入物:白色、石英、
0。 5皿以下、0.5～ 1.5以上。器
面調整:表一施文、裏一施も
ん、ナデ。

台803、 北 トレンチ、第 9
層、NQ6、 000126

1124

曽畑式
土器

口
縁
部

羽双+沈
(横 +曲 )

缶 27.8 2.3

砂質、器色 (表 )灰黒色、(裏 )
黒褐色。混入物:白色、石英、
金雲母。器面調整:表一文
様有り裏一口縁部に文様、
ハケロ。

台720、 中央区サブトレ、
曽畑層上面、020307、 第
12層、+305、 中央区サブ
トレ区画③、曽畑層、02
0309、 曽畑層その①と同
じ。第12層

1010

曽畑式
土器

口
縁
部

①鋸歯文
間に縦沈
十横沈僻
条 )十 沈

(横十斜)

裏→無 26.8 10

泥質、器色 (表 )黒褐色、(裏 )
黒褐色。混入物:白色、石英、
輝石 ?光 (黄)石英、0。 5mm
以下、0.5～ 1.5。 器面調整 :

表一施文、裏一ハケロ、ナ
ア 。

台718、東区サブトレ、曽
畑層、020402、 曽畑層そ
の①と同じ。

1102

第

　

２２
　

図

図
　
版

　
３９

曽畑式
土器

底

部
斜沈十横
沈

缶 23.4 12

泥質、器色 (表)橙灰褐色、
(裏)灰褐色。混入物:白色。
器面調整:表一施文、裏一

ナデ。

台191、 中央区サブトレ、
緑灰色砂層、020312、 第
13層

1103

曽畑式
土器

口
縁
部
缶
〔

缶

器色 (表 )黒褐色、 (裏 )黒
灰褐色。混入物:石英、光物。
器面調整:裏一ハケロ。
同図203は 同一個体

台722、東区サブトレ、曽
畑層、020402、 曽畑層そ
の①と同じ。第12層

1032第

２３

図

・
図

版

４０
曽畑式
土器

口
縁
部
缶 缶 25。 6 10

泥質、器色 (表)灰黒色、 (裏 )
黒褐色。混入物:白色、石英、
0.5皿以下、0.5～ 1.5。 器面
調整:表一ナデ、ハケロ 裏
一ハケロ。

試掘No143 1006

鳳入 1
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番

号

土器

形式

部

位
姉
向

文様
(裏・口唇)

口
径
（
ｃｍ
）

胴
径
（
ｃｍ
）

底
　
径

器
厚
（
皿
）

積
み
幅

観察事項 出土地

土
器
番
号

第
図

・
図
版

1008曽畑式
土器

胴
部
縦 沈 線

(条痕 ?)
斜 沈 線

(条痕 ?)
25 11

泥質、器色 (表)灰褐色、一

部橙褐色、 (裏)黄灰色。混
入物:白色、0.5皿以下、0.5
～1.5。 器面調整:表一ハケ
目 裏一ハケロ。

台208、 中央区サブトレ、
混礫砂層、第2回取 り上

げ、020306、 第11層 のこ
と+台 307、 中央区サブト
レ区画②、曽畑層、02030
9、 曽畑層その①と同じ。
第12層 +台 782、 No143南

東、土取り上げ時、02062
8、十台837、 中央区サブト
レ、混礫砂層、020301、 十

試掘No143

1255曽畑式
土器

底

部
缶
¨

缶

器色 (表)黒灰褐色、 (裏 )
灰褐色。混入物:白粒、貝。
器面調整:裏一ハケロ。

台712、南区サブトレ、曽

畑層 (混貝)、 EL=2.458m、

I:)-708、 010823、 D-708、

井上、

1082曽畑式
土器

口
縁
部

横 短 沈

(太い5mm

程 )

缶

器色 (表 )黒灰褐色、 (裏 )
暗灰褐色。混入物:白粒 多。
器面調整:裏一ハケ。

第

２３

図

・

図

版

４０

胴
部

蜘蛛の巣
状 (曲 沈
+斜沈)

曲 線 沈

(2条 )
27.2 9.5

泥質、器色 (表)橙褐色、 (裏 )
橙褐色、暗灰色。混入物:白

色、石英、0.5皿以下、0.5
～1.6。 器面調整:表一文様
有り裏一も文様有り。

台4832、 No143西側 (南 よ

り)、第 9層 (砂質)、
991025、 十台4832、 N0143

西側 (南 より)、 第 9層
(砂質)、 991025

1009曽畑式
土器

10 2.4

泥質、器色 (表)黒灰褐色、

(裏)黒褐色。混入物:白色、
石英、0.5皿以下、0.5～ 1.5。

器面調整:表一施文、ハケ

日、裏一ハケロ。

台602、 バーキ周辺掘 り
下げ時、日付不明、
第12層 or第 13層。

1110曽畑式
土器

胴
部

器色 (表 )灰褐色、 (裏 )灰
褐色。混入物:光 (黒・白)貝、
白色。器面調整:表―文様
有り 裏―指ナデハケロ。

台1767、 NQ143南西、土取
り上げ時、020628、

1028

第

２４

図

・

図

版

４１

曽畑式
土器

胴
部

横沈・縦
沈 0横沈
十横沈

缶

15

泥質、器色 (表)灰褐色、 (裏)
灰褐色。混入物:白粒。器面
調整:表一ナデ、擦痕、裏
一ナデ。

サブトレ東西ライン7区、
曽畑層 (シ イの実)その

④、020501
1122曽畑式

土器

底

部
缶 缶

台2387、 北 トレンチ、第
11層 、DotNo.54、 000204、
DotNo.54、 台440

1123
曽畑式
土器

底

部
缶
¨

缶 11.6 16

器色 (表 )橙灰色、 (裏)黄
灰色。混入物:砂粒、自粒無、
0.5皿以下、0.5～ 1.5以上。
器面調整:表一ナデ、擦痕、
異一ナデ。

台196、 中央区、バーキ周
辺、北東側、緑灰砂色層、
020312、第13層

1083

第

２５

図

ｏ

図

版

４２
曽畑式
土器

底

部
缶
〔

缶 11

砂<泥、器色 (表 )灰褐色、
(裏)灰茶褐色。混入物:白
粒 多。器面調整:裏一ハケ。

12.6 67.5 0。 8

泥質、器色 (表)黒褐色、 (裏)
黒褐色。混入物:白色、0.5mm
以下、0。 5～ 1.0。 器面調整 :

表一文様有り、裏一文様有
り。

台191、 中央区サブトレ、
緑灰色砂層、020312、

第13層
1108

第
２６
図

・
図
版
４３

曽畑式
土器

口
縁
部
横沈

口唇→刺
突 裏→
斜沈

表3 曽畑式土器観察一覧②

イズ、器面調整を観察|

はCDに収録。「十」:土器接合 |

単位

の項目
の項 1台「

<凡例 > 1月台 サ

-83-
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表3 曽畑式土器観察一覧③

の項目1胎土、器色、混入物、混入物サイズ、器面調整を観察|
の項 1台 :台帳番号、低湿地の台帳番号はCDに収録。「十」:土器接合|

単位 :cm

第
図

・
図
版

番

号

土器
形式

部

位
姉
０

文様
(裏・口唇)

口
径
（
ｃｍ
）

胴
径
（
ｃｍ
）

底
　
径

器
厚
（
皿
）

積
み
幅

観察事項 出土地

土
器
番
号

曽畑式
土器

口
縁
部

刺突 (横 )
+斜 沈
(曲線)

口唇→無
裏→刺突

(横2条 )

器色 (表)灰褐色、 (裏)黒
褐色。混入物:白粒、貝 光
(黄 )。 器面調整:裏一ナデ。

台369、 中央区サブトレ、
曽畑層、020311、

1073

曽畑式
土器

胴
部

横沈間に
斜沈・縦
沈文

缶
¨

器色 (表 )黒褐色、 (裏 )黒
褐色。混入物:光 (黄 )貝、
白粒。器面調整:裏一ハケ
目。

台746、 サブトレ東西ラ
イン(西側)、 曽畑層、
F区間遺物、No2010202、
020404

1040

10
曽畑式
土器

胴
部
沈線 (横
+斜 )

29。 8 29.8 71 2.7

泥質、器色 (表)灰褐色、 (裏 )
黒褐色。器面調整:表一施
文、裏一ナデ、指圧痕。

台820、東区サブトレ、
曽畑層、020329

1109

14
曽畑式
土器

胴
部
沈線 (横
+斜 )

缶 12.6 7⌒-8 1.2

泥質、器色 (表)黒灰色、橙
灰色、 (裏)黒褐色。混入物:

白色、輝石、0.5皿以下、0.5
～1.5。 器面調整:表一文様
有り 裏一ナデ、指圧痕、
ハケロ。

台2455、 中央区東側、
第11層、000927、台998

1107

第

２６

図

・

図

版

４３

18
曽畑式
土器

底

部
缶 缶

器色 (表)黒灰褐色、 (裏 )
黒灰褐色。混入物:貝、白粒、
光 (黄 )、 石英。器面調整 :

表一ナデ痕 裏一ナデ。

中央区サブトレ東西ラ
イン17区曽畑層

1264

曽畑式
土器

胴
部
斜沈十横
沈+斜沈

缶 34。 8 11

砂質、器色 (表)灰褐色、 (裏)
灰褐色。混入物:石英、貝。
器面調整:裏一ハケロ。

台722、東区サブトレ、曽
畑層、020402+台 1888、サ
ブトレ東西ライン6区、
曽畑層 (シ イの実)その

③616、 020422、 6-16、
7963、サブトレ東西ライ
ン6区、土墳状遺構、6-30、
020430、 6-30

1005

曽畑式
土器

底

部 6.4
7.0

13.0

泥質、器色 (表)灰褐色、 (裏 )
灰褐色。混入物:白色、石英、
0.5皿以下、0.5～ 1.0。 器面
調整:裏一ナデ。

1121

第

２７

図

・

図

版

４４

曽畑式
土器

底

部
6.4

泥質、器色 (表)灰褐色、 (裏)
灰褐色。混入物:白、石英、
長石、輝石、0.5皿以下～0.5
～1.Om。 器面調整:裏一ナ
デ有。

台182、 中央区サブトレ、
曽畑層上面、020308、

第12層

注意:人骨、十台369、 中央
区サブトレ、曽畑層、
020311、 曽畑層その①と

同じ。第12層 +台 2441、

中央区東側、第11層、
000901、 台978+台 2490、
南区サブトレ南側、曽畑
層、EL=2.441m、 D-26、
010820、 D-26

1221
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や厚めのものは粗いナデや察痕が残 り、黒色を呈し混和財に自色のサンゴ砂や砕かれた石灰岩が混

入されている。肉眼観察によると前者が搬入品で後者が在地土器である。搬入品とみられるのが第

20図 1・ 11013、 第21図 307、 第22図 102、 第23図 8、 第24図 205、 第26図 3・ 6・ 15、 第27図

2である。出土総数の約20%がそれにあたる。

第20図 304は 口縁部に小突起部をもち、日唇部と外面に刺突文を施し、内外面を穿つ同図 3と 、

日唇部と外面に羽状文を施す同図 4がある。口縁部内面に文様がないことから古い様相の土器か、

あるいは別系統の土器かとも判断されるが細片のため明確でない。

肉眼観察による搬入品土器について理化学的分析を試みたところ
(註 1)、 安山岩を含む胎土のある

ことが確認され、火山性の地域で作られていることが明らかになった。そのことから火山性の島々

は北のトカラ列島か、屋久島・種子島にその遺跡が求められ、滑石混入土器の特徴から最も近縁な

遺跡として屋久島一奏松山遺跡
(註 2)が考えられる。さらに、チヤートを含む胎土も存在することが

判明し、沖縄諸島の縄文後期相当期の土器胎土に混入される特徴の一つであることが遡ることも明

らかになった。

沖縄県内の曽畑式土器の発見された遺跡として、読谷村渡具地東原遺跡
(註 3)を初見として、宜野

湾市宇地泊兼久原第二遺跡
(註 4)、 名護市大堂原貝塚 (註

5)と
極めて少ない。

第24図 1は内外の地文に条痕をもち、その以後、数条の波状沈線文を施す胴部破片である。沈線

文は形状から貝殻の復縁部によるものである。胎土は級密で重量感があり、混和剤として鉱物を含

むもので、搬入土器片である。この土器の特徴は轟 C式 1類に所属するものと判断されるが、この

時期のものとしてここで照会したい。

引用

註 1

註 2

註 3

註 4

註 5

・参考文献

宜野湾市教育委員会 『埋蔵文化財自然科学分析調査基本マニュアル』〈埋蔵文化財自然科学分析導入調査業
務報告〉p14 編集パリノ・サーブェイ株式会社 2005年
堂込秀人・肱岡隆夫 「一奏松山遺跡」『鹿児島県立埋蔵文化センター発掘調査報告書 (19)』 鹿児島県立埋
蔵文化センター 1996年

高宮廣衛ほか 「渡具知東原」『読谷村文化財調査報告書』第3集 読谷村教育委員会 1977年
宜野湾市教育委員会 「宇地泊兼久原第一・第二・第三遺跡発掘調査記録」一宇地泊第二地区土地区画整理
事業に係る埋蔵文化財緊急発掘調査 〔図録集〕一『宜野湾市文化財保護資料』第53集 2002年

岸本利枝 「大堂原貝塚の曽畑式土器様式について」『あじまあ』名護市博物館紀要13 名護市博物館 2006年

3)面縄前庭式土器

面縄前庭式土器は鹿児島県徳之島伊仙町の面縄第 4貝塚前庭部の出土土器を標識としている。総

数171点 出土している。得られた器種は壺形と深鉢形の 2種類で、前者は日縁部が 2点のみで、他

は全て深鉢形であった。文様は凸帯を回縁部と頸部にめぐらし、その間に波状若しくは縦位沈線を

施す。凸帯下の胴部はY字状または縦位の沈線文を施す。また、凸帯上には箆状工具による刺突文

が数種類みられた。胎土は石英及び金雲母を含んでいる。壺形土器は小破片のため図化しなかった

ので深鉢形のみ紹介する。分類は凸帯の貼 り付け方の特徴から3種類に細分した。

I種 口縁部と頸部に凸帯を横位にめぐらすもの。

Ⅱ種 口縁部は横位に頸部は波状に凸帯をめぐらすもの。
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Ⅲ種 頸部のみの凸帯で波状をめぐらすもの。
I種

第28図 2～ 507の 5点である。図 2は 口径21。 2cmを測る。口唇部は扁平上を呈し、頸部の屈曲
は強い。凸帯間の文様は波状をめぐらしている。凸帯上の文様はハの字を連続して施文する。器壁

は 9 mmを 測る。器色は赤褐色で、胎土は石英を含む。図405の 口唇部は前者が丸味を帯び、後者

は舌状を呈する。両資料とも凸帯間の文様は縦位の沈線で間隔を設けて施している。凸帯上の文様

は図 4が刻目文で、図 5は弧文を連続して施文する。図 4の頸部下は斜位沈線が施されている。出

土。図 3の 回唇部は丸味を帯びる。凸帯間は無文であるが図405の ように縦位沈線の間の無文部

分の可能性もある。図 7は 口径186cmを 測る。凸帯は回縁部のみで頸部は欠損している。現況で波

状が見られないことからI種で扱うこととした。口唇部と凸帯上に弧文を連続して施文している。

Ⅱ種

第28図 1のみである。口径21。 2cmを測る。口唇部はやや扁平状を呈する。凸帯間は無文で、頸部

の波状凸帯下より縦位に沈線を施している。凸帯上は弧文を連続して施している。

Ⅲ種

第28図 6021の 2点である。口唇部は扁平でハの字の刺突を施している。文様は波状凸帯下より

斜位または縦位の沈線を施していると思われる。凸帯上の文様は口唇部と同様である。図21は現況

では凸帯が見られないが波状凸帯を有するものと思われる。口唇部は丸味を帯び、斜位の刻目文を

刺突する。

0月同音Б資料

第28図 8～ 11の 4点である。文様は縦位沈線の図 809、 Y字状の図10が見られる。図 8は器壁

5 mmを 測る。図 9は器壁 6皿を測る。図10は器壁 8 mmを測る。図11は底部に近い部位で文様は見ら

れない。

・底部資料

第28図 12～ 16・ 49の 6点である。面縄前庭式土器と仲泊式土器とも尖底を呈し、各々の文様の特

徴も見られないことから分けることができないため一括して扱うこととする。

図49は乳房状尖底、図13は尖底、図12014015は 丸底、図116は丸底に近い尖底を呈している。

図13は器壁が 9皿を測る。

4)仲泊式土器

仲泊式土器は仲泊第 4貝塚出土の土器を標識とし、日縁部の肥厚帯に施される文様が貝殻文を施

すものと斜沈線を施すものの二者あり、前者を仲泊 A式土器、後者を仲泊 B式土器の 2種に細分

されている。総数27点出土している。得られた器種は全て深鉢形であった。分類は上1)杢の口縁部の

肥厚帯の文様の特徴を使用した。

I種 口縁部の肥厚帯に貝殻文を施す仲泊 A式土器。
Ⅱ種 口縁部の肥厚帯に沈線文を施す仲泊式 B式土器。
I種

第28図 17～ 20022023の 6点である。図17の口唇部は舌状を呈する。肥厚帯幅が2。 4cm測 る。貝
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殻文の圧痕は明瞭である。図18の口唇部は丸味を帯びる。肥厚帯幅は不明。貝殻文の圧痕はややはっ

きりしている。図19は 口唇部が欠損し、日縁部外面は粘土帯の重ね痕が残る。肥厚帯幅は2。 6～ 2。 7

cmを測る。貝殻文の圧痕はややはっきりしている。図20は、日縁部は開き、頸部は締まる。口唇部

は丸味を帯びる。口径27.6cm、 肥厚帯幅 2 cmを測る。貝殻文の圧痕は薄く不明瞭である。図22の回

唇部は丸味を帯びる。肥厚帯幅は1.5cmを 測る。頸部にひし形状の沈線を施す。貝殻文の圧痕はや

やはっきりしている。図23の 口唇部は丸味を帯びる。肥厚帯幅は1。 3cmを 測る。頸部は図22同様の

ひし形の沈線を逆に施している。貝殻文の圧痕はややはっきりしている。

Ⅱ種

第28図 26・ 27に示した 2点は口縁部資料で、肥厚帯に斜位や羽状などの沈線を施文している。図

26の 回唇部は丸味を帯びる。肥厚帯幅は1。 5cmを 測る。肥厚帯の施される沈線は斜位の短沈線を 3

段ほど施文している。図27の 口唇部は舌状を呈する。肥厚帯幅は2.2cmを 測る。肥厚帯に施される

沈線は羽状を施文している。

・その他の資料

第28図 24025028示 した 3点は口縁部資料で、横位または斜位の沈線を施文し、仲泊 B式土器の

文様要素を有する土器である。ただ、肥厚帯の形状が異なることからその他の資料として扱うこと

とした。

図24の 日唇部は舌状で、日縁部は三角形状に肥厚し頸部が締まる。肥厚帯幅は2。 4cmを 測る。肥

厚帯下に横位の沈線を施した後に斜位沈線を施文している。市来式土器の可能性もある。図25の口

唇部は扁平で、短沈線を横位に連続して施文している。肥厚帯幅は1。 6cmを測る。肥厚帯に施され

る沈線は横位に2段施文し、頸部は斜位沈線を数条施文している。図28の回唇部は舌状を呈し、刺

突文が施されている。肥厚帯幅は2.2cmを 測る。肥厚帯に施される沈線は斜位で数状施文している。

5)面縄東洞式土器

面縄東洞式土器は鹿児島県徳之島伊仙町の面縄第四貝塚出土土器を標識としている。掲載総数60点

出土している。得られた器種は全て深鉢形である。分類は日縁部の器形の特徴から2種類に細分した。

I種 口縁部が外反するものである。
Ⅱ種 口縁部が直口するものである。
更に口縁部の肥厚帯の文様の特徴から更に3種類に細分した。

aグループ :箆状工具による押し引き文で曲線お方ゞみられるもの。

bグループ :箆状工具による押し引き文で横位文のみのもの。

cグループ :箆状工具による押し引き文で横位文が途中で段を設けて施文するもの。

I種

aグループ

第28図 29034の 2点である。図29は緩やかな曲線と大きな曲線が施文されている。口唇部は丸味

を帯びる。図34は緩やかな曲線を施文している。口唇部はやや舌状を呈する。

bグループ

第28図36039046の 3点である。図36の回唇部はやや舌状を呈する。横位文が 4段施されている。
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出土。図39の回唇部は扁平で叉状工具による刺突文が施されている。口縁部外面も叉状工具による

刺突が横位に2段施文している。図46は日縁部が半分ほど欠損している資料である。文様は薄く横

位文が僅かに見られる。頸部に斜位沈線が見られることから仲泊式土器の可能性もある資料である。

cグループ

第28図 31の 1点である。口唇部はやや舌状を呈する。横位文からほぼ垂直に下りるように縦に変

化している。器壁は1。 2cmを測る。器色は赤褐色で、胎土は石英を含む。

Ⅱ種

aグループ

第28図 44045の 2点である。両資料とも口唇部を欠損するもので、緩やかな曲線が見られる。

bグループ

第28図 32・ 33037038040～ 43の 8点である。図32は両面施文対象となっている。外面は4段で、

内面は口唇直下に 1段、先が扁平な施文具による押し引き文が施文されている。口唇部は丸味を帯

びる。図33の口唇部は舌状を呈する。先が弧を成す施文具による押し引き文を4段施文している。

図37の口唇部は舌状を呈する。先が扁平な施文具による押し引き文が 3段施文されている。図38は

口唇部が扁平を呈している。口唇端部と口縁部に刻目の文様が施文されている。図40は 日縁部が半

分欠損している資料である。図41の 回唇は扁平で沈線を施文している。図42の 回縁部は丸味を帯び

る。図43の口唇部は扁平を呈する。先が弧を成す施文具による押し引き文を4段施文している。

cグループ

第28図 30・ 35の 2点である。箆先が弧を成す施文具による押し引き文が途中から段を設けている。

図30の回唇部は丸味を帯びている。図35の回唇部は舌状を呈する。

6)伊波式土器

伊波式土器は沖縄県石川市字伊波の伊波貝塚出土の土器を標識としている。総数11点出土している。

第28図 47048の 2点である。図47は日唇部が扁平を呈する。口縁部は箆先が細い施文具による押

し引きによる横位文が施文されている。図48は扁平な箆状の施文具による鋸歯状の文様と横位文を

押し引きにより施文している。

・底部資料

第28図 50051の 2点である。図50は図47と 同一個体と思われる。底径 8 cmを測 り、底部から開き

気味に立ち上がる。図51は底径10.5cmを 測り、底部から微弱にくびれて立ち上がる。

引用 0参考文献

・河口貞徳 「奄美大島の編年」『鹿児島考古』第9号
・牛ノ浜・堂込秀人・四本延広 1985「面縄貝塚群 第 1貝塚 第2貝塚 第3貝塚 第4貝塚」『伊仙町埋蔵文

化財発掘調査報告書』(3)大島郡伊仙町教育委員会

・当真嗣一・上原 静 1982「伊武部貝塚発掘調査について」『南島考古だより』第29号pp。 沖縄考古学会
・大山 柏 1922「 琉球伊波貝塚発掘報告」
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表4 面縄前庭式土器・仲泊式土器・面縄東洞式土器観察一覧①

図
版
挿
図

土
器
形
式

器
形
部
位 類 寸法 観察事項 地区・台帳番号

一則
深
鉢 口

π
且 口:21.2cm

口:口唇部に刻目。文:横位十波状刻目凸帯0縦位沈線。質:

泥質。表:黒。裏:黒。混種:石英。混大:0.5以下皿。混量:多。
焼:良。調:表裏―ナデ、擦痕。厚:7皿。積痕:有。積幅:3.0/7.

3(cm)。 他:弧状の刻目・沈線単位4条1組。

台3013

一削
深
鉢 口 口:25cm

口:平坦。文:横位刻目凸帯・波状沈線。質:泥質。表:茶褐色。

裏:茶褐色。混種:白・石英。混大:1.5以上mm。混量:中。焼 :

良。調:表裏―ナデ。厚:8～ 9皿。積痕:有。積幅:2.5(cm)。 他:
ハ字状の刻目・沈線単位4条1組。

西区,第 11層 ,010518,西区,

第11層。

台3014

ユ刷
深
鉢 口 口:17.6cm

口:丸。文:横位刻目凸帯。質:砂 <泥。表:赤茶。裏:赤茶。混
種:白・石英。混大:1皿。混量:多。焼:中。調:表―ナデ。厚:8mm。

他:弧状の刻目。

台3016

深
鉢

一則 口

口:丸。文:横位刻目凸帯・縦位沈線。質:砂 >泥。表:赤褐。
裏:赤褐。混種:白。混大:2mm。混量:多。焼:中。調:表裏―ナデ。

厚:7～ 9mm。他:直線状の刻目・沈線単位4条1組。

台3017

ユ削
深
鉢 口 口:25.5cm

口:舌。文:横位刻目凸帯・縦位沈線。質:砂質。表:茶褐。裏:

緑褐。混種:白・石英・黒・赤。混大:1.5以上mm。混量:多。焼:

良。調:表裏―ナデ。厚:6～ 1lmm。他:ハ字状の刻目0沈線単

位5条1組か?。

南区サブ トレ3.5～ 2m,

曽畑層 (混貝),010828,南
区,曽畑層。

台3015

一削
深
鉢 口 Ⅲ 口三35cm

口:扁平。文:波状刻目凸帯・斜位沈線。質:泥質。表:黒褐。

裏:黒褐。混種:白・橙。混大:0。 5～ 1.Omm。混量:多。焼:良。調:

表裏―ナデ。厚:7～ 9mm。他:ハ字状の刻目・沈線単位不明。

南区,第 11層 (礫上面),
001025,南区,第 11層。

台3018

口:口唇部に刻目。文:横位刻目凸帯。質:泥質。表:黄褐。裏:

淡黄。混種:白。混大:0.5～ 1.Omm。 混量:中。焼:良。調:表裏―

ナデ。厚:5皿。他:;則犬の刻目。

一削
深
鉢 口 口:18.6cm

中央区,西壁,第 9層 (砂
質),000809,中 央区,第 9

層。台3019

一削
深
鉢 月同

文:縦位沈線。質:砂質。表:黄褐。裏:黄褐。混種:石英・雲母。

混大:lmm。混量:多。焼:中。調:表裏―ナデ。厚:5mm。
・台3ヽ025

一削
深
鉢 月同

文:縦位沈線。質:砂 >泥。表:茶褐。裏:黒褐。混種:石英。混
大:2皿。混量:中。焼:良。調:表裏―ナデ。厚:6mm。他:沈線単

位4条1組。

・台3ヽ023

日U
深
鉢 月同

文:Y字状沈線。質:中。表:黒褐。裏:黒褐。混種:石英。混大:

1皿。混量:多。焼:良。調:表裏…ナデ。厚:8皿。他:沈線単位3
～7条1組。

≠卦3022

11
仲

ａ

深
鉢

日
円

質:泥質。表:茶褐。裏:黄淡。混種:白・黒。混大:0.5～ 1.Omm。混

量:少。焼:良。調:表―ナデ 裏―刷毛目状。厚:4～ 7mm。
No。11,第 6層 ,981120,第 6

層。台3035

12 日IJ
深
鉢 底

質:中。表:灰褐。裏:黒褐。混種:白・石英。混大:2皿。混量:

多。焼:良。調:裏―ナデ。厚:8～ 10mm。他:丸底。

石列南側,曽畑層 (崩落土

清掃),000527 台3034

13 日」
深
鉢 底

質:砂 >泥。表:灰褐。裏:灰褐。混種:石英。混大:3mm。混量:
多。焼:良。厚:7～ 9皿。他:尖底。

伊 C143Bト レ,第 9層 ,

991213  '台 3034

質:砂<泥。表:淡茶。裏:淡茶。混種:石英・白。混大:粗皿。
混量:多。焼:中。調:内側…ハゲている。厚:8皿。他:丸底・表

面煤痕有。

南区サブ トレ6～ 7m,曽

畑層 (最下),010827,

台3034
日U
深
鉢 底

15 目U
深
鉢 底

質:泥質。表:茶褐。裏:黒。混種:白・透明。混大:0.5～ 1.0皿。

混量:多。焼:良。調:表裏―ナデ。厚:7～ 1lmm。他:丸底・底部

粘土帯直径6.7cm。

中央区―東区間畦,樹根下

の層,020225,中央区,樹根

下の層。 台3059
質:泥質。表:黒褐。裏:黒褐。混種:透明。混大:0.5以下mm。

混量:少。焼:良。調:アバタ・表裏―ナデ。厚:9mm。積痕:有。

積幅:52.5/3.8(cm)。他:丸底に近い尖底・底部粘土帯直径
7.Ocm。

中央区―東区間畦,樹根下

の層,020225,中央区,樹根

下の層。 台3037
日IJ
深
鉢 底

NQ143

台3039

第

２８

図

・

図

版

４５

17 東
深
鉢 口

口:舌。文:貝殻文。質:中。表:灰褐。裏:灰褐。混種:石英。混

大:1皿。混量:少。焼:良。調:表暴―ナデ。厚:7皿。

>「土器形式」の項目1前 (面縄前庭式土器)、 仲 (仲泊式土器
「観察事項」の項目1口 :(口縁部の形態)、 文 :(文様)、 質
混量 :(混入量)、 混大 :(混入物の大きさ)、 焼 :(焼成)、
「地区 0台帳番号」の項目1台は台帳番号を示す。低湿地区

)、

調

を示す

(色 )、 混種 :(混入物の種類)、
:(その他など)|

<凡
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図
版
挿

図

土
器
形
式

器
形
部
位 類 寸法 観察事項 地区・台帳番号

18 イ中
深
鉢 口

口:丸。文:貝殻文+斜沈線。質:砂 <泥。表:茶褐。裏:茶褐。
混種:石英。混大:1皿。混量:多。焼:中。厚:7皿。他:ロ ーリ
ング受。

TP― No.11第16層

'台 3ヽ052

イ中
深
鉢 口

口:丸。文:貝殻文。質:砂質。表:灰褐。裏:灰褐。混種:石英。

混大:2mm。混量:多。焼:中。厚:9mm。
南区,第 10層 ,000704

台3028

20 イ中
深
鉢 口 口:27.6cm

口:丸・肥帯20皿。文:貝殻文。質:砂質。表:暗茶。裏:淡茶。

混種:石英・砂粒。混大:2mm。混量:多。焼:良。調:表裏―ナデ。

厚:6～ 8皿。

9469,TPoNQ8灰 色砂質泥

炭層,日付不明

台3031

21 日U
深
鉢 口 Ⅲ

口:丸・口唇部に刻目。文:横位刻目凸帯。質:砂 >泥。表:赤
茶。裏:赤茶。混種:石英。混大:細皿。混量:中。焼:良。調:表

裏…ナデ。厚:7皿。他:ハ字状の刻目。

台3020

22
山

―

深
鉢 口 口:23.8cm

口:丸・肥帯15皿。文:貝殻文+斜沈線 (菱牙刻犬)。質:砂質。
表:黒褐。裏:灰褐。混種:石英・砂粒。混大:粗皿。混量:多。

焼:良。調:表裏―ナデ。厚:6～ 8皿。

台3027

23 イ中
深
鉢 口 口:18.6cm

口:丸・肥帯13皿。文:貝殻文+斜沈線 (菱升刻犬)。質:砂質。
表:灰褐。裏:淡灰。混種:石英・砂粒。混大:粗皿。混量:多。
焼:良。厚:6～ 8皿。

2598,南区,第 11層 (礫上

面),001025,

台3029

24 ユ削
深
鉢 口

口:舌・三角形状・肥帯24皿。文:横位+斜沈線。質:砂質。
表:黒褐。裏:暗茶。混種:石英・砂粒。混大:粗mm。混量:多。
焼:中。調:表裏―ナデ。厚:12皿。

台3021

25 イ中
深
鉢 口 口:24cm

口:扁平・口唇部に短沈線・肥帯16皿。文:横位十斜沈線。

質:砂 >泥。表:暗茶。裏:暗赤褐。混種:石英。混大:2皿。混
量:多。焼:良。厚:5～ 12皿。

9469,TPoNQ8灰 色砂質泥

炭層,日付不明

台3030

26
仲

ｂ

深
鉢 口

Π
ユ

口:丸・肥帯15皿。文:斜沈線。質:泥質。表:明橙色。裏:明橙。
混種:白・石英0チ ヤート?。 混大:0.5～ 1.0皿。混量:多。
焼:良。調:表―ナデ 裏―ナデ。厚:9皿。他:ローリング受。

TP… No。11,夕等6層 ,981120

台3045

27
仲

ｂ

深
鉢 口

π且

口:舌 0肥帯22皿。文:羽状沈線。質:砂質。表:黒褐。裏:茶褐。

混種:白・石英・チャート?。混大:粗mm。混量:多。焼:良。厚 :

5mm。

TP-3泥炭層シル ト下位 ,

981022,

台3028

28 一則
深
鉢 口

口:舌・口唇部に刺突文・肥帯22皿。文:斜沈線。質:砂<泥。
表:茶褐。裏:茶褐。混種:石英。混大:1皿。混量:多。焼:悪。
調:裏―ナデ。厚:9皿。

台3024

29 東
深
鉢 口 Ia

口:丸・外反・肥帯45皿。文:曲線状押引・三叉。質:砂 >泥。
表:黒褐。裏:淡黒。混種:石英・チャート。混大:粗皿。混量:

多。焼:中。調:表裏―ナデ。厚:6～ 8皿。

NQ143

台3044

30 東
深
鉢 口 Ⅱc

口:丸・直口・肥帯34皿。文:有段押引・弧状。質:砂 >泥。表:

黒褐。裏:黒褐。混種:白・石英。混大:細皿。混量:多。焼:良。
調:裏―刷毛目状。厚:6～ 10皿。

西区サブトレ東西ライン

20区第12層

台3040

31 東
深
鉢 口 Ic

口:山形?舌。文:有段押引・弧状。質:泥質。表:赤褐色。裏:

赤褐色。混種:白・石英・チャート?。混大:1.5ミ リ以上皿。
混量:多。焼:良。調:表―ナデ 裏―ナデ。厚:12皿。他:市来土

器の影響を受ける。

NQ143西側,第7層 6～ 10),

990819,中 央区,第 7層。

台3045

32 東
深
鉢 口 Ⅱb

口:丸・直口。文:横位押引・扁平。質:砂<泥。表:茶褐。裏:
赤褐。混種:白 0石英。混大:粗皿。混量:多。焼:悪。調:表裏―

ナデ。厚:10皿。他:口縁裏面にも施文。

中央区試掘NQ143第 11層

台3055

33 東
深
鉢 口 Ⅱb

口:舌 0直口・肥帯37皿。文:横位押引・弧状。質:砂 <泥。表:

黒褐。裏:淡茶。混種:石英。混大:粗皿。混量:多。焼:中。調:

表裏―ナデ。厚:7～ 12皿。

TP― NQll第6層

台3041

第
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34 東
深
鉢 口

口:舌・外反。文:曲線状押引・弧状。質:砂質。表:暗灰。裏:

淡黄。混種:石英。混大:1皿。混量:多。焼:中。厚:13皿。
南区第11層

表4 面縄前庭式土器・仲泊式土器・面縄東洞式土器観察一覧②

、イ中 (仲泊式土器)、 東 (面縄東洞式土器)を示す|

(砂質 0泥質)、 表 :(色 )、 裏 :(色 )、 混種 :(混入物の種類)、
:(器面調整)、 厚 :(器厚)、 他 :(その他など)|
帳番号はCDに収録 |

項
項
＞
、号

の
の
旦里
工合

Ｊ
Ｊ
入
帳

式
項
混
台

形
事

＜

・

器
擦
三．里．駆

日
陥
混
陽

＞タ凡＜ 前

日
大
．刈

‐

―

日
叱

σ

目

目

７

Ｊ
ま

文 :

、焼
示す

(文様)、 質 :

:(焼成)、 調
。低湿地区台目

-98-

丁 ∩ |
上 CL I



表4 面縄前庭式土器・仲泊式土器・面縄東洞式土器観察一覧③

図
版
挿

図

土
器
形
式

器
形
部
位 類 寸法 観察事項 地区・台帳番号

35 東
深
鉢 口 Ⅱc

口:舌・直口。文:有段押引・弧状。質:砂質。表:黒褐。裏:淡

黒。混種:石英・橙。混大:粗mm。混量:多。焼:良。厚:8mm。他:

ローリング受。

中央区試掘NQ143第 10層

最下部

台3051

36 東
深
鉢 口 Ib

口:舌・外反。文:横位押引。質:砂質。表:灰白。裏:灰白。混

種:石英。混大:lmm。混量:中。焼:良。厚:8皿。他:ロ ーリン

グ受。

1083,北・中央境 ,第 11層 ,

000810,1135

台3046

東
深
鉢 口 Ⅱb

口:舌・直口。文:横位押引・扁平。質:中。表:暗赤褐。裏:茶

褐。混種:石英・チャート。混大:lmm。混量:多。焼:良。調:裏―

ナデ。厚:13mm。他:口唇部にも施文。

南区第11層 (礫上面)
台3056

38 東
深
鉢 口 Ⅱb

口:扁平0直口015mm。文:横位押引 (刻目状)。質:砂 >泥。
表:淡茶。裏:茶褐。混種:石英・橙。混大:1皿。混量:中。厚:8

mm。他:ローリング受。

39 東
深
鉢 口 Ib

口:扁平・外反・肥帯25mm。文:横位押引・ハ字状。質:砂>
泥。表:淡黒。裏:淡茶。混種:石英・砂粒。混大:粗mm。混量:

多。焼:中。厚:9皿。他:ローリング受。

1024,伊礼原C遺跡NQll
第6,7層混じり,981120,
2005.6。 7空番に入力

40 東
深
鉢

日
円 Ⅱb

文:有段押引・]測犬。質:砂質。表:灰白。裏:黄灰。混種:石英

透明。混大:2mm。混量:多。焼:中。厚:9mm。

市
深
鉢 口 Ⅱb

口:扁平・直口。文:横位押引+縦位沈線。質:砂質。表:灰白。
裏:黄灰。混種:石英・砂粒。混大:粗mm。混量:多。焼:良。厚:7

皿。他:口唇部にも施文。

中央区中央区―西区間畦

第7層b

台3028

Ⅱb

口:舌・直口。文:不明瞭。質:砂質。表:茶褐。裏:茶褐。混種 :

石英・砂粒。混大:lmm。混量:多。焼:中。厚:6皿。他:ロ ーリ
ング受。

北区第10層最下部

台3052
42 東
深
鉢 口

43 東
深
鉢 口 Ⅱb 口:11.4cm

口:扁平・直口。文:横位押引04条。質:砂 >泥。表:橙褐。裏:

橙茶。混種:石英。混大:lmm。混量:少。焼:良。調:裏…ナデ。

厚:7mm。
≠卦3046

44 東
深
鉢

日
円 Ⅱa

文:曲線状押引・二叉。質:砂 <泥。表:橙褐。裏:橙褐。混種:
石英。混大:lmm。 混量:少。焼:良。厚:7mm。

NQ143,Bト レンチ,東壁除

去,第 11層 ,991220
台3049

Ⅱa

文:横位押引。質:泥質。表:赤茶。裏:赤茶。混種:白・貝?。混

大:0.5～ 1.0皿。混量:中。焼:良。調:表―ナデ 裏―ナデ。厚 :

5mm。積痕:有。積幅:0。 8/1。 7(cm)。 他:断面サンドウィッチ

状で灰色。

No.143西側部分 ,第 6層 b,

10～ 15cm,990325,中 央区,

第6層。台3043

45 東
深
鉢 月同

文:横位押引。質:泥質。表:明橙。裏:淡茶。混種:白・石英

チャート。混大:1。 0～ 1.5mm。混量:少。焼:良。調:表―ナデ

裏―ナデ。厚:6mm。積痕:有。

南区サブトレ中央,灰白

色 (混砂)層 ,011101,南区,

灰白色 (混砂)層。
台3042

46 東
深
鉢 月同 Ib

台3053伊
深
鉢 口

口:扁平・直口。文:横位押引。質:中。表:黒褐。裏:淡黒。混

種:石英・チャート。混大:2mm。混量:多。焼:良。厚:6mm。

48 伊
深
鉢 月同

文:扁平鋸歯+横位押引。質:砂 >泥。表:淡茶。裏:茶褐。混
種:石英・チャート。混大:細皿。混量:少。焼:良。調:表―刷

毛目状 裏―ナデ。厚:7mm。

中央区試掘No143第 10層

(淡緑灰色土より1つ下層)

台3054

NQ143東側,第9層 (砂質),
991025

台3034

49 日り
深
鉢 底 底:3.8cm

質:中。表:黒褐。裏:黒褐。混種:透明。混大:細 mm。混量:多。

焼:良。調:表―ナデ丁寧。厚:7～ 12mm。他:乳房状。

質:砂 >泥。表:黄茶。裏:黄灰。混種:石英。混大:粗mm。混量:

多。焼:中。厚:7皿。他:平底・ローリング受。

東区サブトレ東西ライン

4区第12層

台3058
50 東
深
鉢 底 底:8cm

東
深
鉢 底 底:10.5cm

質:砂 >泥。表:橙褐。裏:黄灰褐。混種:石英。混大:lmm。混
量:少。調:表―刷毛目状 裏―ナデ。厚:6～ 12皿。他:平底。

第

２８

図

・

図

版

４６

51

)、 仲 (仲泊式土器)、 東 (面縄東洞式土器)を示す|

文 :(文様)、 質 :(砂質・泥質)、 表 :(色 )、 裏 :(色 )、 混種 :(混入物の種類)、
、焼 :(焼成)、 調 :(器面調整)、 厚 :(器厚)、 他 :(その他など)|
示す。低湿地区台帳番号はCDに収録 |

-99-

)、

<りL夕」>

混量 i

「地区



鼈藩撫1鑓驚筆螢警

8

3 4

ハ   ヽl
0

19

ｒ
Э

蠣 霰
i顆諫鼈:~
輻躙

ヽ
ォ
ー
ヾ
Ｉ
Ｊ
Ｊ
Ｉ

ズ
ＦＩ
瞥
――
ト

17 18

2

巡賽誂羮癬父灯
20

30

鰺魃勒

39

/リ
//

γ

ヽ
、
Ｊ

Ｊ
′
―

メ
β
…
…
―
し
Ｈ

瘍鶉

7 ′′

ヽ

31

f===ご,尋ミ:

21

41

基ξ垂華「

:|:::詈:|●

・

1寒:ゴ警
F

:|::::::::::::!:::||:::|::|||:|:il:|:ill:ilil:::|||::|:lill:::|::「

κ爵 嘲ひ
.・曇ミ
=桑
鋒萎
「毒≒:ミミ看:ご :董

51≒導:桑菫鐸軒
≡ぎ

22 23

3dl

４

　

　

　

　

　

　

３

２
０
％
ｍ
ａ

Я藝7m6θ 熙
２７10

Ｑ

）

雖
29 l′

12
13

15

《藝夢
~ヽ

翠ツ W簿漑βttβ32 '■醒竃「 灯

鋏1        /

 ヽ    L_´ノ″
~ゝ
′

＼、上ノ/
14 34

33

飩 涸
:互

鵞
‐暮抒了

~

文ガ 申η猾

貞:墓4_雲誓:馨
責兒埒會桑三ト
●●鵞Fド｀
■普碁:彗
‐ 啄「θ熙瞼勿

36
37

=曇
葬
=萎
華華|||

1髯曇言豊壷置彗轟き

6 日
Ｈ
Ц

一
　

　

６
■

雖
４曇
ヽ
事
一

やヽ筆
埒
萎
き

、塞
さヽ
、ミく

‐‐い
ツ
‐‐
　
η
Ｊ

鶉
４５
轄

40

―
ヽ
嗅
ツ
ー
Ｉ
Ｊ
Ｉ

Ｉ

′
介
′
ト
ー
ー
ー
ｔ

、

47 49

48

第28図 面縄前庭式土器・仲泊式土器 0面縄東洞式土器

-100-

50

0

51

ヽ

′`、
,,
i :

ll

Y

β

ソ

一
　

で鑽

ゝみ′う 研'~  / 1
ヽ

＼
＼
＼

＼

ノ



7)縄文晩期土器

縄文晩期の土器は、殆どが小片であり、全形の窺える資料は第29図 2のみであった。当該期に属

する土器を器形的特徴・胎土等から大きく1～ 4類に分類した。以下に分類基準を記li杢する。

1類 外反する国縁部から頸部がくびれ、肩部で明瞭な稜を有し直線的に底部へ移行する。口縁部
に最大径を持ち、底部は平底になる。いわゆる黒川式土器の影響を強く受けていると考えられ

る資料である。

2類  1類に比べ頸部のくびれは弱く、緩やかな弧状を呈する。口縁部は弱く外反する。石英・赤

色・砂粒を多く含むもの。

3類 混入物は 2類に類似し、外耳を持つもの。 203類 は、器形的特徴等から仲原式の範疇に収
まると考えられる。

4類 その他の土器。

1類 (第29図 102)

1は、頸部の屈曲がやや弱く口唇部は平坦になる。内外面とも良好なナデを施し、頸部外面には

横位のナデ痕が明瞭に残る。器色は灰色を呈す。月台土は泥質で砂粒を含み、器面はポーラス状を呈

する。 2は、当該期における土器資料の中で唯一全形が復元できた浅鉢資料である。口唇部はやや

丸みを帯び、緩やかな波状口縁状を呈す。外反する口縁は、頸部でく字状に強くくびれ、明瞭な稜

を持つ肩を形成し、径の小さい平底の底部へ向けて直線的に推移する。内外面とも良好なナデを施

し、頸部外面には横位のナデ痕が明瞭に残る。胎土は泥質で、混入物に石英を含む。器色は黒色で、

器面には整形時の指頭痕が残る。鹿児島県日置郡吹上町黒川洞穴遺跡 (1952)出土の土器 (九州地

方縄文晩期標式土器)の影響を強く受けた土器と考えられる。宜野湾市宇地泊兼久原遺跡 (1989)

からも黒川式土器の概念で捉えきれる土器が報告されている。

2類 (第 29図 3～ 8)

3～ 8は、 1類 に比べ口縁部の外反と頸部のくびれが弱くなり、直線的になる。肩部に僅かな稜

を残す。 6は、弱く外反する日縁部資料で、肩部の稜は確認できない。 405は、肩部に横位の突

帯が張り付 く。稜線を意識したものか。 3～ 6は 口唇面が平坦で、 708は丸みを帯びる。
3類 (第 29図 9～ 14)

9～ 14は、弧状の耳を持つ。器面調整は内外面ともナデで、混入物に石英 0砂粒を含む。10、 11

は、特に多く含まれる。12～ 14は直線状の耳を持つ。耳断面形状はそれぞれ異なり、 9・ 12013は

正三角形状、11は直角三角形状、10014は舌状となる。

4類 (第29図 15～ 17)

15は、外反する口縁部から頸部が緩やかにくびれ、胴部が球状に近くなる。口唇面はほぼ平坦で

ある。器色は黒褐色を呈し、頸部には焼成時の黒斑が見られる。器面調整は、内外面とも丁寧なナ

デ仕上げ。混入物に自色、石英、輝石、赤色粒を含む。16は、瘤状突起が添付される胴部資料であ

る。器色は黒褐色を呈し、石英・砂粒を含む。17は、尖底をやや潰して平底状にした底部資料であ

る。外底中央には刺突痕が 1つ見られる。胎土は砂質で橙褐色を呈し、石英・砂粒を含む。

-101-
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部
位 類 寸法 観察事項 地区・台帳番号

晩
深
鉢 口 口:26.8cm

口:角。質:砂 <泥。表:灰黄。裏:灰。混種:石英。混大:細。混
量:少。焼:中。調:表裏器面調整丁寧。ナデ・アバタ状。厚 :

9^-10mm。

南区第11層 (礫層),中央

区―東区間畦サブトレ南

北ライン混醐騨!少層

台3065

晩 鉢 口

口:30。 9cm

底:5.5cm

高:18.6cm

質:砂質。表:黒。裏:黒。混種:石英・黒。混大:細。混量:多。
焼:良。調:表裏良好ナデ。厚:10皿。積痕:有。積幅:4。 7/5.5/
1.8/2.0/(cm)。 他:表面煤痕有。

東区サブトレ混礫砂層十

東区混礫砂層十中央区―東

区間畦樹根下の層+中央

区樹根下の層十中央区…東

区間畦サブトレ東西ライ

ン混礫砂層十中央区混礫

砂層,No143東側第5層最下

部 (砂溜まりのレベルから

2cm下げ)+中央区第5層 ,中

央区サブトレ南北ライン

混礫砂層+中央区第11層

晩 鉢 口 口:25。 8cm

口:角。質:中。表:橙褐色。裏:橙褐色。混種:白・石英・チャー

ト・黒色粒。混大:2皿。混量:多。焼:良。調:表ナデ、擦痕・裏
ナデ。厚:8皿。積痕:有。

南区第11層 (礫上面),
台3064

晩
深
鉢 口 口:23.3cm

口:角。質:砂 >泥。表:橙褐。裏:茶褐。混種:白・石英。混大:

lmm。混量:多。焼:良。調:表ナデ・裏ナデ。厚:6～ 8皿。積痕:

有。積幅■0/4.0/1.0(cm)。

東区サブトレ混礫砂層 ,

東区混礫砂層

台3071

晩
深
鉢 口

口:平坦。質:砂 >泥。表:淡黄褐。裏:淡黄褐。混種:白 ◆石英。
混大:2皿。混量:多。焼:良。調:表ナデ・裏指圧痕。厚:7～8

皿。積痕:有。積幅:2(cm)。

篭埋土,中央区粘質

台3068

晩
深
鉢 口

口:角。質:砂<泥。表:灰褐。裏:灰褐。混種:白・石英・チャー
ト。混大:2mm。混量:多。焼:良。調:表ナデ・裏ナデ。厚:7皿。

積痕:有。積幅:0。 7/2。 0/2.3(cm)。

No。 143Bト レンチ第9層 ,

中央区第9層

台3050

晩
深
鉢 口 口:28cm

口:丸。質:砂 >泥。表:明茶。裏:明茶。混種:石英・粘板岩。
焼:中。調:表裏ナデ。厚:9皿。

晩
深
鉢 口

口:丸。質:砂 >泥。表:淡黄。裏:淡黄。混種:石英・灰色粒。
混大:粗。混量:多。焼:良。調:裏ユビ痕・アバタ。厚:8皿。

台3083

晩
深
鉢
？

胴
・耳

質:砂 >泥。表:淡黄。裏:淡黄褐。混種:砂・チャート。混大:
2皿。混量:多。焼:中。調:ナデ。厚:6～ 8皿。他:外耳・弧状。

北区盛土,崩落土

台3075

10 晩
深
鉢
？

胴
・耳

質:砂 >泥。表:灰黄。裏:黄茶。混種:石英0チ ャート。混大:
粗。混量:多。焼:良。調:ナデ。厚:7皿。他:外耳・弧状。

中央区東側第11層

台3074

11 晩
深
鉢
？

胴

・耳

質:砂 >泥。表:明赤。裏:明赤。混種:石英0チャート類多し。
混大:粗。混量:多。焼:良。調:ナデ。厚:10皿。他:外耳・取手。

No143西側第7層 6～ 10cm)
台3071

12 晩
深
鉢
？

胴
・耳

質:中。表:灰褐。裏:灰褐。混種:石英。混大:3皿。混量:多。
焼:悪。厚:5皿。他:外耳。

中央区西側第11層

台3073

13 晩
机嫌
ザ
＾

胴
ｏ耳

質:中。表:淡黄。裏:淡黄。混種:橙色粒・石英・粘板岩。混大:2
mm。混量:多。焼:良。調:ナデ。厚:5～ 6皿。他:L字口縁。外耳。

北区盛土,崩落土

台3076

14 晩

深
鉢
？

胴
・耳

質:砂質。表:灰。裏:灰。混種:石英。混大:1皿。混量:多。焼 :

良。調:ナデ。厚:8皿。他:外耳。

中央区―東区間畦サブト
レ東西ライン混礫砂層

台3072

15 晩 鉢 口 口:12cm

口:丸。質:砂 <泥。表:黒褐。裏:黒褐。混種:白・石英・輝石 0

橙色粒。混大:細。混量:少。焼:良。調:表丁寧なナデ0裏丁
寧なナデ。厚:6皿。他:表面に煤痕有■013と接合。

No143東側第9層最下部+

中央区第9層

台3066

晩 鉢 月同
質:砂<泥。表:黒。裏:黒。混種:石英。混大:1皿。混量:少。
焼:良。調:ナデ。厚:5mm。 他:裏面に煤痕有・粒状凸帯。

東区サブトレ混礫砂層

台3078

第

２９

図

ｏ

図

版

17 晩 底 底:2.6cm
質:砂 >泥。表:明赤。裏:赤褐。混種:チヤート・石英。混大 :
粗。混量:少。焼:中。厚:7皿。

NQ143

台3039

表 5 縄文晩期土器観察一覧

<凡例>「観察事項」の項目1口 :(口縁部の形態)、 質 :

入量)、 混大 :(混入物の大きさ)、 焼 :(焼成)、
「地区・台帳番号」の項目1台は台帳番号を示す。

(砂

調 厚
区

-102-

物の種類)、 混量 :(混
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8)員塚後期土器

貝塚後期 (以下単に後期)の土器は、接続作業により全形の窺える資料が幾つかあった。当該期

に属する土器を、胎土・器面調整から、大きく2類に分けた。 1類は、砂質～砂泥質の胎土で、ナ

デによる器面調整が行われているものと、器面に指頭押圧痕が残るものが見られ、後期前葉～中葉

の範疇におさまると考えられるもの。 2類は、砂泥質～泥質の胎土で、器面調整に刷毛目状工具を

使用しているものも見られ、後期後葉の範疇におさまると考えられるものとした。さらに、日縁部・

口唇部の形状で下表のように細分した。以下各類毎に記述する。

貝塚後期土器の回縁部・口唇部形状分類表

口縁部 直口 → A 外反 → B その他 → C

口唇部 平坦 → a 舌状 → b その他 → c

l Aa類 (第30図 1・ 2)

1・ 2016は、直口口縁で口唇部が平坦になる資料である。 1は、日縁部に最大径を持ち半円状

の器形を呈す。内外面ともナデ消されずに指頭痕が残る。外器面では口縁付近に、内器面では胴部

に焼成時に生じた黒斑が見られる。 2は、内面の指頭押圧痕はナデ消されず残り、外面は丁寧にナ

デ消している。白色・黒色輝粒を含む。

l Ab類 (第30図 3)

3は、直口口縁で口唇面がやや丸くなる資料である。口縁内側に緩やかな窪みを形成する。石英 0

砂粒を多く含み、焼成は非常に良好である。

l Ba類 (第30図 4～ 9・ 15)

4～ 9は、外反口縁で回唇部が平坦になる資料である。 4は、最大径が口縁部と胴上部に位置す

る。外面は、底部から口縁部に向けて刷毛目状調整を行った痕跡が見られ、頸部は横位のナデを施

す。内面は横位に刷毛目状調整を行っている。外面口縁部付近は煤痕が残る。 506・ 8は、日唇

部を平坦にした結果、日縁端部が若千厚 くなっている。 7は、他の資料に比べ口縁端部が丸みを帯

びる。15は、外面に指頭押圧痕が明瞭に残る。

l Bb類 (第30図 10～ 14)

10～ 14は、外反口縁で口唇部が舌状になる資料である。10は、石英・砂粒の混入が多く厚手の口

縁である。11012は、泥質で外器面が灰褐色を呈する。12の外面は刷毛目状調整痕が見られる。11・

12は、やや新しくなる印象を受ける。13014は 、器表面にナデ痕が残る。

その他 (第30図 16～ 20)

16017は小片の為、日縁形状不明。口唇面は、16が平坦、17が舌状になる。18は、壺の回縁部で

外反舌状 (Bb類 )である。胎土は砂質で黄灰色を呈す。19は、壺の頸部で外面に 1条の細沈線を

横位に施す。外器面は、ナデによる丁寧な器面調整が行われるが、内器面は粗 く仕上げている。

20は、尖底に近い丸底の底部から胴部が逆ハ字状に開く資料である。胎土は砂泥質で、器色は暗

茶褐色を呈し、輝石・黒色・白色・砂粒を含む。器面調整は、内器面の方が丁寧で刷毛目状調整を

行っている。外器面はナデ調整を行っているが、指頭痕が残る。

-104-



2 Ba類 (第30図 3～ 7)

3～ 7は、外反口縁で口唇部が平坦になる資料である。 3は、外反する日縁部から膨らみの弱い

胴部資料で、最大径は口縁部に位置する。内器面は刷毛目状調整痕が見られ、外器面頸部には横位

のナデ痕が残る。口縁部には粒状突帯が剥がれ落ちた痕が見られる。 4は、回唇部が特に平坦に整

形されており、日縁部が逆L字状を呈す。φ2～ 3 mm大の赤色粒が多く混入する。 5は、頚部に鋸

歯状沈線文を施した後、鋸歯文下部に叉状沈線文を横位に施す。口唇部には、半裁竹管による刺突

文を不規則に施す。内器面には刷毛目状調整痕が見られる。横位の調整を行った後、頸部以下を縦

位に行っている。アカジャンガー式土器の口縁部資料と考えられる。 6は、日唇部に規則的な刺突

文を施し、外器面の頸部直下には、幅 5皿程の浅い押引文を横位に施す。

2 Bb類 (第30図 809)
809は、外反口縁で口唇部が舌状になる資料である。 8は、横位の沈線文が頸部に 1条、胴部
から頸部にかけて縦位に1条施される。口縁端部はやや丸みを帯びる。 9は、微弱な外反口縁から、

頸部らしい頸部を持たないまま胴部へ移行する。口唇直下に 1条の沈線文を、胴上部に叉状工具に

よる沈線文を1組それぞれ横位に施し、その間を鋸歯文で充填する。

2 Bc類 (第30図 2011～ 16)

2は、日唇面をナデて平坦面を形成しようとした痕跡が認められるが、結果として丸くなってい

る。内外器面とも丁寧なナデを施す。外器面頸部では、横位のナデが明瞭に残る。内器面胴下部で

は、縦位のナデが見られる。細沈線文が外器面頸部直下に 1条見られる。11は、内外国縁部に指頭

押圧による調整痕が明瞭に残り、粘土帯接合部が沈線状に見られる。12～ 16は小片である。12016

の口唇部は、外器面側で稜を持つが、内器面側はなだらかになる。16は、胎土に橙黄色粒を含み、

外器面に横位のナデ痕が見られる。13は、内外器面とも横位のナデ痕が見られる。14は、日唇面が

やや平坦でになる。外器面には焼成時の煤痕が残る。15は、日唇部を平坦整形しようとしたのか、

日縁部が弱い逆L字状になる。口唇面には刺突文が見られる。

2 Cc類 (第30図 1010)

1は、接合によりほぼ完全復元が可能となった資料である。口縁端部は、平坦もあれば舌状もあ

り、日縁部形態は、直口もあれば外反も認められる。頸部では、口縁部から胴部にかけてくの字状

に屈曲する箇所もあれば、日縁部からストレートに胴部に移行する箇所も見られる。このように、

日縁部・頸部形態は、観察する箇所によリー様ではない。底部はくびれ平底となる。胎土は泥質で、

外器面は橙褐色・こげ茶色を、内器面は橙灰色を呈する。器面調整は、外器面では底部から回縁部

に向け垂直にナデ上げ、内器面では底部から口縁部に向け反時計回りに刷毛目状調整を行う。外器

面は口縁部と腰部が、内器面は口縁部の一部が煤けている。10は、粗雑な山形口縁の頂部に鞍状突

帯を貼付けた日縁部資料である。器表面には4条 1組の沈線が施される。

・その他 (第30図 17～ 20)

17～ 20は、くびれ平底土器の底部である。外器面は全て、にぶい橙色を基調とし、内器面は灰褐

色・黒褐色を呈する。胎土は全て泥質で、赤色・17は内器面に、18は外器面に、19は内外器面に刷

毛目状調整痕が見られる。
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図
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挿
図
番
号

時
期
器
形
部
位 類 寸法 観察事項 地区・台帳番号

後
深
鉢 口 lAa 口:32cm

質:砂 >泥。表:淡黄橙。裏:淡黄橙。混種:黒 0

橙色粒。混大:細。混量:少。焼:良。調:表指頭
痕・裏指頭痕。厚:6～ 10mm。積痕:有。積幅:4

/8.5/4.3(cm)。 他:L字口縁。

中央区第11層 ,中央区第11層十北トレン

チ第11層 +北区第11層 +中央区南西隅

第11層最下部+中央区第11層 台2030

後
深
鉢 口 lAa 口:31cm

口:角。質:砂 >泥。表:淡黄橙。裏:淡黄橙。混
種:白・石英・輝石・黒粒。混大:細。混量:中。焼:

良。調:表ナデ・指痕・裏ナデ・指痕。厚:5～ 9
皿。積痕:有。積幅:3。 0/3。 0(cm)。

北 トレンチ第11層十北区第11層

台2028

後
深
鉢 口 lAb

口:丸。質:砂質。表:淡橙。裏:淡橙。混種:石英・

砂粒。混大:粗。混量:多。焼:良。調:表裏ユビ

痕有。厚:5皿。

TPNo。 11窮訂6・ 7層

台3079

後
深
鉢 口 lBa 口:26.3cm

口:角。質:砂 <泥。表:橙褐。裏:茶褐。混種:橙
色粒。混大:2mm。混量:少。焼:良。調:表擦痕・

指圧痕。裏擦痕・指圧痕。厚7mm。積痕:有。積
幅:4.5/3/4.5/3.5(cm)。 他:口縁部煤痕有。

北
れ
一９

い

ｄ

第

静
引
チ

瀾
詢

／ン

ロ
影
訃
閉

１
，４
ｉ
囃
″列
（

訓
唱
譲
台

測
経
翻

‐＞

，レ
囲
排
鉗

ト
ヒ
畦
拝

ブ
刊
間
動

サ
区
区
彊

区
Ｖ
央
α

西
区
中
層

後
深
鉢 口 lBa

口:角。質:砂 >泥。表:淡橙。裏:灰橙。混種:石
英。混大:2mm。混量:多。焼:良。厚:6皿。

No。143Bト レンチ第10層最下部

台3062

後
深
鉢 口 lBa

口:角。質:砂 >泥。表:橙褐。裏:橙褐。混種:石
英。混大:2皿。混量:多。焼:中。調:裏ユビ痕。
厚:7皿。

中央区東側第9層 (砂質)
台3093

後
深
鉢 口 lBa

口:丸。質:砂 >泥。表:茶褐。裏:茶褐。混種:石
英0粘板岩。混大:lmm。混量:多。焼:良。調:ナ

デ。厚:8皿。

No143壁面崩落土層不明

台3050

後
深
鉢 口 lBa

口:角。質:砂 >泥。表:黄褐。裏:茶褐。混種:石
英。混大:2mm。混量:少。焼:良。調:裏ユビ痕。

厚:9皿。

中央区―西区間畦混礫砂層第1回取り
上げ

台3063

後
深
鉢 口 lBa

口:角。質:砂。表:淡茶。裏:淡茶。混種:石英。

混大:2皿。混量:多。焼:良。調:裏面アバタ。厚 :

10mm。

NQ143壁面崩落土及び雨天後床面清

掃 台3069

10 後
深
鉢 口 lBb

口:丸。質:砂質。表:灰黄。裏:灰黄。混種:石英・

砂粒・粘板岩。混大:粗。混量:多。焼:中。調:ア
バタ。厚:12mm。

南区サブトレ3.5～ 2m曽畑層 (混貝)
台3082

11 後
深
鉢 口 lBb

口:角。質:中。表:黒。裏:淡茶褐。混種:石英。
混大:粗。混量:多。焼:中。調:裏ユビ痕。厚:8
～9mm。他:口縁直下に沈線。

中央区―西区間の畦D-8第 9層 (砂質)
台3063

12 後
深
鉢 口 lBb

後
深
鉢 口 lBb

口:丸。質:砂。表:灰褐。裏:灰褐。混種:石英。
混大:粗。混量:多。焼:中。調:裏ユビ痕。厚:8

中央区…西区間畦第7b層

台3069

14 後
深
鉢 口 lBb

口:角。質:中。表:淡黄褐。裏:淡黄褐。混種:白・
石英。混大:lmm。混量:多。焼:良。調:表ナデ・
裏ナデ0口縁部ユビ痕。厚:6mm。積痕:有。積
中冨:0.8/2.2(cm)。

サブトレ東西ライン19区緑灰色砂層,

十中央区第13層

台3085

15 後
深
鉢 口 lBa

口:角。質:中。表:淡橙褐。裏:淡橙褐。混種:石

英。混大:1皿。混量:中。焼:良。調:有段?裏ユ
ビ痕0ナデ。厚:7皿。

試掘143

台3062

第

３０

図

・

図

版

４８

16 後
深
鉢 口 他

口:角。質:砂 >泥。表:橙褐。裏:橙褐。混種:石
英。混大:粗。混量:多。焼:中。調:裏・口縁部ユ
ビ痕。厚:6皿。

表6 貝塚後期土器観察一覧①

<凡例>「観察事項」の項目1口 :(口縁部の形態)、 質 :

入量)、 混大 :(混入物の大きさ)、 焼 :(焼成)、
「地区・台帳番号」の項目1台は台帳番号を示す

調 :(器
低湿地区
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表6 員塚後期土器観察一覧②

<凡例 >「観察事項」の項目1口 :(口縁部の形態)、 質 :

入量)、 混大 :(混入物の大きさ)、 焼 :(焼成)、
「地区・台帳番号」の項目1台は台帳番号を示す。

:(色 )、
、他 :(その他など)|

は土器接合|

観察事項 地区・台帳番号
図
版

挿
図
番
号

時
期
器
形
部
位 類 寸法

後
深
鉢 口 他

質:砂<泥。表:茶褐。裏:淡橙。混種:石英.砂。
混大:2mm。混量:多。焼:中。調:裏指圧痕。厚 :

6mm。

南トレンチ第8層 (最下部)
台3070

口:舌。質:砂 >泥。表:灰。裏:淡灰褐。混種:石
英。混大:細。混量:少。焼:良。調:ナデ。厚:5mm。

他:ローリング受。

台310018 後 士亜 口 他 口:6.9cm

19 後 1臣 頸 他

口:舌。文:沈線。質:中。表:黄灰。裏:黄灰。混

種:石英・白色細粒。混大:lmm。 混量:中。焼:中。

調:表器面調整明瞭。厚:5mm。

南区第11層 (礫層)

台3081

深
鉢 底 他

質:泥質。表:暗茶褐。裏:暗茶褐。混種:白色。

混大:lmm。混量:多。焼:良。調:表ナデ・擦痕・

指圧痕・裏ナデ・擦痕・指圧痕・刷毛目。厚:5
～11皿。積痕:有。積幅65/6.7/6.0/4.3(cm)。

他:丸底。

中央区―西区間畦第 9層 (砂質)D-4,
中央区第 9層 ,中央区―西区間畦灰層

(砂質)D-9,中央区第 9層 ,NQ143西側

炭化木周辺第 9層 6～ 10),中央区第
9層 ,NQ143西側第9層 (砂質),中央区

第 9層 ,NQ143西側炭化木周辺第 9層

6～ 10),中央区第9層 ,中央区西壁第

9層 (砂質),中央区第 9層 ,南区サブ

トレ北側混砂EL=2.289m,D-535,南

区混砂,南区サブトレ北側シレト上面EL=
2.282m,D-562,南区シルト,北・中央境

畦30cmレベル北半分,中央区,NQ143西側

樹根N“第9層 (砂質),中央区第9層

第

３０

図

・

図

版

４８
20 後

完

形
2Cc

口:32.Ocm

底:7.3cm

高:22.6～

21.3cm

質:泥質。表:橙褐・こげ茶。裏:橙灰。混種:白

色。混大:lmm。混量:少。焼:良。調:表刷毛目・

指圧痕・擦痕・裏刷毛目・指圧痕。厚:4～ 8mm。

積痕:有。積幅:3.506.5・ 4.205.6(cm)。 他 :

表口縁部と腰部が煤けている・裏口縁部の

一部が煤けている。

NQ143西側 (土器集中)第 9層 (砂質)+,
北トレンチ淡黄灰色シルト層+,中央区

西壁第 9層 (砂質)+,中央区第 9層

(砂質)+,NQ143西側 (土器一括付近)

第 9層 (砂質)+,中央区,No143西壁北

側第9層 (砂質上面)+,中央区西壁第

9層 (砂質)+,中央区第 9層 (砂質)+,
中央区第 9層 (泥質)+,No143西側第
9層 (砂質)+,No143西側第9層 (砂質)
+,中央区西壁第9層 (砂質)+,NQ143-4
分の1(南東)

後
深
鉢

後
深
鉢 口 2Bc

質:泥質。表:明灰。裏:橙灰。混種:橙色粒・石英。

混大:2mm。混量:中。焼:中。調:表裏器面調整丁

寧・ユビ痕有。厚:6皿。他:L字口縁・玉縁状。

北区第9層

台2003

後
深
鉢 口 2Ba 口:29.lcm

口:角。質:泥質。表:茶褐。裏:茶褐。混種:白・

橙色粒。混大:lmm。混量:多。焼:良。調:表ナデ・

指痕・擦痕・裏ナデ・指痕・擦痕。厚:4～ 6皿。

積痕:有。積幅:1.3/3.5/1.3(cm)。 他:粒状凸

帯剥落。

NQ143西側第 9層 (砂質),中央区第 9

層,NQ143西側樹根No3第 9層 (砂質),
中央区第9層

台2029

口:27.4cm

口:角。質:泥質。表:橙褐。裏:黒褐。混種:白・

橙色粒。混大:lmm。混量:中。焼:良。調:表ナデ・

擦痕・指痕・裏ナデ・擦痕・指痕。厚:6皿。積痕:

有。積幅:0.5/3.0/3.0(cm)。 他:L字口縁。

中央区―西区間畦第8層 ,中央区第8層

台3090
後
深
鉢 口 2Ba

第

図
　
・

図

版
　
４９

後
深
鉢 口 2Ba 口:25cm

口:角。文:曲線文+幅広沈線。質:泥質。表:淡
茶褐。裏:淡茶褐。混種:白・橙色粒。混大:lmm。

混量:多。焼:良。調:表ナデ・擦痕・裏ナデ0ユ

ビ。厚:5mm。積痕:有。積幅:2.0/6.5(cm)。他:口

唇部に半裁竹管状刺突文。

北区―中央区間畦,黒 ,中央区,南区サブ

トレ灰白EL=2.408m,D-843?,南 区
灰白,北区第9層 (砂質),北区第9層

台3087
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「十」

)、 混量 :(混

厚



図
版

挿
図
番
号

時
期
器
形
部
位 類 寸法 観察事項 地区・台帳番号

後
深
鉢 口 2Ba

口:角。文:斜状刻目。質:泥質。表:暗茶褐。裏:

茶褐。混種:白・橙色粒。混大:1皿。混量:多。焼:

良。調:表ナデ・擦痕。厚:7mm。積痕:有。積幅:2

(cm)。他:口唇部に半裁竹管状刺突文。

No143第 10層 (暗灰色細砂)+中央区第
10層

台3089

後
深
鉢 口 2Ba

口:角。質:泥質。表:橙白。裏:暗橙白。混種:白・

石英0チャト?・黒粒。混大:2皿。混量:多。焼:良。
調:表ナデ・擦痕0裏ナデ・擦痕。厚:5皿。積痕:

有。積幅:1.8/1.6(cm)。

南トレンチ第9層 (砂質)
台3050

後
深
鉢 口 2Bb

口:丸。質:砂 <泥。表:灰褐。裏:灰褐。混種:石
英・粘板岩。混大:粗。混量:少。焼:良。調:表器
面調整丁寧。ユビ痕有。厚:6mm。他:ヘラガキ。

NQ143西側樹根N相第9層 (砂質)
台3091

後
深
鉢 口 2Bb

口:丸。文:斜沈線。質:砂 <泥。表:暗茶。裏:暗
茶。混種:橙色粒・粘板岩。混大:3皿。混量:中。
焼:中。調:裏ナデ。厚:7皿。

中央区第11層

台2006

10 後
深
鉢 口 2Cc

質:泥質。表:明茶。裏:明茶。混種:橙色粒。混
大:細。混量:少。焼:良。厚:6皿。他:縦凸帯文。

NQ143北側第 607層混じり
台3070

11 後
深
鉢 口 2Bc 口:27.7cm

口:角。質:砂 >泥。表:茶褐。裏:黄褐。混種:石
英・橙色粒。混大:3皿。混量:少。焼:良。調:表

裏口縁部ユビ痕・ナデ。厚:5～ 7皿。

中央区西壁第9層 (砂質)
台3095

12 後
深
鉢 口 2Bc

口:角。質:砂。表:灰。裏:灰。混種:石英。混大:1
皿。混量:多。焼:良。厚:5皿。

サブトレ東西ライン18区混礫砂層

13 後
深
鉢 口 2Bc

口:角。質:中。表:暗灰。裏:灰。混種 :石英。混

大:細。混量:少。焼:良。調:ナデ。厚:4皿。積痕 :

有。積幅:2。 0(cm)。 他:幅広沈縁。

南区サブトレ中央

台3094

14 後
深
鉢 口 2Bc

口:角。質:砂 >泥。表:灰褐。裏:灰褐。混種:石
英・白色細粒。混大:2皿。混量:多。焼:中。調:

ナデ。厚:4皿。他:煤痕有。

NQ143西側樹根下第9層最下部

台3096

15 後
深
鉢 口 2Bc

口:角。質:中。表:暗灰褐。裏:暗灰褐。混種:石

英。混大:細。混量:少。焼:良。調:表ナデ0裏指
圧痕。厚:25皿。他:口唇部に刺突文。

北区・中央区間セクション第10層

台3094

16 後 霊 I 口 2Bc
口:角。質:中。表:暗灰褐。裏:暗灰褐。混種:橙

色粒0石英。混大:細。混量:少。焼:中。調:表裏

器面調整丁寧。厚:5mm。

北区―中央区間セクション第10層

台3094

後
深
鉢 底 他 底:7.4cm

質:泥質。表:にぶい橙。裏:黒褐。混種:白・橙
色粒。混大:細。混量:少。焼:良。調:表ナデ0裏

擦痕・指圧痕・刷毛目。厚:5～ 11皿。積痕:有。

南 トレンチ川跡 (礫面直上の粗砂層),

南区川跡

台3059

18 後
深
鉢 底 他 底:6.6cm

質:泥質。表:薄橙。裏:灰褐。混種:白・橙色粒。
混大:細。混量:多。焼:良。調:表ナデ・裏ナデ。
厚:6～ 10皿。積痕:有。

No143西側第 9層 (砂質)+中央区

第 9層

台2008

19 後
深
鉢 底 他 底:5。 6cm

質:泥質。表:にぶい橙。裏:灰褐。混種:白・橙
色粒。混大:細。混量:少。焼:良。調:表ナデ。刷
毛目0裏擦痕。厚:8皿。

南トレンチ第9層 (砂質)+南区

第9層

台2008

第

３１

図

・

図

版

４９

20 後
深
鉢 底 他 底:7.6cm

質:泥質。表:黄褐。裏:黄褐。混種:白・橙色粒

石英。混大:2mm。混量:中。焼:良。調:表ナデ

裏ナデ。

不明
ヽ
台2ヽ008

表6 貝塚後期土器観察一覧③

の項目 (砂質・泥質)、 表 :(色 )、 裏 :(色 )、 混種 :(混入物の種類)、 混量 :(混
調 :(器面調整)、 厚 :(器厚)、 他 :(その他など)|
低湿地区台帳番号はCDに収録。「+」 は土器接合|

<凡例 >

」の項目1台は台帳番号を示す。
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9)グスク土器

グスク時代のものと考えられる資料を掲載した。確認できた器形に、鍋形・壺形・皿 。その他・

平底底部があり、全て無文であった。特に分類を行わず、特徴的な遺物のみ図化した。以下、それ

ぞれの特徴を記1)杢する。

・鍋形 (第32図 3～ 8、 11)

3は、舌状の回唇部を持つ直口口縁資料である。泥質の胎土にφl皿大の石英・砂粒をやや含む。

外面は刷毛目状調整痕・煤痕が残り、内面は指頭押圧痕・ナデ痕が見られる。 4は、日唇部舌状で

外傾する口縁部である。胎土は砂質で、粘土帯接合部外面に横位の稜線及び調整痕が残る。 5は、

泥質の胎土に橙褐色粒を含む。外面は、日縁部に細沈線が 1条、頸部に破線が 1条施され、頸部以

下に縦位の刷毛目状調整痕が明瞭に見られる。内面は未調整で粘土帯接合部が明瞭に残る。 6は、

多くの接合が可能で、比較的器形を窺い知る事ができた。外反する口縁部は若干厚く、日縁部から

底部にかけて緩やかなS字状を呈する。外器面は煤痕 (?)が器表面を厚く覆う。内外器面ともナ

デ調整を行う。胎土は砂泥質で、石英・砂粒を部分的に多く含む。 7は、半円状の器形を呈する。

胎土は泥質で橙色粒を多く含む。外器面はナデ調整を行い、内器面は刷毛目状調整を行う。外器面

には煤痕が見られる。8は、平坦な口唇部を持つ直口田部資料である。胎土は砂泥質を呈し、石英・

雲母・砂粒を含む。内外器面とも丁寧なナデ調整を施す。黒褐色を呈する。11は、浅鉢になると思

われる器形である。外面は内外器面とも、刷毛目調整を行う。内器面は灰褐色を、外器面は黒褐色

を呈す。口唇部は平坦になる。

・壺形 (第32図 9010)

9は、弱く外反する壺の口縁部破片である。胎土は砂泥質で橙灰色を呈し、橙色粒を多く含む。

10は、日縁部と底部を欠く壺胴部である。直口する頸部から胴中央部で最大径をとり、底部は丸底

になると思われる形状を呈する。胎土は泥質で橙褐色。外器面は縦位にナデを施し、内器面は刷毛

目状調整を横位に施す。

・皿 (第 32図 12)

12は、小片の回縁部資料ではあるが、日唇面から図上の傾きを呈す皿状器形になる。胎土は砂質

で石英・砂粒を含む。内外器面とも丁寧なナデ調整が施されている。器色は黄橙色を呈し、外器面

には僅かに煤痕が見られる。

・その他 (第32図 102)
102は壺形 (?)を呈する資料である。 1は、泥質の胎土に橙褐色粒が少量含まれる。 2は、
平坦な口唇面を持ち内径する口縁部からハ字状に胴部が外に開く口縁部資料である。砂質の胎土に

石英・砂粒を多く含む。器色は橙褐色を呈する。

・底部資料 (第32図 13～ 16)

13～ 16は底部資料である。13・ 14は、鍋形土器の底部資料になるものと思われる資料で、平底を

呈す。13は、砂泥質の胎土に橙色粒を多く含む。外器面は下から上に、内器面は横位に刷毛目状調

整を施す。外底下部は煤痕が見られる。14は、砂質の胎土を呈し、粗い石英・雲母・砂粒を多く含

む。15は、有脚底部資料の脚が剥がれ落ちた痕跡が蛇の目状に器表面に残る。16は、15の ような底

部についていたと思われる脚資料である。
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表 7 グスク土器観察一覧

<凡例>「土器形式」の項目
(色 )、 混種 :(混入物
他 :(その他など)|「

|グ (グスク土器 )
の種類)、 混量 :

地区・台帳番号」

0泥質)、 表 :(色 )、 裏
(器面調整)、 厚 :(器厚)、
収録。「十」は土器接合|

地区・台帳番号
図
版

挿
図
番
号

時
期
器
形
部
位 寸法 観察事項

北区―中央区間畦第10層

台3099
グ
士亜
？
ｏ

口 口:10。 6cm
口:舌。質:泥質。表:白茶褐。裏:白茶褐。混種:橙色粒・

石英。混大:細。混量:少。焼:良。調:表裏器面調整丁

寧。厚:4mm。

口:角。質:中。表:淡橙。裏:暗橙褐。混種:白・黒・石英。
混大:1皿。混量:中。焼:良。調:表ナデ・裏ナデ・指痕。
厚:6皿。積痕:有。積幅:1.0/3.3(cm)。

No143南壁第10層 +中央区第10層

台3067
グ
士亜
？
ｏ

口 口:15。 lcm

グ
鍋

？ 口 口:17.4cm

口:舌。質:中。表:黄灰。裏:黄灰。混種:石英。混大:1
mm。混量:少。焼:中。調:表器面調整丁寧・裏口縁部
ユビ痕。厚:4皿。

南区サブトレ南側曽畑層

口:角。質:砂 >泥。表:赤茶。裏:黄褐。混種:石英・橙
色粒。混大:lmm。混量:中。焼:中。調:表裏ユビ痕有。
厚:9mm。

南トレンチ第10層上面・流水跡上面N―
22+,南 トレンチ第10層上面・流水跡上
面N-24 台3098

グ
鍋

？ 口

東区南壁樹根清掃時
台3092

グ 鍋 口 口:25.2cm

口:舌。質:泥質。表:灰褐。裏:淡灰。混種:橙色粒。混
大:細。混量:少。焼:良。調:表裏器面調整丁寧。表縦
位刷毛目・裏口縁部ユビ痕。厚:6mm。他:L字口縁・

表面煤痕有・細沈滲認条。

南トレンチ第8層十南区第8層+中央区
盛土,中央区,盛土+南区西壁第10層 (川
跡),南区第10層 +南 トレンチ第9層 (砂
質)樹根周辺+南区第9層

グ 鍋 口 口:27.4cm

口:丸。質:泥質。表:茶褐。裏:淡灰白。混種:白・石英・

橙色粒。混大:lmm。混量:少。焼:良。調:表ナデ・擦痕・

裏ナデ・擦痕。厚:6～ 9mm。積痕:有。積幅:1.5/3.0/
5。 5(cm)。他:表面上部煤痕有。

中央区穴取り上げ部対面北壁崩落土緑
灰砂層+中央区第13層 +NQ143西側 (土器
集中)第 9層 (砂質)+中央区第 9層
台2004

グ 鍋 口 口:21.4cm

口:丸。質:泥質。表:白黄褐。裏:白黄褐。混種:白・石
英・橙色粒・滑石混入 ?。混大:細。混量:少。焼:良。
調:表ナデ。擦痕・刷毛目・裏ナデ・擦痕・刷毛目。厚:
6皿。積痕:有。積幅:2.5(cm)。他:表面煤痕有。

東区サブトレ混礫砂層
台3095

グ 鍋 口 口:19。 3cm
口:角。質:砂 >泥。表:黒。裏:黒。混種:輝石・雲母・石
英。混大:lmm。混量:多。焼:良。調:表裏器面調整丁
寧。厚:7皿。

東区サブトレ混礫砂層,東区混礫砂層
台3101

グ
=E
口 口:6.2cm

口:丸。質:泥質。表:薄橙。裏:薄橙。混種:橙色粒・石
英。混大:粗。混量:多。焼:悪。調:表指圧痕・裏指圧
痕。厚:6～ 10mm。積痕:有。積幅:2.1/0.5(cm)。

10 グ EE
日
円

質:泥質。表:茶。裏:茶。混種:白色粒。混大:2mm。混量:
中。焼:悪。調:表縦位ナデ。厚:5～9皿。積痕:有。積
幅:6.5(cm)。

北区第10層上面+,北区第10層上面+,北

区第10層十,北区第11層 +,北区―中央区間
畦第10層 +,北区第10層 +,北区壁面崩落
土第10層 (最下部)+,北区第 9層 (最下部)

11 グ 鍋 口 口:25.8cm
口:角。質:砂 >泥。表:黒。裏:緑灰。混種:白・石英。混
大:2mm。混量:中。焼:良。調:表ナデ・裏指痕。厚:4～
10mm。積痕:有。積幅:0。 4/1。 0(cm)。

東区サブトレ曽畑層(シイの実),東区第12層 ,東区サブ
トレ混礫砂層,東区第11層 ,サブトレ南北ラインB区褐
色粘質土層,南区褐色粘質土層,サブトレ東西ライン

(東区)2区曽畑層(シイの実),2区…1,東区第12層 ,No143
西壁部拡張時曽畑層(礫層),中央区曽畑層,東区サブト
レ混礫砂層,東区混礫砂層,サブトレ東西ライン2区東
端落ち込み部(晩期?)その③2-2,東区落ち込み部,東
区サブトレ曽畑層(シイの実),東区曽畑層 台3099

12 グ 皿 口 口:23cm
口:丸。質:砂 >泥。表:淡茶。裏:淡茶。混種:白・石英。
混大:2皿。混量:少。焼:良。調:表ナデ・裏ナデ。厚:6
皿。積痕:有。積幅:1.0/3.3/1.1(cm)。

東区サブトレ混礫砂層十東区混礫砂層
台3089

13 グ
鍋

？ 底

質:砂<泥。表:茶褐。裏:淡灰白。混種:白色。石英・
赤色粒。混大:1皿。混量:少。焼:良。調:表ナデ・刷毛
目0裏ナデ・刷毛目。厚:8皿。他:煤痕有。

南トレンチ第10層上面・流水跡上面N-7,
南区第10層 +南 トレンチ第10層上面・流
水跡上面N-27+南区第10層 台3105

鍋

？ 底 底 :9。 7cm
質:砂質。表:暗オリーブ。裏:暗オリーブ。混種:石
英。混大:3皿。混量:多。焼:悪。厚:8皿。

台308414 グ

東区サブトレ混礫砂層
台3103

15 グ 底 底:4.6cm
質:中。表:暗オリーブ。裏:暗オリーブ。混種:白。橙
色粒・石英。混大:lmm。混量:少。焼:良。調:表裏器面
調整丁寧。厚:6皿。他:脚台痕。

第
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16 グ 底 底:9.4cm
口:角。質:砂 >泥。表:灰。裏:灰。混種:石英・砂粒。混
大:2皿。混量:多。焼:中。厚:4皿。

東区サブトレ混礫砂層
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2.石 器
低湿地区出土の石器は石斧86個、石鏃 2個、刃器 9個、石球 6個、円盤 8個、敲き石42個、すり

石11個、くがに石 1個、くぼみ石 2個、石皿、砥石 4個、重し8個、石製品 1個、尖頭器 1個の計

240個 出土した。ここでは主な製品について概略を述べ、個々の大きさ、石質、出土地については

表 8の観察一覧に示した。

1)石斧

打製 (44個 )、 局部磨製 (13個 )、 半磨製 (15個 )、 磨製 (14個 )の計86個出土している。

打製石斧は短冊形 (図版52-1030405・ 14)、 バチ形 (図版52-10011012013)及び未

製品 (図版52-9014015)が ある。同図15は扁平の礫を利用して、石斧を作ろうとしているよう

である。

局部磨製石斧はバチ形 (図版52-8、 図版53-16017018022024)、 短冊形 (図版52-6・ 7)、

長方形 (図版52-2)、 楕円 (図版53-18)が ある。

半磨製石斧はバチ形 (図版53-19023)、 短冊形 (図版53-26030)、 長方形 (図版53-21)、 他

に楕円がある。

磨製石斧は短冊形 (図版53-20、 図版54-28029033035)、 楕円 (図版53-31040)な どがあ

る。この中には弥生時代を代表する定角式石斧 (図版54-33035)が含まれている。石質も頁岩や

黒色片岩で沖縄に産するものではなく、明らかに持ち込まれたものである。

これらの石斧は形状や刃縁の形や使用痕から縦斧と考えられるもの (図版52-8、 53-240250

26027)、 横斧と考えられるもの (図版52-607012、 図版53-19020)がある。中でも図版52-

1・ 12、 図版53-19は湾曲が強い。

2)石鏃 (図版54-34036)

砂質片岩を 3 mm程の厚さで木の葉状に加工したもので、 2個出土した。

形状はいずれも有茎で、同図36は製品で同図34は平面形が整ってないことから整形途中のものと

思われる。前者は北区第11層 (混礫細砂層)、 後者は出土地が不明ある。

3)刃器 (図版54-37～ 40)

大きさが10cm前後、厚さが 1。 Ocm程度の平行四辺形 (同図37・ 38)あ るいは楕円状 (同図39040)

を呈するもの計 4個出土した。いずれも石斧を二次利用したものである。

4)石球 (図版55-53、 56-54055)

大きさは異なるが球形を呈するものをここにまとめた。53はほぼ全面に敲きの痕が見られる。54

は上部は尖り、下部には円形の剥離が見られるが、他に加工は認められない。55は全体に粉ぽっく、

風化気味である。53は敲き石と考えられるが、後 2者は用途は明瞭でない。

5)円盤状石器 (図版55-45046047048050)

周縁を打割で円形に整形したもので 8個 出土した。大きさは小 (45046)と 中 (47048)、 大

(50)がある。石質はひん岩、砂岩 (片状 )、 角閃岩が用いられている。46は石斧、48は くぼみ石を

二次利用したものである。

6)す り石 (図版57-67)

11個出土した。その中でも67は最も大きく、石質は雲母安山岩、 7。 5kgを量る。他は破損してい

-114-



るのがほとんどで、石質は砂質片岩、礫質砂岩、砂岩、輝緑岩が用いられている。大きさは小さい。

7)く ばみ石 (図版56-61)

重さ l kg近 くの石で、 2個出土した。石質は輝緑岩 (同図61)と シルト岩がある。

8)く がに石

平面形はミカン房状で、断面は三角形を呈するもので、下部にすり痕が確認されるもので、輝緑

岩を用いている。

9)石皿 (図版57-62・ 63065)

大きな石の中央付近が凹むもので、同図63の磨 り減りは大きく、厚さは 4 mmと 薄い。石材は主に

砂岩 (片状)が用いられている。15個出土した。

10)砥石 (図版58-68069)

4個出土した。同図68は凝灰岩を用いたもので、近世に砥石の素材として利用される石材である。

後兼久原遺跡 (2002)、 玉代勢原遺跡 (1993)、 御細工所跡 (1991)で 出土した。同図69は黒色片岩

製で、中央区混礫砂層で出土した。

11)重 し (図版57-66)

6000g～ 9000gの 重さの楕円や略三角形状の礫で、砂岩 (片状)である。特に加工痕は認められ

ない。 8個出土した。大きさと形状から「重し」あるいは石器の素材と考えられる。

12)石製品 (図版54-41)

ほぼ完形品で珪長岩に径10mmの孔を施し、全面に研磨を施すものである。孔の周縁は丸みを帯び

る。片側面の上下に扶 りが見られることから横位にして垂飾に用いたものと思われる。

・まとめ

本区出土の石器は主に縄文時代前期相当期もの思われるものが大半を占め、扁平打製石斧 (図版

52)や局部磨製石斧 (図版53-16017)な どがあり、特に石斧は打製が52%を 占める。

また、点数は少ないが弥生時代相当期の磨製石鏃 (図版54-34036)や小形、定角式石斧 (図版

54-33035)な ども出土している。

この他に破片のため、器種の特定できない石器片や石材なども多数得られている。

第33図 石斧刃の分類模式
(金関 恕・春成秀爾編 2005『佐原真の仕事 2道具の考古学』pp.287岩波書店より)

鋒 爾

紅 薄

饉 刃

縁 (石斧は佐原真 (1977)の 刃の分類を標準とした。)
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表8 石器観察一覧①

を示す。低湿地区台帳番号はCDに

図
版

挿
図
番
号
大 a 中 b 小 c 残存 寸  法 石質 観 察 事 項 出 土 地

石斧 打製 片刃 完形
長:16.2cm,幅 :6.3cm,

厚■6cm,重 :266g
緑色片岩

平面一短冊、断面一板状。表裏一研磨 刃部
が頭部より細い、上・側面一打割、片凸刃。
刃縁は円刃、側面は下部で湾曲。

北区 第11層

(壁面崩落土)
台2065

石斧
局部

磨製
片刃 刃部

長:7.5cm, 幅:4.5cm,

厚:lcm, 重:55.59g
黒色片岩

南区 第11層

台2332

平面一長方形、断面―板状。表裏面―刃部に

近い部分は研磨、側面は打割。片凸刃。刃縁
は直刃、基部より刃部が細い、刃部に対して

垂直に使用痕。

石斧 打製 扁平
刃～

体部

長:5。7cm,幅三3.4cm,
厚:0。8cm,重 :28.07g

砂岩

平面―短冊、断面―扁平。表面部分は研磨、
側面は粗打割、片凸刃、刃縁は直刃、刃縁に

数回の剥離と垂直に使用痕、ノミ状か。

中央区

混礫砂層

台6903

石斧 打製 扁平 完形
長■2.2cm,幅 :4.6cm,

厚:0.6cm,重 :61.2g
砂質片岩

平面―短冊、断面一扁平。表面は研磨、側及
び頭部は打割、刃部は欠損あるいは未完成。

北区 第10層

台3109

石斧 打製 扁平 刃部
長:5cm, 幅:3。 9cm,
厚:lcm, 重:29。 62g

砂岩

(片状)

平面―短冊、断面一扁平。刃部―研磨、一部破
損、周縁一打割後研磨。片凸刃、刃縁は円刃。

北区 第10層

≠`:〕 6849

石斧
部

製

局

磨
両刃 完形

長:13.4cm,幅 :5。 8cm,

厚:0。8cm,重■25g
黒色片岩

平面一短冊、断面―板状。表裏面研磨、特に

表面顕著、側面及び頭部は打割、両凸刃、刃

縁は円刃、刃縁に対して垂直に使用痕が顕著
に見られる。横斧。

西区 第13層

台361

石斧
局部

磨製
片刃 完形

長

厚 02g

lcm,ｍ
　
ｍ

幅

重 緑色片岩

平面一短冊、断面―板状。周縁、打割、長平
短平片刃のみ研磨。片刃、刃縁は円刃、刃縁
に対して垂直に使用痕。小型横斧。

中央区

不明 (dOt)
台353

石斧
局部

磨製
両刃 刃部

長:5。 lcm, 幅:4.8cm,
厚:1.lcm,重 :42.44g

砂質片岩
平面―バチ形、断面―板状。表 0裏面の一部研
磨、側面は打割。両凸刃、刃縁は円刃。縦斧。

台0

石斧 打製

平

製

扁

未

品
完形
長

厚 09g

6cm,Ｌ
′　
ｎ

Π

　

Ｉ

‐
Ｃ

　

・

３
＜

幅

重 凝灰岩

平面―短冊、断面一扁平。側面一打割、刃部一

研磨。弱凸強凸片刃、刃縁は直刃。石は柔ら
かい。

北東区 不明

台6940

10 石斧 打製
・ヽ
口叩

ブ

製
刃～

体部

長:6。 lcm, 幅:5cm,
厚■2cm,重 :74.05g 砂質片岩

平面一バチ形、断面一扁平。表裏面及び側面
は打割。

中央区 不明

台940

11 石斧 打製 扁平 完形
長:14.5cm,幅 :7cm,

厚:0.8cm,重■45g
砂質片岩

平面一ややバチ形、断面―扁平。側面は打割
顕著。刃縁は円刃。未製品。

不明 (dot)暗灰

台350

12 石斧 打製 扁平 完形
長:9.7cm, 幅:4.8cm,

厚:1.4cm,重 :84.57g
砂岩

平面―バチ形、断面―扁平・湾曲。全面に打
割、特に側面の打割は丁寧。刃縁は円刃、細
かい打割、側面から湾曲する。横斧。

南区 第11層

台2332

13 石斧 打製 完形
長:7.4cm, 幅:3.3cm,

厚:1.lcm,重 :31g
緑色片岩

平面一バチ形、断面―扁平。表裏面は自然、
側・下面は打割。刃縁は円刃。未製品。

中央区 不明

台6878

14 石斧 打製 扁平 完形
幅

重

4.6cln長 :

厚:2.5cm
ｎ
　
・

。

８
ｃ‐

２８
ｇ
砂質片岩

平面一短冊、断面―板状。頭部より刃部が大
きい。表裏側面とも荒い打割。未製品。

北区 第11層

台608

図
　
版
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15 石斧 打製
二ヽ
口叩

丼

製
完形
長:12.7cm,幅 :4。 3cm,

厚:1.9cm,重■75g
千枚岩

(黒色)

平面一方形、断面―扁平。扁平礫を打割して
利用。刃の部分は打割。刃縁はやや湾曲。

南区 第11層

(礫層)下川跡 ,

灰色細砂

台2731

16 石斧
部

製

局

磨
両刃 完形

長:11.7cm,幅 :8.8cm,

厚:3cm, 重:458g
輝緑岩

平面―バチ形。表裏面部分研磨、側面は大き

く剥離。両凸刃、刃縁は円刃。刃縁に複数の

剥離、使用痕か。

北区 第11層

台1341

17 石斧
局部
磨製
両刃 刃部

長:8.8cm, 幅:6。 lcm,

厚:2.5cm,重 :181g
輝緑岩

平面―バチ形。表裏面は部分研磨、側面は打
割、下面―研磨。両凸刃、刃縁は円刃。

中央区 第11層

礫層上面

台962

図
　
版
　
５３

18 石斧
局部
磨製
両刃 完形

長:10。3cm,幅 :6.2cm,
厚:2.6cm,重■95g

砂質片岩

平面―楕円。刃部は研磨、側面及び頭部は打
割、使用痕か。片凸刃、刃縁は円刃。刃の中
央は打割。

南区 不明

台536

<凡例 >「地区 0台帳番号」の項目1台は
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表8 石器観察一覧②

を示す。低湿地区台帳番号はCD

図
版

挿
図
番
号

大 a 中 b 小 c 残存 寸  法 石質 観 察 事 項 出 土 地

19 石斧
半磨

製

両刃

―中
完形
長:9.8cm, 幅:6.2cm,

厚:2cm, 重:188g
輝緑岩

平面一バチ形、縦断面―湾曲。表裏と側面の
一部を研磨。刃縁は円刃、刃部はつぶれる。
横斧。

中央区 第11層

台609

20 石斧 磨製
刃～

体部

長:9.5cm, 幅:5。 6cm,

厚:2.3cm,重 :179g
角閃岩

平面一短冊。表面は全面、裏面は部分研磨。
側面は細かな打割。弱凸強凸片刃、刃縁は円
刃。刃に数回の剥離、使用痕か。横斧。

西区清掃中1051、

西区サブトレ、
北壁清掃中、
020611

台1051

21 石斧
半磨

製

刃

平

片

扁
完形
長■0.8cm,幅 :4。 9cm,

厚:1.9cm,重 :175g
砂質片岩

平面―長方形、断面―扁平。表裏面部分的に

研磨。側面は打割。刃縁は直刃。

不明 不明

台7

22 石斧
局部

磨製
片刃 完形

長:13cm, 幅:7.2cm,

厚:2.8cm,重 :460g
砂質片岩

平面―ややバチ形、断面―扁平。裏面は平坦。
表裏および側面に打割。刃縁は円刃。

中央区 不明

台940

23 石斧
半磨
製

片刃
―未

製品

完形
長:17cm, 幅:9cm,

厚:3cm, 重:651g
輝緑岩

平面―バチ形。表裏部分的に研磨。側面およ
び上面は打割。扁平片刃。刃縁は円刃。未製

中央区 不明

台940

24 石斧
局部

磨製
片刃 完形

長:14cm, 幅:5。 7cm,

厚:2.3cm,重 :313g
砂質片岩

平面一ややバチ形、断面一板状。ほぼ全面研

磨、裏面側の縁に打割痕が残る。両平刃、刃

縁は円刃。縦斧。

中央区 第11層

台1480

図
　
版
　
５３

25 石斧 磨製 半欠
長:5cm, 幅:4.7cm,
厚:3.5cm,重■74g

角閃岩
平面一長楕形。表面は研磨、他は敲き痕。片
側面は厚い。縦斧。

中央区 第11層

台2941

26 石斧
半磨

製
扁平

刃部
一部

欠

長:13.5cm,幅 :4.7cm,

厚:2cm, 重:202g
緑色片岩

平面―短冊、断面―扁平。表裏面を部分的に

研磨、側面は打割。両平刃、刃縁―円刃、わ

ずかに扶り、片側の側面は厚くなる。縦斧。

北 トレンチ

第 9層 (砂質)
台4786

中央区 第11層

台6882
27 石斧

未

製品

刃部
一部

欠

長:13。 2cm,幅 :6cm,

厚:2.4cm,重 :291g
砂質片岩

平面―短冊、断面―板状。表裏面荒割、片側

面を研磨。刃縁―円刃。形状から縦斧の可能

性が高い。

中央区 第10層

台2915
28 石斧 磨製 両刃 刃部

長:6.3cm, 幅:5。 2cm,

厚:2.2cm,重 :127g
輝緑岩

平面一短冊。側面打割後研磨、両平刃、刃縁一

円刃。

29 石斧 磨製 扁平

立
口
　
）

立
ロ

頭

（
体

長:8.5cm,幅 :4.3cm,

厚三1.4cm,重■11.59g
砂岩

平面一短冊、断面―板状。表裏側面一研磨。
側面に稜線有、側面に打割のあと残る、頭部
に打割痕。

南区 第10層

台4760

南区 灰白

台3485
30 石斧

半磨

製

平

型ヽ

扁

ガ
完形
長:5。 9cm, 幅:3.3cm,
厚:lcm, 重:46g

砂質片岩
平面―短冊。表裏面は部分研磨、側面は打割

後、研磨。頭部打割。両凸刃、刃縁―円刃。

平面―長楕円、湾曲。表裏および側面とも刃

部は研磨、軸部は粗い磨き、湾曲、刃縁―円

刃、剥離。斜めに岩脈走る。

北区 第11層

台2901
31 石斧 磨製 両刃 完形

長:9。4cm, 幅:4.lcm,
厚:1。4cm,重 :46.44g

砂 岩

(片状 )

平面一方柱状、断面―棒状。ほぼ全面研磨、

片側面の頭部に敲打のあと、両刃・刃縁・直

刃、ノミ状。

北区 第 9層
台2914

32 石斧 磨製
ノミ

,大
完形
長:11.3cm,幅 :2.4cm,

厚:2.5cm,重■16g
砂質片岩

北区 第11層

台2942片刃 刃部
長:4.5cm, 幅:lcm,

厚:1.lcm,重 :7g
頁岩

定角。平面一短冊、断面一板状。全面研磨、

側面―横位に研磨痕、刃縁は直刃。
33 石斧 磨製

平面―楕円、断面―扁平。表裏面との縁、研

磨。先端の形は円味、刃は先端のみ、研磨が

あまい。未製品か。

台1066石鏃 磨製 扁平 刃部
長:4.5cm, 幅:2.lcm,

厚:0.5cm,重 :7.54g
34

中央区 第10層

台3612
黒色片岩

平面―短冊、断面―板状。表裏面は研磨。使

用痕は刃縁に垂直。片平刃、刃縁は直刃。

図
　
版
　
５４

35 石斧 片刃 刃部 刃部
長:2.6cm, 幅:2.7cm,

厚:1.2cm,重 :19。 35g

<凡例 >「地区 0台帳番号」の項目
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表8 石器観察一覧③

を示す。低湿地区台帳番号はCD

石質 観 察 事 項 出 土 地
図
版

挿
図
番
号
大 a 中 b 小 c 残存 寸  法

36 石鏃 磨製 扁平 刃部
長:3。 7cm, 幅:1.5cm,
厚:0.3cm,重 :2.95g

砂質片岩
有茎。平面一柳葉状、断面―扁平。先端に刃
こぼれあり。

北区 第11層

(混礫細砂層 )
台610

刃器
石斧

転用
扁平

″杉邦

？
長:2.8cm, 幅:5。 2cm,

厚:0.4cm,重■2.65g
砂質片岩

平面―平行四辺形、断面一扁平。刃部は研磨、

側面―頭部、打割、片刃、刃縁は直刃、二次

利用。

中央区 不明

台940

38 刃器
局部

磨製
刃部
長:6。 7cm, 幅:4.4cm,
厚:0.9cm,重 :25g

緑色片岩
平面―平行四辺形、断面一板状。表裏面は部

分研磨、下縁が刃部、上面一切損。片刃で刃

縁は直刃、石斧の二次利用。

中央区 第11層

台534

39 刃器 半磨 両刃 刃部
長:6.3cm, 幅:6。9cm
厚:1.4cm,重 :99g

黒色片岩

平面一楕円、断面一板状。表裏面は部分的に

研磨、側縁は研磨で刃状、両刃 0数力所で弧

状。

シイの実層

台2934

40 石斧 磨製 扁平
頭～

体部

長:7cm,

厚:2cm,
幅:6.5cm,

重:125g
砂質片岩

平面―楕円、断面―板状。周縁―研磨 表裏
面一自然、頭部―打割痕あり。両凸刃、刃縁
は円刃。

不明 不明

台7

図
　
版
　
５４

41
石製
有孔

ほ|ご

完形

ｍ
・
３ｃ

４ｇ

幅

重
ｍ
　
ｍ

長

厚
珪長岩

円筒状、断面―リング状。全面研磨。装飾品
か。

第10層区

１２

央

３６

出Ｔ
ムロ

42
敲き

石

くび

れ

ほ|ご

完形

長:9.7cm, 幅:5。 5cm,

厚:2.8cm,重 :207g

平面―扶り入り、断面一。表裏および側面は

研磨、両側面は大きくくびれる。上下面の破

損は大きい。

中央区

混礫砂層

台6903

43
敲き

石
棒状 中型 完形

幅

重

長 : 1.8cm

厚:4。2cm
ｍ，
９ｇ
砂岩

平面―棒状、横断面は方形。上下に敲き有、
片側面はわずかに自然面を残す。

南区 第11層

(礫層)
台7709

44
敲き

石
中型 完形

長:8。 lcm, 幅:6.lcm,
厚:5。3cm,重 :392g

砂岩

(細粒 )

平面―円柱状、断面一横断は楕円。上下面に

敲打痕、表裏及び側面は風化する。自然石か。

中央区

粘質混じり

台7822

45 円盤 小型 小型 完形
長:7.3cm, 幅:5。 lcm,

厚:2.4cm,重 :148g
砂岩

(片状)

平面一楕円、断面―扁平。表裏面は研磨、周

縁は敲打あり、特に上下面は敲打強い。

中央区 崩落土

台4823

46 円盤 小型 完形
長:5,4cm, 幅:5.5cm,

厚:2.2cm,重 :99g
ひん岩

平面一円形、断面一板状。表面は研磨、表面
中央及び側面に打割あり。上側面に敲打有。
石斧の二次利用。

西区 第11層

台6883

47 円盤 小型 完形
長:6。3cm, 幅:7.lcm,
厚:2.4cm,重■25g

砂岩
平面―略円形、断面一扁平。表面一半分研磨、
裏面は敲打痕、周縁は両面から打割が顕著。

中央区 第11層

台1141

48 打製 完形
長

厚 ｎ

１
．′　
Ｉ

ｍ

　

。
５＜

ｎ
　
・

い

唱ヽ

。
６

Ｉ

幅

重
角閃岩

平面一楕円、断面―板状。表面は研磨とくぼ

みの敲打が残る。裏面及び周縁は打割。くぼ
み石の二次利用。

東区

緑灰色砂層

台2924

49 円盤 礫 中型
長:9cm, 幅:4.8cm,
厚:3.5cm,重 :275g

輝緑岩

平面―隅丸方形、横断面―隅丸方形。表面―

研磨。右側面及び裏面―打割。敲き石の二次
利用。

南区 第11層

(混礫層)
台6949

50 円盤 板状 完形
長:9。2cm, 幅:8。 9cm,
厚:2.lcm,重 :321g

砂岩

(片状 )

平面―円形、断面―板状。表面―若干研磨、
裏面一自然、側面一打割 荒い。 台0

51
敲き

石
中

長:9。 lcm, 幅:8cm,
厚:2.9cm,重 :304g

石灰岩 ?
平面―略三角形、断面―板状。片側面を整形
か。表面中央に若干の凹み。使用痕は明瞭で
ない。

No143

台143

図
　
版
　
５５

52
敲き

石
中型 完形

長■2.lcm,幅 :10。9cm,

厚:4.7cm,重 :877g
砂岩

(片状 )

平面―円形、断面―板状。表裏面―研磨、中
央に敲打痕、周縁は大きな剥離。

北区 第11層

台610

<凡例 >「地区・台帳番号」の項目 |
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表8 石器観察一覧④

」の項目1台は台帳番号を示す。低湿地区

中 b 小 c 残存 寸  法 石質
図
版

挿
図
番
号

大 a 観 察 事 項 出 土 地

図
版
５５
53 石球 完形

長:4.9cm, 幅:5。 lcm,

厚:4。9cm,重 :161g
凝灰岩

平面一ほぼ円形、断面一円形。全体にたたき

有。凝灰岩。

南区 灰褐色

台6146

54
すり

石
完形
長:8.7cm, 幅:7.4cm,

厚:6。7cm,重 :515g
砂岩

(細粒)

平面一桃形、断面一横楕円。全体円味、下面
に円形の剥離、自然石か。

中央区 不明

台940

55 石球 完形
長:12cm, 幅:12.2cm,

厚:10。 2cm,重 :1500g
砂岩

(細粒)

平面―円形、断面一円形。全面に粉ぽっく研

磨の様ななめらかな面は認められない。

西区 曽畑層

台4872

56
敲き

石
小型 完形

長:5。 lcm, 幅:4.2cm,
厚:3.2cm,重 :100g

安山岩

(角閃石)

平面―楕円、断面一長楕円。上下面に敲打有、

表裏面は研磨。

不明 不明

台4887

57
敲き

石
中型 中型 完形

長:9。 7cm, 幅:5。 4cm,
厚:3.8cm,重 :316g

砂岩

(片状)

平面一楕円、断面一柱状。上下に敲打痕有、
側―若干少ない、表裏面は研磨。

北区 第 9層

(砂質)
台414

58
敲

石

七
Ｃ^
小型 中型 完形

長:11.2cm,幅 :6。 7cm,

厚:4。 lcm,重 :526g
輝緑岩

平面一略三角形、断面一長方形。側面にたた

き痕、表裏面は研磨。

南区 第11層

(礫層)
台7716

59
敲き

石
中型 完形

長■2.4cm,幅 :8。 7cm,

厚:5。3cm,重 :850g
珪質片岩

平面一楕円、断面―長楕円。各面に敲打有、

特に上下面顕著、表裏面は研磨。

中央区 第12層

台645

中型 完形
長:11.7cm,幅 :8。 8cm,

厚:4.9cm,重 :607g
砂岩

平面一楕円、断面―やや方形。各面に敲打痕、

特に上下側面は全面に敲打痕、表裏面は研磨 0

打痕。

北区 第11層

台6908
60
敲き

石

中型 完形
長:13.9cm,幅 :8.4cm,

厚:6.4cm,重 :862g
輝緑岩

平面―ほぼ楕円、断面一柱状。各面に敲打痕
有、表裏面は研磨 下面及び片側面は敲打が
顕著。

中央区 第9層

台5894

図
　
版
　
５６

61
くぼ

み石
楕円

南区 第11層

(礫層)上面

台6902
62 石皿 半欠

厚:2.5cm,
ｍ，
Ｏｇ

幅

重

長:12.7cm
砂岩

平面一残存一三角形。表・側面の一部研磨、

表面の縁に大きな剥離、凹みが2.2cmと 深い、

裏面は湾曲。

破片
長:18。 7cm,幅 :11.5cm,

厚:0.4cm,重 :658g
砂岩

(片状)

断面―板状。表面は凹み及び他も研磨顕著、

裏面は平ら。凹みは4mmと 薄くかなり使い
込む。

南区 第11層

(混礫層)
台6923

63 石皿

中央区 第11層

台609
64 石器 大 破片

長:16.3cm,幅 :15。 7cm,

厚:3.2cm,重 :1000g
砂岩

(細粒)

平面一略五角形、断面一板状。表面は自然、

周縁は自然の割れ、表面はボコボコし、表面
は径 7cm大の凹みがあり、敲きが顕著。

中央区 礫層

台657
半欠
長:24。 4cm,幅 :17.2cm,

厚:4.8cm,重 :3300g
砂岩

(片状)

平面一やや三角形、断面一板状。表面はほぼ

全面研磨、裏面及び周縁は自然のまま。
65 石皿

台0重 し 完形
長:25cm, 幅:17cm,

厚:10.4cm,重 :6500g
砂岩

(片状)

平面一楕円、横断面一楕円。加工痕は認めら

れない。
66 石

中央区 第13層

台816
す

石
完形
長:28。 7cm,幅 :18.2cm,

厚:9.7cm,重 :7500g
安山岩

(ウ ンモ)
平面一楕円、断面―長楕円。67

中央区 第12層

台143
長:3.lcm, 幅:3.9cm,

厚:1.3cm,重 :27g
凝灰岩

断面―板状。ほぼ全面研磨、特に表裏面は顕

著。近世の遺物。
68 砥石 破片

中央区

混礫砂層

台826

長■6.2cm,幅■0。 2cm,

厚:1。9cm,重 :534g
黒色片岩

表一研磨、溝状のすじ有、裏―自然、周縁大

きな割、自然か。

図
　
版
　
５７

69 砥石

<凡例>「地区
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3.チ ャー ト製品
長 野 真 一 (鹿児島県埋蔵文化財センター)

石鏃 (第34図 1)

均整がとれた長辺鏃で、底辺は若千内弯気味に調整仕上げを行っている。側縁からの整形角度が

明瞭で、体部中央は菱形上の横断形を成す。使用チャートは、灰色を基調とする石材に黒色の縞状

斑文が横方向に走る (チ ャートA類 )。

ドリル (第 34図 405)

4は先端部はレンズ状の断面形を成し、側縁に添って小剥離痕が集中する。その形状からドリル

ないしは刺突具的用途とが想定される。使用石材は水晶。 5の右側縁は一部欠損する。厚みのある

剥片を素材とし、左側縁部を主に整形剥離が施され、先端方向を尖り気味にイチジク状の形状に仕

上げている。ルーペでは、先端部の摩滅が観察される。 (水晶)。

石匙 (6)

礫面を残す扁平な剥片を素材とし、背面左側では礫面の除去を目指した剥離が試みているが中程

くこア

3

2

4

5

0 5cm

6

第34図 チャート製品①
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で留まっている。いわゆる “つまみ"は左側縁の偏った位置に設けられるが、刃部は鋭 く造り出し

ている。灰白色のチャートで、礫面からは転石でローリングを受けたと見られる。石材は光沢のな

いほぼ灰白一色のチャートで、不規則であるが自色の縞状紋が走る (チ ャートB類 )。

二次加工痕剥片 (第 34図 2, 3,第 35図 7～ 11,第 35図 13～ 17,第 36図 18～ 27,第 37図 28～ 37・ 39)

2は背面の左側縁に添って剥離面を形成し、刃こぼれ状の微細剥離痕が確認できる。左側縁先端

部は先行する剥離面で、腹面先端部の剥離及び小剥離等に切られる関係にある。細分類で削器と記

載したが、先端部の形状や先端部に残る小剥離及び微細剥離から、彫器様の用途も想定される。石

材のチャートは、灰白色をベースに薄い橙色や桃色が斑に混入している (チ ャートF類 )。 3は、

図面配置が適切か否か疑間を残す。腹面は主用剥離面で、背面の中央部には礫面を残し、蒲鉾状の

分厚い剥片を素材としている。二次加工は全て腹面から行い、左側縁は外に弯曲、右側縁はやや内

弯、底面では内弯している。 3面それぞれの剥離面上に微細な剥離が見られることから、削器様の

機能を果たしたと推測される (チ ャートC類 )。 7の配置に関しては大いに疑間を残す。二次加工

(整形加工 ?)は腹面から行い、その剥離面に微細な剥離痕が多数残されることから削器としての

機能が推定される。灰色を基調に黒色の縞状斑紋が密に入るチャートを使用している (チ ャートD

類 )。 8中央部の横断面が蒲鉾状を呈す素材で、特に右側縁部に二次加工が集中し、削器的用途と

が想定される。灰白色のチャートで、光沢を残している (チ ャートB類 )。 9の両側縁の二次加工は

明瞭で、全て腹面から行われている。図示した上部が目的部 (刃部)と みられ、特に左先端部を主

に刃こぼれ等が観察される。小型で不定型な横広剥片が素材で、灰黒色で灰色の縞状紋が並行して

走る (チ ャートE類 )。 10素材剥片の表裏は逆の可能性もある。二次加工は左側縁に集中し、裏面の

平坦な剥離面を底面に刃部が併走する。 1の石鏃と類似したチャートを用いている (チ ャートA類 )。

11 不定形剥片を用い、左側縁は腹面から、右側縁は背面方向から二次加工を実施している。素

材剥片の選択、刃部形状及び刃こぼれ状の微細剥離痕から9と 同様と見られる (チ ャートD類 )。

13横広剥片を素材とし、左側縁と底面に二次加工痕と微細な剥離痕が残され、特に左側縁は整然と

している。なお、削器としての機能を重視して図示したが、右側縁の尖り部が彫器様の形態を保有

している (チ ャートC類 )。 14は左側を欠損し、底面の主に背面側に二次加工痕と微細剥離痕が残

される (チ ャートD類 )。 15は縦長方向の剥片を素材とし、右側縁に二次加工、左側縁には微細剥

離痕が残される (チ ャートA類 )。 16の下半部は欠損し、打面を除去する様に両方向に剥離を行い

鋭利な仕上げとなっている (チ ャートC類 )。 17は横広の剥片を素材に部分的位置に二次加工を施

し、削器としての機能は想定できるが、最終目的は皆目分からない。 (水晶)

18 不定形剥片の下端部に腹面方向から二次加工を施し、削器様の刃部が形成されている。光沢

の強いチャートで、灰黒色地に黒色の斑紋が走る (チ ャートF類 )。 19は素材剥片のほぼ全周に敲

打による成形剥離が見られるが、最終形状は明らかでない。下端部は二回以上の剥離面で形成し、

使用痕と見られる微細な剥離痕が観察できることから、削器としての機能は果たしたと思われる。

灰白色で色調的には 6・ 8に近いが、並行する多数の亀裂が見られる (チ ャートB類 )。 20は背面

方向からの二次加工をもつもので、下端部に刃部を設けた削器と判断している。破損品の可能性も

高い。光沢のある灰黒色のチャートで、良質である (チ ャートG類 )。 21不定形剥片の下端部に腹

面方向から急角度の二次加工が加えられ、使用痕と見られる微細な剥離痕が観察できる。削器と分
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離したが、掻器的機能も想定できる (チ ャートF類 )。 22は打面を上位に図示したが、左側縁と下

端部が目的部とみられる (チ ャートA類 )。 23は背面の一部に小剥離が残される (チ ャートF類 )。

24の裏面は平坦な礫面で、刃部は裏面から急角度に行い、掻器的機能も想定できる (チ ャートB

類 )。 25背面左側の三枚の剥離は主剥離に先行する剥離で、腹面左側の剥離面に後続する。結果と

してレンズ状の分厚い形状を成すが、下端部の剥離面が削器的機能を呆たしたと思われる (チ ャー

トG類 )。 26027は剥片の下端部に刃部を設け、特に、27は急角度となる。2点 ともチャートA類

を使用している。

28は破損品の可能性が高い資料であるが、右側縁に二次加工痕が残される (チ ャートF類 )。 29

も28と 近似する (チ ャートF類 )。 30は破損品の可能性もあるが、上端の狭い平坦面に対し下端部

の両面の微細な剥離痕から楔形石器様の機能が想定される (チ ャー トF類 )。 32厚手の剥片の腹面

に小剥離が認められるが、右下縁部の尖り部が目的部の可能性もある (チ ャートF類 )。 33は上端・

下端の二次加工痕から楔形石器としたが、最終形態は明かでない (チ ャートB類 )。 34も 楔形石器

としたが、腹面上位は成形剥離、背面右側は先行する剥離面と見られる (チ ャー トF類 )。 35は表

裏逆の可能性が高いが、正面には周辺部から浅い角度で奥に達する成形剥離が見られる。削器とし

て分類したが、疑間を残す (チ ャートA類 )。 36は直線的な下端に刃部を形成していると判断した

もので、石灰岩が素材である。37背面左側と腹面右側に二次加工が重なるが、背面側が先行してい

る (チ ャートA類 )。 39は全周に二次加工が認められるもので、削器ないし楔形石器の用途が想定

される。

微細剥離痕剥片 (第35図 12,第 37図 38)

12の石材は 3と 同一である (チ ャートC類 )。 扁平な横広の素材剥片の上端を除く三面に、微細

な剥離痕が残される。38は破損品の可能性もあるが、微細は剥離痕が残される。石材は水晶。

小結

遺跡からは大量のチャートが出土し、それはコンテナケース4箱 におよんでいる。大量のチャー

トは、塊 (原石・石核)・ 剥片・砕片として採取されている。報告書作成に当たり、それらの中か

ら石器の選別と石器の抽出を試みたが、明確な定型石器は石鏃 1点 と石匙 1点 と極めて乏しく、結

果とし二次加工や微細剥離痕等の有無を石器認定の基準とせざるを得なかった。

1の石鏃の造り出しは丁寧で、その保存状態も良好である。405の ドリルについては、先端部
の形状及び残存状況から連続した回転運動を想起できると判断し認定した。 6の石匙は本県出土と

しては希少な一例となるが、曾畑式土器に並行する資料であればその同時性は十分理解できる。

他の資料については、定型的は形態を成さないことから、“二次加工痕のある剥片"と 一括して

捉えた。当初、 203については石鏃制作に関わるいわゆる未製品と分類したが、その後、石鏃制
作に関連する資料の抽出や資料追加ができないことから、削器とするが、特に3については下端部

に快入石器としての機能を想定している。また、 3・ 13・ 22032の いずれも削器と分類しているが、

3の頂部、13032の右側の尖り部、22の下端部は彫刻刀様の造り出しが見られ、彫器的機能を備え

ていた可能性もある。33・ 34・ 39等については、その形状や成形から楔形石器が想起できるが、明

確な基準が前提ではない。10014015等 の削器はサイドスクレイパー、22029か らはエンドスクレ

イパーとしての機能が想定できる。
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今回 1点ずつであるが石鏃と石匙が出土しているが、遺跡内で制作が行われたか否かについては

確認できなかった。しかし、使用石材がチャートと極めて限定されていること等から、遺跡内ある

いは限定された場で制作が行われたとの想定は十分可能である。曾畑式土器文化の流入は、新たな

土器制作に促し、石鏃や石匙等の狩猟具や解体具の制作技術も伝わったはずである。

なお、石材チャートをA～Gま での 7類に区分したが、日視での便宜上の判断に因っている。

表 9チャー ト製品の計測一覧

挿図

NQ

図

ｍ

分類

Ll
分類

L2
分類

L3
石材

Ll
最大長

(mm)

最大幅

(mm)

最大厚

(mm)

重量

(g)

取上

NQ
層位 グリッド

第
34
図

図
版
5

石器 石鏃 CH 26 20 5,0 1,34 14 中央

石器 二次加工痕 削器 CH 38 32 11 11,08 7710 14 北～中央区

石器 二次加工痕 削器 CH 36 29 12 12,97 561 曾畑層 サブトレ

石器 二次加工痕 ドリル CR 19 13 1,73 573 混貝 サブトレ

石器 二次加工痕 ドリル CR 46 34 18,4 3664 11 」ヒ区

石器 石匙 CH 56 60 10 27,86 14

第
35
図

図
版
5

石器 二次加工痕 削器 CH 12 19 8,0 1,49 569 曾畑層 中央区

石器 二次加工痕 削器 CH 17 13 7,5 1,63 856 混礫砂層 中央～東区

石器 二次加工痕 削器 CH 21 19,5 10,5 4,27 4502 12 中央～西区

10 石器 二次加工痕 削器 CH 29 29 6,0 7,27 6945 14 北 トレンチ

11 石器 二次加工痕 削器 CH 26,5 19,5 8,0 1,5 7631

12 石器 微細剥離痕 削器 CH 20 34 6,0 4,48 1470 混礫砂層 中央～西区

石器 二次加工痕 削器 CH 30 39 9,5 10,3 1816 11 川跡

14 石器 二次加工痕 削器 CH 33 32 9,0 9,96 1361 143 崩落

15 石器 二次加工痕 削器 CH 44 36 9,5 15,4

16 石器 二次加工痕 削器 CH 34 24,5 7,0 5,74 895 1l b 中央～西区

17 石器 二次加工痕 削器 CR 53 34 12 18,。 9 4174 曾畑層 南 区

第
36
図

図
版
5

6

18 石器 二次加工痕 削器 CH 34 31 15 13,8 856 混礫砂層 中央～東区

19 石器 二次加工痕 削器 CH 38 28,0 12 11,8 5592 9b

20 石器 二次加工痕 削器 CH 28 13,0 8,0 3,。 62 9027 混貝 南 区

21 石器 二次加工痕 削器 CH 33 28,0 14 16,2 414 12 北 トレンチ

22 石器 二次加工痕 削器 CH 29,5 24,0 7,41 5413 14 143A T

23 石器 二次加工痕 削器 CH 22 29,5 9,0 5,04 3665 14 北 区

24 石器 二次加工痕 削器 CH 38 38,5 17 23,66 6881 樹根 東区

25 石器 二次加工痕 削器 CH 40,5 35 16 22,71 499 南サブ

26 石器 二次加工痕 削器 CH 53 43 12 38,5 7710 14 北～中央区

27 石器 二次加工痕 削器 CH 59 49 18 59,1 3348 14 中央区

第
37
図

図
版
6

28 石器 二次加工痕 削器 CH 19 8.5 7,0 10,3 672 曾畑層 中央区

29 石器 二次加工痕 削器 CH 19 11 8,0 1,43 7454 12

30 石器 二次加工痕 楔形 CH 38 13 9,0 3,19 1372 14 南 区

31 石器 二次加工痕 楔形 CH 1,95 2,2 6,0

32 石器 二次加工痕 削器 CH 21,5 25,5 9,0 5,74 2224 14 中央区

33 石器 二次加工痕 楔形 CH 25 24 11 5,78 2064 14 中央区

34 石器 二次加工痕 楔形 CH 30 24,5 13 9,16 2176 14 北 区

35 石器 二次加工痕 削器 CH 38,5 29 13 15,95 6839 14

36 石器 二次加工痕 削器 40 33 11 13,5 6866 北 区

37 石器 二次加工痕 削器 CH 48 40 16 26,2 684 14 南 区

38 石器 微細剥離痕 CR 36 21 12 9,14 210 曾畑層 中央区

39 石器 次加工痕 削器 CH 56 44 22 52 1133 14 南 区
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4。 骨製品

本区出土の骨製品は、装飾品と考えられる垂飾品有孔製品、実用品と考えられる骨針、骨錐、ヘ

ラ状、板状、棒状製品とこれらの未製品が出土した。

・垂飾品 (第38図 )

素材はイノシシの大歯 (同図 1)3個、サメ歯 (同図2)3個 出土した。イノシシの大歯の使用
はオスとメス (表3102)がある。サメ歯有孔製品は基部に2孔 (同図②)と 1孔 (表3022)がある。

ギンカメアジ属 (同図304)稜 鱗を境に径 2 mmの孔を2個施すものである。 2個 とも南区サブ

トレで出土している。本品は県内で初めての出土で類例がなく、用途は不明である。孔も含めて類

例を待って検討したい。

・骨針 (第38図 507010)

主にイノシシの俳骨など細い素材を用い、先端を尖らしたもので 3個出土した。両端を尖らした

もの (同図10)と 頭部に穿孔したもの (同図 5)がある。

両端を尖がらしたものはイノシシの大腿骨を縦に削いて両端を尖らしたものである。短いタイプ

は報告されているが、長いタイプは初めてである。同図 5は完形品で一端は尖らし、他方に小孔を

施したものである。縫い針のような用途が想定される。

・骨錐 (第38図 9～ 11)

イノシシの四肢骨の先端を尖らしたもので撓骨、大腿骨、肛骨を用いたものである。中でも肛骨

の遠位部を利用するものが多い。出土は試掘No143で 3個、他に南区曽畑層 (混貝)、 不明でそれぞ

れ 1個出土している。

同図11は シカの角の先端部を研磨、ポイント状に加工したものである。頭部を斜めに削りとって

る。大城逸朗氏の教示によるとニホンシカの可能性が高いとのことである。沖縄本島ではこの時期

にシカは生息してないことから生息の南限である屋久島から持ち込んだことと思われる。

・ヘラ状製品 (第38図 80第39図 12)

ヘラ状製品は棒状の骨の先端を扁平状に加工したもので、イノシシの四肢骨を用いたもの 1個、

ジュゴン肋骨を用いたもの 1個の計 2個出土した。

同図 6は四肢骨、第39図 12ジュゴン肋骨を用いたものである。

0棒状製品 (第39図 15)

クジラとジュゴンの肋骨を利用したものがそれぞれ 1個出土した。同図15は骨質が表面は密で裏

面は疎の状況からクジラ肋骨と考えられる。上面に研磨が施されることからヘラ状等の頭部と考え

られる。

0板状製品 (第39図 14・ 16～ 20)

クジラを用いたものが 5個 した。同14は側面に扶 りを有し、同図16は表面に沈文をクロス状に施

すもので両者とも装飾品の類と思われる。

図版61は クジラの大きな破片で周縁に切 り痕が確認される。

図版61はやや化石化の進んだ骨である。縦幅 2 mm程度の深い溝が数条走る。製品を作るためか他

の意味を持つかははっきりしない。今後の検討資料としたい。
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表10 骨製品観察一覧①

<凡例>「観察事項」の項
「地区・台帳番号

に挿図 た
ｏ
」∪

を示す。低湿地区台帳番号はCDに収録|

品
号
製
番

番

号 製品名 種類

を死
・
雄収

縦cm 横cm
厚 さ

cm

旦里
　
アＤ

重

涯
観察事項 出土地

垂飾品 サメ,歯
ほ
ぼ
完
1.7 2.3 0.5 1.2 基部に2孔 第38図2 中央区サブトレ、南壁崩落土、

混礫砂層、台6093
3007

垂飾品
イノシシ、
下顎犬歯
♀

破 1.3 横溝

中央区サブトレ西側、曽畑層
(シイの実層)[コ ンテナ番号:
206]、台8290

3102

垂飾品
イノシシ、
下顎大歯
♂

破 5.4 1.8 0.6 5.5 半裁 伊C 143、 台143 3021

垂飾品
イノシシ、
下顎大歯
♂

フ
~匡 4.7 12.9 基部に穿孔。第38図 1

中央区サブトレ、緑灰色砂層、
台6287

3001

その他
ギンガメ
アジ属 、
稜鱗

フ
‐E 2.5 3.3 1.2 1。 0

孔以外の加工は認められな
い。2孔、自然の可能性の否
定できない。第38図3

南区サブトレ北側、灰白 (有
機)混貝、台6111

3008

その他
ギンガメ
アジ属、
稜鱗

フ
‐E 2.4 2.6 0.5 0.8 同上 第38図4

南区サブ トレ北側、灰褐色

(混砂 )、 EL=2.096m、 D-232、

台7335
3010

骨針
イノシシ、
1非骨

先
端

～
体
部

4.1 4.8 2.8 0.8
先端部は全面研磨、縦位に

研磨痕あり。 7と 同じ加工。

No143曽畑上のシルト層、台
983、台9378

3208

骨針
イノシシ、
誹骨

フ[ 6.5 0.5 0.4 1.2 頭部有孔。第38図5
中央区、サブトレ南北ライン、
混礫砂層←第11層 .曽畑より
上、台6105

3015

No143南東、土取り上げ時、台
6061

3017骨針 イノシシ、

先
端
～
体
部

6.9 0.6 5。 3 3.0
全面研磨。中央空洞、先端
尖る。方柱。第38図8

10 骨錐

イノシシ、
肛骨、左、
遠位端

フ
~匡 2.4

南区サブトレ3.5～ 2m、 曽畑
層 (混貝)、台4927

3052

11 骨錐
ンヽン

左
川

ホ

？
ニ

カ
を
死 8.4 1.3 1.4 10。 9

頭部は4面 とも斜めに削る。
第38図 11

南区サブトレ中央、灰白 (有
機)混貝、台2936

2936

12 ヘラ状
イノシシ、
四肢骨

先
端 2.4 0.8 0。 3 0。 4

風化気味、裏面は海綿組織
あり。側面は丸くなる。
先端部欠損。第38図6

No143西側、第9層 (砂質)、
台6971

3019

13 ヘラ状
イノシシ、
大腿骨

フE 13.2 0。 7 0.3 3.7 両端尖る。第38図 10 伊C 143、台143 3027

14 ハヽラ」犬
イノシシ、
誹骨

先
端
～
体
部

4.7 0。 7 0.4 1.0
近位端を利用。先端部は丸
味。第38図7

南区サブトレ、曽畑層、EL=
2.460m、 D-393、 台6361

3018

15 ヘラ状
ジュゴン、
肋骨

フ
~E 13.9 2.6 1.4 36.0

先端部やや扁平、肋骨の湾
曲を利用。一部光沢。先端
部欠損。第39図 12

伊C 試掘、台0 3003

16 棒状
ンユゴン、
肋骨

破 3.9 1.7 1。 05 5.2 未加工品、細い
サブトレ東西ライン (西側)、
曽畑層、B区間遺物、N“ 2、
台903

3103

板状
クジラ、
部位不明

破 3.2 2.0 1.1 4.1

表面に三角形の沈文を施す。
わずかに研磨が認められる。
第39図 16

南 トレンチ、第 8層最下部、
台5839

3016

板状
クジラ、
部位不明

破 5。 9 有文、沈線、綾杉
中央区試掘穴、南壁崩落土、
台7969

3100

19 板状
クジラ、
肋骨

破 3.6 3.0 18.1
箸状か。二段の扶り、箸状
か。第39図 14

中央区―西区間畦、混礫砂層
第1回取り上げ、台826

3002

20 板状
肋骨

ク ジ ラ
破 4.2 3.0 1.3 15.5

焼け、黒褐色。表裏面研磨。
快リカツカ所に扶り。切断痕。
焼けて黒褐色。第39図 19

No143Bト レンチ、東壁除去、
第11層、台5426

3014

」の項目1台 |
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表10 骨製品観察一覧②

<凡例 >「観察事項」の項に挿図・図版番号も加えた。
「地区・台帳番号」の項目1台は台帳番号を示す。低湿地区台帳番号はCDに収録 |

番

号 製品名 種類

完

・
破
縦cm 横cm

厚 さ

cm

重量
g 観察事項 出土地

製品
番号

21 板状
クジラ、
肋骨

破 3.6 1.6 1.0 5.6
自然、海綿組織細かい切断
痕のみ

中央区―西区間畦、混礫砂層
第2回取り上げ、台4837

3112

22 板状
クジラ?、
肋骨

破 2.1 2。 0 0。 9 3.5
ほぼ全面研磨。一部研磨。
箆状製品の頭部 ?第39図 15

東区サブトレ、混礫砂層、
台6071

3013

23
板状

休製品)
クジラ、
肋骨

破 9。 0 骨にキズ
サブトレ東西ライン18区、緑
灰色砂層、台6132

3204

24
板状

休製品)

クジラor
ジュゴン、
肋骨

破 3.1 骨にキズ
No143、 Bト レンチ、第 9層、
台1815

3206

25
板状

休製品)
クジラ、
椎体 ?

破 4.6 3.0 1.2 9.6

表および側面研磨。裏面は

海綿組織。海綿組織が露出
第39図 17

南区、第11層 (礫上面)、
台1374

3012

26
板状

休製品)
クジラ、
部位不明

破 2.7 2.2 1.3 7.0

全面研磨。箆状製品の頭の

部分か。箆状製品の頭部か

第39図 18
北区、盛り土、台424 3011

27
板状
休製品)

クジラ、
肋骨

フ
‐
匡 16.5 6.1 2.7 137

自然、キズキズ 切痕切痕
切痕半加エキズあり。
図版61-22

南区、第11層礫層、台3698 3004

28
板状

休製品)
クジラ、
肋骨

破 4.2 2.9 1.8 9.0
削り、海綿組織の露出海綿
組織割れ割れ割れ切断痕

No。143Bト レンチ、第10層最下
部、台5417

3201

29
板状

休製品)
クジラ、
肋骨 ?

を
死 10。 1 3.9 1.5 33.5

海綿組織露出。側面に切断
痕。先端に細 くなる。半加
工。第39図20

不明、台5547 3005

30
板状

(未製品)

クジラ、
肋骨 ?

フ[ 7.5 3.1 2.1 41.3
複数の切断痕。海綿組織。
扶り痕が2段。図版61-21

中央区、第9層 (砂質)、
台7720

3006

31 未製品 ウミガメ 破 2.6 キズ有り
中央区―東区間畦サブ トレ

(南北ライン)、混砂シルト層、
台6749

3101

32 未製品
クジラ、
肋骨

破 3.4 2.3 2.2 11
表面研磨。裏面は海綿。 サブトレ東西ライン19区、混

礫砂層、台6668
3110

33 未製品
クジラ、
肋骨

破 5.4 切り痕。
南 トレンチ、川跡 (礫面直上
の粗砂層)、台6399

3203

34 未製品
ンュゴン、

肋骨
フ
‐
匡 16.0 3.4 2。 0 85。 1 切痕がある。第39図 13

NQ143Bト レンチ、第10層最下
部、台5842

3020

35 未製品
ジュゴン、
肋骨

破 6.0 骨にキズ、棒状 ?
サブトレ東西ライン18区、緑
灰色砂層、台6132

3205

36 未製品
ウミガメ、
腹甲板

破 6.0 扶り痕3カ所

篭埋土[コ ンテナ番号三34、袋:

88、層位:灰白色土、土量■0.5
L、 フルイ:HF、 作業日:03062
5]、 台7557

3207

未製品
クジラ、
部位不明

破 3.5 15.2 0。 8 2 切痕のみ、くず
サブトレ東西ライン19区、混
礫砂層、台6668

3111

38 未製品
クジラ、
部位不明

破 11.3 若干のキズ
西 トレンチ、流水跡 (第 9010
層混じり)、 台7957

3202

39 不明 イノシシ 破 4.9 多1子Lか 中央区西側、第11層、台2248 3053

40 自然 ?
クジラ、
椎体 ?

フE 9。 6 6.7 3.6 206
自然の可能性あり 縦に2条
の溝。化石化。図版61-23

北区、第11層、台6861 3009
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化財調査報告書』第18集 那覇市教育委員会

5。 員製品

本区出土の貝製品はツノガイ・ノシガイ・マガキガイや小形のイモガイを用いた貝小玉、中型イ

モガイ・タカラガイ・サラサバテイラ・チヨウセンハマグリなどを用いた装飾品36個、タカラガイ

製錘・ヤコウガイ螺蓋製品などの実用品 2個、また、ヤコウガイやニシキミナミなどの未製品 2個

が出土した。地区別には中央区15個、南北ライン7個、東西ライン5個、不明13個である。

貝製品は代表的なものは第40図 に図化したが、それ以外は表11に示し、本文には4ケ タの製品番

号で示した。

O装飾品 (第40図 ・表11)

・ツノガイ製品 :貝層で 2個、混砂層 1個、曽畑層 6個、不明11個の合計20個出土した。種の明瞭

なものはマルッノガイ (4042、 4043)、 また、ゴカイ棲管 ?(4044)を 利用したものもある。これ

らは顕著に研磨され、両端を整ったものと加工が明瞭でないものがある。図 1は全面研磨し、上

下面も整う。灰色を呈し、細かいアバタが確認できる。4016、 4020、 4023、 4025、 4066、 4102、

4103、 4105に は研磨がみられる。特に (4066)は、二面に研磨がみられ、4020は研磨が著しく、

面取りされているように思われる。ノシガイ (4039)は貝殻全体は摩耗気味で、腹面に小孔が施

されたものである。

・貝小玉 :マ ガキガイや小型イモガイの螺塔部を円盤状に加工し、さらに殻頂に2～ 3皿前後の小

孔をしたものである。マガキガイが 7個、小型イモガイ 1個の合計 8個出土した。

層別には曽畑層で 1個、礫層で 1個、緑灰色砂層で 1個、不明 5個の計 8個である。

これらは加工が明瞭なもの4017、 4013、 4033、 4034、 4036、 4037、 明瞭でないもの4001、 4035が

ある。殻の状況をみるとアバタがみられるものは4013、 4017、 4033、 4034、 (未4036、 4037)で、

死貝が用いられている可能性が高い。

0中型イモガイ (4031)は前者と同じく螺塔部を円盤状に加工し、殻頂に穿孔するものである。試

掘穴No143西側の第 5層最下部 (マ ンガン直上)で出土した。

タカラガイ製品 :ハ ナビラダカラ、フシダカキイロダカラ (4003)の背面を打割して穿孔、孔は

楕円を呈する。側面は研磨されるが、殻は風化気味である。南区サブトレ北側の灰白 (有機)混
貝層から出土。No143西壁部拡張時、曽畑層 (礫層)か ら出土。
ハナマルユキ (第40図 13)も 背面を打割し、さらに殻軸を破損している。第 1層から出土し、民

具の網の錘に酷似ししていることから本品も網の錘と考えられる。

サラサバテイラ (第40図 15)に加工を施したものが 3個出土した。すべて破片で、加工は4012、

4040は殻底、4101は内縁に研磨が施されていることから貝輪の未製品と考えられる。
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出土は東西で 2個、試掘穴No.3の 泥炭層で 1個。

・チョウセンハマグリ (4041)は殻が小さく、外殻は研磨され、その結果、孔となるものである。

殻が小さく、研磨されていることから装飾品と考えられる。

0未製品

ニシキミナミガイ (4058)の殻頂、および腹面に研磨痕が確認される。試掘穴No143東側の第 6

層 (45～ 50)で 出土した。本貝は毒針を有する貝である。

考 察

以上、貝製品を略i)杢 した。これらを層別にみると第 1層ではハナマルユキ製貝錘、第 5層では中

型イモガイの螺頭部を円盤状に加工したもの 1個、第 6層ではニシミナシガイの未製品 1個、灰貝

層 1個、また、ツノガイが貝層で 2個、混砂層で 1個、曽畑層で 7個出土している。曽畑層 (礫層)

では貝小玉 1個、泥灰層 1個、東壁崩落± 1個、本の層 1個、緑灰色砂層 4個、緑灰色砂層下礫層

1個、礫層 1個、出土不明ではツノガイ11個、貝小玉 5個の計16個であるが、これらは穴埋土やフ

ルイ土から見つかったことから曽畑層の時期の可能性が高いと考える。
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表11 員製品観察一覧①

<凡例>「観察事項」の項に挿図・図版番号も加えた。
「地区 0台帳番号」の項目1台は台帳番号を示す。低湿地区台帳番号はCDに収録|

報
図
番
号

製品
番号

種 類
縦
(殻高)
横
(殻長)
厚さ
(cm)

子し

タ テ

(mm)

7L
ヨコ

(mm)

重量

(g)
観 察 事 項

出 土 場 所
台 帳 番 号

図
　
版
　
６２

4016 ツノガイ 1.7 0.55 0.55
2.5

(0。 4)
0.36
体層。ほぼ全面研磨。殻は細かいアバタ。
泥炭層のため灰白色を呈す。第40図 1

4025 ツノガイ 1.5 0。 7 0。 7 0。 63
体層。表裏研磨、面取りされる。殻はアバ

タやみみず腫れあり、死貝。第40図 4

4020 ッノガイ 1.5 0。 4 0。 4
1.5

(2.5)
0。 16
体層。殻表の一部研磨。上下面は摩耗。上

下→破損。第40図 2

4023 ツノガイ 2.0 0。 9 0,9 1.05
体層。表裏面研磨、上下面は一部破損する
が研磨あり。殻文様明瞭。第40図 5

4102 ッノガイ 1.5 0。45 0.5
2.5

(3.5)
0。 22
表裏面研磨。上面研磨、下面摩耗。貝の成
長線が確認できる。第40図 3

伊礼原Bほ かNo 143曽
畑層  台9086

4104 ツノガイ 1.85 0。 95 1.0
4.5

(7.5)
1.17
色残。摩耗か研磨は明瞭でない。上下面は

整う。殻は風化。第40図 6
伊礼原Bほ かNo.143曽
畑層 台9097

4039 ノシガイ 1.5 1.1 1.0 3 4 0。 79
背面穿孔、殻頂摩耗。殻は細かいアバタ。
第40図 11

サブトレ東西ライン16

区、東壁崩落土 台88

4041
チョウセンハ

マグリ
2.6 3。 1 6 6 1.44

研磨→穿孔。殻は風化、わずかに色残。研
磨→穿孔加工。第40図 14

中央区サブトレ、緑灰
色砂層 台194

4013 マガキガイ 2.0 1.8 1.25 7 7 1,77
殻頂摩耗。研磨摩耗。アバタ顕著、あきら
かに死貝。第40図 9

サブトレ南北ラインJ

区、曽畑層下?礫層第
2回取り上げ 台1064

4034 マガキガイ 2.0 1.9 0。 8 5 5 2.38 殻頂。表裏面研磨。アバタ多し。第40図 10
中央区サブトレ、緑灰
色砂層 台194

4017 小型イモガイ 1.3 1.3 3.5 4 4.5 0。41
殻頂。穿孔。ほぼ全面研磨。殻はアバタあ
り。第40図7

不 明

4033 マガキガイ 1.65 1.6 0。 4 8 8 0.88 殻頂。ほぼ全面研磨。アバタ有。第40図 8

4008
ヤコウガイの

蓋
7.7 8.5 2.4 × × 181

蓋。下縁に2回の剥離。殻は風化。一部灰
色。第40図 16

サブトレ東西ライン17

区、緑灰色砂層その③
台3574

4005

アンボンクロ

ザメ (大形イ
モガイ)

8。 3 5.0 31.22

加エー、表―自然、裏―自然、側面―自然、
上面―自然、下面一自然、殻一灰色、殻頂
にアバタ有。加工、泥のしみた痕。アバタ

有→殻頂

伊ネL原 Bほ か、 No.143、
灰色細砂層 台3337

4044
ゴカイ棲管 ?

ツノ
1.7 0.5 0.6

2.5

(4.0)
0。 3
煙管。殻は風化、表面は摩耗。ツノガイと

同じ使用。

南区サブトレ中央、曽

畑層 (混貝・混砂 )
'台3026

4021 ツノガイ 2.0 0.6 0.6
0。 18

()
0。 64 体層。殻は摩耗。

4022 ッノガイ 1.9 0。 7 0.6 0.56 体層。殻表面残。

4024 ツノガイ 2.6 0。 9 0。 9 0。 95 体層。殻は風化。アバタあり。

4026 ツノガイ 3.8 0.8 0.8 1.34 体層。断面→方形。殻は風化気味。
南区サブトレ北側、灰
褐色 (混砂)台 3204

4027 ツノガイ 1.75 0。 6 0.55 0。 35

体層、加エー、表一、裏一、側面一、上面一、
下面一、殻―、加工、上、下→破損、殻表
→文様残
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表11 貝製品観察一覧②

<凡例>「観察事項」の項
「地区 0台帳番号

に挿図・図版番号も た。

低湿地区台帳番号はCDに収録|

報
図
番
号

口
叩
口
万

製
番 種 類

道
高

・

新
殻

ｃ‐

旨
長ヽ

・

本
殻

ｃ‐

厚さ

(cm)
タ テ

子L
ヨコ

(mm)

重量

(g)
観 察 事 項

所
号
場
番
土
帳
山四
ムロ

4028 ツノガイ 1。 3 0.8 0。 75 0.37 体層。殻表面一文様残。褐色付着。

4029 ツノガイ 2.0 0。 9 0。 9 0。 65
体層、加エー、表一、裏一、側面―、上面一、
下面一、殻一、加工、貝の模様のこる

No143北 東、土取り上
げ時 台3843

4030 ツノガイ 1.3 0.8 0.8 0.63
体層、加エー、表一、裏一、側面一、上面一、
下面一、殻一、加工、管口→自然 ?

篭埋土[コ ンテナ番号 :

33、 袋番号:33、 層位 :

灰白色土、土量:12L、
フルイ:HF、 作業日:

030625] 台7054

4103 ッノガイ 1.9 0。 4 0。 4 0。 16 加工下面研磨。
伊礼原B遺跡ほかNo143

曽畑層 (シ イの実集中)
台3105

4105 ツノガイ 1.25 0。 9 0。 85 。

４

０

．

0。 75
体層。加エー表裏面及び側面研磨。殻は風
化 。

伊礼原Bほ かNo143曽
畑層 台9148

4106 ツノガイ
加エー、表一、裏―、側面一、上面―、下
面一、殻一、加工

伊礼原Bほ かNo 143曽
畑層 台1013

4066 ツノガイ類 0。 7 0.4 0。 4 0.06 研磨あり。
旧試掘穴No143南西側
台6271

ニシキミナミ 7.2 3.5 3.2 10 55.34
表裏面にわずかに研磨痕。上面は打割で孔。
色残。図版62017

No143東側、第 6層 (45
～50)台 8894058

5。 1 1.0 22.41

全、加エー成長線に沿って割れる。殻頂穿
孔、表―自然、裏―自然、側面一自然、上

面―自然、下面一自然、殻一風化、貝文様
はあり、成長線に沿って割れる。殻頂穿孔
加工、穿孔 (自然 ?)→殻頂

南区サブトレ北側、灰
褐色 (混砂)台 32044004 ハイガイ 4.5

1.6 1.2 1.75 背面打ち割り。殻軸なし。
No143西 壁部拡張時、
曽畑層 (礫層)台 7644038

ハナビラダカ

フ
2.3 1.8

南区サブトレ北側、灰
白 (有機)混貝
台7961

4003
フシダカキイ
ロダカラ

1。 9 1.4 0。 6 0。 92

体層、加エー背面穿孔、表―背面、打割穿
孔、裏一自然、側面―研磨、上面―自然、
下面一自然、殻一風化、背面穿孔加工、穿
孔 (自然 ?)→背面 図版62・ 12

マガキガイ 1.75 1.65 0.7 1.48 殻頂穿孔。殻は風化。4001

殻頂。スレ。

サブトレ南北ラインF
～K区、西壁清掃時
台95

4035 マガキガイ 1.6 1.6 5.5 1.24

サブトレ東西ライン16

区、東壁崩落土 台882.1 1.7 1.86 殻頂研磨。殻はアバタ顕著。4036 マガキガイ

No143西 壁部拡張時、
曽畑層 (礫層)台 7641.7 1.5 1.15 殻頂。裏面はやや水平。殻頂アバタ多し。4037 マガキガイ

南区サブトレ中央、灰
白貝層 台28531.5 0.6 0.5 5(6) 0.26 体層。全体に摩耗気味。4042 マルツノガイ

南区サブトレ北側、暗
灰 (貝層)

9。 5 0。 96 体層。全体に摩耗気味。4043 マルッノガイ 1.65

伊ネL原、Bほか、 No.143、
灰色細砂層 台33374。 6 98.81 研磨あり、後世の可能性あり。4011 ヤコウガイ 9。 9

0。 5 12.64 上面摩耗。4032 大形イモガイ 4.0 3.6

No.143西側第 5層最下
部 (マ ンガン直上)
台6876

6。 36
殻頂。穿孔。表面研磨、裏面摩耗。殻は風

化著しい。
3.3 2.8 0。 6 4,54031 中型イモガイ

」の項目1台は を示す。
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6。 木製品

低湿地区より出土した木片はコンテナ数十箱分ある。これら木片には自然遺物と加工痕が認めら

れる人工遺物がある。前者は縄文時代前期のものと上層 (グスク時代初期頃)の ものとに分かれる。

後者の人工遺物は、曽畑式土器が認められた縄文時代前期の遺物が主体で、縄文時代中期は大型の

容器が 1点、縄文晩期は櫛が 1点確認できた。

1。 縄文時代前期

1)策

第16図はリュウキユウチクを素材とした穴である。水場を利用した貯蔵穴に設置したもので果実

類を保存し、流水からこぼれでないようにするために作られた資料である。また、貯蔵穴でも1)杢ベ

たように遺構内には4隅に木片を立ており、穴自体を流水から守るための処置が施されている。

穴はリュウキュウチクを幅 7 mm前後に割いたものを使用している。編み方は底部を見てみると素

材を縦と横に組んでいて、基本的に縦横それぞれ 2本を 1組 として交互に潜ったり越えたりする手

法を用いていると思われる。底部から胴部へ立ち上がる部分の一部では素材の折返しが確認できる。

胴部の方も同様な編み方と思われ、部分的に縦の素材で編み目を詰めている部分が残っている。お

そらく横の素材も本来は詰めていたと考えられる。なぜなら、現状では編み目は粗いがこの状態で

は隙間から呆実類が漏れてしまい、貯蔵するのに不適当な穴となってしまうからである。上端部の

縁は確認されていないため仕上げ方は不明である。

2)構築材

第42図 2は素材が針葉樹を利用しているが樹種は不明。本資料は直径約6。 08cmの丸木を縦に4等

分に打ち割り扇状を意識したと思われる。それを更に円弧部分の両端部を割いて円弧面の幅を狭め

た五角形状に成形して使用している。本資料の中心部とその両サイドに加工痕が見られ、おそらく

磨製石斧による削りと思われる。円弧面で右側に幅 3～ 6皿の蔓もしくは竹材を巻き付けた痕跡が

見られる。針葉樹で硬い性質であることも考慮すると蔓や竹材で巻き付けて固定した何らかの構築

物の一部として使用された可能性がある。水場に何らかの構築物の存在を示す資料となろう。全長

1。46mを測る。

3)石斧柄

第43図 6は石斧の柄で、素材はクチナシである。石斧柄の出土例は南島においては皆無で初の出

土例となる。木の幹と枝の部分を利用し、幹の部分が取っ手、つまり握り部で、枝の部分は石斧を

固定する部分となる。本資料は未完成品で製作途中の段階ではないかと思われ、刃部と直角になる

形状とサイズから手斧と思われる。気の側 (南西側)で検出された。

石斧装着部の間逆の握 り部は石斧などで連続して削りを行い扁平に加工し、その面は手のひらが

当たるところとなる。その幅は5。 5cmを測る。削り痕を見てみると刃部幅は約 2。 5～ 4.5cmである。現

況では握 り部は丸ではなく、石斧装着部に向かって親指で握る面と人差し指などで握る面は斜めに

なり三角状を呈する。握る部の末端の切断面は、ある程度石斧などで打ち削りをして細 くなったと

ころで折って切 り離している状況である。

石斧装着部は上部に石斧を装着するため枝を 2 cm削 り取 り段差を設け扁平に仕上げている。扁平
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に仕上げた面は幅4.7cm、 長さ8.5cmを 測る。石斧装着部の末端の切断面は握 り部と同様である。柄

の長さ32。 5cm、 石斧装着部の長さ20。 5cmを測る。

4)角 材

第42図 5は穴の周辺 (北西側)か らの出土したやや四角形をした木片である。素材は不明である。

一辺約9.8cm、 長さ19。 9cmを 測る。本資料は何らかの構築物の素材の一部であろうか。その場合、

上1)杢 した構築材と関係がある可能性が高い。しかし、尖った部分の先端は石に当たって潰れた状態

をしているため杭として使用した可能性もある。

5)杭

第43図 7～ 9は棒の先端を尖らしていることから杭として使用したと考えられる資料である。本

資料は試掘時に曽畑式土器に伴った資料である。いずれも素材は不明である。

第43図 7は直径 5 cmの円形を資料である。木の幹を利用したものと思われる。先端部のみに尖ら

した打ち削り痕が明瞭に残る。長さ26.5cmを 測る。

同図 8は木片を半分に割いて四角形状に3。 9× 4。 5cm成形 している。先端部を尖らした加工痕が残

る。長さ24。 7cmを測る。

同図 9はやや半円形状をした幹を利用した資料である。棒の両端部は一方は打ち削りにより尖ら

し、もう一方は火を受けた痕跡が残る。この痕跡は切断するため手法なのか、打ち込んだ後に火を

受けたのか判然としない。幅5。 8× 3。 6cm、 長さ21。 5cmを測る。

6)不明製品

第42図 3と 4は同一個体と思われる。試掘調査時の曽畑式土器に伴った資料である。素材は不明。

図 3は縦 8 cm、 横 16.3cm、 幅3.4cmを 測る。表面に幅 2～ 6皿の竹材と思われる素材が横位と縦位

に貼 り付いている痕跡が残っている。断面は「レ」状を成しその部分にも素材が貼 り付いている。

裏面は破損していると思われる。図 4は縦5。 5cm、 横 14。 6cm、 幅2。 lcmを測る。

2口 縄文時代中期

1)容器

第44図 10は第14層 の礫層から出土した大型容器である。南島での出土例はなく初めての出土であ

る。素材はショウナンボクで、琉球列島だけでなく本土も含めて現在の日本には全 く生育しておら

ず、台湾か中国の本土に生育している。縄文時代中期の頃に樹生していたかどうかも不明で、台湾

や中国のとの交流も確認されていない。素材の出自については不明である。

上面形はやや長方形で、側面は船形を呈している。内側はくり抜かれ横臼状を想定させる。くり

抜きの詳細な技法は判然としないが、内壁側に僅かに打ち削り痕が見られる。内側の形状は、断面

は「U」 字状で、側面は袋状で底部の中心部が僅かに盛り上がっている。全面に幅 3～ 4 cmの石斧

などによる削り痕が見られる。特に底部は安定するように扁平に削りが連続してみられる。本資料

のカーボン年代は4480± 50値が測定されている。
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第42図 木製品② 構築材 (2)・ 不明製品 (3・ 4)・ 角材 (5)
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3.縄文時代晩期

1)櫛

第41図 1は櫛で、第13層 の溝の底より出土した。南島において初の出土例である。竪櫛で、長さ

8 cm、 最大幅4。 2cm、 最大厚 0。 8cmを測る。一枚板に先端の尖った利器で両面より幾度も溝を削って

精巧に歯を作 り出す刻歯式技法である。歯は11本持つと思われ、現存または接合した結果、 6本は

長さが6.3cmか ら6。4cmと把握できた。 4本は途中で、 1本は根本より破損している。歯の根元は幅

が0。 25cmか ら0.3cm、 先端は0。 lcmか ら0.15cm、 厚さは根元が0。 6cm、 先端は0.lcmか ら0.15cmを 測る。

櫛の表面は頭部に l cmの幅を有し、歯の根元と段差を設けている。本資料に漆を塗った痕跡は見ら

れなかった。素材はヤエヤマコクタンでカーボン年代は2580± 60値が測定されている。

7.グスク時代以降の遺物について (第45図 ・図版67・ 68)
今回24点の遺物が確認できた、14～ 18世紀頃のものと考えている。青磁 (1～ 3)・ 白磁 ④ ・

染付 (506)・ 褐釉陶器 (7)・ 本土産陶磁器 (8～ 10)・ 沖縄産施釉陶磁器 (11～ 15)・ 沖縄産無

釉陶器 (19)・ 陶質土器 (16～ 18)と 寛永通費について報告する。

第45図の 1と 7は伊礼原B他試掘時に出±。 3の菊皿はNQ143東側淡灰褐色土層から出±。17・

18は No143北側旧表土からの出土。 2の青磁碗底部と寛永通宝は間143北から出±。 4012・ 19は 中

央区～東区間畦の第 2層から出±。 8は中央区～東区間畦の第2b層から出±。10は 中央区～西区

間畦の第2c層から出土。 9は中央区～西区間畦の第 2a層から出±。11は TP試掘No.8か ら出土。

12はサブトレ南北ラインA区緑灰色砂層 4面から出±。15は米軍の客土から出±。16は試掘問3

(平成10年)泥炭層から出±。 506・ 13は表採。ほとんどが四分の一以下の小片である。

寛永通費は直径2.15cm、 重さ2.13gである。背面に「文」の文字を持たないこと、書体などから

1697(元禄10)～ 1781(天明元年)に鋳造された銅銭と思われる。

引用・参考文献

永井久美男編 1994『中世の出土銭 一出土銭の調査と分類』兵庫埋蔵銭調査会
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表12 グスク時代以降遺物観察一覧①
単位 :cm

図
版
番

号 種類 審軒1重 部分 口径 器高 底径 素地 含有物 釉調 貫入 層序

第

４５

図

・

図

版

青磁 碗
口縁

音Б
13.2 3.7

灰白色や

や粗粒子

lmm以下の黒色
粒子をわずかに

灰オリーブ色
の釉がやや厚

くかかる

外面に粗い

貫入わずか

に

B他 試掘
時遺物 (上
勢)

青磁 菊皿
口縁

tlБ

10。 9 1.9
灰色やや

粗粒子

lmm以下の黒色
粒子をわずかに

オリーブ灰色
の釉がやや厚

くかかる

内外に粗 く

入る

No。 1431財誕佃|

淡灰褐色土

層第4層 ?)

青磁 碗 底部 2.9 5。 4
灰白色や

や微粒子

1.5mm以下の黒
色粒子をわずか

に

発色不良で不

鮮明だが、や

や厚くかかる

見られない

No 143ゴヒ

掘り始め

(10～ 15cm)

白磁 月ヽ碗 底部 1。 1 4
白色微粒

子
見られない

乳白色の釉が

やや薄くかか

る

見られない
中央区一東

区間畦

第 2層

染付 碗
口縁

音Ь
12.2 2.9

灰白色堅

級

lmm以下の黒色
粒子をわずかに

明オリーブ灰

色の釉が外面

にやや厚く、

内面に薄くか

かる

見られない 表採

染付 碗 月同音Б 2.9
灰白色微

粒子

lmm以下の黒色
粒子をわずかに

灰白色の釉が

やや厚くかか

る

見られない
調査区北側

表採

褐釉陶器 1臣 底部 3.7 13.1
灰色微粒

子

5mmの石英 ?を
わずかに

黒色の釉が薄
くかかる

見られない

B他 試掘
時遺物 (上

勢)

本土産陶

磁器

碗

染付?

口縁

音6
12.3 2.6

灰白色や

や微粒子
微細な黒色粒子

灰白色の釉が

やや厚くかか

る

内外面に細
かく入る

中央区一東

区間畦

第 2b層

本土産陶

磁器
碗 月同音Б

灰白色堅

級
見られない

灰オリーブ色
の釉がやや薄

くかかる
見られない

中央区―西

区間畦

第2c層

本土産陶

磁器 ?青
磁 ?

皿 皿 13.4 2.1
灰白色や

や粗粒子
見られない

灰オリーブ色

の釉が内面に

やや厚く、外

面に薄くかか

る

見られない
中央区一西

区間畦

第 2a層

第

４５

図

・

図

版

６８

11
沖縄産施

釉陶器
火取
口縁

音Б
10。 2 2.2

灰白色堅

級
見られない

黄褐色の釉が

やや薄くかか

る

外面にやや

粗く入る

中央区―東

区間畦

第 2層

12
沖縄産施

釉陶器
急須 月同音Б 1.1

淡黄 堅
級

lmm以下の黒色
粒子をわずかに

灰白色の釉が

ややうすく

外面1琳田か

く入る
表採

13
沖縄産施

釉陶器

灰釉

碗

口縁

音Б
13.4 2.3

灰色やや

微粒子
見られない

灰オリーブ色
の釉がやや薄

くかかる
見られない

伊 c TP-8
(土手上の

土洗い)
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表12 グスク時代以降遺物観察一覧②
単位 :cm

図
版
番
号 種類 器種 部分 口径 器高 底径 素地 含有物 禾由調 貫入 層序

第

４５

図

・

図

版

６８

沖縄産施

釉陶器

5k禾由

碗
底部 3.3 8

灰白色や

や微粒子

lmm以下の黒色
粒子を少量

見られない

サブトレ南

北ラインA
区緑灰色砂

層 4面 目

15
沖縄産施

釉陶器

白磁

瓶
底部 2.7 7.2

黄灰色や

や微粒子

lmm以下の黒色
粒子をわずかに

見られない 米軍客土

陶質土器 鍋 底部 3.4
橙色微粒

子

5mm以下の赤色
粒子と2mm以下
の自色粒子、微

細な雲母 ?を わ

ずかに

試掘 No。 3泥

炭層 (シ ル

ト層下位)

17 陶質土器 火炉
口縁

t:Ь

11.6 1.7
橙色微粒

子

2mm以下の赤色
粒子と2mm以下
の自色粒子、微

細な雲母 ?を わ

ずかに

NQ143

調査区北側

旧表土

18 陶質土器 急須 月同音Ь
橙色微粒

子

微細な雲母わず

かに

No143

調査区北側

旧表土

沖縄産無

釉陶器
霊 I EE 2.9

にぶい赤

褐色やや

微粒子

微細な白色粒子
わずかに

外面に自然釉?

中央区一東

区間畦

第 2層

20 古銭
寛永

通宝
22 1

:NQ 143ゴヒ

掘り始め

(10～ 15cm)

な

し 21
沖縄産施

釉陶器
鉢 底部 4

にぶい黄

橙色やや

微粒子

2mm以下の暗褐
色粒子をわずか

に

オリーブ黒色
の釉が高台と

見込み以外に

薄くかかる

内外に細か

く入る

NQ143

伊B他

な

し 22
沖縄産無

釉陶器
霊 I 月同音Ь 7

にぶい赤

褐色やや

微粒子

微細な白色粒子
わずかに

NQ143

伊B他

な

し 23
沖縄産無

釉陶器
甕 月同音Б 10

にぶい赤

褐色やや

微粒子

微細な白色粒子

わずかに

な

し 24 陶質土器

急須

?土
瓶 ?

蓋 4

にぶい橙

色やや粗

粒子

lmm以下の褐色
粒子と微細な雲

母 ?、 白色粒子

をわずかに

No143

伊B他
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低湿地区

図 版



ヽ

図版7 伊礼原遺跡周辺の戦前の米軍航空写真 (1945年2月18日撮影） 小さい丸は低湿地区 大きい丸は砂丘区
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■■
■

■
■
●

上 :伊礼原遺跡の遠景 (西側上空より)

下 :伊礼原遺跡の中景 (西側より)
図版8
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■■■■

上 :伊礼原遺跡
下 :伊礼原遺跡

低湿地区の伐採後の状況 (南側より)
低湿地区の伐採後の状況 (西側より)

図版 9
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上 :伊礼原遺跡
下 :伊礼原遺跡

低湿地区東側奥のウーチヌカー湧水

低湿地区湧水から流れる小川跡の水イモ
図版 10
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上 :低湿地区の発掘状況
下 :低湿地区のグリット設定状況

図版 11
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上 :低湿地区の土層断面状況 (中央区南壁面)
下 :低湿地区の土層断面状況 (北区東壁面)

図版12
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上 :カ ワニナを多量に含む上位層の状況 (中央区東壁面)
下 :低湿地区北側の旧水田跡 (第 3の層)

図版 13
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上 :中央区西側水田址に見られる亀甲状クラックの状況

下 :同上
図版 14

-157-



'' 'i:

図版 15

上 :北東区南壁面の状況
(手前北側には岩盤石灰岩の水摩を

受けた痕跡が見られる)

下 :北東区北壁面の状況
(中央区の第 12～ 16層が欠ける)
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図版16 上 :南区第11層の樹根の検出作業状況
下 :西区第11層の樹根検出状況
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竃  萎

図版17 上 :中央区第11層の樹根下で出土した縄文晩期土器
下 :中央区西壁第11層の樹根層壁面に出土したフェンサ下層式土器
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図版18 上 :南区南壁面と第14層礫面上面の状況
(左側が木製容器、右側が板状樹種と石器類出土状況)

下 :板状樹種と石斧2点スリ石1点の出土状況

-161-
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図版 19 上 :南区第 14層上面の木製容器の出土状況
下 :南区第 14層上面の木製容器の出土状況 (容器内部に礫が混入している)
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図 0 上 :南区第14層礫層上面の状況(木製容器の取り上げ後)
下 :西区第14層礫層上面の状況

版 2
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図版21 上左 :南区第 14層上位面 (右側)と 中位面 (左側)の状況
下左 :同上上位面掘り下げ後の建築材の出土状況

上右 :同左上位面の掘り下げ後の状況
下右 :同左土層断面と建築材の状況



図版22 上 :中央区西側の第14層
下 :中央区北側の第14層

中位礫層の露出状況
中位礫層(左側)下位礫層(右側)の露出状況
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図版23 上 :中央区西壁面 (中央やや左、黒い部分下で櫛が出土)
下 :櫛の検出状況 (上層からの溝下で見られる)
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図版24

上 :中央区東側、第14層中位礫層の

露出状況
下 :同上、試掘穴断面に検出された遺構

-167-
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5 上左
下左

中央区東側、中位礫層、旅の上位に検出された板状樹木  上右 :策の
旅の検出状況   下右 :策の南面隅 (右下側)で黛の塊が見られる

出状況



―

い
い
つ
―

図版26 上左 :北区第14層遺物出土状況
下左 :同上、石斧の出土状況

上右 :同左、石斧の出土状況
下右 :板状石器の出土状況



1瘍%:鶉颯|・

図版27 上左 :中央区南壁第 14層、黛近くシイの実のレンズ状の堆積状況
下左 :黛の北側外に集中するシイの実の状況

―

ド
、「
〇
―

上右

下右

策の北面側に拡がるシイの実の状況

南区東側に見られるシイの実の状況



―

葛

い
―

図版28 上 :南区サブ トレンチ第14層の員層の検出状況 (1回 目)
下 :同上



―

ド
「
い
―

祇  ||1臨` h.

図版29 上 :南区サブ トレンチ第 14層の員層の検出状況 (2回 目)
下 :同上



―

【
「
い
―

図版30 上 :南区サブ トレンチ第 14層 の員層の検出状況 (3回 目)
下 :同上



―

ド
呵
や
―

図版31 上左 :南区第 14層員層の 出状況 上右 :同左

下右 :同上下左 :同上、海獣骨 (図版75)の出土状況



図版32 上 :南区サブトレンチ第14層下位礫層の検出状況
下左 :同上、サブトレンチF-15交差区の状況

下右 :同上、南区から中央区を望む
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一呵
０
１

33 上左
下左

中央区サブ トレンチ第 14層 (G・ H・ l)の状況
‐ ■■|

南区サブトレンチ第 1 4層 ・ B・

中央区サブトレンチ第14層 (16・ 17・ 18)の状況 下右 :西区サブトレンチ第14層 (19・ 20021)の状況

■  |



図版34 上 左 :低湿地区水没状況
中上左 :低湿地区の崩落状況

中下左 :低湿地区の水没状況

下 左 :低湿地区の作業状況

翻r範

上 右 :発掘作業員 (沖 市シルバー)
中上右 :同上
中下右 :同上
下 右 :発掘作業員 (北谷町 0沖縄市シルバー)
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図版35 爪形文土器① 上 :表面 下 :裏面
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図版36 爪形文土器② 上 :第 19図 7 下 :第 19図 13、 14

-179-



図版37 曽畑式土器① 上 :表面 下 :裏面
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図版38 曽畑式土器② 上 :表面 下 :裏面
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図版39 曽畑式土器③ 上
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図版40 曽畑式土器④ 上 :表面 下 :裏面
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図版41 曽畑式土器⑤ 上 :表面
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図版42 曽畑式土器⑥ 上 :表面 下 :裏面
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図版43 曽畑式土器⑦ 上 :表面 下 :裏面
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資料 下 :左 0表面 右・裏面図版44 曽畑式土器③ 上 復元
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図版45 面縄前庭式土器・仲泊式土器 上 :表面 下 :裏面
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図版46 面縄東洞式土器 上 :表面 下 :裏面
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図版47 縄文晩期土器 上 :表面 下 :裏面
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貝塚後期土器① 上 :表面 下 :裏面
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図版49 員塚後期土器② 上 :表面 下 :裏面
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図版50 グスク土器 上 :表面 下 :裏面
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図版51 復元土器
1(第29図 2)2(第 30図20)3(第 31図 1)4(第 32図 6)5(第 32図 10)
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図版52 石器①
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図版53 石器②

-196-

0

25

10 cln



■
フ

菫
■
■
■
麗
目
麗
７

36

曇
饉
曇壼
覇
薗
理
画爾
璽
麗７

一

35

33
5cln

∩

）

27

菫
爾
憑
鰈
靡

|

．．．．．．．．・．一一
¨̈瑚
一一瑚
珊̈
髯
，

話
鰭
牌
牌
一一
一一炸
、、

饂骰
醐糀
翻馘
緻聰
鶉蒻
珈隕
爾

30

Ｑ
）
（∠

（０（∠

黎魃―:一明釉
37

農
麗
轟
躍
理
〒

一

（
６

軋
輻
辣
σ
マざ

32

玲

1

∩

） 1 0crn

-197-

図版54 石器③
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図版55 石器④
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図版56 石器⑤
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図版57 石器⑥
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図版58 石器⑦
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図版59 骨製品① 上 :表面 裏 :裏面
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図版60 骨製品② 上 :表面 裏 :裏面
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図版61 骨製品③ (上 )・ チャート (下 )
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図版62 貝製品 上 :表面 裏 :裏面
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図版64 木製品② 構築材 (2)・ 不明品 (3、 4)・ 角材 (5)
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図版65 木製品③ 柄 (6)・ 杭 (7～ 9)
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図版66 木製品④ 木製容器
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図版67 グスク時代以降の遺物①
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図版68 グスク時代以降の遺物②
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図版69 魚 1・ 2
1、 2サメ歯、3イ タチザメの歯、4サメ椎骨、5ネズミザメ科椎骨、6エイの尾棘、7エイ歯板、8エイ椎骨、9ウツボ前上顎
骨(R)、 10ダツ腹椎、11ウ ツボ科鋤骨a、 12ウツボ科鋤骨b、 13ハ タ科前鯉蓋骨(R)、 14カ マス前上顎骨(L)、15フ エダイ科前
上顎骨(R)、 16ハ タ前上顎骨(L)、 17ハ タ歯骨(R)、18フエダイ科上顎骨(R)、 19ク ロダイ前上顎骨(R)、 20ミ ナミクロダイ前上

顎骨、21フエフキダイ科前上顎骨(L)、 22ヨ コシマクロダイ前上顎骨(L)、 23ヨ コシマクロダイ前歯 (L)、 24フ グ前上顎骨

(R)25、 26ハ リセンボン上顎骨、27モ ンガラカワハギ背鮨棘、28サバ科椎骨、29マグロ椎骨、30ハ リセンボン棘
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図版70 魚 3・ リクガメ・ネズミ0カエル
1ベラ前上顎骨(R)、 2ベラ前上顎骨(L)、 3ベラ歯骨(L)、 4ベ ラb上咽頭骨(L)、 5ベ ラb下咽頭骨、6ベ ラa上咽頭骨(R)、 7
～ 9ベ ラa下咽頭骨、10ブダイ前上顎骨、11ブダイ歯骨、12イ ロブダイ前上顎骨(L)、 13イ ロブダイ歯骨、 14ブダイ上咽頭

骨、15ナンヨウブダイa下咽頭骨、16ブダイa上咽頭骨、17イ ロブダイ下咽頭骨、18上腕骨(R)、 19大腿骨(R)、 20胚骨(R)、 21

座骨(R)、 22腸骨(R)、 23鳥口骨+肩甲骨、24頂骨板、25肋骨板、26上腹板(R)、 27内腹板、28中腹板(L)、 29剣状腹板(R)、
30ネズミ下顎骨、31ネズミ科下顎切歯(L)、 32小型哺乳類基節骨、33ケナガネズミ中手・中足骨、34ケナガネズミ上腕骨・

遠(L)、 35カ エル仙椎
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図版71 ウミガメ 102
1、 2肋骨板、3頂骨板、4腹甲(縁 )、 5下顎骨、6、 7鳥 口骨(R)、 8前鳥口骨(R)、 9末節骨、10剣状腹骨(L)、 11上腕骨(L)、
12尺骨(L)、 13撓骨(L)、 14大腿骨(R)、 15腫骨(R)、 16誹骨(L)
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図版72 イルカ0ジュゴン
1後頭骨、2～ 4歯、5上顎骨、6耳骨胞、7肋骨(近位端)、 8肋骨破片、9環椎、10椎体、11脊椎、12～ 14椎骨
15上顎骨(L)、 16切歯骨(L)、 17肋骨(R)、 18棘突起
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図版73 イノシシ 1・ 2
1イ ノシシの頭骨、2上顎骨オス(L)、 3上顎骨メス(R)、 4上顎骨(R)、 5上顎骨メス(L)、  6上顎骨(R)、 7上顎骨(L)、
8上顎骨オス(L)、 9下顎骨オス(両 )、 10下顎骨メス(両 )、 11下顎骨(R)、 12～ 14下顎骨(L)、 15下顎骨メス(L)
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図版74 イノシシ304
1、 2耳骨、3環骨、4軸椎、5頸椎、6仙椎、7上腕骨(R)、 8尺骨(L)、 9、 10撓骨(L)
11肋骨、12寛骨(L)、 13大腿骨(R)、 14肛骨、15、 16勝骨、17頭蓋骨(L)
18距骨(L)、 19踵骨(L)、 20足根骨、21中足骨、22基節骨、23中節骨、24指骨(末節)
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図版75 鳥類・クジラ
1ワ シ科尺骨(近位端・L)、 2サギ尺骨(R)、 3ワシタカ科尺骨(L)、 4カ ラス尺骨(L)、 5カ モメ鳥口骨(R)
6オオコウモリ科上腕骨(R)、 7ク ジラ肋骨、8頭骨、9下顎骨、10部位不明
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図版76 イヌ 0イ ノシシ・糞石・琥珀
1頭骨、 2犬歯、 3撓骨(R)、 4イ ノシシ月⊆骨(変形)、 5イ ノシシ腫骨(正常)6、 7糞石、8琥珀
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(番号は表73と 一致、T― はタカラ貝・R―は陸産貝の番号を示す)

図版77 員類① (巻貝)
-219-



R115

(番号は表74075と一致 T一 はタカラ貝・R一は陸産貝の番号を示す)

７
′
（∠

図版78 貝類② (上 :巻貝 0下 :陸貝)
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(番号は表76と 一致、T一 はタカラ貝・R一は陸産貝の番号を示す)

図版79 員類③ (二枚貝・他)
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図版80 上 :木の実 各種
下 :木の実(東区曽畑層)
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Ⅱ 砂 丘 区

第 1節 調査の方法

砂丘区における範囲確認調査は平成13年度の試掘調査で確認された遺構の広がりと北東側丘陵米

軍隊舎から海岸に向かっての地形等も考慮して調査区 (ソ フトボール場内)を設定することにした。

試掘時のNo.3の試掘穴を基点に南西側に 5× 70mの トレンチを設定した。任意に北側より南ヘアル

ファベットで、西側から東側へ算用数字で表し、グリットは北西隅を基準とした。

基地内で行う調査は、米軍施設が機能している関係上、調査許可が得られる区域と得られない区

域があり、当該地域は許可が得られなかった区域であった。平成 8年度の試掘調査では、その周囲

を調査した際、縄文期の遺物が出土し遺跡が存在することは明白であった。従って、この範囲確認

調査では低湿地区から砂丘区へ、そして丘陵米軍隊舎から砂丘へといたる地形と遺跡の性格及び範

囲を把握すること、そして、低湿地区で確認できなかった曽畑期の遺構などを検出することを最大

の目的とし、また、キャンプ桑江北側返還に伴う区画整理事業も実施されることから、今後の開発

の際の調整資料としても遺跡の面積・堆積状況・遺構の有無とその密度などの特徴を把握する必要

があり、これらの観点から調査を行うこととした。

第 2節 層 序

本遺跡は東側の丘陵部の麓から西側の海岸に向かって展開しているが、一気にその空間を利用し

たのではなく、西側に砂丘が形成される過程に伴い遺跡が展開していく様相がとれる。しかし、と

きには自然現象によって、遺跡が展開していた砂丘が削られるという状況が確認されている (註 :

松田)。 この現象が 2～ 3回あることが判明した。地層は丘陵側と西側とでは堆積状況に違いが見

られる。丘陵側は丘陵の谷間を流れる川や丘陵麓の湧水などから運ばれる流出土や砂によって湿地

を形成し、西側は海岸から打ち上げられる風勢砂や砂利によって砂丘が形成されている。ここでは

砂丘区における堆積状況をi)杢べる。

第 1 層 :米軍基地建設に伴う埋土で返還地全体に堆積する。基地に関する埋設物や瓶・缶・薬大

などが出土する。

第 2層 :黄色粘質土でグスク時代以降から近世までに堆積した層で、カワニナを含んでいること

からこの期は湿地を形成していた。層厚はE-20グ リットで30cmと 厚 く、E-18グ リッ

トで 2 cmと 薄くなる。堆積の広がりは丘陵側からEラ インで確認できているのは18グリッ

トまでで、南北を見てみるとCODOFの 19グリットでも確認できる。本層はE-18グ リッ
トから南西側には広がらない。沖縄産陶器などが出土するが少ない。

第 3層 :黒色粘質土でグスク時代 (15～ 17世紀頃)か ら近世までに堆積した層である。層厚は厚
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第46図 グリット図 (砂丘区)
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いところで50cm、 薄いところで 6 cmである。Eラ インのE-18グ リットからE-14グ リッ

トで見られ、南北にも広がると想定される。溝が検出された。出土する遺物は15世紀～

17018世紀の中国産陶磁器や沖縄産陶器などが出土する。

第 4層 a:黒色土層でグスク時代 (15～ 17世紀頃)の包含層である。E-15グ リット中央からE―

14グ リットに堆積する。層厚は20cm前後である。本層は平成11012年度の範囲確認調査

で確認された伊礼原遺跡の北側に分布する伊礼原D遺跡 (グスク時代 :15016世紀頃)

に類似することからその広がりが及んでいると想定される。出土する遺物は15016世紀

の中国産陶磁器などが出土する。

第 4層 b:海浜の白砂で、Ⅳa層 を含んだ柱穴が検出される。E-16グ リットからE-14グ リット

に堆積する。遺物はⅣa層期のもので少量見られる。

第 5層 a:黒色砂質土層でグスク時代 (15～ 17世紀)の撹乱層で、グスク時代～弥生時代相当期の

遺物が出土する。E-18～ E-15グ リットに堆積し、南北ではCOD・ F～ Hの 19ラ イ

ンより堆積が始まっている。本層最下部は弥生時代相当期の堆積と考えられる。

第 5層 b:淡灰色粘質土で無遺物層である。カワニナを含んでおり湿地を形成していた。E-20グ

リットでは20cm、 E-18グ リットでは 2 cmと 薄くなる。本層は丘陵側からE-18グ リッ

トの範囲まで堆積し、南北ではCOD・ Fの 19ラ インまで広がりが確認できる。

第 5層 c:黒色砂層でグスク時代 (12～ 13世紀頃)の撹乱で、弥生時代相当期までの遺物が出土す

る。E-20グ リット～E-18グ リットまで堆積する。南北ではCODeFOG・ Hの 19

ラインで確認できる。

第 5層 d:海浜の白砂で第 5層 a下部の土を含んだ柱穴が検出される。

第 6層 a:黒色砂層で縄文時代後期 0晩期の遺物が混在して出土する。炉址や住居址などの遺構を

伴う。E-20グ リットからE-18グ リットの東側まで堆積し、南北ではCOD・ FOG・

Hの 19ラ インで確認できる。

第 6層 b:黒色砂層でやや褐色を帯びている。縄文時代中期の包含層で、C-23024グ リット西側 0

E-22023グ リット西側、No.1か らNo.5試掘穴、C-19・ 20グ リット東側、E-20グリッ

トの範囲で堆積が確認できる。E-22023グ リット東の丘陵周辺では山砂と海浜砂が混

在する部分で遺物や遺構も検出されている。

第 7層 :海浜の白砂層である。E-20グ リットで住居址と思われる掘り込みに堆積した貝集積が

検出された。E-18グ リットの北東側まで堆積する。南北を見てみるとCOD・ F・ G・

Hの 19ラ インにおいて縄文時代中期の遺物が出土する。

第 8層 :海浜の自砂層で非常に粒が細かい。縄文時代中期から前期頃の堆積層と思われる。B―

24試掘穴とC-23024グ リットで堆積が確認されている。条痕系の土器が出土する。

第 9層 :海浜の自砂層で粒が粗い。遺物の出土は少ないが曽畑式土器が出土。試掘穴No.102で

堆積が確認された。

第 10層 :海浜の白砂層で粒が粗 く拳大の礫が散在する。縄文時代前期の堆積と思われる。試掘穴

No。 1で確認されている。試掘穴No。 1か ら数十m東側が低湿地の南区にあたり、そこでも

礫層は確認され対応すると想定される。
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第 3節 遺  構

本遺跡の砂丘区における遺構は縄文時代中期から晩期、弥生時代相当期、グスク時代、近世、戦

前まで確認できた。縄文時代の所産としての遺構は中期の炉址 3基、貝集積 1基、柱穴数基、後期

は竪穴住居跡 2基、石集積 4基、土坑 8基、晩期は炉址と考えられるのが 1基、土坑 1基、弥生時

代相当期は柱穴群、グスク時代は柱穴群、所属時期が不明な丼戸状遺構 1基が検出された。近世、

戦前の遺構は溝が確認された。

これらの遺構は、各時代の立地の成 りたちと深い関係があり、時代が新しくなるにつれ、西側ヘ

展開していく様相が窺える。しかし、縄文晩期以降から弥生時代相当期の間に 2回、弥生時代相当

期以降に 1回の計 3回、自然災害によって遺跡が立地していた砂丘の一部が削られて、再度堆積し

て遺跡が存在し、また削られるなどそれを3回繰り返している過程が確認されている (松田)。 従っ

て、各時期の遺構の検出状況に特徴が見られる。弥生時代相当期以降、西側に展開するグスク時代

は出土遺物から15世紀から18世紀の集落跡が展開している。そして、その集落がおそらく現在の国

道58号線近くに残る戦前の集落跡に移動していったのではないかと想定される。今回の調査範囲に

おいては、近世から戦前の遺構は溝が検出されたが、米軍が基地建設の際の造成の影響を受け、削

られたり、鉄屑等の廃棄場として掘削されている状態であった。そこで、ここでは縄文時代からグ

スク時代までの遺構の紹介としたい。

1.縄文時代中期の遺構

この時期の遺構の所在は低湿地の南東側の丘陵 (米軍将校クラブ施設跡地)が砂丘側に舌状に張

出し、その麓周辺に範囲に展開している。東西方向を見てみると丘陵麓からEラ インではE-20グ

リットまで、南北は平成13年度の試掘穴No.1か らNo.4ま で確認されている。従って丘陵麓の南西側

を取り巻くように南北に細長く延び、低湿地に到る分布域となっている。遺物の分布はこれに重な

るが広がりを増している。この期の遺構は炉址 3基、貝集積 1基、柱穴数点確認された。

1)炉址

炉址はNo.304試掘穴の第 6層 bよ り検出された。平成13年度の試掘調査で米軍施設が機能して

いる関係上、4× 4mの狭い範囲内での調査であった。そのため、炉の周辺に柱穴が伴うもののプ

ランが確認できず屋内炉なのか屋外炉なのかは特定できなかった。今後、広範囲な調査において詳

細が明らかになることに期待したい。

炉址 1

第51図上はNo.3試掘穴より検出された炉址である。検出時は北東側に石灰岩が 2点見られ、内 1

点は覆土に覆われた状態であった。炉址の形状はやや不定形な円形を呈し、長軸が約1.1～ 1。 2m、

短軸が約 lmである。断面を見てみると北側の底部は10cmと 浅く、中心部から南に一段低くなった

底部は25cmの深さである。北の炉内はほぼ黒色土で、南側は赤褐色土が堆積し、いずれからも炭が

検出された。これらを掘り下げていくと遺構の底部が赤色化した焼土も検出され、炉址とした。
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遺構内からは獣骨や土器、石器が出土した。土器は面縄前庭式土器であった。炉址は今後の調査に

おいて住居内、外のどちらに所在するのか判断を委ね、保存して埋め戻すこととした。

炉址 2

第51図 2は No.4試掘穴より検出された炉址である。炉址の形状は南東―北西方向を長軸に約 1。 4

m、 短軸が0。8mと 縦長の楕円形を呈する。断面は深さ約10～ 20cmの窪みで、黒褐色土と褐色土が

堆積し、炭や焼土を含んでいる。遺構内から獣骨や土器などが出土した。土器は面縄前庭式土器で

あった。

炉址 3

第54図 はE-20グ リットの第 6層 bよ り検出した。炉址の形状は平面形は円形を呈し、直径 lm

である。炉の断面は橘り鉢状に窪み20cmの深さである。堆積状況は 4枚の層が確認された。上部よ

り、1枚目は石灰岩の集積。2枚 日は焼けた獣骨が含まれる黒色砂。3枚 目は赤褐色砂。4枚目はや

や粘質の灰白色砂で貝片と獣骨片を多く含んでいる状況であった。遺構最下部を掘 り下げていくと

出土する遺物が貝主体へと変化が見られたことから本遺構と異なった遺構が存在する可能性が生じ、

図面や写真などの処理を行った後、広げて確認したところ貝集積遺構の広がりが検出された。この

ことから炉址は貝集積を掘 り込んで使用されていることが判明した。炉址からは獣骨や貝片以外に

面縄前庭式土器や石片が出土している。

2)貝集積土坑
第54図土坑は貝集積土坑である。E-20グ リット第 6層 bの遺構で、炉址 3を掘り下げ中に検出

した。遺構の規模や形状を確認するため露出作業を行い、その後堆積状況を見るため十字のトレン

チを設け調査を行った。その結果、貝集積は2。 5× 2。 5mの 円形状で、断面は碗状を呈していること

が判明した。更に遺構内の詳細な堆積を見るために北西側の 1/4を 掘り下げたところ 6枚の堆積

が確認され、上部の 1・ 2枚目に貝が集中していた。堆積状況は以下のとおりであった。

1枚目はマンガンを含んだ灰色粘質砂層で二枚貝と獣骨、陸産マイマイが多く含まれる。土器や

人間の大腿骨も見られた。

2枚目は灰色粘質砂層でマンガンの量が減少し、上部は大型の貝と二枚貝、中間部は二枚貝のみ、

下部は二枚貝とマガキ貝に分かれて堆積する。

3枚目は淡灰色砂や淡茶色の砂層が混在し貝は減少する。

4枚目は灰色砂層で貝は無く礫が少量含まれる。

5枚日はマンガンと灰色砂層で貝は少量である。

6枚目は自砂に灰色砂の混在で貝と炭が少量含まれる。

本遺構の断面は上1)杢のように碗状を成している。下層の 6から4枚目が堆積した後に貝が廃棄さ

れたと思われる。このように、貝の集積は直接掘って廃棄下のではなく、元々別の掘り込みを再利

用しているようである。本遺構の北西側縁には30cm大の石が地面に立てられた状況が 2点確認され

ていること、周囲には土坑が見られる、これが柱穴となると竪穴住居址の可能性がある。
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3)柱穴

第52図 ・第53図は試掘穴No。 1～ 4で確認された柱穴である。直径20～ 25cm、 深さ20～ 25cm程の柱

穴が第 7層 より検出された。範囲の狭い試掘穴であったためプランは確認できなかっため、今後の

広範囲な調査において詳細な成果が得られるのを期待したい。

第54図はE-20グ リットの貝集積の周辺に不定形な円形をした直径30～ 40cmの柱穴と思われる遺

構を検出した。前i)杢 したように貝集積は二次的に転用されており、当初の遺構は竪穴住居の可能性

があるため、柱穴を想定して調査を行ったが深さが 5 cmと 浅かった。

2。 縄文時代後期の遺構

この時期の遺構は20ラ インから18ラ インの範囲に分布し、縄文時代中期の分布より更に西側に範

囲を広げている状況で、南北域も若干広がっている。この期の遺構は住居跡 2基、集石遺構 4基、

土坑 8基が確認された。また、今回図化することができなかったが、E-18グ リットの東側におい

て30～ 40cm大の石灰岩が西側 (海岸)に向かって、傾斜ている状況が確認された。当初は状況が理

解できずに自然ではないだろうかと判断していたが、堆積学の松田順一郎氏 (第Ш章Ⅱ参照)に確

認して頂いたところ、波によって砂丘が削られているとのことであった。従って、本来はこれから

紹介する住居址の可能性が高いことが分かった。

1)住居址

第 1号住居址

第55図 はE-19・ D-19グ リットで確認された竪穴住居址で、第 6層 aの遺構である。検出当時

はE-19ト レンチの北西側の北壁で確認され、遺構の規模が不明であったため北側のD-19グ リッ

トを拡張し規模及び形状を確認した。

検出当時は礫の平面形が三角形状に集積を成し、北壁に接していた。そこで、遺構のプランを確

認するためD-19グ リットとの境に観察畦を残 して北側に拡張した。平面プランは約 3× 2.8mの

隅丸方形を呈し、遺構の内側には貝殻や人工遺物が集中していた。その遺物を取 り除くと窪みを成

していて、床は平たい礫を敷き詰めている状況であった。壁は40cm大の石灰岩を配して擁壁とし、

南東側では約50cm立石との隙間が見られ、また、南東側外に石皿と敲石が出土していることから入

り口と推察される。遺構内の床面は礫を敷き詰めていて柱穴は確認できなかった。礫は被熱や煤が

付着したものが見あたらないことから屋内炉ではなく屋外炉になると推測される。ただ、観察畦下

にある可能性もある。遺構内より出土した遺物は縄文時代後期の面縄東洞式土器・市来式土器 0骨

製品などが出土している。調査後は保護砂を覆い埋め戻しを行った。
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第 2号住居址

第56図はCOD-19グ リットとCOD-18グ リットで確認された竪穴住居址で、第 6層 bの li童構で

ある。本遺構も検出時はCOD-19グ リットの西壁で確認され、18ラ インと19ラ インに観察畦を設

け西側 (18ラ イン)に拡張し、プランの確認を行った。平面プランは北側が米軍の埋設管の敷設に

よって破壊されていて全容は不明であるが、約 3× 2.7mで隅丸方形と推察される。埋設管の溝か

ら遺構の掘 り込みが確認でき下層の自砂層 (第 7層 )を掘 り込んでいる。床は約10か ら30cm大の石

灰岩礫を敷き詰め、壁は40cm大の石灰岩礫を配していた。第 1号住居址と同様南東側に約80cmの 隙

間があり入り口と推察される。炉址、柱穴は確認できなかった。本遺構も保護砂で覆い埋め戻しを

行った。

2)集石遺構

1号集石

第57図はC-19グ リットで確認された第 6層 aの集石である。グリットの北壁から本遺構に向かっ

て溝が伸びている。遺構はその窪みを利用していると思われる。検出時はグリット中央部で東西方

向にテーブルサンゴ (50～ 70cm大)の配石が見られたことから埋葬に関する遺構と考え掘 り下げて

いた。しかし、土墳の掘 り込みや人骨は確認することはできなかった。そこで、視点を変え周辺を

見直したところ、東西方向に配されたテーブルサンゴの東端から直角に南に石が並び、そこから更

に南と西側に石が分布している。平面形は西側が米軍の撹乱を受けているが方形状が推察される。

第 102号住居址のように石灰岩などを使用した住居址の可能性が考えられる。本遺構も保護砂で

覆い埋め戻しを行った。

2号集石

第58図 はC-19020グ リットの19ラ インから西側に分布する第 6層 aの集石である。西壁側は礫

が少なく窪み、東側は弧を描いている状況である。礫は15～ 30cm大の琉球石灰岩や砂岩などが散布

し、集石の中央部には1。 1× 1.2cmの範囲で貝殻の集中が確認された。本集石は検出状況をそのまま

保持したままである。第 le2号住居址の検出時に類似 しているが、40cm大以上の石が少なく、10

～20cm大の礫が多いように感じられる。住居跡を想定しているが今回は範囲を拡張せず保護砂で覆

い埋め戻しを行った。今後の広範囲な調査によって詳細が明らかになることに期待したい。遺構の

上面からは面縄東洞式土器や石器などが出土した。

3号集石

第59図はG-19グ リットの北東角に分布する第 6層 aの遺構である。調査区の制限または、掘り

下げを行ったとしても遺構の現況から性格はつかめないとの判断から検出状況の記録に終始した。

集石の礫は20cm大の琉球石灰岩が重なっていて、第 102号住居址の検出状況に類似している。詳

細な性格は今後の調査に委ねることとし、現状のまま保存じ埋め戻した。

4号集石

第59図 はGOH-19グ リットの中央部東側に分布し第 6層 aの遺構である。3号集石の南側に位
置している。集石は東壁に接し北側と南側は米軍の撹乱を受けている。また、本遺構も同様に第 10

2号住居址の検出状況が類似していることから住居址の可能性がある。現状では、約2。 5× 2.7mで、
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礫は15～ 30cm大の琉球石灰岩の集石となっている。上i)杢 したように住居址の可能性があることから、

今回は検出状況のみの記録に終始し、保存することとし、現状のまま埋め戻しした。集石からは石

斧や面縄東洞式土器などが出土し、周辺には石皿やイカリ石の大型の石器が出土している。

3)土坑

第60図は土坑である。E-20グ リットに集約される。8基確認された。いずれも10～ 20cmと 浅く、

最も深かったのは土坑 3で40cmである。形状はまばらで、ひょうたん状を成す土坑 4(1。 4× 0.6m)・

6(1。 2× 0。 7m)、 円形の土坑 2(約 0。 8m)・ 8(0。 7m)、 長方形状の土坑 1(1。 1× 0。6m)03(2.2× 0.5

m)・ 7(1.3× 0。 8m)、 正方形を成す土坑 5(2× 2m)がある。土坑の中には15cm大以内の小礫が

主に見られ、土器片・貝殻 0獣骨、石器片、炭等が混在している。覆土内に炭化物が見られたこと

から炉址を想定したが、底部付近や側面に赤色化した土もなく、焼土は確認できなかった。また、

礫についても赤色化は見られず、判然としない。

土坑 5は本遺構内では最大で、西側を米軍の埋設管工事の際に破壊され、南西側はE-19グ リッ

トとの畦下となり未掘削である。E-19グ リットでも埋設管工事の影響を受け破壊されている。現

状では 2× 2mの正方形を成しており、規模からすると住居址の可能性が考えられる。しかし、同

時期の住居遺構は前述のとおり礫を使用したもので、本遺構は周辺の土坑同様、土坑内には小礫が

散在していることと浅いため、ここで扱うこととした。

3.縄文時代晩期の遺構

本期は縄文時代後期の分布に重なるが、遺構は炉址 1基 と落ち込み遺構 1基が確認された。

縄文時代後期同様に波によって遺跡が形成されていた砂丘は削られたと考えられる。従って、18

ラインまで存在するがそこから西側には縄文時代の堆積は見られない。

1)炉址 4

第60図～第62図 は炉址である。E-20グ リット第 6層 aの遺構である。グリットの北東側の北壁

に礫が見られ、南にも40～ 50cm大の石灰岩が地面に立てた状態で検出された。遺構の北側は米軍に

よる撹乱で形状は不明であるが、北壁に石がはまり、南東側に配石が存在することから石囲い炉と

推測される。本遺構は北壁に接しているため半分残る状態となることから南側の掘り下げを行った。

炉は深さ約50cmで、方形状にほりこまれている。覆土には仲原式土器や炭が検出された。また、本

遺構は下層の文化層を掘 り込んでいるため面縄東洞式土器や面縄前庭式土器も少量混在して出土し

た。炉は屋内炉となるのか屋外炉となるのかの判断はできなかった。今後の広範囲な調査で詳細が

明らかになるのを期待したい。

2)溝状遺構

第67図 は溝状遺構である。C-18グ リットの半分から東側に位置している。当初、C-18グ リッ

トは西側半分の 4× 4mでの調査を実施いていた。掘 り下げに際して米軍の埋設管工事の影響を受
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けている状況で遺構は確認できず遺物が散在する状況で自砂層 (無為物)ま で掘り下げを行い終了

する予定であった。しかし、グリットの東壁が一部崩れたことにより、人骨の頭頂部が露出し、掘

り込みも見られたこと、また、C-19グ リットの第 2号住居址の半分が西側に展開している状況で

あったことからC-18グ リットを東側へ拡張して落ち込みと第 2号住居址の調査となった。落ち込

みは平面形が2.1× 1.2mの 長方形を呈している。北側は米軍の埋設管が敷設されていたが辛うじて

落ち込みは残っていた。掘り下げに際しては十字状に観察畦を設け4ヶ 所より行った。西側の掘り

下げでは頭部が現れ、顔を地面に向け南を向いていることが分かった。一方、東側では人骨は検出

されなかった。つまり、頭骨のみで、下顎骨も得られていない。この掘り込みは当初は土墳で、規

模から屈葬であろうと想定していた。しかし、頭骨のみの検出で、二次葬にしても不自然である。

周囲に本来の土墳が存在し、豪雨などの自然災害により頭骨が流れ、たどりついたのではないだろ

うか。本遺跡の調査において埋葬遺構は未検出である。他の遺構に混在して出土している状況であ

る。今後、伊礼原遺跡の埋葬地がどの地域に求められたのか、本遺跡の立地と、南島における埋葬

地の特徴をなど考慮する必要がある。

4。 弥生時代相当期の遺構

本期の堆積は遺跡のEト レンチを見ると、東側から19ラ インまで撹乱の状況で、18ラ インの西側

半分から16ラ インの間に存在する。範囲としては縄文時代を被 り西側に範囲が広がっている。遺構

はE-17016グ リットで柱穴が確認された。

1)柱穴

第64図 はE-17016グ リットに分布する柱穴である。第 5層 aの遺構である。E-17グ リットは

東側と北西側に、E-16グリットは中央部から東側に集中する。明確なプランは確認できなかった。

今後の広範囲な調査に期待したい。以下、各グリットの特徴を延べ、個々の柱穴については断面を

第65図、計測を表13に示した。

E-17グリットは東側と北西側に分布し、西側は北西側がやや直線的に並びが見られる。

E-16グ リットの柱穴は中央部から西側に分布する。北東側は一部米軍埋設工事等による撹乱を

受けている。西側に分布する柱穴も米軍の撹乱を受けている。

5。 グスク時代の遺構

グスク期の柱穴はE-16015014グ リットとC-17グ リットで確認できる。柱穴が確認できるの

は第 3層 b(黒色砂層)の最下部、第 4層の白砂層に変わる部分で確認できる。本地域の地層は層

序でも述べたように、E-16グ リットとE-17グ リットあたりで堆積が異なる。E-16よ り西側の

砂丘は弥生期以降に台風等の自然災害による波によって獲われた痕跡が確認されており、その後に

あらたに砂丘が形成されてグスク期の堆積広がっている。遺構の分布はE-16015014、 C-17グ

リットで確認され本遺跡の西側に位置している。遺物の分布状況は本遺跡全体で出土している。丘
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表13 E-14～ 17グ リット 柱穴計測一覧
NQ グリット 柱穴NQ 径 (Cm) 深さ (cm)

E-14

140001 62× 60 38

140002 44× 40 20

140003 40× 30 46
И

■ 140004 72× 62 14

140004 74 24
′
Ｕ 140005 76 54

140006 82 48
０
０ 140007 46× 38 18

140008 34× 26 16

10 140009 50 60

11 140010 40 20

12 140011 90 24

13 140012 28× 26 22

14 140013 32 18

15 140014 46 60

16 140015 40× 32 32

17 140016 44× 32 34

18

E-15

150001 30× 26 22

19 150002 26× 24 20

20 150003 36× 30 44

21 150004 30× 28 18

22 150005 34× 32 18

23 150006 26× 22 10

24 150007 20× 42 30

25 150008 30× 28 24

26 150009 58× 46 48

27 150010 30 56

28 150011 50× 40 30

29 150012 42× 38 32

30 150013 68× 60 34

31 150014 38× 30 26

32 15()015 28× 24 34

33 150016 20 22

34 15()(〕 17 50× 36 30

35 150018 38 30

36 150019 40× 38 20

37 150020 42× 36 28

38 150021 38× 24 30

39 150022 80 80

40 150023 36× 32 52

41 150024 28 66

42

E-16
160001 22× 18

43 160002 24× 22 16

44 160003 30 32

NQ グリット 柱穴NQ 径 (cm) 深さ(Cm)

45

E-16

160004 30 18

46 40× 38 34

47 160006 50× 48 18

48 160007 26× 20 12

49 160008 42× 34 50

50 160009 36× 32 34

51 160010 36× 26 22

52 160011 30× 24 28

53 160012 40× 38 24

54 160013 50 38

55 160014 36× 32 1(〕

56 160015 40× 30 32

57 160016 22 14

58 160017
60 48

59 160018

60 160019 22× 16 10

61 160020 32 26

62 160021 26× 20 30

63 160022 34× 32 20

64 160023 30× 28 18

65 160024 28× 26 28

66 160025 24× 22 14

67

E-17

170001 46× 32 32

68 170002 32 18

69 170003 26× 20 32

70 170004 34× 32 26

71 170005 30 28

72 170006 34× 32 16

73 170007 72× 62 26

74 170008 38～ 70× 36 18～ 20

75 170009 36× 34 20

76 17()010 32× 30
０
０

77 170011 30

78 17()012 26 12

79 170013 26 20

80 170014 26 16

81 170015 30 20

82 170016 30

83 170017 38× 32 18

84 170018 40× 38 16

85 170019 46× 42 16

86 17()020 26× 20 20

87 170021 20× 18 12

88 170022 20 24
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陵側はやや古手の資料が出土しているが少なく、遺構は検出されていない。E-18よ り西側は15世

紀頃から18世紀頃の遺物第1050106図が出土し、遺構を伴っている。

1)柱穴

第63図 はE-15・ 14ま での範囲に見られる柱穴である。いずれも明確なプランは確認できなかっ

た。しかし、規則的な並びが感じられる部分もあった。以下、各グリットの特徴をil杢べ、イ固々 の柱

穴については断面を第65図、計測を表13に まとめた。

E-15グ リットは北西側に柱穴が集中し、E-16グ リットは中央から西側に集中している。この

とから、両グリットの間で建物のプランが確認できそうである。また、柱穴No150023及 びNo150024

は杭状の本残っていた。

E-14グ リットはE-15グ リットとは僅かに空間があり少ない。柱穴No140016か ら柱穴No.140006

の北東一南西方向に直線的に並んでいる。また、グリットの南西角より西壁に沿って直線に並んで

いる。柱穴No140004は柱穴内に礫が敷かれている状態が見られた。

E-16～ 14グ リット、C-17グ リットの柱穴は出土遺物、特に中国産陶磁器から15世紀から16世

紀が主体である。これは本遺跡の北に隣接する伊礼原 D遺跡と時期、立地ともに類似することか

らその範疇であり遺跡の南端部に位置すると思われる。

6。 時代不明遺構

時代不明としたのは、検出状況では弥生時代相当期に属すると考えていたが、遺構の状況がグス

ク時代の状況を呈していたため、特定できず時代幅を持たせて紹介する。時代の特定については今

後の課題としたい。

1)井戸状遺構

第66図 は井戸状遺構である。形状は井戸に見える。しかし、lm弱の深度しかない。井戸の状況

を呈しているが断定できないので井戸状遺構として扱うこととする。F-19グ リットの北西側の西

壁で第 3層 dか ら検出された。

遺構周辺は本遺構を造る際の掘り込みが円形状に確認できるが南西側で米軍による埋設管工事で

撹乱されている。遺構は第 7層 を掘り込んでいる。遺構は90cm四方の隅丸方形状を呈する。断面は

U字状で深さは0。 8～ 1。 06mを 測る。遺構内の上部は掘り下げを行っている最中に琉球石灰岩約40

cm大の集積が露出し、それを除去すると大の骨が 1体分検出された。犬の頭蓋骨は潰れている状況

で、下顎骨が下で頭頂部が上向きである。身体は右側を上にし長軸が南北方向で四肢骨は東向きで

ある。頭蓋骨付近にはゴホウラと無文土器の小破片が各 1点確認された。その後、大の骨の取り上

げを行ったところ直下からも大きめの琉球石灰岩が 3～ 4点確認された。上部からここまでの埋土

は60～ 70cmで黄茶色粘質土が堆積し、上述した犬の骨とゴホウラ・無文土器を伴っている。大きめ

の琉球石灰岩から底部までの約35～ 45cmは自砂層で面縄前庭式土器の小破片が出土している。

犬の骨について早稲田大学の樋泉岳二氏により次ぎのような所見を頂いた。四肢骨の怪骨に骨折

痕が見られた。しかし、傷は快復していることから、生きているときは跛を引いていたと推測され

るとのことである。遺構内に落ちて折れたものではないことは間違いないようである。
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第 4節 出土遺物

砂丘区からは土器、石器、骨製品、貝製品、滑石、青磁、染付、羽口などの人工遺物と魚類やイ

ノシシ、貝類などの自然遺物などが出土した。

ここでは人工遺物を中心に報告し、自然遺物は第V章で報告する。

1.土 器
砂丘区出土の土器は縄文時代前期の室川下層式土器、中期の面縄前庭式土器、仲泊式土器、後期

の面縄東洞式土器、伊波式土器、荻堂式土器、縄文晩期土器、貝塚後期土器、グスク土器などが出

土した。以下、これらの土器の概略を述べ、詳細は各々の土器ごとに観察一覧を示した。

1)室川下層式土器

沖縄県中部の沖縄市室川貝塚の最下層より出土した土器を標識としている。器形は深鉢形で平口

縁をなし尖底で砲弾状や乳房状を呈する。文様は器面調整の条痕を施したあと、軽 くナデ消すが完

全には消されずに残り、その上から口縁部は斜位沈線や横位沈線を施し、頸部は横位や刺突文など、

更にその下部の胴部には斜位に貝殻文などを施す。内面は口唇部に斜位沈線や刺突文などが施さ

れる。

本土器は総数440点出土で出土地域はB-23及 びC-24グ リット、平成13年度試掘穴No.1020

4e5ト レンチからである。AT.P-20グ リットの丘陵側に集中している。

本土器の分類は口縁部の器形から、直口若しくは内1彎するものと外反するものの 2種に大別し、

前者をA種、後者をB種 とした。更に文様の特徴から4種類に細分した。

イ.坦箆による横位や斜位と先端の丸味を帯びた筒状で刺突を組み合わせるもの

口.貝殻腹縁部の押圧により横位と斜位の施文と先端の丸味を帯びた坦箆で刺突を組み合わせる

もの

ハ.坦箆による刺突を施すもの。

二。無文。

A種イ

第68図 1～ 3090に 示した 4点である。図 1は 口径24cmを測る。口唇部は丸味を帯びている。
文様は内外面とも器面調整の際の条痕がみられ、外面は縦に明瞭に残る。口縁部は斜位の短沈線文

と先端が丸味を帯びた大小の坦箆により刺突するが、大きい刺突文を小さな刺突文が上下に囲み横

位に施文している。その下部に若干の隙間を設け更に小さな坦箆による刺突文を横位に施し、その

下部の胴部より横に間隔を設けて羽状文が縦位に施文するが、羽状文の一単位は向きを変え施文し

ている。内面は条痕を軽 くナデ消すが消えきていない。口縁部内面に羽状文を施している。器壁は

l cmを測る。器色は暗褐色で、胎土は石英を多く含む。試掘穴No.5出 土。

図 2は 口唇部が舌状を呈している。文様は器面調整の条痕が外面はナデ消しされ、その上から口

縁部は斜位の短沈線が先端の丸味を帯びた筒状の刺突文を上下に囲んで施文している。内面の条痕
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は横位に明瞭に残る。口縁部上端に先端が丸味を帯びた筒状で横位に刺突し、その下部に横に間隔

を設けて、縦位に細かな刺突文を連続して施し、あたかも縦位沈線のような施文をしている。 3本

確認できる。器壁は 8 mmを測る。器色は暗灰色で、胎土は石英を含む。試掘穴No。 1出土。

図 3・ 9は条痕の状態や文様構成、施文方法が類似していることから同一個体の可能性がある。

口唇部は舌状を呈している。文様は両面とも横位の条痕で外面は軽 くナデ消しされ、内面は図 3は

明瞭に残 り、図 9は軽 くナデ消しされている。外面の口縁部は斜位の細沈線と刺突文を横位に3段

施し、その下部から胴部へ斜位に刺突文を連続してを施文している。内面の口縁部は大きめの丸味

を帯びた筒状で横位に上段と下段は向きを変えて刺突文を施している。両資料とも器壁は l cmを測

る。器色は図 3は暗茶褐色で、図 9は褐色で、胎土は両方とも石英を含む。試掘穴No.1出土。

A種口

第70図 21は 図上復元を試みた資料で、日径は27。 lcmで 口唇部はやや舌状を呈する。器高は推定

54。 6cmを測る。両面とも器面調整の条痕は残る。外面の回縁部は貝殻腹縁部による圧痕を横位に 3

段にめぐらし、 2段 日と3段 目の間は大きめの丸味を帯びた筒状による刺突文が横位にめぐらして

いる。 3段 目の下部は貝殻腹縁部を斜位圧痕と横位圧痕の組み合わせで縦位または斜位に施文して

いる。内面は日縁部に貝殻腹縁部を縦位圧痕を2段横位にめぐらしている。器壁は1。 14cmを測る。

器色は暗褐色で、胎土は石英を含む。B-23グ リット出土。

A種ハ

第68図 6の回唇部は丸味を帯びる。外面は条痕が斜位に施されるがナデ消しされるが僅かに残る。

先端がやや扁平をした坦箆により横位に2段刺突文を施している。内面も同様な箆により横位に刺

突文が施されている。器壁は1。 lcmを測る。器色は暗褐色で、胎土は白色砂粒と石英を含む。出土。

A希重二

第68図 80100第 69図 18に示した 3点である。器面調整の条痕のみで、本来なら条痕文土器で扱

うべきであるが、文様構成を考えた場合、無文部の可能性も捨てきれないことからここで扱うこと

とした。

図 8の日唇部は平坦である。外面は斜位や縦位の条痕を施すがナデ消しするが消えきっていない。

内面は間隔を設けて縦位に条痕が残る。器壁は l cmを測る。器色は淡橙色で胎土は石英を含む。E一

22023グ リット出土。図10は 日径23cmで、日唇部は丸味を帯びる。外面は斜位や縦位に条痕を施す

が軽いナデ消しが行われている。内面は横、縦、斜位に条痕が残る。器壁は 8 mmを測る。器色は淡

茶色で胎土は石英を含む。C-24グ リット出土。第69図 18は 口径 22。 4cmで口唇部は平坦を呈してい

る。外面は縦位と斜位の条痕が胴下部まで施され明瞭に残る。内面は口縁部に横位と斜位、月同部は

縦位の条痕を施すがナデ消しが行われている。器壁は 8皿を測る。器色は茶褐色で、胎土は石英を

含む。C-24グ リット出土。
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B種二

第68図 4012は 口縁部が僅かに反るもので、A種二同様条痕のみの資料である。図 4は日唇部が

やや舌状を呈する。外面は条痕が横位又は斜位に明瞭に残る。内面の条痕は横位に施されナデ消し

が行われている。器壁は l cmを 測る。器色は橙色で、胎土は石英を含む。B-23グ リット出土。図

12は 回径14cmで 、回唇部は丸味を帯びる。内外面ともナデ調整である。器壁は 8 mmを測る。器色は

赤褐色で、胎土は石英を含む。C-24グリット出土。

0月同音Б資料

有文胴部資料は4点図化した。文様は斜位の短沈線と丸味を帯びた刺突文の組み合わせ、横位沈

線と刺突文の組み合わせ、刺突文と条痕文の組み合わせが見られた。

第68図 50第 70図 20は条痕と刺突文の組み合わせの資料である。図 5はの外面は器面調整の条痕

が縦位に施され、軽 くナデ消しするが消されずに残る。その上から波状文を横位に2段めぐらし、

2段 目の下部に筒状による刺突文を横位に施文している。内面は条痕が右上から左下に深く施文し、

その上から今度は左上から右下に軽 く施文している。器壁は1lcmを測る。器色は外面は茶褐色で、

内面は暗茶褐色である。胎土は細かい白色砂粒と石英を含む。試掘No.2出 土。図20は胴下部の資料

で底部は丸味を帯びた尖底を呈する。文様は刺突文を横位にめぐらした後に、間隔を設けて斜位に

4条程の沈線を施している。器壁は1.67cmを 測る。器色は明橙色で、胎土は試掘No.3出土。

第68図 7は斜位の短沈線を横位に3段めぐらし、最上段は細沈線である。その下部に大きめの丸

味を帯びた筒状による刺突が横位に施文している。器壁は1。 3cmを 測る。器色は外面は灰茶色で、

内面は暗褐色である。胎土は石英と白色砂粒を含む。ATP-20出土。

・底部資料

底部資料は丸底を呈する第68図 13、 丸味を帯びた尖底を呈する図15017、 第70図 20、 乳房状を呈

する第68図 14016がある。

図13は丸底を呈する底部である。底部の器壁が 8皿から1。 5cmを 測る。器色は明茶色で胎土は石

英を含む。C-24グ リット出土。

図14016は乳房状を呈する底部である。図14の底部は胴部への立ち上がりは反るようにして移行

すると思われる。外面に器面調整痕が僅かに見られる。底部の器壁は1。 6cm、 胴部への立ち上がり

部は 2 cmを測る。器色は茶色で、胎土は石英を含む。F-19東グリット出土。図16は乳房状を意識

したものと思われる。扁平な箆状による器面調整痕が残る。底部の器壁は 3 cm、 胴部への立ち上が

り部は1。 5cmを測る。器色は赤褐色で、胎土は石英を含む。試掘 No。 4出土。

図15・ 17は丸味を帯びた尖底を呈する底部である。図15は底部をやや扁平を意識している。器色

や胎土が図 8に類似していることから同一個体の可能性がある。底部の器壁は1.7cm、 月同部への立

ち上がり部は l cmを測る。器色は淡茶色で、胎土は石英を含む。試掘No.2出 土。図17の底部の器壁

は2。 6cm、 月同部への立ち上がり部は l cmを測る。
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表 14 室川下層式土器観察一覧

<凡例 >「観察事項」の項目1口 :(口縁部の形態)、 文 :

混量 :(混入量)、 混大 :(混入物の大きさ)、 焼
「地区・台帳番号」の項目1台は台帳番号を示す

、表 :(色 )、 裏 :(色 )、 混種 :(混入物の種類)、
、厚 :(器厚)、 他 :(その他など)|

部
位 類 寸法 観察事項 地区0台帳番号

図
版
番
号

挿
図
番
号

土
器
形
式

器
形

5ト レ淡茶褐炭
混
台020228-19

室
深
鉢 口 Aイ 口:24cm

口:丸―内。文:表…横―斜沈線―凹文・裏―斜沈2条。質:砂質。表:暗茶。裏:

暗茶。混種:石英。混大:粗。混量:多。焼:悪。調:表―条痕―縦・裏―条痕―

横。厚:10mm。積痕:有。

1ト レ白砂直上
台020313-2

室 口 Aイ
口:舌―直。文:表―刻目文・裏―横―凹文。質:砂質。表:暗灰。裏:暗灰。混
種:石英。混大:3。混量:多。焼:中。調:裏―条痕―横。厚:8mm。積痕:有。

F-19東 トレ東壁
掃崩
台050630-16

室 底 Aイ
口:舌―直。文:表―沈線―刺突・裏…刺突。質:砂質。表:暗茶。裏:暗赤。混
種:石英。混大:1。混量:多。焼:中。調:表裏…条痕―横。厚:10mm。 積痕:

有。

B-23盛土(黒 )
台040930-7

室 口 Bニ
口:角―外。文:条痕。質:砂質。表:暗灰。裏:暗灰。混種:チャート。混大:粗。
混量:多。焼:悪。調:表裏―条痕―横。厚:10mm。積痕:有。

2ト レサブ白砂
台020415… 2

室 月同
文:貝―横―沈線―波状。質:砂質。表:暗赤。裏:暗茶。混種:石英。混大:

粗。混量:多。焼:悪。調:表裏―器面細かい。厚:12mm。積痕:有。

1ト レ暗茶褐
ヽ

`:〕

'020228-8室 口 Aハ
口:舌―外。文:刺突。質:砂質。表:暗褐。裏:暗褐。混種:石英・白色砂
粒。混大:粗。混量:多。焼:悪。調:表―条痕…斜・裏―条痕―横。厚:11皿。
積痕:有。

ATP… 20盛採
台031224-41月同

貝

中

文

焼

―横。質:砂質。表:暗灰。裏:暗灰。混種:石英。混大:2。混量:多。
。調:裏―条痕―斜。厚:13mm。

室

E-22023北 深掘
床
台041222-33

室
深
鉢 口 Aニ

口:角…直。文:条痕。質:砂質。表:淡橙。裏:淡橙。混種:石英。混大:粗。
混量:多。焼:悪。調:表―条痕―斜め―縦・裏―条痕―縦。厚:10mm。 積痕:

有。

1ト レド5
ヽ
台ヽ020306-8

室 口 Aイ
口:舌―直。文:刻 目文―内面。質:砂質。表:暗茶。裏:暗赤。混種:石英。
混大:2。混量:多。焼:悪。厚:10皿。積痕:有。

口 Aニ 口:23cm
口:丸―直。文:条痕。質:中。表:淡茶。裏:淡茶。混種:石英。混大:1。混
量:少。焼:悪。調:表裏…条痕文。厚:8mm。積痕:有。

C-24淡灰白砂
台041201-7

室
深
鉢

文:刺突。質:砂質。表:暗茶。裏:暗茶。混種:石英・砂。混大:2。混量:多。
焼:悪。厚:10mm。積痕:有。

5ト レ淡褐炭混
台020305-18

11 室 月同

口 B 口:14cm
口:丸―外。質:砂質。表:赤褐。裏:赤褐。混種:石英。混大:粗。混量:多。
焼:中。調:表裏―ナデ。厚:8mm。他:平…直。

C-24崩土除
台041201-9

12 室
深
鉢

底
質:砂 >泥。表:明茶。裏:明茶。混種:石英。混大:粗。混量:多。焼:中。
厚:8～ 15mm。積痕:有。他:丸底。

C-24東赤粘土

台040114-8
13 室

14 室 底
質:砂質。表:茶。裏:暗茶。混種:石英。混大:粗。混量:多。焼:中。調:表―

丁寧。厚:20mm。他:乳房状。
朋

台050630- 16

F-19東 トレ壁掃

底:4cm
文:条痕。質:砂 >泥。表:淡茶褐。裏:淡茶褐。混種:石英。混大:3。混
量:中。焼:悪。調:表―条痕―縦。厚:10～ 17mm。積痕:有。他:尖底。

2ト レ白砂掃
台020426-1

15 室 底

16 室 底
文:条痕。質:砂質。表:赤褐。裏:淡赤褐。混種:石英。混大:2。混量:多。
焼:中。調:表―条痕―縦。厚:15～ 30mm。積痕:有。他:乳房状。

4ト レ淡茶
台020515-1

第

６８

図

・

図

版

８７

17 室 底
質:砂質。表:明黄。裏:淡橙。混種:石英。混大:3。混量:多。焼:悪。厚 :

10～ 26mm。他:尖底。
C-24崩落
台040126-8

室
深
鉢 口 Aニ 口:22.4cm

口:角。文:条痕。質:砂質。表:茶褐。裏:茶褐。混種:石英。混大:粗。混
量:多。焼:悪。調:表…条痕―斜・裏―条痕―横。厚:8mm。積痕:有。

C-24崩落
台040126-8

第
６９
図

・
図
版
８８

19 室
深
鉢 口

口:30cm

底:3.5cm

高:34.5cm

口:舌…直。文:表―横―刺突十凹文・斜―刺突十縦―刺突・裏…斜―刺突。
質:砂質。表:茶褐。裏:茶褐。混種:砂粒。混大:粗。混量:多。焼:悪。調:
表裏―ナデ。厚:11～ 31mm。積痕:有。他:乳房状。

C-24試掘

20 室
深
鉢 底

口:舌―内。文:横―刺突+斜―沈線。質:砂質。表:明橙。裏:明橙。混種 :

石英・白色砂粒・チャート。混大:粗。混量:多。焼:中。調:表―ナデ・裏―

条痕。厚:1lmm。

3ト レ淡茶褐.BT
P-23盛採 台020
328-1。 040309-20

第
７０
図

・
図
版
８９
21 室
深
鉢 口 Aロ

口:27.lcm

高:54.6cm

口:舌―内。文:表―横―刺突+凹文・斜―刺突十縦…刺突・裏―斜―刺突。
質:砂質。表:暗褐。裏:暗褐。混種:石英・砂粒。混大:粗。混量:多。焼:

中。調:表裏―ナデ。厚:9～ 14mm。積痕:有。

B-23盛採(白 ).
台040929-23.041
208-1
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2)面縄前庭式土器

総数684点出土している。得られた器種は壺形と深鉢形の 2種類である。全形を窺える資料は得

られなかった。分類は先ず、器種別に壺形と深鉢形の 2種に大別し、更に凸帯の貼 り付け方の特徴

から4種に細分する。また、文様は器種別に大きな差異は見られなかった。そこで、凸帯上に施さ

れる文様で更に細分を試みた。凸帯幅が l cm未満の資料を本土器として扱った。

I種 :口縁部と頸部に凸帯を横位にめぐらすもの。

Ⅱ種 :口縁部は横位に頸部は波状に凸帯をめぐらすもの。

Ⅲ種 :I類に類似し、日縁部と頸部の凸帯間を縦位の凸帯が繋ぐもの。

Ⅳ種 :凸帯が見られないもの。

更に凸帯上の文様の特徴から6種類に細分した。

a:弧文 b:刻 目文 c:斜行刻目文 d:叉状刻目文 e:叉状刺突文 f:ハの字状文

0壺形

壺形は頸部の短長で 2種類あり、前者をA類 (短頸)、 後者をB類 (長頸)と した。

A類

第71図 1012の資料で 2点出土している。図 1は外面の文様が山形の斜位沈線を巡らしている。

深鉢形の凸帯間の文様で見られる山形の斜位沈線と類似しており、本資料も口縁部と頸部の凸帯を

有した壺形が想定される。頸部の径は0.3cm、 器壁は 5 mmを測る。図12は胴部片である。図 1と 胎

土や器色、施文方法が類似することから同一個体の可能性がある。凸帯を有し、図 1で も述べたよ

うにⅡ種に属する可能性がある。凸帯上の文様はfのハの字状文である。器壁は 7 mmを測る。

B類

第71図 2・ 11013～ 170190第 72図 21025036037の 20点である。以下、分類別に簡記する。

B類 I種

第71図 2～ 5017・ 19。 第72図 21025の 7点である。

aグループ

第71図 2019・ 第72図 25の 3点である。図 2は 口径8。 3cmを測る。口唇部は丸味を帯びる。頸部

の凸帯は欠損しているが、その間は斜位沈線を施文している。内面は粘土帯が明瞭に残る。器壁は

4 mmを測る。図19は 日径23cmを測る。口唇部は丸味を帯び、弧文が連続して施文されている。凸帯

間は斜沈線を施している。頸部の凸帯下より胴部に縦位沈線を施文している。器壁は 5 mmを測る。

図25は日径14.6cmを 測る。口唇部は丸味を帯び、弧文を連続して施文している。凸帯間及び胴部は

無文である。器壁は 5 mmを 測る。

bのグループ

第71図 405の 2点である。図4は口径5。 lcm、 日唇部は舌状を呈する小型の壺である。頸部の
器壁が 6 mmで 回唇部に向かって薄くなる。凸帯間は斜沈線で、頸部下の文様は縦位と思われる沈線

が僅かに見られる。図 5は 口径8。 2cm、 日唇部は舌状を呈する。凸帯間の斜沈線は明瞭である。頸

部凸帯下は斜位の細沈線を施文している。器壁は6皿を測る。
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dグループ

第71図 17・ 第712図 21の 2点である。図17は 口径26cm、 日唇部は丸味を帯びる。頸部の凸帯は見

られないが、凸帯間は斜沈線を施文している。器壁は6皿を測る。図21は口径27。 2cmで、日唇部は

丸味を帯びる。頸部の凸帯は見られないが、凸帯間は斜沈線を施文している。器壁は7皿を測る。

B類Ⅱ種

第71図 8～ 11013・ 第72図 36・ 37の 8点である。

aグループ

第71図 10の 1点である。口径14。 6cmで、日唇部は丸味を帯びる。内面にも凸帯をめぐらしている。

外面の凸帯間は縦位沈線が明瞭である。器壁は6皿を測る。

bグループ

第71図 90第 72図37の 2点である。図 9は 13.4cmで、日唇部は丸味を帯び口唇部にも刻目文を施

文している。凸帯間は縦位沈線で、月同部は斜位沈線を施文している。器壁は 7 mmを 測る。図37は日

径11。 8cmで、日唇部は扁平で刻目文を施文している。凸帯間及び胴部伴に無文である。器壁は 6 mm

を測る。

cグループ

第72図 36の 1点である。口径8.2cmで、日唇部は丸味を帯び湖心部にも斜行刻目文を施文してい

る。凸帯間は無文で胴部は斜位沈線を施文している。器壁は3皿を測る。

eグループ

第71図 8の 1点で、日縁部片と底部片である。口径9.4cm、 日唇部は丸味を帯び、ハの字状文を

連続して施文している。底部は尖底で器壁は7皿を測る。凸帯間は縦位沈線が明瞭である。器壁は

5 mmを 測る。

fグループ

第71図 11は 口径15。 6cmで、日唇部は丸味を帯びハの字状文を施文している。凸帯間及び胴部伴に

無文である。器壁は5皿を測る。

B類Ⅲ種

第71図 6014～ 16の 4点である。

aグループ

第71図 14は 口径15cmで、日唇部は丸味を帯び弧文を施文している。凸帯間と胴部は斜位沈線を施

文している。器壁は9皿を測る。

bグループ

第71図 6は口径7。 4cmで、日唇部は舌状を呈している。凸帯間及び胴部は無文である。器壁は5皿

を測る。

eグループ

第71図 15016の 2点で、胴部片である。横位の凸帯は山形をなし無文である。縦の凸帯は頸部の

横位凸帯を l cm程越えて貼り付けられている。縦位凸帯に叉状刺突文を施文している。横位凸帯下
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は縦位沈線が見られる。図15の器壁は6皿を測る。図16の器壁は 6 mmを測る。同一個体の可能性が

ある。

B類Ⅳ種

第71図 13の 1点である。口径 11。 8cmで、日唇部は舌状を呈し叉状工具によリハの字状文を施文し

ている。波状凸帯を意識してハの字状文を連続して施文している。その下部より斜位沈線を施文し

ている。器壁は 7 mmを 測る。

・深鉢形

第71図 18・ 第71図 20022～ 24・ 26～ 34の 14点である。

I種

第70071図 18020・ 22～ 29・ 31032の 12点である。

aグループ

第71図 18第69図 20024の 3点である。図18は 回径22.5cmで、口唇部は丸味を帯びる。凸帯間は斜

位沈線で、頸部凸帯下は斜位と縦位の沈線の組み合わせである。器壁は 7 mmを測る。図20は 口径

15.5cmで、日唇部は丸味を帯びる。凸帯間は斜位沈線を施文し、胴部は斜位と縦位沈線の組み合わ

せである。器壁は 5 mmを 測る。図24は口径18cmで、日唇部は丸味を帯びる。凸帯間は縦位沈線で、

頸部下は斜位から縦位沈線に変化し隣の沈線と交わる。器壁は 6 mmを測る。

bグループ

第72図 26029の 2点である。図26は 口径11.2cmで、日唇部は欠損している。凸帯間及び胴部は無

文である。器壁は 6 mmを測る。図29は 口径8.6cmで、日唇部は舌状を呈する。凸帯間は縦位沈線を

施文している。器壁は 7 mmを 測る。

cグループ

第72図 23031の 2点である。図23は 口径 9。 5cmで、日唇部は丸味を帯びる。凸帯間と胴部は斜位

沈線が施文されている。器壁は 7 mmを測る。図31は口径 16。 2cmで、日唇部は扁平で沈線をめぐらし

ている。口縁部に粘土を貼 り付け肥厚帯を作るが横位の沈線をめぐらして 2分 している。凸帯下は

斜沈線を施文している。

dグループ

第72図 22の①点である。口径28.6cmで、日唇部は丸味を帯びる。凸帯間及び胴部は斜位沈線を施

文している。器壁は8皿を測る。

eグループ

第72図 28の 1点である。口径11.8cmで、日唇部は舌状を呈する。凸帯間は無文である。器壁は 7

mmを測る。

fグループ

第72図27032の 2点である。図27は口径11。 3cmで、日唇部は舌状を呈する。凸帯間は無文である。

器壁は6 mmを測る。図32は 口径19.8cmで、日唇部は丸味を帯びる。口縁部は3本の粘土帯を重ねて

肥厚部を作る。口唇部もハの字状文をめぐらしている。器壁は8 mmを測る。
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Ⅱ種

第72図 30・ 33034の 3点で、全てbグループに属する。図30は口径 9 cmで、回唇部は丸味を帯び、

刻目文を施文している。内面にも凸帯を横位にめぐらしている。器壁は 5 mmを 測る。図33は口径24

cmで、回唇部は丸味を帯び、刻目文を施文している。凸帯間と胴部は無文である。器壁は 9 mmを測

る。図34は 口径 19。 lcmで、日唇部は丸味を帯び刻目文を施文している。波状凸帯下より縦位沈線を

施文している。器壁は 5 mmを 測る。

0月同音Б資)|(斗

第72図35は胴径6。 8cm、 器壁は 5 mmを 測る。

・底部資料

第72図 38・ 39の 2点である。図38は器壁 6皿を測る。図39は器壁 711mを 測る。

3)仲泊式土器

総数913点出土している。得られた器種は壺形と深鉢形の 2種類であった。分類は器種別に大別

し、細分は低湿地区と同様に肥厚帯に施される文様の特徴から行った。

I種 :口縁部の肥厚帯に貝殻文を施す仲泊A式土器

Ⅱ種 :口縁部の肥厚帯に沈線文を施す仲泊B式土器

・壺形

第73図 4070第 74図 18の 3点で、図407は I種に属する。図 4は 20。 lcmで、日唇部は扁平を
呈する。肥厚帯下は斜沈線を施文している。肥厚帯幅 1。 2cm測 る。図 7は 口径25cmで、日唇部は丸

味を帯びる。肥厚帯下は縦位沈線と羽状文の組み合わせである。肥厚帯幅は l cmを測る。図18は I・

Ⅱ種のどこに属するか不明である。凸帯下は斜位沈線が施文されている。凸帯上は僅かであるが横

位の刺突文か貝殻文が施されている。

0深鉢形

I種

第73図 1～ 3050608～ 11の 8点である。肥厚帯下に斜位沈線を施文する図 205、 羽状文
を施文する図 306・ 11、 肥厚帯同様貝殻文を施文する図10が見られた。図10は石川市 (現うるま

市)古我地原貝塚でも出土している。図 1は 日唇部は丸味を帯びる。肥厚帯に2条の凸帯をめぐら

し、凸帯上にも貝殻文が施文されている。器壁は l cmを 測る。図 2は 口径25cmで、日唇部は欠損す

る。肥厚帯下に凸帯を 1条めぐらし、凸帯上にも貝殻文が施文されている。図 3は図上復元を試み

た資料である。口径22cm、 推算器高25cmを測る。肥厚帯は図 1と 同様である。内面は器面調整の刷

毛目が横位に残る。底部は乳房状尖底を呈する。図 5は日径23.2cmで、日唇部は丸味を帯びる。肥

厚帯に 1条の凸帯をめぐらした痕跡が残る。内面は粘土帯が残る。図 6は口径21.4cmで、日唇部は

丸味を帯びる。内面はナデと刷毛目の調整痕が見られる。図 8は日径26cmで、日唇部は丸味を帯び

る。図 9は山形口縁を呈し、日径は23.3cmを 測る。口唇部と内面は箆状工具による器面調整が行わ

れている。図10は 山形口縁を呈し、日径23。 5cmを測る。口縁端部に凸帯をめぐらし、凸帯上にも貝

殻文を施文している。内面はナデ調整が行われている。図11は 口径26cmで、日唇部は扁平に仕上げ
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ている。内面は刷毛目の調整痕が横位に残る。

Ⅱ種

第71図 12019第 72図 21～ 27の 9点である。肥厚帯の文様は斜位沈線を施す図12019021023の 4

点と、羽状文を施す図24～ 27の 4点がある。図12は肥厚帯がカマボコ状を呈する。横位沈線で斜位

沈線を囲む。内外面とも刷毛目調整痕が残る。図19は 口径20cmで、日唇部は扁平を呈する。凸帯下

は羽状文を施文している。図21は口径14cmで、日唇部は扁平を呈する。肥厚帯下は縦位沈線が見ら

れる。内面は刷毛目調整痕が口縁部下は縦に、その下は横に施している。図22は山形口縁を呈し、

山形部の口唇部は凹みを呈する。口径 17。 6cmを測る。肥厚帯及び頸部は羽状文を施文している。内

面は刷毛目調整痕が横位に残る。図23は口径20。 2cmで、日唇部は丸味を帯びる。肥厚帯下は羽状文

を施文している。内面は刷毛目調整痕が残る。図24は回唇部は扁平を呈し、斜行刻目文を施文して

いる。内面は横位に刷毛目調整痕が僅かに残る。図25は山形口縁を呈し、日径28cmを測る。図26は

山形口縁を呈し、日径41。 6cmと 大型である。山形は二叉で、口唇部は扁平で斜行沈線を施文してい

る。頸部は羽状文で胴部は波状を意識した斜沈線を施文している。図27は日径27。 5cmで、日唇部は

丸味を帯びる。肥厚帯下は無文のようである。

4)仲泊移行型式土器

仲泊移行型式土器としたのは文様が仲泊式土器の要素を有している土器である。壺形と深鉢形の

2種類ある。以下、器種別に略記する。

・壺形

壺形は第74図 17の 1点である。口径26cmで、日唇部は沈線を施文している。口縁端部に横位に凸

帯をめぐらし、更に丸めた粘土帯を貼 り付け瘤状となる。瘤状と凸帯下は刻目文を、横位凸帯は斜

位沈線を施文している。凸帯状に刻目文を施文するのは面縄前庭式土器に類似する。

・深鉢形

深鉢形は山形口縁と平口縁があり、前者を I種、後者をⅡ種とし、更に肥厚帯の文様の特徴から

斜沈線や縦位沈線を施文するものをA、 押し引き文をBに細分した。

I種 A

第74図 14～ 16020の 4点である。図14は 口径 14。 5cmで、日唇部は丸味を帯びる。凸帯は口唇部よ

り縦位に貼 り付け、凸帯上にも縦位の短沈線が施文されている。凸帯の回唇部にも刺突が見られる。

口縁部外面は羽状や四角のような沈線が施文されている。図15は 口径1lcmを測る。山形となる日唇

部は扁平を呈し、刺突文が施される。口唇部は沈線が試問されている。口縁部外面は羽状の文様で、

頸部はひし形状の文様を施文している。図16は日径 9。8cmを 測る。口縁部の横位凸帯は、山形口縁

部から頸部に縦位に凸帯を貼 り付けるためクロスする。凸帯上は刺突文を施文している。横位の凸

帯下は斜沈線を施文している。図20は 口径 15。 5cmを測る。山形の口唇部は刻目文を施す。外面は口

縁端部に沿って凸帯を貼 り付けるが凸帯上は無文である。凸帯下は斜位刻目文を施文している。

I種 B

第75図 28～ 31・ 第76図35の 5点である。図28は口径26cmを測る。口縁部の肥厚帯は先が爪形状を
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呈する箆状工具による押し引き文を連続して施文している。押し引きは 3段施され箆先の方向は上

段と下段が同一方向で、中段はその反対方向である。頸部は羽状文を施文している。内面は刷毛目

調整痕が横位に残る。図29は口径25.6cmを 測る。口縁部の肥厚帯に施され文様は図28と 同様である。

頸部は斜位沈線が施文されている。図30は 口径17.2cmを 測る。口縁部の肥厚帯に施され文様は図28

と同様であるが 4段施文している。口唇部も同箆状工具による刺突文である。また、内面口縁部も

施文対象としている。図31は口径22.8cmを 測る。山形口縁部は欠損する。口唇部は扁平を呈し、山

形口縁部より両サイドの約 1。 5cmの 範囲で爪形状を呈する箆状工具による押 し引き文が施文されて

いる。肥厚帯にも同様の工具による押し引き文が 3段同一方向に施文し、山形を成す部分も縦位に

施文している。図35は 口径25。4cmを測る。口唇部は扁平を呈し、先が爪形状を呈する箆状工具によ

る押し引き文を連続して施文し、肥厚帯も日縁部に沿って同様の工具による押し引き文を 1条施文

しているが、施文の方向は逆になる。頸部は斜沈線を施文している。

Ⅱ種 A

第75図 32・ 330第 75図 34040の 4点である。図32は 口径 15。 7cmを測る。肥厚帯幅に箆状工具によ

る押し引き文を 2段施文し、頸部は羽状文を施文している。図33は口径27cmを測る。肥厚帯は先が

爪形状を呈する箆状工具による押し引き文を 3段同一方向に連続して施文している。頸部は山形に

斜位沈線を明瞭に施文している。図34は口径31.4cmを 測る。口唇部は扁平を呈し、先が爪形状を呈

する箆状工具による押し引き文を施文するが不明瞭である。肥厚帯には同様な工具による押し引き

文を3段同一方向に施文している。頸部は山形に斜位沈線を施すが施文が浅く不明瞭である。図40

は口径16cmを測る。口唇部は丸味を帯びる。肥厚帯は先細の爪形状を呈する箆状工具による押し引

き文を交互に向きを変えて 6条施文している。内面は刷毛目調整痕が残る。

Ⅱ種 B

第76図 36～ 39の 4点である。図36は 口径 25。 6cmを測る。口縁部はやや外反し、日唇部は舌状を呈

する。口縁部に羽状の斜位沈線をめぐらし、肥厚帯下にも羽状の斜沈線で口縁部とは逆方向に施文

している。図37は口径 16。 9cmで、日唇部は扁平である。肥厚帯は鋸歯文をめぐらし、鋸歯の隙間に

箆状工具による刺突文が軽く施されている。内面は刷毛目調整痕が残る。図38は口径30.5cmを 測る。

肥厚帯状に凹線をめぐらし、先の尖った箆状工具で頸部と口唇部に刺突で施文している。内面は箆

状工具による器面調整が残る。図39は口径31cmを測る。口唇部は沈線をめぐらし、日縁部外面は横

位の細沈線をめぐらした後に、斜位沈線を施文、更に口唇部外面に斜位の短沈線をめぐらしている。

内面は横位に4条の細沈線をめぐらしたの後に、斜位の短沈線をめぐらしている。
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寸法 観察事項 地区・台帳番号

図
版
番
号

挿
図
番
号

土
器
形
式

器
形
部
位 類

目け EE A 文:斜沈。質:砂 >泥。表:灰黄。裏:灰横。混種:石英0雲母。混大:3。
混量:中。焼:良。調:表裏―ナデ丁寧。厚:5皿。積痕:有。他:3条 1組。

E-19第 4層 (仮)下
台021113-2

日」 [E 口 BIa
口:丸。文:横凸2+弧刻―縦沈―V字十縦沈。質:砂質。表:明赤褐。裏:

赤茶。混種:白色粒・石英。混大:2。混量:少。焼:良。調:表―ナデ丁
寧・裏―刷毛目。厚:8mm。積痕:有。他三3～ 8条単位。

E-20-括炉跡8
台030819-11

目U lⅡI 口 口:8.3cm

口:丸。文:横凸1+弧刻―斜沈。質:砂 >泥。表:淡橙。裏:淡橙。混種 :

石英。混大:粗。混量:多。焼:中。厚:4皿。積痕:有。積幅:0.6、 0.4、
0.3、 0.4(cm)。 他:4～ 5条 1組・裏面粘土帯接合部未調整・密に積
上。

E-20盛採.E-20第 4層 (仮)下。E―
20貝集北西掘下.E-20貝集北西
台030218-1.030714-6。
040903-1.040929-9

日U [臣 口 BIb 口 :5。 lcm
口:舌。文:横凸2+刻―斜沈。質:砂 <泥。表:淡茶 。裏:暗赤。混種 :

チャート。混大:細。混量:少。焼:中。調:表裏―ナデ。厚:5mm。積痕 :

有。他:5条 1組。

2ト レ淡炭混
台020307-1

[臣 口 BIb 口:8。 2cm 口:舌。文:横凸2+刻
―斜沈。質:砂質。表:明黄。裏:明黄。混種:石英。

混大:2。混量:多。焼:良。調:表裏―ナデ。厚:6皿。他:6条 1組。

E-20第 4層 (仮)西掘下
台030124-12

日U

日」 士亜 口 BⅢ a 口:7.4cm
口:舌。文:横凸2+弧刻―縦凸1+弧。質:砂質。表:明灰。裏:明灰。混
種:黄。混大:3。混量:多。焼:中。調:表裏―ナデ。厚:4皿。

E-20第 4層 (仮)下西
台021210-10

B-23盛 土 (黒 )
台040930-7

日」 士霊 口 口:5.8cm

口:舌。文:弧凸2+弧刻―斜沈。質:砂 >泥。表:明赤褐。裏:明赤褐。
混種:石英。混大:1。混量:少。焼:量。調:表裏―ナデ。厚:4～ 6皿。他 :

4条 1組。

日」 1巨 口 BⅡ e 口 :9。 4cm
口:丸。文:横凸1+叉刺―縦沈。質:砂質。表:暗黒。裏:暗黒。混種:石
英・黒・黄。混大:粗。混量:多。焼:悪。調:表裏―ナデ。厚:5皿。他:5条
1組。

4ト レ黒褐マン混。4ト レ

台020319-2.020307-2

日U I臣 口 BⅡ b 口:13.4cm
口:丸。文:横斜凸2+刻―縦沈・斜沈。質:中。表:淡橙。裏:淡橙。混種 :

石英。混大:粗。混量:多。焼:悪。調:表裏―ナデ。厚:7mm。積痕:有。他:

口唇部に刻目・3条 1組。

E-20第 5層 (仮 )東骨集近。E-20
壁掃
台030730-6.030313-3

日U [臣 口 BⅡ a 口:14.6cm
口:丸。文:表―斜凸2+弧刻―縦沈・裏―横凸1+弧刻。質:砂質。表:淡
赤。裏:淡赤。混種:砂粒・チャート。混大:粗。混量:多。焼:悪。調 :

表裏―ナデ。厚:6mm。 他:3条 1組。

C-19020北 トレ第 4層 (仮 )東
台040729-1

10

11 日」 二五 口 BⅡ f 口:15。 6cm
口:丸。文:横凸3+ハ。質:中。表:淡赤。裏:淡赤。混種:石英・チャー

ト。混大:2。混量:中。焼:良。調:裏―ヘラナデ?。厚:5mm。積痕:有。他:

203段 目の凸帯交差。

E-20第 5層 (仮)平掃西 .

E-20第 4層 (仮)西。E-20ド 216
台031107-1.021106-3.021218-30

12 目」
=E
月同 A

文:波凸1+ハー斜沈。質:砂 >泥。表:淡茶。裏:淡灰。混種:石英・黄。
混大:粗。混量:多。焼:中。調:表―ナデ丁寧。厚:7mm。 他:長頸壷か。

E-20第 4層 (仮 )
台020926-1

13 ユ則 EE 口
B第 4
層
口:11.8cm

口:舌。文:ハー斜沈。質:砂 >泥。表:明橙。裏:明橙。混種:石英・砂・石。
混大:粗。混量:多。焼:中。調:表裏―ナデ。厚:7mm。他:口唇部にハ状・

3～4条 1組。

E-20第 4層 (仮)西
台021107-7

14 ユ刷 士亜 口 BⅢ a 口:15cm
口:丸。文:横凸2+弧刻―縦凸1+弧刻―斜沈。質:砂 <泥。表:暗茶。裏 :

暗茶。混種:石英。混大:1。混量:多。焼:中。調:表裏―刷毛目状。厚:9
皿。積痕:有。他:口唇部弧刻04条 1組。

F-19東 トレ第4層 (仮 )掘下。
F-19東 トレ米埋以第 4層 (仮)南
台040816-17.040809-19

15 ユ削 士霊 月同 BⅢ e
文:横凸1-縦凸 (2)+叉刺―縦沈。質:砂 <泥。表:暗茶。裏:暗灰。混
種:石英。混大:3。混量:中。焼:良。調:表―ナデ・裏―刷毛目か。厚:6
mm。他:縦凸帯1つ剥落・縦凸間19皿・3条 1組。

C-19・ 20,青手弔
台040713-12

16 日」 堡巨 月同 BⅢ e
文:横凸1-縦凸2+叉刺―縦沈。質:砂<泥。表:明茶。裏:暗茶。混種 :

石英。混大:2。混量:中。焼:悪。調:裏―刷毛目状。厚:6mm。積痕:有。
他:縦凸間20皿。

C-19020台全掃
台040913-8

17 ユ則
=臣
口 BId 口:26cm

口:丸。文:横凸1+叉刺―斜沈。質:砂 <泥。表:淡茶。裏:淡茶。混種 :

光・黄雲母。混大:粗。混量:中。焼:良。調:表―刷毛目か・裏―ナデ。
厚:6mm。積痕:有。他:8条 1組。

ATP-20北黒砂
台040109-29

18 ユ削
深
鉢 口 Ia 口:22.5cm

口:丸。文:横凸2+弧刻―斜沈―縦沈。質:中。表:明橙。裏:淡黄。混種 :

石英。混大:粗。混量:多。焼:中。調:表裏―ナデ丁寧。厚:7mm。他:6～
11条 1組。

3ト レ中央炉ド4.3ト レ中央炉No4
台020318-1.020305-20

第

７１

図

・

図

版

９０

19 ユ則 士亜 口 BIa 口:23cm
口:丸。文:横凸2+弧刻―斜沈―縦沈。質:砂 >泥。表:濃赤。裏:暗赤。
混種:石英・チャート。混大:粗。混量:多。焼:悪。調:裏―刷毛目か。
厚:5皿。他:口唇部に刻目05～ 8条 1組。

E-19ド上げ341。
E-19・ 20南壁崩除
台021121-40.050912-11

20 日U
深
鉢 口 Ia 口:15.5cm

口:丸。文:横凸2+弧刻―斜沈。質:砂 >泥。表:淡茶。裏:赤褐。混種 :

石英・チャート。混大:粗。混量:多。焼:中。調:表―刷毛目か・裏―ナ
デ。厚:5mm。積痕:有。他:4～ 7条 1組。

3ト レ中央炉ド27
台020318-17

第
７２
図

ｏ
図
版
９１
21 日」 堡巨 口 BId 口:27.2cm

口:丸。文:横凸1+叉刻―斜沈。質:砂<泥。表:淡灰。裏:淡黄。混種 :

石英・黄。混大三3。混量:多。焼:良。調:表裏―ナデ丁寧。厚:7mm。他:6
～7条 1組。

F-19東 トレ第5層 (仮 )灰砂
台041116-38

表15 面縄前庭式・仲泊式土器観察一覧①

混量

目1口 :(口縁部の形態)、 文 :

混大 :(混入物の大きさ)、 焼
」の項目1台は台帳番号を示す

:(色 )、 混種 :(混入物の種類)、
他 :(その他など)|

<月」列>

「地区・台

の項
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表15 面縄前庭式・仲泊式土器観察一覧②

、文<凡例 >「観察事項」の項目1口 :

混量 :(混入量)、 混大 :

「地区・台帳番号」の項

(文様)、 質 :(砂質・泥質)、 表 :(色 )、 裏 :(色 )、
:(焼成)、 調 :(器面調整)、 厚 :(器厚)、 他 :(そ

。砂丘区台帳番号はCDに収録|

、焼
示す

図
版
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号

相

図

塔

匡
７
）

土
器
形
式

器
形
部
位 類 寸法 観察事項 地区・台帳番号

22 日U
深
鉢 口 Id 口:28.6cm

口:丸。文:横凸2+叉刻―斜沈。質:砂質。表:暗黄。裏:暗黄。混種:光・

黄雲母。混大:粗。混量:多。焼:良。調:表裏―ナデ。厚:8皿。積痕:有。
他:8～ 10条 1組。

1ト レ茶褐シルト
台020226-5

23 ユ則
深
鉢 口 Ic 口:9。 5cm

口:丸。文:横凸2+斜刻―斜沈 。質:砂 <泥。表:淡灰。裏:淡黄。混
種:石英・光・黄雲母。混大:粗。混量:多。焼:悪。調:表裏―ナデ。厚:7
皿。積痕:有。他:6～ 8条 1組。

盛土
台021121-34

24 ユ則
深
鉢 口 Ia 口:18cm

口:丸。文:横凸2+弧刻―斜沈―縦沈。質:砂 >泥。表:黒。裏:黒褐。混
種:石英・砂粒。混大:粗。混量:多。焼:悪。調:表―ナデ・裏―刷毛目
か。厚:6皿。積痕:有。他:5～ 8条 1組。

E-20ド炉②193
台021114-1

25 ユ則 1臣 口 BIa 口:14.6cm
口:丸。文:横凸2+弧刻。質:中。表:灰黄。裏:淡黄。混種:石英。砂粒・

橙。混大:粗。混量:多。焼:中。調:表裏―ナデか。厚:5皿。積痕:有。他:

口唇部に刻目。

F-19東 トレ東壁掃崩.表採
台050630-16.050829-1.050722-4

26 目」
深
鉢 口 Ib 口:11.2cm

文:横凸2+刻―縦沈。質:砂 <泥。表:淡赤。裏:淡赤。混種:石英0金
雲母。混大:1。混量:中。焼:中。調:表裏―ナデ丁寧。厚:6皿。積痕:有。
他:7条 1組。

E-19北壁清掃。E-19北壁清掃
台041005-18.040612-30

27 イ中
深
鉢 口 If 口:11.3cm

口:舌。文:横凸2+ハ。質:砂質。表:明茶。裏:明茶。混種:石英。混大 :

粗。混量:多。焼:中。調:表―ナデ・裏―刷毛目状。厚:6皿。積痕:有。
F-19東 トレ米埋以第4層 (仮)南
台040809-19

28 ユ則
深
鉢 口 Ie 口:11.8cm

口:舌。文:横凸2+叉刺。質:砂 >泥。表:暗茶。裏:暗茶。混種:石英
砂粒。混大:粗。混量:多。焼:中。厚:7皿。積痕:有。

ATP-20黒砂
台040108-24

29 ユ則
深
鉢 口 Ib 口:8.6cm

口:舌。文:横凸1+刻―斜沈。質:砂 <泥。表:暗茶。裏:暗橙。混種:石
英・砂粒。混大:1。混量:多。焼:悪。調:表―ナデ・裏―刷毛目十ナデ。
厚:7皿。積痕:有。他:4条 1組。

F-19東 トレ崩落
台050802-2

30 日U
深
鉢 口 Ⅱb E:9cm

口:丸。文:表―横凸1+刻―波凸1+刻・裏―横凸1+刻。質:砂 >泥。表 :

暗灰。裏:暗灰。混種:石英。混大 :1。混量:多。焼:悪。調:裏―ナデ。厚 :

5mm。

不明
台不明

31 イ中
深
鉢 口 Ic 口:16.2cm

口:角 。文:横凸1+斜沈+横沈・斜沈。質:中。表:暗黄。裏:暗黄。混
種:黄。混大:細。混量:中。焼:中。調:裏―ナデ。厚:4皿。積痕:有。

E-20第 4層 (仮 )
台021004-3

32
山

Ｔ

深
鉢 口 If 口:19.8cm

口:丸。文:横凸 (2)十ハ。質:泥質。表:淡赤。裏:淡赤。混種:石英。混
大:細。混量:少。焼:中。調:表裏―ナデ。厚:8皿。他:口唇部にハ状 02

段目凸帯剥落。

E-19溝

台021205-5

33 目」
深
鉢 口 Ⅱb 口:24cm

口:丸。文:横凸1+刻―波凸1+刻。質:中。表:暗赤。裏:淡黄。混種:石
英。混大三3。混量:多。焼:悪。調:表裏―刷毛目。厚:9皿。積痕:有。他 :

口唇部に刻目。

ATP-20黒土
台040107-24

34 削
深
鉢 口 Ⅱb 口:19。 lcm

口:丸。文:波凸1
混大:1。混量:多
4～ 6条 1組。

十刻―縦沈。質:砂質。表:暗赤。裏:暗赤。混種:砂粒。
。焼:中。調:裏―刷毛目。厚:5皿。他:口唇部に刻目・

F-19東 トレ崩落南壁
'台050726-5

35 ユ則 月同
E-19第 4層 (仮 )中央
台020924-18

文:羽状沈+斜沈。質:砂質。表:淡赤。裏:淡赤。混種:石英。混大:2。
混量:中。焼:良。調:表―刷毛目・裏―ナデ。厚:5皿。積痕:有。他:7～ 9
条1組。

36 ユ別 士亜 口 BⅡ c 口:8。 2cm
口:丸。文:横凸1+斜刻―斜沈。質:砂質。表:暗灰。裏:暗灰。混種:石
英・黄。混大:粗。混量:多。焼:中。調:表―ナデ丁寧・裏―刷毛目。厚 :

3皿。他:口唇部に刻目・3条 1組 。

E-20清掃。E-20第 4層下・第 5層
(仮 )上東骨石集
台040630-21.030801-2

目」 EE 口 BⅡ b 口:11.8cm
口:角。文:横凸1+刻―波凸1+刻。質:砂 <泥。表:明赤。裏:明赤。混
種:砂粒・チャート。混大:粗。混量:多。焼:良。調:表―刷毛目・裏―
ヘラナデ?。厚:6皿。積痕:有。他:口唇部に刻目。

F-19東 トレ崩落。D-193第 4層
(仮 )東壁 台050802-2.050803-2.
050729-1.050914-16

38 日」 底
質:砂 >泥。表:暗茶。裏:暗黄。混種:石英0チ ャート・金雲母。混
大:粗。混量三多。焼:中。調:表―ナデ丁寧。厚:6皿。他:尖底。

C-19020第 4層 (仮 )西掘下。C-19・ 20

石集中央東 台040323-7.040324-15

第

７２

図

・

図

版

９１

39 則 底
表:淡赤。裏:明赤。混種:石英0チ ャート。混大:3。混量:多。
調:表裏―刷毛目か。厚:6皿。積痕:有。他:尖底。

中

中

質

焼
C-19020東 黒砂掃
台040708-12

仲

系
深
鉢 口

口:丸。文:肥厚31皿 凸2+貝殻。質:砂質。表:黄灰。裏:暗黄。混種 :

石英・砂粒。混大:細。混量:少。焼:良。調:表裏―刷毛目。厚:10皿。

E-19第 4層 (仮 )下 .E-20柱 NQ200
1la 台021108-12.020925-24

仲

系
深
鉢 口 口:25cm

文:肥厚-35mm 凸2+貝殻―斜沈。質:砂 >泥。表:明赤。裏:明赤。混
種:砂粒。混大:粗。混量:中。焼:中。調:表裏―ナデ。厚:6皿。

H-19壁平掃
台050721-5

E-20第 4層 (仮 )土坑5覆土
台030124-25

イ中
深
鉢 口

口:22cm

澤:諭 :24.8cm

口:舌。文:肥厚-31皿 凸2+貝殻―羽状沈―斜沈。質:砂 >泥。表:淡
橙。裏:淡黄。混種:砂粒。混大:2。混量:少。焼:良。調:表裏―刷毛目。
厚:8皿。

ATP-20黒砂
台040115-33イ中 EE 口 口 :20。 lcm

口:角。文:肥厚-12皿 凸1+貝殻―斜沈。質:砂質。表:淡茶。裏:淡
赤。混種:石英。混大:細。混量:中。焼:中。調:表裏―刷毛目。厚:6皿。

C-19020第 4層 (仮 )黒土
台040319-11イ中

深
鉢 口 口:23.2cm

口:丸。文:肥厚-15皿 凸 (1)―斜沈。質:砂 <泥。表:明茶。裏:明赤。
混種:砂粒・石英。混大:2。混量:少。焼:良。調:表裏―刷毛目・裏―粘
土帯接合部明瞭。厚:6mm。積痕:有。

E-19第 5層 (仮 )平掃バ以南
台031111-14

第

７３

図

・
図

版

９２

山

可

深
鉢 口 口:21.4cm

口:丸。文:肥厚-18皿  凸1+貝殻―羽状沈。質:中。表:淡赤。裏:淡
赤。混種:石英・チャート。混大:2。 混量:中。焼:中。調:表裏―刷毛
目。厚:6皿。

は
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表15 面縄前庭式・仲泊式土器観察一覧③

混量 :

「地区

目1口 :(口縁部の形態)、 文 :(文様)、 質
混大 :(混入物の大きさ)、 焼 :(焼成)、
」の項目1台は台帳番号を示す。砂丘区台

、表 :(色 )、 裏 :(色 )、 混種 :

、厚 :(器厚)、 他 :(その他な
(混入物の種類)
ど)|

地区・台帳番号

図
版
番
号

相

区

濯

匡
７
）

土
器
形
式

器
形
部
位 類 寸法 観察事項

口:丸。文:肥厚-13mm 凸1+貝殻―斜沈―縦沈。質:砂<泥。表:明赤。
裏:明赤。混種:石英。混大:粗。混量:中。焼:良。調:表―刷毛目・裏―

指圧痕・刷毛目。厚:8mm。

E-19第 5層 (仮)上
台030117-5

仲

系 EE 口 口:25cm

F-19東 トレ第4層 (仮)淡褐砂
台041028-28

仲

系

深
鉢 口 口:26cm

口:丸。文:肥厚-31皿  凸1+貝殻。質:砂 <泥。表:濃赤。裏:赤褐。
混種:砂粒・石英。混大:細。混量:中。焼:良。調:表裏―刷毛目。厚 :

6mm。

C-19第 5層白砂清掃
台040513-27

口:23.3cm

口:山。文:肥厚-22皿  凸1+貝殻―斜沈。質:砂 >泥。表:明茶。裏 :

明赤。混種:石英・チャート。混大:粗。混量:多。焼:良。調:裏―ヘラ
ナデ。厚:5皿。

深
鉢 口

口:山。文:肥厚-23皿 凸1+貝殻―貝殻。質:砂 >泥。表:濃赤。裏 :

明赤。混種:石英・チャート。混大:粗。混量:多。焼:中。調:表裏―刷
毛目。厚:7mm。他:胴部にも貝殻文施文。

C-19020第 4層 (仮 )黒土。C-19
20清掃。C-19020第 4層 (仮 )東
台040319-11.040714-24.040702-12

10 イ中
深
鉢 口 口:23.5cm

F-19東 トレ崩落。F-19東 トレ盛
採。F-19東 トレ第5層 (仮)灰砂
台050802-2.041117-2.041119-30

11
仲

系

深
鉢 口 口:26cm

口:角 。文:肥厚-32mm 凸1+貝殻―斜沈。質:中。表:黒茶褐。裏:暗
赤。混種:石英。混大:2。混量:少。焼:良。調:表裏―刷毛目。厚:6皿。
積痕:有。

F-19壁平掃
台050630-31口

口:カ マボコ状。文:肥厚-23mm 斜沈―横沈。質:砂 >泥。表:明赤。
裏:明赤。混種:石英・チャート。混大:細。混量:少。焼:良。調:表裏―

刷毛目。厚:10皿。

第

７３

図

・
図

版

９２

12
山

Ｔ

深
鉢

5ト レI盛採
台020218-6

口:14.5cm

口:丸。文:肥厚-19皿 縦凸1+縦沈―斜沈。質:砂 <泥。表:黄。裏 :

黄。混種:石英・チャート。混大:細。混量:少。焼:良。調:表裏―刷毛
目。厚:5皿。

13 イ中 口

口:山。文:肥厚-13皿 微凸1+斜沈+羽状沈―菱状沈。質:砂 >泥。
表:黄灰。裏:灰白。混種:石英・チャート。混大:1。混量:多。焼:良。
調:表―刷毛目・裏―ナデ。厚:4mm。他:山頂部刺突・口唇部沈線。

E-20第 4層 (仮)ド 141
台021105-28

14
仲

系

深
鉢 口 IA 口:1lcm

C-19020第 4層仮中央～東南サ
ブ黒土掘下
台040312-24

15
仲

系
深
鉢 口 IA 口:9.8cm

口:山。文:横凸1後縦凸1+横刺突後縦刺突―斜沈。質:中。表:黄灰。
裏:暗赤。混種:チ ャート。混大:2。混量:少。焼:良。調:表裏―ナデ。
厚:8皿。

ATP-20黒 土上。ATP-20黒 土。
ATP-20
台031217-52.040107-23.031222-29

口 IA 口:7.7cm
文:肥厚-20mm 横凸1+斜沈―縦沈。質:砂質。表:明橙。裏:明橙。混
種:石英。混大:粗。混量:多。焼:中。調:裏―ナデ。厚:5mm。他:口唇
音Бに亥」目。

16
山

Ｔ

深
鉢

文:横凸1+貝殻―斜沈。質:中。表:濃赤。裏:濃赤。混種:石英・チャー

ト。混大:粗。混量:多。焼:良。調:表裏―ナデ。厚:6皿。

E-19第 4層 (仮)直上。西畦近
台020920-4

17 イ中 士霊 月同

F-19東 トレ第 5層 (仮 )灰砂
台041126-1

18 EE 口 I? 口:20cm
口:角。文:肥厚-1lmm 凸1+斜沈―羽状沈。質:砂<泥。表:黄灰。裏:

黄灰。混種:石英0金雲母。混大:1。混量:中。焼:良。調:表―ナデ・裏―
ヘラナデか。厚:6皿。積痕:有。

口:山。文:肥厚-9mm 凸1-斜刻。質:砂 <泥。表:明茶。裏:明茶。混
種:石英。混大:3。混量:多。焼:良。調:表裏―刷毛目。厚:9mm。他:山

頂部に亥」。

E-19第 5層 (仮)上
台030117-5

19
土

器
深
鉢 口 口:15。 5cm

20
仲

系
深
鉢 口 IA 口:14cm

口:角。文:肥厚-12皿 凸1-斜沈。質:中。表:明茶。裏:明茶。混種 :

石英。混大:3。混量:中。焼:良。調:表裏―刷毛目丁寧。厚:7皿。積痕 :

有。

2ト レ盛採上

台020212-12

21
仲

系

深
鉢 口 口:17.6cm

口:山。文:肥厚-24mm 凸1+斜沈―斜沈。質:砂 >泥。表:灰黄。裏 :

明黄灰。混種:砂粒・石英。混大:粗。混量:多。焼:良。調:裏―刷毛十
ヘラナデか。厚:5皿。他:山頂部凹文。

F-19東 トレ東壁崩落
'台050722-4

22
山

―

深
鉢 口 口:20.2cm

口:丸。文:肥厚-23皿  凸1+斜沈―羽状沈。質:中。表:淡橙。裏:淡
橙。混種:石英。混大:1。混量:中。焼:良。調:表裏―刷毛目。厚:7皿。
積痕:有。

E-19北西石集。
E-19第 5層 (仮)上
台030115-22.030117-5

深
鉢 口 Ⅱ23

口:角。文:羽状沈。質:砂質。表:淡橙。裏:淡橙。混種:石英。混大:細。
混量:中。焼:中。調:裏―刷毛目。厚:10mm。積痕:有。他:口唇部刻目。

HOG-19第 5層 (仮 )石集周
台041117-9

24
山

Ｔ

深
鉢 口 口:28cm

口:山。文:肥厚-31mm 凸1+羽状沈。質:砂 >泥。表:暗茶。裏:明茶。
混種:砂粒・石英。混大:3。混量:多。焼:良。調:表裏―ナデ。厚:10mm。

ATP-20
台031222-29

第

図

　

ｏ

図
　
版
　
９３

25
土

器

深
鉢 口 口:41.6cm

口:山。文:微肥厚-15皿 羽状沈―鋸歯状沈。質:砂 >泥。表:暗茶。
裏:暗茶。混種:砂粒・石英。混大:粗。混量:多。焼:良。調:表―ナデ丁
寧。裏―刷毛目。厚:6mm。 積痕:有。他:山頂部二叉。

E-19溝ド上げ7
台021211-19

26
仲

系

深
鉢 口 口:27.5cm

口:丸。文:肥厚-43mm 微凸1+羽状沈。質:中。表:黄灰。裏:赤褐。
混種:砂粒。混大:細。混量:少。焼:良。調:表裏―刷毛目。厚:10皿。積
痕:有。

E-19溝 10。 E-19北・石集
台021212-8.030114-5

第
７５
図

ｏ
図
版
９４
27
‐中‘
礼
深
鉢 口 口:26cm

口:山一方形。文:肥厚-18mm 押引―羽状沈。質:砂 >泥。表:黄灰。
裏:黄灰。混種:砂粒・石英。混大:粗。混量:多。焼:良。調:表―ナデ丁
寧・裏―刷毛目。厚:5mm。 他:押引3条。

F-19東 トレ第4層 (仮 )南淡茶褐
台040723-12

<りL夕」> の項
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表15 面縄前庭式・仲泊式土器観察一覧④

図
版
番
号

挿
図
番
号

土
器
形
式

器
形
部
位 類 寸法 観察事項 地区・台帳番号

28
山

「

深
鉢 口 IB 口:25.6cm

口:山一方形。文:肥厚-17皿 押引―斜沈。質:中。表:明赤。裏:明黄。
混種:砂粒。混大:粗。混量:中。焼:中。調:表―ナデ丁寧・裏―刷毛目。
厚:12皿。他:押引3条。

E-19溝 9。E-19第 5層 (仮 )上 .E-20
第 4層 (仮)直上
台021202-9.030117-5.020910-1

29
仲

系
深
鉢 口 IB 口:17.2cm

口:山一方形?。文:肥厚-20～ 37皿 押引。質:砂 >泥。表:濃赤。裏:濃
赤。混種:砂粒・石英。混大:粗。混量:多。焼:良。調:表―刷毛目?・裏―ナ
デ。厚:5皿。他:口唇と口縁部裏に1条ずつ押引・口縁押引4条。

C-19020東 清掃
台040630-1

30
市‘
仲
深
鉢 口 IB 口:22.8cm

口:山一方形?。文:肥厚-40皿 押引。質:砂質。表:灰黄。裏:明黄。混種:

石英・金雲母。混大:粗。混量:多。焼:良。調:表裏―ナデ。厚■Om。他:

口唇部に短押引0山頂部より縦押引3条・口縁部押引3条・胴横1条。

F-19東 トレ第4層 (仮)淡褐砂
台041029-29

31 イ中
深
鉢 口 IB 口:15。 7cm

口:舌。文:肥厚-22皿 押引―羽状沈。質:砂質。表:黒。裏:赤褐。混
種:砂粒・石英・チャート。混大:粗。混量:多。焼:良。調:表裏―ナデ。
厚:10皿。

E-22黄茶褐土
台040106-25

32
仲

系
深
鉢 口 ⅡA 口:27cm

口:丸。文:肥厚-22皿 凸1+押引―鋸歯状沈。質:中。表:明茶。裏 :

黄褐。混種:石英。混大:粗。混量:中。焼:良。調:表裏―刷毛目後ナ
デ。厚:6皿。

E-20第 4層
(イ反)ド 379

台030225-21

第

７５

図

・
図

版

９４

33
山

Ｔ

深
鉢 口 ⅡA 口:31.4cm

口:角 。文:微肥厚-22皿 押引―鋸歯状沈。質:中。表:明茶。裏:明
茶。混種:石英・チャート・金。混大:粗。混量:中。焼:良。調:表裏―

刷毛目後ナデ。厚:6皿。他:口唇部微押引。

HOG-19マ ン混
台041116-5

34
山

＝

深
鉢 口 ⅡA 口:25.4cm

口:山。文:肥厚-16皿 凸1
混種:石英・チャート・白。

+押引―斜沈。質:中。表:暗茶。裏:明茶。
混大:2。混量:多。焼:良。調:表裏―刷毛

目。厚:8皿。他:口唇部押引。

F-19東 トレ,青掃
台040914-5

35
山

Ｔ

深
鉢 口 IB 口:25。 6cm

口:山。文:羽状沈―横沈十羽状沈。質:砂 <泥。表:灰黄。裏:明黄。混種:

石英・チャート。混大:粗。混量:中。焼:中。調:表裏―ナデ。厚:6皿。
H・ G-19第 5層 (仮 )灰砂
台041125-15

36
仲

系
深
鉢 口 ⅡB 口:16.9cm

口:角。文:鋸歯状沈十刺突。質:砂 >泥。表:明赤褐。裏:明赤。混種 :

砂粒・石英。混大:細。混量:少。焼:中。調:表―ナデ丁寧・裏―刷毛目
後ナデ。厚:10皿。

E-20盛土フルイ。E-20第 4層 (仮 )
西
台021105-8.021031-3

山

Ｔ

深
鉢 口 ⅡB 口:30.5cm

口:丸。文:肥厚-15皿 凸1+凹文―刺突―斜沈。質:砂 >泥。表:暗黄。
裏:暗黄。混種:砂粒・石英。混大:1。混量:中。焼:良。調:表―刷毛目・

裏―刷毛目十ヘラナデ。厚:10皿。他:口唇部刺突。

C-19・ 20第 4層 (仮 )黒土。C-19020第
4層東黒土。C-19020第 4層東堀下
台040319-11.040330-39,040730-23

38
仲

系
深
鉢 口 ⅡB 口:31cm

口:丸。文:横沈後斜沈。質:砂 <泥。表:明赤。裏:明黄。混種:石英。
混大:1。混量:中。焼:中。調:表裏―ナデ丁寧。厚:7皿。他:口唇部沈
線・口縁部裏横沈十斜沈。

D-19第 5層 (仮 )一括
台040109-8

39 イ中
深
鉢 口 ⅡB 口:16cm

口:丸。文:押引。質:砂 >泥。表:黒灰。裏:赤褐。混種:石英。混大:細。
混量:少。焼:良。調:表裏―刷毛目。厚:9皿。積痕:有。他:押引6条。

F-19東 トレ第4層 (仮)淡褐砂.F-19東
トレ第4層 (仮 )北。F-19東 トレ米埋土
台040922-4.040729-11.040622-7

40 ユ則 口 ⅡA 口:13。 9cm
口:角。文:横凸2+刻。質:砂 >泥。表:赤褐。裏:赤褐。混種:石英。混
大:粗。混量:多。焼:悪。調:表―刷毛目0裏―ナデ。厚:7mm。他:口唇部
に亥」目。

E-19ド上げ341.
E-20第 4層 ド272土坑6
台021121-40.030124-67

41 日」 口

口:角。文:横凸1+弧刻―刻。質:砂質。表:淡茶。裏:淡茶。混種:石英。
混大:2。混量:中。焼:悪。調:表―ナデ・裏―刷毛目。厚:6皿。他:口唇
部に刻目。

E-20第 4層 (仮 )西
台021107

42 ユ則 口
口:丸。文:波状刻。質:砂質。表:茶褐。裏:茶褐。混種:砂粒・石英。
混大:3。混量:中。焼:悪。調:表裏―ナデ。厚:6鰤。他:口唇部に刻目。

E-20第 4層下東
台021210-4

43 日」 頚
文:曲凸1+刻―斜沈。質:泥質。表:暗赤。裏:暗赤。混種:石英・チャー

ト。混大:粗。混量:多。焼:悪。調:表裏―刷毛目後ナデ。厚:5mm。
盛採
'台030305-5

E-18南

台030902-16
44 日U 口

口:角 。文:短細横凸4+ハー斜沈。質:砂質。表:暗茶。裏:暗黄。混種 :

砂粒・石英。混大:2。混量:多。焼:中。調:表―ヨコナデ。厚:7皿。

45 イ中 口 口:20.5cm
口:丸。文:横凸1ハ。質:砂 >泥。表:明茶褐。裏:明茶褐。混種:砂粒・
石英。混大:2。混量:中。焼:中。調:表裏―ナデ。厚:8皿。他:口唇部に
ハ状。

1ト レ盛採
台020212-1

46 イ中 口

口:角 。文:肥厚-10鰤 肥厚部凹文後押引―斜沈。質:砂 <泥。表 :

暗茶。裏:暗茶。混種:砂粒・石英。混大:2。混量:中。焼:中。調:表裏―

刷毛目。厚:6～ 8皿。他:口唇部押引。

盛採
台030120-4

E-20第 4層 (イ反)ド 360
台030225-21

47 ユ削
文:弧刻―縦沈。質:中。表:暗黒褐。裏:暗茶褐。混種:石英。混大:2。

混量:中。焼:良。調:裏―ヘラナデか。厚:6皿。
ATP-20黒砂
台040106-26

48 ユ則 底
質:泥質。表:暗茶褐。裏:暗灰。混種:石英。混大:2。混量:少。焼:良。
調:表―ナデ・裏―刷毛目。厚:6皿。他:乳房状。

2ト レ淡茶褐
台020306-9

口:丸。質:砂質。表:明橙。裏:明灰。混種:黄・石英。混大:1。混量:少。

焼:良。調:表裏―刷毛目後ユビナデ丁寧。厚:5皿。他:尖底。
49 ユ刷 底

質:砂 >泥。表:明橙。裏:明橙。混種:砂粒・石英。混大:3。混量:少。
焼:中。調:表―刷毛目後ナデ。厚:7皿。他:尖底。

E-19第 5層南西
台030917-1450 底

E-20第 4層 (仮 )西
'台030207-6

第

７６

図

・

図

版

９５

51 底
文:縦沈。質:中。表:明橙。裏:暗灰。混種:砂粒。混大:細。混量:中。
焼:良。調:表裏―刷毛目後ナデ。厚:8皿。他:尖底。

「観察事項」の項目1口 :(口縁部の形態)、
混量 :(混入量)、 混大 :(混入物の大きさ)
「地区 0台帳番号」の項目1台は台帳番号を

文

、焼 |

示す。

砂 (色 )、 裏 :(色 )
:(器厚)、 他 :(

、混種<凡例 >
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5)面縄東洞式土器

当該期の中で最も多く出土し、得られた器種は深鉢形・壺形の 2種類である。深鉢形が主体をな

し、壺形は 2点の出土であった。器種別に略記する。

・壺形

第78図33034の 2点である。同図33は胴径 3 cmを 測る。横位凸帯をめぐらし、凸帯上は先端が針

のように尖った箆状工具で刺突し、深鉢形で見られる段を有した文様構図である。同図34は口縁部

資料で、長軸の両面が片口注目を呈し、7.8cmを 測る。短軸は4。 5cmを測る。頸部には横位と縦位の

凸帯が貼り付けられ前者は両サイドから口縁部に向かい、後者は東の頸部より片口注目に向かい注

目の下部で結合する。口縁部の肥厚部及び全ての凸帯には先端の尖った箆状工具による刺突文を刺

突している。特に口唇は細かい。

0深鉢形          ぅ

深鉢形は器形の特徴からI～ Ⅳの 4種類に細分した。

I種 :胴部が膨らみ頸部でしまり、日縁部が開くもの。

Ⅱ種 :底部から口縁部までほぼ直線的で、日縁部が直口若しくは緩やかに開くもの。

Ⅲ種 :胴部が膨らみ頸部でやや締まり、そのまま口縁部へいたるもの。

更に文様の構図からa～ gの 7種類に再細分を行った。

aグループ :箆状工具による押し引き文で曲線文が見られるもの。

bグループ :箆状工具による押し引き文で横位文のみのもの。

cグループ :箆状工具による押し引き文で横位文が途中で段を設けて施文するもの。

dグループ :箆状工具による押し引き文で籠編み状を施文するもの。

eグループ :箆状工具による押し引き文で横位文と籠編み状の文様を組み合わせるもの。

fグループ :箆状工具による押し引き文で横位文と斜位文または縦位短沈線施文するもの。

I種

第77図 1～ 50709第 80図 67・ 68の 9点である。文様の特徴は4種類であった。

aグループ

第77図 1は 口径24。 2cm、 日唇部は扁平である。先端が弧状をなす箆状工具で押し引き文を細かく

連続して施文している。口縁部肥厚帯に上段は横位から曲線に変化して袋状の曲線文を施し、下段

は横位文を施文している。内面は横ナデが見られる。

cグループ

図 2～ 507の 7点である。文様はaグループと同様な箆状工具による押 し引き文で施文し、横

位文から段に変化するものと、横位文と段がそれぞれ単独で施文されて組み合わせるものが見られ

る。図 207の 2点は後者のタイプで肥厚帯の上下に横位文をめぐらしその間に段を有する文様を

施文している。図 2は口径 18.6cm、 回唇部は扁平である。図 7は 回径 10cm、 日唇部扁平である。図

2に比して段は曲線的で接する様に意識し、籠の編み目の感がする。図 3～ 5は前者のタイプで横

位文から段に変化するもので、図 2に比して文様が全体的に施されている。図 3は 回径 22。 2cm、 日
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唇部は扁平である。図 4は口径20cm、 日唇部は丸味を帯びる。内面は条痕の器面調整が明瞭に残る。

図 5は口径27.4cm、 回唇部は丸味を帯びる。内面は器面調整痕が残る。

dグループ

第81図 67068の 2点である。図67は 図上復元を試みた資料である。口唇部は丸味を帯び、日径

16。 3cm、 胴径12.6cmを 測る。推算器高約 15。 4cm、 底径は約5.7cmと 思われる。肥厚帯の上下に横位文

を巡らし、途中で上下が交り逆になるものである。図68は山形口縁で、日唇部は扁平を呈する。口

径20.5cmを 測る。

fグループ

第77図 9の 1点で回径27。 2cm、 日唇部はやや扁平を呈する。二叉状の箆による押し引きの横位文

とそれを区切るように斜位の短沈線を施文している。

Ⅱ種

第77図 8010～ 170第 78図 18～ 31の 23点で最も多い。

aグループ

第77図 8010011014第 77図 22～ 24027～ 290第 79図 58の 12点である。図 8は山形口縁で、日唇

部は扁平を呈する。口径11.4cmを 測る。口縁の縁と肥厚帯下は横位文でその間は曲線文で波を表現

しているように見える。小さい箆による刺突を連続している。図10と 第77図 29は二叉状の箆による

押し引き文を連続して施文するものである。両資料とも日唇部は扁平を呈し、図10は 口径15。 5cmを

測る。内面は刷毛目調整痕が施され、肥厚帯下部分はその上から指圧痕が残る。図11の 口唇部はや

や扁平を呈し、口径13。 3cmを測る。二叉状の箆による刺突を強弱をつけて連続して施文し、Uタ ー

ンの曲線文を2条施文している。内面は肥厚帯下に指圧痕が残る。図14は横位文が袋状の曲線文を

施文するもので、文様の構図は図 1に類似する。図24は上下に曲線文を連続して巡らしている。縦

の曲線文は本資料のみである。図22028は横位文からUタ ーンする曲線文で、図28は角張ったUタ ー

ンも組み合う資料である。図22の口唇部は扁平を呈し、日径は22。4cmを測る。外面胴部及び内面は

刷毛目調整痕が残る。図23は横位文と曲線文が組み合わされている。口唇部は舌状をていし、日径

17.2cmを 測る。図28の口唇部はやや丸味を帯びる。内外面とも横ナデが残る。図27は先の尖った箆

状工具による押し引き文で数字の「 2」 状に施文して単独とし、それを巡らしている。口唇部はや

や扁平状を呈し、口径18。 9cmを測る。図58の口唇部は舌状を呈する。扁平な箆状工具による押し引

きによる曲線文を施文している。

bグループ

第77図 150170第 78図 25026の 4点である。図15017は先がやや尖った箆状工具による押し引き

文で図15は 3段横位に巡らしている。口唇部は舌状を呈し、日径20。 6cmを測る。内面は刷毛目調整

の後にナデ調整を行っている。図17は先細の弧状を呈する箆状工具による刺突を連続して施文し、

日唇部も同様に施文している。口唇部は扁平を呈している。仲泊式土器若しくは面縄前庭式土器に

見られる凸帯に施文される要素をもつ資料である。図25026の横位の単線は一単位毎に向きを逆に

して施文し、3段巡らしている。図25内外面とも刷毛目が見られ、内面の肥厚帯中位と下位に指圧

痕が残る。口唇部は丸味を帯び、回径は30。 4cmを測る。図26はやや丸味を帯びる。口径15.2cmを測る。
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cグループ

第78図 30031の 2点である。先が尖った箆状工具による押し引きで横位文を施文し、途中で段を

設けている。図30の日唇部はやや丸味を帯びる。口径 26。8cmを測る。内外面とも刷毛目調整痕が僅

かに残る。図31の口唇部は丸味を帯びる。口径 19。 2cmを測る。外面の肥厚帯下に刷毛目が僅かに残

る。口縁部に外面より直径 5 mmの孔が穿たれている。

dグループ

第77図 120第78図 18019・ 第79図 520第80図 61の 5点である。図12の 口唇部は丸味を帯びる。二

叉状の箆による押し引き文で曲線文が交わる。内面は箆状工具による器面調整が残る。図18の 口唇

部はやや扁平である。二叉状の箆による押し引き文は強く施文している。曲線文は交わるのではな

く接する直前で止めている。図19の 口唇部は丸味を帯びる。二叉状の箆による押し引き文は弱い曲

線文が交わる。内面に刷毛目調整痕が見られ、日縁部は横位、頸部は縦位に見られる。図52は口唇

部は扁平である。曲線文を交えている。図61の口唇部はやや丸味を帯び、刺突文を巡らしている。

口径10cmを測る。内面横ナデが残る。

fグループ

第77図 130第78図 21の 2点である。図13の肥厚帯は刷毛目調整痕を行った後に施文している。文

様は肥厚帯下の横位文を先に施文し、その後、日縁部より肥厚帯下に向かって斜位に施文している。

口唇部は扁平を呈し、刻み目の刺突文を施文している。図21は先の尖った箆状工具による刺突文を

回縁部は横位文を巡らし、その下位より肥厚帯下に向かって斜位に施文している。口唇部は舌状を

呈する。

Ⅲ種

胴部の最大径が口縁部よりも大きいのが特徴で文様はb ocOdの 3種類確認された。

第77図 6016・ 第78図 20。 第78図 48の 4点である。図 6は 口径 19cm、 胴径21.5cmを 測る。口唇部

は扁平を呈する。文様はcグループに属する。箆状工具による押し引き文を横位から2段段差を設

けて施文している。図16の 回唇部は扁平を呈する。文様は口縁部肥厚帯に押し引きの横位文が 2状

向きを変えて施文している。図20048の 文様はdグループに属する。図20の口唇部は扁平を呈し、

刻み目の刺突文を施文している。内面は横ナデが見られる。図48は 口唇部は扁平を呈し、日径 8。4cm

を測る。

・底部資料

面縄東洞式土器の底部であるが、壺形か深鉢形は不明である。第78図 36037の 2点である。図36

は底径7.5cmで、長楕円形を呈する。底部よりくびれてハの字状に開く。底部外面に先の尖った小

さい箆による押し引きで横位に 2段巡らしている。上下の施文方向は逆になる。外底も同様の施文

具で文様を施す。構図は図面を見ると上下対称となるもので、あたかも、呆実を割り種がある状態

をモチーフにしたかのようである。図37は底径 6 cmを 測る。底部外面を面取りして高台のような底

部である。そこからハの字状に立ち上がる。底部外面は先が弧状を呈する箆状工具による押し引き

の横位文を巡らしている。外底も同様の施文具を使用し、縁辺部は押し引き文が一周する。その中

は、長軸方向に横位文を施文し、それを弧文で挟んでいる。
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6)嘉徳式上器

嘉徳式土器は鹿児島県瀬戸内町嘉徳遺跡出土の土器を標識としている。総数210点出土し、得ら

れた器種は全て深鉢形である。分類は文様の特徴から2種類に分類した。

I種 :押 し引き文と沈線文を組み合わせるもので、文様構図は籠目と羽状又は綾杉がみられ、嘉

徳 I式土器とされるもので前者をa、 後者をbに細分した。

Ⅱ種 :箆描きによる沈線文を主体とし羽状または綾杉文などを施文する嘉徳Ⅱ式土器

I種 a

第78図 32・ 第79図 51053の 3点である。先の尖った箆による押し引き文で籠の編み目状に施文す

る。押し引き文は数状 1組を沈線図で区画している。図32は山形口縁で、日唇部は扁平で刺突文が

巡らされている。口径15.9cmを 測る。押し引きは 2条 1組を沈線で区画して編み目を施文している。

図51053は 3条 1組を沈線で区画して籠の編み目を施文している。口唇部は扁平で図51は刻み目状

に、図53は刺突文が巡らされている。

I種 b

第79図 49・ 第80図 56060の 3点である。先が尖った箆若しくは弧状を呈する箆による押し引きの

横位文と羽状を施文する。図49の 口唇部は扁平を呈する。弧状を呈する文様は 2条見られ、一つは

口縁部上位に横位に巡らされ、もう一つは緩やかな曲線を描いている。羽状文は弧状と交互に配置

されている。図56・ 60は 口縁部は弧状の文様を横位に巡らし、その下位に羽状文を巡らしている。

図56の 口唇部は扁平で、刺突文が施されている。口径 7。 3cm。 を測る。図60の 日唇部は扁平で、日

径22cmを測る。羽状文は 2段施文されている。

Ⅱ種

第80図 59065・ 第81図 69の 3点である。図590図 69は 同一個体である。底径は6。 4cmを 測る。口

唇部は欠損する。格子目状の沈線文を施文している。内外面とも横ナデが見られる。図65の 口唇部

はやや丸味を帯びる。綾杉状の沈線文を施文している。

・月同音5資料

第80図 63・ 64の 2点である。弧文を横位に数段巡らし、図64は内面にも巡らされている。両資料

は嘉徳正式土器か面縄東洞式土器のどちらかに属すると思われる。

7)市来式土器

市来式土器は鹿児島県日置郡市来町川上字宮ノ後の市来貝塚出土の土器を標識としている。総数

点出土している。本島における 1遺跡からの出土数としては最も多い。得られた器種は深鉢形と皿

形の 2種類である。器種別に略記する。

・皿形

第78図350第 79図 39の 2点である。両資料とも山形口縁を呈する。図35は 口径1lc8cmを 測る。口

唇部外面と口縁下部に粘土を貼 り付け、前者は山形をとおり、後者はコーナー部から山形部の口縁
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に向かって延び口唇部で結合する。更にコーナー部の外面は下部に横位に短い粘土を貼 り付けてい

る。また、コーナーの裏面も両サイドの口縁下部の粘土結合するため粘土を貼 り付けている。文様

は凸帯部に先が尖った箆状工具による刺突文を連続して施文している。また、内面の口唇部にもや

や大きめの先の尖った箆状工具による刺突文を施している。図39は 回径 20。 7cmを測る。図35に比し

て大きめのサイズである。凸帯の貼 り付け及び文様、施文方法は図35に類似するが、コーナーの横

位の粘土帯に施される刺突は 3条見られる。また、日縁下部の凸帯が波状を成すのも見られる。

・深鉢形

第79図40047050・ 第80図 54055057066の 7点である。図40047は波状口縁を呈する。口縁部

の断面は図40が方形状を呈し、図47は三角形状を呈する。文様は弧状を呈する箆状工具による押し

引き文と凹線が施文されるている。図40は 日唇部とその肥厚帯直下の頸部に刺突文が施文されてい

る。また、頸部も弧状の文様が巡らされている。図50は平回縁を呈すると思われる。口縁部断面は

三角形状を呈する。縦位短線を横位に連続して巡らしている。

図57は波状口縁を呈すると思われる。口縁部断面は三角形状を呈する。文様は弧状の横位文と沈

線が施文されている。図66は平口縁と思われる。刻み目の文様を横位に巡らしている。その横位文

の上位に刺突文が施されている。図54・ 55の器形は市来式土器の要素をもつが、文様が面縄東堂式

土器の要素もつものである。図54は肥厚帯に扁平な箆状工具による押し引き文を横位短線を 3段施

文している。口唇部にも見られる。口縁部は平口縁と思われる。口縁部断面はコの字状を呈する。

図55は回縁部と肥厚帯下に先の尖った施文具による押し引きの横位文を巡らし、その間は横位文か

ら段を設ける文様を巡らしている。コーナーの口唇部に 2つの刺突文が施されている。口縁部は波

状口縁である。口縁部断面は方形状を呈する。

・底部資料

本期の底部資料は平底であるため一括して扱うこととする。第79図 38・ 41～ 460第 81図 70～ 74の

12点である。図38は脚台となる底部で、脚は欠損している。外面の脚の付け根から外底に向かって

斜めに孔が穿たれている。外面は3条 1組の押し引きによる籠編み状に施文している。文様から面

縄東洞式土器の底部と思われる。類似資料がうるま市の古我地原貝塚より出土している。図410430

440第 81図 72の 4点はくびれをもち立ち上がる資料である。底径は図41は 5 cm、 図43は 9。 8cm、 図44

は 8 cm、 図72は 7。 2cmを測る。図42は底部よりほぼ垂直に立ち上がる。底径は8。 3cmを測る。図45・

4は底部より丸味を帯びながら立ち上がる。図45の底径は 6 cmを測る。図74の底径は7.6cmを 測る。

図46070071は 底部より立ち上がり胴下部で緩やかに開く資料である。図46は底径 4 cmを 測る。図

69は底径 7。 6cmを 測る。図71は底径 7 cmを 測る。図73は底部より緩やかに開く資料である。底径 8

cmを測る。

8)伊波式土器

伊波式土器は沖縄県石川市 (現うるま市)字伊波の伊波貝塚より出土した土器を標識としている。
20数点出土している。得られた器種は深鉢形である。
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東
深
鉢 口 Ia 口:24。 2cm

口:角 。文:肥厚44皿  曲線状押引弧状。質:砂 >泥。表:明赤褐。
裏:明赤褐。混種:砂粒・石英。混大:粗。混量:少。焼:良。調:表裏―

刷毛目後ナデ。厚:6皿。積痕:有。他:構成―流水。

F-19東 トレ清掃。F-19東 トレ全
清掃 .F-19東 トレ第 4層西掘下。
F-19東 トレ盛採
台041027-11.040915-15.
040809-12.041116-22

東
深
鉢 口 Ic 口:18.6cm

口:角。文:有段押引三角状。質:砂 <泥。表:明茶。裏:明茶。混種 :

砂粒・石英。混大:細。混量:少。焼:良。調:表―刷毛目後ナデ・裏―ナ
デ。厚:6皿。積痕:有。他:流水―f―光―浅。

E-19第 4層 (仮 )ド43.E-19ド 398.
E-17第 4層 (仮)東
台021105。 06■ 02112140.020930-2

東
深
鉢 口 Ic 口:22.2cm

口:角。文:肥厚38皿 有段押引弧状。質:砂 >泥。表:暗灰褐。裏 :

暗赤褐。混種:砂粒・石英。混大:3。 混量:少。焼:良。調:表裏―刷毛
目後ナデ。厚:5皿。

E-19溝 10

台021212-8

東
深
鉢 口 Ic 口:20cm

口:丸。文:肥厚52皿 有段押引弧状。質:泥質。表:明赤褐。裏:明
赤褐。混種:石英。混大:粗。混量:少。焼:良。調:裏―刷毛目。厚:6皿。
積痕:有。他:流水―尖―深。

C-19020南西石集近掘下。盛土盛
採
台040317-12.040618-1

東
深
鉢 口 Ic 口:27.4cm

口:丸。文:肥厚41皿 有段押引弧状。質:砂質。表:黒褐。裏:赤褐。
混種:砂粒・石英。混大:粗。混量:多。焼:良。調:表裏―刷毛目後ナ
デ。厚:6皿。

ATP-20盛採.ATP-20盛 土
台040108-27.040109-16

東
深
鉢 口 Ⅲ c 口:19cm

口:角。文:肥厚47皿 有段押引弧状。質:泥質。表:明茶。裏:明茶。
混種:砂粒・石英・チャート。混大:1。 混量:多。焼:良。調:表裏―ナ
デ。厚:5mm。

C-19。 20第 4層 (仮 )黒土.黒砂。中
央東。中央

～
西。中央南黒土

台040227-19。 040319-11.040308-10。
040309-17.040311-43.040310-21.

040317-13.040312-32.040702-12

東
深
鉢 口 Ic 口:10cm

口:角。文:肥厚28皿 有段押引弧状。質:泥質。表:明茶。裏:明茶。
混種:砂粒。混大:細。混量:少。焼:良。調:表―刷毛目後ナデ・裏―刷
毛目。厚:5皿。

E-20第 4層 (仮 )直上。E-20第 4
層 (仮 )西
台020910-1.021218-4

東
深
鉢 口 Ⅱa 口:11.4cm

口:山。文:曲線状押引弧状。質:砂 >泥。表:明赤褐。裏:明赤褐。混
種:砂粒・石英。混大:2。混量:少。焼:良。調:表裏―ナデ。厚:6皿。

E-19第 4層 (仮 )東 .E-19第 4層
(仮)台 020925-12.021107-12

東
深
鉢 口 If 口:27.2cm

口:角・丸。文:肥厚26皿 横十斜押引ハ状。質:砂 <泥。表:淡茶。裏:

明赤。混種:砂粒・石英・チャート。混大:3。混量:中。焼:良。調:表―

刷毛目・裏―ナデ。厚:7皿。他:流水―C―丸―二又―深。

E-19ド上げ472
台021121-40

10 東
深
鉢 口 Ⅱa 口:15.5cm

口:角。文:肥厚30皿 曲線状押引二叉。質:砂 <泥。表:明茶。裏 :

暗茶。混種:砂粒。混大:2。混量:少。焼:良。調:裏―刷毛目。厚:4皿。
他:浅―二又―流水。

5ト レ淡白茶褐マン混
台020304-28

明

不
末年
ム
ロ 明

11 東
深
鉢 口 Ⅱa 口:13。 3cm

口:角・舌。文:肥厚31皿 曲線状押引二叉。質:砂 >泥。表:茶赤。
裏:暗赤。混種:砂粒・石英。混大:2。 混量:中。焼:中。調:表―ナデ・

裏―指圧痕残る。厚:4皿。他:流水ai―二又―浅―強弱有。

E-19北・石集
台030114-5

12 東
深
鉢 口 Ⅱd

口:丸・角。文:籠編状押引。質:中。表:茶褐。裏:赤褐。混種:石英・

チャート。混大:粗。混量:少。焼:良。調:表裏―ナデ丁寧。厚:9皿。
他:流水―J―四角―浅。

13 東
深
鉢 口 Ⅱ f

口:角。文:横+斜押引三角状。質:泥質。表:茶褐。裏:暗赤。混種:砂

粒・石英。混大:細。混量:少。焼:良。調:表裏―刷毛目後ナデ。厚 :

8皿。他:口唇部刻目山形―ゆるがた 流水―光―深。
F-19東 トレ第 4層 (仮 )南西
台040729-14

E-19北・石集
台030114-5

14 東
深
鉢 口 Ⅱa

口:丸。文:肥厚30皿 曲線状押引弧状。質:砂 <泥。表:黒灰。裏 :

黒灰。混種:石英。混大:細。混量:少。焼:良。調:表裏―刷毛目後ナ
デ。厚:8皿。他:流水―I―丸―浅。

C-19020台 全掃
台040913-6東

深
鉢 口 Ⅱb 口:20。 6cm

口:舌。文:肥厚27皿 横押引弧状。質:砂 >泥。表:灰。裏:赤。混種 :

石英。混大:2。混量:少。焼:良。調:表―ナデ0裏―刷毛目後ナデ。厚 :

5皿。積痕:有。他:横 -3本一光―深。

C-19第 4層 (仮)東壁崩落
台050916-5

16 東
深
鉢 口 Ⅲ b

口:角。文:肥厚24皿 横押引弧状。質:砂 >泥。表:暗茶。裏:暗赤。
混種:石英。混大:細。混量:少。焼:良。調:表裏―刷毛目後ナデ。厚 :

6皿。他:平行―丸―深。

E-19第 5層 (仮 )上
台030117-5
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17 東
深
鉢 口 Ⅱb

口:角。文:横押引弧状。質:砂 <泥。表:暗灰。裏:淡赤。混種:石英。
混大:1。混量:少。焼:中。調:表裏―ナデ。厚:9皿。他:口唇部刻目仲
泊式変容か―浅。

表16 面縄東洞式・市来式・嘉徳式土器観察一覧①

(色 )、 裏 :(色 )、 混種 :(混入物の種類)、
(器厚)、 他 :(その他など)|

(口縁部の形態)、 文 :(文様)、 質 :(砂質
。泥

(混入物の大きさ)、 焼 :(焼成)、 調 :(器面調
目1台は台帳番号を示す。砂丘区台帳番号はCD

目 1口 :

混大 :

」の項

<凡例 >

地区

の項
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表16 面縄東洞式・市来式・嘉徳式土器観察一覧②

目1口 :(口縁部の形態)、 文 :(文様)、 質 :(砂質・泥質)、 表 :(色 )、 裏 :

混大 :(混入物の大きさ)、 焼 :(焼成)、 調 :(器面調整)、 厚 :(器厚)、 他
」の項目1台は台帳番号を示す。砂丘区台帳番号はCDに収録|

(混入物の種類)
ど)|
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18 東
深
鉢 口 Ⅱd

口:角。文:籠編状押引二叉。質:砂<泥。表:茶。裏:茶。混種:石英。
混大:細。混量:少。焼:良。調:表裏―刷毛目後ナデ。厚:7mm。他:稜
杉―二又―深。

E-19南壁崩落
台040218-6

C-19・ 20南西石集近掘下
台040317-12

19 東
深
鉢 口 Ⅱd

口:丸。文:籠編状押引二叉。質:泥質。表:明赤褐。裏:明赤褐。混種 :

砂粒。混大:細。混量:少。焼:良。調:表―刷毛目後ナデ・裏―刷毛目。
厚:5皿。積痕:有。他:山形―格子―二又―浅。

20 東
深
鉢 口 Ⅲ d 口:17.4cm

口:角。文:籠編状押引。質:砂 <泥。表:黄灰。裏:黄灰。混種:砂粒・
石英・金雲母。混大:1。混量:中。焼:中。調:表裏―ナデ丁寧。厚:7mm。
積痕:有。他:口唇部刻目構成-3D 山形。

D-19米軍埋設土。D-19第 4層 (仮 )
下第 5層 (仮)上
台031128-1.040316-24

21 東
深
鉢 口 Ⅱf

口:舌。文:横+斜押引三角状。質:泥質。表:茶。裏:暗茶。混種:石英。
混大:細。混量:少。焼:良。厚:8mm。他:ロ ーリング受。

F-19北清掃
台041028-19

H・ G-19黄白砂堀下.H・ G-19第 5
層 (仮)黄白砂
台041013-2.041027-35

22 東
深
鉢 口 Ⅱa 口:22.4cm

口:角。文:肥厚43皿 曲線状押引弧状。質:中。表:明茶。裏:暗黄。
混種:砂粒・石英。混大:2。混量:少。焼:良。調:表裏―刷毛目後ナデ。
厚:5mm。積痕:有。他:構成一流水。

23 東
深
鉢 口 Ⅱa 口:17.2cm

口:舌。文:肥厚43mm 曲線状押引弧状。質:砂質。表:黄灰。裏:暗
灰。混種:石英・金雲母。混大:2。混量:多。焼:中。調:表裏―ナデ。厚 :

8皿。他:流水―L―丸―深。

C-19・ 20台全掃
台040913-6

口:角。文:肥厚40mm 曲線状押引弧状。質:泥質。表:暗黄。裏:茶。
混種:石英。混大:細。混量:少。焼:良。調:裏―ヨコナデ。厚:8mm。他:

波状―丸―深。

E-20ド 191

台021218-30
24 東
深
鉢 口 Ⅱa

東
深
鉢 口 Ⅱb 口三30.4cm

口:丸・舌。文:肥厚28mm 横押引弧状。質:泥質。表:暗黄。裏:暗黄。
混種:石英 0チ ャート。混大:2。混量:少。焼:良。調:表裏―刷毛目。
厚:6mm。他:流水―d―丸―深。

E-19平掃北西石集石
台031023-20

25

E-20第 4層 (仮 )
台020927-1

26 東
深
鉢 口 Ⅱb 口:15。 2cm

口:丸。文:肥厚30mm 横押引二叉。質:中。表:明赤褐。裏:明赤褐。
混種:石英・チャート。混大:3。 混量:少。焼:良。調:裏―ヨコナデ。
厚:13mm。 積痕:有。他:流水―g―丸―二又―深押引強。

27 東
深
鉢 口 Ⅱa 口:18。 9cm

口:丸。文:肥厚31鰤 曲線状押引弧状。質:砂 >泥。表:明赤褐。
裏:暗赤褐。混種:砂粒・石英。混大:3。混量:少。焼:中。調:表裏―刷
毛目後ナデ。厚:6皿。他:流水。

E-19南壁崩落。E-19第 4層 (仮 )
台040218-6.021122-5

E-19第 5層 (仮 )ド 14北西石・貝
集
台030109-15

28 東
深
鉢 口 Ⅱa

口:丸。文:肥厚40皿 曲線状押引弧状。質:砂 >泥。表:赤茶。裏 :

暗茶。混種:石英・白色粒。混大:2。混量:中。焼:中。調:表―刷毛目・

裏―ナデ。厚:5mm。他:山形一流水―丸―深。

東
深
鉢 口 Ⅱa

口:角。文:肥厚43mm 曲線状押引二・三叉。質:砂 >泥。表:茶褐。
裏:暗赤褐。混種:石英・白色粒。混大:3。混量:少。焼:良。調:表裏―

刷毛目後ナデ。積痕:有。他:流水―h―二又―浅。

F-19東 トレ第4層 (仮)南西
台040806-17

29

30 東
深
鉢 口 Ⅱc 口:26.8cm

口:角。文:肥厚38皿 有段押引弧状。質:泥質。表:暗茶。裏:暗茶。
混種:砂粒。混大:細。混量:少。焼:良。調:表裏―刷毛目後ナデ。厚 :

4m。他:流水―f②―丸―押引が深。

E-19ド 8

台030109-22

31 東
深
鉢 口 Ⅱc 口:19。 2cm

口:丸。文:肥厚37mm 有段押引弧状。質:砂 >泥。表:橙褐。裏:赤
褐。混種:砂粒。混大:細。混量:少。焼:良。調:表―刷毛目後ナデ0裏―

ナデ。厚:7mm。積痕:有。他:流水―f①―深。

E-19第 5層 (仮)ド北西石・貝集
台030109-15

32 昇
深
鉢 口 Ia 口:15。 9cm

口:山。文:肥厚64皿 籠編状押引弧状+沈。質:泥質。表:明茶。裏 :

灰茶。混種:砂粒・石英。混大:2。混量:少。焼:良。調:表裏―ナデ。厚 :

5mm。他:口唇部に微弱な刺突文。

C-19。 20第 4層 (仮 )西掘下・C-19
北トレ壁平掃
台040323-70040318-250041005-6

33 東 EE 頚
文:横凸1+押引。質:砂質。表:明赤。裏:明赤。混種:石英。混大:2。
混量:多。焼:中。厚:5皿。

E-19第 4層 (仮 )
台020917-14

34 東 堡臣 口 口:6.3cm
口:片口注目。文:縦横凸1+押引弧状。質:砂質。表:暗赤。裏:暗橙。
混種:石英。混大:粗。混量:中。焼:悪。調:表裏―ナデ。厚:9mm。

C-19・ 20第 4層 (仮 )西
台040323-9

35 市 皿 口 口:11.8cm
口:山一菱形状?。文:凸十押引三角状。質:砂 >泥。表:黄灰。裏:暗黄。
混種:石英。混大:1。混量:少。焼:良。調:表裏―ナデ丁寧。

E-19南西崩落
台031017-19

36 東 底 底:7.5cm
文:底部脇と外底面に押引。質:砂 >泥。表:黒褐。裏:黄黒褐。混種 :

石英。混大:粗。混量:多。焼:良。調:表―ナデ丁寧。厚:5mm。他:平底。

E-19南壁崩除
台050912-20

第

７８

図

・

図

版

９７

ｏ

９８

東 底 底:6cm
文:底部脇と外底面に押引。質:砂 >泥。表:茶褐。裏:赤褐。混種 :

石英・チャート。混大:粗。混量:少。焼:良。調:表―ナデ丁寧。厚:6
mm。他:平底。

E-19第 4層 (仮 )
台021112-13

38 市 底

文:底部脇に籠編押引弧状。質:中。表:茶褐。裏:暗黄褐。混種:白
色粒・石英・チャート。混大:3。混量:多。焼:良。調:表裏―ナデ丁寧。
厚:5mm。他:有孔脚台。

E-19第 4層 (仮 )下北。E-19第 4
層 (仮 )下
台021107-27.021111_11

第
７９
図

・
図
版
９９
39 市 皿 口 口:20。 7cm

口:山―方形。文:凸十押引三角状。質:砂 <泥。表:暗茶。裏:暗橙褐。
混種:白色細粒・石英・チャート。混大:3。混量:少。焼:中。調:表裏―

刷毛目後ナデ。厚:7皿。他:口縁部内側に刻目。

C-19・ 20,青手弔
台040714-23

<月」列>
混量 :

「地区・

の項
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40 市
深
鉢 口 口:20.Ocm

口:山一方形。文:肥厚32皿 押引弧状十凹文。質:砂 >泥。表:黄灰。裏:

暗黄灰。混種:白色細粒・石英・チャート・金雲母。混大:粗。混量:多。
焼:中。調:表―ナデ・裏―刷毛目後ナデ。厚:7皿。他:口縁部内面に刺突。

E-20第 4層 (仮 )
台021001-5

41 東 底 底:5cm
質:中。表:明赤褐。裏:明赤褐。混種:石英。混大:3。混量:少。焼:中。
調:表裏―刷毛目後ナデ。厚:5皿。他:平底。

E-20第 4層 (仮 )
台020912-8

42 東 底 底:8.3cm
質:砂質。表:明茶。裏:明茶。混種:砂粒。混大:細。混量:少。焼:中。
調:調整痕残る。他:平底。

3ト レ薄茶褐砂
台020227-13

43 東 底 底:9。 8cm
質:砂 <泥。表:明赤褐。裏:明赤褐。混種:石英。混大:細。混量:少。
焼:中。調:表裏―刷毛目後ナデ。積痕:有。他:平底。

D-19第 5層 (仮 )南平掘下
台031219-9

44 東 底 底:8cm
質:砂 >泥。表:明茶。裏:明茶。混種:白色細粒 0石英。混大:粗。混
量:多。焼:中。調:表―ナデ・裏―刷毛目。厚:6皿。積痕:有。他:平底。

F-19東 トレ米埋土
台040310-22

45 東 底 底:2.2cm
質:中。表:淡赤。裏:淡黄。混種:石英。混大:粗。混量:中。焼:悪。調
表―ヘラ。厚:5皿。他:平底。

E-19第 4層 (仮)中央
台020926-9

46 東 底
口:4cm

底:4cm
質:砂 >泥。表:明赤褐。裏:明赤褐。混種:白色細粒0石英。混大:粗。
混量:多。焼:悪。厚:4皿。

E-19第 4層 (仮 )ド 239
台021105.06-1

47 市
深
鉢 口 口:26.Ocm

口:山―方形。文:肥厚52皿 押引弧状+凹文。質:砂 >泥。表:黄灰。
裏:黄灰。混種:石英。混大:粗。混量:中。焼:良。調:表―ナデ丁寧・裏―

刷毛目後ナデ。

E-19第 4層 (仮)下溝13上
台021205-19

48 東
深
鉢 口 Ⅲ d 口:8.4cm

口:角 。文:籠編状押引弧状。質:砂質。表:暗黄。裏:暗黄。混種:石
英。混大:細。混量:少。焼:中。調:裏―ナデ。厚:6皿。

C-19北 トレ黒砂土

台040622-4

49
嘉

Ｉ

深
鉢 口 Ib

口:角。文:押引弧状+羽状沈。質:泥質。表:明茶。裏:明赤。混種:石
英。混大:細。混量:少。焼:中。調:裏―指圧痕残る。厚:5皿。

C-19・ 20南西石集近掘下。C-19
20第 4層仮黒砂
台040317-12.040308-10

50 東
深
鉢 口

文:縦押引弧状。質:中。表:黒茶。裏:明赤。混種:白色細粒・石英。
混大:2。混量:中。焼:良。調:表―ナデ。厚:9皿。

4ト レ濃マン混
台020307-2

51 東
深
鉢 口 Ia

口:角。文:籠編状押引弧状+沈。質:中。表:橙黄。裏:黄茶。混種三白
色細粒・石英。混大:粗。混量:多。焼:中。調:裏―ナデ。厚:9皿。積痕:

有。他:口唇部に押引。

C-19020第 4層東堀下
台040802-15

52 東
深
鉢 口 Ⅱd

口:角。文:肥厚36mm 籠編状押引弧状+沈。質:中。表:茶褐。裏:赤
褐。混種:石英・透明。混大:2。混量:中。焼:良。調:表―ナデ丁寧。厚 :

7皿。他:口唇部に押引。

E-197轟 9a

台021129-12
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53
嘉

Ｉ

深
鉢 口 Ia

文:肥厚46皿 籠編状押引弧状+沈。質:砂 <泥。表:茶橙。裏:茶
橙。混種:石英・金雲母。混大:3。混量:多。焼:良。調:表裏―ナデ丁
寧。厚:5皿。積痕:有。他:口唇部に押引。

D-19
台040513-0

54 市
深
鉢 口 口:26.4cm

口:方形。文:肥厚35皿 横短押引三叉。質:中。表:暗茶。裏:暗赤。
混種:石英。混大:2。混量:多。焼:良。調:表―ナデ丁寧・裏―刷毛目。
厚:6～ 8皿。他:口唇部に押引。

E-19第 4層 (仮 )下 ド5。E-19平掃
台030109_20.021210-12

55 東
深
鉢 口 口:18.3cm

口:波一方形。文:横短押引三角状。質:中。表:明赤褐。裏:明赤褐。
混種:石英・チャート。混大:粗。混量:多。焼:良。調:表裏―ナデ。他:

口唇部角に刺突。

E-20第 4層
(イ反)。 E-20第 4層 (イ反)

E-19第 4層 (仮 )
台021001-5.020927-1.020918-14

56
嘉

Ｉ

深
鉢 口 Ib 口:7.3cm

口:角。文:横押引弧状十斜沈。質:砂<泥。表:赤茶。裏:黒褐。混種:透明。
混大:細。混量:少。焼:中。調:表裏―ナデ。厚:6皿。他:口唇部に刺突。

D-19第 4層仮東掘下
台040311-23

57 市
深
鉢 口

口:波 ?一方形。文:肥厚27皿 横押引弧状十沈。質:砂 >泥。表:明
黄。裏:明黄。混種:石英。混大:粗。混量:多。焼:良。厚:5皿。

H・ G-19マ ン混
台041116-5

58 東
深
鉢 口 Ⅱa

口:舌。文:肥厚32mm 曲線状押引十沈。質:砂 <泥。表:明赤褐。裏:

明赤褐。混種:石英・チャート。混大:2。混量:少。焼:良。調:表裏―

ナデ丁寧。厚:5皿。積痕:有。

E-19溝 10

台021212-8

59
嘉

Ⅱ

深
鉢 口

文:肥厚68皿 格子目状沈。質:砂 <泥。表:赤茶。裏:明赤褐。混
種:白色細粒。混大:細。混量:中。焼:良。調:表裏―刷毛目後ナデ。
厚:5～ 7皿。積痕:有。他:口唇部に刻目。

D-19第 5層 (仮 )白砂平面掘り下
げ。D-19第 4層 (仮 )下南東淡灰
マ混 台040115-2.031216-2

60 東
深
鉢 口 Ib 底:19。 lcm

口:角。文:横押引弧状+羽状沈。質:砂 >泥。表:淡茶。裏:赤。混種:光
透明。混大:2。混量:少。焼:良。調:裏―刷毛目後ナデ。厚:5皿。他:

E-19第 5層南西
台030917-14

61 東
深
鉢 口 Ⅱd 口:11.4cm

口:丸。文:籠編状押引十沈。質:中。表:明赤褐。裏:明赤褐。混種:透
明。混大:細。混量:少。焼:良。調:表―ナデ・裏―刷毛目。厚:4皿。他 :

口唇部に刺突。

盛土盛採
台021202-22
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62
土

器 口 口:15。 8cm
口:角。文:横押引弧状+沈。質:砂質。表:明茶。裏:明茶。混種:石英。
混大:細。混量:少。焼:悪。調:表裏―刷毛目後ナデ。厚:5皿。積痕:有。

C-19020南 西石集近掘下
台040317-12

表16 面縄東洞式・市来式・嘉徳式土器観察一覧③

目1口 :(口縁部の形態)、 文 :(文様)、 質 :(砂質・泥質)、 表 :(色 )、 裏 :(色 )、 混種 :(混入物の種類)、
混大 :(混入物の大きさ)、 焼 :(焼成)、 調 :(器面調整)、 厚 :(器厚)、 他 :(その他など)|
」の項目1台は台帳番号を示す。砂丘区台帳番号はCDに収録|
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表16 面縄東洞式・市来式・嘉徳式土器観察一覧④

(文様)、 質 :(砂質・泥質)、 表 :(色 )、 裏 :(色 )、 混種 :(混入物
:(焼成)、 調 :(器面調整)、 厚 :(器厚)、 他 :(その他など)|
。砂丘区台帳番号はCDに収録|

目 1口
混大

、文
、焼
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東
深
鉢 月同

文:幅広押引。質:砂質。表:暗茶。裏:明茶。混種:石英・チャート。混大 :

粗。混量:多。焼:悪。厚:6mm。
63

2ト レ盛採上。2ト レ暗茶炭混下
台020212-12.020312-2

64 東
深
鉢 月同

文:幅広押引。質:砂<泥。表:淡茶。裏:淡茶。混種:石英。混大:粗。
混量:多。焼:中。調:表裏―ナデ。厚:6皿。他:裏面に幅広押引。

2ト レ盛採下
台020212-13

65
嘉

Ⅱ

深
鉢 口

Π

ユ

口:丸。文:綾杉沈。質:中。表:明茶。裏:明茶。混種:白色粒・チャー

ト・赤色粒。混大:粗。混量:多。焼:良。調:表裏―刷毛目後ナデ。厚 :

8mm。

F-19第 4層 (仮)南
台050121-28

第

図

・
図

66 市
深
鉢 口

口:丸。文:肥厚16mm 刺突+刻 目斜状。質:砂質。表:暗赤。裏:暗赤。
混種:石英・黄。混大:粗。混量:多。焼:悪。厚:6皿。

E-19第 4層 (仮 )
台020919-14

口:丸。文:肥厚33mm 籠編状弧。質:中。表:茶褐。裏:茶褐。混種 :

雲母・白色粒。混大:2。 混量:少。焼:良。調:表―刷毛目後ナデ・裏―

ナデ丁寧。厚:4mm。

E-19石貝集
・台030228-6

67 東 口 Id 口 :16。 3cm

68 東 口 Id 口:21.6cm
口:山。文:肥厚80mm 籠編状弧。質:中。表:茶褐。裏:茶褐。混種 :

白色粒・石英・金雲母。混大:2。混量:少。焼:良。調:表裏―刷毛目後
ナデ。厚:8mm。

C-19第 4層仮東壁.D-19第 4層
(仮)東壁崩.C-19・ 20-括
台040315.050606.050920

質:砂 >泥。表:淡茶。裏:淡茶。混種:石英。混大:粗。混量:多。焼:良。
調:表裏―刷毛目後ナデ。厚:5mm。積痕:有。他:平底。

D-19第 4層 (仮 )下南東側掘下げ
淡灰色マンガン混 台031216-269

嘉

Ⅱ

深
鉢 底 底:6.4cm

70 東 底 底:7.6cm
質:砂 >泥。表:淡灰。裏:淡灰。混種:石英・雲母。混大:粗。混量:多。
焼:良。調:表―ナデ丁寧・裏―刷毛目後ナデ。厚:5mm。 他:平底。

C・ D-19東 サブ崩落。C-19第 4層
(仮 )東サブ
台040612-10.040611-1.040316-24

71 東 底 底:7cm
質:砂質。表:明赤。裏:明茶。混種:石英・透。混大:粗。混量:中。焼 :

中。調:裏―刷毛目。厚:5mm。他:平底。

D-19第 4層 (仮)下第5層 (仮)上。
D-19第 4層仮東掘下
台040316-24.040311-23

E-19溝 ド上げ13

台021211-19
72 東 底 底:7.2cm

質:砂 >泥。表:明茶。裏:暗茶。混種:白色粒・チャート。混大:3。混
量:少。焼:良。調:表―横ナデ・裏―ヘラナデ。厚:6mm。 他:平底。

第
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図
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図

版

ｗ

73 東 底 底:8cm
質:砂質。表:明茶。裏:明茶。混種:石英・チャート。混大:3。 混量
少。焼:中。調:表―ナデ丁寧・裏―刷毛目後ナデ。厚:5mm。 他:平底。

E-19ド上げ484.D-19白砂
台021121-40.040304-21

C-19第 4層 (仮 )淡灰白色部分掘
下げ 台031217-3674 東 底 底:7.6cm

質:中。表:暗茶。裏:黄茶。混種:白色粒・石英。混大:2。混量:多。焼 :

良。調:表―ナデ丁寧・裏―ナデ。厚:5皿。他:平底。

75 東 底 底:6cm
質:砂 >泥。表:黄茶褐。裏:橙褐。混種:砂粒。混大:微。混量:少。焼 :

中。調:表裏―刷毛目後ナデ。厚:8皿。他:平底。
C-19第 4層 (仮)東掘下
台040318-22

伊
深
鉢 口 口:15。 2cm

口:山十リボン状。文:平行短沈線。質:砂 >泥。表:暗赤褐。裏:暗赤
褐。混種:石英・チャート。混大:粗。混量:中。焼:良。調:表―ナデ・

裏―刷毛目後ナデ。厚:7皿。他:短沈線は1セット4条 (2条 1組×2)。

E-20盛採 .E-19第 4層 (仮 )西一
括
台030220-1.021126-12

荻
深
鉢 口 口:15。 6cm

口:角。文:平行沈十鋸歯沈。質:砂 <泥。表:茶。裏:赤。混種:石英。
混大:2。混量:中。焼:中。調:表裏―刷毛目後ナデ。厚:7mm。積痕:有。

E-17白砂
台031222-30

伊
深
鉢 口

口:19.7cm

底:6.8cm

高:22.5cm

口:山。文:平行沈十鋸歯沈。質:中。表:茶褐。裏:赤褐。混種:白色粒・

石英。混大:粗。混量:中。焼:良。調:表裏―刷毛目後ナデ。厚:8mm。
E… 19第 4層 (仮)西一括 ド上げ
台021126-15

伊
深
鉢 口 口:15.4cm

口:角。文:押引凹+鋸歯凹。質:泥質。表:黒茶。裏:黒茶。混種:石英。
混大:細。混量:少。焼:良。調:表―ナデ・裏―刷毛目。厚:7mm。

F-19第 4層 (仮)下南堀下
台050124-20

伊
深
鉢 口

口:角―逆L字。文:斜刻目。質:中。表:赤茶。裏:明赤。混種:白色砂
粒。混大:細。混量:少。焼:良。調:表裏―刷毛目。厚:6皿。他:口唇部
に刺突。

F-19崩落南東
・合050727-2

東
深
鉢 口

口:角。文:肥厚上12mm 下15mm 。質:砂 >泥。表:暗赤。裏:暗赤。
混種:砂粒・石英。混大:2。混量:多。焼:中。調:表―刷毛目・裏―ナデ。
厚:6mm。 積痕:有。

D-19第 4層 (仮)下
台031216-10

第
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カ
深
鉢 口 口:15。 7cm

口:角。文:肥厚24mm。質:中。表:暗茶。裏:暗茶。混種:石英・チャー
ト。混大:粗。混量:多。焼:中。調:表裏―ナデ・指圧痕残る。厚:8mm。

C-19北 トレ掃
台040329-11

カ
深
鉢 口 口:18.8cm

口:角。文:肥厚17mm 。質:砂 <泥。表:暗赤。裏:暗赤。混種:石英。
混大:粗。混量:多。焼:中。調:表裏―刷毛目。厚:7mm。他:口唇部に刷
毛目調整痕残る。

E-18第 4層 (仮 )
台021114-13

カ
深
鉢 口 口:24.5cm

口:角。文:肥厚17皿。質:砂質。表:暗茶。裏:暗茶。混種:黒・砂粒
石英。混大:2。混量:中。焼:中。調:表裏―ナデ。厚:8mm。

C-19第 4層 (仮 )東掘下。C-19第
4層東石集周掃
台040317-1.040528-23

10 宇
深
鉢 口 口:18.8cm

口:舌。文:肥厚22mm。質:中。表:暗茶。裏:暗茶。混種:透明。混大:微。
混量:僅少。焼:良。調:表裏―ナデ。厚:6皿。

C-19北 トレ掃
台040730-16

<りL夕」>

」の項目
の

示す
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第77図 面縄東洞式土器①
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第80図 面縄東洞式土器・嘉徳 I・ Ⅱ式土器④
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第82図 105の 2点である。図 1は 山形突起を有する。図 1は 口径 15。 2cmを測る。平行沈線文を

巡らしている。図 5は口縁部資料である。口唇部に叉状工具による刺突文を施文している。外面は

斜位の刻目文を巡らしている。

9)荻堂式土器

荻堂式土器は沖縄県北中城村字荻堂の荻堂貝塚出土の土器を標識としている。20数点出土してい

る。得られた器種は深鉢形である。

第82図 20304の 3点で、ともに平口縁である。図 2は口径 15。 6cm、 胴径18cmを測る。口縁部と

頸部は平行沈線文を8条巡らし、その下位は鋸歯文を巡らしている。図 3は図上復元を試みた資料

である。口径 19.7cm、 底径6.8cm、 器高22。 5cmを測る。底部より緩やかに立ち上がり頸部で僅かに締

まり口縁部が外反する。口縁部は山形突起を有し、文様は平行沈線文を巡らし、その下部に鋸歯文

を巡らしている。図 4は 口径15.5cm、 胴径 17。 5cmを測る。単箆工具による横位の押し引き文とその

下位に鋸歯文を巡らしている。

10)カヤウチバンタ式土器

沖縄県国頭村宜名真のカヤウチバンタ貝塚出土の土器を標識としている。10数点出土している。

得られた器種は深鉢形で、全て無文である。

第82図 6～ 9ま での 4点である。口縁部の肥厚部は長方形を呈するものと正方形を 2段有するの

がある。前者は図 7～ 9で、後者は図 6である。図 6は 2条の凸帯を巡らす。図 7は 日縁部が外反

するもので、日径 14。 4cmを測る。内面は日縁部と頸部に指圧痕が残る。図 8は 口径17cmを測る。器

面全体に刷毛目調整痕が残る。図 9は回径23。 6cmを測る。内面はナデ調整が見られる。

11)宇佐浜式土器

沖縄県国頭村辺戸の宇佐浜貝塚より出土した土器を標識としている。10数点出土している。得ら

れた器種は深鉢形である。文様は見られない。

第82図 10の 1点のみで、日径18.8cmを 測る。口縁部は外反し肥厚する。ナデ調整が行われている。

12)縄文晩期土器

縄文時晩期に比定できると考えられる土器は、総数570点出土し、その中で特徴的な資料を第84

図 2～ 7に示した。接合作業により全形を窺う事のできる資料があった。当該期に属する土器は大

きく2類に分けた。以下、各類について記述する。

1類 (第84図 2～ 5)

外反する日縁部で最大径をもち、く字状にくびれる頸部から胴部までの断面形状を見ると、緩や

かなS字を右傾させた状態を呈し、器高の低い浅鉢形を成す。胎土は砂質で焼成は良く、器色は黒

褐色を基調とする。2～ 4にかけて頸部のくびれは弱く口縁部は立ち上がり、日径に対して器高の

比率が大きくなる。黒川式の影響を受けたと考えられる。
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縁部をやや肥厚させ、月同部との境に明瞭な段を形成する。胎土は砂質で焼成は良く、黄褐色を

呈する。

13)員塚後期土器

弥生時代～平安時代併行期に属すと考えられる土器を (第84図 8～ 13、 ～第91図 45)に示した。

当該期に属する土器を、器形・胎土・文様の有無等で大きく5類 に分けた。以下に個々の分類基準

を示す。          ヽ

1類 (第84図 8～ 13、 第85図 1～ 7)

外反する口縁部は、C字状にくびれる頸部から稜を持つ肩部へ移行し、球胴状に張る胴部へ至る。

内外器面ともナデ調整が主だが、指頭痕がナデ消されず残るものもある。頸部に横位のナデ痕が明

瞭に残るものも見られる。胎土は砂質を基調とし、石英・輝石・砂粒を含み、中には橙色粒 0黒色

粒を含むものもある。器色は茶褐色・橙褐色・黄褐色を呈する。阿波連浦下層式段階の土器と考え

られる。口唇部にリボン状突起を持つもの (第84図 13、 第85図 112)、 頸部のくびれが弱く、日縁

部が内傾するもの (第84図 8、 第85図 2～ 4)等が認められる。第85図 2～ 4は 日縁端部が僅かに

肥厚する。

2類´ 5図 8～ 第87図 13)

土器に比べ、頸部のくびれは弱く長くなり、日縁部もより直口に近くなる。肩部の稜は不明

瞭になり、胴が張らず直線的に底部へ移行するようになる。口唇部は平坦なものが多い。器面はナ

デによる調整を施すが、1類に比して内器面の指頭痕がナデ消されない傾向が強くなり、器厚は若

千厚くなるようである。胎土は砂質で、黄褐色・橙褐色・赤褐色を呈する。混入物に、石英 0輝石・

砂粒まれに橙色粒・黒色粒を含む。阿波連浦下層式～浜屋原式段階の土器と考えられる。肩部を持

たず、器表面に指頭痕が多く見られるもの (第86図 13)は、2類土器の中でも、より3類に近い様

相を呈している。

3類 (第 88図 1～ 3)

出土点数は多くないが、接合により比較的全体の様相が窺う事ができた (第 88図 1)。 それによ

ると、内彎若しくは直回の回縁部から底部へ向け砲弾状にすぼまる器形を呈する。口唇部には角状

突起が貼付されており、残存状況から4つ貼付されそうである。器面調整は内外面とも粗雑で、器

厚は分厚く1。Ocm以上にもなる。胎土は黄褐色・橙褐色を基調とし、混入物には砂粒が確認できる

が、種類・量とも少ない。大当原式土器段階の土器と考えられる。

4類 (第 83図 1～ 210第 84図 1)

外耳を持つ土器 (第83図 16～ 210第 84図 1)と 、上記 1～ 3類に属すと考えられる有文土器 (第

83図 1_15)を 4類 として扱った。有文土器の文様は、日縁部から肩部にかけての屈曲部に施す事

が多く、中には明瞭に区画を設けて文様を充填するものも見られた。施文原体のほとんどは、細沈

線によるものであった。その他、幅広沈線 (103)・ 刺突文 (8)・ 山形口縁 (1)・ 山形口縁が横

に飛び出し外反状になるもの (3)・ 刻目突帯を貼付するもの (7)等が見られた。施文方法には、

施文範囲を回縁部から頸部に限定し施文するものと、そうでないものとに大きく分けられ、前1)上に

1
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鋸歯文 (3)・ 梯子文 (40607)0直線文 (10509)・ 直線文と曲線文を併用するもの (4・ 11)・

刺突文を施すもの (8・ 10)があり、後ii杢に非幾何学的な沈線文を施すもの (12～ 15)がある。有

文土器は、茶褐色・赤茶褐色を呈するものが多く、焼成が良い。混入物は、後1)杢する外耳土器に比

して少なく、輝石を含むものがある。外耳土器には、正面観の形状が曲線的なもの (16～ 19)0直

線的なもの (20021)に 分けられる。外耳を有する土器は、総じて石英・砂粒といった混入物の量

力0多 く、黄褐色～橙褐色を基調とする。

5類 (第88図 4～ 第90図 9)

九州系弥生土器やその影響を受けたと考えられる土器及びその他の土器を 5類 として扱った。確

認された器種として、壺形 (第88図 4～ 14017018020、 第89図 3・ 809020・ 21、 第90図 1～ 50

7～ 9)、 深鉢形 (第88図 15016019、 第89図 5～ 7013014)、 浅鉢形 (第 89図 16～ 19)の他、そ

の他の器種 (第89図 1011012015、 第90図 6)があり、有文資料が幾つかあった。有文資料には、

日縁部を山形状にするもの (第88図 13)・ 細沈線を施すもの (第88図 17019020、 第89図 2)・ 口縁

部に逆U字状の突帯を付するもの (第89図 1)・ 口唇部に粒状突帯を付すもの (第89図 13)・ 断面三

角形状の突帯を貼付するもの (第89図 20、 第90図 1～ 6)が得られた。

底 部
縄文晩期～弥生時代併行期にあたる土器底部資料を第90図 に示した。底部形状は、丸底・尖底

(乳房状尖底含む)0平底が確認され、それぞれを更に細分する事ができた。以下、個々の特徴につ

いて記述する。

丸底A(第90図 11014、 第91図 10206)

底部に稜を持たない丸底である。第91図 11・ 14、 第92図 102は 、底部の断面形状が緩い弧状に

なる。第90図 11は、縄文晩期に見られる浅鉢で、日唇部には角状突起が、胴部には把手が貼付する。

同図14は底部を欠く資料だが、丸底を呈するものと考えられる。6は、立ち上がりが強く、より丸

味を帯びる。内外面ともハケロ調整を行い、外器面はナデ仕上げを施す。胎土は全て砂質である。

丸底 B(第 91図 3～ 5)

Aに比べ底部は平坦で弱い稜を持ち、厚底を呈する。胎土は砂泥質で、ナデによる器面調整が施

される。胴部への立上がりに段を有するもの (3)、 稜を持つもの (4・ 5)がある。

尖底A(第91図 7～ 12)
いわゆる乳房状尖底で、底部が非常に厚 くなる。バランスは悪いが設置面は平坦部を持ち、立つ

事が出来る。胎土は砂泥質で、器表面には指頭痕が残る。

尖底 B(第 91図 13～ 23)

尖底 Aに比べ設置面が小さく立つ事が出来ない。やや潰れて径の小さい平坦部を形成するもの

(13～ 16)、 底頂部が丸いもの (17～ 20)、 何らかの道具若しくは指頭により底頂部に刺突・押圧す

るもの (21～ 23)等、バリエーションが見られる。胎土は砂泥質を呈する。

平底A(第91図 24～ 29)

底部から胴部への立ち上がりが直線的若しくは外反気味になる。内底は平坦で、立ち上がり部分

には緩やかな稜を形成する。胎土は砂泥質を呈する。
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平底 B(第91図 30～ 33)

底部から胴部への立ち上がりが内彎気味になる。内底は中央が若干窪む弧状を呈し、立ち上がり

部分の稜は、平底 Aに比べより不明瞭になる。胎土は砂泥質を呈する。

平底 C 90図 10、 第91図 34～ 37)

底部から胴部への立ち上がりが、平底 A・ Bに比べ外に開くもの。外底が上げ底状になっている

もの (第91図 35・ 37)や、底部から胴部にかけて屈曲部を持つもの (第90図 10、 第91図 36037)、

等がある。胎土は砂泥質を呈する。

・そのイ也 (第90図 12013、 第91図 38～ 45)

丸底 0尖底及び平底 A～ Cと異なる資料を集めたその他底部資料である。胎土は概して砂質～砂

泥質を呈する。第90図 12は、丸底の底部から脚が剥がれ落ちたもので、第90図 13は、脚台の資料で

ある。第91図 38は平底の底部に脚を持つ資料である。

丸底資料は、胎土・混入物 0器面調整等から、晩期末～弥生時代併行期前半に収まるものと考え

られる。第91図 6は、ハケ状工具による器面調整を行い、胎土が精練されている事からやや新しく

なる印象を受ける。尖底資料は、阿波連浦下層式～大当原期に見られる底部形態であり、器面調整

等からも同土器群の範疇と捉えて大差ないものと考えられる。平底には、後期後半に見られるいわ

ゆるくびれ平底土器がほとんど確認できなかった。
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位 類 寸法 観察事項 地区・台帳番号

ヽ
、”⊥ノノ
後 鉢 口

口:山―平坦。文:幅広沈線横後縦。質:砂質。表:暗茶。裏:暗茶。混種:砂
粒。混大:細。混量:少。焼:良。調:表―ユビ痕有。厚:7皿。積痕:有。

C-18バ以北028,
台040805-7

後 耳
質:砂 >泥。表:暗茶。裏:淡黄。混種:チ ャート。混大:2皿。混量:少。焼
良。調:ヘラナデ。厚:8皿。他:M字状耳。

北西盛土 ,

台040617-1

後
深
鉢 口 口:22.8cm

口:山形―リボン。肥厚7皿。文:横―斜の順。質:砂 >泥。表:暗茶。裏:暗茶。
混種:光 .黒。混大:細。混量:少。焼:中。調:表―器面細かい、裏―器面はが
れ。厚:9皿。

D-17黒粘質 (貝片混),
台040318-16

後
深
鉢 口 口:19.8cm

口:角。文:上下沈線。質:砂質。表:淡黄。裏:淡黄。混種:石英。光。透。混
大:細。混量:多。焼:中。調:表裏―器面細かい。厚:8皿。

D-17東 トレ北黒砂。D-17東 トレ
第 4層黒土,

台040628-1.040722-31

後 甕 口 口:15。 6cm
口:舌状。文:沈線―口唇―横-1本―シヤープ・頸部―横-2本―シヤープ間に
斜沈線。質:中。表:明赤。裏:明灰。混種:石英。混大:1皿。混量:少。焼:良。
調:裏―ユビ痕有。厚:6皿。

E-17第 5層 (仮 )上平掃 ,

台030310-16

後
鉢
？ 口

よる梯子状。質:砂質。表
焼:良。調:ナ デ。厚:7皿。
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C-19北 トレ壁掃
台040317-7

後 1巨 頚
文:横刻目凸帯―凸帯が細い刻目―細沈線による梯子状。質:砂質。表 :

淡橙。裏:淡橙。混種:石英。混大:細。混量:多。焼:中。調:表裏―ユビヨコ。
厚:6皿。

C-19北 トレ第4層 (仮 )上 ,

台040319-6

後 鉢 口 口:21。 lcm
口:舌状。文:横―沈-2条 (浅い)縦―叉状沈線の間に刺突。質:砂質。表:茶。
裏:茶。混種:石英.透。混大:細。混量:多。焼:中。調:裏―ユビ痕有。厚:6皿。
積痕:有。他:浅鉢形か。

D-18黒砂。C-18サ ブ試下黒土 ,

台040310-5.040226-8

■ 後
深
鉢

文:沈―横-2条後縦2条。質:砂 >泥。表:暗茶。裏:暗茶。混種:石英.透。多。
混大:2mm。混量:少。焼:中。調:裏―ナデ丁寧。厚:7皿。

C-18第 3層
,

台031209-30

10 後
深
鉢 口

口:角。文:縦位―点刻文。質:砂質。表:暗赤。裏:暗黄。混種:黒。混大:0.5
皿。混量:少。焼:良。調:ナデ。厚:5皿。

C-19北 トレ壁掃 ,

台040317-7

11 後
士
亜
？
。

口 口:11.2cm
口:角。文:沈線―描文―細沈線。質:砂 <泥。表:暗橙。裏:暗灰。混種:黒。
混大:細。混量:少。焼:堅。調:表―ユビ痕有、裏―ユビ痕明瞭。厚:7皿。他:

口唇面に指頭痕残る。

D-19西壁崩落土 ,

台050701-

12 後 鉢 口 口:13cm
口:角。文:沈線―描画文。質:砂質。表:暗黄。裏:暗茶。混種:黒 .透。混大 :

細。混量:多。焼:良。調:表―ユビ痕有。厚:7皿。他:口唇部に沈線文。
盛土表採 ,

台021206-33

第

８３

図

・

図

版

13 後 月同
文:沈線―不規則な沈線。質:砂質。表:明橙。裏:明橙。混種:石英。混大 :

粗。混量:多。焼:悪。調:裏―ユビ。表横ハケ。厚:9mm。積痕:有。
D-17東 トレ第 4層 (仮)下南 ,

台040628-6

14 後
文:沈線―鋸歯状。質:砂質。表:明黄。裏:明黄。混種:石英。混大:0.5皿。
混量:少。焼:良。調:裏―ユビナデ有。厚:7皿。

G-19第 3層 (仮 )北 ,

台031217-7

15 後 口
口:角。文:斜沈線。質:中。表:明橙。裏:明橙。混種:石英。黒。混大:0.5皿。
混量:少。焼:良。調:横―ハケ有。厚:7皿。

E-19第 4層 (仮 )中央 ,

台020927-20

ヽ
襲 晩 鉢 耳 口:29cm

口:角。質:砂質。表:淡茶。裏:明黄。混種:チ ャート。混大:粗。混量:多。
焼:中。調:表裏―ユビ痕有。厚:7皿。他:外耳・弧状。

C-19北 トレ第4層 (仮 )上 ,

台040319-6

ヽ
１ 晩
深
鉢 耳 口:28.2cm

口:丸状―外反口縁。質:砂質。表:明茶。裏:明灰。混種:石英。混大:粗。焼 :

良。調:丁寧なナデ調整。厚:7皿。他:弧状の外耳。
E-20炉②全ド25,
台021129-4

晩
深
鉢 耳

口:角。質:砂質。表:明茶。裏:明茶。混種:石英・透。混大:1皿。混量:多。
焼:良。調:表―ナデ痕有。厚:5皿。他:弱い弧状。

5ト レド上No4,
台020227-27

19 晩
深
鉢 耳

質:砂 <泥。表:暗赤。裏:暗灰。混種:チ ャート。混大:1～ 5m。混量:多。
焼:中。調:裏―ハケメ。厚:7皿。積痕:有。他:長さの短い弧状の耳。

E-22～ 23黄茶褐土.E-22赤褐土,

台040116-31.031219-18

20 晩 耳
文:凸帯―丸。質:砂質。表:茶赤。裏:茶赤。混種:石英。混大:2皿。混量:少。
焼:悪。調:表―粗。裏―丁寧。厚:17m。 他:直線状の耳。

E-19第 4層 (仮 )平掃 ,

台021028-1

21 晩 耳
文:凸帯―丸。質:砂 >泥。表:明黄。裏:明黄。混種:石英。混大:粗。混量
少。焼:良。調:ナデ。厚:7皿。他:直線状の耳。

H・ G-19第 5層 (仮 )黄砂堀下 ,

台040930-22

晩 耳
文:凸帯―三角。質:砂質。表:淡橙。裏:淡橙。混種:白 .貝。混大:粗。混量
多。焼:中。調:ナ デ。厚:10皿。他:直線状の耳。

E-17第 5層 (仮 )
台021115-20

晩 鉢 口 口:24.2cm
口:丸。質:砂質。表:茶褐。裏:茶褐。混種:輝石.石英。混大:細。混量:少。
焼:中。調:表横ナデ。厚:7～ 8皿。

層

・
２

E― 7第 (仮 )
ム
ロ

C-18第 4層 (仮 ),
台031212-6

晩 鉢 口 口:24cm
口:角。質:砂 >泥。表:淡茶。裏:淡茶。混種:輝石。石英.黒。混大:粗。混
量:多。焼:中。調:ナデ。厚:6～ 7皿。積痕:有。他:口縁部僅かに肥厚。

第
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図

・
図
版
�

E-17第 5層 (仮 )上 ,

台021118-12晩 鉢 口 口:11.8cm
口:丸―外反。「く」。質:砂 <泥。表:暗茶褐。裏:茶褐。混種:石英.黒。混大 :

細。混量:多。焼:中。調:ナ デ。厚:6皿。積痕:有。他:頸部屈曲弱い。

表17 縄文晩期・貝塚後期土器観察一覧①

<凡例 >「観察事項」の項目1口 :(口縁部の形態)、 質 :(砂質・泥質)、 表
入量)、 混大 :(混入物の大きさ)、 焼 :(焼成)、 調 :(器面調整)、
「地区 0台帳番号」の項目1台は台帳番号を示す。砂丘区台帳番号 |(

厚
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(その他な
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表17 縄文晩期・貝塚後期土器観察一覧②

／

／

ノ

ー

ー

ー

。砂丘

:(色 )、 裏 :(色 )、 混種 :(混入物の種類)、 混量 :(混
厚 :(器厚)、 他 :(そ の他など)|
まCDに収録|

地区・台帳番号
図
版
番
号

挿
図
番
号

時
期
器
形
部
位 類 寸法 観察事項

C-19第 4層仮黒土 ,

台040309-4晩 鉢 口 口:36cm
口:丸。質:砂質。表:暗茶。裏:暗茶。混種:輝石。混大:粗。混量:多。焼:良。
調:横ナデ。厚:6～ 7皿。

E-17第 5層 (イ反)
台030312-21.04

ド17.D-18清掃 ,

1119-16６ヽ
ノ
晩
深
鉢 口 口 :31。 6cm

口:角。質:砂 >泥。表:黄茶。裏:黄茶。混種:石英。混大:粗。混量:多。焼 :

中。調:ナデ。厚:6～ 1lmm。積痕:有。
‐
ヽ

図

　

・

D-19第 4層 (仮)東掘下,

台041215-2晩 口
質
焼
丸
少
口
量

:砂 >泥。表:淡赤。裏:淡黄。混種:石英。チャート。混大:細。混
:良。調:ナデ。厚:7皿。積痕:有。他:肥厚 口縁。

D-18東 トレ灰粘土 ,

台040226-14後 鉢 口 口:10.9cm
口:舌。質:砂 <泥。表:暗茶。裏:暗茶。混種:白 。混大:2皿。混量:少。焼 :

中。調:裏―ハケナデ明瞭、表裏―器面細かい。厚:10mm。 積痕:有。

C-18第 4層 (仮 ),
台031212-6後

深
鉢 口 口:18。 8cm

口:丸。質:砂 >泥。表:暗赤。裏:暗赤。混種:黒。混大:2mm。混量:少。焼 :

良。調:表―ナデ、裏―ヨコナデ有、表裏―器面細かい。厚:10mm。 積痕:有。他:

外反。

C-17No005,
台050214-32

＼
節

―
後
深
鉢

口
～
底
口:16.2cm

口:舌―「く」。質:砂 >泥。表:暗茶。裏:暗赤。混種:白色。混大:細。混量 :

少。焼:良。調:ナデ。厚:8皿。積痕:有。他:胴上部に煤痕有。

D-17東 トレ北 ,

台040615-7後
深
鉢 口 口:20.3cm

口:丸―有段か玉縁。質:砂質。表:淡橙。裏:黄褐。混種:黒 .透。混大:2皿。
混量:多。焼:中。調:ナ デ。厚:7皿。積痕:有。

C-18第 4層 (仮 ),
台031216-12

12 後
深
鉢 口 口:17.4cm

口:丸―外反。肥―「く」。質:砂質。表:黄赤。裏:黄褐。混種:石英.輝石。乳白
色。混大:2皿。混量:多。焼!中。調:頸部ヨコナデ。厚:6～ 7mm。積痕:有。

E-20第 4層 (仮)上 ,

台021114-7
13 後
深
鉢 口

口:角 。質:砂質。表:暗茶。裏:暗茶。混種:チ ャート.黒。混大:粗。混量 :

多。焼:良。調:指頭痕残る。厚:5mm。他:双耳状突起。

E-17第 4層 (仮)下 ド(一括)東
畦, 台021206-15後

深
鉢 口 口:33.8cm

口:角。質:砂質。表:暗茶褐。裏:暗茶褐。混種:赤色粒.石英。混大:2mm。
混量:多。焼:中。調:丁寧。厚:7mm。積痕:有。他:双状突起。

D-17東 トレ007.D-17東 トレ淡
黒砂.D-17平壁掃 , 台040722-
34.040629-29.050202-10

後
深
鉢

口
～
底
口:14.6cm

口:角。質:砂 <泥。表:淡茶。裏:淡茶。混種:光 .黒。混大:赤色粒。黒。白。
混量:中。焼:中。調:裏―ユビ痕明瞭、表―器面細かい、裏―器面はがれ。
厚:5皿。積痕:有。他:山形―リボン。

D-17灰粘質,

台040318-11後
深
鉢 口 口:19。 6cm

口:角。文:頸部に沈線1条。質:砂質。表:茶褐。裏:茶褐。混種:石英.黒 .

透。混大:2皿。混量:多。焼:中。調:丁寧。厚:8皿。積痕:有。他:口縁部肥
厚。

後
深
鉢 口

口:角。質:砂質。表:明橙。裏:明橙。混種:透。赤色粒。混大:2皿。混量:少。
焼:中。調:裏―ザラ。厚:5mm。 他:口縁部肥厚。

D-17東 トレ淡黒砂 ,

台040629-29

口 口:11.6cm
口:丸。文:凸文―横二本。質:砂質。表:淡赤。裏:淡赤。混種:石英.黒。混
大:細。混量:多。焼:中。調:ナデ。厚:6皿。積痕:有。他:口縁直下凹線。

C-18第 4層 (仮)下淡灰白色部
分掘下げ, 台031217-17後 鉢

後 鉢 口 口:10。 2cm
口:角 。質:砂質。表:淡黄。裏:淡黄。混種:石英。混大:5mm。混量:多。焼 :

良。調:表―丁寧。厚:6皿。他:胴上部に有段。
H・ G-19北東西壁崩落,

台051011-1

，

７

ヽ

―

後
士
亜
？ 月同

質:中。表:暗赤。裏:暗茶。混種:砂粒。混大:細。混量:多。焼:良。調:表―ナ
デ、裏―ユビ痕有、表裏―器面細かい。厚:1。 1皿。他:胴上部に細沈線1条。

E-20第 4層 (仮 )上 .E-17第 4
層 (仮 )下 ,

台021114-7.021118-14

後
深
鉢 口 口:28。 lcm

口:角。質:砂質。表:淡橙。裏:淡黄。混種:白粒。混大:細。混量:少。焼:良。
調:裏―指痕。厚:9mm。

表採 ,

台041027-4

後
深
鉢 口 口:24.6cm

口:舌―外反。質:砂質。表:橙。裏:橙。混種:光 .透 .赤色粒。混大:細。混量:

多。焼:良。調:ナデ。厚:8mm。
E-17?,
台01

後
深
鉢 口 口:20。 8cm

口:直 .平坦。質:砂質。表:暗茶。裏:灰茶。混種:石英。混大:粗。混量:多。
焼:中。調:裏―ハケメ状 ?。厚:7mm。積痕:有。

E-20炉②全ド20,
台021129-4

後11
深
鉢 口

口:角。質:砂質。表:暗黄。裏:茶褐。混種:貝。白色粒。混大:2mm。混量:多。
焼:中。調:ナデ。厚:8皿。他:アバタ。

E-18第 4層 (仮 )下
～
第 5層 (仮 )

上北壁中央, 台030128-11

１ヽ２

ノ

後
深
鉢 口 口:28cm

口:丸。文:胴上部に沈線。質:砂 >泥。表:黄橙。裏:黄橙。混種:石英。混
大:粗。混量:中。焼:中。調:裏―ユビ痕有、表裏―器面細かい。厚:7mm。積
痕:有。

D-18東 トレ南一括+D-18ド 18
001,  '台040227-10・ 040721-30

後
深
鉢 口 口:28.4cm

口:舌。文:補修孔有。質:砂質。表:淡茶。裏:黄茶。混種:黒。混大:細。混
量:少。焼:良。調:表裏―器面細かい、ナデ。厚:9mm。積痕:有。

E-17第 5層 (仮 )ド 19。 E-17第 4
層 (仮)下 ド(一括)東畦,

台030312-23.021206-15

第
８６
図

・
図
版
Ⅲ
後
深
鉢 口 口:30cm

口:舌。文:双状凸帯、日縁直下に破沈線。質:砂 >泥。表:淡茶。裏:灰茶。
混種:赤色粒。混大:2皿。混量:少。焼:良。調:表―ユビ痕有、裏―ユビ痕明
瞭、ナデ。厚:9mm。積痕:有。他:煤痕有。

E-16平掃 ,

台041111-33

後
深
鉢 口 口:23cm

口:角。質:砂質。表:茶褐。裏:赤褐。混種:石英.砂粒。混大:2皿。混量:多。
焼:悪。調:表―光沢有、裏―ユビ痕有、表裏―器面細かい。厚:7皿。

D-17黒粘質 (貝片混),
台040318-16

後 鉢 口 口:12.4cm
口:角、丸―外反―段。
細。混量:多。焼:中。 か

輝石。長石。混大 :

い、ナデ、裏面に
C-17北西白砂 ,

台050113-3

<凡例>

-299-

凶
　
臨
以
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表17 縄文晩期・貝塚後期土器観察一覧③

の項目
き

(砂質・泥質)、 表 :(色 )、 裏 |

調 :(器面調整)、 厚 :(器厚)、
。砂丘区台帳番号はCDに収録|

(

押
図
番
号

時
期
器
形
部
位 類 寸法 観察事項 地区・台帳番号

D-18東 トレ灰粘土 ,

台040226-14
後
深
鉢 口 口:20.6cm

口:角。質:砂質。表:暗黒。裏:暗茶。混種:黒 .透 .白色粒。混大:細。混量 :

多。焼:中。調:裏―ユビ痕有、表裏―器面細かい。厚:8皿。積痕:有。他:平。

後
深
鉢 口 口:16cm

口:角。質:砂質。表:暗茶。裏:橙褐。混種:光。混大:細。混量:普。焼:中。
調:表―ユビ痕有、表裏―器面細かい、ナデ、表―丁寧。厚:7～ 8皿。積痕 :

有。他:頸部横ナデ。

E-17第 5層 (仮 )ド 14,
台030312-18

後
深
鉢 口 口:22cm

口:角。質:砂質。表:橙褐。裏:暗茶。混種:透 .赤色粒。混大:2皿。混量:多。
焼:悪。調:裏―ユビ痕有、ナデ。厚:7皿。

E-17第 5層 (仮 ),
台021115-26

後
深
鉢 口 口:27.9cm

口:角。質:砂 >泥。表:暗赤。裏:暗赤。混種:黒。透。混大:細。混量:少。焼 :

良。調:表―ユビ痕有、裏―ヘラケズリ。厚:10皿。積痕:有。
E-17第 3層 (仮 ),
台020809-12

後
深
鉢 口 口:17.8cm

口:角―外反。質:砂 <泥。表:淡茶。裏:淡橙。混種:石英。混大:3皿。混量 :

少。焼:良。調:表裏―器面細かい、裏面に縦位ナデ痕。厚:8皿。積痕:有。
他:く 。

C-19・ 20第 4層東黒土。C-19020
第 4層仮灰粘黒土 ,

台040330-39.040308-15

後
深
鉢 口 口:12.8cm

口:丸。質:砂<泥。表:淡茶。裏:淡灰。混種:貝。光.透。混大:1皿。混量:少。
焼:良。調:表―ユビ痕有、表裏―器面細かい、ナデ。厚:6皿。他:器形―晩期
の流れ ?口縁「く」アバタ、粘土帯接合部分より割れている。

D-17黒砂 ,

台040309-2

後 EE 口 口:12cm 種…
酬
‘日比
蔦阻湘裏．器

‥日

麦

裏

一．ヾ

ｏ
去
日

橙
膚
暗
じ
幸一外
ュ
Ｌ
一暑
ぐ
‥表
砂
調
質
良
丸
。焼‥

口
少

細粒、砂。混大
かい、ナデ。厚 :

:細。混量:僅
8mm。

COD-18黒砂 ,

台040310-5
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10 後
鉢
口 口:26.3cm

口:角。質:砂 <泥。表:暗黄。裏:淡黄。混種:光 .黒。混大:2皿。混量:少。
焼:良。調:表―ナデ丁寧。厚:6皿。積痕:有。

F-19東 トレ掘削 ,

台040224-4

11 後
深
鉢 口

口:角。質:砂質。表:淡黄。裏:淡黄。混種:黒。混大:細。混量:少。焼:中。
調:器面―丁寧。厚:8皿。積痕:有。

C-19第 4層 (仮 ),
台031204-14

12 後
深
鉢 口 口:19。 9cm

口:角。質三砂>泥。表:淡橙。裏:淡橙。混種:透。混大:細。混量:少。焼:良。
調:表裏―器面細かい。厚:7皿。積痕:有。他:く 。

D-17東 トレ第4層 (仮 )下 ,

台050715-3

13 後
深
鉢 口

表:暗茶。裏:暗赤。混種:石英.黒。混大:2皿。混量 :

面細かい、裏面指痕、表面丁寧。厚:9皿。積痕:有。
口:丸―直口。質:砂質。
中。焼:良。調:表裏―器

D-17黒砂 ,

台050202-4

後
深
鉢 口 口:28.8cm

口:舌。文:鞍状凸帯。質:砂 >泥。表:淡黄。裏:黄橙。混種:白色.細粒。混
大:細。混量:少。焼:悪。調:内外器面とも粗雑。厚:1。 1皿。他:砲弾状の
器形。

E-17第 4層 (仮 )下 ド1,
台021115-22

後
深
鉢 口

口 :25。 l cm
口:角。文:幅広沈線6皿―不規則。質:砂質。表:暗黄。裏:明黄。混種:黒 .

白色粒。混大:細。混量:中。焼:中。調:表―ユビヘラ、裏―ユビヘラ。厚:6
～7皿。積痕:有。

E-17第 5層 (仮 )上 ド3.E-20
(仮 )上 ,

台021114-7.021206-39

後 口 口:15。 7cm
口:丸。質:砂 <泥。表:暗橙。裏:暗橙。混種:石英。混大:1皿。混量:少。焼 :

中。調:表―ユビ痕有、ユビ粗。厚:12皿。積痕:有。
E-18第 4層 (仮 )上 ,

台021023-5

後 1巨 口 口:18。 7cm
口:丸―玉縁。質:砂 <泥。表:淡黄。裏:淡黄。混種:白。混大:粗。混量:中。
焼:良。調:表裏―器面細かい、内器面―丁寧。厚:5m。積痕:有。他:口縁端
部内側に玉縁。

E-17バ 以東北壁 ,

台030825-27

後 EE 口 口:19。 lcm
口:角。質:砂質。表:暗黄。裏:暗黄。混種:石英。混大:細。混量:少。焼:中。
調:表―ユビ痕有。厚:5皿。積痕:有。

C-19北 トレ黒土 ,

台040308-7

後 EE 口 口:14cm
口:丸―L。質:泥質。表:赤。裏:暗灰。混種:石英―赤褐色物等混入。混大:3
皿。混量:少。焼:中。調:表裏―器面細かい、裏面に指頭痕残る。厚:7皿。
積痕:有。他:ややアバタ状。

D-19第 4層 (仮 )東掘下 ,

台041215-2

口:角。質:泥質。表:明赤。裏:暗灰。混種:石英.黒。混大:1皿。混量:中。
焼:良。調:表―ユビ痕有、表―器面細かい、裏―器面はがれ。厚:9皿。積痕 :

有。他:弥生模。

C-17北 トレバ以北 ,

台040330-13後 士亜 口 口:12.lcm

H-19北畦掘下。H-19灰粘土～
黒土 ,

台050304-17.041214-9
後 士霊 口 口:13.lcm

口:丸。質:砂 >泥。表:暗赤。裏:暗赤。混種:石英。混大:2皿。混量:少。焼 :

良。調:表―ユビ痕有、裏―ユビ痕明瞭、表裏―器面細かい。外器面ヘラ
ナデか ?。厚:9皿。
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E-20サ ブ掘下,

台020918-3後 1五 頚
口:角。質:砂 >泥。表:淡橙。裏:淡橙。混種:石英。混大:粗。混量:少。焼 :

良。調:表裏―ユビ痕有、裏ユビ痕顕著、表ナデ。厚:8皿。

COD-18黒砂 ,

台040310-5
10 後 IE 口 口:19。 lcm

口:角。質:砂質。表:暗黄。裏:黄灰。混種:透 .黒。混大:細。混量:少。焼:中。
調:表―器面細かい、裏―器面はがれ、ナデ。厚:7皿。他:玉縁状。

E-17平掃第4層 ,

台020808-16
11 後 [五 口 口:10。 2cm

口:丸。質:泥質。表:淡橙。裏:淡橙。混種:赤色粒。混大:細。混量:少。焼
良。調:表―器面細かい、裏―器面はがれ。厚:8皿。

ATP_20黒土.ATP-20盛 土,

台040107-24.040109-1612 後 堡巨 口 口:7.4cm
口:角―丸。質:砂 >泥。表:茶褐。裏:茶褐。混種:石白細粒。混大:細。混量 :

中。焼:良。調:裏―ユビ痕有、表裏―器面細かい。厚:7皿。

D-19第 4層 (仮 )南側 ,

台031204-15後 E臣 口 口:14cm
混種:透 .石英。混大:1皿。混量:中 。
裏―器面はがれ。厚:7皿。他:口縁部
橙
。
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C-19第 4層 (仮 )掘下げ
台031204-1414 後 1五 口 口:8.5cm

口:く 角、日唇平坦。文:凸帯―三角。質:泥質。表:

混大:細。混量:少。焼:中。調:表―器面細かい、
凸凹有。厚:8皿。他:口縁部逆L字。

1明黄。裏:明灰。混種:透。
裏―器面はがれ、細かい

<凡例 >

」の項目1台

-300-

そ

の種類)、 混量 :(混

さ
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15 後
深
鉢 口

口:角。質:砂 >泥。表:明―赤。裏:明―赤。混種:石英.透。混大:粗。混量:多。
焼:良。調:裏―ヨコナデ。厚:6mm。他:弥生模 口唇部に幅広凹線。

C-18第 5層 (仮)平面掘り下げ,
台031224-12

E-17第 5層 (イ反),
台021115-20

16 後
深
鉢 口 口:23.3cm

口:丸。質:砂 >泥。表:淡黄。裏:淡黄。混種:石英、石灰細粒。混大:3mm。
混量:多。焼:悪。厚:10皿。他:アバタ。

C・ D-19第 3～第 4層 (仮)東壁 ,

台050914-16
17 後 士亜 口 口:13.9cm 混

有

:角

量 :

石英。混大:細。
1厚 :10皿。積痕 :

砂口

か い 、

C・ D-19黄カワ
,

台040310-25
18 後
=E
口

口:やや尖り気味。質:砂質。表:淡茶。裏:淡黄。混種:石英.光 .黒。混大 :

2mm。混量:多。焼:良。調:表―器面細かい、裏―器面はがれ。厚:6mm。積痕:

有。他:幅3.5mmの凹線が横位に2条。

第
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E-19第 4層 (仮)中央 ,

台020920-13
19 後
深
鉢 口

口:角。質:砂 >泥。表:明茶。裏:明茶。混種:石英.砂粒。混大:粗。混量 :

多。焼:良。調:表裏―ユビ痕有、表―器面細かい、裏―器面はがれ。厚:6mm。
他:口縁部に細沈線1条。

E-18米埋土
,

台030120-6
20 後 士笠

口:角。文:斜沈線十羽状。質:砂質。表:茶褐。裏:暗黄。混種:石英.黒。赤
色粒 (透明)。混大:2mm。混量:多。焼:悪。厚:9mm。他:横位の沈線2条後
羽状+斜沈線。

後 口
口:丸。文:凸帯文―U逆U字状。質:中。表:暗茶。裏:暗茶。混種:石英。混
大:2皿。混量:少。焼:良。厚:4mm。他:平。

C-19北 トレ壁平掃平壁掃 ,

台040318-29

後 1臣 口 口:12.2cm
口:角。文:斜沈線、横の後斜。質:砂質。表:明赤。裏:明赤。混種:石英。チャー

ト。混大:粗。混量:多。焼:中。調:ナデ。厚:10mm。 積痕:有。他:模。
D-19第 4層 (仮)東掘下,

台041216-3

口:角。質:砂質。表:黄。裏:黄。混種:透 .黒 .赤。混大:粗。混量:多。焼:良。
調:ナデ。厚:9mm。積痕:有。他:口唇部に凹線1条。

C-19北 トレ第4層 (仮 ),
台040319-22後 士亜 口

後
深
鉢
？
口

口:角。質:砂 >泥。表:淡赤。裏:淡黄。混種:石英。混大:2mm。混量:多。焼:

良。調:表裏―器面細かい、丁寧。厚:1lmm。積痕:有。他:口唇部に凹線 ?。
ド45,E-20炉②全

台021129-4

後
深
鉢
？
口 口:20。 7cm

口:角。質:砂質。表:淡茶。裏:淡橙。混種:光.透。混大:細。混量:中。焼:中。
調:裏―ユビナデ。厚:9皿。積痕:有。他:粘土帯接合部より破損、日縁端
部外に膨らむ。

C_19020平 壁掃 ,

台040227-19

口 口:19。 5cm
口:丸。文:無文。質:砂 >泥。表:淡橙。裏:淡橙。混種:光 .黒。混大:3mm。
混量:中。焼:良。調:表―ナデ、裏―ユビ痕有。厚:7皿。他:無文。

5ト レ淡暗褐砂 ,

台020225-26後
深
鉢

後
鉢
？ 口

口:角。文:細かな凸凹有。質:砂質。表:黄褐。裏:明茶。混種:石灰粒.橙
色粒.透明。混大:粗。混量:中。焼:中。調:口縁直下横ナデ.裏縦位の刷
毛目調整。厚:4mm。他:口縁端部、肥厚。

TP(12)表採 ,

台031225-37

後 EE 口 口:13.3cm
口:丸。質:砂 >泥。表:暗黄。裏:暗黄。混種:光。黒.透。混大:粗。混量:中。
焼:中。調:表―器面細かい、裏―器面はがれ。厚:9皿。他:外反。

F-19東 トレ全清掃 ,

台040915-15

C-19020第 4層仮灰粘黒土,

台040308-15
後 士笠 口 口:13.8cm

口:丸。質:砂 >泥。表:淡橙。裏:淡橙。混種:黒。石英。混大:2mm。 混量:中。
焼:良。調:表―器面細かい、裏―器面はがれ。厚:9皿。積痕:有。

深
鉢 口 口:19。 3cm後

口:L角。質:中。表:暗茶。裏:灰茶。混種:石英.チ ャート。混大:3mm。 混量:

中。焼:中。調:表―ユビ痕有、裏―ユビ調整有、表裏―器面細かい。厚:9mm。
積痕:有。他:L。

ATP-20,
台031222-28

後
鉢

？ 口
口:一部L角。質:砂質。表:淡黄。裏:淡黄。混種:石英。混大:粗。混量:多。
焼:悪。調:雑。厚:7皿。

C-24旧 ロッジ試暗土下砂No30,
台041007-9
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12 後
鉢
？ 口

口:L―ハブラシ、角。質:砂質。表:明黄。裏:明黄。混種:石英.透。混大:粗。
混量:多。焼:悪。調:雑。厚:7mm。

H・ G-19米埋土
,

台041116-1

後

イ

鉢
？
一
口

口:L角 。質:中。表:淡黄。裏:淡黄。混種:砂粒。混大:細。混量:少。焼:良。
調:裏―ユビ痕明瞭。表裏―器面細かい、丸紋。厚:8mm。

C-19北 トレ黒土。C-19第 4層仮
黒土, 台040308-7.040309-4

後
深
鉢 口 口:25.2cm

口:角。質:砂質。表:淡黄。裏:淡灰。混種:石英。混大:粗。混量:多。焼:良。
調:表―ユビ痕有。厚:8皿。

E-20炉②全ド31,
台021129-4

15 グ 鍋 口 口:23.2cm
口:舌。質:砂 <泥。表:明茶。裏:明茶。混種:砂粒。混大:2mm。混量:少。焼:

良。調:裏―ユビ痕明瞭、表裏―器面細かい。厚:8mm。
(2256)E-17第 5層
台030312-21

H14-グ スク
(仮)ド 17,

16 後
鉢

？ 口 口:15。 7cm
口:L角。質:砂 <泥。表:淡黒。裏:茶。混種:石英。光.透。混大:細。混量
中。焼:中。調:丁寧なナデ。厚:8皿。他:蓋の可能性有 ?

D-17東 トレ北黒砂 ,

台040628-1

17 後 鉢 口 口:17cm
口:丸。質:砂質。表:明灰。裏:明茶。混種:透。混大:細。混量:中。焼:良。調:表―
ユビ痕有、裏―ユビナデ明瞭、表裏―器面細かい。厚:7皿。他:表面アバタ状。

D-19第 4層 (仮 )南 ,

台031205-23

18 後 鉢 口 口:20.lcm
口:角。質:砂質。表:淡橙。裏:淡橙。混種:石英。混大:粗。混量:多。焼:中。
調:ナ デ。厚:7mm。他:逆―く。

5ト レ淡暗褐砂 ,

台020225-26

19 晩 鉢 口
口:角。質:泥質。表:茶。裏:茶。混種:石英。混大:細。混量:少。焼:良。調
ナデ。厚:6mm。他:浅鉢。縦耳。

E-18第 4層 (仮 )下 ,

台021115-13

表17 縄文晩期・貝塚後期土器観察一覧④

<凡例 >「観察事項」の項目1口 :(口縁部の形態)、 質 :(砂質・泥質)、 表 :(色 )、 裏 :(色 )、
入量)、 混大 :(混入物の大きさ)、 焼 :(焼成)、 調 :(器面調整)、 厚 :(器厚)、 他 :(
「地区・台帳番号」の項目1台は台帳番号を示す。砂丘区台帳番号はCDに収録|

(混入物の

-301-

ど)|
混量 :(混
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20 後 lE 頚
文:横―三角、肥―凸。質:中。表:橙褐。裏:淡黄。混種:光 .黒。混大:3皿。混
量:多。焼:良。調:裏―ユビ痕有。厚:7皿。積痕:有。

C-19北 トレ第 4層 (仮 )
台040319-22

第
８９
図
・図
版
１１０
21 後 E臣 頚

質:砂質。表:暗赤。裏:暗赤。混種:石英.チ ャート。混大:粗。混量:多。焼
中。調:裏―ユビ痕有。厚:9mm。他:横―沈線。

D-19第 4層 (仮 )東掘下
台041215-2

後 lE 頚
文:凸―横1条。質:中。表:暗茶。裏:茶。混種:砂粒。混大:細。混量:中。焼
良。調:裏―ユビ痕有。厚:9皿。積痕:有。

ATP-20,
台031222-28

後 lE 頚
口:角。文:胴―三条―凸帯。質:砂質。表:淡黄。裏:淡黄。混種:黒 .白色粒。
混大:粗。混量:中。焼:良。調:ナデ。厚:8皿。

D-19西壁崩除,

台050912-26

後 EE 月同
文:凸―横-2条。質:砂質。表:暗茶。裏:暗茶。混種:透明。白色粒。混大:粗。
混量:中。焼:悪。調:表―器面細かい、裏―器面はがれ。厚:7皿。

C-19北 トレ壁掃 ,

台040317-7

後 霊 ] 肩
文:凸帯―三角。質:砂<泥。表:淡茶。裏:淡茶。混種:白色粒。混大:細。混
量:少。焼:良。調:表裏―ユビ痕有、表―器面細かい。厚:10皿。

C-19北 トレ壁掃 ,

台040317-7

後 EE 肩
文:凸帯―三角。質:砂 >泥。表:淡茶。裏:暗茶。混種:石英。光.黒。混大:粗。
混量:多。焼:中。調:表―器面細かい、裏―器面はがれ。厚:9皿。積痕:有。

E-18第 4層 (仮 ),
台021114-13

後 底 底:15cm
文:凸帯―丸。質:砂 <泥。表:明赤。裏:明赤。混種:石英。混大:細。混量
少。焼:中。調:表裏―器面細かい、指痕有。厚:8～ 10皿。

E-18第 3層 (仮)?
台021028-10

後 任臣 月同
文:沈―ヨコ。質:砂質。表:明黄。裏:明黄。混種:石英。混大:2皿。混量:多。
焼:良。調:裏―ユビ。厚:5皿。

E-20;炉 (2)(全Iド50,

台021129-4

後
士亜
？ 月同

質:砂質。表:暗橙。裏:暗灰。混種:赤色粒。透明.黒。混大:2皿。混量:中。
焼:中。調:裏―ユビ、積み痕。厚:7皿。

D-17東 トレ第 4層 (仮)下北 ,

台040628-3
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後 E臣
文:弧。質:泥質。表:明橙。裏:明黄。混種:白色粒。混大:2皿。混量:中。焼:

良。調:表―器面細かい、裏―器面はがれ。厚:6皿。他:補修孔有り、径7皿。
C-17北東白砂 ,

台050201-6

10 後
鉢
？ 底
平

Ｃ
口:31.8cm 表:淡黄。調:表裏―器面細かい。厚:8皿。積痕:有。

E-17第 4層 (仮)下 ド(一括)東
畦, 台021206-15

11 晩
鉢

丸

Ａ
口:31。 lcm

口:舌。質:中。表:淡橙。裏:淡茶。混種:石英。混大:2皿。混量:中。焼:良。
調:表―器面細かい。厚:5～ 6皿。他:双状突起―縦耳。

E-20炉②全ド18,
台021129-4

12 晩 底
平

Ｄ
質:砂質。表:黄橙。裏:黄橙。混種:石英。混大:3皿。混量:多。焼:中。調
表―丁寧。厚:6皿。他:蛇ノロ状の脚剥落。

E-20炉②全ド11,
台021129-4

13 晩 底
平

Ｄ 底:12cm
質:泥質。表:明黄。裏:明橙。混種:石灰 ?。混大:粗。混量:多。焼:良。調
表裏―器面細かい。厚:5～ 13皿。他:脚 ?、 アバタ。

H・ G-19第 5層 (仮 )黄砂堀下,

台040929-22

後
深
鉢

口

”
庚

丸

Ａ
口:17.lcm

口:角。質:砂質。表:暗橙。裏:暗橙。混種:透明.石英。混大:1皿。混量:中。
焼:悪。調:表丁寧。厚:6皿。

C-18人上No.59,60
台041217-22,23

晩 底
丸

Ａ
質:砂質。表:暗橙。裏:暗橙。混種:透明。石英。混大:1皿。混量:中。焼:悪。
調:表丁寧。厚:6皿。

E-17第 5層 (仮 ),
台021115-20

晩 底
丸

Ａ
質:砂質。表:暗茶。裏:暗橙。混種:黒。透明。石英。混大:2皿。混量:中。焼 :

良。調:丁寧。厚:8mm。 他:丸底。
C-19第 3～ 第 4層 (仮)北壁 ,

台050914-5

晩 底
丸

Ｂ 底:5cm
質:砂質。表:黒茶。裏:暗灰。混種:白色細粒。混大:細。混量:多。焼:良。
調:表丁寧。厚:7皿。積痕:有。

COD-18黒 砂 ,

台040310-5

晩 底
丸

Ｂ
口:丸。質:砂質。表:明茶。裏:暗灰。混種:黒 .白色細粒。混大:1皿。混量 :

多。焼:中。調:表―ナデ。厚:6mm。他:丸底。
D-17黒砂,

'≠卦040309-2

D-19西壁崩落 ,

台050701-1
後 底

丸

Ｂ
質:泥
ナデ。
質。表:淡赤。裏:暗茶。混種 :石灰粒。混大:粗。混量 :多。焼 :中。調
厚 :6mm。

E-19ド上げ448,
台021121-40後 底

丸

Ａ
質:中。表:赤茶。裏:暗黄。混種:金雲母.石英。混大:細。混量:少。焼:良。
調:表刷毛目後ナデ裏刷毛目。厚:7皿。他:丸底。
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E-19第 5層 (仮 )上 ,

台030117-5後 底
尖

Ａ 底:3cm
>泥。表:暗茶。裏:暗茶。混種:チ ャート。混大:3皿。混量:中。焼 :

:表―ユビナデ。
質:砂
中。調

E-20第 3(仮 )下・第 4層 (仮 )直
上,台020827-19後 底

尖

Ａ 底:4.5cm
質:砂 >泥。表:黄橙。裏:黄橙。混種:橙色粒.石英。チャート。混大:2皿。
混量:少。焼:良。調:表―指頭痕残る。積痕:有。

D-17東 トレ第 4層 (仮 )下南 ,

台040628-6後 底
尖

Ａ 底 :5。 9cm
質:中。表:淡橙。裏:淡灰。混種:橙色粒.石英。混大:1～ 5皿。混量:少。焼
良。調:表ヘラナデ ?。厚:8皿。他:く びれ平底。

表17 縄文晩期・貝塚後期土器観察一覧⑤

<凡例 >「観察事項」の項目1口 :(口縁部の形態)、 質 :

入量)、 混大 :(混入物の大きさ)、 焼 :(焼成)、
「地区 0台帳番号」の項目1台は台帳番号を示す

:(色 )、 裏 :(色 )、 混種 :(混入物の種類)、 混量 :(混

厚 :(器厚)、 他 :(その他など)|
まCDに収録|

(砂

調
泥

。砂丘
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表17 縄文晩期・貝塚後期土器観察一覧⑥
凶
版
番
号

押
図
番
号

時
期
器
形
部
位 類 寸法 観察事項 地区・台帳番号

10 後 底
尖

Ａ
質:中。表:橙褐。裏:暗茶。混種:白色細粒。混大:細。混量:少。焼:良。調
表指圧痕。

H・ G-19北東西壁崩落 ,

台050929-1

11 後 底
小大
Ａ
底 :3.4cm

質:砂質。表:淡黄。裏:淡黄。混種:白 .黒。混大:細。混量:多。焼:中。調:表
指圧痕。積痕:有。

F-19第 4層中～第 5層上 ,

台031209-6

12 後 底
尖

Ａ 底:3cm
質:中。表:橙褐。裏:黄褐。混種:橙色粒。白色粒。混大:2mm。混量:少。焼
良。調:表指圧痕。厚:10皿。積痕:有。

C-19020第 4層上北壁西 ,

台050802-1

13 後 底
尖

Ｂ 底:1.9cm
口:尖底。質:砂 >泥。表:暗赤。裏:淡灰。混種:石英。混大:2皿。混量:中。
焼:良。調:ナデ。厚:7皿。他:尖底。

E-19第 4層 (仮 )ド 65,
台021105.06-1

14 後 底
尖

Ｂ 底:2.6cm
質:泥質。表:赤茶。裏:黄茶。混種:石英。混大:3mm。混量:少。焼:中。調
ナデ、指圧痕。厚:7mm。積痕:有。

C-19020第 4層仮黒砂 ,

台040308-10

15 後 底
尖

Ｂ 底:3cm
口:丸。質:泥質。表:黄橙。裏:黄橙。混種:チ ャート。混大:粗。混量:多。
焼:良。調:表―ユビ、裏―ハケ。厚:6mm。他:丸―平底的。

E-20平壁掃 ,

台030924-33

16 後 底
尖

Ｂ 底:2cm
表:橙褐。裏:橙褐。混種:黒。混大:細。混量:少。焼:良。調:表指頭
。厚:7皿。痕残 る

質:中。 F-19東 トレ黒砂 ,

台040225-13

底:10cm
質:砂<泥。表:暗橙。裏:暗褐。混種:石英。混大:1～ 5皿。混量:少。焼:中。
調:ナデ、指圧痕。厚:9皿。他:尖底。

≫

一

後

＼

底
尖

Ｂ
C-18バ以北黒粘土掘下,

台040622-12

18 後 底
尖

Ｂ 底:1.4cm
口:尖。質:砂 >泥。表:淡赤。裏:黄茶。混種:石英.チ ャート.粘板岩。混
大:粗。混量:多。焼:中。調:ナデ。厚:9皿。積痕:有。他:尖底。

C・ D-18黒砂 ,

台040310-5

19 後 底
尖

Ｂ 底:2.4cm
口:尖底。質:砂 <泥。表:暗茶。裏:淡黒。混種:石英。石灰岩。混大:1～ 10
mm。混量:中。焼:良。調:ナデ。厚:7mm。他:尖底。

C-18第 4層 (仮 ),
台031212-6

質:砂 >泥。表:黄灰。裏:黄白。混種:黄色粒。混大:2mm。混量:少。焼:中。
調:ナデ。

C-18第 4層～第 5層 (仮 ),
台031218-27後 底

／Ｊ、大
Ｂ

質:中。表:暗茶。裏:暗茶。混種:橙色粒。白色粒。混大:細。混量:少。焼 :

中。調:ナデ。厚:8mm。積痕:有。他:丸の1 4状の窪み。
C-19第 3下溝状遺構 ,

台031201-11覆 底
尖

Ｂ 底:1.5cm

尖

Ｂ
文:尖凸。質:砂 <泥。表:茶赤。裏:暗茶。混種:石英。混大:2mm。混量:少。
焼:良。調:表―ユビ痕。他:5角形の窪み。

F-19東 トレ米埋土 ,

台040310-22
22 後 底

E-19南壁崩除,

台050912-19後 底
尖

Ｂ
質:中。表:赤。裏:暗灰。混種:橙色粒.透明。混大:細。混量:少。焼:中。調:

表―ユビ。厚:4皿。他:平―上げ底、弥生摸か ?。

ヽ
２４

／

D-19第 5層 (仮 )白砂 ,

台040109-3
後
／
底
平

Ａ 底:6.6cm
質:砂 <泥。表:明茶。混種:金雲母。混大:細。混量:中。焼:良。調:表刷毛
目調整痕有。厚:5～ 6皿。積痕:有。他:平底。

C-19第 4層 (仮 )石集北黒砂 ,

台040329-1225 後 底
平

Ａ 底:1lcm
質:砂質。表:

調:裏―ハケ。
明茶。裏:明茶。混種:チャート。混大:1皿。混量:少。焼:良。
厚:6皿。他:平。

D-19米軍埋設土
台031128-1底

平

Ａ 底:9。 3cm
質:砂質。表:明茶。裏:暗灰。混種:黄。白色細粒。混大:細。混量:少。焼 :

良。調:裏―ユビ。厚:7皿。他:平。
26 後

E-20第 4層 (仮 )ド 265土坑6,
台030124-70

平

Ａ 底:12cm
質:砂質。表:明茶。裏:黄茶。混種:石英.黒。混大:3mm。混量:少。焼:中。
調:表指ナデ。厚:10皿。積痕:有。他:平底。

27 後 底

E-22～ 23黒褐マーブル
台040108-1928 後 底

平

Ａ 底:6.2cm
質:砂 >泥。表:赤茶。裏:茶褐。混種:石英。混大:2mm。混量:中。焼:良。調
表丁寧。厚:6mm。他:平底。

F-19第 4層 (仮)下バ以南 ,

台050225-1
質:中 。表:灰黄。裏:灰褐。混種:石英。混大:3皿。混量:多。焼:良。調:ナ

デ。厚:6皿。積痕:有。他:平底。
29 後 底

平

Ａ 底:5.6cm

C_19020黒褐土,

台040226_25
質:砂 <泥。表:淡褐。裏:灰黒。混種:石英。混大:2皿。混量:少。焼:中。厚 :

9皿。積痕:有。他:平底。
30 後 底

平

Ｂ 底:6.6cm

C-19・ 20第 4層東堀下 ,

台040803-5
質:砂 >泥。表:橙褐。裏:灰褐。混種:黒。混大:細。混量:中。焼:良。調:表
ユビ痕。積痕:有。他:平底。

31 後 底
平

Ｂ 底:6cm

E-20第 4層 (仮 ),
台020912-8底

平

Ｂ
質:砂質。表:明灰。裏:明灰。混種:黒。透。混大:細。混量:中。焼:良。厚:5

皿。他:平―丸。32 後

C_19020第 4層仮黒砂 ,

台040308-10
質:砂 >泥。表:赤褐。裏:茶褐。混種:黒。混大:細。混量:少。焼:中。調:ナ
デ。他:平底。底

平

Ｂ 底:5cm33 後

E-18第 3(仮 )下 ?,
台021028-9

平

Ｃ 底:5.6cm
口:平。質:砂 >泥。表:赤褐。裏:茶褐。混種:透明。白色細粒。混大:細。混
量:少。焼:悪。厚:6皿。
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35 後 底
平

Ｃ 底:6.8cm
質:砂 >泥。表:茶黄。裏:茶黄。混種:黒。透明。白色細粒。混大:粗。混量 :

多。焼:中。調:表―ナデ。厚:5皿。積痕:有。
(仮), 4層

(仮)十 E-18第 4層

台021113-20.021114-13

36 後 底
平

Ｃ
質:砂<泥。表:黄白。裏:黄白。混種:石英。混大:粗。混量:多。焼:良。調
ヘラナデ ?。厚:6皿。積痕:有。他:移入土器。

5ト レ淡褐マン混 ,

台020301-24

37 後 底
平

Ｃ 底 :4。 6cm
質:泥質。表:暗赤。裏:暗橙。混種:黒。混大:細。混量:少。焼:良。調:表―ナ
デ。厚:6皿。他:く びれ。脚 ?を蛇の目状に貼付。

C-19020第 4層仮中央～南サブ
3m黒土, 台040312-28

38 後 底
平

Ｄ
質:砂<泥。表:淡茶。裏:淡茶。混種:石英。混大:3皿。混量:多。焼:良。調
丁寧。厚:6皿。積痕:有。

C-19020第 4層仮中央～東 ,

台040311-43

39 後 底
平

Ｄ
質:砂 >泥。表:暗茶。裏:暗茶。混種:石英.黒。混大:粗。混量:多。焼:中。
調:表丁寧。厚:2.4皿。他:平底。

D-17第 4層下黒砂掘下,

台050210-23

40 後 底
平

Ｄ
質:中。表:灰黄。裏:茶褐。混種:橙色粒。白色細粒。混大:細。混量:僅少。
焼:中。

E-20第 4層 (仮 )上 .F-19東 ト
レ黒砂
台021114-7.040225-13

41 後 底
平

Ｄ 底
:7.2cm

:砂質。表:明橙。裏:明橙。混種:石英.黒。混大:2皿。混量:少。焼:悪。
:ナデ。
質
調

H・ G-19西東北壁 ,

'台050728-2

42 後 底
平

Ｄ 底:6。 lcm
文:尖底十平底。質:中。表:淡茶。裏:茶褐。混種:石英。混大:細。混量:少。
焼:良。調:ナ デ。厚:10皿。他:く びれ平底。

D-17東 トレ灰粘土,

台040226-4

43 後 底
平

Ｄ
質:中。表:暗灰。裏:明黄。混種:透明。混大:2皿。混量:少。焼:良。他:く
びれ。

D-19黄褐粘質,

台040312-22

44 後 底
平

Ｄ 底:3cm
質:砂質。表:茶黄。裏:黄白。混種:石英。輝石。混大:細。混量:少。焼:中。
調:表―ユビナデ。厚:4～ 6m。他:平底。

E-18第 4層 (仮 )南壁崩落,

台050915-2

45 後 底
平

Ｄ 底 :5。 7cm
質:中。表:明橙。裏:明橙。混種:石英。混大:2mm。混量:少。焼:良。調:刷
毛日、底面光沢有。厚:7皿。他:平底。

E-19南壁崩除,

台050912-19

表17 縄文晩期・貝塚後期土器観察一覧⑦
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2。 石 器

砂丘区出土の石器は、スレート製品 1個、石斧231個、くぼみ石31個、石皿37個、敲き石219個、

すり石32個、石錘 1個、円盤石器 6個、礫石器 1個の計652個 出土した。代表的な石器については

図版115～ 121に掲載し、表18に観察一覧を示した。以下、主な石器について略述する。

1)石斧

打製石斧 (72個 )、 半磨製 (22個 )、 磨製 (13個 )の計106個で最も出土の多い器種である。以下、

各器種について略述する。

打製石斧は図版115-9が輝緑岩製の小形の片刃石斧、図版117-33が砂質片岩製の短冊形両刃で

ある。後者は石皿を縦に打ち割って製作されたもので時期の古いE-22付近で出土している。

半磨製石斧のほとんどは片刃である。図版115-12・ 13は礫石の縁を割り取 り、周縁を打割調整

し、刃をつけたもので、楕円を呈する。両刃は図版115-17・ 図版117-36で 、いずれもバチ形であ

る。36は全体に表面部分がはがれているようである。

短冊形は図版115-7と 図版115-32で 、前者は刃部の先端が尖る。後者は板状であるが、調整は

粗い。図版117-40041・ 43は石斧に含めているが、円礫を利用し、裏面を平らにするなど共通す

る部分も多いことから、別の形での分類も可能と思われるが今回は石斧で記 1)杢する。図版116-37

は片刃、バチ形で表裏面は未調整で未完成と思われる。図版116-19は 片刃、逆バチ形で表裏面は

丁寧に研磨され、刃は明瞭な片刃である。

局部磨製石斧は両刃 (図版117-39)と 片刃 (図版115-20306・ 8)があり、中でも203は小

型である。形はバチ形と短冊形がある。

磨製石斧は図版115-4の バチ形、45の隅丸形、図版116-23～ 27は片刃で短冊形、図版117-44

は両刃、短冊形を呈するものである。また、図版116-23024・ 27はかなり磨かれた定角式石斧が

一括で出土している。

石斧未製品には短冊形 (図版116-30031)、 荒害」 (図版116-32～ 図版117-34)で 、特に33は石

皿を縦に打ち割り、二次利用している。

2)尖頭器 (図版117-38):礫 を利用し、周縁を打割調整し、ポイント状に加工したものである。

他に礫を利用したものに、バチ形 (同図版117-39)、 未製品 (図版117-40～ 42)がある。尖頭器

(図版117-38)は すり石や敲き石などを割り取 り、打割調整によって先端を尖らしたものである。

3)す り石 :33個 出土した。大きさ (重量)別 にみると300～ 500g台 12個、600～ 700g台 17個、1000

g以上が 3個である。形状は楕円 (図版119-68)、 隅丸方形 (図版119-72)、 略三角形 (図版119-

69)である。石質はサンゴ塊、砂岩 (図版119-66～ 68)、 角閃岩安山岩 (図版119-72)、 ひん岩が

ある。

4)敲き石 :大 きさ (重量)別 にみると100～ 200g台 13個、300g～ 500g台 5個、6000g台 1個が

ある。特に図版119-69は特に重 く、重しなどの可能性もある。形状は円盤状 (図版118-49・ 580

59・ 60)、 球状 (図版118-56)、 棒状 (図版118-52053・ 54055)、 楕円 (図版118-57・ 63・ 640

65)、 台形 (図版118-43047)、 略三角形 (図版119-69)がある。中には石斧を転用した (図版11

7-460図版118-49050)、 凹みを転用したもの (図版117-400480図 版118-51)があり、小さ

い方に多いようである。石質は角閃岩安山岩 (56064・ 69)、 輝緑岩 (47060)、 砂質片岩 (52)、
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砂岩 (片岩)(54)、 礫質砂岩 (43)、 砂岩 (40051055056059・ 63065)が ある。

5)く ばみ石 (図版118-61062):17個 出土した。いずれも楕円形で、ほぼ中央に浅い凹みがみら

れる。いずれも砂岩製であるが、他に安山岩が出土している。また、E-20炉跡②からくぼみ石の破

片が検出され、剥離の形状を考慮すると打製石器の未製品とも考えられる。

6)石皿 (図版120):破片を含めると41個出土した。形状は厚みのあるタイプ (図版120-74)、 薄
いタイプ (同図75)、 やや小ぶりで扁平のタイプ (図版119-73)がある。石質をみると火山岩、黒

色片岩、砂岩 (図版119-710図 版120-75。 図版121-77)、 砂岩 (細粒)(図版120-74)、 砂岩

(石灰質)、 (片状 )、 (シルト)図版119-73・ 図版120-76、 など砂岩が多く用いられている。

7)石錘 :1個出土した。 砂岩 (細粒)製で、大きさは縦 :98mm、 横 :62mm、 厚 :49.9mm、 重 :3
90gを測り、E-20、 第 4層 (仮)土坑 5 Dot上げで出土。

8)碇石 (図版121-78):大 きさが20cm大、重さ10Kgの結晶質石灰岩 (古生代石灰岩)の 自然に

穿孔された石である。穿孔端に紐ズレがあり碇石に利用された可能性が考えられる。出土地はHO

G-19第 5層 (仮)南側石集積とD-17黒色土層下で出土。

9)石製品 (図版125)

2個出土した。 1は石灰岩 ?、 2は粘板岩製である。 1は光沢が強く、半環状に整形したもので

ある。色は乳色で光沢があり、一見、骨製品と類似、骨の海綿組織が確認できないのでここで報告

する。半環状の端部で 5 mm前後の孔を2孔有する。出土地は東壁崩落土。

2は粘板岩製で厚さ3～ 5 mm程度の板状の製品で、中央に径 5 mm前後の孔を有する。他に加工痕

なく、平面は不定形である。出土地不明。

まとめ

石器の量は低湿地区より多く、特に石皿やすり石など敲打器類が多い。

円礫の縁を割り取り、打割調整し、石斧にしたものが複数例 (図版115-12・ 13)、 円礫を大きく

割り取り、打製石器に加工したもの (図版117-40～ 43)がみられ、いずれも県内では初出である。

弥生時代の定角式片刃石斧が 3個一括出土 (図版116)した。低湿地区の同タイプの石斧 (図版

54)よ りは幅が大きく、薄手である。両者の土器の出土状況を勘案すると本区の定角式石斧が先行

するタイプと想定される。
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表18 石器観察一覧①

出土地図版 番号 器種 分類大 分類小 残存 寸法 石質 観察事項

スレー ト

製品
完形

縦:36mm
横:19mm
厚:3.05mm
重:3.35g

砂質片岩
平面一短冊形、断面―扁平。

表裏面:自然。上下面:研磨
あり。側面は摩耗。

2ト レ、盛土 (表採)
台20212-5

石斧 局部磨製 両刃 刃～体部

縦:65mm
横:38mm
厚:6mm
重:21.84g

砂質片岩

両凸刃、刃縁一円刃。平面―

短冊形、断面一扁平。表面

及び下部は研磨、裏面は打

割、上部破損、左右打割調

整、右側は扶られる。

C-19.20、 崩落土

台50712-6

石斧 局部磨製 両刃 完形

縦:76mm
横!32mm
厚 :11。 9mm
重:41.93g

砂岩

(片状 )

両凸刃、刃縁一円刃。平面一

やや湾曲、短冊形、断面一

扁平。打製石斧を二次利用。

表裏面は自然、上部は打割、
下部は研磨、右側は刃部の

痕跡が残り、弧状を呈する。

B-23、 盛土

台41207-3

石斧 磨製 片刃 完形

縦:51mm
横:39mm
厚:11.lmm
重:30。 71g

輝緑岩

弱平強平片刃、刃縁一直刃。

平面―バチ形、断面―扁平。

表裏面、下部―研磨、上 :

打割。横斧と思われる。

C-19.20、 西側掘 り

下げ黒色土層第4層

(仮 )

台40318-27

石斧 磨製 両刃 刃部欠

縦:62mm
横:29mm
厚:8.8mm
重:31.32g

輝緑岩

平面―短冊形、断面一扁平。

表裏面及び上部、側縁は研

磨、下部破損。

3ト レ、盛土 (表採)
第 3層、台20214-12

石斧 局部磨製 両刃 完形

縦:110mm
横:67mm
厚:19。 4mm
重■73g

輝緑岩

両凸刃、刃縁―円刃。平面一
バチ形、断面―弓状。表面

及び下部は研磨。裏面は大
きく破損、上部及び側縁は

打割。使用痕は刃部に垂直。

横斧。

B-24、 盛土 (黒 )

台40930-8

石斧 半磨製 片刃 完形

縦:98mm
横:44mm
厚:13mm
重:82.51g

砂質片岩

片凸刃、刃縁―円刃。平面
は短冊形、断面一扁平。表

裏面及び下部は研磨。側縁
は 2段の研磨。

F-19東 トレ、米軍
埋設土、台40310-23

石斧 局部磨製 片刃 完形

縦:101mm

横:54mm
厚:20。 lmm
重■64g

斑レイ岩

片凸刃、刃縁一直刃。平面一
バチ形、断面―板状。表面
研磨。周縁は打割。横斧。

E-19、 北壁崩落土

台50920-12

石斧
不明、不明

台0-53
打製 両刃 完形

縦:99mm
横:61mm
厚:22.3mm
重:215g

輝緑岩

両凸刃、刃縁―直刃は斜め

か。平面―バチ形、断面一

レンズ状。表裏面は研磨。
上下及び側縁は打割。刃縁
の中央は使用の為か、凹む、
形状から縦斧の可能性が高
い。

図
　

版

　

‐１５

10 石斧 磨製 片刃 完形

縦:122mm
横:50mm
厚:19.5mm
重:175g

両凸刃、刃縁―直刃、中央
は欠。平面一短冊形、断面一

板状。表裏面及び下部は部

分研磨、上面は打割、側縁
は打割。裏面は平らになる。

横斧。

G-19、 米軍埋設土

台40910-4

<凡例>「観察事項」の
「出土地」の項

の

を目 は 。砂丘区
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表18 石器観察一覧②

の項 区の

に収録|

分類

図版 番号 器種 分類大 分類小 残存 寸法 石質 観察事項 出土地

図

版

115

11 石斧 半磨製 片刃 完形

縦:135mm
横:61mm
厚:21.2mm
重:314g

砂質片岩

両凸刃、刃縁一直刃。平面―

短冊形、断面―板状。表裏
面は音Б分研磨。上音БI計丁害l。
側縁は打割後、研磨。横斧。

E-19、 第4層 (仮 )
ドットあげ

台21105.06-2

12 石斧 半磨製 片刃 一部欠

縦:120mm
横:65mm
厚:23.8mm
重■83g

砂岩

両凸刃、刃縁一円刃。平面―

楕円、断面―レンズ状。表
面研磨、裏面自然、周縁は

裏面方向に打割調整。下部
は附刃のため研磨。礫石を

利用。

C-19020
西側集石清掃中

台41222-12

13 石斧 半磨 片刃 刃部

縦:77mm
横:64mm
厚:15.6mm
重■06.65g

片凸刃、刃縁―円刃。平面―

楕円、断面一扁平で上部に

細くなる。表面は研磨、裏
面及び周縁は細かい打割れ

調整後、研磨する。刃縁は

研磨と剥離がある。

C-19020
西側集石清掃中

台41222-12

14 石斧 磨製 片刃 完形

縦:74mm
横:49mm
厚:19。 lmm
重:111.03g

斑レイ岩

小型、両凸刃、刃縁は直刃。

平面一バチ形、断面―板状。
全面研磨、上部に若干敲き
が確認できる。横斧。

E-13、 灰色土層 ?

台41201-17

15 石斧 磨製 片刃 完形

縦:106mm
横:56mm
厚 :21。 9mm
重:193g

斑レイ岩

両凸刃、刃縁一直刃。平面一
バチ形、断面―板状。ほぼ

全面研磨。上半分に敲きが

確認される。使用痕か。刃

縁に対して垂直方向に明瞭

な使用痕が残る。横斧。

D-19、 南側石集積

台50513-2

16 石斧 磨製 両刃 完形

縦:97mm
横:48mm
厚:26mm
重:162g

輝緑岩

両平刃、刃縁一円刃。平面―

バチ形、断面―レンズ状。

表裏面研磨。上部は敲き痕。

側縁は打割後、研磨、片側
はくびれる。縦斧か。

E-19、 崩落土

台0-0

17 石斧 半磨製 両刃 刃～体部

縦:77mm
横:67mm
厚:26.7mm

重:251g

輝緑岩

両凸刃、刃縁一円刃。平面一
バチ形 ?断面一レンズ状。
表裏面及び側面研磨。裏面
の形は平面。上部破損。

ATP-20、 台40106-0

版

116

18 石斧 磨製 片刃 完形

縦:129mm
横:46mm
厚:29。 4mm
重:317g

砂質片岩

弱凸強平片刃、刃縁一円刃。

平面一短冊形、断面―緩や

かな弓状、横断面は方形。
全面研磨。側面に研磨痕。
上半分は敲き痕、使用のた

めか。

C-24、 赤色粘質土
ヽ
台40223-2

19 石斧 半磨製 片刃 完形

縦:117mm
横:45mm
厚:25mm
重:251g

輝緑岩

片平刃、刃縁は円刃、頭部
は弧状に丸く研磨。平面―

短冊状、断面―板状。縦に

割れる。そのまま再利用か

不明。破損面以外は研磨。

使用痕はに垂直にあり。

TP― (B-23?)、

表採 (黒色砂層)
台40612-2

20 石斧

●こ」ヨT百 1 ″

磨製 両刃 完形

う用′仙反の 1

縦:113mm
横:67mm
厚:25mm
重:342g

532図石斧刃分

輝緑岩

括 ∩ 植 :#

両平刃、刃縁―円刃、刃の

両端は欠損。平面―長方形、
断面一レンズ状。ほぼ全面

研磨。上部は敲き痕。

E-17、 台30902-5

<りL夕」>
の項目 は を示す。砂丘区

-317-

1977)に じる。|



表18 石器観察一覧③

図版 番号 器種 分類大 分類小 残存 寸法 石質 観察事項 出土地

21 石斧 半磨 片刃 ほぼ完形

縦:93mm
横:75mm
厚:28mm
重:365g

安山岩

(角閃石)

片凸刃、円刃。平面一正方
形、断面一レンズ状。全面、

打割調整後研磨。刃縁に対
して垂直に使用痕が確認で

き、数回の剥離が確認され
る。

F-19、 米軍埋設土

台41125-14

22 石斧 磨製 片刃 体～頭部

縦:153mm
横:76mm
厚:31.9mm
重:630g

閃緑岩

平面―短冊形、横断面―楕
円。全体に研磨は弱い。周
縁は打割が見られる。刃部

破損するが、表裏面とも刃

縁方向に平らで薄くなる。

2ト レ、淡茶褐色炭
混下、台20312-6

23 石斧 磨製 片刃 完形

縦:67mm
横:48mm
厚:12mm
重:81g

輝緑岩

片平刃、刃縁―直刃。頭部

直線的。平面―幅広短冊形、
断面―板状。全面研磨。24、

27と 一括で出土。刃部付近

使用痕は縦位、研磨痕は横
位に確認できる。

E-18、 台40701-0

24 石斧 磨製 片刃 完形

縦:85mm
横:54mm
厚:15。 4mm
重:142g

輝緑岩

片平刃、刃縁―直刃。平面一

短冊形、断面―扁平。全面

研磨。23と 27と一括で出土。

E-18、 台0-0

25 石斧 磨製 片刃 完形

縦:93mm
横:53mm
厚:19mm
重■64g

輝緑岩

弱凸強平片刃、刃縁一直刃、
頭部一九味。平面―短冊形、
断面―扁平。ほぼ全面研磨。

C_19」ヒトレ

黒色土層 (第 4層・

仮)
台40310-11

26 石斧 磨製 片刃 完形

縦■30mm
横:40mm
厚:12mm
重:78.08g

砂質片岩

両凸刃、刃縁―直刃。平面一

短冊形、断面一扁平。表面
研磨、周縁は打割調整。裏
面は粗割。

C-19。 20

第4層 (仮)黒色土
層

台40319-9

27 石斧 磨製 片刃 完形

縦:96mm
横:46mm
厚■6.7mm
重:146g

角閃岩

弱凸強凸片刃、刃縁―直刃、
頭―直線。平面一短冊形、
断面一扁平。全面研磨だが、
石の凹み部分は自然面が残
る。使用痕、明瞭、刃縁に

対して垂直。23・ 24と 一括
で出土。

E-18、 第 4層 (仮 )
台21113-16

28 石斧 磨製 片刃 完形

縦:73mm
横:52mm
厚:19。2mm
重:129g

輝緑岩

両凸刃、刃縁一直刃、頭部一

丸味。平面―短冊形、横断

面―レンズ状。ほぼ全面研

磨、研磨の稜明瞭。上部に

敲き痕。

C-17、 NQ002

台50201-18

29 石斧 打製 片刃 完形

縦:92mm
横:35mm
厚:12mm
重:57.24g

未製品。両平刃、刃縁一円

刃。平面一長楕円、断面―

中央ふくらむ。表面が凹む

ことから凹み石を利用か。

表面研磨。他は粗割。

E-14、 清掃中

台41116-2

図
　
版

　

‐１６

30 石斧 磨製 片刃 完形

縦:81mm
横:49mm
厚:14.7mm
重:103.92g

2ト レ、盛土 (表採)
台20212-10

輝緑岩

両平刃、刃縁―直刃、頭部―

丸味。平面―短冊形、断面―

扁平。打割調整後研磨、若

干の打割面残る。岩脈縦に

走る。使用痕あり。頭部敲
打痕。

> の の 分類の
CDに 1又釜景|

<
の項目 は を示す。砂丘区

-318-

:1977)に じる。|



表18 石器観察一覧④

の 目1石斧の観察は低湿地区の

1台は台帳番号を示す。砂丘

寸法 石質 観察事項 出土地図版 番号 器種 分類大 分類小 残存

31 石斧 磨製 片刃 完形

縦:81mm
横:64mm
厚 :25。 2mm
重:228g

輝緑岩

片凸刃、刃縁―直刃。やや
バチ形、断面―レンズ状。

全面研磨。頭部に打痕。使

用痕、刃縁に対して垂直平

面。

E-19、 第 5層 (仮 )
北西側石・貝集積部

分ドット上げ

台30109-14

未製品か、平面―短冊形、

断面―板状。全面粗割。

E-19、 第 5層 (仮 )
北西側石・貝集積部

分 ドット上げ

台30109-14

図

版

116

32 石斧 半磨製 片刃 完形

縦:106mm
横:54mm
厚:17.4mm
重■34g

砂質片岩

片凸刃、刃縁―直刃。石皿

を再利用。両刃、刃縁は直

線、頭部一方形。平面一短

冊形、断面一扁平。→石皿

を縦に打割、打製石斧にす
る。表裏面打割、側面に石
皿の研磨面残る。

E-22、 客土表採

台31219-22
33 石斧 打製 両刃 完形

縦:154mm
横:76mm
厚:27.4mm
重:552g

縦:87mm
横:77mm
厚:30.3mm
重:338g

斑レイ岩

平面一方形、横断面―レン

ズ状。表面の一部研磨、裏

面は打割。

E-20、 第 4層 (仮 )
ドットあげ

台21031-11
34 石斧 打製 片刃 刃部

片凸刃、刃縁一円刃。平面―

バチ形、断面一砲弾状。全

体に器面がはがれた状態。

縦斧。

不明、不明

台0-53
35 石斧 磨製 両刃 完形

縦:96mm
横:45mm
厚:23。 lmm
重■44g

緑色片岩

E-20

北東壁崩落土

台51101-4
36 石斧 半磨製 両刃 完形

縦:117mm
横:58mm
厚:23mm
重:197g

安山岩

(角閃石)

両平刃、刃縁一直刃。平面―
バチ形、断面―扁平。表裏

面は自然、上部は研磨、刃

音Бはオ丁害」。

石斧 半磨 片刃 完形

縦■44mm
横:63mm
厚:33.lmm
重:424g

斑レイ岩

弱平強凸片刃、刃縁一直刃。

未完成のためか器面はザラ

ザラする。片刃、刃縁はや

や弧状。側面の角明瞭。平

面―バチ形、断面一板状。

表面は自然。横斧。

H・ G-19

米軍埋設土

台41029-18
37

E-20、 台30731-1打製 完形

縦:97mm
横:45mm
厚:20mm
重:87.96g

平面―柳葉形、断面一レン

ズ状。表面は研磨、周縁及
び裏面は打割調整。礫石器
の一部を利用か。

38 尖頭器

盛土、盛土表採

台21129-48
両刃 完形

縦:103mm
横:79mm
厚:20mm
重■94g

片凸刃、刃縁一円刃。平面一
バチ形、断面―扁平。刃部

周縁を研磨、他は打割調整。
39 石斧 局部磨製

砂岩

両平刃、刃縁一直刃。平面一

隅丸方形、断面―マウンド

状。表面研磨、他は自然か、

裏面は平ら。

F-19、第 3～ 4層中
台31209-4転用 破

縦:87mm
横:59mm
厚 :28。 lmm
重:215g

117

図

版

40 敲き石

<凡例 >
「出土地」の項目 区

-319-

の (佐原真 :1977)に 準じる。|



表18 石器観察一覧⑤

は低湿地区の第32図石斧刃分類の模式 (佐原真 :1977)に
を示す。砂丘区台帳番号はCDに収録|

「
「

図版 番号 器種 分類大 分類小 残存 寸法 石質 観察事項 出土地

41 石斧 半磨 片刃 完形

縦:97mm
横:66mm
厚:26.5mm
重:230g

砂岩

片凸刃、刃縁―直刃。平面一

隅丸方形、断面―マウンド

状。表面研磨、裏面及び側

面は打割調整。

B-24、 盛土 (黒 )
台40930-8

42 破

縦:102mm
横:58mm
厚:27.05mm

重:297g

平面一楕円、断面一マウン

ド状。表面研磨、裏面は平
ら。

E-15、 第 3層 (仮 )
落ち込み

台20821-7

43 敲き石 破

縦:7.7mm
横:8.2mm

厚:3.36mm
重:292g

礫質砂岩
平面―台形、断面―楕円。
表面研磨、裏面自然。周縁
打割。

E-20、 台31120-7

44 石斧 磨製 両刃 完形

縦:83mm
横:34mm
厚:19。 2mm
重:95。 38g

輝緑岩

弱凸強平片刃、刃縁―直刃。
平面一短冊形、断面一楕円。

表裏面研磨。

E-20、 貝集積北西

側掘り下げ
・台40902-2

45 石斧 磨製 両刃 完形

縦:83mm
横:50mm
厚:19。 8mm
重■50g

輝緑岩

両凸刃、刃縁一直刃。平面一

隅丸方形、断面一レンズ状。
全面研磨。頭部敲痕。

E-20南東

台30902-15

46 敲き石 転用 を
死

縦:75mm
横:50mm
厚:24.7mm
重■50g

平面一楕円、断面一楕円。
表裏面:研磨。上下敲痕。
石斧の二次利用。

E-19

第 5層 (仮)上
台21125-3

47 敲き石 を
死

縦:61mm
横:43mm
厚:26mm
重:120g

輝緑岩
平面一台形、断面―。表面
に敲痕、裏面研磨、上下は

敲き痕。

E-20、 第 4層 (仮 )
台20802-9

117

版

48 敲き石 転用 凹み を
死

縦:82mm
横:55mm
厚:33.lmm
重:242g

平面一楕円、断面一レンズ

状。表裏面は僅かに研磨あ

り。上面は打割、下面およ

び左右に敲き痕。

E-18、 第4層 (仮 )
台21114-11

49 敲き石 転用 円盤 を
死

縦:68mm
横:61mm
厚:20.5mm
重:148g

平面―円形、断面―板状。
表裏面および下面研磨。右
側面に敲き痕。左側面は若
干研磨。

F-19東 トレ、第4層

(仮)掘 り下げ
台40917-6図

版

118

50 敲き石 転用

縦:103mm
横:56mm
厚:23.8mm
重:263g

平面一楕円、断面―板状。

表裏面:研磨。上下面:敲き

痕。右左は打割。

E-17、 米軍埋設土

台20809-1

<りL夕j>
の項目

-320-

じる



表18 石器観察一覧⑥

<凡例>「観察事項」の項
「出土地」の項目

地区

砂

湿
す
低
示を

の第32図石斧刃
丘区台帳番号は

分類の模式
CDに 1又翁最|

図版 番号 器種 分類大 分類小 残存 寸法 石質 観察事項 出土地

51 敲き石 転用

縦:112mm
横:67mm
厚:26.6mm
重:279g

砂岩

平面―楕円、断面―レンズ

状。表面:研磨、裏面およ

び上下面:打割。

4ト レ、淡茶色

台20513-1

棒状 を
死

縦:149mm
横:35mm
厚:35.3mm
重:355g

砂質片岩
平面―棒状、断面一板状。

表裏面:研磨、上下面敲き

痕。

1ト レ、盛土表採

台20626-6
52 敲き石

C_19。 20、 黒色砂層

(40仮 )
台40308-8

53 敲き石 を
死

縦:82mm
横:38mm
厚:32mm
重■87g

砂岩

平面―棒状、断面一楕円。

横断面はマウウド状。表裏
面:研磨、上下左右面:敲き

痕。

54 敲き石

縦:89mm
横:50mm
厚:35mm
重:236g

砂岩

(片状 )

平面―棒状、断面一隅丸方

形。表裏面研磨。上下研磨
および敲き痕、稜線あり。

E-16、 第 4層 (仮 )
台21105-18

E-17、 自砂

台41129-25
55 敲き石 を

死

縦:11lmm
横:48mm
厚:48.05mm

重:510g

砂岩

平面―棒状、断面―円形。

表裏面研磨、上下左右に敲
き痕。頭部一部破損

縦:69mm
横:60mm
厚:45。 9mm
重:268g

安山岩

(角閃石)

平面一円形、断面―マウウ

ド状。表裏面:研磨、上下

左右:敲き痕。裏面平ら。

C-19北 トレ、 黒色
土層掘 り下げ (第 4

層・仮 )、 台40311-

12

56 敲き石 球状

E-20、 第 4層 (仮 )
ドットあげ

台21105-30
57 敲き石

縦:87mm
横:58mm
厚:28mm
重:195g

砂岩

平面―楕円、断面―板状。

表裏面:研磨。上下左右敲

き痕。右側くびれあり。

縦:66mm
横:69mm
厚:25mm
重■76g

平面一円形、断面―板状。

表面研磨、裏:破損か、上

下右左に敲き痕。

H・ G-19、 階段掘り
下げ黒色土～黄灰色

粗砂マンガン混

台41201-33

58 敲き石 円盤 破

E-19020畦、第 4
層 (仮 )
台30829-9

円盤

縦:77mm
横:65mm
厚:27.8mm
重:199g

砂岩

岩脈が有る。平面一円形、

断面―板状。表裏面:研磨。
上下右左に

59 敲き石

E-17、 第 5層 (仮 )
Dot上 げ、

台30821-14
円盤 を

死

縦:88mm
横:79mm
厚:39。 2mm
重:468g

輝緑岩

平面一円形、断面一板状。

表面:中央僅かにタタキ有

り。裏面研磨、上下左右 :

敲き痕。

118

図

版

60 敲き石

1台は

-321-
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表18 石器観察一覧⑦

の項 目1石斧の観察
1台は台帳番号

刃分類の模式 (佐原真 :1977)に 準じる。|
はCDに収録|

図版 番号 器種 分類大 分類小 残存 寸法 石質 観察事項 出土地

61 凹石

縦:89mm
横:66mm
厚 :38。 9mm
重:375g

砂岩

平面―楕円、断面一板状。
表裏面研磨、周縁敲き痕、
両側顕著。

E-20、 1針 30925-9

62 凹石 を
死

縦:127mm
横:104mm
厚:58.5mm
重:1000g

砂岩

平面―楕円、断面―楕円。
表:中央僅かにタタキ有り、
裏面研磨。上下側面敲きあ
り。

H・ G-19

第 5層 (仮)黄白色
砂層

台41013-5

63 敲き石

縦:75mm
横:61mm
厚 :54。 5mm
重:380g

砂岩

平面一楕円、断面一円形。
表裏研磨、上下面敲き痕明
瞭、特に下面は凹みが強い。

C-19020
西側集石清掃中

台41222-12

図
　

版

　

‐１８

64 敲き石 を
死

縦:120mm
横:71mm
厚:38.8mm
重:510g

安山岩

(角閃石)

平面―楕円、断面―楕円。
表裏面側面:研磨、上面:敲

き弱、下面 :敲 き。

B-23、 盛土 (黒 )
台41001-7

65 敲き石 を
死

縦:106mm
横:75mm
厚:51.4mm
重:542g

砂岩

平面―楕円、断面一方形。
表裏:研磨、上下側面:敲き
痕。

D-17東 トレ

北側黒色砂層下

台40629-28

66 すり石 を
死

縦:117mm
横:88mm
厚:74mm
重■036g

砂岩
平面―楕円、断面一円。全

面研磨、上面、側面―敲き。

E-20、 第 4層 (仮 )
ドットあげ

台21031-11

67 すり石

縦:144mm
横:86mm
厚:68.5mm
重■300g

砂岩
石ケン状。平面―楕円、断
面―楕円。

試掘穴近く盛土より

台0-22

68 すり石

縦■33mm
横■15mm
厚:81.3mm
重■500g

砂岩

平面一略三角形、断面一楕
円。表裏面研磨、上下面敲
き痕

5ト レ

ドッ ト上げNo.2
台20226-40

69 敲き石

縦:165mm
横:210mm
厚:119mm
重:6000g

安山岩

(角閃石)

平面―略三角形、横断面―

楕円。表裏上下面にキ、上:

打、下:打一敲き、右:、 左 :、

側:打、B,C,D、 備

D-19、 東側第 4層

(仮)掘 り下げ
台40316-14

119

図

版

70 有孔製品 を
死

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｇ

縦

横

厚

重

サンゴ塊

平面―長楕円、断面一方形。
有孔―外径0.8cm内径0.3c
m。 ほぼ全面研磨。上下面
敲き痕。

ATP-20、 台40109-0

<りL夕j>
の項目 を示す。砂丘区
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表18 石器観察一覧③

<凡例>「観察事項」の項目1石斧の観察は低湿地区の第32図石斧刃分類の模式 (佐原真 :1977)に 準じる。|

「出土地」の項目1台は台帳番号を示す。砂丘区台帳番号はCDに収録|

図版 番号 器種 分類大 分類小 残存 寸法 石質 観察事項 出土地

図

版

119

71 石 皿 転用 破

縦:13.9mm

横:9.4mm

厚:6.9mm
重:2000g

砂岩

平面一短冊形、断面一方形。

表裏面研磨か、上下面は打

割し、下部は斜めにカット

し、刃状に細くなる。大型
で、類例がなく、詳細は不

明。

F-19、 井戸状遺構
内、台31213-1

72 すり石

縦:73mm
横:67mm
厚:45。 lmm
重:374g

安山岩

(角閃石)

平面一隅丸方形、断面一三

角形。表及び側面は研磨、

裏面は打割調整。上下面は

破損、三角柱状の敲石。

D-19、 南側 石集
積掘り下げ第5層

(仮 )

台31224-18

73 石 皿 破

縦:195mm
横:199mm
厚:42.lmm
重:2500g

砂岩

(片状)

表裏面とも利用。平面一方

形、断面一板状。表面一部
は磨痕あり、裏面研磨、縁
の一部破損。

D-19、 第 5層 (仮 )
白砂、台40106-8

図

版

120

74 石皿 破

縦:157mm
横:204mm
厚:9.7mm
重:7000g

砂岩

(細粒)

平面―略三角形。表面の凹

みは楕円形でやや深い。他

面は自然。

H・ G-19、 黄灰色砂

層、台41126-14

75 石皿

縦:230mm
横:368mm
厚:42.9mm
重:5000g

砂岩

平面―長方形、断面―板状。

表面の凹みは楕円形でやや

深い。裏面は自然、周縁は

整う、石皿では薄い方せあ
る。

E-19、  D ot、 569

台30915-7

76 石皿 破

縦:300mm
横:316mm
厚:125mm
重■2500g

砂岩シル

ト岩→

巨層状の
一部

平面一三角形、断面―板状。

表面の凹みは円形で深さは

23mmと
他に比べて深い。他は加工

は認められない。

E-18、 第 5層 仮
白砂

台40613-3

図

版

121

77 石皿

縦:185mm
横:248mm
厚:179mm
重■4500g

砂岩

平面―方形、断面一台形。

表面の凹みは37mmを 測る。

また、幅 6mmの 「V」 字
状の溝が弧状に走る。

E-19、 米軍埋設土

台50124-26

78 碇石 破

縦:164mm
横:215mm
厚:15。 3mm
重:11500g

結品質石

灰岩

径2.5cmの 孔が貫通、自然
の孔を利用か。平面一方形、

断面一方形。他は自然

D-17、 黒色土層刺

下、台40629-36
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3.骨 製品
骨製品は製品および未製品を含めて総数は230個 出土している。

骨製品の素材の種類はイノシシ (下顎犬歯、ルト骨)、 サメ歯、クジラやジュゴン、ウミガメ、イ

ルカなどの海獣骨、アカエイ科の尾棘、サカナなどが用いられている。主な製品については略1)杢 し、

表19に観察および出土一覧を示した。なお、図版の提示されているものは図版番号、そうでないも

のは遺物番号で示す。また、図および図版に示した遺物については表19骨製品観察一覧の「観察事

項」その番号を示した。

1)装飾品と考えられるもの

装飾品と考えられるものでは垂飾、腕輪、他が出土している。

a垂飾

・サメ歯有孔製品 :サ メ歯の基部に小孔を施したもので 7個出土した。イタチザメとアオザメがあ

る。イタチザメタイプは穿孔が 3個 (第93図 ・図版123-15)、 2イ固 (3106)、  1個 (3164、 3105)

がある。また、3164は基部の両端に扶 りが確認できる。アオザメタイプは穿孔が 2個 (同図14)と

1個 (3113)がある。 (3164)は エナメル質に細かいアバタがみられる。3003は E-20炉跡 4か ら

出土している。その他にアオザメの歯 (3068)が出土したが、加工は認められない。

・サメ椎体 :サメロの椎体の中央に孔を施したもので 8個出土した。椎体の大きさは大 (12～ 20mm)、

中 (10mm前後)、 小 (10m以下)に分けられる。出土する割合はほぼ同じである。類似するものに

径 13mm、 厚さ14皿の大型魚の椎骨の中央に穿孔し、さらに側面の骨質の薄い部分を削るものである。

・イノシシ下顎犬歯製品 :イ ノシシのオスの上顎と下顎大歯に穿孔あるいは研磨を施したもので25

個出土した。本品は基本的に大歯の形状をそのまま利用ものであるが、①イノシシの下顎大歯の形

状に沿うように横位に薄く半裁し、エナメル部分の両端に小孔を穿孔したもの (3002)、 さらにそ

の周縁に鋸歯状の決りを施したもの (3028)、 ②基部に穿孔したもの (第93図 0図版123-22)、 ③

先端に穿孔したもの (第93図 23)、 ④先端を決りで囲続したもの (図版123-24)、 ⑤縦位に半裁し、

細く仕上げ、両端に側面から孔を施したもの (図版123-25)な ど、複数の加工がみられる。この

中で同図版25は ジュゴンの製品 (図版122-7)と 酷似するものである。他にオスの上顎大歯に小

孔を施したもので、外面は光沢が出るほど研磨されるものがある。 (3038)古 我地原貝塚に出土す

るが報告例は少ない。

・半環状製品 :ク ジラやジュゴンの骨を半環状に加工したもので、単体で用いるものと複数で用い

るものがある。

〈単体〉

①クジラの骨を板状にし、一見「U」 字状に加工したもので、孔は製品に対して垂直方向に施す

ものである。平面形は左右アンバランスである (第 92図・図版122-5)、 ②はジュゴンの肋骨を緩

やかな半環状に加工し、両端の外縁をさらに削り、湾曲を強調したもである。孔は製品に対し、平

行に施す。 (第92図・図版122-4)。 (第92図 ・図版122-3)は前者に比べて環が明瞭なものであ

るが、裏表面とも部分的に自然面を残すことからジュゴンの椎体を用いたものと思われる。穿孔の

方向は前者と同じく製品に対して平行である。 (図版122-6)は クジラの頭骨を加工したもので半

-324-



環あるいは環状の製品と考えられるものである。

〈複式〉

ジュゴンの肋骨を半環状に加工し、製品に対して平行に穿孔するものである。 (第92図・図版122-

102)は 、大きさも同じでE-20で一括出土したことから考慮すると2個を組み合わせて環状に

用いるものと思われる。しかし、形態的には内縁は角張り、扶 りも浅いことから、腕輪と考えるに

は疑間が残ることから用途については類例資料の追加を待ちたい。

本品の穿孔の位置から前ii杢の図版122-7、 3021も 複式の可能性が残る。

・彫刻かんざし

クジラの肋骨か椎骨を用い、上面形は楕円形、横断面がL字状を呈するもので、側面に「 8」 字

を横にしたような陽刻文が施されている。片面は「 8」 字を横に 1個、反対側は「 8」 字を横に2

個連続配置したような意匠で、文様は丸みがあり、立体的で、下面の突起の部分には略菱形の孔が

3個確認される。 (第94図 ・図版124-31)形状からかんざしが想定される。E-20第 4層 (仮)Do
t201で出土した。素材であるクジラの骨もE-20第 4層で187個 (1880.3g)、 全体の30%が得られて、

本品も未完成であることからE-20付近で製作された可能性が高いと思われる。

・かんざし

クジラの骨を棒状に加工し、頭部を有するものである。頭部が段をなすもの (第 92図 。図版122-

10)、 頭部はH状に扶りをなし、さらにその下部は沈線を2条横位に囲続させ、その下部に径 4 mm

の孔を施すもの (第 92図・図版122-12)、 先端部分で有段を呈し、その形状は楕円を呈するもの

(第92図
。図版122-8)である。

0板状製品

クジラやウミガメの骨を板状に加工したものである。 (第93図・図版123-26)は クジラ骨製で、

中央に穿孔する。 (第93図・図版123-27)は ウミガメ製と考えられるもので形状は前者と類似する。

(第93図・図版123-30)は クジラ製で角は丸みを持つものである。 (第93図・図版123-28)は やや

厚みのあるもので横断面は楕円を呈する。

・その他

小型の製品でジュゴンやクジラなどの骨を球または方形に加工したものである。

(第93図・図版123-16)は ジュゴンの肋骨を径 2 cm弱の球状に加工し、中央に径 8 mmの孔を有す

る。 (第 93図 ・図版123-17)は クジラの骨を麻雀パイ状に加工したもので、中央に径 5 mmの孔を有

するものである。

(第93図・図版123-18)は厚さ4 mmの素材に表裏面に彫刻を施し、鎖のような文様を現すもので、

文様は面縄東洞式土器の構図 (第81図 67)と類似するものであるが小破片のため、用途については

はっきりとしない。 (図版124-32)は イノシシの大腿骨を半裁し、側面に凸状の突起を3個配した

ものである。沖縄本島では初出、形状からも推察できない。骨も削りだし、厚さは1～ 2mmと 薄い。

厚さや形状から実用的な要素は少ない。
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2)実用品と考えられるもの

・ヤス

(第93図・図版123-19)は イノシシの辟骨を斜めにカットし、三角形状に仕上げ、両端を尖らし

たものである。先端部の片側に幅lmm程度の溝を3条施し、そのカット面は平らにし、他面は丸み

を持つ。平らの面と3条の溝は組み合わせための加工の可能性も考えられる。

(第93図 ・図版123-20)も 前者より幅が細い、柳葉状を呈するもので、片側に海綿組織を残すこ

とからイノシシ四肢骨と考えられる。その他に 1個出土している。

0骨針

イノシシの勝骨を用いたもので完形品はなく、先端部と頭部の部分が図示した。(第 94図・図版124

-43)と (同図-44)は先端部でいすれも片刃的で、後者の方が骨は大きいようである。 (同図-40)

と (同図-41)は遠位部に穿孔したものである。他に先端16個、体部10個、頭部 4個出土している。

・骨錐

クジラやジュゴンの骨を棒状に加工し、先端部を尖らしたものである。沖縄諸島の先史時代には

イノシシの四肢骨を用いたものもあるが、本地区では検出されなかった。

(第 94図 -35)は クジラの肋骨を円錐状に加工したものである。 (第 94図 ・図版124-36)は ジュゴ

ンの肋骨を棒状に加工したもので、側面は肋骨の形状を示すように若干湾曲する。先端部は前者同

様、円錐状に尖らし、頭部は中央に径 5 mmの孔を有するものである。形状からかんざしの下部とも

想定されるが横断面が丸みを持つことから錐として扱った。

・箆状

(第94図・図版124-34)は クジラの骨を板状に加工し、先端を箆状に加工したものである。基部

は細 くなり、茎とも考えられる。全体に削 りが粗 く、製作途中と思われる。 (同図-46)はエイの

尾棘の先端部を両面から研磨し、V字状に尖らしたものである。他に2個出土している。

・鉤状

イノシシ四肢骨を半裁し、板状に加工、先端部をやや太くして鉤状にしたものである。全体に研

磨されているが、類例がなく用途は不明である。 (第94図 ・図版124-33)。

3)未製品

砂丘区では、7832-6gの クジラ骨の破片が出土し、その4割程度が何らかの加工が加えられてい

るもので、そのうちの3個を図示した。

(第94図・図版125-47)は クジラの椎体を方形に加工し、上下部分は特に打ち割りが多く施され

ている。 (第 94図・図版124-49)も やはり板状加工されている、他の2個に比べ、炭化がみられる。

表面の研磨は顕著である。割れは短冊形になる。この割れの幅は骨錐とほぼ同じ大きさである。

(第94図・図版124-48)は クジラの肋骨を荒削りしたものである。特に裏面の削りは顕著で、破片

から肋骨の径を復元すると8。 6cmを推定される。

(図版125-50)は シカの角で、先端は丸味を帯び、基幹部の一部も摩耗する。角座がの一部が残る。

3カ 所で接合できる。先端部から5 cmの所を「V」 字状に切り込まれ囲続する。E-19第 5層出土。

沖縄本島では生息してなく、現在のシカの生息の北限である屋久島以北からの移入品と思われる。
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表19 骨製品観察一覧①

<凡例>「観察事項」の項目に図版番号を含めた。「出土地」の項目1台は台帳番号を示す。砂丘区台帳番号はCDに収録|

番

号 製品名 材質
完

ｏ
破

タ

テ 横
厚

さ

重

量 観察事項 出土地
遺

陥

有孔製品 イヌ、歯 33.4 7.4 1.25 有孔  子L-2mm 盛土 3200

有孔製品
ンヽシ
歯
ノ
大
イ
♀

3087 10 0.83
前臼歯、エナメル部分研磨か。側面から穿孔、
貫通しない

E-19第 4層仮 3038

未製品
イノシシ、
♂下顎犬歯

破 18。 2 10.5 0。 99 3カ 所から孔、エナメル質、光沢有り。 E-20第 4層 (仮 )下西側 3219

牙製品
イノシシ、♂
下顎犬歯R 破 9。 96 基部と先端部に穿孔。基部の端に研磨痕有り 盛±1 3057

牙製品
イノシシ、♂
下顎犬歯L 破

18 0。 21
C-19
壁崩
第 3～ 4層 (仮)北
落

3085

牙製品
イノシシ、♂
下顎犬歯R 破 0.88 半裁エナメル部分を利用。裏面一顕著に研磨

C-19掘 り下 げ第 4層
(仮 )

3104

牙製品
イノシシ、♂
下顎犬歯

破 6.09 内縁に研磨痕
C-19東側第 4層 (仮 )掘
り下げ

3118

牙製品
イノシシ、♂
下顎大歯R 破 11.61 基部と先端部、穿孔

C-19020第 4層 (仮 )西
側掘り下げ

3042

牙製品
イノシシ、♂
下顎犬歯

破 6。 38 先端部、穿孔
C-19・ 20南 西側 サ ブ ト
レンチ 黒色土層 (第
4層 ・仮 )

3117

10 牙製品
イノシシ、♂
下顎犬歯

破 3.37 先端部、穿孔、外縁に削りの痕 C-19北北側石集積付近 3065

11 牙製品
イノシシ、♂
下顎犬歯L

17.55 10 7.25
基部穿孔、歯先端部分に研き痕。骨の老レイ。
孔-5。 2皿

C・ D-19東壁崩落土第 3
&4層混 3041

12 牙製品
イノシシ、♂
下顎犬歯

破 3.3 1.05 淡灰色 D-19第 4層 (仮 )下 3123

13 牙製品
イノシシ、♂
下顎犬歯

を
死 17 12 6.5 0。44 半裁、エナメル面を利用。基部に穿孔孔-6.2皿

D-19第 4層仮南東平掘
下

3093

14 牙製品
イノシシ、♂
下顎大歯L 破

1.59 接合 D-19米軍埋設土 3041

15 牙製品
イノシシ、♂
下顎大歯L

破 1.73 基部に穿孔 D-19米軍埋設土 3044

16 牙製品
イノシシ、♂
下顎大歯R

を
死 15.09 基部と先端に穿孔。孔は両側から穿孔 D-19米軍埋設土 3056

17 牙製品
イノシシ、♂
下顎犬歯R 18.3 12 6.35

基部に穿孔、端部も研磨。老レイ。孔の近くに
穿孔途中の孔有り

D-19米軍埋設土 3058

18 牙製品
イノシシ、♂
下顎犬歯L 破

17 7.1 基音陽訴 L。 穿7Lは両側から基音Б・両面穿7L D-19米軍埋設土 3076

19 牙製品
イノシシ、♂
下顎犬歯L 破

0.44 半裁、基部、穿孔・孔-5mm D-19米軍埋設土 3079

20 牙製品
イノシシ、♂
下顎犬歯L 破

37 1.73 先端部のエナメル面、研磨しエナメル面がない D-19米軍埋設土 3103

21 牙製品
イノシシ、♂
下顎犬歯

破 35 2.17
先端部を外縁、尖った部分を研磨する。類例な
し

E-19第 4層 (仮 ) 3091

22 牙製品
イノシシ、♂
下顎犬歯R 破 16 2.11 基部穿孔・孔-5。8皿 E-19第 4層 (仮 )直上 3077

23 牙製品
イノシシ、♂
下顎犬歯

破 2.87 先端部、穿孔 E-19第 4層 (仮 )直上 R199

24 牙製品
イノシシ、♂
下顎犬歯L 破

58 3.12 半裁しエナメル面を使用。裏面―顕著に研磨 E-19第 5層南西 3048

25 牙製品
イノシシ、♂
下顎犬歯

33。 2 12.5 3.53
先端部、穿孔。全体的に光沢有り。研磨顕著、
筋も無くなる。焼け

E-20第 4層 (仮 ) Rl10

26 牙製品
イノシシ、♂
下顎犬歯

破 0.61
半裁し、縁に鋸歯の切り込みを入れて、加工。表面
に僅かにエナメル質が残る。第93図・図版123‐ 13

F-19東 トレ第 4層仮淡
褐砂

3028

27 牙製品
イノシシ、♂
下顎犬歯L

14.05 基部の先端に穿孔。孔は両側から穿孔 F-19東 トレ掘削時 3043

28 牙製品
イノシシ、♂
下顎犬歯

破 2.96 先端部に研磨痕有り F-19東 トレ盛土表採 3121

29 牙製品
イノシシ、♂
下顎犬歯

破 3.52 盛土盛土表採 3120

30 牙製品
イノシシ、♂
下顎犬歯R

を
死 3.97

1茸1鷲占1層1霧:::ilれ 言ヽ肩よよ暴疑
;Tl憬

:積1殊 8:奈
:

C-19 3002

31 牙製品
イノシシ、♂
下顎犬歯L

を
死 10。 25

基部、穿孔の先端部は孔の穿孔途中の痕跡がみ
とめられる。図版123-22

E-20北 ～東崩落土 3001

32 牙製品
イノシシ、♂
下顎犬歯L

を
死 17.99

基部はなし
23-23

E-19溝 3008

33 牙製品
イノシシ、♂
下顎大歯L 破

26.7 12.8 1.7 0。 72 自然の可能性が高い。 北西盛土 3170

-327-



表19 骨製品観察一覧②

目1台は台帳番号を示す。砂丘区台帳番号はCDに収録 |

番

号 製品名 材質
完

・
破

タ

テ 横
厚

さ

重

量 観察事項 出土地
遺

ｍ

34 牙製品
イノシシ、♂
下顎大歯R 破 3.35

先端部は扶りと穿孔が見られる。基部は破損、
第93図・図版123-24

E-19第 4層 (仮 ) 3031

35 牙製品
イノシシ、
♂下顎大歯

63 7.5 5.05 内径4皿 外面穿孔。第93図・図版123-25 E-19第 4層 (仮 )下 3111

309236 牙製品 イノシシ 破 33 1.21 不明盛土

COD-19第 3～ 4層仮
東壁崩落土 除去時 316837 牙製品

イノシシ
下顎切歯

破 0。45
エナメル質部分、横位に研磨。研磨痕明瞭。削
り明瞭。

308138 有孔製品
イノシシ
四肢骨

破 23 12 0。 73 有孔 盛土表採

39 有孔製品
イノシシ、
四肢骨

破 16 3.5 1.93 半裁加工 E-19第 4層 (仮 ) 3036

40 管状製品
イノシシ
大腿骨?

31.9 25。 7 2.82 不 明 3127

41 ヤス状
イノシシ、
四肢骨

30 0。 32 柳葉状四肢骨を幅5、 第93図・図版123-20 不明 3016

42 ヤス状
イノシシ、
月非骨

先
端 26。 2 6.3 0。 48 不明 3180

43 ヤス状
イノシシ、
月非骨

を
死 34 0。 75

三角形骨体、片側に幅1皿の溝を三条施す。その面は平
である。他方は丸味を帯びる。第93図 0図版123‐ 19

E-20第 4層 (イ反) 3007

RlR∠イノシシ、
月非骨

先
端 23 3.7 3.4 0。 24 盛土表採44 骨針

317145 骨針
イノシシ、
誹骨L

先
端 3.16 製品ではない ATP-20

312446 骨針
イノシシ、
月非骨

先
端 48 5。 9 1.61 ATP-20黒色土層

3145ATP-20黒色土層47 骨針
イノシシ、
月非骨

体
部 6.35 44.6 1.56

R∩ A∩ATP-20盛土表採48 骨針
イノシシ、
月非骨

先
端 53 8.2 2.27 大きい

313249 骨針
イノシシ、
月非骨

体
部 0。 3 C-18第 4層 (仮 )

50 骨針
イノシシ、
跡骨不

頭
部 11.6 0.43 骨端に穿孔 0有孔 C-19。 20東側第 4層 3062

51 骨針
イノシシ、
月非骨

先
端 27 3.7 0.43

C-19・ 20中央～西側50cm
サブトレンチ黒色土層

3075

52 骨針
イノシシ、
月非骨

先
端 25。 9 5。 1 0.49 D-19東壁 崩落土 3129

53 骨針
イノシシ、
月非骨―

頭
部 0。 12 粗削り。有孔 E-17第 5層 (仮 ) 3172

54 骨針
イノシシ、
月非骨

先
端 0.67 E-18溝 3227

E-19北壁清掃中 313355 骨針
イノシシ、
月非骨

先
端 13.4 5。 4 3.5 0.22

56 骨針
イノシシ、
月非骨

体
部 45 1.44

E-20第 4層 (仮)下平面
清掃中

3084

E-20盛土表採 317557 骨針
イノシシ、
月非骨

体
部 0.45

317958 骨針
イノシシ、
月非骨

体
部 23.5 5.6 2.4 0.55 表裏面研磨。焼けあり。

E-20南壁側サブトレン
チ (東側)

304959 骨針
イノシシ、
月非骨

先
端 60。 1 5。 2 1.59

E-20平面清掃中しみ⑦
南層

60 骨針
イノシシ、
月非骨

先
端 60。 4 5。 5 1.31 E-20炉址② 3116

0.39 E-22-23隣の盛土61 骨針
イノシシ、
月非骨

先
端 18

3046
F-19東 トレユンボ掘削
土

62 骨針
イノシシ、
月非骨

先
端 30 3。 2 0。 52

F-19東 トレ盛土フルイ63 骨針
イノシシ、
月非骨

先
端 21 0。 24

RlRAF-19東 トレ盛土ふるい
がけ

64 骨針
イノシシ、
月非骨

先
端 11.7 3.3 2.4 0。 11

Rl R∩F-19東 トレ白砂上面65 骨針
イノシシ、
俳骨

先
端 19。 4 5。 1 3.5 0.34

0.13
F-19東 トレ崩落土ユン
ボ掘削土

303366 骨針
イノシシ、
月非骨

体
部 18

<凡例> の項目に めた。
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表19 骨製品観察一覧③

めた。「出土地」の項目1台は台帳番号を示す。砂丘区台帳番号はCDに収録|

タ

テ

番

号 製品名 材質
完

・
破

横
厚

さ

重
量 観察事項 出土地

遺

陥

イノシシ、
月非骨

破 24.8 6.1 0.5967 骨針 側面研磨。 不 明 3190

68 骨針
イノシシ、
月非骨

体
部 28。 5 9.5 0.86 表裏面研磨。有孔 不 明 3192

69 骨針
イノシシ、
月非骨

頭
部 1.82 第94図 0図版124-40

F-19東 トレ東壁清掃中
崩落土

3009

70 骨針
イノシシ、
月非骨

頭
部 19 14 1.33 第94図・図版12牛 42 ATP-20黒色土層 3071

イノシシ、
俳骨

体
～先端
95 2.56 第94図・図版124-43 1ト レNo.127 309471 骨針

72 骨針
イノシシ、
月非骨

先
端
～
体
部

3.55 第94図 0図版124-44
C-19・ 20石 集積中央西
偵|

3017

313973 骨針
イノシシ、
月非骨?

体
部 0。 13 有孔

D-19東側第 4層掘り下
げ

74 箆状
イノシシ、
月非骨?

体
部 6。 9 45。 7 1.07 板状に加工 C-18北西側淡黒色土 3162

75 箆状
イノシシ
四肢骨

体
部 64.1 7.7 3.1 1.39 板状に加工

C-18人骨上部北西側清
掃中

3155

E-20第 5層 (仮)西側
平面清掃中

313776 箆状
イノシシ、
四肢骨

先
端 37.6 13.5 8.08 平面清掃中

77 箆状
イノシシ、
月非骨

体
部 44.4 6。 75 1.02 ほぼ全面研磨。下面は平ら。 C-18壁面清掃 3181

78 箆状
イノシシ、
月非骨?

先
端 24.8 4。 2 0。 21 不 明 3230

79 箆状
イノシシ、
四肢骨

頭 1.98 研磨 E-20米軍埋設土 3141

80 箆状
イノシシ、
四肢骨

体
部 0.36 研磨加工 E-20第 4層 (仮)西側 3194

81 箆状
イノシシ、
四肢骨

体
部 56.3 16.2

4.65 削り後、摩耗。先端部を箆状に削る 3ト レ白砂 3214

312882 箆状
イノシシ、
月非骨

先
端
～
体
部

32.5 6.8 0.79 ほぼ全面研磨。 E-18第 4層 (仮 )下

317483 箆状
イノシシ、
月非骨

先
～
体
部
56.5 7.4 2.21 研磨 E-20第 4層 (仮)東側

84 箆状
イノシシ、
勝骨・四肢骨

体
部 21 0。47

F-19東 トレユンボ掘削
土

3078

85 骨錐
イノシシ、
四肢骨

破 81.1 14 7.27 図版12牛 45 E-19構 9 3138

86 骨錐
イノシシ、
不明

破 0。 51
E-20第 4層 (仮)下東側
レリーフ骨製品近く

3114

R01187 棒状
イノシシ、
四肢骨

破 11.0
璽

″ｂ
ヽ

4.0 2.51
扶りあり。イノシシ四肢骨を半裁し、上部は幅12,4皿の
頭部を形成。孔径6mm。 かんざし?第 94図・図版12牛 41

盛土

88 棒状
イノシシ、
月非骨

体
部 19.8 4.6 3.5 0。 36 C-18第 4層 (仮 ) 3131

89 板状
イノシシ、
下顎骨

破 18.5 61 5。 2 4。 6 半円扁平周縁を研磨、図版123… 29 E-19第 5層 (仮 ) 3108

90 板状
イノシシ、
四肢骨

体
部 16.4 7.8 0。 22 可能性有り E-17溝 5 3144

91 板状
イノシシ、
四肢骨不

破 19 0。 53 有孔 E-19第 4層 (仮)中央 3102

92 板状
イノシシ、
四肢骨

破 0。 22 研磨
E-20貝 集積西側サブト
レンチ掘り下げ

3144

93 板状
イノシシ、
大腿骨

破 5.5 凹凸有り、図版124-32 E-19北東壁崩落土 3055

94 未製品
イノシシ、
管骨 (四肢骨)

を
死 0。 91 E-20第 4層 (仮)西 3224

95 未製品
イノシシ、
四肢骨

を
死

C-19北 トレンチ第 4層
(仮)黒土下

3221

96 未製品
イノシシ、
四肢骨

先
端 0。 62 E-18第 4層

(イ反) 3217

97 未製品
イノシシ
月非骨

を
死 0。 54

D-19第 3層仮下～第 4
層仮上東堀下

3223

98 未or不明 イノシシ 破 20.6 12 0.83 E-19第 4層 (仮 ) 3110

99 不明
イノシシ
四肢骨

先
端 0。 72 光沢あり。 E-16平面清掃中 3229

<月」列> の項目に を

-329-



表19 骨製品観察一覧④

<凡例 >「観察事項」の項目に図版番号を含めた。「出土地」の項目1台は台帳番号を示す。砂丘区台帳番号はCDに収録|

番

号 製品名 材質

完

・
破

タ

テ 横
厚

さ

重

量 観察事項 出土地
遺

ＮＱ

10「 不明
イノシシ、
四肢骨

破 14 13 0.68 鎖状。第94図・図版2-18 E-19第 4層 (仮 )直上

101 不明
イノシシ、
四肢骨

破 20。 9 11.2 1.36 表及び側面研磨。
C-18人骨上部黒色土層
第 4層 (仮 )

Rl乙∩

102 不 明 イノシシ 破 0。 18
③

O第 4層 (イ反)下  東 3135

10f 未製品
イノシシOr
トリ、勝骨か

破 0.91 ほぼ全面研磨。 E-20炉②

1∩И箆状 エイ、尾棘
先
端
部
24.7 7.9 0。 63 板状研磨先端尖る C・ D-19壁面清掃 Rl AQ

10[ 箆状 エイ、尾棘
頭
部 18。 2 12.3 0。 83 板状研磨 E-20第 4層 (仮 )西側 3109

1∩′箆状 エイ、尾棘
先
端 0。 71 先端部を箆状に研磨、第94図 0図版124-46 F-19東 トレ盛土

101 未製品 エイ、尾棘
先
端 0.07

F-19東 トレ第 5層 (仮 )
灰色砂層

10〔 未製品
ウミガメ、
勝骨

体
部 57。 9 21.6 29。 9 14.76 前鳥口骨 (SL) 米軍埋設土 3196

10g 板状
ウミガメ、
背甲板

破 0。 62 周多亥」有り。
C-19北 トレ3m拡張部分
黒色砂 (第 4層仮)層

3191

1lC 板状
ウミガメ、
不明

破 1。 12 研 磨 E-17第 5層 (仮 )上 3166

111 板状 ウミガメ 破 6.8
表裏及
10。 81g

側面に扶り。接合後
23-27

Q∩ 97

112 板状 ウミガメ? 24 3.84 表裏及び側面研磨。中央に扶り。 E-20崩落土 3051

11[ 半環状 クジラ、頭骨 破 3.42 表及び側面研磨。第92図・図版122‐ 11 E-20北東崩落土 3006

11月 半環状 クジラ、肋骨 20 72.5 15 21.05
緩やかな蒲鉾型。平にする。表裏面部分的に研
磨。孔径 左6皿 右5。 4皿、図版122-3

ATP-20盛土表採 3054

11[ 骨針 クジラ、椎体
体
部 22.9 1.35 表裏及び側面研磨。接合。 盛土表採 3183

11( 骨針 クジラ、肋骨
体
部 10.3 1.33 有孔、図版12439 E-19第 4層 (仮 )下 3069

117 骨錐 クジラ、助骨
体
部 2.2 表裏面研磨。研磨

E-20第 4層 (仮 )下 西
倶」

3188

11[ 骨錐 クジラ、肋骨
先
端 32.4 6.7 1。 49 E-20第 4層 (仮)東側 3125

骨錐 クジラ、肋骨
先
端 30。 4 6.9 0.99 E-20平面清掃中 3115

12〔 骨錐 クジラ、肋骨
体

部 1.34 盛土表採 3201

121 骨錐 クジラ、肋骨
体
部 12.5 8。 8 0.99 表面研磨。 1ト レ暗茶褐色層 3157

122 骨錐 クジラ、肋骨
先
端 0。 96 2ト レ盛土 (表採)下 3142

[23 骨錐 クジラ、肋骨 破 26。 9 8.1 1。 95 表裏―研磨。棒状に加工。
E-19・ 20第 1層 ? 盛
土表採

3186

[24 骨錐 クジラ、肋骨
頭

部 1。 39 E-20第 4層 (仮 )西側 3178

[25 骨錐 クジラ、肋骨
体
部 42。 3 11.1 10 8.08 全面研磨。

E-20第 5層 (仮 )西側
平面清掃中

3195

[26 骨錐 クジラ、肋骨
体
部 15 7.95 1.04 研磨あり。 E-20盛土表採 3176

[27 骨錐 クジラ、肋骨
体
部 1.79 E-20炉址④ 3177

128 尖頭状 クジラ、肋骨 破 44 2.8 ATP-20平壁清掃 3089

[29 尖頭状 クジラ、肋骨 破 6.1 6.1 0。 74
C-19掘 り下げ第 4層
(仮 )下

3050

130 尖頭状 クジラ、肋骨
先
端

C-19北 トレ (+3メ ー ト
ル拡張部)

3207

[31 有孔製品 クジラ、肋骨 18 13 6.5 1.71 長方形。.全面―研磨。有孔、第93図・図版123¨ 17 E-20第 4層 (仮 ) 3097

[32 有孔製品 クジラ、頭 破 38。 4 28。 3 16。 3 8。 73 全面研磨。有孔。
F-19南 側第 4層 (仮 )掘
り下げ米軍パイプ近 く

3182
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表19 骨製品観察一覧⑤

の項目に図版番号を含めた。「出土地」の項目1台は台帳番号を示す。砂丘区台帳番号はCDに収録|

番

号 製品名 材質
完

・
破

タ

テ 横
厚

さ

重

量 観察事項 出土地
遺

陥

[33 半環状 クジラ、椎体 破 2.06 E-19.20第 4層 3244

[34 半環状 クジラ、不明
ほ
ぼ
完

25.59
骨は密。縦位にキズ有り。骨の海綿組織は表面
に比べて荒い。半分程度は自然に凹む。側面研
磨。有孔。垂飾、図版122-5

不 明 3020

[35 半環状 クジラ、肋骨 破 4.79 表面研磨。 E-20第 4層 (仮)西 3243

136 半環状 クジラ、肋骨?
体
部 2.06 表面研磨。焼け有り E-19・ 20畦第 4層 (仮 ) 3255

137 板状 クジラ、肋骨 破 32 2.4 5。 7 板状か 1ト レ 暗茶褐 3242

138 板状 クジラ、オロ本一破 81.7 51。 4 24。 8 37.94 板状に加工、研磨は明瞭でない。打ち割りのみ。4ト レNo.403ド 3238

板状 クジラ、オロ本? 破 82
表面研磨。裏面海綿組織露出。焼け有り、
図版3-49

E-20Dot.No。 654 3204

140 板状 クジラ、肋骨 破 15.61 全面研磨。有孔、図版123… 26 E-20Dot上 げNo466 3012

141 板状 クジラ、肋骨 破 15.71
平面は台形。断面はカマボコ状。表及び側面研
磨。裏面切断。切断丸味肋骨を半裁。未製品、
図版123… 28

E-19第 5層 (仮)南側平
面

R∩ lR

142 板状 クジラ、肋骨 破 24.78
研磨及び削り(切断)痕有り。焼け、灰色、
図版123-30

E-20Dot上 げNQ465 R01R

14〔 板状 クジラ、肋骨 破 56 28.6 12.5 16.62 研磨研磨研磨明瞭周縁研磨 不 明 3240

板状 クジラ、肋骨 破 32.4 20 1.47 表面研磨。径6mmの孔、穿孔途中。穿孔の痕有
C-19北 トレ黒色土層下
(第 4層・仮)

R9∩A

14[ 板状 クジラ、肋骨 破 1.73
全面研磨。有孔。加エー「U」字状に加工.端部
に側面から穿孔。

E-20第 4層 (仮)下 平
面清掃中

3074

14〔 板状 クジラ、肋骨 破 4.93 研磨あり。焼け E-20盛土表採 3147

147 板状 クジラ、肋骨 破 13 12.1 全面研磨。有孔。3074と 接合 E-20西側第 5層 (仮 )上 3096

14[ 板状 クジラ、肋骨 破 37 10。 6 14 5。 33 全面研磨。焼け黒～灰色。
E-20平面西掘り下げ灰
色しみ⑦第5(仮)層

3032

149 板状 クジラ、肋骨 を死 56 28 11 33.74 岩化。 E-20炉跡② 3099

15C 板状 クジラ、肋骨 破 1.36 表及び上面研磨。 ―盛土表採 3154

lRl 板状 クジラ、月力骨― 破 85。 2 32 21 43.16 隅丸。周縁研磨、隅丸。 E-19石集積 3239

152 板状 クジラ、肋骨? 破 33.1 13.5 8。 9 2.1 E-19・ 20盛土 3151

158 板状 クジラ、月力骨? 破 21 10 1。 12 丸味―研磨研磨側面丸味。研磨。赤味に注意。 C-1900北西落ち込み1 3101

154 棒状 クジラ、椎体
体
部 0。 82

2ト レ暗茶褐色カワニ

ナ混漸移層
3184

[55 棒状 クジラ、椎体
体
部 1,07 2ト レ盛土 (表採)上 3156

[56 棒状 クジラ、肋骨 破 57。 1 15 13.5 8.46 棒状に加工平わずかに湾曲。図版122… 9 不 明 3241

157 棒状 クジラ、肋骨 破 29.8 12 3.41
有孔 02孔 タテー8。2mmタ テ4.7mm 径6mm 3.5mm
接合の可能性有り、図版124‐ 37

E-19米軍埋設土 3059

158 棒状 クジラ、肋骨
体
部 51.1 8。 6 2.38 接合 両端削り。 2ト レ盛土表採 3185

159 棒状 クジラ、肋骨
体
部 26.3 9.5 1.37 ATP-20黒色土層上面 3153

160 棒状 クジラ、肋骨 破 12 52 7.8 3.15 横9皿 C-19。 20第 4層 (仮)東側 3066

161 棒状 クジラ、肋骨
体
部 33.2 5。 9 1.28 平坦研磨

E-20第 4層 (仮)下 西
傾1

3126

lAう 棒状 クジラ、椎体 破 1.6 E-19第 4層
(イ反) R9RA

16[ 棒状 クジラ、肋骨? 破 2.46 E-19清掃 3257

l AZ 棒状 クジラ、肋骨? 破 1.76 E-19020西壁崩

lAF 棒状 クジラ、肋骨? 破 1.15 E-20第 4層盛採

<月」列>
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表19 骨製品観察一覧⑥

<凡例 >「観察事項」の項目に図版番号を含めた。「出土地」の項目1台は台帳番号を示す。砂丘区台帳番号はCDに収録|

番

号 製品名 材質

完

・
破

タ

テ 横
厚

さ

重

量 観察事項 出土地
遺

恥

166 棒状 クジラ、肋骨? 破
E_20第 5層 (仮)平掘西
灰

3260

[67 棒状 クジラ、肋骨 破 1.07 E-20炉④b 3261

[68 棒状 クジラ、肋骨
体
部 4。 66 ATP-20黒 土 3262

169 棒状 クジラ
体
部 0。 83 1ト レ暗茶褐色 下層 3158

17C 未製品 クジラ、椎体 を死 133 99.5 27 250 方形湾曲周縁は打ち割り 未製品、第94図 0図版124-47 E-20淡茶褐色スミ混下 3202

171 未製品 クジラ、椎体 破 3.11 表面研磨。
C-19・ 20第 4層 (仮 )中
央～東黒土

3209

172 未製品 クジラ、肋骨 破 26.5 14 2.3 研磨端部に研磨 E-20北東壁崩落土 3107

17[ 未製品 クジラ、肋骨 破 4.13 溝状 0表及び上面に研磨。
E-20北 壁崩落土 (第 4
層)

3063

174 未製品 クジラ、肋骨 を死 170 28。 5 19。 5 55
棒状粗削 り両端尖る未製品、第94図・図版124-
48

E-20第 4層 (
土坑 7 Dot上

仮)Dot288
げ

3203

175 未or不明 クジラ、助骨? 破 41.2 15。 1 18 10。 17 HG-19東壁崩落土 3146

17( 未or不明 クジラ、肋骨 破 1.49 2ト レ盛土 (表採)上 3152

177 未or不明 クジラ、肋骨 破 49。 6 40.5 17 23.91 加工は表面のみ ?他に加工無
C-1900中央～東側第 4
層 (仮 )層堀下げ

3205

17[ 未or不明 クジラ、肋骨
先
端 0。48

E-20第 4層 (イ反)E-20-h 3160

179 未or不明 クジラ、肋骨
体
部 1.1 小さい方 E-20第 4層 (仮 )下東 3222

18〔 未or不明 クジラ、肋骨 破 28.1 12.4 7.6 2.64
E-20第 4層 (仮)下東骨
製近

3212

181 未or不明 クジラ、肋骨
先
端 0。 62 盛土表採 3159

182 未or不明 クジラ、肋骨? を死 33.9 37.4 12 8.59

表裏面とも研磨。表面の骨質は密で裏は粗にな
るが3020程、荒くない加エー3020と 同じ、端部
に穿孔。孔は上位に向けて紐ズレ有り。表面の
骨質は密で、裏は疎になるが3020程粗くない。

盛土表採 3047

183 箆状 クジラ、助骨
先
端 46.9 10.7 2.58 表面研磨。裏及び側面は削り。先端は細くなる。3ト レNo304中央炉 3187

184 箆状 クジラ、肋骨
先
端 2.71 有茎、第94図 0図版12牛 34 ATP-20黒色砂層 3024

[85 箸状
クジラ、頭部
は有段

破 5。 31 ほぼ全面研磨。第92図・図版122-10 盛土表採 3015

[86 箸状 クジラ、肋骨 破 1.84 有孔頭部―横位に沈線、第92図・図版122-12 盛土表採 3026

[87 箸状 クジラ、肋骨?
頭
部 2.54 E-9北壁崩落 3263

188 箸状 クジラ 破 8.52 第94図 0図版12牛 31 E-20第 4層 (仮)Dot201 3023

189 骨針
クジラ?
不明

体
部 0。 3 不 明 3232

19C クジラ ? 22 60 12 11.86
E-20第 4層下 (仮)3.94
41)ot

3029

191 有孔製品 サカナ、椎体 11 13.9 0.81 褐鉄付着 ATP-20黒色砂層 3167

192 有孔製品 サメ、歯 12.7 13.3 0.21 第93図・図版123… 14
F-19南 側第 4層 (仮 )掘
り下げ米軍パイプ近く

3014

19[ 有孔製品 サメ、歯 20。 9 23.85 1。 14 第93図・図版123… 15 E-20炉跡②前掘 3003

19“ 有孔製品 サメ、歯 20 11。 9 0。 61
有孔 加エー基部に穿孔、孔は1皿。孔の位置か
ら2孔 と想定される。基部の一部破損。イタチ
ザメ。

C-19 3106

10F 有孔製品 サメ、歯
先
端 0。 33 基部研磨、炭化焼け R915

196 有孔製品 サメ、歯 破 0.6 有孔1孔、イタチザメ。 C-19 3105

有孔製品 サメ、歯 を
死 13 14.4 0。 37 D-19第 3層下 3164

198 有孔製品 サメ、歯 18。 2 16 3.8 0.39
F-19東 トレ第 5層 (仮 )
灰色砂層

3113
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表19 骨製品観察一覧⑦

>「観察事項」の項目に図版番号を含めた。「出土地」の項目1台は台帳番号を示す。砂丘区

番

号 製品名 材質

完

・
破

タ

テ 横
厚

さ

重

量 観察事項 出土地
遺

ｈ

[99 有孔製品 サメ、椎体 破 24。 4 23 12 2.63
C-19020第 4層 東側掘
下げ

3112

)∩∩有孔製品 サメ、椎体 18。 3 1.41 C-19・ 20第 4層西平掃 3035

)∩ 1 有孔製品 サメ、椎体 12.6 0.5
D-19東側第 4層下掘り
下げ

3163

202 有孔製品 サメ、椎体 0.05 有孔 E-19第 4層 (仮 ) 3039

203 有孔製品 サメ、椎体 11.1 4。 8 0。 54 有孔 E-19南壁崩落除 3037

204 有孔製品 サメ、椎体 破 6.8 0.01 E-20第 4層 (仮 )E-20_f 3165

205 有孔製品 サメ、椎体 10。 85 5。 2 0.27 有孔
F-19第 4層 しみパ以南
淡茶褐砂

3040

206 有孔製品 サメ、椎体 21.8 11 0。 89
HG-19北・東・西壁崩落
土ユンボ掘削時盛土

3087

乙Ur 玉
ジュゴン、
肋骨

17.5 18。 5 14.7 4.1 第93図 。図版123… 16 F-19 3019

半環状
ンユゴン、
椎体

を
死 15。 7 57.3 12.6 11.29

加エー軸椎を「U]字状に加工、両端に穿孔片
端は、2個の孔、横断面はカマボコ状内縁は角、
外縁は丸味をおびる。 (孔 右4.7皿 )

E-19第 4層 (仮 )直上

20C 3053半環状
ジュゴン、
頭骨

を
死 19。 4 68。 9 16.5 17.65 骨の自

向は、
いる。

に自然面を残す基端は水平にカットされる。
は蒲鉾状孔径:左 6皿 右5.4皿。椎体を加工、
然面を部分的に残す両端に穿孔。穿孔の方
それぞれ異なる。端部は丁寧に研磨されて
内縁は角、外縁は円味を帯びる。図版122-6

部分的
横断面

E-20盛土

21「 R∩ 91半環状
ジュゴン、
椎体

を
死 31.47

表面研磨、削り(切断)若干自然面残る。有孔。
腕輪

ATP-20黒色砂層

,11 半環状
ンユ ゴ ン、
肋骨

を
死 51.06

ほぼ全面研磨。
第92図・図版1

有孔。腕輪、
22¨ 1

E-20

212 半環状
ジュゴン、
肋骨

を
死 51.41

ほぼ全面研磨。
第92図・図版1

有孔。腕輪、
22… 2

E-20 3067

218 半環状
ジュゴン、
肋骨

ほ
ぼ
完

8.08

緩やかな湾曲に加工、両端を穿孔する。内縁は
角、外縁は円味を帯びる。孔は外縁を一端削っ
た後に穿孔する。両端の削りは「U」 に似せる
為のものか、第92図 0図版122-7

E-20第 4層
(イ反)f 3061

214 棒状
助骨

ジュゴン 先
端 12 2.53 ほぼ全面研磨。削り面3ヵ 所 E-19溝 9 3189

215 棒状
ジュゴン

不明
破 6.56 第92図・図版122-8 C-19 3022

216 棒状
ジュゴン、
肋骨

64 21 14 13.94 有孔接合可能 E-17第 4層
(イ反) 3098

棒状
ジュゴン、
肋骨

破 7.54 有孔頭部に孔。第94図 0図版12牛 34 E-187葦 9-a 3004

218 棒状
ジュゴン、
肋骨

体
部 43.8 11.1 5.66 内縁―研磨。白化→焼け

E-20第 4層 (仮)骨製品
出土付近

3064

219 有孔製品
ンユゴン、
上顎切歯 ?

36 19.2 12.2 6.2 研磨孔は-7mm 基部―研磨接合か
F-19東 トレ南西側第 4
層 (仮 )淡茶褐色土

3010

220 有孔製品
ジュゴン、
肋骨

45.5 17 13 10。 42 有7L-4mm孔-9.6 未貫通。 (孔 右8。 2)
HG-19第 5層仮黄色砂
掘下

3095

)91 骨錐
ジュゴンOr
クジラ、肋骨

64.4 18.5 12 12.65 研磨有孔研摩or切断痕。 4層
層

上
下
3072

222 3193骨錐
ンユゴン、
肋骨

先
端 0。 78 E-18盛 土フルイがけ

223 骨錐
ジュゴン、
肋骨

先
端 41.1 11.3 10 4.67 孔径5。 8mm。 第94図・図版124-38 E-18第 5層 (仮 )上 3143

骨錐 獣骨、肋骨 ? 破 16 0.81 E-19第 4層 (仮)土 3082

225 骨錐
獣骨クジラ?)
肋骨

先
端 1.82 第94図・図版124-35

C-19・ 20黒色砂層 (第 4
層・仮)

3005

鉤状
獣類(イ ノシシ以
外かも)、四肢骨

先
端 5。 16 第94図・図版124-33 E-19南壁崩落土 3025226

太
蔦
小
52.6 22.4 18 21.74 削りあり。 第 4層 (仮)下 3197ZZ′ 未製品

ジュゴン、
肋骨

220 17.6 13.6 24
の角湾曲扶り、体部は複数の削り面、未製品、
図版125-50

E-19第 5層 (仮)南側平
面

3080228 未製品 シカ、角

破 15.2 20.9 2.52 D-19第 4層 (仮)東堀下 3210未製品 骨 ?

C-1900 3068サ メ 43 33 6.58 三角形基部破損。化石「落ちサメ」

<
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4.貝 製品
砂丘区出土の貝製品は装飾品と考えられるもの、実用品と考えられるものがある。用途が明瞭なも

のは製品ごとにはっきりしない製品は貝種ごとに略述した。貝製品については表20観察一覧を示した。

1)装飾品

装飾品と考えられるものにはタケノコガイ製品、イモガイ製品などがある。

第95図 1は クモガイあるいはスイジガイの突起を利用した製品で 2個の小孔がみられる。H・ G-19、

北東側石集積に関連して出土。

同図 2はホシダカラの殻底の片側を用い、半月形を呈するもので、直線部分に鋸歯状の模様が残る。

顕著に研磨されるが、貝殻の自然面を部分的に残すものである。古我地原貝塚に類例がある。

同図 3は イモガイの外唇に近い部分を、札状に加工し、均等に2孔を配したものである。孔には上

下方向に紐ずれが確認できる。類例は浦添貝塚がある。

同図 4はクロチョウガイなど真珠質の貝を三角形に象ったもので「貝鏃」と呼ばれているものであ

る。本品は破損し、基部近くが残る。F-19東 トレンチで出土。類例は熱田原貝塚がある。

タケノコガイ製品 (第95図 5～ 7)の 3個である。

螺塔を両面から研磨するもので、 5と 7は特に顕著である。 6は アバタもみられ、打ち上げ貝を

利用したものであろう。本品は長浜金久第二遺跡 (1984)で人骨の足下から出土している。本区で

は 1ト レンチとE-20第 5層で出土。

マクラガイ製品 :第96図 30は貝をそのまま利用し、螺塔部を全面研磨したもので、貝殻には細かい

アバタが認められる。

イモガイ製品 :イ モガイの小・中型とマガキガイを利用した製品をここにまとめる。貝の形をその

まま利用するものをaタ イプ、螺塔部を用いるものをbタ イプ (貝小玉)と した。以下、それぞれ

について略i)杢する。

・イモガイa(第 96図 28029)イ モガイの形をそのまま生かし、螺塔に小孔を有し、螺塔部を研磨

したものである。28は螺塔を摩耗するが、明瞭な研磨は確認できない。肩部は丸味を持つ。

29はナンヨウクロミナシガイで螺塔部を研磨する。研磨面は 2面に分かれ、肩部は明瞭な角を形成

し、殻頂部に小孔を施す。

・イモガイb(貝小玉)(第 96図 11～ 26):小型の巻き貝の体層あるいは螺塔部を切り取 り研磨し、

玉状に仕上げたもので17個出土した。本品の素材は主に小型イモガイが主体であるが、今回、タケ

ノコガイ類の体層を用いたものも確認された。 (同図11012019)

体層利用 (11～ 17019)と 螺塔利用 (18020～ 24)があり、大きさは前者の方が小さいようである。

螺塔利用にはマガキガイ (25026)がある。

18は小型イモガイの螺塔部で有るが、研磨が顕著で更に焼けて、灰白色を呈する。

同図25026は 螺塔が螺旋状に低 くなることからマガキガイと思われる。螺塔利用のものは摩減が大

きくアバタもみられることから砂浜で容易に採取できる打ち上げ貝が用いられている。出土はF-19・

D-19で多く出土している。

・イモガイb中型 (第 96図27):中型のイモガイの螺塔を研磨したもので、他に加工痕はみられない。

アンボンクロザメ :(第 96図 31)大型イモガイの代表で貝輪や貝符などの素材の貝である。31は螺
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塔部はかなり研磨されているが、他に加工痕はなく、貝輪の未製品と考えられる。C-17表採品で、

他にE… 17米軍埋設土、黄白色砂で得られ、計 3個出土である。本地区ではイモガイの貝集積遺構な

どは検出されてなく、自然貝の出土も少ないようである。

貝輪 :貝輪はオオベッコウガサの一枚貝とサラサバテイラ、ゴホウラ、大型イモガイなどの大型巻

き貝を用いたものがある。

・オオベッコウガサ (第99図42):貝 殻の外縁を幅 l cm弱残し、輪状にしたものである。内縁は打

割後の加工は認められない。

0サ ラサバテイラ貝輪 (第95図 9010):サ ラサバテイラの殻底の内側を取 り除きリング状に整形

したもので、 2個出土した。

いずれも未製品である。10は 内縁の打割が明瞭に残るものである。いずれもA―T.P.20で 出土し

ている。

・イモガイ (第99図 42)大形イモガイの螺塔部をリング状に加工したもので、表裏面とも丁寧の磨

かれている。

・ゴホウラ

貝輪と未製品が出土した。さらに貝輪は腹面型と背面型が出土している。

〈腹面型〉 (第97図 32・ 33・ 第98図 34035037)は 5個出土した。32・ 33・ 34は E-19第 4層 (仮 )

で重なった状態 (図版86)で出土している。規格化されたように見事に大きさや幅が同じである。

腹面型にはいくつかのタイプがあり、これらの貝輪は諸岡型に分類されるものである。沖縄島では

初めて確認され、九州では弥生前期に比定される。

同図35は前li杢 と同じ腹面を利用した貝輪である。研磨面は内外縁とも水平で、小形のゴホウラか大

形イモガイを用いた可能性を残すもので図ではイモガイを想定し、復元を試みた。出土もD-17東

トレンチ淡黒色砂層で得られ、出土する場所も前 3個 とは異なる。

第97図 37は幅14皿の薄いタイプである。加工についてみると表面は研磨顕著で裏面はやや自然面が

残る。内縁は研磨面は垂直に施され、外縁は横断面が舌状を呈する。

〈背面型〉 (同図36)は幅1lmmで細いタイプで、螺塔から袖部が残存する。殻の肩部から螺塔に径

2 mm程度の大きなアバタが見られる。横断面をみると内縁は舌状、外縁は内傾する。一般に外縁の

研磨は製品に対して水平面に施されており、本品は加工の方法あるいは工具がこれまでとは異なる

可能性がある。

〈未製品〉 (第99図 38039040)は いずれも腹面型で、内外縁は打割で調整される。39の方がより

貝輪に近い形態を示すが、調整は38の方が細かい。殻は39は貝色が残り、アバタは両者とも顕著に

見られる。同図41は ゴホウラの螺塔及び袖部である。貝の螺塔に沿うように割りとられたもので、

製品製作の残骸と思われる。ただし、残存部のアバタはかなり多い。F-19井戸状遺構内 (図版85)

から出土したが、遺構との関わりははっきりしない。

2)実用品

容器としてはホラガイ有孔製品、ヤコウガイ製貝匙、利器としてヤコウガイ蓋貝斧、スイジガイ

製利器、その他に二枚貝有孔製品が出土した。
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ホラガイ有孔製品 (第 100図 46)は腹面に径 2 cm弱の孔を施すもので、出土した中では最も小さい。

外唇も平らになるように調整されている。 5個出土している。E-17と E-14か ら得られ、そのうち

1個はE-17柱穴 (No17018)か ら検出されている。

ヤコウガイ製貝匙 (第 100図 43～ 45)いずれヤコウガイも破片で、主にE-20で出土している。

ヤコウガイ蓋製貝斧 (第 100図 47～ 49)ヤ コウガイの蓋の薄い部分を連続して剥離して、附刃した

もので5個出土している。50はかなり、内側まで打ち割りしたものである。

スイジガイ製利器 (第 100図 50051)

4個出土した。51はほぼ完形品で、突起は上原分類 (1980)の①の突起が研磨される。

二枚貝有孔製品 (第 101図 )

二枚貝の殻頂近くに粗孔を施すものである。シャコガイ (52～ 55)リ ュウキュウサルボウ (56～

59)、 カワラガイ (60061063065)、 リュウキュウザルガイ (62・ 64)、 リュウウキュウマスオ

(68)、 スダレハマグリ (66)、 サメザラガイ (67)等がある。

本品の出土総数は33個で、最も多い貝種はカワラガイ12個である。18019ラ インで多く出土して

いる。ヒメジヤコは 5個出土したが、主に14016ラ インに多い。リュウキュウサルボウはCODラ

イに多い。用途についてみると最も多いカワラガイは縄文時代後期に相当する所から得られ、装飾

的な可能性が考えられ、ヒメジャコは貝塚後期に相当する所から得られ、漁網錘の可能性が高い。

□まとめ

本区からは69点の貝製品が出土した。そのうち、縄文時代中～後期に伴う製品は第95図 に示した

もので、浦添貝塚や古我地原貝塚で類例が報告されている。

弥生時代相当期のものは第970980990100・ 101図 に示したものである。しかし、第96図 に示し

たイモガイb(貝小玉)は両方の時期で報告されており、時代の決め手に欠けるものである。

貝製品の状態をみるとほとんどに細かいアバタが見られ、製品製作のものではなく、海水に長期

的に浸たっていたために細かなアバタができたと思われる。しかし、第95図 6や第99図 39の ように

製作時点からアバタを有するものある。

本区で出土したゴホウラ製貝輪は弥生時代中期前半 (木下1996)に属する諸岡型の貝輪で、しか

も一括して出土することからゴホウラの貝交易にその開始時期、あるいは製作場所など問題を投げ

かける資料となるであろう。

引用 0参考文献

・新田重清 1970「 浦添貝塚調査概報」『南島考古』創刊号 沖縄考古学会
・上原 静 1981「 いわゆる南島出土の貝製利器について」『南島考古』NQ7pp.4-46 沖縄考古学会
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児島県埋蔵文化財発掘調査報告書』 (32)P95 鹿児島県教育委員会
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表20 員製品観察一覧①

<凡例>「観察事項」の項 1貝殻の状況、加工
「出土地」の項目1台は台帳番号を示

有孔製品については孔の形、位置、

第

　

図

押
図
番

号

製品名 種類
完形・
破損

進
高

ｍ＞

新
殻
い
横
娠
＜ｍｍ＞

厚さ
(mm)
重量

(g)
観察事項 出土地

有孔製品
クモガイか
スイジガイ

完形 40。 4 1.5

突起。
表裏面|
孔:縦 4.

2個の孔。
:研磨、側面:自然。
7mm×横4.3mm

HOG-19,北 東側石集積崩
落土清掃中,台 050119-1

有孔製品 タカラガイ 完形 66 19 12.32

ホシダカラの殻底か直線部分に
鋸歯状の扶 り。表裏面:研磨。
板状、素材の自然面。
円上孔:縦 4。 lmm×横4。2mm

E-20,台030320

札状製品 イモガイ 完形 3.3 3.8 1.69

殻は風化。イモガイタ1拒肇。板状、
孔は上下に2個。全面研磨。孔
形円、外縁は紐ずれ。孔位置均
等。孔:縦3.lmm× 横3.15mm

貝鏃
クロチョウ
ガイ ?

破損 1.8 1,7 0。 93

三角形。表面:自然、裏面および
周縁―研磨。孔は円形。孔は基部
側。孔:縦2.7mm× 横2.8mm

F-19東 ,盛土表採 ,

台041116-42

装飾品
タケノコ
ガイ

破損 30 1。 3 1.69
体層表裏面
研磨孔:縦 1.

:研磨、
lmm×横1.3mm

1ト レンチ,No125,
台020318-18

装飾品
タケノコ
ガイ

完形 60 1。 7 1.8 7.47 表面:摩耗、裏面―アバタ有り。
E-19,第 5層 (仮 ),
台030827

装飾品
タケノコ
ガイ 完形 8.1 1.7 1.6 11.41

表裏面:研磨、側面一自然。
孔:縦 1.5mm×横1.6mm

E-19,第 5層 (仮 ),
台030827

貝輪 ? 不 明 破損 3.6 1.1 2.61
貝の成長線は表面は横、裏面は
縦。側面 :研磨。

A―TP20,盛土
台040114-14

貝輪 (未 )
サラサバテ
イラ

破損 4.2 1.2 2.88 殻底の一端尖る。周縁打ち割り。
A―TP20,黒色土層上面 ,

台031217-62

第

９５

図

・

図

版

１２６

10 貝輪 (未 )
サラサバテ
イラ

破損 84。 2 18 1.5 25.27
色残。殻底を利用。内縁打割、
剥離の単位明瞭

A―TP20,盛土
,

台040109-21

11 貝小玉
小型
イモガイ

完形 0.02
体層を利用。表裏面:研磨顕著。
孔:縦2.4mm× 横2.2mm

D-19,東側掘り下げ第 4
層 (仮),台041216-23

12 貝小玉
タケノコ
ガイ

完形 1.5 0.11
筋有り|
表裏面
孔:縦 2.

。体層利用。
:研磨、側面:均一。
lmm×横1.5mm

F-19東 トレ,盛土

13 貝小玉
タケノコ
ガイ

完形 6.8 1.7 0。 11
筋有り。体層を利用。
表裏:研磨、厚さは不均一。
孔:縦3mm×横3mm

F-19東 トレ,盛土

14 貝小玉
タケノコ
ガイ

完形 4.5 4.4 0.03
表面研磨、裏面:一部扶り、側面
均一、孔:縦2.lmm× 横2.lmm

15 貝小玉
小型
イモガイ

完形 5。 9 0.04
表裏面:研磨。
孔:縦3.3mm× 横3.2mm

F-19,盛 土,台041124-23

16 貝小玉
小型
イモガイ

完形 0.05
表裏面:研磨。
孔:縦3.8mm× 横3.7mm

17 貝小玉
小型
イモガイ

完形 8.35 8.15 1。 1 0.08
表裏面:研磨。
孔:縦 5。 lmm×横4.3mm

F-19東 トレ,盛土 ,

台041126-15

18 貝小玉
小型
イモガイ 完形 8。 1 7.8 3.1 0.31

アバタ有り、焼け、灰白色。
肩部利用。表裏面:研磨。
孔:縦2.6mm× 横2.5mm

19 貝小玉
小型
イモガイ

完形 8。 55 8.25 0。 14
表裏面 :研磨。孔形は円、自然
か。孔:縦 4。 15mm× 横4。 3mm D-19,米軍

20 貝小玉
小型
イモガイ

完形 10.2 9。 7 0.29
側面:均一。
孔:縦4.lmm× 横3.9mm

D-19,第 4層東側掘り下
げ,台041221-47

21 貝小玉
小型
イモガイ

完形 15.1 15。 2 0.65
上面:殻頂近く研磨、裏面:摩耗、ア
バタあり。孔:縦 6。3mm×横6mm

H・ G-19,第 5層 (仮 )南東
側石集積周辺,台 041111-8

22 貝小玉
小型
イモガイ

完形 13 13 0。 83
アバタ有。表面研磨、裏面摩耗。
孔―円形。孔:縦2mm×横2mm

E-20,貝 集積北西側掘り
下げ,台 040902-4

第

９６

図

・

図

版

１２７

23 貝小玉
小型
イモガイ

完形 14 15 1。 2 0。 65
肩部丸味、研磨による。
孔:縦4mm× 横3mm 盛土表採,台 030310-6

す
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表20 貝製品観察一覧②

の項 殻の状況、加工 (特に二枚貝有孔製品については孔の形、位置、穿孔方向、大きさ、腹縁の状況)|
は台帳番号を示す。|
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図

挿
図
番
号

製品名 種類
完形・

破損
縦
縮
＜ｍｍ＞
横
娠
＜ｍｍ＞

厚さ
(mm)

旦里
ハ
”

舌
二
ん
雄

観察事項 出土地

24 貝小玉
小型
イモガイ

完形 16 17 12 1.36
殻頂を利用。中央に穿孔、裏面
自然。孔形―楕円。
孔:縦6mm×横7mm

灰色砂しみ⑦畦北側濃灰
色砂部分,台 040726-28

25 貝小玉 マガキガイ 完形 19 21 11 3。 75
殻頂外→内 水平に研磨|
円形孔:縦4mm× 横4mm

F-19,第 5層 (仮)灰色
砂層,台041116-37

26 貝小玉 マガキガイ 完形 23 24 10.1 7.22
細かいアバタが表裏に見られる。
殻頂、円形、孔:縦4mm×横4mm

1ト レンチ,盛土表採 ,

'台020625-3

27 円盤状製品
中型
イモガイ

完形 3.3 3.2 0.6 6.42 風化。殻頂は研磨
ンチ,黒褐色シル
・台020220-7
レ

層

28 イモガイa
マダライモ
ガイ

完形 2.6 1.7 6。 1

死貝かアバタ突起、体層は破損。
肩部摩耗か丸味。
孔:縦 0。2mm×横 0。2mm

台041020-0

29 イモガイa
ンヽ

ウ

ナ

ョ

ミ

ン

ロ

ナ

ク 完形 4.4 2.6 21.66

細かいアバタ有。残り体層殻頂
研磨、穿孔研磨顕著、2面円形、
単孔―外→内、外唇破損
孔:縦0.3mm× 横0.2mm

東側第4層 (黒
'≠
:〕
'040330-38

C-19。 20,

色土層),

30 イモガイa マクラガイ 完形 3.3 1.8 10.5 6.46

アバタ有り。全面研磨 (螺塔)
→孔単孔
孔:縦 0。 6mm×横0,7mm

D-18,西壁崩落土,

台050912-31

第

９６

図

ｏ

図

版

１２７

31 未製品
アンボンク
ロザメ 完形 11.8 6.7 299 色若干残る。殻頂部研磨。 C-17,表採,台 050112-9

32 貝輪 ゴホウラ 完形 94 70 22 67.6
風化気味、腹面型。殻軸も丁寧
に研磨。内0外縁とも舌状。楕
円、孔:縦67mm× 横48mm

E-19,

近く
,

第 4層 (仮 )西畦
台021204-0第

９７
図

・
図
版
１２８
33 貝輪 ゴホウラ 破損 98 20。 2 44。 29

胤
＞形

平
伸
Ｃ

　

Ｏ

斬
孔
い

降

高ヽ

．こ
孔

が

」
脳
．め
離

醍
ψ

Ⅱ
群

廊
Ⅳ
く５‐
の
ｏ

一害‐
、
…６＞
然
然

味
打
径
自
白

気
も
に
ら
‥

化
軸
部
か
面

風
殻
肩
状
裏

E-19,第 4層 (仮)上 ,

台020919-0

34 貝輪 ゴホウラ 完形 30 13.65 腹面型 第 4層 (仮 )西畦
台021204-0

E-19,

近く,

34 貝輪 ゴホウラ 完形 99 23.0 46.69 腹面型。殻軸丁寧に研磨。
第 4層 (仮 )西畦
台021204-0

E-19,

近く,

35 貝輪 ゴホウラ 破損 20 21.64
内外縁丁寧
平。裏面 :

Ｄ
水
味
＜は
気
面
―

化
磨
鋸

風
研
灘

型
磨

ｏ

面
研
然

腹
に
自

D-17東,淡黒色砂層

36 貝輪 ゴホウラ 破損 10。 9 7.56
背面型。アバタは肩部から螺塔
に見られる。内縁は舌状、外縁
は内側が内傾する。

D-18,第 4層 (仮 )灰色
砂層,台040329-17

第

９８
図

・
図

版

１２８

37 貝輪 ゴホウラ 破損 20 7.22

腹面型。表面研磨顕著、やや自
然面が残る。内縁は研磨面垂直。
外縁は舌状、研磨面は内に傾く。
孔:楕円

COD-18,淡黒色砂層 (第
4層・仮),台 040312-5

38 未製品 ゴホウラ 完形 10 6.6 98。 72

腹面型。殻軸も粗く打ち割る。
内縁・外縁―打割。
孔:縦3.3mm× 横3mm

D-17,南側淡黒色砂層第
4層 (仮)下,台040628-8

39 未製品 ゴホウラ 完形 6。 7 41.61

アバタも顕著腹面型。内・外縁
打割調整、39よ り粗く、外縁の
調整は丸味がある。
やや縦長の円。
孔:縦4.2mm× 横3.7mm

E-18,米軍埋設土 ,

台030325-14

40 未製品 ゴホウラ 破損 130.5 70.7 60.3 198
アバタ。螺塔に沿うように割り
とる。

井戸状遺構 ,

129-0
F-19,

台051

41 貝輪
コツベ

サ

オ

ガ

オ

ウ 破損 6.3 4。 41
アバタ無。色残り。外縁を利用。
孔:横4.9mm

C-17,南 西側白砂 ,

台050113-25

第

９９

図

・

図

版

１２９

42 貝輪
大形
イモガイ

破損 40.6 5。 96 アバタ無。殻頂利用
C-17,北東側白砂 (粗い),
台050201-2

43 貝匙 ヤコウガイ 破損 40.4 30 10。 1 13.1 外殻研磨。体層利用。 E-20,南壁側,台 030821-6

44 貝匙 ヤコウガイ 破損 40.5 20.4 3.41
真珠層。体層利用。外殻は真珠
層まで研磨。周縁も研磨顕著。

不明

第
‐００
図

・
図
版
１３０
45 貝匙 ヤコウガイ 破損 40.8 30。 1 11.21 外殻の螺肋及び周縁研磨。

E-20,第 4層 (仮 )盛土
台030207

<りL夕」>
の項目
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表20 員製品観察一覧③

の項 1貝殻の状況、加工 (特に二枚貝有孔製品については孔の
1台は台帳番号を示す。|
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図
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図
番
号

製品名 種類
完形・
破損

走
高

ｍ＞

新
殻
＜ｍ

横
娠
＜ｍｍ＞

(mm)
厚 さ 旦里

ハ
フ

重
薙 観察事項 出土地

46 有孔製品 ホラガイ 完形 18.8 7.3 60 97.1
色残 り。腹面穿孔、殻頂―欠外
唇破損。孔:縦 1.lmm× 横1.9mm

E-17,第 5層 (仮 ),
台030730-1

47 螺蓋貝斧
ヤコウガイ
の蓋

完形 7.7 8。 1 20。 1 188 打割調整で附刃。
北東側崩落土 ,

台050120-16

48 螺蓋貝斧
ヤコウガイ
の蓋

完形 7.4 30 173 打割調整で附刃。 E-17,不明 ,

49 螺蓋貝斧
ヤコウガイ
の蓋

完形 6.1 20 131
かなり使い込む。打割調整で剥
離―深い―風化

E-19,米軍埋設土 ,

台030320-13

50
スイジガイ
製利器

スイジガイ 完形 11。 9 9。 6 50.7 390
アバタ有り利用:体層。
孔:縦 11.7mm×横80mm

D-19,東側第 4層下掘り
下げ,台041224-9

第

‐００

図

ｏ
図

版

１３０

51 スイジガイ 破損 50。 7 10。 6 10.5 17.48
細かいアバタ有り突起部分両刃、
刃縁―直。

D―,黒色粘質土層 (貝片
混じり)層 ,台 040318-18

52
二枚貝有孔
製品

ヒメジャコ 完形 7.3 10。 5 26.34
不定形 0内→外孔位置:上・後
複孔×左孔:縦lmm×横1.lmm

E-14,第 4層 (仮)下東
側～中央,台021105-22

53
二枚貝有孔
製品

ヒメジャコ 完形 5。 2 8。 1 10.7 28。 35
左上―ヒビ不定形・内→外・孔
位置上 0中

複孔×右孔:縦1.lmm× 横1.5mm

E-16,第 4層 (仮)平面
清掃中,台 030115-3

54
二枚貝有孔
製品

ヒメジャコ 完形 8.5 10。 9 34.94

ヨコ楕円、孔位置:上・中
複孔・内→外 ×左孔 :縦 lmm×
横1.5mm

E-14,第 5層 (仮 ),
台030128-4

55
二枚貝有孔
製品

ヒメジャコ
完形 9。 3 7.3 20 51.7

円形、孔位置:上・中
複孔×孔:縦 1.7mm×横1。7mm

D-19,東側掘 り下げ第 4
層 (仮),台041216-22

56
二枚貝有孔
製品

ユ
占
ソ

キ

ボ

ウ

ル
ユ
サ

リ

ウ 完形 6.5 4.3 18.5
孔は方形、孔位置:上 0中、複孔。
×右孔:縦 1.8mm×横1.4mm

A―TP-20,灰色マンガン
混じり,台 031225-25

57
二枚貝有孔
製品

ユ
占ソ

キ

ボ

ウ

ル
ユ
サ

リ

ウ 完形 5.4 4。 1 10。 9 13.99
円形、孔位置:殻頂×右孔:縦 1.1
mm×横0。 9mm

D-17,米軍埋設土 ,

台050210-26

58
二枚貝有孔
製品

ユ
占ソ

キ

ボ

ウ

ル
ユ
サ

リ

ウ 完形 5。 9 20.5 53.54
楕円、孔位置:上・下
複孔×左孔:縦1.6mm× 横1.lmm

D-19,南 ,台 031210-19

59
二枚貝有孔
製品

ユ
占ソ

キ

ボ

ウ

ル
ユ
サ

リ

ウ 完形 7.4 5。 6 20.5 49.42
方形
左孔:縦 1.3mm× 横1.6mm

E-17,第 5層 (仮)上 ,

台030227-11

60
二枚貝有孔
製品

カワラガイ 完形 2.7 2.6 1,58

円形、孔位置:上 0中

複孔、中～後、
右孔:縦0.6mm× 横0.5mm

H・ G-19,北東西壁崩落
土 ユンボ掘削時盛土 ,

台051011-2

61
二枚貝有孔
製品

カワラガイ 完形 3.6 10.5 6.43
方形、孔位置:上・中×左孔:縦
0。 9mm× 横1.2mm

F-19,南 壁 崩落土 ,

台050630-29

62
二枚貝有孔
製品

リュウキュ
ウザルガイ

完形 4.7 4。 3 10。 6 7.66
不定形、孔位置:中 中、複孔。
腹縁割れ有り。
左孔:縦 1.7mm×横1.2mm

C-18,パ イプ以北崩落土,

台040805-1

63
二枚貝有孔
製品

カワラガイ 完形 5。 2 4。 2 20 13.93
不定形、孔位置:中 0中

複孔×右孔:縦1.4mm× 横1.2mm
C-18,第 4層 (仮 ),
台031217-18

64
二枚貝有孔
製品

リュウキュ
ウザルガイ

完形 5。 2 4.8 10。 9 14.47
不定形、孔位置:中 0中

複孔×右孔:縦lmm×横1.2mm
D-18, 灰色砂
台0403

Ｃ

じ り)層
(貝片混
11-1

65
二枚貝有孔
製品

カワラガイ 完形 5.6 4.9 20。 1 18.01
楕円、孔位置:上・中、複孔。
腹縁割れ有り。
右孔:縦 1.5mm×横0。9mm

E-18,第 5層 (仮)上 東
側,台030116-2

66
二枚貝有孔
製品

TYVtt'<
7t) 完形 3.6 4.4 10。 1 7.97

楕円、孔位置:中・前
複孔×左孔:縦 0。 9mm×横0.5mm

パイプ以北 黒色土層第
4層 (仮),台040702-9

67
二枚貝有孔
製品

サメザラガ
イ 完形 4.5 3.8 4。 48

円 (外→内)孔位置:上中、複
孔。腹縁割れ有り。
孔:縦0.8mm× 横0。9mm

D-19,第 5層 (仮)-2層 ,

台031218-24

68
二枚貝有孔
製品

リュウキュ
ウマスオ

完形 4.8 7.3 10。 7 15.13
不定形、孔位置:中・中
複孔×左孔:縦 0。 9mm× 横1.lmm

壁面清掃中,台 041221-25

第

‐０１

図

・

図

版

１３１

69
二枚貝有孔
製品

シレナシジ
完形 6。 9 6。 4 10。 8 23.7

方形 (内→外)タ テー上 0ヨ コー中
複孔×右孔:縦1.lmm× 横0.9mm

E-15,第 4層 (仮 )下
東側,台021015-21

<りL夕」>
出土地」の項目
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5。 翡翠製品

翡翠の製品は 4個、石質不明の製品 1個の計 5個である。形状から台形状 (aタ イプ)と 玉状 (

bタ イプ)、 略三角形 (cタ イプ)の 3種がある。

aタ イプ (第 102図・図 1):1個 の出土で、下面に 2個の穿孔の痕が確認でき、二次利用のものと

思われる。平面形は台形を呈し、全体的に円味を帯びる。中央よりはやや上方に径1.9 mm孔 を施し、

両面から穿孔する。

bタ イプ (同図 2、 3、 4):玉状は 3個得られ、大きさはいずれもは約10 mm前後である。形状は上

面が平坦、下面が円味を帯びる。孔の大きさは上部が径 2皿、下部が 4皿で、下方が大きいことか

ら孔は下面から上面に穿孔し、その後、上面を研磨し、孔を貫通させているようである。

cタ イプ (同図 5):素材は翡翠ではないが、形状が翡翠製品に近いことからここで報告する。孔

径は 3 mmで、孔の縁が剥離する。孔の大きさは内外径はほぼ均一である。出土地はF-19で 2個、C―

19020第 4層 (仮)である。穿孔方法が類似しているなどから、ヒスイ製品は同じ時期のものと捉

えられる。出土例は本町のクマヤー洞穴遺跡 (1989)、 沖縄諸島では西長浜原遺跡 (2006)、 城間古

墓群 9号墓 (1986)で 出土している。分析の結果、産地は新潟県糸魚川ということである。 (図版

132)
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引用 0参考文献

・安里嗣淳・宮城長信・瀬戸哲也・山本正昭・豊里友也・樋泉岳二・黒住耐二・新里貴之・久貝弥嗣・伊藤 圭

2006「西長浜原遺跡一範囲確認調査報告書一」『沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告書』第39集 沖縄県

立埋蔵文化財センター

・中村 懸 1989「砂辺貝塚・クマヤー洞穴遺跡」『北谷町史』北谷町教育委員会
・下地安広・松川 章・比嘉 聰 1990「城間古墓群―牧港補給地区開発工事に伴う緊急発掘調査報告書一」『浦

添市文化財調査報告書』浦添市教育委員会

6。 チャー ト

チャートは製品と剥片が出土している。

製品 :石鏃は図版133-1。 3.7の 3個、未製品は同図 5。 6.8。 9の 4個、 ドリル状製品は同図 4。 11の
2個、器形不明の未製品は同図10、 チャートの礫を利用した製品は図版134-13が出土した。

ドリル状の製品は低湿地区・古我地原貝塚で出土している。

剥片に対してみると製品の量は少ない。他の製品については表21に示した。

剥片 :チ ャー トの剥片は砂丘区で1731個 、重さ12093.9g、 低湿地区では3416個、25550。 9 g出土 し

ている。この出土量は沖縄県内で類をみないものである。 (第 103図 aOb)

砂丘区で最も大きい破片は723g(図版133-8)で E-22～ 23黒褐色砂層で出土した。最も小さ

い破片は0。01gで、多数出土している。大きい順にみると4ト レンチ盛土 (3)443g(図版134-15)、

2ト レ278g、 AToP-20黒色砂層227g、 D-19第 4層 (仮)227g、 E-19第 4層 207g、 E-20第 4

層 (イ反)203gがあげられる。

地区別にはE-19020第 4層 (仮)に多く得られた。その中でも炉址④の周辺に多いようである。

これらの破片は縞模様が多く、石鏃の素材としては質が落ちるようである。

出土状況をみるとE-19020で多く、細片は 1・ 2ト レンチに多いようである。チャートの剥片

(は くへん)は浦添貝塚 (2006)や 古我地原貝塚 (1987)で 多数出土しているが、本遺跡のように

大きな破片が多数出土するのは初めてである。

低湿地区の出土をみると中央区第12層 (705。 61g)。 第13層 (2370。 3g)・ 第14層 (2082。 4g)(図 b)

爾轟璃
騒」国目

ぶ    蛾 1

暉i轟隷
匡1醒鰤

1圏数                 菫事

図a:砂丘区チャート出土状況 (多い順)

第103図 チャー ト出土状況

北区二第14層

南区。第14層

中央区 ,曽ナ田層

中央区,第 1

中央区 ,第 14層

中央区,第 1

試掘,層性不明

出土地
個数                重さ

図 b:低湿地区チャー ト出土状況 (多い順)

盛土,盛土表採

2ト レ,盛土表採

1ト レ,茶褐色シルト

E-20,第 4層

E-19,北壁崩落土

E… 19,第 4層

D‐ 19,第 4層 (仮 )

ATP… 20,黒色砂層

出土地
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表21 チャー ト観察一覧

図
版
番
号 製品名 種類

縦/
mm

横/
mm
「
ゴ/
だ詈=/

mm

重量
/g

観察事項 トレンチ 層序

図

版

１３３

石鏃 チャート 15.8 18.5 5.3 1.2
略三角形、断面はレンズ状。暗灰色と暗黄

褐色の縞模様。先端部欠損。表ややマウン

ド、裏は平坦。側縁は剥離調整。

E-19
第 5層 (仮 )
上

未製品 石英 14.4 8.56 5.6 1.6 石鏃。不定形、断面はレンズ状。白色。
2ト レンチ

下
盛土 (表採)

石鏃 チャート 17 14.7 3 0。 9

三角形、断面は扁平。明灰色と縞模様。両

端剥離、先端部は尖る。表はややマウンド

を呈し、裏面はリングが顕著に認められる。
側縁の調整は丁寧。下面は尖る。

F-19 崩落土

ドリル 黒曜石 27.2 12.8 4 1.4 長方形、断面は扁平。暗灰色。 E-20
第 4層 (仮 )
東側

未製品 チャート 30。 5 23.5 6 3.9
石鏃。五角形、断面はレンズ状。黒縞模様
が斜めに走る。

C-24 西側清掃中

未製品 チャート 19。 7 22.5 4.3 1.9 石鏃。ハート型、断面はレンズ状。暗灰色。 1ト レンチ 暗茶褐色層

石鏃 チャート 49 41.5 11 23.5

略三角形、断面はレンズ状。暗灰色と黄褐
色の縞模様。表面は縦位に剥離が走る。背
面は横位に剥離が走る。先端部は尖り、表
面はマウンド状、裏面は平坦、側縁は打割

調整で整える。石質は粘りがある。

4ト レンチ

暗灰褐色カ

ワニナ混じ

り層

未製品 チャー ト 36 31 9.5 9.7

石鏃。弧状、断面はレンズ状。暗灰色。上

方にマウンド、裏面やや平ら、側縁は薄く、

刃状、下緩やかに尖る。

C-24

北西側掘り

下げ黒色土

層

未製品 チャート 48 46.8 17 38。 8
石鏃。五角形、断面扁平。明灰色と縞模様。

裏面は大きく剥離。

2ト レンチ

下
盛土表採

10 未製品 チャート 34。 4 19.5 16.5 11.6

略三角形、断面は台形。緑色認められない。

表面から外縁方向に数条の剥離調整。周縁

剥離。製作途中。

盛土表採

11 ドリル チャート 42 16 12 8

長三角形、断面は三角形。明灰色と縞模様。

先端部は僅かに欠損。裏面は平坦。剥離調

整が顕著。

E-19
第 4層 (仮)
下

図

版

１３４

12 石核 チャート 38 46.5 27.5 54.3
断面は蒲鉾状。暗灰色、斜めに縞模様。表
面に大きな剥離。側縁は縦位に剥離。

5トレンチ 黄土色

礫 チャート 56 60.5 34.7 157
略方形、断面は楕円。裏面に大きな剥離。
下面に複数の敲き痕。

C-24
東側坂南西

茶褐色粘質土

14 石核 チャー ト 92.5 42.5 38。 3 227
長方形、断面方形。灰色。特に加工痕認め

螺れない。
D-19 第 4層 (仮 )

15 石核 チャート 97.5 88.5 40.5 443

やや方形、断面は扁平。灰色、一部、暗灰

色。表面は自然。縞模様は縦に走る。下面

に大きな剥離、2カ所。

4ト レンチ
盛土 (表採)
第3層

石核 チャート 133.5 67.7 50 723

平面断面とも長方形。暗緑色。上下面、中

間に見られる。加工はみられない。側面に

叩きの痕。

E-22.23 黒褐色砂層
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に多いようである。最も大きい破片は北区淡緑灰層出土の1500。 00gであるが、加工は認められない。

引用 0参考文献

・島袋 洋・島 弘・島袋春美 1987「古我地原貝塚一沖縄自動車道 (石川～那覇間)建設工事に伴う緊急発掘調

査報告書 (6)」 『沖縄県文化財調査報告書』第84集 沖縄県教育委員会
・新田重清・比嘉賀盛・島袋春美・仲座久宜 2005「浦添貝塚一第一・二次発掘調査のまとめ」『沖縄県立博物館

紀要』第31号 沖縄県立博物館

7.軽  石 (第 104図・図版135)

砂丘区のものに関しては、始めに大 (径 7 cm以上)、 中 (径 3 cm以上)、 小 (径 3 cm未満)に分け、

それぞれで個数を確認し、計量した。総重量44。 03 kg(コ ンマ 3桁以下省略)、 25コ ンテナ分となっ

た。種類としては4つに分けられる。色・きめ・手触 り。特徴は以下のとおり。

A 茶褐色。ややきめが粗 く、少しガサガサしている。貝片や雲母片が入る。量が多い。
B 黄白色。きめが細かく、サラサラしている。混入物が見られない。

保水性が強く、乾きにくい。鉄分が付着したものもある。

C 黒色。きめが粗 く、ガサガサしている。スコリアと言われるものか ?
D 橙色。きめが細かく、もろい。量はとても少ない。
砂丘区では、E-14第 4層 ・E-15第 4層・E-15第 5層のものが特に多く、ついでE-16第 5層 0

HG-19第 5層に多い。現在の海側から山手側に行くにつれ軽石の量が少なくなり、役場側からウー

チヌカー側に行くにつれ多い→少ない→やや多いと変化していることがわかった。

一方低湿区のものに関しては、袋ごとの計量のみ行った。総重量60。 13 kg(コ ンマ 3桁以下省略)、

20コ ンテナ分となった。種類としては、12個に分けられる。色・きめ・手触 り・特徴は以下のとお

り。

A 黒色。きめが粗 く、ザラザラしている。雲母 ?な どが入る。
B 暗褐色。ややきめが細かく、もろい。

C 暗褐色。ややきめが粗 く、ザラザラしているが、表面はスベスベしている。

雲母などは見られないが、軽石自体がキラキラ光っている。量が多い。スコリアと

言われるものか?

D 褐色。きめが細かく、サラサラしている。雲母 ?と 小礫・長石 ?が多く入る。量が多い。
E 褐色。ややきめが細かく、ややザラザラしている。
F 灰色。とてもきめが細かく、サラサラしている。石英が入る。量がとても少ない。
G 黄灰色。とてもきめが細かく、サラサラしている。
H 黄灰色。とてもきめが細かく、サラサラしている。石英が入る。
I 黄白色。きめが細かく、サラサラしている。植物の繊維などが入る。
J 黄白色。ややきめが粗 く、ややザラザラしている。雲母 ?と 石英が入る。
K 白色。きめが細かく、ややザラザラしている。混入物はない。

木質に見られるようなスジが確認できた。一点のみ。
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D:砂丘区全体大中小合計
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L 白色。ややきめが細かく、ややザラザラしている。黄色のスジが入る。量が少ない。

低湿区では、曽畑層のものが特に多く、ついで穴埋土 (中央区灰白色土・同じく粘質・粘質混じ

り)・ 緑灰色砂層・第14層に多く見られるという結果になった。軽石製品の可能性があるものが数

点あるが、断定するにはいたらなかった。低湿地のものの特徴としては、2～ 3mm程の厚さのカ

ルシウム分が付着していて、一見軽石には見えないものが約 7 kgあ つた。整理作業中にカルシウム

分が剥がれているものを見なければ気がつかなかった。

8。 グスク時代以降の遺物

今回1121点確認した。ほとんどが小片であり、遺構に伴うものも少ない。時期は11世紀～20世紀

頃と幅広い。滑石製石鍋・カムイヤキ・玉縁白磁碗などが見られる I期 (11～ 13世紀)、 雷文帯碗

など青磁が台頭するⅡ期 (13～ 15世紀)、 染付が増加し、青磁の稜花皿や華南三彩などが見られる

Ⅲ期 (15～ 16世紀)、 沖縄産陶器が見られるⅣ期 (17世紀～)、 クロム青磁や砥部焼、明治期の瓦が

見られるV期 (～戦前)、 ガラス瓶などが見られるⅥ期 (戦中～戦後)の ものに分けられる。

1 中国産
白磁 (第 105図 ・図版136-1～ 8)

24点確認した。C-17灰色粘質土層 (第 3層仮)で玉縁碗の底部 (4)、 BTP-12黒色粘質土 (第 4

層仮)で泉州窯の皿の口縁部などがある。E-14第 3層 と第 4層下～第 5層上、E-15第 3層に多い。

青磁 (第 105図 0図版136-9～ 22)

121点確認した。C-17の柱穴No.2で線刻細蓮弁文碗の口縁～胴部 (10)、 E-16第 3層で弦文帯

碗口縁 (13)、 E-17溝 5で弦文帯碗胴部が出ている。E-17溝 6で雷文帯碗の胴部 (14)と 稜花皿

(外反する口縁、内面に 5 mm幅の蓮弁文 (19)が出ているが、沖縄施釉・無釉陶器も混在する。E一

14第 3層、E-15第 3層、C-24に多い。

染付 (第 105図 ・図版136-23～ 26)

55点確認した。E-16第 3層で端反皿底部、E-17第 3層で端反碗口縁部、E-14第 3層で瓶の

胴部、E-14第 4層で碁笥底の皿底部 (24)が確認できた。E-14第 3層 に多い。

褐釉陶器 (第 105図 ・図版136-27)

59点確認した。胴部の小片が多く、器種の断定は難しい。E-14第 3層 とE-15第 3層 に多い。

華南三彩 (第 105図 0図版136-29)

1点確認した。琴高仙人型水滴の台と思われる破片である、F-19東 トレンチで壁面崩落土や重

機掘削土をふるったときに確認。類例が悪石島や浦添原に見られる。

天目茶碗 (第 105図・図版136-30)

2点出土していて、1点は口縁部でE-14第 4層から。もう 1点は底部であるが形態から円盤状

製品とした、詳しくは円盤状製品の項で1)杢べる。

瑠璃釉 (第 105図・図版136-31)

小片を 1点確認している。碗の口縁部か ?
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2 タイ産陶器 (第 105図・図版136-28)

胴部 9点 と耳 1点 (壷か ?)の合計10点確認。E-14015017の第 3層から4点出土。
3 沖縄産
施釉陶器 (第 105図 ・図版136-32～ 35)

102点確認した。碗・小碗・八角杯・皿・鉢・鍋 。瓶・急須 (32)0酒器と多様であるが、碗が日

立つ。E-15第 3層 に多い。

無釉陶器 (第 105図 36～ 380第 106図 3～ 100図版137-1～ 11)

132点確認した。甕・壷・すり鉢などがあるがほとんど小片で、器種不明。E-15第 3層に多い。

第105図 3は内面に同心円状の叩き目が見られ、本土産の須恵器の可能性も考えている。第105図 9

と10は沖縄県立埋蔵文化財センターの金城亀信のご教示により、急須の可能性を考えている。

陶質土器

600° ほどの低温で焼かれた赤い土器が13点出土している。いずれも小片であるが、うち 2点の

外面にススが付着していてナベと思われる。E-15第 3層に多い。

4 徳之島産
カムイヤキ

4点確認した。口縁部や底部はなかった。胎土は赤褐色できめが細かく、自色粒子がわずかに入

るものと、赤褐色と灰白色のマーブル状で、自色粒子と赤色粒子がわずかに入るものの二種類にわ

かれる。E-14第 3層 に多い。

5 本土産
本土産陶磁器 (第 106図 11～ 16・ 図版137-14～ 19)

382点出土確認した。備前焼と思われるすり鉢やクロム青磁が 4点、客土から底部外面に「東和

硬質磁器」、見込みに「新進利久 富久娘 明治ミルク 立川商店」と記名された灰皿を212点確認
した。昭和初期～戦中に岐阜県などで造られた日縁直下に緑のラインが二本引かれた磁器碗を三個

体分と、破片で26点確認した。砥部焼は 7点、うち 1点は形態から円盤状製品とした。

6 羽 口 (第 106図 17。 図版137-26)
10点確認した。E-18第 3層 (仮)下から、外径6。 Ocm、 内径2.8cm、 厚さ1。 6～ 2.O cm、 重量95。 23

gの ものが出土しており、これを図化した。鉄滓が付着しているものはなく、径が小さいほうの外

面が黒化したり、軽石のようにすかすかになったりしている。鉄滓は確認できなかった。

7 滑石製品 (第 106図 18～ 22・ 図版137-20～ 24)
13点確認した。うち 7点にススが付着している。大きくても手のひらに収まるサイズである。第

106図 18は広島県の草戸千軒遺跡などに見られる温石 (温めて布などに包みカイロにするもの)の

可能性も考えている。

8 滑石混入土器 (第 106図 23・ 図版137-25)
H-19清掃中に出土、胴部 1点。胎土は黒褐色やや粗粒子、滑石粒が多く入り、つるつるしている。

9 円盤状製品 (第 106図 24、 250図版137-27、 28)
2点出±。1点は天目碗底部、E-17米軍埋設土で確認。もう1点は砥部焼の胴部、H-19米軍埋

設土で確認。
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10 キセル (第 106図 26、 270図版137-29、 30)

2点出土 していて、1点は石製品で火皿部分、1点は沖縄施釉陶器で吸い口部分である。

11 瓦

明治以降に沖縄で製造されたと思われる赤瓦が180点あり、うち123点がE-15第 3層 より出土し

ている。以前付近を試掘調査した際に戦前の建物跡を確認している。漆喰が付着したものが24点、

布目があるものが97点ある。

12 ガラス製品

3点確認した。1点は化粧容器と思われる小瓶で、プラスチック製の小さい蓋に「LPCO」 とい

うアルファベットが確認できた。1点は注ぎ口があるガラス容器の口縁部である。もう1点はコカ

コーラ瓶で、暗闇で触ってもすぐにわかるという「コンツアーボトル」である。この瓶は1915年以

降に作られたもの。

以上のように、砂丘区ではグスク時代から戦中～戦後にいたるまでの遺物が確認できたが、後兼

久遺跡 (現北谷町役場庁舎)の遺物と比べるとI期 とした、11～ 13世紀のものはとても少ない。こ

の時期の遺構が確認されている小堀原遺跡は現在発掘調査中である。砂丘区と低湿区の遺物を合わ

せて考えると、伊礼原遺跡は長期間にわたって、ウーチヌカーを拠り所とする人々が集まる住みよ

いところだったのではないだろうか。
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表22 瓦観察一覧

グリット 層 序 取り上げNQ
点数
(イ固)
漆喰
(個 )

布目
(個 )

部分
重 さ

(g)

丸か

平か

E-14 第 3層 (仮 ) 214
И
仕 44。 07 平

E-14 第 3層 (仮 ) 242 角 15。 61 平

E-14 東側第 4層 (仮 ) 838 5.29
¬ブ~下

E-15 第 3層 (仮 ) 171 12 78.2

E-15 第 3層 (仮 ) 196 28 15 角20端 2 638 丸 1

E-15 第 3層 (仮 ) 200 76 34 角60端8 607

E-15 第 3層 (仮 ) 2111 端 2 165 丸 1

E-15 第4層 (仮)層下 中央側 707 7。 81
ヽ~Tア~コ~

E-15 平面清掃 1619 37。 57

E-15 平面清掃 1659 22。 92

E-15 表掃 2082725 93。 23 丸

E-17 米軍埋設土 2167 37.6 平

E-17 北 崩落土 30591 84。 08 平

E-18 第 4層 (仮)黒色 66 4.57

E-19 溝10 1599 角 97.92 平

E-19 米軍埋設土 300 角 1 104.61

E-19 米軍埋設土 413 109.46 平

E-19 米軍埋設土 965
／
４ 角 1 107.7

E-19 米軍埋設土 1394 端 55。 79

E-19 米軍埋設土 1421 角 1 92。 09 ]ヽブ~司~

E-20 第 4層 (仮)上 1()52 27。 63

E-20 南壁崩落土 5070107 28.57

F-19西 井戸周辺 3120327 8.19
1ヽア~下

F-190
F-19東 トレ 崩落土

・ユンボ掘崩土 5080202 1 6.52
ヽ
~Tア

~丁

1ト レンチ 壁面清掃 122 29。 54 プヽ
可
~

1ト レンチ 盛土表採 555 9。 48

1ト レンチ 盛土表採 985 46。 31
]ヽブ~「

壁面清掃中
И
４ 10 端 1 97.13

盛土表採 1577 27.56

盛土表採 1653 8.84 平

盛土表採 1932 端 26.34 平

盛土表採 2297 46.24 丸

盛土表採 31104 47.66 平

合 計 180 24 97 2874.96
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表23 グスク時代以降遺物観察一覧①

第 図 番号 種類 器種 部分 法量 (cm) 胎± 0特徴 釉色・釉調 0貫入 出土地

第

105

図

図

版

136

1 白磁 碗 口縁部

口:16.3,

底 :一 ,

器高:2.7,

器厚三一

白色微粒子。わずか

に微細な黒褐色粒子
を含む

釉色 :灰 白色の釉が薄く
かかる,釉調 :内外にあ
り,貫入 :内外に細かく
入る

表採

2 白磁 碗 ? 口縁部

口:12.6,

底 :― ,

器高:13.4,

器厚:一

灰白色やや粗粒子
釉色 :灰白色の釉がやや

薄くかかる,釉調 :内外
にあり,貫入:な し

E-14

第 4層 (仮 )
下～第 5層 (仮 )
上

3 白磁 碗 底部

口:一
,

底:6.4,

器高:2.9,

器厚 :―

黄白色やや微粒子。
わずかに微細な黒褐

色粒子を含む

釉色:浅黄色の釉がとても

薄くかかる,釉調:タト面に
は見られない,内面胴部
まで,貫入:見 られない

E-14

第 4層 (仮 )下～

第45層 (仮 )上

4 白磁 碗 底部

口:一
,

底 :6.4,

器高:2.9,

器厚 :

灰白色堅緻

釉色:灰 白色の釉が薄くか

かる,釉調:内外にあり,畳
付け・高台内無釉,貫入:見

られない,外面に釉垂れ

C-17

第 3層 (仮 )
灰粘質

5 白磁 皿 口縁部

口:18.7,

底:一 ,

器高:1,

器厚:一

にぶい黄橙色微粒子

釉色 :浅黄色の釉がとて

も薄くかかる,釉調 :内
外にあり,貫入:内外に
糸田かく入る

D-18東 トレ

灰色粘質土層

6 白磁 皿 口縁部

口:11,

底:一 ,

器高:1.9,

器厚 :一

灰白色やや微粒子

釉色 :灰 白色の釉が薄く
かかる,釉調 :内外にあ
り,貫入:内外に細かく
入る

E-15

第 3層 (仮 )

7 皿
口縁 ～

底部

口:18.2,

底■0。 8,

器高:3.9,

器厚:一

灰白色堅級

釉色 :灰白色の釉がやや

薄くかかる,釉調:畳付
けのみ無釉,貫入:な し

E-14

第 4層 (仮 )下～

第 5層 (仮 )上

8 白磁 皿 底部

口:―
,

底 :12,

器高:1.5,

器厚 :一

灰白色やや微粒子

釉色 :灰 白色の釉がやや

厚 くかかる,釉調 :内外
にあり,貫入 :高台内無
米由?

E-14

第 3層 (仮 )

9 青磁 碗 口縁部

口:16.4,

底 :一 ,

器高:2.9,

器厚:一

灰白色やや微粒子

釉色 :灰オリーブ色の釉

がやや薄めにかかる,釉
調:内外にあり,貫入:見
られない

C・ D-18

東 トレンチ掘削

後上面平面清掃

中

10 青磁 碗 口縁部

口:13.7,

底:一 ,

器高:4.3

器厚:一

灰白色粗粒子

釉色 :灰白色の釉がやや

厚 くかかる,釉調:内外
にあり,貫入 :内外に大
きめに入る

C-17

SP02

11 青磁 碗 口縁部

口:13.2,

底:一 ,

器高 :4。 7,

器厚 :―

灰白色粗粒子

釉色 :灰 白色の釉がやや

厚めにかかる,釉調 :内
外にあり、釉垂れ内外に,

貫入:内外に細かく入る

BTP-17
BTP17016

12 青磁 碗 口縁部

口:13。 7,

底 :一 ,

器高:2.5,

器厚:―

灰白色やや微粒子

釉色 :オ リーブ灰色の釉

が厚 くかかる,釉調 :内
夕ヽに厚くかかる, 気7包が

多い,貫入:見られない

E-15

第 4層下 (仮 )
東側

13 青磁 碗 口縁部

口:13,

底 :一 ,

器高:2.4,

器厚 :一

灰白色やや粗粒子

釉色 :オ リーブ灰色の釉

がやや厚めにかかる,釉
調:内外にあり,貫入:見
られない

E-15

第 3層 (仮 )
落ち込み ?

一-359-一
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表23 グスク時代以降遺物観察一覧②
第 図 番号 種類 器種 部分 法量 (cm) 胎土・特徴 釉色 0釉調・貫入 出土地

第

105

図

図

版

136

14 青磁 碗 月同音Б

口:一
,

底 :― ,

器高:3.7,

器厚:0.45

灰白色やや微粒子

釉色 :灰 オリーブ色の釉
が厚 くかかる,釉調 :内
外にあり,貫入:内外に
大きめに入る

E-16

溝 6

15 青磁 碗 口縁部

口:13.2,

底:一 ,

器高:2.3,

器厚 :―

にぶい橙色やや微粒

子

釉色 :灰オリーブ色の釉
がやや厚くかかる,釉調 :

内外にあり,貫入:な し

E-14

第 3層 (仮 )

16 青磁 碗 月同音Б

口:―
,

底 :― ,

器高:3.6,

器厚 :―

灰白色やや粗粒子

釉色 :灰オリーブ色の釉
がやや厚くかかる,釉調:

内外にあり,貫入 :内外
に大きめに入る

H-19

黒色粘質土、

砂質土

17 青磁 碗 底部

口:―
,

底 :6,

器高:1.6,

器厚 :―

灰白色やや粗粒子

釉色 :灰色の釉がやや厚
くかかる,釉調:全面施
釉,貫入:見られない

E-15

第 3層 (仮 )

18 青磁 碗 底部

口:―
,

底 :― ,

器高:2.4,

器厚 :0。 9

灰白色やや微粒子

釉色:オ リーブ灰色の釉
がやや厚くかかる,釉調:

内外にあり,貫入 :外面
に大きめに入る

BTP-15
黒色土層

19 青磁
細かな

稜花皿
口縁部

口:13,

底 :― ,

器高:2.3,

器厚 :―

白色堅緻。わずかに

微細な黒褐色粒子を

含む

釉色 :灰白色の釉が厚 く
かかる,釉調:内外にあ
り,貫入:見られない

E-20

第4層 (仮 )
西側溝 6

20 青磁 皿 口縁部

口:11。 8,

底:一 ,

器高:2.3,

器厚:一

明黄褐色やや微粒子

釉色 :黄色の釉が薄くか
かる,釉調:内外にあり,
貫入:見られない

ATP-20
黒色土層上面

21 青磁 碗 口縁部

口:―
,

底 :一 ,

器高:1.2

器厚 :0。 9

灰白色やや粗粒子

釉色 :灰オリーブ色の釉
がやや厚めにかかる,釉
調 :内外に厚 くかかる,
貫入:見られない

E-16

第 3層 (仮 )

22 青磁 瓶 頸部

口:一
,

底 :一 ,

器高:4.4,

器厚 :0.65

灰白色やや微粒子

釉色 :灰オリーブ色の釉
がやや厚くかかる,釉調:

内外にあり,貫入 :内外
に細かく入る

E-14

南壁清掃中

23 染付 碁笥底皿 口縁部

口:11,

底 :― ,

器高:2.5,

器厚 :―

灰白色やや粗粒子

釉色 :灰白色の釉がやや

厚 くかかる,釉調 :内外
にあり、日縁端部は無釉,

貫入:な し

TP-12

第 4層 (仮)西

24 染付 碁笥底皿 底部

口:―
,

底:3.4,

器高:1。 7,

器厚:―

灰白色微粒子
釉色 :灰白色の釉がやや

厚 くかかる,釉調 :畳付
けのみ無釉,貫入:な し

E-14

第 4層 (仮 )

25 染付 碗 底部

口:―
,

底 :5。 6,

器高:2.3,

器厚 :一

白色堅級

釉色:明緑灰色の釉がや
や厚 くかかる,釉調 :内
外にあり,畳付け無釉 ,

貫入:見られない

試掘h3
伊礼原、テニス

コート西側

26 染付 碗 底部

口:一
,

底 :4.8,

器高:1.6,

器厚 :―

白色堅級

釉色 :灰白色の釉がやや
薄くかかる,釉調:畳付
けのみ無釉,貫入 :見 ら
れない

E-13

白砂清掃中

27 褐釉陶器 堡臣 底部

口:―
,

底 :7。 7,

器高:4.8,

器厚:―

灰黄色や
わずかに
黒色粒子
子を含む

や微粒子。
白色粒子、
、赤褐色粒

釉色 :オ リーブ黒色の釉
が薄くかかる,釉調:外
面のみあり,貫入 :外面
に細かく入る

E-14

第 4層 (仮 )

-360-



表23 グスク時代以降遺物観察一覧③
第  図 番号 種類 器種 部分 法量 (cm) 胎土・特徴 釉色 0釉調 。貫入 出土地

第

105

図

図

版

136

28 褐釉陶器
=E

月同音Б

口:一
,

底:13,

器高:7.8,

器厚 :一

灰黄色やや粗粒子。

黒色粒子と赤褐色粒

子をやや多 く含む

釉色 :緑黒色の釉がやや

薄 くかかる,釉調 :タト面
のみあ り,貫入 :外面に
糸田かく入る

E-14

第 4層 (仮 )下～

第 5層 (仮 )上

29 華南三彩
琴高仙人

型 ?水滴
底部

口:一
,

底:一 ,

器高:1.9,

器厚 :0。 3

浅黄橙色やや粗粒子

釉色 :淡い緑色の釉が薄

くかかる,釉調 :夕 面ヽに
あり、底部無釉,貫入 :

糸田かく入る

F-19東 トレ

崩落土・重機掘

削土 ふるい

30 天 目 碗 口縁部

口:一
,

底:一 ,

器高:3.4,

器厚 :一

褐灰色やや微粒子

釉色 :黒色の釉がやや厚
くかかる,釉調:内外に
あり,貫入:な し

E-14

第 4層 (仮 )

31 瑠璃釉 碗 ? 口縁部

口:一
,

底:一 ,

器高:1,

器厚 :0.3

白色堅級。わずかに

微細な黒褐色粒子を

含む

釉色:内面に明オリーブ灰

色、外面に淡い青色の釉
がかかる,釉調:内外にあ
り,貫入:見られない

E-14

第 3仮層

32
沖縄産施

釉陶器
急須 注 目

口:一
,

底:一 ,

器高:3.7,

器厚 :一

浅黄橙色やや粗粒子

釉色:灰白色の釉が厚くかかる、
注ぎ口と胴部の継ぎ目に深い
緑色の釉と白化粧土?をかけ
ている,釉調:外面にあり,貫
入:外面に細かく入る

E-17

溝 6

33
沖縄産施

釉陶器
碗 口縁部

口:一
,

底 :一 ,

器高:3.5,

器厚:0.35

灰白色微粒子

釉色 :灰黄色の釉が薄く
かかる,釉調 :内外にあ
り,胴部下半には見られ
ない,貫入:見られない

E-15

第 3層 (仮 )
落ち込み

34
沖縄産施

釉陶器
碗 口縁部

口:一
,

底:一 ,

器高 :4。 2

器厚 :0.5

白色やや微粒子

釉色 :灰白色の釉が薄く
かかる,釉調:内外にあ
り,
貫入:内外に細かく入る

E-17

溝 6

35
沖縄産施

釉陶器 ?
碗 底部

口:―
,

底 :7,

器高:2.6,

器厚 :一

浅黄桃色やや微粒子

釉色 :灰オリーブ色の釉
が薄くかかる,
釉調:外面下半から露胎 ,

貫入:見られない

020729、 No。 183

壁面清掃中

第
105

図

図

版

137

36

(4)

沖縄産無

釉陶器
すり鉢

口縁部

(注目)

口:一
,

底:一 ,

器高:3.2

器厚:一

明赤褐色やや微粒子。
わずかに赤褐色粒子

を含む
釉色:一 ,釉調:一 ,貫入:一

F-19 0 F-19東
トレ

崩落土

37

(3)

沖縄産無

釉陶器
すり鉢 口縁部

口:―
,

底:一 ,

器高:3.2

器厚 :一

赤褐色やや微粒子。
わずかに自色粒子

黒色粒子を含む
釉色:一 ,釉調:― ,貫入:一

E-17

溝 6

38

(2)

沖縄産無

釉陶器
すり鉢 口縁部

口:一
,

底:一 ,

器高:3.6,

器厚 :一

浅黄橙色やや粗粒子 釉色:一 ,釉調:一 ,貫入:一
E-18

西側落ち込み

第

106

図

図

版

137

3
沖無 ?

本土産 ?
[五 月同音Б

口:一
,

底 :― ,

器高:2.6,

器厚 :0.5

赤褐色やや微粒子。
わずかに自色粒子を

含む

釉色:一 ,釉調:一 ,貫入:一 盛土表採

4
沖縄産無

釉陶器
すり鉢 口縁部

口:31。 8,

底 :一 ,

器高:3.6,

器厚:一

灰赤色やや微粒子。
わずかに自色粒子を

含む

釉色:一 ,釉調:― ,貫入:― 盛土表採

5
沖縄産無

釉陶器
鉢 口縁部

口:14.4,

底 :一 ,

器高:2.1,

器厚:一

にぶい赤褐色やや微

粒子。わずかに白色

粒子を含む

釉色:一 ,釉調:一 ,貫入:一

F_19 0 F-19東

トレ

崩落土

-361-一一



表23 グスク時代以降遺物観察一覧④
第 図 番号 種類 器種 部分 法量 (cm) 胎± 0特徴 釉色 0釉調・貫入 出土地

第

106

図

図

版

137

6
沖縄産無
釉陶器

鉢 口縁部

口:26.6,

底 :一 ,

器高:4.2,

器厚 :―

明赤褐色やや粗粒子。
わずかに白色粒子を

含む
釉色:一 ,釉調:一 ,貫入:一

E-14

第 4層 (仮 )下～

第 5層 (仮)上

7
沖縄産無

釉陶器
火炉 月同音Б

口:一
,

底 :― ,

器高:4.1,

器厚 :0。 8

にぶい赤褐色微粒子

(サ ンドイッチ)。 わ

ずかに白色粒子を含

む

釉色:― ,釉調:一 ,貫入:―
C-24

東側坂

茶褐色粘質土層

8
沖縄産無
釉陶器

[Ⅱ ] 底部

口:一
,

底■3.4,

器高:7.9,

器厚 :一

暗灰色やや微粒子。
白色粒子と石英粒を

多く含む
釉色:一 ,釉調:一 ,貫入:一

HOG-19
崩落土

9
沖縄産無
釉陶器

急須蓋 口縁部

口:10。 2,

底 :一 ,

器高:1.1,

器厚 :一

赤褐色やや微粒子。
わずかに微細な白色

粒子を含む
釉色:― ,釉調:― ,貫入:一

E-14

第 3層

10
沖縄産無

釉陶器
急須 口縁部

口:11.8,

底:一 ,

器高:2,

器厚:一

灰色やや粗粒子。黒

色粒子をやや多く含
む

釉色:― ,釉調:一 ,貫入:―
E-14

第 3層

1 備前焼? すり鉢 口縁部

口:27.2,

底 :― ,

器高:4.2,

器厚:―

にぶい橙色やや微粒
子。白色粒子をやや

多く含む
釉色:― ,釉調:一 ,貫入:一

E-14

第 4層 (仮 )

2 本陶 すり鉢 底部

口:―
,

底 :― ,

器高:4.8

器厚 :1.4

明赤褐色粗粒子。わ

ずかに自色粒子を多
量に,赤褐色粒子を
含む

釉色:― ,釉調:一 ,貫入:―
E-14

第 3層 (仮 )

11 砥部焼 碗 口縁部

口:13.8,

底 :一 ,

器高:4.8

器厚:―

灰白色やや微粒子
釉色 :灰白色の釉が薄く
かかる,釉調 :内外にあ
り,貫入:見られない

3ト レンチ

壁面清掃

12 砥部焼 碗 底部

口:―
,

底 :4.8,

器高:2.5

器厚 :一

灰白色微粒子

釉色 :灰白色の釉が薄く
かかる,釉調:畳付け,高
台と胴部の境は無釉,貫
入:な し

表採

南側

13
本土産

磁器?
小碗 口縁部

口:10,

底:― ,

器高:2.9

器厚:―

白色微粒子
釉色 :灰 白色の釉がやや

厚 くかかる,釉調 :内外
にあり,貫入:な し

H-19

清掃中

14
本土産
磁器

クロム

青磁小碗
底部

口:一
,

底 :3.4,

器高:3.5,

器厚 :一

白色堅緻

釉色 :淡い緑色の釉がや
や厚 くかかる,釉調 :高
台のみ無釉,貫入 :見 ら
れない

E-14

第 3層 (仮 )

15
白磁
色絵 ?

小碗 口縁部

口:6.3,

底 :― ,

器高:3,

器厚 :―

灰白色微粒子
釉色 :灰白色の釉が薄く
かかる,釉調:内外にあ
り,貫入:な し

E-14

第 4層 (仮 )下～

第 5層 (仮 )上

16
本土産
磁器?

皿 底部

口:一
,

底 :8.2,

器高:1.6,

器厚 :一

灰白色微粒子
釉色 :灰 白色の釉が薄く
かかる,釉調:内外にあ
り,貫入:な し

E-14

第 3層 (仮 )

――-362-―
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第106図 グスク時代以降の遺物②
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砂 丘 区

図 版
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砂丘区調査状況 1

上左 :No.1試掘穴東壁面

中左 :No.2試掘穴東壁面

下左 :No。4試掘穴東壁面

上右 :No.1試掘穴白砂層下レキ面検出状況

中右 :No.3試掘穴平面 炉址検出状況

下右 :No.4試掘穴平面 炉址検出状況

図版81

-365-



図版82:砂丘区調査状況 2

上左 :E-19グ リット第1号住居址検出状況
下左 :C・ D-18グ リット第2号住居址検出状況

上 右 :E-19グ リット第1号住居址検出状況
中上右 :E-20グ リット炉址及び貝集積検出状況
中下右 :C-19北グリット第1号集石検出状況
下 右 :C-19・ 20グリット第2号集石検出状況

-366-



図版83:砂丘区調査状況 3
上 :GH-19グ リット第4号石集積検出状況     上右 :ATP-20グ リット
中左 :GH-19グ リット第3号石集積検出状況 (北東角)下右 :E-20グリット炉址内の状況 (縄文晩期)

下左 :E-20グリット土坑及び炉址の状況
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図版84:砂丘区調査状況 4

上左 :E-16グリット柱穴完掘状況 (グスク時代)
下左 :E-14グリット柱穴完掘状況 (グスク時代)

上右 0中上右 :C-18グリット人頭蓋骨検出状況
(縄文晩期～弥生期)

中下右 :E-14グリット柱穴内の礫敷状況
(グスク時代)

下右 :E-15グリット柱穴と下層の堆積状況
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図版85:砂丘区調査状況 5

上左 :F-19グリット井戸状遺構上面検出状況

中左 :井戸状遺構内の状況

下左 :井戸状遺構完掘状況

上右 :犬骨検出状況

中右 :犬骨検出状況 (下位)

下右 :井戸状遺構石積み状況

-369-



図版86:砂丘区調査状況 6

上左 :E-20グ リット海獣骨 (ク ジラ)検出状況
中左 :E-19グ リット貝輪検出状況
下左 :E-19グ リット市来式土器検出状況

上右 :C-18グ リット海亀胸骨検出状況

中右 :E-18グ リット石斧 3点検出状況

下右 :H-19グリット仲泊式土器検出状況
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図版87 室川下層式土器① 上 :表面 下 :裏面
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図版88 室川下層式土器② 上 :表裏面 下 :復元土器
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図版89 室川下層式土器③ 上 :表裏面 下 :表裏面
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図版90 面縄前庭式土器① 上 :表面 下 :裏面
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下 :裏面

-375-
図版91 面縄前庭式土器② 上 :表面
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一
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図版92 仲泊式土器① 上 :表面 下 :裏面
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図版93 面縄前庭式土器・仲泊式移行型式土器② 上 :表面 下 :裏面
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22



図版94 仲泊式土器口市来式土器移行型式土器③ 上 :表面 下 :裏面
-378-
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図版95 面縄前庭式土器・仲泊式移行型式土器④ 上 :表面 下 :裏面
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図版96 面縄東洞式土器① 上 :表面 下 :裏面
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図版97 面縄東洞式土器a 上 :表面 下 :裏面
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図版98 面縄東洞式土器 b 上 :表面 下 :裏面
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図版99 面縄東洞式土器・嘉徳 I式土器・市来式土器③ 上 :表面 下 :裏面
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図版100 面縄東洞式土器・嘉徳 I式土器④ 上 :表面 下 :裏面
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面縄東洞式土器(68)

面縄東洞式土器(67) 荻堂式土器(3)

図版101 面縄東洞式土器 (上 :第81図 68・ 下左 :第81図 67) 荻堂式土器 (下右 :第82図 3)
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70

69

72

71

70

75

図版102 面縄東洞式土器 0嘉徳 I式土器・底部⑤ 上 :表面 下 :裏面
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8

伊波式土器・荻堂式土器・カヤウチバンタ式土器 上 :表面 下 :裏面
-387-図版103
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図版104 縄文晩期・員塚後期土器① 上 :表面 下 :裏面
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尾示

図版105 縄文晩期 0員塚後期土器② 上 :表面 下 :裏面
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図版106 晩期 0員塚後期土器③ 上 :表面 下 :裏面
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図版107 員塚後期土器④ 上 :表面 下 :裏面
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図版108 貝塚後期土器⑤ 上 :表面 下 :裏面
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図版109 員塚後期土器⑥ 上 :表面 下 :裏面
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図版110 員塚後期土器⑦ 上 :表面 下 :裏面
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図版111 縄文晩期 0弥生土器③―a 上 :表面 下 :裏面
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■ |■

図版112 縄文晩期・弥生土器③―b 上 :縄文晩期土器 中 :浅鉢土器 下 :弥生壺底部
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図版113 縄文晩期・員塚後期土器・底部⑨―a 上 :表面 下 :裏面
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図版114 縄文晩期・員塚後期土器・底部⑨―b 上 :表面 下 :裏面
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図版116 石器②
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図版122 骨製品①
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図版127 員製品②
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図版129 貝製品④
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図版134 チャート②
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図版135 軽石  (上 :各種サイズ 0下 :集石)



図版136 グスク時代以降の遺物①
-419-



図版137 グスク時代以降の遺物②
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138 1 ・ 2 1サ メ歯a、 2サメ歯b、 3サメ椎骨、4エイ楯鱗、5、 6エイ尾、7ウツボa主上顎骨、8ウツボ歯骨(R)、 9ウツボb前鋤
骨、10ウ ツボ鋤骨、11ダツ前上顎骨(R)、 12ハ タ前上顎骨(L)、 13ハ タ歯骨(L)、 14フ エダイ前上顎骨(R)、 15ミナミクロダイ前上顎骨(L)、 16ク ロダイ前上顎
骨(L)、 17ベラ上咽頭骨(R)、 18フエフキダイ歯骨(R)、 19ヨ コシマクロダイ歯骨、20ベ ラ前上顎骨(R)、 21ベラ前上顎骨骨、22、 24ベ ラ上咽頭骨(L)、 23、 25ベ ラ上

咽頭骨、26ベラ上咽頭骨(R)、 27～ 29ベラ下咽頭骨、30ブダイ前上顎骨(L)、 32ブダイ前上顎骨(R)、 31、 33～ 36ブダイ歯骨、37、 39イ ロブダイ上咽頭骨
、38イ ロブダイ下咽頭骨、40ナ ンヨウブダイ下咽頭骨、41ブダイ上咽頭骨(R)、 42ナガブダイ下咽頭骨、43モ ンガラカワハギ科前上顎骨、44、 45モ ンガ
ラカワハギ背鰭棘、46フグ前上顎骨、47、 48ハ リセンボン上顎骨、49ハ リセンボン下顎骨、50、 51鯖科尾椎骨、52鯖科歯53、ギンガメアジ類前上顎骨
、54オニオコゼ科主鯉蓋骨、55パイプウエ           _421-



図版 139 リクガメ・ウミガメ
1上腕骨(L)、 2大腿骨(R)、 3恥骨(L)、 4腸骨(L)、 5鳥口骨+肩甲骨(R)、 6頂骨板、7椎骨板、 8椎骨板最後尾、9縁骨板
10肋骨板、11上腹板(R)、 12内腹板、13中腹板(R)、 14下腹板(R)、 15剣状腹板(R)、 16臀骨板、17背甲板
18尺骨、19俳骨(R)、 20撓骨、 21中足骨、22背甲板、23、 24指骨、25剣状

-422-



図版140 ヘビ・鳥類 0コ ウモリ
1～ 8ヘビ椎骨、9カ ラス尺骨、10カ ラス大腿骨(L)、 11カ ラス大腿骨(R)、 12カ モメ尺骨(遠位端OR)

13カ モメ中足骨(L)、 14鳥類肛骨(R)、 15鳥類月菫骨、16鳥類指骨、17鳥類撓骨、18鳥類指骨、19鳥類末節骨

20コ ウモリ末節骨、21オオコウモリ下顎骨(L)、 22オオコウモリ上歯(R)、 23～ 27オオヨウモリ臼歯
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図版141 カエル0ネズミ・力二
1上腕骨、2上腕骨(L)、 3撓尺骨、4四肢骨、5、 6ケナガネズミ下顎骨(L)、 7ケナガネズミ下顎骨(R)、 8ケナガネズミ上顎切歯(R)
9ケナガネズミ上顎切歯(L)、 10ネズミ下顎切歯(R)、 11ネズミ上腕骨(L)、 12ネズミ月菫骨(R)、 13ケ ナガネズミ肛骨(R)
14ケナガネズミ大腿骨(L)、 15、 16ネズミ大腿骨(R)、 17、 18ネズミ寛骨、19～ 22カニ爪
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図版142 クジラ
1～ 4肋骨、5～ 9椎骨

-425-



18

図版143 イノシシ 102
1環椎、2～ 4椎体、5、 6肋骨、7、 8肩甲骨、9上腕骨、10上腕骨(幼 )、 11、 12尺骨、 13撓骨、14大腿骨(遠位端)、
15大腿骨(近位端)、 16月歪骨、17腫骨(近位骨端)、 18俳骨、19寛骨、20距骨、21踵骨、22踵骨(R)、
23、 24中手骨、25、 26基節骨、 27、 28中節骨、29、 30末節

-426-
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図版144 イヌ 上 :頭骨及び歯牙 下 :四肢骨
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上イヌ :イ ヌの椎骨及び指骨(井戸状遺構内検出 OF-19グ リット)

下ジュゴン・イルカ :1牙、 2頭骨、 3後頭骨、 4耳骨、 5上腕骨、 6尺骨、 7撓骨(R)
8～ 16肋骨、17イ ルカ下顎骨

図版 145

-428-



図版146 馬・牛・イノシシの歯
1牛or馬歯破片(M3)、 2牛歯(M20R)、 3牛歯(Ml)、 4馬歯(M2・ M30R)、 5牛四肢骨破片、 6馬上顎頬歯(L)、 7肋骨破片
8指骨破片、9牛or馬肋骨破片、10牛or馬部位不明、 11後頭骨、12上顎切歯骨(R)、 13上顎切歯骨(L)、 14、 15上歯(R)
16～ 18切歯、 19耳骨、20上顎骨(M10R)、 21上顎骨(R)、 22上顎骨(M30R)、 23上顎骨(p40R)
24上顎骨(dm30Ml・ M2・ R)、 25上顎骨(M10R)、 26上顎骨(p4・ R)、 27上顎骨(p3・ R)、 28～ 37下顎骨
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図版147 貝類①  (一枚員 0巻員)
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図版148 員類②  (巻員 0他 )
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図版149 員類③  (二枚員)
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第V章 理化学的分析

I 伊礼原遺跡の植物遺体群

誠一郎 (東京大学)

しのぶ (早稲田大学)

圭  子  (国立歴史民俗博物館 )

植物遺体群の概要

伊礼原遺跡では、平成 9(1997)年 3月 18日 の縄文時代前期の低湿地遺跡発見の際に土器に伴う

動物遺体群とともに種実遺体群が包含されていることが分かり、動植物遺体群を総合的に調査でき

る遺跡として注目された。その中心となる試掘穴No143で は、ブロックで採取された堆積物試料の

水洗選別が 4月 から予察的に進められ、大量の動植物遺体群を得ることができた。さらにその後の

発掘調査においても、現地で直接取 り上げられた植物遺体群の調査を進めてきた。これまでの調査

の結果、縄文時代前期を中心に、シイ属、マテバシイ属、オキナワウラジロガシやウラジロガシの

アカガシ亜属などからなる照葉樹林の存在、それら照葉樹林の資源利用について新しい事実が明ら

かになってきた。ここでは、花粉遺体群と主に種子や果実からなる種実遺体群の調査結果とそれら

から分かってきたことをまとめておきたい。

植物遺体群は主として花粉遺体群、種実遺体群、木材遺体群、植物珪酸体群、珪藻遺体群からなっ

ている。植物珪酸体群はイネ科を中心とする植物群の主として葉的器官の細胞に形成された植物珪

酸体からなるもので、イネ科植物群がつくる草地植生や農耕地の探索に有効である。最後の珪藻遺

体群は、水域に生活する緑藻植物珪藻類の細胞の遺体である珪殻からなるもので、水域環境の探索

に有効である。はじめの三つの遺体群は、主として種子植物のさまざまな遺体群からなるもので、

陸上の生態系をつくっているので、人間を取 り巻いている植生・景観や、人間の植物利用の探索に

有効である。伊礼原遺跡の調査では、これらすべての遺体群の検討を進めてきたが、後ろの 2者は、

石灰岩地域であるため遺体が溶解して著しく保存が悪いことが判明し、断片的な資料しか得られな

かった。これらについては追加検討を行って、改めて取 り上げる機会を期したい。木材遺体群につ

いては調査方法や人間の利用の仕方も異なるので、別の項目で詳i)杢される。

花粉遺体群の組成

花粉遺体群の調査は、試掘穴NQ143か ら層位に沿って採取された堆積物について行った。花粉外

膜が不規則に溶解し、彫紋が観察できないなど花粉遺体群の保存は著しく悪かった。比較的保存が

良かった曽畑式土器包含層である第14層 と上部のヌノメカワニナ遺体を多産する第 5層の花粉組成

を百分率で示すことができた。

第14層の花粉組成は、花粉・胞子総数に占める木本類が51%で、不明花粉が22%を 占めた。その

松

辻

大

辻
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他は草本類とシダ類であった。木本類51%の うち40%を シイ属一マテバシイ属が占め最優占した。

アカメガシワ属、モチノキ属、グミ属、クワ科がその他の木本類を占めたが、アカガシ亜属は稀で

あった。第11層の上部泥炭層および第16層の下部泥炭層はともに不明花粉が多産するもののシイ属一

マテバシイ属花粉の産出が目立ち、しばしば数十個の花粉塊が検出されるなどシイ属一マテバシイ

属花粉の産出が第14層 と同様に目立った。

一方、上部の第 5層 の花粉組成はそれらとは大きく異なり、花粉・胞子総数に占める木本類は

0。8%であるのに対して草本類は90%、 シダ類は8。 1%を 占めた。草本類の大半はイネ科とカヤツリ

グサ科が占め、ヨモギ属、アブラナ科、ミズアオイ属、他のキク科が随伴した。これは森林植生の

貧弱さに対して草地植生が旺盛なことを示している。

限られた資料ではあるが、曽畑式土器包含層とその上下の泥炭層では木本類が優勢で、シイ属―

マテバシイ属の優占が示唆される。

種実遺体群の組成

種実遺体群の調査は、平成9(1997)年 3月 の最初の試掘穴No143調査でのブロック試料の水洗選

別で得られた遺体群、およびその後の発掘調査に伴って採取された現地取り上げの遺体群およびい

わゆる「どんぐり塚」の遺体群について行った。まず「どんぐり塚」の遺体群と編み物でできたザ

ル (バーキ)内の遺体群の内容を述べ、そのあと、水洗選別と現地取り上げで得られた遺体群を記

1)杢する。

1。 「どんく
゛
り塚」とバーキ内どんぐリ

曽畑式土器包含層には、各所でおびただしいブナ科果実の破片からなるいわゆる植物塚が挟在す

る。後述するようにこれらの破片の大半はシイ属呆実やオキナワウラジロガシあるいはウラジロガ

シの果皮からなっているので、ここではその内容を的確に、かつ理解しやすいように「どんぐり塚」

と呼ぶことにする。「どんぐり塚」の垂直断面を写真に示したが、マトリクスに褐色砂質の堆積物

が相当量占めるものの、果皮の破片が重なり合うように密集し、容積では果皮量のほうが砂質堆積

物をはるかに上回っている。また、果皮の破片は同じ方向に配列するように堆積しているので、砂

質堆積物とともに水流に多少とも移動し、混在して堆積したものといえる。各所で検出される「ど

んぐり塚」は、単数あるいは複数の廃棄単位からなるものと思われるが、それらを明瞭に捉えられ

る断面観察や層位発掘調査は行われていないので、1廃棄単位の量や広がりについては分かってい

ない。

放射性炭素年代測定を行った 2箇所 (試料番号RH-224,RH-225)の「どんぐり塚」の水洗選別

後の種実遺体群の産出状況を写真に示した (図版150下 )。 ほとんどの果実が 3分の 1も しくはそれ

よりも小さな破片に砕かれている。おおむね縦筋の方向に割れていることが多く、また不規則に割

れているため、たたき石などによる打撃によって破砕されたものと考えられる。

果実の形態から「どんぐり塚」を構成している種はシイ属、ウラジロガシ、およびオキナワウラ

ジロガシからなると考えられる。①果皮と基部の境が帯で波状になり、上部の果皮が境部で少しヘ

こむ。果皮の表面は不規則な縦の筋で凹凸の紋様をつくり、基部はこぶ状で維管東痕が境部まで達
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していることからシイ属と同定できる。②呆皮と基部の境が線で波状になり、上部の果皮が境部で

少しへこむ。果皮の表面は縦の筋で縞模様をつくるが凹凸は無く、基部は維管束痕が縄状を呈する

ことからウラジロガシと同定できる。③果皮に凹凸がほとんど無く果皮のみの大きな破片で、呆皮

はウラジロガシに比べて薄い。また、基部だけで産出しているものの、平坦で維管束痕ははっきり

せず、こぶ状粒のみからなる。このことからオキナワウラジロガシと同定される。

2箇所の種実遺体群は、どんぐり類に含められる果皮以外に、チシャノキの核を多量に含んでい

た。試料 RH-224で は、堆積物500cc中 にチシャノキ属核が70個、試料 RH-225で は堆積物500cc中 に

49個が検出されている。これは特異な産出状況ではあるが、植物資源利用の対象とされたかどうか

は検討の余地がある。ただ、堆積域にチシャノキの個体が生育していたとすれば、大量の呆実が落

下堆積したと考えられるので、堆積の過程で混在した可能性もある。

一方、曽畑式土器包含層内で発見されたバーキの内部から検出されたどんぐりは写真に示したも

のである。どれも個体が大きく、長さが最小のもので長さ22.7× 幅21.Omm、 最大のもので長さ31。 8

×幅19。 7mmであった。これらはいずれもオキナワウラジロガシの果実に同定された。ほぼ完全な形

で産出しているので、バーキ内に何らかの理由で保存もしくは貯蔵されていたものと考えられる。

2.水洗選別と現地取り上げ種実遺体群

平成 9(1997)年 4月 から6月 にかけて試掘穴No143か ら採取されたブロックの水洗によって得

られた縄文時代前期の曽畑式土器を多量に包含していた第14層の種実遺体群、およびその後の調査

で採取された種実遺体群の組成と産出状況は以下に列記するとおりである。前者については大松・

辻 (2001)で予察的な記載がなされたが、その後の新たな事実もあるため改めて記載をしておきた

い。種実遺体群の大きな特徴は、上記の「どんぐり塚」を構成していたシイ属果実がきわめて多量

に含まれていたこと、シイ属以外のオキナワウラジロガシやウラジロガシ、ウバメガシ、マテバシ

イ属といったブナ科植物群の果実遺体も多産し、多様な照葉樹林とその資源利用を示したことであ

る。植生 。景観と資源利用の理解のために、最初に木本類を列記し、その後に草本類を列記する。

A.木本類

ソテッ Cνθαs rθυοι
“
ια Thunberg:種 子、長さ37× 幅25mmの扁平で、両側にかすかな稜があり、

表面には不規則で大きな枝状紋様がある。稀産。

アダン Pαんごαんas οあ rαιjssれ as L.fil.:呆 実、完全形の側面は逆台形から方形、横断面は丸

みのある菱形から五・六角形。長さ21-30× 幅18-28×厚さ15-21mm。 外呆皮は果実の上部で 5裂

片に分かれ、表面は平滑。中果皮は繊維質。内果皮は堅く、呆実の上部が磨耗して内果皮が露出す

るものが多い。内果皮の底面には数個の穴が開く。果実下部に内果皮の中の間隙が露出するものが

あり、食害を受けたものと思われる。一部が燃焼によって炭化したものもある。極めて多産。

ヤマモモ ννrjθα rttrα Sieb.et Zucc.:核、側面は角の丸い菱形、横断面は狭楕円形。稀産。

オキナワウラジロガシ のこιθrcas ttjναgjj Koidz.:果実、既1)杢、極めて多産。

ウバメガシ Qじθrcas ρんjιttrαθοjαθs Asa Gray:果 実、半分に破損した果実が稀産、長さ28×

幅10mm、 表面には強弱のある縦方向の溝が目立つ。果皮は薄い。着点は平らで、山形の維管東痕を

もつ。稀産。
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ウラジロガシ Qttrcas sαιjcI;んα Blume:果実、半分に破損した果実が多産、平均の長さ30× 幅

15mm、 横断面は楕円形、肩部が無い。着部が直径12mmと 大きく、盛り上がるが中央部はかすかにく

ぼむ。維管東痕は山形を呈して多数ある。多産。

シイ属 Cα sιαんοpsjs:果実、既述、極めて多産。

マテバシイ属 Pα sα ttα :呆実、すべて破片で完全な形では産しない。側面は釣鐘形、基部は切

形、横断面は半円形、平均の長さ23× 幅14×厚さ8皿。他のブナ科果実より果皮が厚く、とくに基

部付近の果皮は肥厚し、着点は少しくぼむ、呆皮外面は滑らかで光沢あり、縦の溝は目立たない。

多産、幼果および殻斗も稀産。

ブナ科 Fagaceae:果実、殻斗、幼果の破片群で、科以下の同定が困難なものが多産。大部分は

果実の破片で、横断面が角ばり、外面に光沢があり、縦方向の細かな溝が目立つ特徴をもつものが

多い。このことから破片の大半はシイノキ属呆実の破片である可能性が高い。ただし、果実の着部

が円形で維管束の穴が輪状に並ぶコナラ属と同定できるものや、殻斗鱗片が着部を中心に同心円状

に重なるアカガシ亜属に同定できるものもわずかに認められる。極めて多産。

ウラジロエノキ属 7rθ ttα :核、側面はややいびつな円形、横断面は角の丸い菱形。平均の長さ2

×幅 2×厚さ1。 5mm、 網目状のなだらかな隆線が走り、縦方向の隆線が目立つ。多産。

クワ属 νiοras:呆実、側面は広倒卵形、横断面は丸みのある三角形。長さ約 2×幅約1.5× 厚さ

約 l mm。 多産。

カジノキ Brο
“
ssοんθιjα ραρνrjル rα (L。)Vente:核 、側面は広倒卵形、横断面は角の取れた扇

形。長さ約 2× 幅約 2×厚さ約 l mm。 多産。

オガタマノキ χjcんθιjα cοttρ rθssα (Maxim.)Sarg.:種 子、側面は広円形、断面は両凸レンズ

形、平均の長さ8× 幅11×厚さ5 mm、 先端はやや尖り、基部にへそがある。全面に縦方向に走る溝

が何本もある。稀産。

クスノキ科 Lauraceae:子葉、片側のみ。概形は半円形、向軸側の平坦面は楕円形、長さ9×

幅 7× 厚さ5皿。比較的大型のため、タブノキ M■んθιjα.ιん開 bθrgjj Sieb.et Zucc.の可能性が

ある。稀産。

イスノキ Djsιメ1;“麓 rαθθttο s膨麓 Siebe et Zucc.:果 実、さく呆の裂片。概形は半球形、長さ12

×幅10× 厚さ 5 mm、 平坦な向軸面に2枚の内果皮が見られる。稀産。

バラ科 Rosaceae:核 、側面はいびつな楕円形、横断面は円形。ヘビイチゴ属 Dacんθsんθαの核

に酷似する。稀産。

サクラ属 Praん
“
s:核、縫合線に沿って裂けた半分、概形は半円形、長さ4× 幅4×厚さ1.5皿。

縦方向の明瞭な筋が何本もあり、基部は斜めにくぼむ。内果皮は厚い。稀産。

クロヨナ Pοんgαttjα ρl;んんαια (L。 )Pierre:呆実、一部破損、概形は両端がやや尖る楕円形、

扁平。長さ26× 幅16×厚さ l mm。 稀産。

カラスザンショウ Zαんιんοχノ
“
麓 αjια読んοjごθs Siebe et Zucc。 :種子、側面はややいびつな卵形、

横断面は円形。平均の長さ3.5× 幅 3×厚さ2。 5mm、 表面に不定形の目の粗い網目紋様があり、起伏

に富む。多産。

サンショウ属 Zα読んοχノ膨腕 :種子、側面は上下がやや尖る卵形、横断面は円形、平均の長さ3
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×幅3×厚さ2皿、表面に縦方向が目立つ網目紋様があり、光沢がある。多産。

センダン Mθιjα αzθααrαcん L.var.sabι rjρ jttαια Miq.:核、側面は両端が平坦な卵形、横断

面は五ないし七角形、平均の長さ14×幅10mm。 5な いし7本の稜が縦に走る。両端に穴がある。多

産。

アカメガシワ属 νiα″οtts:種子、概形はやや扁平な球形、平均の長さ2.5× 幅3。 5×厚さ3.5mm、

頂部に日だつ突起がある。表面は大きさの揃った細かな突起で覆われる。種皮は薄いが固く、断面

では内側で屈曲する柵状組織が日立つ。多産。

ヤンバルアカメガシワ Mθιαんοιηjs競

“
ιιjgJαんα
“
ιοSα (Reinw。 )Reichb.File et Zo■ :種子、

側面は一部が尖るいびつな円形、横断面は偏円形、平均の長さ6× 幅 5×厚さ4 mm。 3本の稜が集

まり、三角形の突起をつくる。表面に円形の明瞭なくぼみがあり、内部の突起と対応する。種皮は

厚くて固い。極めて多産。

モチノキ属 ∬ιθχ:核、側面は広楕円形、横断面は扇形。稀産。

ツルウメモドキ属 Cααstras:種子、側面は長楕円形、横断面は膨れた扇形。稀産。

ショウベンノキ 7“甲れjα ιθrんαια Nakai:種子、側面は基部が直線状にゆがんだ円形、横断面

は楕円形、平均の長さ5×幅4。 5×厚さ2皿、基部に大きなへそがある。多産。

アワブキ属 Mθιjοsttα :核、概形はややつぶれた球形。基部から頂部へと走る明瞭な稜が 1本あ

る。多産。

ブドウ属 Иιjs:種子、側面はやや細長い倒卵形、横断面は半円形。平均の長さ4。 5× 幅3.5×厚

さ2。 5mm。 丸みのある背軸側に楕円形に浅くくぼむへそが、平坦な向軸側に二つの細長い溝がある。

多産。

ホルトノキ ]αθοcα甲
“
ssノυθstrjs(Lour。 )Poir.:核、側面は長楕円形、横断面は円形、平均

の長さ17×幅8×厚さ8 mm、 表面に細くて浅い溝が縦横に何本も走り、不明瞭な網目紋様を呈す。

基部と先端を結ぶ 3本の直線的な細い溝がある。多産。

コバンモチ ]αθοcα甲
“
sノ
・
αροんjcas Sieb.et Zucc。 :核、側面は一端がやや平坦な楕円形、横断

面は円形、長さ9×幅 5×厚さ5。 5mm。 細い溝が縦横に走り、起伏に富む。稀産。

シマサルナシ Acιれjα jα rじメα (Sieb.et Zucc。 )Planch.:種子、側面は長楕円形、横断面は偏

円形、平均の長さ2.5×幅1。 5×厚さ1皿、表面に不定形のくぼみが不規則に並び、明瞭な網目紋様

を呈す。多産。

イイギリ Zθsjα ροινcα″α Maxim.:種子、側面は細長い卵形、横断面は円形、平均の長さ2

×幅1。 5×厚さ1皿、基部は円形で縁がありくぼむ。基部に小さな突起がある。多産。

シマウリノキ スιαんgj“競 prθ mん jルιj“腕 Ohwi:核、側面は楕円形で上端が裂ける。横断面は

偏円形。平均の長さ10×幅6.5×厚さ5 mm。 縦方向に1周する浅い溝があり、溝の中には円形のくぼ

みが並ぶ。壁は厚く、固い。多産。

モモタマナ 7θr鶏れαιjα cαιαρpα L.:果実、長さ35× 幅35mm、 表面は平滑でかすかに光沢あり、

内果皮はコルク質で円形の種子が溶けたような状態を呈す。完形か破片で産するが稀産。

ハイノキ属 Sνηメοcos:核、やや扁平な球形の胴をもつ逆壺形。長さ4× 幅5.5×厚さ5皿、頂

部と底部に穴があく。稀産。
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エゴノキ Sιノαχブαροttcas Sieb.et Zucc。 :種子、側面が楕円形で横断面が円形のもの、側面

が長楕円形で横断面が円形のもの、側面が楕円形で横断面が半円形のものがある。長さ11-15× 幅

6-8×厚さ5-7 mm。 基部のへそは大きく明瞭、基部から頂部の間を幅広で浅い溝が 3本走る。

表面に細かないぼ状突起が密生する。多産。

チシャノキ Eん rθιjα ουαιjルιjα Hassk.:核、半円形、平均の長さ3×幅 3×厚さ l mm、 内部は 2

室に分かれる。丸みのある背軸面には縦方向が目立つ明瞭な網目紋様がある。平坦な向軸面には八

の字形をした細長い突起がある。極めて多産。

ミフクラギ θθrbθ rα ttαんgんαs L.:種子、長さ42× 幅35×厚さ25皿、強靭な繊維質で覆われ、

特徴的な双こぶの形状をもつ。稀産。

ムラサキシノブ属 θαπjcα″α:核、側面は一端のやや尖る卵形、平均の長さ4× 幅 3 mm。 多産。

クサギ近似種 αθrοαθんごratt cfo ιrjθんοιο腕
“
腕 Thunb.:核 、破片のみ、長さ4。 5× 幅 3 mm、 丸

みのある背軸面に目が大きい不定形の網目紋様がある。稀産。

ハマクサギ属 Prθ腕んα:果実、直径約 4 mmの ややいびつな球形。円形もしくは縦に長いこぶ状

の突起に覆われる。縦方向に1周する細い溝が 2本ある。稀産。

B.草本類

ヒルムシロ属 Pοιαttοgθιοん:果実、稀産。

イバラモ属 N″αs:種子、側面は被針形、横断面は円形。多産。

オモダカ科 Alismataceae:果 実、稀産。

イネ科 Poaceae:穎、側面は長被針形で扁平。稀産。

スゲ属 θαrθχ:果実、稀産。

ホタルイ属 Scj甲
“
s:果実、側面は倒卵形、横断面は片凸レンズ形。多産。

カラムシ Bοθん麓θrjα んゎοんοんjυθα Koidz.:果 実、側面は卵形、横断面も卵形。長さ・幅とも 1

mm。 片方の側面に明瞭な稜があり、上部に明瞭な突起がある。多産。

ヒユ属 Attα rα読んじs:種子、側面は円形、横断面は楕円形、径約 l mm。 稀産。

ナデシヨ科 Caryophyllaceae:種子、円盤形で基部が裂ける。稀産。

カタバミ属 Oχαんs:種子、側面は一端が尖る卵形、偏平。稀産。

セリ科 Umbelliferae:果実、側面は長楕円形。稀産。

ナス属 Sοιαん
“
麓 :種子、側面は曲がった楕円形で偏平、長さ2×幅1。 5皿。稀産。

カラスウリ近似種 7rjcんοsα読んθs cf.cacattθ rο jαθs(Sere)Maxim.:種 子、側面は両側面に突

起のある楕円形で、両端が丸い円筒を幅広の帯で挟む形。横断面は楕円形。長さ9× 幅7.5×厚さ4

mm。 帯の部分がカラスウリより大きい。稀産。

モミジカラスウリ ン jθんοsα読んθs ttJι jιοbα Miq.:種子、側面は基部が平坦で、ややいびつな

楕円形、偏平。長さ10×幅6。 5×厚さ2皿。稀産。

スズメウリ属 νiθιοιんrjα :種子、側面は基部が突出した倒卵形、偏平で縁取りがある。平均の

長さ5× 幅3。 5皿。整然と並んだ表皮細胞が目立つ。多産。

オキナワスズメウリ Dノοのcιοs ραttαtts(L.)Co Jeffrey:種 子、縫合線に沿って半分に割

れる。側面は基部が長く伸びた楕円形。長さ7× 幅4。 5× 厚さ3皿。縁は盛り上がり、縁に囲まれ
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た内部が大きく突出する。稀産。

ヒョウタン Lαgθんαrjα sjθθrαrjα :種子、側面は先端がややくびれた細長い逆三角形で頂部は波

打つ。横断面はやや偏平な楕円形。長さ10×幅 6×厚さ1。 5mm。

ソクズ Sαttbacas cん 1;ん飢sjs Lindl.:核 、側面は基部がやや尖る楕円形、横断面は広三角形。

平均の長さ3×幅 2×厚さ l mm。 表面には突起と隆線が目立ち、横方向が目立つ網目紋様を呈す。

ニワトコより突起が大きく目立つ。多産。

キク科 Compositae:果 実、稀産。

これら以外にも不明な種実遺体群が少なくとも16分類群もあることが分かっている。これらにつ

いては保管はもとより継続的な検討を進めていきたい。

植生復元と人間の植物利用

曽畑式土器包含層の縄文時代前期の植生・景観について考えてみよう。種実遺体群では圧倒的な

シイ属の呆実とともに、ブナ科のアカガシ亜属に属するオキナワウラジロガシ、ウラジロガシ、ウ

バメガシ、それにマテバシイ属の呆実が多数検出された。種実遺体群の産出状況に呼応するように、

花粉遺体群もシイ属一マテバシイ属花粉が優占するので、遺跡周辺にはシイ属か、シイ属にマテバ

シイ属を伴った照葉樹林 (常緑広葉樹林)が成立していたと考えることができる。虫媒性のシイ属

やマテバシイ属に対して主に風媒性のアカガシ亜属の花粉が目立たないことから、アカガシ亜属の

高木層からなる照葉樹林は遺跡周辺には乏しく、遺跡から多少とも隔たった場所や内陸に分布して

いた可能性が高い。このような複数のブナ科植物群からなる照葉樹林は、現在の北谷町やその周辺

では見ることができないものである。現在の沖縄島では、中部のくびれ以南の石灰岩分布域にはヤ

ブニッケイ、シロダモ、タブノキなどのクスノキ科植物やホルトノキなどからなる森林植生が残存

し、シイ属、マテバシイ属、アカガシ亜属からなる照葉樹林は以北の内陸部を中心とした地域に分

布が限られているが、縄文時代では石灰岩分布域の南部にも照葉樹林が成立していたことを示す重

要な事実である。

アダンの果実の多産から、アダン群集と呼ぶべき植生が付近に分布していたといえよう。アダン

群集は琉球列島の海岸砂丘低木林として重要な位置を占めており、海岸砂丘のもっとも内陸側に成

立する。砂丘を「アダンパヤマ」と呼ぶように、地理景観としても重要な存在である。縄文時代前

期ではまだ砂丘の発達は見なかったと考えられるが、海岸線に沿ってアダン低木林が成立していた

であろう。

その他の木本類ではクワ属、カラスザンショウ、アカメガシワ、ヤンバルアカメガシワ、ショウ

ベンノキ、エゴノキ、チシャノキの果実や種子の産出が目立っている。これらは日当たりのよい場

所で二次林を形成する植物群であり、遺跡周辺にこのような種構成をもった二次林的な植生が成立

していたであろう。

草本類にはイバラモ属、ホタルイ属、ヒルムシロ属といった沼沢地性の植物群が見られるので、

現在と同じようなウーチヌカーから流下した沼沢地が存在したことが示唆される。

一方、人間の植物資源利用に関して、「どんぐり塚」とバーキ内のどんぐり遺体群は食料として

の利用を示すものとして重要である。海洋に取り巻かれた沖縄島の、しかも沿岸部においても、デ
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ンプン供給源であるブナ科果実が積極的に利用されていたことを示すもので、タンパク供給源とな

る海棲・陸棲動物群だけでなくデンプン供給源も摂取していたことになる。宜野座村で発見された

縄文時代後・晩期のバーキ内の大量のオキナワウラジロガシの利用 (大松・辻、1999;辻、2000)

とともに沖縄島における植物利用の重要な資料となる。伊礼原遺跡ではシイ属が目立つものの、オ

キナワウラジロガシやマテバシイ属もふつうに利用されていたことは「どんぐり塚」の内容から知

ることができる。また、アダンの呆実にも利用の痕跡の可能性が指摘されるが、直接的な利用の状

況証拠が得られておらず、多産するチシャノキなどとあわせて、食料以外の利用も考慮して検討す

る必要があるといえよう。

引用文献

・大松しのぶ・辻誠一郎 (1999)前 原遺跡から産出した大型植物遺体群「前原遺跡」、223-241、 宜野座村教育委

員会

・大松志伸・辻誠一郎 (2001)沖縄県北谷町伊礼原C遺跡の縄文時代前期相当期の大型植物遺体群「植生史研究」、

第10巻、17-32、 日本植生史学会

・辻誠一郎 (2000)沖 縄県前原遺跡から産出した縄文時代後期のオキナワウラジロガシ「植生史研究」、第 8巻、

1、 日本植生史学会
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シイ属果実

策内のオキナワウラジロガシ果実

オキナ ラジロガシ果実

オキナワウラジロガシ殻斗

マテバシイ属果実

オガタマノキ種子

図版150 試掘No」 43曽畑式土器包含層産出の種実遺体 (1)
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アダン果実

クロヨナ

センダン核

イスノキ果実

ショウベンノ

図版151 試掘No」 43曽畑式土器包含層産出の種実遺体 (2)

カラスザンショウ種子

アカメガシワ属種子

ヤンバルアカメガシワ種子
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シマサルナシ種子 イイギリ種子

ホル トノキ核
コバンモチ核

エゴノキ種子
シマウリノキ核

ハイノキ属核 チシャノキ核

図版152 試掘No」 43曽畑式土器包含層産出の種実遺体 (3)
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ヒユ属種子 ナス属種子

モミジカラスウリ種子 スズメウリ属種子

オキナワスズメウリ種子
ヒョウタン種子

図版153 試掘No」 43曽畑式土器包含層産出の種実遺体 (4)

カラスウリ近似種種子

ウリ科種子
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Ⅱ 伊礼原遺跡から出土した木材の樹種

能 城 修 (森林総合研究所木材特性研究領域 )

伊礼原C遺跡は沖縄県中頭郡北谷町桑江に位置し、琉球石灰岩からなる丘陵と現在の海に挟まれ

た古い海食段丘上の沖積低地に見いだされた。木製品と加工木、自然本は縄文時代前期の曽畑式土

器を包含する第14層の最下部と、縄文時代中期の年代値が得られた第14層上部の礫層、平安時代の

埋没林の層準であるXI層下部で見いだされた。第14層最下部の曽畑層と上部の礫層とは暗褐色シ

ルト層を間に挟むもののほぼ重なっており、木材の出土層準の認定は出土時点での記録によるもの

の、両層準のものが混じっている可能性がある。ここでは1997年 までに採取されてNoshiro(2000)

に予備的に報告した木材に、それ以降に出土した木材を加えて、伊礼原C遺跡とその周辺からの出

土木材の樹種を報告する。

樹種同定用のプレパラートの作製は、試料から片刃カミソリをもちいて横断面、接線断面、放射

断面の切片を切 り取 り、ガムクロラール (抱水クロラール50g、 アラビアゴム粉末40g、 グリセリ

ン20ml、 蒸留水50mlの混合物)で封入して行った。各プレパラートにはOKI一番号を付 して標本番

号とした。標本は森林総合研究所木材標本庫に保管されている。資料176点 中には42分類群が認め

られた。以下には各分類群の本材解剖学的な記載をおこない、代表的な標本の顕微鏡写真を載せて、

同定の根拠を示す。

1.マ キ属 PodOcarpus マキ科 図版154:la-lc(枝 ・幹材、OKI-172)

枝・幹材 :仮道管と樹脂細胞、放射柔細胞からなる針葉樹材。早材の仮道管の径は小さく比較的

厚壁で、早材から晩材への移行は緩やかで晩材は量少ない。樹脂細胞は年輪内に散在し、樹脂は少

なく、水平壁はほぼ平滑。分野壁孔は中型のヒノキ型で 1分野に 1～ 2個。

2.マツ属複維管東亜属 Pinus subgene Diploxylon マツ科

図版154:2a-2c(枝 ・幹材、OKI… 325)

枝・幹材 :垂直・水平樹脂道を持つ針葉樹材。早材から晩材への移行はやや急で、晩材は量多い。

樹脂道の分泌細胞は薄壁で部分的にしか残っていない。分野壁孔は大型の窓状で 1分野に1～ 2個。

放射仮道管の水平壁には鋸歯状の突起が著しい。

3.コ ウヨウザン属 Cunninghamia スギ科 図版154:3a-3c(枝 ・幹材、OKI-120、 121)

枝 0幹材 :仮道管と樹脂細胞、放射柔細胞からなる針葉樹材。早材は薄壁で径の大きな仮道管か

らなり、早材から晩材への移行は緩やか。晩材は厚壁であるが内腔が明瞭にあいた仮道管からなり、

量やや多い。樹脂細胞には黒褐色の樹脂が詰まり、早材の終わりから晩材に散在し、水平壁はほぼ

平滑。放射組織には黒褐色の樹脂が多く、分野壁孔は大型のスギ型で 1分野に2個。
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4.ヒ ノキ・タイワンヒノキ Chamaecyparis Obtusa(Sieb.et Zucc。 )Endl.ヒ ノキ科

図版154:4a-4c(枝・幹材、OKI-166)

枝・幹材 :仮道管と樹脂細胞、放射柔細胞からなる針葉樹材。早材は小径でやや厚壁の仮道管か

らなり、早材から晩材への移行は緩やかで、晩材は量少ない。樹脂細胞には黒褐色の樹脂が詰まり、

早材の終わりから晩材に散在し、水平壁はごく低い突起をもつ。分野壁孔は中型のトウヒ型～ヒノ

キ型で 1分野に2個。

5ロ ショウナンボク Calocedrus macrolepis Kurz ヒノキ科

図版154:5a-5c(枝 0幹材、OKI-143、 142)

枝 0幹材 :仮道管と樹脂細胞、放射柔細胞からなる針葉樹材。早材は薄壁で径の大きな仮道管か

らなり、早材から晩材への移行は緩やかで、晩材は量少ない。晩材の仮道管の内腔は明瞭で、年輪

界はやや不明瞭。樹脂細胞には黒褐色の樹脂が詰まり、早材の後半から晩材に散在し、水平壁は明

瞭な突起をもつ。放射組織には黒褐色の樹脂が多く、単壁孔が著しく末端壁は数珠状で、分野壁孔

は中型のヒノキ型で 1分野に2個。

6.オキナワジイ Castanopsis sieboldii(Makino)Hatusima ex Yamazaki et Mashiba

ブナ科 図版1540155:6a-6c(枝・幹材、OKI-161)、 7a(根材、OKI-216)

枝 0幹材 :やや大～中型で丸い孤立道管が数個ずつ塊をなして年輪のはじめに断続的に配列し、

晩材では薄壁の小道管が火炎状に配列する環孔材。道管の穿孔は単一。本部柔組織は晩材でいびつ

な短接線状で著しい。放射組織は同性で、単列の小型のものと複合状の大型のものとからなる。

根材 :やや大型～小型の孤立道管が年輪のはじめの塊から徐々に径を減じながら緩やかな火炎状

に配列する半環孔材。

7.コ ナラ属アカガシ亜属 Quercus subgene Cyclobalanopsis ブナ科

図版155:8a-8c(枝・幹材、OKI-315)

枝・幹材 :中型で厚壁の丸い孤立道管が放射方向に配列する放射孔材。道管の穿孔は単一。本部

柔細胞は数細胞幅のいびつな帯状。道管は周囲状仮道管で囲まれる。放射組織は同性で、単列の小

型のものと大型の集合状のものとからなる。道管と放射組織との壁孔は柵状。

8.エ ノキ属 Celtis エノキ科 図版155:9a-9c(枝 ・幹材、OKI-134)

枝 0幹材 :中型～小型で丸い道管が単独あるいは 2～ 3個複合して徐々に小型化しながら斜めに

連なる傾向を見せて散在する半環孔材。道管の穿孔は単一。本部柔組織は周囲状～連合翼状。放射

組織は異性で 7細胞幅くらいとなり、不完全な鞘細胞をもつ。

9.イ ヌビワ類 Ficus cf.erecta Thunb.ク ヮ科 図版155:10a-10c(枝・幹材、OKI-136)

枝・幹材 :やや大型で丸い道管が単独あるいは 2～ 4個ほど放射方向に複合して疎らに散在する

散孔材。年輪界は不明瞭。本部柔組織は数細胞幅の帯状で、規則正しく木繊維と入れ替わる。道管
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の穿孔は単一。放射組織は上下端の 1～ 2細胞が直立する異性で 7細胞幅くらいとなる。

10.イ タビカズラ類、 Ficus cfo nipponica Franch.et Sav。 クワ科

図版155:1la-1lc(枝・幹材、OKI-296)

枝・幹材 :大型で丸い道管が単独あるいは放射方向に2～ 3個複合し、小型の道管が数個放射方

向に2～ 3個複合して、両者が密に散在する散孔材。年輪界は不明瞭。本部柔組織が基本組織の半

分以上を占め、木繊維の東がその中に散在する。道管の穿孔は単一。放射組織は上下端の 1～ 2細

胞が直立する異性で 4細胞幅くらい、背が高くしばしば lmmを越える。

11.ク ワ属 Morus クワ科 図版1540156:12a-12c(枝 ・幹材、OKI-174)

枝・幹材 :大型で丸い道管が単独あるいは 2～ 3個複合して年輪のはじめに 1～ 2列配列し、晩

材では小型で丸い道管が単独あるいは 2～数個複合して散在する環孔材。道管の穿孔は単一で、小

道管の内壁にはらせん肥厚がある。本部柔組織は周囲状～翼状。放射組織は上下端の 1細胞が直立

する異性で 7細胞幅位となり、直立細胞には菱形結晶をもつ。

12.タ ブノキ属 Machilus クスノキ科 図版156:13a-13c(枝・幹材、OKI-101)

枝・幹材 :中型でやや角張った厚壁の道管が単独あるいは2～ 3個複合してやや密に散在する散孔

材。道管の穿孔は単一。本部柔組織は周囲状および散在状で、しばしば大型の油細胞をもつ。放射

組織は異性で4細胞幅位となり、しばしば大型の油細胞をもつ。

根材 :中型でやや角張った厚壁の道管が単独あるいは 2～ 3個複合して疎ら散在する散孔材。周

囲状の本部柔組織が目立つ。

13.ツパキ属 Camellia ツバキ科 図版156:14a-14c(枝・幹材、OKI-106)

枝・幹材 :小型で角張った孤立道管が年輪内で小型化しながら密に散在する散孔材。道管の穿孔

は10数本ほどの横棒からなる階段状。本部柔組織は短接線状。放射組織は異性で背が低く3細胞幅

となり、上下端にしばしば大型の結晶細胞をもつ。

14ロ モッコク Ternstroemia gymnanthera(Wright et Arn.)Beddome ツバキ科

図版156:15a-15c(枝・幹材、OKI-125)

枝 0幹材 :小型で角張った孤立道管が密に均一に散在する散孔材。道管の穿孔は30～ 40本ほどの

横棒からなる階段状。本部柔組織は散在状～短接線状。放射組織は異性で背が高く3細胞幅になる。

15ロ イスノキ Distylium racemosum Sieb.et Zucc。 マンサク科

図版156:16a-16c(枝・幹材、OKI-163)

枝・幹材 :小型で丸い道管が単独あるいは放射方向に2～ 3個複合して密に散在する散孔材。道

管の穿孔は10本ほどの横棒からなる階段状。本部柔組織は接線状～ 2細胞幅の帯状。放射組織は異

性で 2～ 3細胞幅。
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16.シ ャリンバイ Rhaphiolepis indica(L。 )Lindl.ex Ker バラ科

図版1560157:17a-17c(枝 ・幹材、OKI-287)

枝・幹材 :小型で丸い孤立道管が密に均一に散在する散孔材。道管の穿孔は単一。本部柔組織は

散在状。放射組織は異 Lで 2細胞幅。

17.ク ロヨナ Pongamia pinnata(L。 )Pierre マメ科 図版157:18a-18c(枝 0幹材、OKI-149)

枝・幹材 :大型～中型で丸い道管が単独あるいは放射方向に2～ 4個複合して疎らに散在する散

孔材。道管の穿孔は単一。本部柔組織は帯状で、本繊維と同じくらいの量がある。放射組織は同性

で 2～ 4細胞幅。小型の放射組織と柔細胞ス トランド、道管要素は層階状に配列する。

18.ハマセンダン Tetradium glabrifolium(Champ.ex Benth。 )ToGoHartley vare glaucum

(Miq.)T.Yamaz.ミ カン科 図版157:19a-19c(枝・幹材、OKI-281)

枝・幹材 :大型で丸い道管が年輪のはじめに単独あるいは2個複合して緩く集合し、晩材では小

型で薄壁の道管が数個ずつかたまって散在する環孔材。道管の穿孔は単一で、小道管の内壁にはら

せん肥厚がある。本部柔組織は周囲状～翼状。放射組織は同性で 5細胞幅位となる。

19.サ ンショウ属 Zanthoxylum ミカン科 図版157:20a-20c(枝・幹材、OKI-140)

枝・幹材 :小型でやや厚壁の丸い道管が単独あるいは放射方向に2～ 3個複合してやや疎らに散

在する散孔材。道管の穿孔は単一。放射組織は異性で 3細胞幅くらい。

20ロ センダン Melia azedarach L.セ ンダン科 図版157:21a-21c(枝・幹材、OKI-154)

枝・幹材 :大型で丸い道管がほぼ単独で年輪のはじめに3列 ほど集合し、大道管のあいだや早材

では小型で薄壁の道管が放射方向～接線方向にのびる塊をなして散在する環孔材。道管の穿孔は単

一で小道管の内壁にはらせん肥厚がある。本部柔組織は周囲状および散在状で、散在状のものは鎖

状結晶をもつ。放射組織は同性にちかい異性で 6細胞幅になる。

21.フ シノハアワブキ Meliosma arnottiana(Wight)Walpe subspo oldhamii(Maxim。 )

H.Ohba アワブキ科 図版157:22a-22c(枝・幹材、OKI-314)
枝・幹材 :中型で薄壁の道管が単独あるいは2～数個複合して疎らに散在する散孔材。道管の穿

孔は単一および10本ほどの横棒からなる階段状。本部柔組織は周囲状。放射組織は異性で 6細胞幅

くらいとなり、背は高く3mmを越える。

22.モ チノキ属 Ilex モチノキ科 図版158:23a-23c(根材、OKI-185)
根材 :小型で角張った道管が単独あるいは放射方向に2～数個複合してやや疎らに散在する散孔

材。道管の穿孔は10本ほどの横棒からなる階段状。本部柔組織は短接線状で、しばしば多室の結晶

細胞をもつ。放射組織は異性で 5細胞幅くらい。
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23.ニ シキギ属 Euonymus ニシキギ科 図版158:24a-24c(枝・幹材、OKI-111)
枝・幹材 :ご く小型の孤立道管が密に均一に散在する散孔材。道管の穿孔は単一。放射組織は単

列同性。

24.シ ョウベンノキ Turpinia ternata Nakai ミツバウッギ科

図版158:25a-25c(枝・幹材、OKI-294)

枝・幹材 :やや小型で角張った孤立道管が密に均一に散在する散孔材。道管の穿孔は30～ 40本ほ

どの横棒からなる階段状。放射組織は異性で 8細胞幅くらいとなり、多列部は幅広い紡錘形となり

不完全な鞘細胞をもつ。

25.オ オハマボウ Hibiscus tiliaceus L。 アオイ科 図版158:26a-26c(枝・幹材、OKI-135)
枝・幹材 :中型で丸い厚壁の道管が単独あるいは放射方向に2～ 5個複合して疎らに散在する散

孔材。道管の穿孔は単一。本部柔組織は接線状で著しい。放射組織は上下端の 1～ 2細胞が直立す

る異性で 5細胞幅位となり、大型のものは鞘細胞をもつ。小型の放射組織と、道管要素、柔細胞ス

トランドは層階状に配列する。

26.サキシマスオウノキ Heritiera littoralis Dryand.ア オギリ科

図版158:27a-27c(枝・幹材、OKI-263)、 28a(根材、OKI… 151)

枝・幹材 :大型でやや厚壁の丸い道管が単独あるいは放射方向に2～ 4個複合して疎らに散在す

る散孔材。道管の穿孔は単一。本部柔組織は周囲状および短接線状～接線状で著しい。放射組織は

上下端が直立する異性で6細胞幅くらい。小型の放射組織と、道管要素、柔細胞ストランドは層階

状に配列する。

根材 :大型でやや厚壁の丸い道管が単独あるいは放射方向に2～ 4個複合して疎らに散在する散

孔材。年輪界は不明瞭。

27ロ サガリバナ Barringtonia racemosa(L。 )Spreng。 サガリバナ科

図版159:29a-29c(枝・幹材、OKI-138)、 30a(根材、OKI-133)

枝・幹材 :やや小型でやや角張った道管が単独、あるいはときに2～ 3個複合して散在する散孔

材。道管の穿孔は単一。本部柔組織は短接線状。放射組織は異性で 5細胞幅くらい、背は高く5

mm以上となる。

根材 :中型の道管が密に散在する散孔材。道管の穿孔は普通単一で、ときに10本ほどの横棒から

なる階段状。

28.オ ヒルギ Bruguiera gymnorrhiza(L。 )Lam。 ヒルギ科

図版159:31a-31c(枝・幹材、OKI-285)

枝・幹材 :小型で厚壁の丸い道管が単独あるいは放射方向に2～ 3個複合して疎らに散在する散

孔材。道管の穿孔は10本ほどの横棒からなる階段状。同乾燥後壁孔は階段状。放射組織は異性で 4
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糸田月包中冨くらい。

29.ハ リギリ Kalopanax pictus(Thunb.)Nakai ウコギ科

図版159:32a-32c(枝・幹材、OKI… 112)

枝・幹材 :年輪のはじめには大型で丸い孤立道管が断続的に 1列 に並び、その間や晩材では小型

で薄壁の道管が 2～数個ずつ複合して接線方向に配列する傾向をみせる環孔材。道管の穿孔は単一。

放射組織は上下端の 1細胞が直立する異性で 4細胞幅くらい。

30.ギーマ Vaccinium wrightii Ao Gray ツツジ科 図版159:33a-33c(枝・幹材、OKI-137)

枝・幹材 :小型で角張った孤立道管が均一に密に散在する散孔材。道管の穿孔は単一および10本

ほどの横棒からなる階段状で、道管の内壁にはらせん肥厚がある。本部柔組織は短接線状。放射組

織は異性で 5細胞幅くらい、背は1.5mmほ どになる。

31.モ クタチバナ Ardisia sieboldii Miq。 ヤブコウジ科 図版159:34a-34c(枝 ・幹材、OKI-302)

枝・幹材 :小型で丸い道管が単独あるいは放射方向に2～ 3個複合してやや密に散在する散孔材。

道管の穿孔は単一および10本ほどの横棒からなる階段状。本部柔組織は随伴状。放射組織は異性で

10細胞幅以上となり、背は高く5mm以上となる。

32.タ イミンタチバナ Myrsine seguinii Lev.ヤ ブコウジ科

図版160:35a-35c(枝・幹材、OKI-291)

枝・幹材 :小型で丸い道管が単独あるいは放射方向に2～ 3個複合してやや密に散在する散孔材。

道管の穿孔は単一。本部柔組織は随伴状。放射組織は異性で10細胞幅以上となり、背は高く5mm

以上となる。

33.イ ズセンリョウ属 Maesa ヤブコウジ科 図版160:36a-36c(枝・幹材、OKI-118)
枝 0幹材 :小型で丸い道管が単独あるいは放射方向に2～ 10個複合してやや密に散在する散孔材。

道管の穿孔は単一。放射組織は異性で4細胞幅くらい、不規則な鞘細胞をもつ。

34.ヤ エヤマコクタン Diospyros egbert― walkeri Kosterm.カ キノキ科

図版160:37a-37c(枝 。幹材、OKI-275)

枝・幹材 :小型で丸い道管が単独あるいは放射方向に2～ 4個複合して疎らに散在する散孔材。

道管の穿孔は単一。本部柔組織は接線状で、しばしば菱形結晶をもつ。放射組織は多列部と単列部

の幅が等しい異性で 2～ 3細胞幅。

35.シ マ トネリコ Fraxinus griffithii C.BeClarke モクセイ科

図版160:38a-38c(枝・幹材、OKI-181)、 39a(根材、OKI-177)

枝・幹材 :中型～小型でやや厚壁の道管が単独あるいは放射方向に2～ 3個複合して成長輪内で
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小型化しながらやや疎らに散在する散孔材。道管の穿孔は単一。本部柔組織は周囲状、短接線状、

生長量輪界状。放射組織は上下端の 1～ 2細胞が直立する異性で 2細胞幅。

根材 :やや小型～小型でやや厚壁の道管が単独あるいは放射方向に2～ 3個複合してやや疎らに

散在する散孔材。

36.ク チナシ Gardenia jasminoides Ellis アカネ科 図版160:40a… 40c(枝・幹材、OKI-312)
枝・幹材 :小型で丸い孤立道管がほぼ単独でやや疎らに散在する散孔材。道管の穿孔は単一。放

射組織は異性で 3細胞幅くらい、離接放射柔細胞壁が目立つ。

37.ミ サオノキ Aidia cochinchinensis Lour.ア カネ科 図版161:41a-41c(枝 ・幹材、OKI-198)

枝・幹材 :ご く小型で角張った孤立道管が疎らに散在する散孔材。道管の穿孔は単一。本部柔組

織は散在状～短接線状。放射組織は単列部が多列部よりも長い異性で 3細胞幅、離接放射柔細胞壁

が目立つ。

38.チシャノキ類、 Ehretia cfo ovalifolia Hassk.ム ラサキ科

図版161:42a… 42c(枝・幹材、OKI-132)、 43a(根材、OKI-108)

枝・幹材 :大型で丸い道管が単独あるいは 2～ 3個複合して年輪のはじめに2列 ほど並び、晩材

では中～小型で丸い道管が単独あるいは 2～ 3個複合して不規則に散在する環孔材。道管の穿孔は

単一。本部柔組織はいびつな接線状で著しい。放射組織は同性で 4細胞幅くらい。

根材 :中 ～小型で丸い道管が単独あるいは 2～ 3個複合して不規則に散在する散孔材。本部柔組

織は周囲状およびいびつな不規則な接線状～帯状。

39.ム ラサキシキブ属 Callicarpa クマツヅラ科 図版161:44a-44c(枝・幹材、OKI-122)

枝・幹材 :小型で丸いやや厚壁の道管が単独あるいは放射方向に2～ 3個複合して疎らに散在す

る散孔材。道管の穿孔は単一。放射組織は異性で 3細胞幅くらい。

40.半環孔材A Semi― ring porous wood A 図版161:45a… 45c(枝・幹材、OKI-298)

枝・幹材 :やや大型でやや厚壁の丸い道管が年輪のはじめに単独あるいは 2～ 3個複合して緩く

集合し、晩材では徐々に小型化した道管が単独あるいは 2～数個かたまって疎らに散在する環孔材。

道管の穿孔は単一。放射組織は異性 4細胞幅くらい。

41.広葉樹根材 A Dicotyledon rootwood 図版161:46a… 46b(根材、OKI-193)

大型で丸い道管が単独あるいは放射方向に2～ 3個複合して密に散在する散孔材。道管の穿孔は

単一。放射組織は異性で 8細胞幅くらい、不規則な鞘細胞をもつ。

42.タ ケ亜科 Subfamo Bambusoideae イネ科 図版161:47a(OKI… 107)

維管束の中心には 1対の小型のまるい管孔が接線方向に並び、それと直行して内側に原生本部間
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隙が、外側に飾部がある。これらを取 り囲んで厚膜組織が内側および外側に楕円形の塊をなして維

管束が形成される。こうした維管束が互いに接することなく散在する。基本組織の柔細胞も木化し

ており厚壁である。

同定できた木材全174点 中には42分類群が見いだされた。このうち 5分類群は針葉樹で、36分類

群が双子葉植物、 1分類群が単子葉植物である。針葉樹には琉球列島に生育しない分類群が含まれ

ており、コウヨウザン属とシヨウナンボクは現在、台湾と中国にしか生育せず、またヒノキ・タイ

ワンヒノキは屋久島以北の九州、四国、本州と台湾にしか生育しない。この 3分類群と同定に到っ

ていない 2分類群を除くと、それ以外の樹種はいずれも現在、琉球列島に生育しているものである。

層準ごとの違いは明瞭ではなく、第14層下部から出土した分類群と第11層 の分類群はほぼ共通し

ており、両者に植物相や生育環境で大きな違いは認められない。特徴的なのは、サキシマスウノキ

やオヒルギ、サガリバナといったマングローブの中から周縁に生育する樹種の存在で、 サキシマ

スウノキとサガリバナは根材を伴っていた。一方、オキナワジイやタブノキ、シマトネリコ、チシヤ

ノキといった陸上に生育する樹種にも根材が見いだされていて、ほかにも様々な陸上に生育する樹

種が共伴していることから考えると、丘陵の縁でマングローブの縁でもあるような生育環境が成立

していた想定される。

一方、種実類の組成は木材とことなっており、アダンを除くとマングローブに生育するものはな

く、淡水の水域に生育する分類群が見いだされている (大松・辻、2001)。 また樹木でもより二次

林に多い分類群が見いだされている。木材と種実で見いだされた分類群を総合して考えると、丘陵

上の林とマングローブのほかに淡水の水域と、より撹乱された植生の存在が想定され、多様な植生

が当遺跡の周辺に存在していたようである。

琉球列島に現在生育していない樹種の存在については、海流による運搬と人為による運搬の二つ

が考えられる。コウヨウザン属とヒノキ・タイワンヒノキは、台湾では、1300～ 2800mの温帯から

亜高山帯に生育しており、とシヨウナンボクは300～ 1900mの 亜熱帯から温帯に生育している (Li

and Keng,1994)。 この 3分類群がいずれも第14層下部から出土したこと考えると、ほぼ同時に

一緒にもたらされた可能性が高い。これがどのように運搬されてきたのかは、氏家 (1998)や Ujii6

&Ujii6(1999)が議論しているような最終氷期以降における琉球―台湾陸橋の消滅と黒潮変動や、

考古遺物から見た人の動きとの関連で今後、明らかにするべき問題である。
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表24 伊礼原遺跡 (低湿地区)等から出土した木材の一覧①
OKI― No. 樹種名 SR 製品群 製品名 製品備考 木取 り 遺跡名 W No Grid 層準 集計層準 備考

OKI― 101 タブノキ属 S 板 板目板 伊礼原C遺跡 No.143 XIV層下部

OKI 102 タブノキ属 板 板目板 伊礼原C遺跡 No.143 XIV層下部

OKI― 103 タブノキ属 板 柾目板 柾 目 伊礼原C遺跡 No.143 XIV層下部

OKI― 104 タブノキ属 板 板目板 伊礼原 C遺跡 No 143 XIV層下部

OKI― 105 ニシキギ属 棒 丸木棒 伊礼原C遺跡 No.143 XIV層下部

OKI― 106 ツバキ属 板 板目板 伊礼原C遺跡 No.143 XIV層下部

OKI― 107 タケ亜科 バーキ バーキ 伊礼原C遺跡 No.143 XIV層下部

OKI 108 チシャノキ類 木片 材片 幅5cm 伊礼原C遺跡 WN-1009 No.143 曽畑層 XIV層下部

OKI― 109 サキシマスオウノキ R 自然木 根材 伊礼原C遺跡 WN-1009 No.143 曽畑層 XIV層下部

OKI― 110 サガリバナ 自然木 根材 径3.2cm 伊礼原C遺跡 WN-1009 No.143 曽畑層 XIV層下部

OKI― 111 ニシキギ属 自然木 丸木 径lcm 伊礼原C遺跡 WN-1009 No.143 曽畑層 XIV層下部

OKI― 112 ハリギリ 自然木 丸木 径3cm 伊礼原C遺跡 WN-1009 No.143 曽畑層 XIV層下部

OKI― 113 チシャノキ類 自然木 丸木 径2cm 伊礼原 C遺跡 WN■ 009 No.143 曽畑層 XIV層下部

OKI― 114 タブノキ属 板 板目板片 伊礼原C遺跡 WN-1009 No.143 曽畑層 XIV層下部

OKI― 115 チシャノキ類 自然木 丸木 径1.5cm 伊礼原C遺跡 WN-1006 No.143 曽畑層 XIV層下部

OKI― 116 オオハマボウ 自然木 丸木 径1.5cm 伊礼原C遺跡 WN-1006 No.143 曽畑層 XIV層下部

OKI― 117 センダン 板 板目板片 伊礼原C遺跡 WN-1006 No.143 曽畑層 XIV層下部

OKI― 118 イズセンリョウ属 自然木 丸木 径4cm 伊礼原C遺跡 WN-1005 No.143 曽畑層 XIV層下部

OKI― 119 サガリバナ R 自然木 根材 径2cm 伊礼原 C遺跡 WN-1005 No.143 曽畑層 XIV層下部

OKI― 120 コウヨウザン属 板 板目板片 伊礼原 C遺跡 WN■ 005 No.143 曽畑層 XIV層下部

OKI― 121 コウヨウザン属 板 板目板片 伊礼原C遺跡 WN-1005 No.143 曽畑層 XIV層下部

OKI― 122 ムラサキシキブ属 自然木 丸木 径1 5cm 伊礼原C遺跡 WN-1002 No.143 曽畑層 XIV層下部

OKI― 123 シマトネリコ R 自然木 丸木 径2cm 伊礼原C遺跡 WN-1002 No.143 曽畑層 XIV層下部

OKI― 124 センダン 板 板目薄板 伊礼原C遺跡 WN-1001 No.143 曽畑層 XIV層下部

OKI― 125 モッコク 板 板目薄板 伊礼原 C遺跡 WN-1001 No.143 曽畑層 XIV層下部

OKI― 126 モッコク 板 板目薄板 伊礼原C遺跡 WN-1001 No.143 曽畑層 XIV層下部

OKI― 127 センダン 板 柾目薄板 伊礼原C遺跡 WN■ 001 No.143 曽畑層 XIV層下部

OKI― 128 サガリバナ 自然木 丸木 径3cm 伊礼原C遺跡 WN■ 007 No.143 曽畑層 XIV層下部

OKI― 129 センダン 板 板目薄板 伊礼原C遺跡 WN■ 007 No.143 曽畑層 XIV層下部

OKI 130 イヌビワ類 自然木 丸木 径lcm 伊礼原C遺跡 WN-1007 No.143 曽畑層 XIV層下部

OKI― 131 樹皮 板 柾目薄板 伊礼原C遺跡 WN-1007 No.143 曽畑層 XIV層下部

OKI― 132 チシャノキ類 自然木 丸木 径lcm 伊礼原C遺跡 WN-1007 No.143 曽畑層 XIV層下部

OKI 133 サガリバナ 自然木 丸木 径2.5cm 伊礼原C遺跡 WN-1007 No.143 曽畑層 XIV層下部

OKI― 134 エノキ属 自然木 丸木 径2cm 伊礼原C遺跡 WN-1007 No.143 曽畑層 XIV層下部

OKI― 135 オオハマボウ 自然木 丸木 径4cm 伊礼原C遺跡 WN-1008 No.143 曽畑層 XIV層下部

OKI― 136 イヌビワ類 自然木 丸木 径2.5cm 伊礼原 C遺跡 WN-1008 No.143 曽畑層 XIV層下部

OKI― 137 ギーマ 自然木 丸木 径4.5cm 伊礼原C遺跡 WN-1008 No.143 曽畑層 XIV層下部

OKI― 138 サガリバナ 自然木 丸木 径5.5cm 伊礼原C遺跡 WN-1008 No 143 曽畑層 XIV層下部

OKI― 139 サキシマスオウノキ 自然木 丸木 径6cm 伊礼原C遺跡 WN-618_2 No.143 曽畑層 XIV層下部

OKI― 140 サンショウ属 自然木 丸木 径3cm 伊礼原C遺跡 WN-618-2 No.143 曽畑層 XIV層下部

OKI― 141 サキシマスオウノキ R 自然木 丸木 径2cm 伊礼原C遺跡 WN-618-2 No.143 曽畑層 XIV層下部

OKI― 142 シヨウナンボク 木片 材片 伊礼原C遺跡 M√ N-618-2 No.143 曽畑層 XIV層下部

OKI― 143 ショウナンボク 木片 木片 伊礼原C遺跡 WN-618-2 No.143 曽畑層 XIV層下部

OKI― 144 イヌビワ類 自然木 丸木 径2.5cm 伊礼原C遺跡 WN-618-2 No.143 曽畑層 XIV層下部
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表24 伊礼原遺跡 (低湿地区)等から出土した木材の一覧②
OKI No. 樹種名 SR 製品群 製品名 製品備考 木取 り 遺跡名 Ⅵr No Grid 層準 集計層準 備考

OKI― 145 ニシキギ属 自然木 丸木 径lcm 伊礼原 C遺跡 WN-618-2 No.143 曽畑層 XIV層下部

OKI― 146 サキシマスオウノキ R 自然木 丸木 径6.5cm 伊礼原C遺跡 WN-1011 No。 143 曽畑層 XIV層下部

OKI― 147 サキシマスオウノキ R 自然木 丸木 径7cm 伊礼原C遺跡 WN-1011 No.143 曽畑層 XIV層 下部

OKI― 148 サガリバナ R 自然木 丸木 径5cm 伊礼原C遺跡 WN-1011 No.143 曽畑層 XIV層下部

OKI― 149 クロヨナ 自然木 丸木 径4cm 伊礼原C遺跡 WN-1011 No。 143 曽畑層 XIV層下部

OKI― 150 サガリバナ 自然木 丸木 径4.5cm 伊礼原C遺跡 WN-1011 No.143 曽畑層 XIV層下部

OKI― 151 サキシマスオウノキ R 自然木 丸木 径5cm 伊礼原C遺跡 WN-1011 No。 143 曽畑層 XIV層下部

OKI― 152 タブノキ属 割材 角材片 伊礼原 C遺跡 WN■ 014 No.143 曽畑層 XIV層下部

OKI― 153 タブノキ属 板 板目板片 伊礼原C遺跡 WN-1014 No.143 曽畑層 XIV層下部

OKI― 154 センダン 板 板目薄板 伊礼原C遺跡 WN4014 No.143 曽畑層 XIV層 下部

OKI― 155 シマトネリコ 板 板目板片 伊礼原C遺跡 WN-1014 No.143 曽畑層 XIV層下部

OKI― 156 サガリバナ SR 割材 割材 伊礼原C遺跡 No.143 曽畑層 XIV層下部 97.03.27

OKI― 157 サガリバナ SR 自然木 丸木破片 推定径1lcm 伊礼原C遺跡 No 143 曽畑層 XIV層下部 97.03.27

OKI― 158
ヒノ
ヒノ
キ
キ
タイワン

板 板目板片 伊礼原C遺跡 No.143 曽畑層 XIV層下部 97.03.27

OKI― 159 センダン 木片 木片 伊礼原 C遺跡 No 143 曽畑層 XIV層下部 97.03.27

OKI― 160 オキナワジイ 自然木 丸木 径7cm 伊礼原C遺跡 No。 143 曽畑層 XIV層下部 97.04.01

OKI― 161 オキナワジイ 自然木 丸木 径5cm 伊礼原C遺跡 No.143 曽畑層 XIV層下部 97.04.01

OKI 162 オオハマボウ 自然木 丸木 径4cm 伊礼原C遺跡 No.143 曽畑層 XIV層下部 97.04.01

OKI― 163 イスノキ 自然木 丸木 径lcm 伊礼原C遺跡 No 143 曽畑層 XIV層下部 97.04.01

OKI― 164 オオハマボウ 自然木 丸木 径3.5cm 伊礼原C遺跡 No.143 曽畑層 XIV層下部 97.04.01

OKI― 165 サガリバナ R 割材 角材片 伊礼原 C遺跡 No.143 曽畑層 XIV層下部 97.03.28

OKI― 166
ヒノキ。タイワン
ヒノキ 割材 割材 伊礼原C遺跡 No.143 曽畑層 XIV層下部 97.03.28

OKI― 167 サガリバナ R 自然木 丸木 径5cm 伊礼原C遺跡 No.143 曽畑層 XIV層下部 97.04.01

OKI― 168 オオハマボウ 自然木 丸木 径2cm 伊礼原 C遺跡 No.143 曽畑層 XIV層下部 97.04.01

OKI― 169 オキナワジイ 木片 材片 伊礼原C遺跡 No.143 曽畑層 XIV層下部 97.03.28

OKI― 170 シマトネリコ SR 木片 材片 伊礼原C遺跡 No.143 曽畑層 XIV層下部 97.03.28

OKI― 171 チシャノキ類 自然木 丸木 径lcm 伊礼原C遺跡 曽畑層 XIV層下部 97.03.27

OKI― 172 マキ属 木片 木片 伊礼原C遺跡 No.143 曽畑層 XIV層下部 97.04.08

OKI― 173 チシャノキ類 自然木 丸木 径lcm 伊礼原C遺跡 No.143 曽畑層 XIV層下部 97.04.08

OKI― 174 クワ属 板 板目薄板 伊礼原 C遺跡 No.143 曽畑層 XIV層下部 97.04.08

OKI― 175 イヌビワ類 自然木 丸木 径6cm 伊礼原C遺跡 No.143 曽畑層 XIV層下部 97.03。 24

OKI― 176 サガリバナ R 割材 半割材 芯持ち 伊礼原C遺跡 WN-1013 No.142 曽畑層 XIV層下部 97.03.25

OKI― 177 シマトネリコ R 自然木
丸木
(自然木)

径2cm 伊礼原 C遺跡 No.142 曽畑層 XIV層下部 97.03.18

OKI― 178 シマトネリコ SR 自然木
丸木
(自然木)

径8cm 伊礼原C遺跡 No.142 曽畑層 XIV層下部 97.03.18

OKI― 179 シマトネリコ 自然木
丸木
(自然木)

径3cm 伊礼原C遺跡 No.142 曽畑層 XIV層下部 97.03.18

OKI― 180 サガリバナ R 自然木
丸木
(自然木)

径5cm 伊礼原 C遺跡 No.142 曽畑層 XIV層下部 97.03.18

OKI― 181 シマトネリコ 木片 破片 径2cm 伊礼原C遺跡 No.142 曽畑層 XIV層下部 97.03.18

OKI― 182 シマトネリコ 自然木
丸木
(自然木)

径2.5cm 伊礼原C遺跡 No.142 曽畑層 XIV層下部 97.03。 18

OKI― 183 モチノキ属 R 自然木
丸木
(自然木)

径3cm 伊礼原C遺跡 No.142 曽畑層 XIV層下部 97.03.18

OKI― 184 タブノキ属 自然木
丸木

(自然木)
径5cm 伊礼原C遺跡 No.142 曽畑層 XIV層下部 97.0318

OKI― 185 モチノキ属 R 自然木 丸
木
(自 然木)

径8cm 伊礼原C遺跡 No.142 曽畑層 XIV層下部 97.03.18

OKI― 186 シマトネリコ 自然木
丸木
(自然木)

径5cm 伊礼原C遺跡 No.142 曽畑層 XIV層下部 9703.18

OKI― 187 シマトネリコ 自然木
丸木
(自然木)

径14cm 伊礼原C遺跡 No.142 曽畑層 XIV層下部 97.03.18

OKI 188 タブノキ属 R 自然木 根材 伊礼原C遺跡 No.142 曽畑層 XIV層下部 97.03.18
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表24 伊礼原遺跡 (低湿地区)等から出土した木材の一覧③
OKI― No. 樹種名 SR 製品群 製品名 製品備考 木取 り 遺跡名 Ⅵr No Grid 層準 集計層準 備考

OKI― 189 イヌビワ類 自然木
L木

自然木)
径13cm キャンプ桑江 No.64 96.03.29

OKI― 190 サガリバナ 自然木
丸木
(自然木)

径7cm キャンプ桑江 No.58

OKI― 191 クワ属 木片 木片 キャンプ桑江 No.121 96.03.07

OKI― 192 クワ属 自然木
丸木
(自 然木)

径4.5cm キャンプ桑江 No.51 96.02.28

OKI― 193 根材A 自然木
丸木
(自然木)

径2cm 伊礼原 No.56 97.10.24

OKI― 194 クロヨナ 自然木
丸木
(自然木)

径4cm 伊礼原 No 56 97.10.24

OKI― 195 オオハマボウ 木片 木片 伊礼原 No.56 97.10.24

OKI― 196 クロヨナ 自然木
丸木
(自然木)

径3cm 伊礼原 No.56 97.10.24

OKI― 197 オキナワジイ 木片 材片 伊礼原 No.56 97.10.24

OKI― 198 ミサオノキ 丸木棒 丸木棒 先端削り 伊礼原 No.54-A 97.10.24

OKI― 199 ツバキ属 木片 材片 伊礼原 No.54-A 97.10.24

OKI― 200 オキナワジイ 自然木 丸木 径2.5cm 伊礼原 No.54-A 97.10。 24

OKI― 208 サガリバナ 自然木 自然木 伊礼原C遺跡 No.143 埋没林 XI層 2000.3.23採

OKI― 209 シマトネリコ 自然木 自然木 伊礼原C遺跡 No 143 埋没林 XI層 2000.3.23採

OKI― 210 イヌビワ類 自然木 自然木 伊礼原C遺跡 No.143 埋没林 XI層 2000.3.23採

OKI― 211 サキシマスオウノキ 自然木 自然木 伊礼原C遺跡 No.143 埋没林 XI層 2000.3.23採

OKI― 212 サガリバナ 自然木 自然木 伊礼原C遺跡 No.143 埋没林 XI層 20003.23採

OKI― 213 サキシマスオウノキ 自然木 自然木 伊礼原C遺跡 No.143 埋没林 XI層 2000.3.23採

OKI― 214 サキシマスオウノキ SR 自然木 自然木 伊礼原C遺跡 No.143 埋没林 XI層 2000.3.23採

OKI― 215 イヌビワ類 自然木 自然木 伊礼原C遺跡 No.143 埋没林 XI層 2000.3.23採

OKI― 216 オキナワジイ R 自然木 自然木 伊礼原C遺跡 No.143 埋没林 XI層 2000.3.23採

OKI 217 オキナワジイ R 自然木 自然木 伊礼原C遺跡 10 No 143 埋没林 XI層 2000.3.23採

OKI― 218 サキシマスオウノキ S 自然木 自然木 伊礼原C遺跡 No.143 埋没林 XI層 2000.3.23採

OKI― 219 シマトネリコ 自然木 自然木 伊礼原C遺跡 No.143 埋没林 XI層 2000.3.23採

OKI― 220 シマトネリコ 自然木 自然木 伊礼原C遺跡 13 No.143 埋没林 XI層 2000.3.23採

OKI― 221 シマトネリコ SR 自然木 自然木 伊礼原 C遺跡 14 No.143 埋没林 XI層 2000.3.23採

OKI― 222 サキシマスオウノキ R 自然木 自然木 伊礼原C遺跡 15 No.143 埋没林 XI層 20003.23採

OKI― 223 サキシマスオウノキ R 自然木 自然木 伊礼原C遺跡 16 No.143 埋没林 XI層 2000.3.23採

OKI― 224 シマトネリコ R 自然木 自然木 伊礼原 C遺跡 17 No.143 埋没林 XI層 2000.3.23採

OKI― 225 サキシマスオウノキ 自然木 自然木 伊礼原C遺跡 18 No.143 埋没林 XI層 2000.3.23採

OKI― 226 シマトネリコ 自然木 自然木 伊礼原C遺跡 19 NO.143 埋没林 XI層 2000.3.23採

OKI― 227 サキシマスオウノキ 自然木 自然木 伊礼原 C遺跡 20 No.143 埋没林 XI層 2000.3.23採

OKI― 228 シマトネリコ 自然木 自然木 伊礼原C遺跡 21 No.143 埋没林 XI層 2000.3.23採

OKI― 229 サガリバナ SR 自然木 自然木 伊礼原C遺跡 22 北トレンチ 埋没林 XI層 20003.24採

OKI― 275 ヤエヤマコクタン 櫛 櫛 伊礼原C遺跡 No.143 2580B.C. XIII層
2001.1.10

東門氏

OKI― 276 ショウナンボク 容器 槽 ? 伊礼原C遺跡 No 143の 南区 礫層中 (中期) XIV層礫層
2001.1.10

東門氏

OKI 277 タイミンタチバナ 杭 丸木杭 面取 り 伊礼原C遺跡 バーキ周辺 XIV層下部 2003.3。 11採

OKI― 278 クチナシ 板 板目板 芯持ち 伊礼原C遺跡 バーキ周辺 XIV層下部 2003.3.11採

OKI 279 タケ亜科 バーキ バーキ 伊礼原C遺跡 バーキ周辺 XIV層下部 2003.3.11採

OKI― 280 ハマセンダン 板 薄板状 柾 目 伊礼原C遺跡 バーキ周辺 XIV層下部 2003.3.11採

OKI― 281 ハマセンダン 板 薄板状 柾 目 伊礼原C遺跡 バーキ周辺 XIV層下部 2003.3.11採

OKI― 282 ショウベンノキ 加工木 丸木 先端削り 伊礼原C遺跡 バーキ周辺 XIV層下部 2003.3.11採

OKI― 283 オヒルギ 割材 割材 芯持ち 伊礼原C遺跡 バーキ周辺 XIV層 下部 2003.3.11採

OKI 284 イヌビワ類 自然木 自然木 一端焦げ 丸木 伊礼原C遺跡 バーキ周辺 XIV層下部 2003.3.11採
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表24 伊礼原遺跡 (低湿地区)等から出土した木材の一覧④
OKI― No. 樹種名 SR 製品群 製品名 製品備考 木取り 遺跡名 恥r No Grid 層準 集計層準 備考

OKI― 285 オヒルギ 自然木 自然木 丸木 伊礼原C遺跡 バーキ周辺 XIV層下部 2003.3.11採

OKI― 286 サガリバナ R 自然木 自然木 丸木 伊礼原C遺跡 バーキ周辺 XIV層下部 2003.3.11採

OKI― 287 シャリンバイ 自然木 自然木 丸木 伊礼原C遺跡 バーキ周辺 XIV層下部 2003.3.11採

OKI― 288 サガリバナ R 自然木 自然木 丸木 伊礼原C遺跡 バーキ周辺 XIV層下部 2003.3.11採

OKI― 289 チシャノキ類 自然木 自然木 丸木 伊礼原 C遺跡 バーキ周辺 XIV層下部 2003.3.11採

OKI― 290 サガリバナ R 自然木 自然木 丸木 伊礼原C遺跡 バーキ周辺 XIV層下部 2003.3.11採

OKI― 291 タイミンタチバナ 自然木 自然木 丸木 伊礼原 C遺跡 バーキ周辺 XIV層下部 2003.3.11採

OKI― 292 サガリバナ R 自然木 自然木 丸木 伊礼原C遺跡 バーキ周辺 XIV層下部 2003.3.11採

OKI― 293 オキナワジイ 自然木 自然木 丸木 伊礼原 C遺跡 バーキ周辺 XIV層下部 2003.3.11採

OKI― 294 ショウベンノキ 自然木 自然木 丸木 伊礼原C遺跡 バーキ周辺 XIV層下部 2003.3.11採

OKI― 295 オオハマボウ 自然木 自然木 丸木 伊礼原 C遺跡 バーキ周辺 XIV層下部 2003.3.11採

OKI― 296 イタビカズラ類 自然木 自然木 丸木 伊礼原 C遺跡 バーキ周辺 XIV層下部 2003.3.11採

OKI― 297 サガリバナ R 自然木 自然木 丸木 伊礼原 C遺跡 バーキ周辺 XIV層下部 2003.3.11採

OKI― 298 半環孔材A 割材 割材 先端焦げ 伊礼原 C遺跡 バーキ周辺 XIV層下部 2003.3.11採

OKI― 299 サガリバナ 自然木 自然木 丸木 伊礼原 C遺跡 バーキ周辺 XIV層下部 2003.3.11採

OKI― 300 イヌビワ類 木片 材片 伊礼原 C遺跡 バーキ周辺 XIV層下部 20033.11採

OKI― 301 ショウベンノキ 自然木 自然木 丸木 伊礼原 C遺跡 バーキ周辺 XIV層下部 2003.3.11採

OKI― 302 モクタチバナ 自然木 自然木 皮付き 丸木 伊礼原 C遺跡 バーキ周辺 XIV層下部 2003.3.11採

OKI― 303 サガリバナ R 自然木 自然木 皮付き 丸木 伊礼原 C遺跡 バーキ周辺 XIV層下部 2003.3.11採

OKI― 304 サガリバナ R 自然木 自然木 丸木 伊礼原 C遺跡 バーキ周辺 XIV層下部 2003.3.11採

OKI― 305 ショウベンノキ 自然木 自然木 丸木 伊礼原C遺跡 バーキ周辺 XIV層下部 2003.3.11採

OKI― 306 サガリバナ R 自然木 自然木 丸木 伊礼原 C遺跡 バーキ周辺 XIV層下部 2003.3.11採

OKI― 307 サガリバナ R 自然木 自然木 丸木 伊礼原C遺跡 バーキ周辺 XIV層下部 2003.3.11採

OKI― 308 オヒルギ 自然木 自然木 丸木 伊礼原C遺跡 バーキ周辺 XIV層下部 2003.3.11採

OKI― 309 イヌビワ類 自然木 自然木 焦げ 丸木 伊礼原C遺跡 バーキ周辺 XIV層下部 2003.3.11採

OKI― 310 サガリバナ R 自然木 自然木 丸木 伊礼原C遺跡 バーキ周辺 XIV層下部 2003.3.11採

OKI― 311 マキ属 棒 削出し棒 芯なし
みかん
害」 伊礼原C遺跡 南 トレンチ 礫層中 (中期 ) XIV層礫層 2002.3.27採

OKI― 312 クチナシ 石斧柄 石斧柄 伊礼原C遺跡 中央区サブトレンチ 混砂礫層 XIV層礫層 20023.27採

OKI― 313 ショウベンノキ 自然木 丸木 先端尖り 伊礼原 C遺跡 東区サブトレンチ 混砂礫層 XIV層礫層 2002.3.27採

OKI― 314 フシノハアワブキ 自然木 丸木 先端尖り 伊礼原C遺跡 東区南壁 樹根層 XI層 2002.3.27採

OKI― 315
コナラ属アカガシ

亜属
割材
みかん
割材 皮付き

みかん
害」

伊礼原C遺跡 東区サブトレンチ 混砂礫層 XIV層礫層 20023.27採

OKI― 316 サガリバナ R 自然木 自然木 伊礼原 C遺跡 東区サブトレンチ 混砂礫層 XIV層礫層 2002.3.27採

OKI― 317 ショウナンボク 自然木 自然木 伊礼原C遺跡 東区サブトレンチ 混砂礫層 XIV層礫層 2002.3.27採

OKI― 318 イスノキ 棒 丸木棒 伊礼原 C遺跡 東区サブトレンチ 混砂礫層 XIV層礫層 2002.3.27採

OKI― 319 サキシマスオウノキ 板 柾目板 柾 目 伊礼原C遺跡 中央区南東隅 網代 XIV層下部 20023.27採

OKI― 320 ツバキ属 木片 木片 板 目 伊礼原C遺跡 中央区南東隅 網代 XIV層下部 2002.3.27採

OKI― 321 オキナワジイ 板 板目板片 板 目 伊礼原 C遺跡 中央区東側 XI層 XI層 2002.3.27採

OKI― 322 オキナワジイ 板 板目板片 板 目 伊礼原 C遺跡 中央区東側 XI層 XI層 2002.3.27採

OKI― 323 自然木 丸木 伊礼原C遺跡 中央区東側
曽畑層 シイ
集中東側 2

XIV層下部 2002.3.27採

OKI― 324 ショウナンボク 板 板目板片 板 目 伊礼原C遺跡 中央区東側 XI層 XI層 2002.3.27採

OKI― 325 マツ属複維管束亜属 木片 木片 先端こげ 伊礼原 C遺跡 中央区東側 XI層 XI層 2002.327採

OKI― 326 ショウベンノキ S 自然木 丸木 伊礼原 C遺跡 中央区南東隅 網代の礫 XIV層礫層 2002.3.27採

OKI― 327 イタビカズラ類 自然木 丸木 先端尖り 伊礼原 C遺跡 南区 礫層上面XI層 XI層 2002.3.27採

OKI― 328 ショウベンノキ 自然木 丸木 伊礼原C遺跡 中央区東側
曽畑層 シイ
集中東側 2

XIV層下部 2002.3.27採
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表25 伊礼原遺跡 (低湿地区)ほかから出土した木製品と自然木の樹種

伊礼原C遺跡 伊礼原   キャンプ桑江
XIV層礫層    XIII層    XI層XIV層下部

SR樹種名 木

片

自
然
木

木

片

自
然
木

棒
木

片

自
然
木

板櫛
自
然
木

割

材
棒

石
斧
柄

容

器

木

片

自
然
木

バ
ー
キ

加
工
木

割

材
杭棒板

マキ属

マツ属複維管束亜属

コウヨウザン属

ヒノキ・タイワンヒノキ

ショウナンボク 1 1

オキナワジイ

コナラ属アカガシ亜属

エノキ属

イヌビワ類

イタビカズラ類

クワ属

タブノキ属

ツバキ属

モッコク

イスノキ

シャリンバイ

クロヨナ

ハマセンダン

サンショウ属

センダン

フシノハアワブキ

モチノキ属

ニシキギ属

ショウベンノキ

オオハマボウ

サキシマスオウノキ

サガリバナ

オヒルギ

ハリギリ

ギーマ

モクタチバナ

タイミンタチバナ

イズセンリョウ属

ヤエヤマコクタン

シマトネリコ

クチナシ

ミサオノキ

チシャノキ類

ムラサキシキブ属

半環孔材A
広葉樹根材A
タケ亜科

S

R
S

S

S

S

S

S

R
S

S

S

S

S

S

S

S

S

R
S

S

S

S

SR

R
S

SR

R
S

S

S

S

S

S

S

S

SR

R
S

S

S

R
S

S

R

1  1

1

1

2

2

６

１

１

１９

２

１

１

１

１

１

2

総 計 23   1   1   7   1   2   79  10     1   1   2   1   4       1       3  24   1     1   4   3      3      1

S:枝・幹材,SR:根株材,R:根材
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■

5c

図片反154 伊礼原遺跡 (低湿地区)等から出土した木材の顕微鏡写真 (1)
la-lc:マ キ属 (枝 0幹材,OKI-172),2a-2c:マ ツ属複維管束亜属 (枝・幹材,OKI-325),3a-3c:コ ウヨウザン属

(枝・幹材,OKI-120,121),4a-4c:ヒ ノキ 0タイワンヒノキ (枝・幹材,OKI-166),5a-5c:シ ョウナンボク (枝 0幹材,

OKI-143,142),6a:オキナワジイ (枝・幹材,OKI-161).a:横 断面 (スケール=200μ m),b:接線断面 (ス ケール=
100μ m),c:放射断面 (スケール=50μ m).
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10a 10b 10c

1la 1lb 1lc 12a

図片反155 伊礼原遺跡 (低湿地区)等から出土した木材の顕微鏡写真 (2)
6b-6c:オキナワジイ (枝・幹材,OKI-161),7a:オ キナワジイ (根材,OKI-216),8a-8c:ヨ ナラ属アカガシ亜属 (枝 0

幹材,OKI-315),9a-9c:エ ノキ属 (枝・幹材,OKI-134),10a-10c:イ ヌビワ類 (枝 0幹材,OKI-136),1la-1lc:イ
タビカズラ類 (枝・幹材,OKI-296),12a:ク ワ属 (枝・幹材,OKI-174).a:横 断面 (スケール=200μ m),b:接線断面
(ス ケール=100μ m),c:放射断面 (スケール=50μ m).
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12b 12c 13b

13c 14a 14c

15a 15b 15c

16b 16c 17a 17b

図片反156 伊礼原遺跡 (低湿地区)等から出土した木材の顕微鏡写真 (3)
12b-12c:ク ワ属 (枝・幹材,OKI-174),13a-13c:タブノキ属 (枝。幹材,OKH 01),14a-14c:ツ バキ属 (枝・幹材,

OKI-106),15a-15c:モ ッコク (枝・幹材,OKI… 125),16a-16c:イ スノキ (枝・幹材,OKI-163),17a-17b:シ ャリ

ンバイ (枝 0幹材,OKI-287).a:横 断面 (スケール=200μ m),b:接 線断面 (スケール=100μ m),C:放射断面 (スケー

ル=50μ m).
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17c 18a 18b 18c

19a 19b 19c 20a

20c 21a

21c 22a 22b 22c

図版 157 伊礼原遺跡(低湿地区)等から出土した木材の顕微鏡写真(4)
17c:シャリンバイ (枝・幹材,OKI-287),18a-18c:ク ロヨナ (枝 0幹材,OKI-149),19a-19c:ハマセンダン(枝・幹
材,OKI-281),20a-20c:サ ンショウ属 (枝・幹材,OKI-140),21a-21c:セ ンダン(枝 0幹材,OKI-154),22a-22c:
フシノハアワブキ (枝・幹材,OKI-314).a:横 断面 (スケール=200μ m),b:接線断面 (スケール=100μ m),c:放射
断面 (スケール=50μ m).
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23a 23b 23c

25a

25c 26a 26b 26c

27a 27b 27c

図片反158 伊礼原遺跡 (低湿地区)等から出土した木材の顕微鏡写真 (5)
23a-23c:モ チノキ属 (根材,OKI… 185),24a-24c:ニシキギ属 (枝・幹材,OKI-111),25a-25c:シ ョウベンノキ

(枝・幹材,OKI-294),26a-26c:オ オハマボウ (枝・幹材,OKI-135),27a-27c:サ キシマスオウノキ (枝
0幹材 ,

OKI-263),28a:サ キシマスオウノキ (根材,OKI-151).a:横断面 (ス ケール=200μ m),b:接線断面 (ス ケール=

100μ m),c:放射断面 (スケール=50μ m).
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29a 29b 29c 30a

31a 31b 31c 32a

33a 33b

33c 34a

図版 159 伊礼原遺跡(低湿地区)等から出土した木材の顕微鏡写真 (6)
29a-29c:サガリバナ (枝・幹材,OKI-138),30a:サ ガリバナ (根材,OKI-133),31a-31c:オヒルギ (枝・
幹材,OKI-285),32a-32c:ハ リギリ (枝・幹材,OKI-112),33a-33c:ギ ーマ (枝・幹材,OKI-137),
34a-34c:モ クタチバナ (枝・幹材,OKI-302).a:横 断面 (ス ケール=200μ m),b:接線断面 (スケール
=100μ m),c:放 射断面 (スケール=50μ m).
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35a

36b

37c

35b

36c

38a

Ｃ
ｒ
ｎ
）
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．

０
ハ
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〓
・

36a

37a  i

39a 40a 40b

図片反160 伊礼原遺跡 (低湿地区)等から出土した木材の顕微鏡写真 (7)
35a-35c:タ イミンタチバナ (枝 0幹材,OKI-291),36a-36c:イ ズセンリョウ属 (枝・幹材,OKI-118),37a-37c:

ヤエヤマコクタン (枝・幹材,OKI-275),38a-38c:シ マトネリコ (枝・幹材,OKI-181),39a:シマ トネリコ (根材 ,

OKI-177),40a-40c:ク チナシ (枝・幹材,OKI-312).a:横 断面 (スケール=200μ m),b:接線断面 (スケール=100

μm),c:放射断面 (スケール=50μ m).
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41a 41c

43a

42a

44a

・

聾
撃
・
　

静
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・　
轟
・
‐矮‐鼈47a45c 46a 46b

図片反161 伊礼原遺跡 (低湿地区)等から出土した木材の顕微鏡写真 (8)
41a-41c:ミ サオノキ (枝・幹材,OKI-198),42a-42c:チ シャノキ類 (枝・幹材,OKI-132),43a-43c:チ シャノキ
類 (根材,OKI-108),44a:ム ラサキシキブ属 (枝・幹材,OKI-122),45a-45c:半環孔材A(枝・幹材,OKI-298),46a
-46b:広葉樹根材A(根材,OKI-193)。 47a:タ ケ亜科 (,OKI-107).a:横断面 (スケール=200μ m),b:接線断面 (ス
ケール=100μ m),c:放射断面 (スケール=50μ m).
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Ⅲ 沖縄県北谷町伊礼原遺跡出土の縄文人骨

松 下 孝 幸
*(土
井ヶ浜人類学ミュージアム)

【キーワード】 :沖縄県、縄文人骨、中・晩期、頭蓋、超短頭型

はじめに

沖縄県北谷町字桑江に所在する伊礼原遺跡 (砂丘区)の 2004年 (平成16年)におこなわれた基地

返還に伴う試掘調査で人骨が出土した。出土した人骨はわずか3点にすぎないが、沖縄県では例数

が少ない縄文時代人骨なので、資料としてはきわめて貴重である。

沖縄県で、筆者が調査に加わったり、報告をおこなった縄文時代相当期人骨としては、宜野湾市・

真志喜安座間原遺跡 (松下・他、1992)、 同・テラガマ洞穴、伊是名村・具志川島遺跡群 (松下・

他、1993a)、 北谷町・クマヤ洞穴 (松下・他、1989b)、 同・伊礼原B遺跡 (松下・他、1989c)、 嘉

手納町・野国遺跡、具志頭村・ガルマンドウ原洞穴から出土した人骨がある。しかし、縄文晩期人

骨が多く、縄文前・中期人骨の例数は著しく少なく、沖縄人の起源や形質変化を連続して追究でき

ない状態が続いている。

今回、伊礼原遺跡から量は少ないが、保存良好な人骨が出土し、観察や計測ができたので、若干

の考察をおこなうことができた。その結果、非常に興味ある所見を得たのでを報告しておきたい。

資   )|:斗

2004年 (平成16年)の調査で出土した人骨は表26に示すとおり、 3点の人骨である。 3点 とも検

出されたときは埋葬状態を保っていなかった。頭蓋は、頭蓋のみで逆さまの状態で出土した。大腿

骨と肛骨は単独で出土した。従って、人骨の部位は重複していないが、頭蓋と大腿骨・肛骨は出土

層位が異なるので、別個体である。また大腿骨と肛骨は同一個体とする根拠をみいだすことができ

ないので、一応 3体分の人骨とみなしておきたい。各骨の所属時代・時期は考古学的所見から、頭

蓋は縄文晩期に、大腿骨と月堅骨は縄文中期に属する人骨と推測されている。また、性別は所見の項

で後述しているとおり、頭蓋は男性骨である。大腿骨と肛骨は骨体は細いが、形態的特徴から男性

骨と推定した。

年齢区分については、表27に示すとおりである。

表26 出土人骨一覧 (Table l.List of skeletons)

人骨番号  性別  年齢  時代・時期   備   考
SK-1

FE-1

TB-1

男性

男性

男性

年

明

明

壮

不

不

縄文・晩期

縄文・中期

縄文・中期

頭蓋

右側大腿骨

右側肛骨

*Takayuki MATSUSHITA
The DOigahama Site Anthropological Museum〔 土井ヶ浜遺跡 0人類学ミュージアム〕

-467-



（ソ

木綿原

後兼久原・伊礼原

真志喜安座間原

宇地泊兼久原

∂

テラガマ洞穴

〆

港川

- .:.. ..a.

lヽ

伊礼原
キ

ｑ
．瀞

萬-ai - 
-.

1:・、

／
ｔ

ξ
′
４
‐
″
／

ヽ
Ａ
′
ｆ

ヽ
一．

ο

　

０
゛

0

第 107図 遺跡の位置 (1/25000)(Fig.l Location of the lreibaru site,
Chatan ChO,OkinaWa Prefecturee)
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計測方法は、Martin―Saller(1957)に よったが、肛骨の横径はオリビエの方法で計測し、鼻根

部については松下ら (1983)の方法で計測した。

所 見
各人骨の残存部は第108図 に示すとおりである。また、各骨の計測値は文末に一括して掲げた。

表27 年齢区分 (Table 2.Division of age)

年齢区分 年 齢

未成人

成人

乳児

幼児

小児

成年

壮年

熟年

老年

1歳未満

1歳～ 5歳

6歳～15歳

16歳～20歳

21歳～39歳

40歳～59歳

60歳以上

(第一大臼歯萌出直前まで)

(第一大臼歯萌出から第二大臼歯歯根完成まで)

(蝶後頭軟骨結合癒合まで)

(40歳未満 )

(60歳未満)

注)成年という用語については土井ケ浜遺跡第14次発掘調査報告書 (1996)を参照されたい。

SK-1(男 性 0壮年 )
1口 頭蓋

(1)脳頭蓋

後頭骨後頭鱗の一部を欠損している以外はほぼ完全である。骨壁はやや厚く、堅牢である。外後

頭隆起の発達はあまりよくない。乳様突起は細長く鋭い。左側の外耳道が観察できたが、骨腫は存

在しない。三主縫合とも内外両板はまだ開離している。

脳頭蓋の計測値は、頭蓋最大長が169mm、 頭蓋最大幅は154mmである。バジオン・ブレグマ高

は計測できないが、観察したところ低そうである。頭蓋長幅示数は91。 12と なり、超短頭型

utrabrachykran)に 属している。また、頭蓋水平周は515mm、 横弧長は324mmで、正中矢状

弧長は計測できない。

SK-1(男性)              FK-1(男 性)       丁B-1(男性 )

第 108図  人骨の残存部 (ア ミかけ部分)
(Fig。 2 Regions of preservation of the skeletone Shaded areas are Preserved)
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(2)顔面頭蓋

顔面頭蓋は両側の上顎骨と鼻骨の一部および左側の頬骨弓を欠損している。眉上弓の隆起は強く

ないが、眉間はやや膨隆している。前頭結節もやや発達している。鼻骨は短いが、強く隆起してお

り、頬骨の外側への張り出しは強い。

顔面頭蓋の計測値は、頬骨弓幅は 〔73mm× 2=146mm〕 、上顔高は63mmで、顔面の高径は低

く、幅径は広い。中顔幅と顔高は計測できない。上顔示数は43。 15(K)と なり、顔面には著しい低・

広顔傾向が認められる。眼害示数は (71.43)(右 )で、低眼害 (chamaekonch)に、鼻示数は52。 00で、

低鼻 (chamaerrhin)に属している。

側面角は、全側面角が89度、鼻側面角が91度、歯槽側面角は80度で、歯槽性突顎の傾向は認めら

れない。また、鼻頬骨角は152度である。

鼻根部は左側鼻骨と左側上顎骨の前頭突起を失っているので、計測はできないが、前頭突起の向

きは矢状方向で、鼻骨も隆起しており、鼻根部は縄文人的特徴を示している。

すなわち、この顔面頭蓋は顔全体のプロポーションも鼻根部の形態も縄文人そのものである。

2。 歯

上顎骨には一部歯が釘植していた。残存歯と歯槽の状態を歯式で示した。

③ ⑦ 6⑤ ④ ③ ② ① l① ②③ ④ ⑤ 6⑦ ③
〔●:歯槽閉鎖 ○:歯槽開存 /:不明 ▽ :先天性欠損、番号は歯種〕

〔1:中切歯、2:側切歯、3:犬歯、4:第一小臼歯、5:第二小臼歯、6:第一大臼歯、7:第二大臼歯、8:第三大臼歯〕

残存していた両側の第一大臼歯の咬耗度は Brocaの 2度 (咬耗が部分的に象牙質まで及ぶ)で

ある。

なお、上顎には風習的抜歯の痕跡は認められない。

3.特殊所見

脳頭蓋には顕著な特徴が認められる。頭蓋を側面からみるとよくわかるが、頭頂の後ろが急角度

で下方に傾斜して、後頭部が断崖絶壁状になっている。このために頭蓋最大長が短くなり、同時に

幅径が広いので、頭型は超短頭型を示すことになってしまった。実は後頭部は左右対称ではなく、

右側がより圧迫されたように前方へ押しやられている。この形状は、中国山東省の大文国人骨と同

じで、人口頭蓋変形の疑いが強い。

4。 性別 0年令

性別は、頭蓋の径が大きいことから男性と推定した。眉上弓の隆起がそれほど強くないが、これ

は人口頭蓋変形が影響した結果と推断している。年齢は、三主縫合とも内外両板が開離しているこ

とから、壮年と思われる。

FE-1(男 性 0年齢不明)
右側の大腿骨体である。粗線は、幅は狭いが、外側唇の発達はきわめて良好である。骨体遠位部

の後面には外側唇の内側にかなり大きな窪みが認められる。また、骨体遠位部は内側に、骨体近位

部前面は外側に強く回旋している。これほど近位部が外側に捻れた大腿骨はあまりみたことがない。

計測値は、骨体中央矢状径が27mm(右 )、 横径は25mm(右 )で、骨体中央断面示数は108。 00(右 )
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となり、粗線や骨体両側面の後方への発達はやや良好である。骨体中央周は82mm(右 )で、骨体は

細い。また、上骨体断面示数は82。 76(右 )と なり、骨体上部の扁平性は弱い。

丁B-1(男 性 0年齢不明)
右側骨体の中央部が残存していた。骨体は細いが、後面に一稜が認められる。

計測値は、中央最大径が26mm(右 )、 中央横径は18mm(右 )で、中央断面示数は69。 23(右)と なり、

骨体には扁平性は認められない。骨体周は70mm(右 )で、骨体は細い。

性別は、骨体は細いが、形態的特徴と後面に一稜を形成していることから、男性と推定した。年

齢は不明である。

考 察
頭蓋、大腿骨および肛骨について検討してみた。

1。 頭蓋(SK-1)

(1)脳頭蓋

表28は脳頭蓋の比較表である。比較資料として、具志頭村の港川、縄文人の例として北谷町のク

マヤ洞穴、伊是名村の具志川島、九州本土の例として市来を、弥生人の例として、読谷村の本綿原、

宜野湾市の真志喜安座間原、種子島の広田と鳥の峯の各遺跡から出土した人骨を用いた。本例の頭

蓋長幅示数は91.12を 示 し、頭型は超短頭型に属している。この示数値は広田の89.4を含めたすべ

ての比較資料よりは大きく、本頭蓋の特徴を端的に示している。沖縄県では港川人、クマヤ洞穴人、

具志川島人、木綿原人、真志喜安座間原人すべてが80。 00を超えており、沖縄の縄文・弥生人の頭

型は短頭型と考えてもさしつかえないが、その強弱についてはばらつきがあり、本例は沖縄県内で

もっとも頭蓋長幅示数が大きい例になった。

(2)顔面頭蓋

表29は顔面頭蓋の比較表である。本例は計測できた部位が少ないが、特徴は明瞭で、幅径が広く、

高径が低い「低・広顔」型の顔面である。頬骨弓幅は表29では最大値となる。上顔高は63mmで、

真志喜安座間原39-A、 鳥の峯、市来、具志川島、木綿原、クマヤ洞穴よりは小さく、港川 Iに一

致し、真志喜安座間原と広田とも大差ない。上顔示数 (K)は、港川 Iに ほぼ一致し、その他の資料

よりは小さい。また、眼富示数は港川 Iよ りは大きいが、その他の資料よりは小さく、眼寓の高径

がかなり低いことがわかる。ところが鼻高が意外と高いので、鼻示数は52.00と 、それほど大きな

値とはならず、この値は具志川島、市来、真志喜安座間原よりは大きいが、広田などその他の資料

よりはガヽさい。

2。 四肢骨

(1)大腿骨 (FE-1)

表30は大腿骨の比較表である。まず骨体中央周で、骨体の大さをみてみよう。本例は82mmで、

骨体は細いが、ガルマンドウ原洞穴、真志喜安座間原、広田よりは大きく、脇岬、阿高よりは小さ

く、港川 I、 本綿原、鳥の峯と大差ない。骨体中央断面示数は108。 00で、鳥の峯ほぼ一致し、阿高、

脇岬、真志喜安座間原に次いで大きな値となり、骨体両側面の後方への発達は比較的良好である。
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上骨体断面示数は82.76で、阿高に次いで大きく、骨体上部の扁平性は弱い。数値では表せないが、

骨体近位部前面が外側へ強く捻れているのも本大腿骨の特徴である。このような形態は大分県扮洞

穴出土の縄文前期人にみられた特徴である。

(2)胚骨 (丁 B‐ 1)

表31は肛骨の比較表である。本肛骨は中央最大径、中央横径がテラガマ洞穴 5号に一致し、骨体

周もほとんど差がない。すなわち、大きさと形態がテラガマ洞穴 5号 とほとんど一致する肛骨で

ある。

改めて表31を みてみると、骨体周は表31で は最小となり、中央断面示数は脇岬よりは大きいもの

の、鳥の峯、木綿原、野国よりは小さく、テラガマ洞穴 5号に一致し、またガルマンドウ原洞穴、

広田、港川 Iと もほとんど大差ない。

要 約
沖縄県北谷町字桑江にある伊礼原遺跡 (砂丘区)の発掘調査で、2004年 (平成16年)に人骨が出

土した。出土人骨は沖縄県では出土例がきわめて少ない縄文時代人骨であることから、その形質的

特徴が注目される。人類学的観察と計測をおこない、以下のような興味ある結果を得た。

l.出土人骨は3体分で、残存していたのは頭蓋、大腿骨および肛骨である。頭蓋は縄文時代晩期

に、大腿骨と月菫骨は縄文時代中期に属する人骨と推測されている。骨質は堅牢で、保存状態は

各骨とも良好である。

2。 頭蓋 (SK-1)は男性頭蓋で、下顎骨を欠いているが、その他はよく残っていた。頭蓋最大長

169mm、 頭蓋最大幅 154mmで 、 頭蓋長幅示数は91.12と な り、 頭型 は超短頭型

(ultrabrachykran)に 属している。

3.顔面頭蓋の計測値は、頬骨弓幅 〔146mm〕 、上顔高63mmで、上顔示数は43.15(K)と なり、

顔面には著しい低 0広顔傾向が認められる。眼富示数は (71。 43)で、低眼富に、鼻示数は52。 00

で、低鼻に属している。なお、前頭突起の向きは矢状方向で、鼻骨も隆起しており、鼻根部に

は縄文人特有の特徴が認められる。

4。 大腿骨は男性の右側大腿骨体で、骨体は細く、骨体上部の扁平性は弱いが、粗線や骨体両側面

の後方への発達はやや良好である。また、骨体遠位部後面には大きな窪みが認められ、骨体は

近位部前面が外旋しており、近位部は強く捻れている。このような形状はきわめて珍しい。

5.月里骨は男性の右側肛骨体で、はやり骨体は細い。骨体後面には一稜が認められるが、縄文人骨

にしては扁平性が弱い。野国前期人肛骨にはまったく扁平性が認められなかったことから、沖

縄県の縄文人では肛骨の扁平性はあまり強くないのかもしれない。

6.本縄文人骨の特徴は明瞭である。頭蓋は超短頭型であるが、左右非対称で人工頭蓋変形の疑い

がある。顔面は著しい低・広顔傾向が認められ、鼻根部は縄文人的である。クマヤ洞穴や具志

川島の縄文人も短頭型であるが、これほどまで強い短頭性は示さない。この頭型は山東省の大

ぶん口や種子島の広田に通じる頭型であるが、資料数が少ないので、現状では両者との関係に

は言及できない。また低 0広顔傾向もかなり強い。沖縄県での縄文人の形質を考えるうえでは

重要な資料になるものである。
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大腿骨も特徴的である。骨体は細いが、外側唇の発達が良好で、骨体後面には大きな窪みが存在

し、骨体は強く捻れている。きわめて珍しい形態をしており、本大腿骨も沖縄県の縄文人の形質を

考える上で貴重な資料である。これまで沖縄県では縄文時代の人骨が少なく、とくに前期、中期の

人骨は皆無に近かった。今回伊礼原遺跡 (砂丘区)か ら縄文時代中期および晩期の人骨が出土し、

その形質の一端が明らかになったことで沖縄人のルーツや沖縄県での形質変化の考察に関して新た

な展開が期待できそうである。
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表28 脳頭蓋計測値 (男性、mm)(丁able3.ConTttson of male c」 varial measurements and indces)

伊礼原 C
縄文晩期人
沖縄県

澤
扶
課
婢

σ

盤

ヨ
』
吐

鳥
弥
劇
妙

来
臥
課
「

市
駆
朗
（船・一

穴

人

　
ゴ

一

洞

期

県

１

一

ヤ
晩

縄

・ヽ，

一

マ
文
沖
飼

一

ク
縄

　
仕
上

‥

‐

　

一

川
鉄
県
う

港
昭
湘
囲

具志川島
縄文人
沖縄県
(松下・他 )

木綿原       真志喜安座間原
弥生人      縄文晩期～弥生人
沖縄県         ,中 縄県
(松下・他)      (松 下・他 )

M M 39-A

広田
弥生～古墳人
鹿児島県
(九州大学)

∩   MSK-1 M M M M

1.

8.

17.

8/1

17/1

17/8

1+8+17/3
23.

24.

25.

9112

182

148

134

81.3

736
90.5

154.7

523

303

358

17575

14533

143.50

82.58

81.50

96.71

152.33

52250
32725
384

18075

146.25

141.33

80.92

78.37

95.94

15633
525.25

335.00

373.33

185

147

144

79.46

77.94

97.96

158.67

530

331

389

153.50

142

(87.67)

78.02

91.03

160.00

526.50

319.00

366.50

174.14

146.83

137.00

84.78

78.14

92.65

153.50

511.75

320.25

368.50

82.51

169

154

515

324

183

151

‐６４
．
４

‐４６ ８

‐２９ ９

８９
．
４

７９ ０

８８
．
４

・

４９７
．
６

３２‐
．
６

３４４ ６

178.0

151.5

136.0

850
76.2

89.8

頭蓋最大幅

バジオン・ブレグマ高

頭蓋長幅示数

頭蓋長高示数

頭蓋幅高示数

頭蓋モズルス

頭蓋水平周

横弧長

T中矢状弧長

525

328.0

357.0

表29 顔面頭蓋(男性、 mm、 度)(丁able4.Con′ p�son of male facial measurements and lndices)
伊礼原 C

縄文晩期人

沖縄県

港 川
旧石器人

沖縄県

(鈴木 )

クマヤ洞穴

縄文晩期人

沖縄県

(松下・他 )

具志川島

縄文人

沖縄県

(松下・他 )

市 来
縄文人

鹿児島県

(松下 )

木綿原

弥生人

沖縄県

(松下・他 )

広田

弥生～古墳人

鳥の峯

弥生人

真志喜安座間原

縄文晩期～弥生人

沖縄県

(松下・他 )

鹿児島県      鹿児島県

(九州大学)     (九 州大学 )
M

―

ヽ
呵
ヽ

―
―

SK-1 M

40.

45.

46.

47.

48.

47/45

48/45

47/46

48/46

40+45+47/3
50.

44.

50/44

51.

52.

52/51

顔長

頬骨弓幅

中顔幅

顔高

上顔高

顔示数 (K)

上顔示数 (K)

顔示数 (V)

上顔示数 (V)

顔面モズルス

前眼高間幅

両眼高幅

眼高間示数

眼高幅 (右 )

(左 )

眼高高 (右 )

(左 )

眼高示数 (右 )

(左 )

鼻幅

鼻高

鼻示数

全側面角

鼻側面角

歯槽側面角

63

43.15

42

(30)

(71.43)

26

50

52.00

1   106

65

1   61.32

2150
102

1961

43

43

31

31.50

72.09

72.09

28

52

53.85

85

87

70

99.50

14267

日04.50〕

11900
65.50

8237
45.35

〔113.89〕

Ю2.66〕

121.00

19.50

100.00

19.52

43.00

42.00

34.00

33.00

79.06

7857
25.00

50.50

49.53

89.00

91.00

82.50

104

140

104

116

66

82.86

47.14

111.54

63.46

120.00

20

100

20.00

41

45

31

(34)

75.61

(75.56)

25

51

49.02

73

73

73

105

〔143.00〕

〔10550〕

116.00

65.50

8472
48.61

106.09

60.87

123.67

21.00

100.00

20.96

42.50

41.33

33.00

3300
77.69

79.53

28.50

50.00

56.96

81.00

84.50

70.50

1   98

5  138.00

2  103.50

3  112.67

3  62.33

3  80.83

2  45.37

2  106.71

2  59.84

1  11167

4  19.75

5  98.40

4  20.08

6  41.00

5  40.60

3  30.33

3  3133
3  74.05

3  77.68

3  24.00

4  48.75

3  49.55

3  82.00

3  84.33

3  73.00

(137)

105

124

71

(90.51)

(51.82)

118.10

67.62

20

101

19.80

43

45
(sz)

32
(t +.tz)
7 1.11

21

54

50.00

B6

B9

77

9   96.6

7  137.7

8   98.9

9  109.3

10   622

7   79,9

7   456
7  111.6

8   63.4

102.5

1125

66.5

109.9

65.0

1    46.0

25.0

49.5

53.3

1r +o)

102

144

105

107

63

743
43.8

101.9

60.0

117.7

19

112

17.0

45

46

30

30

66.7

65.2

(26)

49

(531)

2

3

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

8   43.1

9   31.8

74.2

26.1

45.2

57.0

84.1

91.2

660

n    M      n   M   39-A      n   M       n   M



表30 大腿骨計測値 (男性、右、mm)(丁able5。 ConTMson of measurements and indces of m」 e right femora)

広 田       鳥の峯
弥生～古墳人      弥生人
鹿児島県      鹿児島県
(九州大学)     (九 州大学 )

FE-1             1            n              n    M             n    M        n    M        n    M             n    M        n   M
l.  最大長                    398  (左 )         -      2 43450(左 )     3 417.33     1  411      2 407.00(左 )     9 3840     2  3930

伊礼原 C       港 り||      ガルマン ドウ       脇 山甲         阿 高       本綿原
縄文中期人      1日 石器人      縄文晩期人       縄文後期       縄文中期人      弥生人
沖縄県       ,中 縄県       ,中 縄県         長崎県         熊本県       ,中 縄県

(馬場・他)     (松 下・他)       (松 下)        (大 森)      (松 下・他 )

真志喜安座間原
縄文晩期～弥生人

県

他

縄

・一

中

河

，

松

2.

6.

7.

8.

9.

10.

6/7

10/9

自然位全長

骨体中央矢状径

骨体中央横径

骨体中央周

骨体上横径

骨体上矢状径

骨体中央断面示数

上骨体断面示数

3e3 (E) - 2 421.50 (E) 3

27 26.5 6 26.00 2 30.50 (E) 15

25 26 6 24.50 2 26.50 (E) 15

82 83 6 7e.50 2 90.50 (E) 15

29 29 6 28.67 5 31.80 15

24 23 5 23.00 5 25.00 15

1 08.00 1 01.9 6 1 06.73 2 115.17 (E) 1 5

82.76 79.3 5 80.57 5 78.68 15

411.67

30.07

25.60

88.73

30.53

25.53

117.58

83.79

404.50

25.93

23.29

77.43

27.85

21.62

112.12

78.49

(左 )

(左 )

(左 )

(左 )

(左 )

(左 )

(左 )

(左 )

372.5

25.3

24.0

78.3

28.8

22.1

105.4

76.9

1   409

3    26.00

3    25.33

3    82.33

4    28.75

4    23.25

3   102.46

4    80.83

2

14

14

14

13

13

13

12

6

19

19

19

19

19

19

19

26.8

24.8

81.7

30.7

22.7

108.2

74.2

表31 月璽骨 (男′1生、 右、 mm)(丁 able6.Cmttarison of measurements and indces mtte right ttiae)
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一
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一
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一

日

シ
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一

１

〇

一

港 広 田
弥生～古墳人
鹿児島県
(九州大学 )

木綿原     真志喜安座間原
弥生人     縄文晩期～弥生人

沖縄県
(松下 。他 )

ガルマン ドウ
縄文晩期人
沖縄県
(松下・他 )

伊礼原 C
縄文中期人
沖縄県
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表32 月i!1頭、蓋 (mm)(Calvaria) 表33  彦頁面
・
頭蓋  (mm、  度)(Facial skeleton)

伊礼原 C
SK-1

男性

伊礼原 C
SK… 1

男性

1.

8.

17.

8/1

17 /1

17 /8
1+B+ 17 /3
5.

9.

10.

11.

12.

13.

7.

16.

16/7

23.

24.

25.

26.

27.

28.

29.

30.

31.

2e/26

30/27

31/28

頭蓋最大長

頭蓋最大幅

バジオン・ブレグマ高

頭蓋長幅示数

頭蓋長高示数

頭蓋幅高示数

頭蓋モズルス

頭蓋底長

最小前頭幅

最大前頭幅

両耳幅

最大後頭幅

乳突巾冨

大後頭孔長

大後頭孔幅

大後頭示数

頭蓋水平周

横弧長

正中矢状弧長

正中矢状前頭弧長

正中矢状頭頂弧長

正中矢状後頭弧長

正中矢状前頭弦長

正中矢状頭頂弦長

正中矢状後頭弦長

矢状前頭示数

矢状頭頂示数

矢状後頭示数

91.12

169

154

100

132

112

515

324

126

143

110

118

48/45

47/46

48/46

40+45+47/3

50.

44.

50/44

51.

52/51

顔長

側顔長

下顔長

上顔幅

頬骨弓幅

中顔幅

顔高

上顔高

顔示数 (K)

上顔示数 (K)

顔示数(∨ )

上顔示数(∨ )

顔面モズルス

前眼高間幅

両眼嵩幅

眼高間示数

眼高幅 (右 )

(左 )

眼高高 (右 )

(左 )

眼高示数 (右 )

(左 )

鼻幅

鼻示数

梨状口高

鼻骨長

鼻骨最小幅

鼻骨最大幅

上顎歯槽長

上顎歯槽幅

□蓋長

□蓋幅

□蓋高

上顎歯槽示数

回蓋示数

回蓋高示数

全側面角

鼻側面角

歯槽側面角

111

〔146〕

43.15

(30)

(t t.+z)

38

87.30

82.52

54.

55.

s+/ss

55 (1)

56.

57.

sz(r ).

60.

61.

62.

63.

64.

61/60

63/62

64/63

72.

73.

74.

表34 鼻根部 (mm、 度)(NЖal root)

伊礼原 C
SK-1

男性

50,

50A

50/50A

77.

Fa
Fh
Fh/Fa

前眼高間幅

鼻根横弧長

鼻根彎曲示数

鼻骨最小幅

両眼嵩幅

眼高間示数

前頭突起上幅 (右 )

(左 )

前頭突起水平傾斜角

G一 N投影距離

鼻根角

G― R距離

垂線高

鼻根陥凹示数

鼻頬骨角

fmo間距離
垂線高

顔面扁平示数

ｂ

．

Ｃ

ｄ

ｅ

ｆ

ｆ

12

152

100

12

12.00
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表35 大腿骨 (mm)(Femur)
伊礼原 C
FE-1

男性
右

1.     最大長
2.     自然位全長
3.     最大転子長
4.     自然位転子長
6.     骨体中央矢状径             27
7.     骨体中央横径              25
8.     骨体中央周                82
9.     骨体上横径               29
10.     骨体上矢状径              24
15.     頚垂直径
16.     頚矢状径
17.     頚周
18.     頭垂直径
19.     頭横径
20.     頭周
21.     上顆幅
8/2     長厚示数
6/7     骨体中央断面示数            108.00
10/9     上骨体断面示数             82.76

表 36 腔骨 (mm)(丁ibia)

1.

la.

l b.

2.

3.

3a.

3b.

4a.

4b.

6.

7.

8.

8a.

9.

9a.

10.

10a.

10b.

9/8.

9a/8a
10b/1

月璽骨全長

月⊆骨最大長

月堅骨長)

顆距間距離

最大上端幅

上内関節面幅

上外関節面幅

上内関節面深

上外関節面深

最大下端幅

下端矢状径

中央最大径

栄養孔位最大径

中央横径

栄養孔位横径

骨体周

栄養孔位周

最小周

中央断面示数

栄養孔位断面示数

長厚示数

18

69.23

表37 形態小変異 (Non… metoric crania variants)

伊礼原 C
SK-1

男性

右    左

1.    Medlal palatine canal

2.     Pte「 y90Spinous fO「arnen

3.    HypOg10ssal canal bridging

4.    Ckinoid bridging

5.   Condylar canal absent

6.  丁ympanic dehiscence,Forramen of Huschke(>lmm)

7.    Jugular forarnen bridglng

8.    P「 econdylar tubercle

9.  Supra― orbital forame∩ (incl.frontal foramen)

10, Accesory infraorbital foramen

ll. Zy9o―facial forarnen absent

12. Aural exostosls

13,   Metops「∩

14. Os incae

15, Ossicle at the lambda

16. Parletal notch bone

17. Trans∨ erse zy9omativ suture(>5mm)

18. Asterionic ossicle

19. Occipitomastoid osslcle

20. Eplpteric osslcle

21. F「 o∩totemporal attculation

22. Biasterionic sutu「 e(>1 0mm)

24. Accesso「y mental foramen

25,   Mandibular torus

26.滑 車上孔

伊礼原 C
丁 B-1
男性
右

/
／
′
　

・　

′／
′
　

］

＋

　
＋
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頭蓋骨上面 (Superior View of the Sku‖)頭 蓋骨正面 (Frontal view of the Sku‖ )

頭蓋骨側面 (Lateral view of the Sku‖ )

伊礼原C,SK-1(男性・壮年 )
(丁he lreibaru C,SK-1,young adult male)

図版 162 頭蓋骨
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大腿骨 (右)(丁he femur)
伊礼原C,FE-1(男 性 )
(丁he lreibaru C,FE-1,male)

肛骨 (右) (丁he Tibia)

伊礼原C,丁B-1(男性 )
(丁he lreibaru C,丁 B-1,male)

図版163 大腿骨・月璽骨
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Ⅳ 伊礼原遺跡から出土した脊椎動物遺体群

樋 泉 岳 二 (早稲田大学 )

はじめに

伊礼原遺跡では、これまでの発掘調査で低湿地区 (お もに縄文時代前期層準)お よび砂丘区 (お

もに縄文中期～弥生時代相当期層準)よ り多数の脊椎動物遺体 (骨類)が出土している。ここでは

これらの骨類の同定結果と特徴について概要を報告する。

I。 低湿地区

1.資料と分析方法

(1)出土地区 0層準 0年代

骨類の出土状況を地区別にみると、大部分は試掘穴No.143を 中心に設定された「中央区」・「東

区」・「西区」。「南区」・「北区」の各 トレンチから出土している。なかでも中央区からの出土量が最

も多く、南区がこれに次ぐ。東区・西区・北区では比較的少ない。

層別の出土傾向については、現段階では層序 0年代の詳細を検討中とのことであり、全容を把握

できていないが、出土層準が明確な資料でみる限り、大半が第 9層 ～第13層および第14層 (「曾畑

層」)か ら出土している。とくに「曾畑層」からの出土資料が圧倒的に多く、ほかに第11層付近か

らも比較的多くの資料が出土している。ただし、その他に層位的な位置づけが未確定の層準 (た と

えば「緑灰色砂層」・「混礫砂層」など)か らの出土資料が大量にある。このため資料の年代別の検

討は今後の課題だが、全体としては縄文時代前期 (曾畑式期)の資料を主体として、縄文時代中期

から弥生～平安時代相当期にわたる各期の資料が含まれていると推定される。

(2)資料の採集方法

資料の採集方法については、発掘現場において手で拾いあげられたもの (以下「ピックアップ資料」)

と、堆積物サンプルの水洗選別によって回収されたもの (以下「水洗選別資料」)がある。

ピックアップ資料 分析資料の大部分はピックアップで採集されたものである。なお、発掘された

堆積物の一部はフルイがけされ、資料が回収されたとのことであるが、ビックアップされた資料とフ

ルイがけされた資料を区別できなかったため、ここではすべて「ピックアップ資料」として一括した。

水洗選別資料 試掘調査の際に、試掘穴No。 143の第14層 (曾畑式期層準)か ら2点の堆積物サ
ンプルが採集され、 lmmメ ッシュを用いた水洗選別によって資料が回収されている。

(3)分析方法

同定方法は、現生標本との比較を基本とした。魚類の同定対象部位は、主上顎骨、前上顎骨、歯

骨、角骨、方骨、主鯉蓋骨、椎骨を必須部位とした。その他の部位についても、分類群ごとの骨格

的特徴に応じて、可能なものは適宜同定対象とした。魚類以外については部位の判定可能な資料を

同定対象とした。鳥類・哺乳類の計測方法はDriesch(1976)に 準拠した。以下の記載中の計測値

の単位はmmである。
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集計方法は、上記のとおり現段階では層序 0年代に関する詳細な検討が未了のため、今回は暫定

的に全地区・全資料を一括して集計した。ただしイノシシの顎骨・歯については個々の標本の詳細

を示した。

2.分析結果

魚類・両生類・爬虫類・鳥類 0哺乳類が同定された。魚類と哺乳類が大半を占める。

(1)標本の記載

a.魚類

ピックアップ資料の同定結果を表38に、水洗資料の同定結果を表47048に示した。同定標本数

(日 以下のレベルで分類群を特定できた資料の数)は、ビックアップ資料が合計約1500点、水洗資

料が合計94点である。そのほかに、日以下のレベルで分類群を特定できていない真骨類標本 (表に

「真骨類 (未同定)」 ・「真骨類 (保留)」 と示したもの)がビックアップ資料で15点、水洗資料で39

点ある。同定された分類群の数は、ビックアップ資料で軟骨魚綱 (板魚思類)7、 硬骨魚綱 (真骨類)

27、 水洗資料で板鰍類 2、 真骨類13、 総計38分類群となった。以下、主要種および同定結果に注釈

を要する分類群について簡単に記載する。

サメ類 歯と椎骨が検出された。歯でイタチザメ・メジロザメ科 ?・ ミズワニ科 ?・ アオザメ属・

ホホジロザメ ?・ およびその他が同定された。イタチザメの歯は全体的に大型である。「ホホジロ

ザメ ?」 としたものは大型のエナメル質破片で、直線的な鋸歯縁をもつ。「サメ類 (その他)」 とし

たものは幅が狭く3尖である。椎骨では、星状椎体を特徴とするネズミザメ科のほか、メジロザメ

科に類するタイプを「サメ類 A」、メジロザメ型だが側扁するものを「サメ類 B」、ホシザメ・ドチ

ザメに類するものを「サメ類 C」 とした。「サメ類 A」 は径・長さや弓溝形態にかなりの変異があ

り、多数の種が混在している可能性がある。サメ類 A椎体径は6mm～ 25mmで、10～ 18mm程

度のものが多い。量的には、歯ではイタチザメ・メジロザメ科 ?、 椎骨ではサメ類 Aが大半を占

める。

トビエイ科・エイロ 歯・椎骨が検出された。歯はすべてトビエイ科で、V字形に強く屈曲す
るものを「トビエイ科 A」、屈曲しないものを「トビエイ科 B」 とした。エイロとした椎骨は、サ

メ類のような明確な弓溝 (神経・血管弓門の脱落痕)を もたないものである。大半は小型 (タ イプ

A)だが、サメ類と同様の大型標本 (タ イプB)が 1点みられた。
ニシン科 水洗資料から角骨・主魚思蓋骨・基後頭骨 0椎骨が検出されている。頭部骨格はいずれ

もニシン亜科のもので、基後頭骨はマイワシ現生標本に近似する。 ミズン∬θrたιOι sjθんιり s

caααrjttα ttιαttsま たはヤマトミズン属 Attbttgα sιθrの 可能性が強い。椎骨はニシン科としたが、

これらも同一種と推定される。

ウツボ科 前鋤骨板・主上顎骨・歯骨の大部分は一般的なウツボ類に見られるタイプであり、
「ウツボ科A」 とした。その他に前鋤骨板の後部に多数の歯が密生して広い歯帯を形成するものが

1点あり、「ウツボ科 B」 とした。他の部位はウツボ科として一括した。

トウゴロウイワシ科 ? 水洗資料からギンイソイワシ現生標本に近似する角骨が検出された。近

縁の分類群との比較検討が不十分だが、暫定的にトウゴロウイワシ科 ?と した。
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ハタ科 前上顎骨・歯骨 0角骨・前魚思蓋骨 0主魚思蓋骨にはマハタ現生標本に近似するものと、バ

ラハタ現生標本に近似するものの 2タ イプがみられた。前者を「ハタ科 A」、後者を「ハタ科 B」

とした。量的にはハタ科 Aが大半である。ハタ科Bの前上顎骨は頬側に強大な歯列が 1列あり

(特に前端のものは大きく発達する)、 舌側に絨毛状歯帯が伴う。前鯉蓋骨では、ハタ科 Aは後縁

下部に鋸歯がやや発達するが、ハタ科 Bでは後縁にごく微小な鋸歯がみられるのみである。主魚思

蓋骨では、ハタ科 Aは関節から後方へ伸びる稜が直線的であるのに対し、ハタ科 Bでは下方に湾

曲する。その他の部位はハタ科として一括した。ただし椎骨については、第 1椎骨を除き、フエダ

イ科との判別が確実でないため、「ハタ型」とした。

ギンガメアジ属 主上顎骨・前上顎骨・歯骨・角骨・方骨・前魚思蓋骨・主魚思蓋骨にはカスミアジ

現生標本に酷似するものと、カスミアジに近似するが別種のもの (一部ギンガメアジに近似)の 2

タイプがみられた。暫定的に前者をギンガメアジ属 A(カ スミアジ近似種)、 後者をギンガメアジ

属 Bと した。判別困難なものは「ギンガメアジ属」とした。本属またはその近似種と考えられる

大型の稜鱗に2つの小穿孔を施した製品が数点確認されている。また水洗資料からは小型別種と考

えられる歯骨が 1点確認されている。なお、椎骨にはアジ科だが詳細不明の椎骨が若干ある。

フエダイ科 前上顎・歯骨・方骨が検出された。前上顎骨・歯骨は、頬側に大型歯列が 1条あり

(と くに前から第 2歯が著しく肥大する)、 舌側に絨毛状歯帯が伴う。ニセクロホシフエダイ現生標

本と基本構造は一致するが、細部が異なる。

フエフキダイ科 前上顎骨・歯骨でヨコシマクロダイが、また前上顎骨でフエフキダイ属が同定
された。フエフキダイ属前上顎骨には、ハマフエフキ現生標本に近似するもの、柄状突起が短く上

方に伸びる (顎骨体との角度が大きい)も の、顎骨体が細くアマミフエフキ現生標本に近似するも

のの 3タ イプがみられた。ここではそれぞれ「フエフキダイ属 A・ BOC」 とした。量的にはフエ

フキダイ属 Aが大半である。その他の部位はフエフキダイ科として一括したが、その多くはフエ

フキダイ属のものと推測される。

タイ型 フエフキダイ科とタイ科の尾椎 (と くに後半部)は類似性が強く判別が難しかったため、
「タイ型」として一括した。多くはフエフキダイ科と思われるが、クロダイ属や他の類似種も混じ

る可能性がある。

マグロ類似種 ピックアップ資料から尾椎が 3点検出されている。大型のサバ科でマグロに類似
するが、別種である。今のところ種類を特定するに至っていない。

ニザダイ科 ヒラニザ現生標本に近似する尾椎が 2点確認された。
ベラ科 咽頭骨には「コブダイ型」・「タキベラ型」・「ベラ科 A」・「ベラ科 B」 の各タイプ (金子
(1996)を 一部修正。樋泉2005)お よびその他のタイプがみられた。量的には「コブダイ型」が主

体である。なお「コブダイ型」とした標本の中には、コブダイ現生標本とは歯列や突起などの形状

が異なるものがあり、シロクラベラなどの類似種が含まれていると考えられる。その他の部位はベ

ラ科として一括したが、前上顎骨・歯骨などにはかなりの形態変異がみられ、多数の種が混在して

いると考えられる。

ブダイ科 口因頭骨・前上顎骨・歯骨でイロブダイ属、アオブダイ属が同定された。量的にはアオ
ブダイ属が大半である。アオブダイ属の下咽頭骨には、歯列面両側縁が平行で歯は密で直線的に配
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列するもの、歯列面両側縁はほぼ平行で歯はやや粗で弧状に配列するもの、歯列面両側縁は前方で

狭まり歯はやや粗で弧状に配列するものなどの変異があり、複数種が含まれると推定されるが、こ

こでは一括した。その他の部位はブダイ科として一括したが、主上顎骨・角骨にはかなりの形態変

異がある。

ハリセンボン科 棘はすべてハリセンボン属のもので、明らかにイシガキフグと判定されるもの
はみられなかった。顎骨の歯板部分のみの破片は前上顎骨・歯骨の判別が困難のため「前上顎骨/
歯骨」とした。なお、椎骨はフグ科との判別に関してさらに比較検討を要するため、「フグ科/ハ

リセンボン科」としてまとめた。

未同定の真骨類 ピックアップ資料のうち「前鰍蓋骨 ?」 としたものは三日月形で硬質堅牢、外
稜は著しく発達し、外面にヤスリ状の細顆粒が密である。おそらくオニオコゼ科またはその近縁種

と推測されるが確定していない。尾椎には大型資料 (椎体後面横径 22。 3～ 22。 4、 長さ30。2)が 2点

みられた。椎体はやや長く中央でくびれ、椎体側面下方に太い隆起帯をもつ。血管棘は椎体中央下

より発する。

b。 両生類・爬虫類

両生類ではカエル類が、爬虫類ではヘビ類、ウミガメ類、リクガメ類 (リ ュウキュウヤマガメ)

が確認された。とくにウミガメ類 ◆リクガメ類の出土量が多い。

力エル類 ピックアップ資料から3点が検出されたのみである。自然の遺骸と考えられる。
ヘビ類 椎骨が同定された。水洗資料 (サ ンプル B)では17点がまとまって検出されており、き
わめて大型の個体もみられることから、食用とされていた可能性も考えられる。

ウミガメ類 ピックアップ資料から多数の遺体が検出されている。下顎骨でアオウミガメと他の

種類 (未特定)が各 2点同定された。剣状腹板はおそらくアオウミガメと推定される。最も多くの

資料が得られた上腕骨でもアオウミガメに合致するもの多いが、他の種も混じる。撓骨・尺骨 0前

鳥口骨などにはアカウミガメに近似するものもみられた。全体として、アオウミガメを主体とし、

アカウミガメなども含まれていると推測される。いずれもかなり若い個体から老成した大型個体ま

でが混在している。

リクガメ類 主にビックアップ資料から多数の遺体が検出されている。リュウキュウヤマガメと

推定されるが、かなりの形態変異 (た とえば頂骨板では全体のプロポーション、鱗板間溝の形状な

ど)がみられる。同種内の個体変異と思われるが、下腹板には通常のタイプのほかに、かなり大型

で頑強なものが 1例ある。

c.鳥類

カラス属・ワシ科・カモ類 0サギ科・キジ科 (ヤマ ドリ?)が同定された。いずれも出土量は少

ない。

ワシ科 左尺骨が 2点得られた。1点は完存資料で GL=110.9。 トビ現生標本よりかなり小さく、

小型種である。他の 1点は遠位端破片で Did=18.3、 オオワシ現生標本 (Did=20.9)よ りやや小

さい。

カモ科 鳥口骨が 1点得られた。マガモ・カルガモとコガモの中間大で、中型のカモ類である。

サギ科 右尺骨完存資料。GL=205+。 アオサギ現生標本 (GL=195.3)よ りやや大型である。
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ヤマ ドリ? 鳥類遺体の中では特筆される資料である。キジ科の左大腿骨 (台帳番号6768)と 左

中足骨 (台帳番号611)が各 1点得られた。後者は曾畑式層準からの出土であり、前者もその可能

性が強い (中村怒氏のご教示による)。 左大腿骨は完存標本で GL=67+、 SC=5.1、 左中足骨は遠

位端破片で Bd=9.7。 いずれも形態・サイズはヤマドリ現生標本に近似し、キジとは異なることか

ら、ヤマ ドリである可能性が強い。ただし、近縁種で中国南部～東南アジアに分布するセキショク

ヤケイとの比較検討が未了のため、ここでは「ヤマドリ ?」 としておく。ヤマドリは日本固有種で、

現在の分布は本州・四国・九州に限られる (小林1983)こ とから、九州から持ち込まれたものであ

る可能性が高い。なお、本標本の同定に関しては江田真毅氏 (鳥取大学医学部)の ご教示を得た。

d.口甫手L美頁

ケナガネズミ? 大型のネズミ亜科の上顎臼歯・下顎骨が得られた。右下顎骨は第 1頬歯長4。 5、

第 2頬歯長3.5、 第1-2頬歯列長 L7。 7で、 ドブネズミよりかなり大きく、ケナガネズミである可能性

が高い。他にも同程度の大きさのネズミ科左上顎切歯 (幅 3.7)、 右下顎切歯 (幅 3。 0)、 右上腕骨遠

位端 (Bd=11。 3、 SD=4。 0)、 左大腿骨遠位端 (Bd=10。 5)、 左月菫骨近位端 (骨端未癒合脱落。骨端

離脱面の最大幅8。6)があり、これらもケナガネズミと推測される。なお、そのほかに小型のネズ

ミ科の切歯がわずかに採集されている。

オオコウモリ科 頬歯 2点 と上腕骨が得られた。頬歯の同定には前田 (1986)を参照した。上腕

骨は右近位端で Bp=11。 0である。

イヌ 右上顎第 2乳臼歯 (台帳番号8092)・ 右上顎犬歯・右撓骨 (完存。成獣。台帳番号5816)0

左枕骨 (骨幹部のみ。右とは別個体。台帳番号738)が各 1点得られた。右撓骨は中央区「曾畑層」

からの出土、他の標本も曾畑式期のものと推定される (中村懸氏のご教示による)。 いずれも散乱

骨で、埋葬を示す証拠はない。計測値は、上顎右大歯全長33。 4、 右桃骨 GL=99。 5、 Bp=12.3、 SD=

8。 1、 Bd=15。 2、 左桃骨 SD=8.6で ある。奄美大島宇宿小学校構内遺跡第 4文化層 (条痕文土器期 )

の埋葬大 (雄 ?)の撓骨は GL=122.7、 Bp=15.1、 SD=10。 8、 Bd=18。 9で (茂原・土肥2003)、 本

遺跡出土の撓骨 2点はこれよりかなり小さい。

リュウキュウイノシシ 膨大な数の遺体が出土している。MNIの全資料合計は上腕骨遠位端で

約350個体、顎・歯で約230個体に達し、他の主要部位でも200～ 100個体前後が得られている。

下顎 M3長 (最小一最大 :平均値土標準偏差)は、全資料の合計では18。 7-31.8:24。 7± 2.56(N=

279)、 出土層準が明確な資料に限定すると、第14層 。「曾畑層」では20。 5-28.6:23。 9± 2.30(N=

47)、 第13層では20。 7-29。0:23。 2± 3.55(N=6)、 第12層～第10層では21。 8-31。 8:26.9± 2.59(N=

27)、 第 9層 では20。0-28.4:25。 2± 3.12(N=9)と なった (第 1090110図 )。 第14層 ・「曾畑層」

と第13層 では小さく、第12層 ～第10層 でやや大型化の傾向が認められる。縄文時代早期～前期 (爪

型文～条痕文土器期)の野国貝塚 B地点の下顎 M3長は平均値で約23mm(川 島・村岡1984)、 ま

た第109図 には示していないが、縄文時代早期 (爪形文土器期)の新城下原遺跡 (金子・久貝2006)

でも21～ 24mmで野国貝塚と同様である。国頭産現生リュウキュウイノシシ (川島・村岡1984)で

は約26～ 27mmである。本遺跡出土資料と比較すると、「曾畑層」資料は野国貝塚 B地点・新城下

原遺跡とほぼ同様ないしはわずかに大型であり、第12層 ～第10層資料は現生種に近い。

下顎骨の自歯萌出状況から林ほか (1977)に従って年令構成を推定すると、全体としては年令段
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階Ⅳ (M3萌出完了=約 3。 5歳)以上の成獣が半数以上を占めており、年令段階Ⅱ oⅢ (1。 5～ 2。 5歳

前後)も 普通である。第3乳臼歯を残す幼獣 (年令段階 I=約 0。 5歳 )も見られるが少数である。犬

歯の性比はおおむねオス :メ ス=2:1である。ただし年令構成・性比の層位・年代別の検討につ
いては今後の課題である。主要四肢骨は骨端関節を欠いているものが多く、これらはおそらく人為

的に打ち割られたものと推定される。

クジラロ (イ ルカ・クジラ類) イルカ類は頭蓋破片・顎歯・椎骨・肋骨が検出された。MNI

は 2個体 (連合頚椎)である。椎骨の大半は椎体横径 2。 7～ 4。3cmで中・小型のイルカ類が主体だ

が、5。 1～ 5。 9cm(ゴンドウクラス)の資料が 2点ある。そのほかに、大型クジラ類の頭骨破片と部

位不明破片も普通に検出されている。

ジュゴン 上顎骨 0切歯骨・椎骨・肋骨が検出されている。その他に骨質から見てジュゴンと思
われるが部位の特定にいたっていない小破片がわずかにある。

(3)遺体群の組成と特徴

a.ピックアップ資料

脊椎動物全体 脊椎動物遺体の全体的組成 (MNI比)を みると (表46・ 第111図 )、 イノシシと

魚骨がおおむね同数で圧倒的に優占している。リクガメ類もかなり多く、ウミガメ類も普通である。

以上は第14層・「曾畑層」～第 9層の資料を合算した結果であり、現段階では層別の詳細を把握で

きていないが、出土層準が明確な資料でみる限り、魚骨・イノシシ・リクガメ類ともに「曾畑層」・

第14層からの出土量がもっとも多いことから、曾畑式期の様相をかなりの程度反映しているとみて

よいと思われる。

これに対し、縄文時代早期～前期 (爪形文土器 0条痕文土器期)の野国貝塚 B地点 (盛本1984)

ではMNIで 661個体に達する膨大な量のイノシシが集中的に出土しているが、魚骨は25点 (MNI

計 5個体)と ごく少ない。第111図 には示していないが、同じく縄文時代早期 (爪形文土器期)の

新城下原遺跡第 9層 (金子・久貝2006)で もイノシシ70個体に対し、魚骨は 4点のみ (MNI=1

個体)で、野国貝塚と同様にイノシシが圧倒的多数を占める。いっぽう、縄文時代中期以降の諸遺

跡では魚類が70～ 90%前後と圧倒的に優占するようになり、イノシシが大きく減少する。これらと

本遺跡を比較すると、イノシシがきわめて多数である点では野国貝塚や新城下原遺跡と同様だが、

魚骨が多い点では縄文時代中期以降の遺跡に類する傾向も認められ、中間的な様相である。

魚類 以上からもわかるように、本遺跡は、多数の魚類遺体が検出された遺跡としては沖縄で最
古に位置づけられる。すなわち、本遺跡の魚骨資料は沖縄における魚類利用の発展開始期の様相を

知るうえで重要である。魚類の組成 (MNI)を みると (表460第 112図 )、 ハリセンボン科が88で

最も多く、ハタ科58、 ベラ科55、 フエフキダイ科51がこれに次ぐ。ウツボ科28も やや多く、ほかに

ブダイ科13、 クロダイ属10、 サメ類・モンガラカワハギ科各 5、 ギンガメアジ属4も 普通である。

サメ類は、最小個体数は多くはないが、イタチザメ 0メ ジロザメ科 ?の歯や椎骨の出土がかなり目立

つ (最小個体数が少ないのは、サメ類の骨格が最小個体数に適した部位をもたないためと思われる)。

一般に、沖縄諸島の縄文時代中期以降の遺跡では、サンゴ礁海岸に面した地域ではブダイ科、金武

湾・中城湾といった内湾砂底域に面した地域ではフエフキダイ科・ベラ科が卓越する傾向が広く認
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められるが (第 112図 )、 これらと比較して本遺跡の魚類組成は他に例のない独特の様相を呈 して

いる。

具体的にみると、現在の本遺跡前面の海岸は干瀬とイノーが発達する典型的なサンゴ礁海岸であ

り、このため第112図でも暫定的に「サンゴ礁海岸」のグループに含めてあるが、ブダイ科は少な

く、むしろフエフキダイ科やベラ科が優先する点で内湾沿岸の1)量跡にやや近い傾向を示している。

実際、出土したフエフキダイ科とベラ科の大多数を占めるフエフキダイ属 A・ ベラ科 (コ ブダイ

型)に は、内湾砂底域を好むハマフエフキ・シロクラベラが多く含まれている可能性が高い。本遺

跡の最多種であるハリセンボン科も、現在イノーや港湾内などに多くみられる。以上から、本遺跡

の魚類相は、全体としては内湾的な様相を強く示していると考えられるが、ハリセンボン科が最多

種となる点で他の「内湾型」の遺跡とは明確に異なる。

なお、貝類では閉鎖的な内湾泥底に生息するハイガイが多数出土しているのに対し、こうした環

境を好むクロダイ属などは多くない。これは縄文時代中期以降の遺跡にも一貫して認められる特徴

である。

岩礁～サンゴ礁性のハタ科やウツボ科が多い点も本遺跡の特徴といえる。ハタ科が多い傾向は、

縄文時代前期～中期の奄美大島宇宿小学校構内遺跡 (条痕文土器期～縄文中期。名島2003)や古我

地原貝塚 (縄文中期中心。金子1987)で も認められることから、縄文前期～中期の時代的な特徴で

ある可能性も考えられる。いっぽう、ブダイ科に代表される典型的なサンゴ礁要素は、これらの遺

跡よりかなり貧弱である。ハタ科やウツボ科は肉食性であり、サンゴ礁への依存度はブダイ科ほど

強くないことからみて、上記の特徴は曾畑式期の本遺跡周辺においてサンゴ礁がまだ発達過程にあっ

たことを示している可能性がある。ただし、この点については貝類遺体や地質・地形との比較検討

が必要である。

サメ類やギンガメアジ属 (ま たは近縁の大型アジ類)が目立つ傾向は、野国貝塚 B地点 (盛本

1984)で いっそう明確に認められる。すなわち野国貝塚では魚骨の出土量はごく少ないものの、種

類が判明している標本 9点中サメ類椎骨 (メ ジロザメ型)が 5点 を占めている (ただし歯は確認さ

れていない)。 また写真図版からみて、「種不明」とされている椎骨17点の中に大型アジ類のものが

数点確認できる。新城下原遺跡で採集された唯一の椎骨も、写真図版によって大型アジ類 (おそら

くギンガメアジ属)に同定できる。サメ類や大型アジ類は縄文時代中期以降の遺跡でも数点程度は

出土するのが普通だが、魚骨全体に占める比率は一般にごく低い。したがって、これらが目立つ点

は縄文時代早期～前期の時期的な特徴である可能性も考えられる。

爬虫類・鳥類 爬虫類ではリクガメ類 (リ ュウキュウヤマガメ)がかなり多い点が特徴である。
この点は野国貝塚・新城下原遺跡だけでなく縄文時代中期以降の諸遺跡と比較しても際立っており、

本遺跡に固有の特徴といえる。リュウキュウヤマガメは現在の山原のような状態のよい照葉樹林を

生息地としており、当時の遺跡周囲にそうした森林環境が広がっていたことが推定される。ウミガ

メ類が普通である点は野国貝塚や新城下原遺跡と同様である。ほかにヘビ類がわずかに検出されて

いる。鳥類は少ないが、ヤマドリ?2点の出土が特筆される。九州から持ち込まれたものと推定さ

れる。ほかにカラス属・ワシ科・サギ科・カモ類がみられたが、いずれも少数である。

哺乳類  「曾畑層」を中心に大量のイノシシが出土しており、先1)杢のとおり新城下原遺跡、野国
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貝塚 B地点と類似の様相である。下顎 M3の計測値も、「曾畑層」に限定すれば野国貝塚 B地点や

新城下原遺跡とほぼ同様である。同時代の九州のイノシシよりはるかに小さく、持ち込まれた個体

の存在は考えにくい。年令・性比の層別の検討は今後の課題だが、年齢構成は、全体としては乳歯

を残す幼獣もみられるものの、M3萌出完了 (咬耗開始)以後の成獣が主体であり、飼育を示唆す

る傾向はとくに認められない。この点も野国貝塚や新城下原遺跡と同様である。性比は雄 :雌が約

2:1で、野国貝塚・新城下原遺跡 (おおむね 1:1)よ り雄が多い。また、本遺跡出土イノシシの

主要長骨には骨端関節を欠損した資料が多く、人為的に打ち割られた可能性が高い。同様の特徴は

野国貝塚でも指摘されており (川島 。村岡1984)、 類似の方法で骨髄摘出が行われた可能性がある。

イヌは、少数ではあるが、「曾畑層」からの出土が確認された。奄美・沖縄諸島におけるイヌ遺

体の最古例としては、これまでに奄美大島宇宿小学校構内遺跡第 4文化層 (条痕文土器期)か ら検

出された埋葬大 2体が知られているが (中 山2003、 茂原・土肥2003)、 本遺跡の資料はこれらより

も古 く、沖縄諸島へのイヌの導入が曾畑式期まで遡ることが確認された。小型犬で、縄文大と同系

統である可能性が強いが、形質・系統の詳細についてはさらに検討を要する。

陸生哺乳類では、ほかにケナガネズミとその他のネズミ科・オオコウモリ科が若千検出されてい

る。ケナガネズミはリュウキュウヤマガメと同様の鬱蒼とした照葉樹林を生息地とするが、出土数

はリクガメ類に比べてごくわずかであった。なお、製品としてニホンジカの角が1点出土している。

ヤマ ドリ?と 同様に九州方面から持ち込まれたものと推定される。

海生哺乳類ではジュゴン、イルカ類、クジラ類が検出された。いずれも最小個体数は1～ 2と少な

いが、破片は普通であった。

b.水洗選別資料

試掘穴No。 143の「曾畑層」から採取された 2点の堆積物サンプル (A・ B)の水洗選別によって、

多数の小型骨が回収されている (表47048)。 とくにサンプル Bか らの検出数が多い。いずれも魚

類を主体として、イノシシも多 くみられる。サンプル Bではリクガメ類・ヘビ類も普通であり、

ほかにウミガメ類・イルカ類およびヒトの歯がわずかに検出されている。ピックアップ資料と比較

すると、魚類・イノシシが主体をなし、リクガメ類を普通に伴う点では共通しているが、魚骨の比

率がいっそう高い。これは、以下に述べるように、ビックアップでは見落とされてしまうような小

型魚骨が多数回収されているためと考えられる。

魚類の内容をみると、サンプルAではハタ科・ニシン科が普通であり、ほかにサメ類・ウツボ

科・フエフキダイ科・ブダイ科 0モ ンガラカワハギ科・ハリセンボン科が検出された。サンプルB

でもハタ科が最も多く、サメ類・ニシン科・ウツボ科・アジ科・フエフキダイ科・ブダイ科も普通

であり、 トウゴロウイワシ科・カマス科 ?・ クロダイ属 ?・ ベラ科 ?・ モンガラカワハギ科・ハリ
センボン科が若干混じる。全体として小型魚 (小型種または幼魚)が主体である。ハタ科・ブダイ

科は大小の個体が混在しているが、ハタ科では小型魚がとくに目立つ。これに対し、フエフキダイ

科はすべて成魚クラスであり、傾向が異なる。

ピックアップ資料と比較すると、ハタ科の幼魚やニシン科のような小型魚が目立つ反面で、ハリ

センボン科やベラ科が少ない。小型魚が多い点については、いうまでもなくピックアップ資料では

これらが採集漏れとなっているためと考えられる。いっぽうハリセンボン科やベラ科が少ない点に
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ついては、これらが大型魚に偏っていたためとも考えられるが、水洗選別したサンプル量が少ない

ことから、偶然の偏 りに起因する可能性も考えられる。

これまでに水洗選別で多数の小型魚骨が検出された例としては、縄文時代後期の伊是名貝塚 (金

子2001)お よび津堅島キガ浜貝塚 (沖縄県教育委員会編1978、 菅原2006)が もっとも古い。いっぽ

う、爪形文土器期の野国貝塚 B地点Ⅳa層 (盛本2004)お よび新城下原遺跡 (金子・久貝2006)で

も水洗選別が行われているが、魚骨はほとんど検出されていない。したがって本遺跡の事例は、沖

縄における小型魚類の本格的な利用の開始期が曾畑式期に求められること、またこの段階ですでに

大小さまざまな魚類の捕獲に適した多様な漁労技術が存在したことを示唆している。なお、伊是名

貝塚では小型のハタ科・ブダイ科が多数検出されている点で本遺跡と類似しており、両者の関連に

関心がもたれる。

なお、黒住耐二氏が貝類分析用に第14層 より採集したブロックサンプル (1350cc。 最小メッシュ

lmm使用)を観察させていただいた結果、魚骨は少なく、サメ類歯 3点、タイ型 (フ エフキダイ

科 ?)歯 5点、ハタ科主上顎骨左右各 1点、ハリセンボン科棘 1点が得られたのみであった。上記

のサンプルA・ Bの体積や黒住氏のサンプルとの層位的・位置的な関係を確認していないため、直

接の比較はできないが、「曾畑層」における魚骨の包含状況にはかなりのムラがあつた可能性も考

えられる。

Ⅱ.砂丘区
砂丘区では、E-20グ リット「貝集積土坑」をはじめとする遺構および遺構外の堆積層から多数の

骨類が採集されている。また、F-19グ リット「井戸状遺構」からは 1体分のイヌの骨が交連状態で

検出されている。ここではそれぞれに分けて、分析結果を記載する。

1。 「貝集積土坑」

(1)資料と分析方法

この遺構はE-20グ リットの中央付近から検出された。直径約 2m、 深さ約50cmのほぼ円形で、

覆土内に貝殻や骨が高密度で包含されていた。周辺に柱穴があることから、円形竪穴住居跡の可能

性が指摘されている (北谷町編2005)。 面縄前庭式土器を伴う。発掘は、まずサブトレンチが東西・

南北に入れられ、さらに北西側1/4が掘り下げられている。また南東区画の覆土内より炉が検出さ

れている (「炉 8」 )。 資料は「西側」0「東側」。「北側」。「北西側」・「炉 8周辺」に分けて採集され

ている。

資料の採集方法は、ビックアップと水洗選別が併用されている。水洗選別による採集資料につい

て、試験フルイを使用して再度飾別を行った結果、4mmメ ッシュを通過するものは多数であった

が、2mmメ ッシュを通過したのはほぼ微小骨片のみであったことから、おそらく2～ 3mm日 程

度のフルイが使用されたと推定される。

ピックアップ資料については、これまでにほぼ全ての資料の分析を終えているが、水洗選別資料

については、これまでに分析を終えたのは全体の56%(重量比)である (表 50)。 同定対象部位・

同定方法については、基本的に低湿地区と同様である。なお、ビックアップ資料・水洗選別資料と

もに、層別に分けられているものと、一括されているものがあるが、ビックアップ資料については

-488-



層別の集計は行わなかった。

(2)分析結果

魚類・爬虫類・鳥類・哺乳類が同定された。全体的な組成 (MNI)を みると、ビックアップ資

料では魚類が31と圧倒的に多く、以下リクガメ類 4、 イノシシ 3、 ヘビ類・ネズミ亜科・イヌ・ク

ジラ類が各 1である (表 49)。 水洗資料では魚類が54と さらに多く、ほかはリクガメ類・イノシシ

各 2、 ヘビ類 1と少ない (表 51)。 なお、採集資料では確認されなかったが、現地での観察によれ

ば、未発掘部分の覆土中に人骨数点とジュゴンの頭蓋骨が含まれていることを確認している。

魚類の組成をみると、ビックアップ資料ではブダイ科が14(ア オブダイ属13、 イロブダイ属1)

で圧倒的に多く、以下ハタ科 5、 フエフキダイ科・ハリセンボン科各 3、 クロダイ属 2、 他はすべ

て 1である。水洗資料でもブダイ科が20(ア オブダイ属18、 ミゾレブダイ・ブダイ属各 1)と さら

に卓越し、以下ハタ科 6、 フエフキダイ科 5、 アイゴ属・ベラ科各 3、 ニシン科・ウナギ属各 2、

他はすべて 1である。なお、ニシン科にはサッパに近似する角骨のほか、これとは別種と考えられ

る大型で頑丈な尾椎があり、「ニシン科 A」 とした。ドロクイの可能性がある。アジ科腹椎には、

マアジに近似するものと、マアジに似るが椎体が短いものの 2タ イプがあり、後者を「アジ科 A」、

前者を「アジ科 B」 とした。いずれもマアジとは別種と思われる。

魚類主要種のサイズをみると、アオブダイ属は下咽頭骨の歯列面幅はビックアップ資料4。 7～ 10。 6、

水洗資料4。 3～ 7.5で、小型～中型の個体が大半であり、とくに小型魚が多い。ハタ科も小～中型が

主体であり、とくに水洗資料では歯骨連合部高3.0～ 4.7mm程度の小型魚が大多数を占める。フエ

フキダイ科は大小の個体が混在しており、水洗資料では若魚が大半だが、ビックアップ資料ではハ

タ科やブダイ科に比べて大型の個体もやや目立つ。ベラ科・アイゴ属・ニザダイ科も小型魚が大半

である。

リクガメ類 (おそらくリュウキュウヤマガメ)と イノシシは全身の骨格がみられ、部位組成にと

くに偏りはないようである。イノシシは焼骨が目立った。

(3)「貝集積土坑」の脊椎動物遺体群の特徴

低湿地区と比較すると、魚類が多く、とくにブダイ科が圧倒的に卓越する点、ベラ科・ハリセン

ボン科が少ない点で、明確な違いが認められる。こうした特徴は縄文時代中期以降の諸遺跡に一般

的なものであり、曾畑式期にみられた特異性は、本遺構ではかなり薄くなっている。ただし、ハタ

科とリクガメが多い点は低湿地区と共通しており、曾畑式期に引き続き、本遺跡を特徴づける傾向

といえそうである。また、すでに述べたとおり、ハタ科が多い点は同時代の古我地原貝塚と類似し

ており、この時代の特徴である可能性も考えられる。

2.遺構外出土資料

(1)資料と分析方法

ここでは「貝集積土坑」以外から採集された資料を「遺構外出土資料」として一括した。これら

の資料の中には、厳密には柱穴などの遺構内出土資料も若干含まれるが、その数はごく少ない。

遺構外出土の骨の分布状況を見ると、試掘穴No。 1～試掘穴No.3、 ATPO BTP、 C-17～ 24グ リッ

ト、D-17～ 19グ リット、E-14～ 23グ リット、F-19グ リット、G・ H-19グ リットなど広い範囲から

出土しているが、とくにC～ F_19020グリットに集中している。層位 0年代的な検討は今後の課題
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だが (こ のため表54～表64に示した層名は仮のものである)、 上記集中範囲ではとくに第 7層 (仮

層名の第 4層 )か らの出土量が多い。年代的には、全体として縄文時代中期から弥生時代相当期に

わたる資料が含まれていると考えられるが、上記集中範囲では縄文時代後期～晩期の資料が主体を

なしている可能性が高い。

資料の大部分はビックアップで採集されたものだが、E列 トレンチの壁面4箇所で採取したブロッ

クサンプルの水洗選別によつて若干の資料が得られている。

なお、遺構外出土資料の同定については、今後さらに検討を要する部分がある。また、上記のと

おり、層序に関する詳細な検討も今後の課題であり、組成の検討に際しては層準を区別せず、全資

料を一括して扱っている。したがって、ここで示した同定結果・および記載は暫定的なものであり、

今後の分析によってある程度修正される可能性がある。

(2)分析結果 (暫定結果)

a.ピ ックアップ資料

集計結果を表54～表64に示した。脊椎動物遺体全体の組成 (MNI)を みると、魚類が約1100

(暫定値。さらに要検討)で圧倒的に多く、次いでイノシシ149、 リクガメ類48、 ウミガメ類11、 鳥

類 7、 ネズミ科 5、 オオコウモリ科 4、 カエル類 3、 イヌ 2、 ジュゴン1である。ほかにヘビ類の

椎骨が (総計685点)お よびクジラ類の骨方が多数出土しているが MNIの算定が困難である。

魚類の内訳をみると、ブダイ科が350と 最も多く、ベラ科が290、 フエフキダイ科が174で これに

次ぐ。ハリセンボン科86、 ハタ科50、 クロダイ属39、 モンガラカワハギ科34な ども多い。

イノシシは左上腕骨遠位端で149個体が算定された。ただし、他の主要部位では歯が下顎 M3で

52(暫定値)、 四肢骨でも50～ 60前後で、上腕骨に比べてかなり少ない。年齢構成の詳細は検討未

了だが、下顎 M3が左右計104点あるのに対し、下顎 dm4は 27点 と少ないことから、大まかには成

獣が主体であると推定される。

b.水洗選別資料

分析結果を表52～表53に示した。縄文時代中期層準から採取したサンプルからの骨類の検出数は

ごく少なく、縄文時代晩期 ?層準のサンプルでは皆無であった。これは、前者が砂丘、後者がバー

ムと推定される堆積物 (松田順一郎氏のご教示による)か らのサンプルであり、人間の活動域から

はずれていたことによるものかもしれない。

弥生時代相当期層準のサンプルではやや多くの骨が検出されたが、それでもハタ科 0フ エフキダ

イ科・ブダイ科・モンガラカワハギ科 0ハ リセンボン科・リクガメ類などが 1～数点確認されたの

みであった。サンプルを採取した層は腐植質の遺物包含層で、貝・土器なども多く含まれていたこ

とから、この時期における本遺跡での漁労 (魚類利用)や狩猟活動の低下を示す可能性がある。

(3)遺構外出土の脊椎動物遺体群の特徴

ピックアップ資料を「貝集積土坑」と比較すると、魚類が圧倒的に多く、イノシシがこれに次ぐ

点では共通するが、リクガメ類は他の遺跡に一般的なレベルまで減少する。魚類の内容をみても、

ハタ科が減少し、ブダイ科を筆頭にベラ科・フエフキダイ科を加えた 3種が組成の大半を占めてお

り、サンゴ礁海岸の遺跡に普1)匠的なパターンとなる。このように遺構外出土資料では、低湿地区や

「貝集積土坑」にみられた本遺跡の独自性はほぼ完全に失われ、ごく平均的な内容に変化している。

-490-



なお、魚類ではベラ科の急増が目立ち、他のサンゴ礁海岸の遺跡よりもかなり高い値となっている

が、この点についてはベラ科の詳細なタイプ分析を踏まえた上で改めて検討したい。

3口 F-19グリット「井戸状遺構」から出土したイヌに関するコメント

F-19グ リット「井戸状遺構」 (第 66図 )では、覆土の中層よリイヌの全身骨格が検出された。骨

格は交連状態を良く保っており、おそらく埋没時の体勢がほぼ保存されていると推定される。頭骨

と環椎がやや離れており、他にも一部の部位が本来の位置からずれているが、埋没後の二次的な移

動によるものであろう。横臥姿勢だが、首～頭はまっすぐに伸びて背側に強く屈曲しており、不自

然な姿勢であることから、埋葬されたものかは微妙である (個人的な印象としては、井戸に投げ込

まれたまま埋没したもののように見える)。 永久歯の萌出および四肢骨骨端の癒合は完了しており、

成獣である。右肛骨には骨幹の湾曲と膨らみがみられ、骨折治癒などによる変形と考えられる。実

物標本の検討が未了のため、詳細の記載は改めて行うこととしたい。沖縄の縄文時代～平安時代相

当期遺跡のイヌは散乱状態で出土するのが一般的であり、本資料がこの時代のものであるとすれば、

この時期のイヌの形質的特徴を知るうえできわめて貴重な標本である。
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表38。 伊礼原遺跡(低湿地区)の魚類遺体(全資料一括) 表38(つづき)
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イロブダイ属    前上顎骨   1  /  1  5  1
イロブダイ属     歯骨    1   /  0
イロブダイ属    上咽頭骨       1
イロブダイ属    下咽頭骨       1

八夕科
ハタ科
ハタ科
八夕科
ハタ型
ハタ型
八夕型 7

主上顎骨

方骨

擬鎖骨

第 1椎骨

腹椎

尾椎

椎骨

アオブダイ属
アオブダイ属
アオブダイ属
アオブダイ属

前上顎骨

歯骨
上咽頭骨

下咽頭骨

11

7

19

/

/

/

1

15

12

12

16

10

17

7    /    8    55   12
6    /    6
9    /    7
12

4    2

ブダイ科
ブダイ科
ブダイ科
ブダイ科
ブダイ科
ブダイ科

主上顎骨

角骨

方骨

前鯛蓋骨

主認蓋骨

腹椎

顎骨破片
口蓋骨

15

ギンガメアジ属A
ギンガメアジ属A
ギンガメアジ属A

骨

骨

骨

一

歯

角

方
一

／

／

／

一

ギンガメアジ属 B

ギンガメアジ属 B

ギンガメアジ属 B

ギンガメアジ属 B

ギンガメアジ属 B

主上顎骨

前上顎骨

角骨

前鯛蓋骨

主鯛蓋骨

／

／

／

／

／

一

7  2 ブダイ
5

179   88
八リセンボン科

八リセンボン科
八リセンボン科
八リセンボン科

前上顎/歯骨

舌顎骨
八リセンボン科    棘    (      )
フグ科     前上顎骨   1   /  1  9  3
フグ科
フグ科
フグ科

歯骨    3

11

真骨類 (未同定)
真骨類 (未同定)
真骨類 (未同定)
真骨類 (未同定)
真骨類 (未同定)
真骨類 (未同定)

主鯛蓋骨   1

69

歯骨

角骨ギンガメアジ属
ギンガメアジ属
ギンガメアジ属
ギンガメアジ属
ギンガメアジ属
ギンガメアジ属 7
ギンガメアジ属 7
ギンガメアジ属 7

昌

旨

　

　

　

　

　

一

顎

顎

骨

骨

骨

椎

椎

鱗

一

一

性

歯

角

方

腹

尾

稜

一

／

／

／

／

／

６

‐０

４０

類

類

いソ

い
ソ

ア

ア

腹椎

尾椎

4     1

フエダイ科

フエダイ科

フエダイ科

フエダイ科 7

前上顎骨

歯骨

方骨

腹椎

ア

／

／

１

4     1 骨

骨

骨

歯

角

方

前鯛蓋骨フ

ヨコシマクロダイ
ヨコシマクロダイ
コ ロダ

フエフ イ ∧

工

工

フ エ イ科

フエフキダイ科
フエフキダイ科
フエフキダイ科

前上顎骨

歯骨

主上顎骨

歯骨

角骨

方骨

腹椎

4    7    4
1   2   1 真骨類 (同定不可)

真骨類 (同定不可)
真骨類 (同定不可)

角骨

前鯛蓋骨

第 1椎骨

7

25

5

11

10

19

9

5

(右段につづく)
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表39。 伊礼原遺跡 (低湿地区)の両生類・爬虫類遺体
(全資料一括)

表40。 伊礼原遺跡 (低湿地区)の鳥類・哺乳類遺体
(イ ノシシを除く。全資料一括)

エ リ

ウ ミ メ類

3   1 カラス属

カラス属

カラス属 7

1  3   1
撓尺骨 尺骨

尺骨

近位端  1 /
骨幹    1

ワシ科 尺骨

中足骨   遠位端

完存   1 /   2  1

前鳥口骨
上腕骨

尺骨    1
腸骨    4
座骨

大腿骨    2
上腕骨/大腿骨破片

月至骨

頂骨板

縁骨板

肋骨板

椎骨板

椎骨板 (最後尾)
臀骨板

背甲板破片
上腹板   44
内腹板

中腹板   75
中腹板(左右不明破片)
下腹板   63

下腹板(左右不明破片)
剣‖犬腹オ反    54
剣状腹板(左右不明破片)
腹甲板破片

上顎骨

下顎骨

下顎骨 7破片

頭頂骨

前頭骨

後眼高骨

鳥口骨+肩甲骨
鳥口骨

鳥口骨(左右不明破片)
肩甲骨

鳥□骨′肩甲骨(左右不明破片)
前鳥口骨

前鳥口骨(左右不明破片)
上腕骨
上腕骨(左右不明破片)
撓骨

尺骨

中手骨 7

寛骨 (座骨)

大月i星骨

月堅骨

俳骨

中足骨

指骨

末節骨

頸椎

椎骨

頂骨板

縁骨板

椎骨板

肋骨板

臀骨版
上腹板
上腹板(左右不明破片)
内腹板

下腹板

剣状腹板

腹甲板破片

甲板破片(背腹不明)
書区什不日月詰片

／

／

／

／

／

／

４

／

５４

４３４

６‐‐

９３

２３

４

‐ ２‐

／

２２

／

‐ ２

／

２

／

５

２７２

６２８

マ

マ

ヤ

ヤ

鳥類 。同定不可  長骨破片 6      6

ケナガネズミ ?
ケナガネズミ 7
ケナガネズミ 7
ケナガネズミ 7
ケナガネズミ 7
ケナガネズミ 7
ケナガネズミ 7
ケナガネズミ 7

上顎切歯

上顎臼歯 (前 )
上顎臼歯 (中 )

下顎骨

下顎切歯

上腕骨

大腿骨

月堅骨

9    2

遠位端
遠位端

近位端

ネズミ科
ネズミ科

上顎切歯

下顎切歯

ア

／

1   4    3

存

幹

完

骨

頬 歯

２

／

／

３

６

２

１

２４

３

８

１

４

オオコウモリ科
オオコウモリ科

2

/

3   1

上腕骨   近位端
イヌ

イヌ

イヌ

イヌ

上顎 m2
上顎C

撓骨

撓骨

4     1

イルカ類
イルカ類
イルカ類
イルカ類

イルカ類
イルカ類

イルカ類
イルカ類
イルカ類
イルカ類
イルカ類

イルカ類

後頭骨破片

耳骨胞

上顎骨破片

頭骨破片

連合頸椎

連合頸椎破片

椎骨

椎骨破片

椎頭板

肋骨

肋骨破片

/

/

1

/

/

/

/

/

4

/

1

/

2

/

3

/

/

/

/

/

/

/

/

23

3

2

1

9

49

3

135

3

/

1

2

/

/

23

187

48

クジラ類

クジラ類

クジラ類

頭骨破片

下顎骨破片

部位不明破片

34    1１

／

３２

／

／

１

３２

ン

ン

ン

ン

ゴ

ゴ

ゴ

ゴ

ユ

ユ

ユ

ユ

ヾソ

いソ

いソ

いソ

上顎骨

切歯骨

椎骨

肋骨破片

1   36    1

5 ５

　

‐７

　

４

７

３

１

４

２

３

13 ジュゴン 7

ジュゴン 7

頭骨破片         4   13
椎 骨

尺 完 存

〕モ類 ) 烏 口
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表41。 伊礼原遺跡(低湿地区)のイノシシ上顎骨の詳細①
*00アルファベットのあるものは歯が残存.アルファベットは歯の咬耗段階 (金子 (1996)に準拠)

台帳

番号
地 区 層準 左 右 数 性 備考

|(1)1 102 |(1)3 Pl P2 P3 dm4 P4 Ml M2 M3

8657 TP― No l l 欠 欠

8657 丁P― No l l ♀ ○ ○

8657 丁P― NQl l
8657 TP― NQl l
8657 丁P― NQl l
8657 TP― Noll
8657 TP― No l l 欠

8657 TP― NQl l ♂ 欠 欠

3126 西 区 V‖

6924 西 区 V‖

3732 西 区 曽畑層 幼獣 (乳歯)
5238 西 区 曽 畑

5238 西 区 曽畑層 幼獣 (乳歯)
5238 西 区 曽 畑

5630 西 区 崩落 [

2162 西 区 木の層 幼獣 (乳歯)
299 ○

5861 中央区 IX層 欠

5861 中央 区 IX

418 XI

609 中央区 × 1層 欠 欠

1608 × |

3348 中央区 XI層 欠

4771 中央 区 XI

5407 XI

5413 中央区 × 1層

5518 XI

5811 XI

6839 中央区 XI層
6978 XI

182 中央区 X‖ 層 欠

556 中央区 XI‖ 雇 欠

4812 ×‖|

5571 中央区 ×‖1層 ○ 欠 欠

5896 中央 区 X‖ | 欠

5897 X‖ | ♂ 欠 欠 欠 欠

5897 中央区 ×|‖ 層 ♂ 欠 欠 欠 欠

5417
6104 中央区 はぎI 幼獣 (乳歯) ○

5822 中央 区 暗オリープ仔
6227 灰 ∈ 層

7442 中央区 灰白色土 欠

7547 中央 区 灰 白色三

7574 土

6668 中央区 ○

6789 混礫石 欠 欠 欠

6789 中央区 混礫砂層

6789 中央区 混礫石 欠 欠 欠

2025 清掃日

4728 中央区 清掃時
859 中央 区 曽 畑

1622 中央区 曽畑層 幼獣 (乳歯) 欠

1622 中央区 曽畑層 幼獣 (乳歯)
2474 中央区
2662 中央区 曽畑

3492 曽 畑 欠

4817 中央区 曽畑層
4817 中央 区 曽 畑

4859 曽 畑

4859 中央区 g

4859 中央 区 曽 畑 欠 欠

4859 曽 畑 欠 ○ ○ ○ 欠

4883 中央区
5152 曽 畑 ○

欠5258 中央区 曽畑層
曽 畑5286 中央区

5286 曽 畑

5286 中央区 曽畑層
中央 区 曽 畑 欠5286

5626 曽 畑

欠5718 中央区 曽畑層
中央 区 曽畑 15718

5802 層 幼獣 (乳歯)
○ ○5844 中央区 曽畑

欠6096 曽 畑

曽畑 j6139 中央区
6183 曽 畑

表41 つ
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表41.伊礼原遺跡(低湿地区)のイノシシ上顎骨の詳細②
*〇・アルファベットのあるものは歯が残存.アルファベットは歯の咬耗段階 (金子 (1996)に準拠)

台帳

番号
地 区 層準 左右 数 性 備考

,よ L
|(1)1 |(1)2 |(i)3 Pl P2 P31 dm) dm4 P4 Ml M2 M3

6194 中央 区 曽畑 層

6194 中央 区 雷畑層 欠 ○ ○

6624 中央 区 曽畑層 6624・ 5234接合

7532 中央区 曽畑層
7572 中央 区 曽畑 層

7651 中央区 曽畑層 幼獣 (乳歯) 欠 欠

8367 中央 区 曽畑 層

929 曽畑 層上部

6262 中央 区 調率時

8428 粘 質

8526 中央区 粘質 幼獣 (乳歯)
952 中央 区 粘 質

'昆

じり 欠

953 中央区 粘質混 じり 欠 ○ 欠

940 中央 区 不 明

940 不 明 ♂ 欠 ○

940 中央 区 不 明

940 不 明

940 中央区 不明 幼獣 (乳歯)
940 中央 区 不 明

940 不 明

940 中央区 不明 欠

940 不 明

940 中央区 不明 幼獣 (乳歯) ○

940 中央 区 不 明 欠

940 不 明 欠 欠 ○ ○

940 中央 区 不明

940 不 明

940 中央区 不明 幼獣 (乳歯) 欠 欠

950 不 明 ♂ 欠

950 中央区 不明 幼獣 (乳歯 ) ○ ○

950 中央区 不明

950 不 明

950 中央区 不明

950 中央 区 不 明

950 不 明

4721 中央区 不明 g g

4721 不 明 ♂ 欠

5775 中央区 不明 ○

6056 中央 区 不 明 欠

6163 崩落土

6282 中央区 崩落土 欠 欠 ○ 欠

7866 崩落土

2102 中央区 木の層 幼獣 (乳歯)
2144 中央区 本の層
1442 緑 灰色砂 層

3871 中央区 緑灰色砂層 ○

3871 中央 区 緑 灰仲石′少層

3871 緑 灰色砂 層

4404 中央区 緑灰色砂層 ○ 欠

4741 中央 区 緑 灰色砂 層 欠

4801 緑 灰色砂 層

4839 中央区 緑灰色砂層 ♂ 欠 欠

4839 緑 灰色砂 層

4856 中央区 緑灰色砂層

4882 緑 月層fL石少雁彗 欠 ○

4885 緑 灰色砂 層 欠

4885 緑 灰色砂 層

4885 中央区 緑灰色砂層 ♂

4897 中央区 緑灰色砂層
4943 緑 灰色砂 層

5466 中央区 緑灰色砂層
5475 中央 区 緑 灰色砂 層

5475 緑 灰 色砂 層

5475 中央 区 緑灰色砂層
5484 緑 灰 色砂 層

5484 中央 区 緑灰色砂層 ♂ 欠 欠

5485 緑 灰 色砂 層

5641 中央区 緑灰色砂層 ♂ 欠 欠

5790 緑 灰色砂 層

6094 中央区 緑 灰 色砂 層 欠
6100 中央区 緑灰色砂層
6297 緑 灰色砂 層 欠

5099 東区 曽畑層 b害」
5099 東 区 曽畑層

5100 東 区 曽畑 層

5729 東区 曽畑層

東 区 曽畑層

表41 つ
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表41.伊礼原遺跡(低湿地区)のイノシシ上顎骨の詳細③
*〇・アルファベットのあるものは歯が残存.アルファベットは歯の咬耗段階 (金子 (1996)に準拠)

台帳
番号

地 区 層準 左 右 数 1生 備考
|(1)1 |(1)2 |(i)3 Pl P2 P3 dm4 P4 Ml M2 M3

3979 南 区 × 1層 欠

5845 南 区 × 1層 ○ ○ 欠 欠

7975 南 区 XI層 欠

8292 南 区 XI層
6777 南 区 シルト 欠

7472 南区 シルト
3398 南 区 暗 灰 欠

4693 南 区 暗 灰

5139 南区 暗灰 ○ 欠 ○ ○

5063 南 区 暗灰 貝層

5063 南区 暗灰貝層
5078 南 区 暗灰 貝層 欠

3487 南区 灰褐色
5432 南 区 灰褐 色 欠

7360 南 区 灰褐 色

7360 南区 灰褐色
7376 南 区 灰褐 角

7419 南 区 灰褐色

8732 南区 灰褐色
8774 南 区 灰褐 色

2936 南 区 灰 白

3650 南 区 灰 白

5081 南 区 灰 自

5189 南区 灰 白 欠 ○ ○

5277 南 区 灰 白

5876 南 区 灰 白

5876 南区 灰 白 欠

971 南 区 混 砂

971 南区 混砂 P4が小さい7 ○ ○

4694 南 区

'[1石

少 欠

7226 南 区 混砂 ♂ 欠 欠

7414 南区 混砂 g

8712 南 区 ;昆砂

3357 南 区 曽畑層 幼獣 (乳歯 )

3601 南区 曽畑層 ○ g

3601 南 区 曽畑 層 欠 欠

3601 南区 曽畑層
4558 南 区 曽畑 層 欠

4558 南 区 曽畑層 ♂ 欠 ○

4926 南区 曽畑層 ♂ 欠

5028 南 区 曽畑 層

5071 南区 曽畑層 幼獣 (乳歯) 欠 ○ ○

5087 南区 曽畑 層 欠 欠

5193 南 区 曽畑 層

6126 南 区 曽畑層 欠 欠

8352 南区 曽畑層
3334 南 区 不 明 欠

2145 南区 緑灰色砂層 欠

2145 南 区 緑 灰色砂 層

2145 南 区 緑灰色砂層

2145 南区 緑灰色砂層 欠 欠

不明 不明

不明 不 明

1400 不 明 不 明

1400 不 明 不明

2406 不 明 不明 ♂ 欠

5931 不 明 不 明

不 明 不 明

不 明 不 明

不 明 不 明

8848 VI‖層 ? ○

8848 V‖ 1層 7 欠

8841 IX層

8841 IX層

8841 IX層 1621と接 合

6133 曽畑層

R846
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表42.伊礼原遺跡(低湿地区)のイノシシ下顎骨の詳細①
*〇・アルファベットのあるものは歯が残存.アルファベットは歯の咬耗段階 (金子 (1996)に準拠)

1 M2
台帳

番号
地区 層準 備考

Pl

|,歯
P2(

7957 西 区 IX・ × 欠

1079 西 区 IX層

0 欠5654 西 区 混礫 砂

6034 西 区 清掃「

6666 西 区 青 灰石

6685 西 区 音 灰石 切 断痕 ? 欠 欠

欠1451 西 区 曽畑

3752 西 区 曽 畑 欠

3752 西 区 曽 畑 欠

5238 西 区 雷 畑

5257 西 区 曽 畑

5585 西 区 欠曽畑層
5672 西 区 曽 畑

1797 西 区 木 の

1797 西 区 本 の庭 幼獣 (乳歯) ○ ○

1990 西 区 木 の 欠

2162 西 区 幼黙 (乳歯)切断痕

2162 山 区 本 の庭 ○

3156 西 区 木 の

6130 西 区 ♀ 欠

6130 西 区 木 の

―個体
欠

6144 西 区 木 の

6149 西 区 木の層 切断 7 ○ ○

1833 西 区 緑 灰色 〉層 切 断 7

1833 西 区 1侵 灰角をヽ層

2017 西 区 緑 灰色 欠

299 (はぎとり:

欠

299 中央区 と り 幼獣 (乳歯) ○ 欠

299 欠 欠 欠 欠 欠 欠 欠

299 中央 区 (はぎと191

299 中央区 (はぎと|. 欠

5401 IX

5401 中央 区 IX層 欠

5561 中央 区 IX 欠

5861 中央 区 IX ♂ 欠

209 中央区 XI層 欠 欠 欠

209 XI ♂ 欠 欠

2265 中央区 XI層 害」 欠 欠 欠

2906 XI

2906 中央 区 XI

2969 中央区 XI層
5413 XI

5482 中央 区 XI層
5811 中央区 XI

5811 XI

5811 中‐典‐区 XI層 幼獣 (乳歯) 欠 欠

5811 XI

5811 中央 区 XI

5834 XI

182 中央 区 X II o害 ||

211 中央区 X‖ 層 欠 欠

301 X II

302 中央区 X‖ 層
611 X II 欠

563 中央 区 × |‖ 層 ♂ 欠

5571 中央区 X‖ | 欠

5571 中央 区 XI‖ 層
X‖ |

5998 中央区 XI‖ 層 ○ ○

6010 X‖ |

4937 中央区 X IV層

4992 X IV

4992 中典 区 X IV層 切損 欠

5957 X IV 欠

5957 中央 区 X IV層 欠

5991 中央区 X IV

3582 欠 欠

3582 中央 区 ×層 ♀ ○ 害」 欠 ○

3582 中央区
同―個体

欠

3582 欠 ○ 欠 欠
5458 中央 区 X層 幼獣 (乳歯)
5900 中央区 ♂

6104 はぎ| そり 欠 欠

6104 中央 区 欠 欠 欠 欠 欠 欠

6104 中央 区
6104 ♂ 欠 欠 欠 欠 欠 欠 欠

6104 中央区 ♂
同一個体

欠 欠 欠 欠 ○ ○ 欠 欠

6104 中央区 は 幼獣 (乳歯 ) 害」
6104 中央 区

つ
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表42.伊礼原遺跡(低湿地区)のイノシシ下顎骨の詳細②
*00アルファベットのあるものは歯が残存.アルファベットは歯の咬耗段階 (金子 (1996)に準拠)

台帳

番号
地 区 層準 左 右 数 性 備考

|(1)3 Pl P2 P3 dm4 P4 Ml M2 M3
6104 はざ取り 欠 欠
6104 中央 区 |まぎ取り 幼黙 (乳歯 )

6104 中央 区 はぎ取 |, 幼獣 (乳歯) 欠

6104 中央 区 はぎ収 り

3400 欠

3400 中央 区 暗オリ…ブ角砂 層 欠

5822 中央区 欠

5833 ♂

幼獣 (乳歯)5833 中央 区 日音茶褐角粘質十層
1026 中央区
4964 欠 k害 ||

4964 中央区 黄褐色粘土質土層
6227 灰色砂 層

6227 中央区 灰色砂層 欠 欠
6253 灰色砂 層

7508 中央 区 灰 白色 十 欠

7524 中央 区 灰 自色土 欠

6086 掘 り下 |ず ○
6086 中央 区 掘 |,下 |ず 幼獣 (乳歯) 欠

4712 中央 区 混礫砂 層 欠

4712 ;昆礫砂 層 欠 欠

5891 中央 区 混礫砂層
6093 混礫砂 層

5968 中央 区 ]脚9卜 |ず日寺

6081 中央区 取り上げ時
4710 ,青編調寺 欠

4853 中央区 清掃時 ♂ 欠 欠 欠 欠

5893 清掃時 ♂ 欠 欠 欠 欠 欠
1068 中央 区 清掃 中 ♀ 欠 欠

1385 曽畑層 ♂

1385 中央 区 曽畑 層 ♂
同一個体

1622 中央区 曽畑層
1622 中央 区 曽畑層 ♂ 欠 欠 欠 欠

1622 中央 区 曽畑 層 ♂
同―個体

欠

1622 中央区 曽畑層 ♂ 欠 欠 欠

1622 曽畑層 ♂

同一個体
(識別番号209 欠

1895 中央 区 曽畑 層

1895 中央区 雷畑層

同一個体 .

幼獣 (乳歯)
2272 曽畑 層 欠 害」 ○

2534 中央 区 曽畑層 欠

3199 中央 区 曽畑 層

3199 中央区 曽畑層
3199 曽畑層

3492 中央 区 曽畑 層 欠

4811 中央区 曽畑層
4859 曽畑層 欠 欠
4859 中央 区 曽畑 層

同一個体
○

5286 中央 区 雷火田層

5292 曽畑 層 ♂

5408 中央区 曽畑層 欠

5499 曽畑層

5499 中央区 曽畑層
5499 曽畑層 欠

5546 曽畑層

5612 中央区 曽畑層 ♂ 欠

5621 曽畑 層

5621 中央 区 曽畑層 切 損

5767 曽畑 層

6139 中央区 曽畑層 欠

6156 曽畑層

幼撃 (乳歯 )6157 中央 区 曽畑層

6157 中央区 冒畑層 欠

6165 曽畑層 欠 欠 欠

6165 中央区 曽畑層
同一個体
dm3脱落:下に未萌出P3 ○ 欠

6166 曽畑層 ♂

6176 中央区 曽畑層 幼獣(乳歯)下に未萌出歯 欠

7942 曽畑 層

929 中央 区 曽畑 層 卜部 ♀ 害」 ○ 欠 欠 欠

929 中央 区 曽畑 層上部

929 曽畑 層上部

曽畑 層 卜部929 中央区 欠 欠

929 曽畑 層上 部 M3未 萌 出 欠

929 中央 区 曽畑 層 卜部

M3夫 萌 出929 中央区 曽畑層上部
929 曽畑 層上部 ♂

929 中央 区 曽畑 層 卜部

929 曽畑層上部

929 中央区 曽畑層上部 ○

調 整時6262 中央区
つ
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表42.伊礼原遺跡(低湿地区)のイノシシ下顎骨の詳細③
*〇・アルファベットのあるものは歯が残存.アルファベットは歯の咬耗段階 (金子 (1996)に準拠)

台帳

番号
地 区 層準 左 右 数 性 備考

|(i)1 |(1)2 |(i)3 Pl P2 P3 dm4 P4 Ml M2 M3

7575 粘 質混 じり ♂

7575 中央 区 粘 暫 ,早 1)19 ♂

940 中央 区 不 明 欠 欠

940 不 明

940 中央 区 不 明

940 中央 区 不 明

940 不 明 ○ 欠

940 中央 区 不 明

940 中央区 不明 欠

940 不 明

940 中央 区 不 明 欠

940 中央区 不 明

940 不 明 ○ ○

950 中央 区 不 明

950 中央区 不明 0 欠

950 不 明

950 中央区 不 明

950 不 明 切 断 か ? 欠 欠

950 中央 区 不 明

950 中央 区 不明 幼獣 (乳歯)
950 不 明 欠 欠

950 中央 区 不 明 ♂ 欠 欠 欠 欠

950 中央 区 不 明 ♂ 欠 欠 欠

950 中央 区 不 明 欠

950 中央区 不明 ♂ 同一個体
(識別番号823)

欠 欠

950 不 明 ♂

950 中央 区 不 明 ♂ 同一個体
(識別番号825)950 中央区 不明 ♂ ○ ○ 害」

950 不 明 欠 欠

950 中央区 不明

950 不 明

950 中央 区 不 明 欠

950 中央 区 不明

950 不 明

950 中央区 不日月 欠 欠

950 不 明

950 中央 区 不 明 欠 欠

2268 中央 区 不明 欠

4721 不 明 同一個体
(識別番号776)4721 中央 区 不 明

5535 中央 区 不明
同一個体

○ 欠 欠

5535 不 明

5727 中央区 不明

6380 不 明

1905 中央 区 崩落 十 欠 欠

1905 中央 区 崩落土 欠 欠 欠

2027 崩落土

5553 中央区 崩落土
7890 崩落土 欠

2026 中央 区 木 の層 欠

2102 中央 区 木の層

6778 木 の層

4176 中央区 緑灰色砂層 幼撃 (乳歯 )

4701 緑:灰 色砂 層

4701 中央区 緑灰色砂層 欠

4701 緑 灰角砂 層 欠

4701 緑 灰色砂 層 欠 ○

4701 中央区 緑灰色砂層
4705 緑 灰色砂 層

同一個体4705 緑灰色砂層 欠 欠 害」 欠 欠

4801 中央 区 緑 灰角砂 層

4801 中央区 緑灰色砂層 欠

4801 緑 灰色砂 層

4801 中央 区 緑 灰色砂 層

4801 中央 区 緑 灰仲砂 層 欠

4839 緑 灰色砂 層

4839 中央 区 緑 灰色砂 層 欠

4839 中央区 緑灰色砂層 欠 欠

4839 緑 灰負砂 層 欠

4839 中央 区 緑灰色砂層 幼獣 (乳歯) 欠 欠

4839 緑 灰 色砂 層 欠 欠

4839 中央 区 緑 灰色砂 層 欠

4839 中央区 緑灰色砂層

4839 緑 灰 色砂 層

4839 中央 区 緑 灰色砂 層 欠

4842 中央区 緑灰色砂層
4857 中央 区 緑 灰色砂 層 欠

4865 緑 灰 色砂 層

4879 中央 区 1侵 [マ fL石′)庭彗 欠 欠

表42-④へつづく
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表42。 伊礼原遺跡(低湿地区)のイノシシ下顎骨の詳細④
*〇・アルファベットのあるものは歯が残存.アルファベットは歯の咬耗段階 (金子 (1996)に準拠)

dm)
台帳

番 号
地 区 層準 左右 数

′
1生 備考

Pl

|,藤 メ咬和 F

dm4

'層
4879 中央 区 緑 灰色 i 欠 欠 欠

4879 中央 区 緑 灰 〉層

4880 緑 灰 色 層ヽ

4880 中央 区 緑 灰角石

4885 緑 灰

'層4897 中央 区 緑 灰色石 層ヽ ♂ 欠 欠

4897 中央区 緑灰色砂層 ♂ 欠

4943 緑 灰色石 層ヽ 欠

緑 月マ中亀石′)雇藝 幼撃 (軍 |,歯 )4943 中央区
4943 中央 区 緑 灰 色 〉層

4943 緑 灰角 石̀
｀
層

糸畏厄マfL石′少雇藝5236 中央区 欠

5236 緑 灰色 )層 欠

5287 中央 区 緑 灰角看
｀
層 欠 欠

♀ 幼撃 (乳歯 )5466 中央区 害」 欠 欠 欠

5475 緑 灰 色 )層 欠

5475 中央 区 緑 灰角看ヽ層 ♂ 切 損 欠

5484 緑 灰 色 )層 欠 欠

緑 灰仲看5484 中央 区 ヽ
層

5608 緑 灰色 )層

5617 中央 区 緑 灰角予:層

6102 中央 区 緑炊 色 )層 幼獣 (乳歯) 欠 ○

6102 緑 灰色盈〉層

緑 灰角看6261 中央 区 ヽ
層 ♂ 欠

6287 中央 区 緑 灰 色

6308 緑 灰色盈〉層

中央 区 切 断痕7113
8298 中央 区 緑 灰色 ♂ 欠 ○ 欠

6179 東 区

'昆

礫石

♂ 0 欠5099 東区
5099 東 区 曽 畑 ♂

同一個体
(識別番号792) 欠

欠5099 東区
6155 東 区 曽 畑

6158 東 区 曽 畑

6174 東 区 曽 畑 欠

6182 東 区 曽 畑

6182 東区
6186 東 区 曽 畑

6564 東 区 曽 畑 切 断

♀ 欠 欠6607 東区 曽畑層
7189 東 区 不 E 欠

5217 東 区 緑 灰色石 層

1121 南区 XI層
1124 南 区 XI 欠 欠 欠 欠

1372 南区 XI層
1372 南 区 XI 欠

1374 南 区 XI層 ○ ○ 欠

1374 南 区 × |

同一個体
欠

XI層2628 南区
2628 南 区 XI 害」

3690 南 区 XI

3895 南 区 XI 昌自
5554 南 区 × |

6011 南区 XI層
南区 XI6136

6136 南 区 × |

4981 南区 X IV層 欠 欠

4981 南 区 X IV
同一個体

欠

欠5851 南区 X IV層

6079 南 区 X IV ♂ 欠

7393 南区 シルト
04571 南 区 シルト

3439 南 区 日音

3523 南 区 暗灰
害||3560 南 区 日音 ○

4697 南 区

♂5019 南 区 日晋以

5178 南 区 欠

5328 南区
5333 南 区 日晋

割 (g)5436 南区
欠 欠5872 南 区 日音 ♂ ○ 欠 欠

♂
同一個体

欠5872 南区
0 欠 欠 欠 欠5872 南 区 日晋豚 ♂

南 区 日音 ♂

同一個体
(識別番号532) 欠5872

♂ 欠 欠 欠5072 南 区 暗灰貝層
5072 南 区 暗灰 貝 ♂

同一個体
○ 害」 欠 欠

5072 南 区 暗灰貝層
欠 0蘭 区5078

つ

-501-

同一個体



表42.伊礼原遺跡(低湿地区)のイノシシ下顎骨の詳細⑤
*〇・アルファベットのあるものは歯が残存.アルファベットは歯の咬耗段階 (金子 (1996)に準拠)

地 区 層準 左 右 数 性 備 考
|(1)1 |(1)2 |(1)3 Pl P2 P3 dm4 P4 Ml M2 M3

5250 南区 灰褐色
6002 南 区 灰褐色 欠 欠 欠 0 欠

6088 南 区 灰褐色 欠

6729 南 区 灰褐色
同一個体

欠

6729 南 区 灰褐缶 欠

6744 南 区 灰褐色

7107 南 区 灰褐 色 欠 欠 欠

7256 南区 灰褐色
同一個体

欠

7256 南 区 灰褐色 ○ 欠

8728 南 区 灰褐 角 欠

8764 南 区 灰褐色 欠

8771 南 区 灰褐色

6812 南 区 厄厖色石′少雇彗 ♂ 同一個体
(識別番号805)

欠

6812 南 区 灰色砂 層 ♂ 欠 欠 欠 欠

2936 南 区 灰 白 ○ ○

3532 南 区 灰 白 欠

3650 南 区 灰 自 幼獣 (乳歯)
4999 南 区 灰 白 ○

4999 南区 灰 白

5081 南 区 灰 自

5490 南区 灰 白

977 南 区 混 砂 幼獣 (乳歯)
977 南 区 ,F石少 欠

5285 南 区 混砂

5390 南 区

'昆

石少 欠 g

6129 南 区

'早

石′)

6231 南 区 混 砂 欠 欠

6295 南 区

'昆

石少 欠 欠

7217 南区 混砂

7273 南 区 混 砂 ○ 欠 欠

7420 南 区

'『

石少 欠 欠

6399 南区 川跡 欠

784 南 区 曽畑 層

1023 南区 曽畑 層

3601 南 区 曽畑層

3883 南 区 曽畑 層

3959 南 区 雷畑層
同一個体

○ ○ 欠 0

3959 南 区 曽畑層 欠

4464 南 区 曽畑 層

4927 南 区 曽畑層 ♂
同一個体

○ ○ 欠 ○ 欠

4927 南 区 曽畑 層 ♂ 欠 欠 欠

4945 南区 曽畑層
4953 南 区 曽畑層 欠 ○ ○ 0

4959 南 区 曽畑 層

5087 南区 曽畑層
5314 南 区 曽畑層

6126 南区 曽畑 層 欠

6126 南 区 曽畑 層 欠

6330 南区 曽畑層
6330 南 区 曽畑層

6339 南 区 曽畑 層

6766 南 区 雷畑層
同一個体

○ ○ 欠 欠 0 欠

6766 南 区 曽畑 層 欠 欠 欠

7057 南区 曽畑層 欠

7057 南 区 曽畑層

3361 南 区 不 明

5921 南 区 緑 灰色砂 層

6085 南区 緑灰色砂層
同一個体

6085 南 区 緑 灰角砂 層

不 明 不 明 ○ ○ 欠 欠

1400 不 明 不日月

1400 不 明 不 明

1603 不 明 不 明 ♂ 欠 欠 欠

7940 不 明 不 明 幼獣 (乳歯)
不 明 不 明

不 明 不 明 欠

不 明 不明

不 明 不 明 ♂
同一個体

欠 欠 欠

不 明 不 明 ♂ 欠

不 明 不 明 欠

不 明 不 明 欠

8848 VI‖層 ?

1746 IX層 ♂ 欠 欠 欠

5323 暗灰角

7093 不 明

7093 不 明

1528

5846
同一個体

害」 欠

5846 欠

8157 幼軒 (軍1歯 )
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上下 地 区 層準 歯種 左右 数 性 備考

西 区

西 区

中央区

中央区

中央区

中央区

中央区

―
顎 中央区

中央区

中央区

|(|)1

中央区

表43.伊礼原遺跡(低湿地区)のイノシシ遊離歯の詳細① 表43(つづき)
*咬耗段階は金子 (1996)に準拠

上 下
番号

地 区 層準 歯種 左右 数 1生
咬耗
段階

備考

XI∨層

灰白色土

灰白色土

中央区 灰白色土

中央区 灰白色土

中央区 灰白色土

中央区 灰白色土

掘り下げ

取 り上げ時

顎 中央区 曽畑層

曽畑層

中央区 曽畑層

中央区

中央区

曽畑層

曽畑層

曽畑層
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表43.伊礼原遺跡(低湿地区)のイノシシ遊離歯の詳細② 表43(つづき)
*咬耗段階は金子 (1996)に準拠

上下 地 区 層準 歯種 左右 数 性 備考

曽畑層

中央区 曽畑層

曽畑層

中央区 曽畑層

調整時

粘質

粘質

中央区

中央区 粘質混 じり

中央区 粘質混 じり

中央区 粘質混 じり

中央区

中央区

中央区

粘質混 じり

中央区

上下 地 区 層準 歯種 左右 数 性 備考

不 明

不 明

中央区 不 明

中央区 不 明

中央区 不 明

不 明

不 明

中央区 不 明

崩落土

中央区 木の層

中央区

中央区
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表43.伊礼原遺跡(低湿地区)のイノシシ遊離歯の詳細③ 表43(つづき)
*咬耗段階は金子 (1996)に準拠

上下 地 区 層準 歯種 左右 数 性 備考

中央区

中央区

東 区 曽火圧

南 区

南 区

南区

南 区

南 区 シリ|

南 区

暗灰員

南 区

南 区

南 区

上下 地 区 層準 歯種 左右 数 性
咬耗
段階

備考

南 区

南 区

南 区

南 区

南 区 曽畑

北 区

北 区 暗灰負石

北 区 盛 り」

不 明

不 明 不 E
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表43.伊礼原遺跡(低湿地区)のイノシシ遊離歯の詳細④ 表43(つづき)
*咬耗段階は金子 (1996)に準拠

上下
台申長
番号

地 区 層準 歯種 左右 数 性 備考

不 明

不 明

不 明 不 明

不 明 不 明

不 明

不 明 不 明

不 明 不 明

不 明 不 明

不 明 不 明

不 明 不明

不 明 不 明

不 明

不 明 不 明

不 明 不 明

不 明

不 明

上下 地 区 層準 歯種 左右 数
′
1生
咬耗
段階

備考

西 区

西 区

西 区

西 区

|(i)1

西 区 |(1)2

下 顎 西 区

下顎

下 顎 中央区

下顎 中央区

中央区

中央区

下 顎 中央区

中央区

下 顎 中央区

下 顎 中央区

中央区

下 顎 中央区
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上下
台帳

地 区 層準 歯種 左右 数 性
咬耗
段階 備考

中央区

下 顎 中央区

下 顎 中央区

下 顎 中央区

中央区

|(|)2

中央区

下 顎 中央区

下顎 中央区

下顎 中央区

中央区

中央区

下 顎 中央区

中央区

中央区

下 顎 中央区

下 顎

下 顎

中央区

中央区

下顎

表43.伊礼原遺跡(低湿地区)のイノシシ遊離歯の詳細⑤ 表43(つづき)
*咬耗段階は金子 (1996)に準拠

上下 地 区 層準 歯種 左右 数 性 備考

白色土

白色土 |(|)1

下 顎 中央区 白色土

白色土

下 顎 ]色土

中央区 り下げ

下 顎 中央区

下 顎 中央区 砂層 |(i)1

下 顎 中央区 砂層

中央区 |(|)2

中央区

中央区

中央区

下 顎

下 顎

時

中央区

下 顎

層

中央区
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表43.伊礼原遺跡(低湿地区)のイノシシ遊離歯の詳細⑥ 表43(つづき)
*咬耗段階は金子 (1996)に準拠

上下
台帳
番号

地 区 層準 歯種 左右 数 性
咬耗

備考

下 顎

曽畑層

曽畑層

中央区

中央区 曽畑層

下 顎

中央区 曽畑層

曽畑層 |(|)2

中央区 曽畑層

曽畑層

曽畑層

曽畑層

下 顎

曽畑層

中央区

中央区

曽畑層

下 顎

中央区

中央区

中央区

中央区

曽畑層

下 顎

曽畑層

中央区 曽畑層

中央区 曽畑層

曽畑層

曽畑層

中央区

中央区 曽畑層

曽畑層

曽畑層

中央区

曽畑層

中央区

下 顎

曽畑層

中央区

曽畑層

上下 地 区 層準 歯種 左右 数 性
段階

備考

下 顎

中央区 調整時

下 顎

下 顎

中央区

粘質混 じり

|(|)1

下 顎

中央区

|(1)2

下 顎

粘質混 じり |(1)2

中央区

中央区

中央区

下 顎

粘質混じり

粘質混じり

下 顎

中央区

粘質混じり

木の層

下 顎

木の層

下 顎

|(|)1
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表43.伊礼原遺跡(低湿地区)のイノシシ遊離歯の詳細⑦ 表43(つづき)
*咬耗段階は金子 (1996)に準拠

上下
番号

地 区 層準 歯種 左右 数 性
段階

備考

中央区

下 顎

中央区

下 顎 中央区

下 顎

中央区 崩落土

崩落土

崩落土

崩落土

崩落土

中央区 不 明 |(|)1

不 明

不 明

下 顎 中央区

下顎

|(|)1

下顎

不 明

下 顎

不 明 |(|)2

不 明

中央区

不 明

不 明

下 顎

不 明

上下
台帳

番号
地 区 層準 歯種 左右 数 1生

咬耗
段階 備考

中央区

不明

下 顎 中央区

不明

不 明

中央区 不 明

下 顎 中央区

中央区

中央区 不 明

下顎 中央区 不 明

下 顎 中央区 不 明

中央区 不 明

下 顎 中央区 不 明

下 顎 中央区 不 明

中央区 不 明

中央区 不 明

下顎

不 明

不 明

中央区

不 明

-509-



表43.伊礼原遺跡(低湿地区)のイノシシ遊離歯の詳細③ 表43(つづき)
*咬耗段階は金子 (1996)に準拠

上下
台帳
番号

地 区 層準 歯種 左右 数 性
咬耗
段階

備考

東 区

東 区

東 区

下 顎 東 区 曽 畑 |(|)1

下 顎 東 区

東 区

東 区 落ち込み

下顎 東 区 |(1)2

東 区

下 顎 南 区 |(|)1

下 顎

南区

南 区

南 区

下 顎

南 区

下 顎

南区

南 区

上下
台帳

番号
地 区 層準 歯種 左右 数

段階
備考

南 区 シルト

南 区 暗灰

南 区

灰褐色 |(|)1

下 顎

南 区 灰褐色

下 顎 南区 灰褐色

下 顎 南 区 灰褐色

下 顎 南 区 灰褐色

南 区 灰褐色

南 区 灰 白 |(1)1

南 区 灰 白

南区 灰 白 |(1)2

下 顎 南 区 灰 白 |(|)2

下 顎 南 区 灰 白

南 区 灰 白

南 区

南 区 灰白(有機 )

南 区 灰白色

南 区 混砂 |(1)1

南 区 混 砂

南 区 混 砂
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表43。 伊礼原遺跡(低湿地区)のイノシシ遊離歯の詳細⑨ 表43(つづき)
*咬耗段階は金子 (1996)に準拠

上下 地 区 層準 歯種 左右 数 性
咬耗
段階

備考

下 顎 南 区

下 顎 南 区

南 区

下 顎 南 区

下 顎

南 区 曽畑

下 顎 南 区

下 顎 南 区

南 区

下 顎 南 区 不 I

下 顎 北 区

北 区

下 顎 不 明

下 顎

下 顎 不 明

下顎

不 明 不 I

上下
台帳
番号

地 区 層準 歯種 左右 数 性 備考

不 明

不 明 不 明

下 顎

不 明

下 顎

不 明

不 明 不 明

不 明 不 明

不 明

不 明 不 明

不 明

不 明 不 明

下 顎 不 明 不 明

不 明 不 明

不 明 不 明

不 明 不 明

下 顎

不 明 不 明

下 顎 不 明

不明 不明

不 明 不 明
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表44。 伊礼原遺跡 (低湿地区)のイノシシ下日歯数 (全資料一括)

部位     顎骨      遊離歯      合計
左  / 右   左  / 右   左  / 右

MNI

下顎 dm4

下顎 P4

下顎 Ml

下顎 M2

下顎 M3

19

60

79

74

76

16

23

47

91

95

38

82

124

142

196

５

　

２

　

２

　

８

　

２

２

５

７

６

７

/   13

/  30

/  52

/  74

/  124

35  /

83  /

126  /

165  /

171 /

3B

(es;

(za)
(r os)

196

表45。 伊礼原遺跡 (低湿地区)のイノシシ遺体 (顎・歯以外.全層準一括)
*位置の p・ dは,それぞれ近位端 0遠位端 (それぞれ骨端未癒合および骨端関節を欠損する資料を含む)

部位 位置*
TP-11 西 区 中央区 東区 南区 北 区 その他 不 明 総計

左 /右 左 /右 左 /右 左 /右 左 /右 左 /右 左 /右 左 /右 左 / 右
頭蓋骨 破片数 13 58 706 30 176 1 68 1052

下顎骨
破片数 9   /  13 252  /  203  9   /  12  88  /  84  2   /   1 / 15 / 15 375  /  328
左右不明 ( 2 )( 7 )( 122 )( 10 )( 54 )( 1 ) ( 9 ) (zos)

環椎 8 121 24 38 5 196

軸椎 1 1 15 4 1 4 26

椎骨 椎体 12 36 450 20 112 4 4 111 749

肋骨 破片数 23 25 338 14 118 2 41 561

肩甲骨 関節部 1   /   2   6   /   6  93  /  89  10  /   6  35  /  25  1   / /       8   /   9 154  /  137

上腕骨
/   2   2   /   7  98  /  115  8   /   8  36  /  28  2   / /      20  /   7 166 / 167

1   /   1   7   /  17 195  /  240 15  /   9  67  /  60  3   /   3       /   1   23  /  17 311  /  348

尺 骨
1   /   1   7   /   3  105  /  89  4   /   5  26  /  22  1   / / 1 8 / 5 152 / 126

/   1   7   /   4  85  /  76  4   /   3  18  /  21 /19/7 123 / 113

撓骨
/ 6   /   6  97  /  67  1   /   4  41   /  19      / 1 / 8 / 13 154  /  109
/ 6   /   7  55  /  50  1   /   3  32  /  16      / 1 / 8   /   7 103  /  83

寛骨 破片数 2   /   1   14  /   3  116  /  104  9   /   5  61   /  29  1   / / 17  /  14 220  /  156

大腿骨
1 / 5   /   2  85  /  71   7   /   5  32  /  32      / / 9 / 7 139 / 117
1 / 6   /   2  110  /  85  5   /   4  37  /  36  1   / 1 / 14  /  13 175  /  140

月⊆骨
1   /   2   5   /  15 146  /  117  8   /   6  39  /  48  1   / /      20  /  12 220  /  200

1   /   1   2   /  13 125  /  111  7   /   8  44  /  50      /   1   1   / 22  /  20 202  /  204

誹骨
/ 1 / 12 / 15   / 10  /   4 / / 2 / 25 / 19
/ / 8   /  24  2   / 9   /   6       / / 5 / 1 24  /  31

踵骨 / 1   /   2  71  /  65  4   /   2  23  /  16      / / 2 / 9 101  /  94
距骨 / / 3 54 / 52 1 / 3 11 / 16   / / 5 / 5 71 / 79
手根/足根骨 6 45 4 20 1 5 81

中手/中足骨 1 19 262 16 74 30 402

基節骨 1 7 49 5 11 3 76

中節骨 3 17 2 2 1 5 30

末節骨 1 5 1

合計 73 358 5410 303 1731 25 14 637 8551
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* MNI

表46.伊礼原遺跡 (低湿地区)の脊椎動物遺体の組成 (全資料一括)
NISP

イタチザメ

メジロザメ科 7

ホホジロザメ 7

アオザメ属

ネズミザメ科

サメ類 (その他)

サメ類

トビエイ科
エイロ
エイ/サメ類

0.21

0.16

0.01

0.02

0.04

0.02

0.7

0.14

0.09

0.06

0.13

0.13

0.13

0。 13

0.13

0.25

ベラ科A
ベラ科 B
ベラ科 (その他)
ベラ科
イロブダイ属
アオブダイ属
ブダイ科

モンガラカワ八ギ科
八リセンボン科
フグ科

フグ科/八リセンボン科

1

11

10

54

5

55

15

5

179

9

4

0.01

0.07

0.06

0.33

0.03

0.34

0.09

0.03

1.1

0.06

0.02

0.13

1.52

0.63

11.2

0.38

硬骨魚類 両生類

ウツボ科A

ウツボ科 B

ウツボ科
ダツ科
カマス科
八夕科

ギンガメアジ属A
ギンガメアジ属 B

ギンガメアジ属
アジ類
フエダイ科
ヨコシマクロダイ

フエフキダイ属A
フエフキダイ属 B

フエフキダイ属C

フエフキダイ科
クロダイ属
タイ型

マグロ類似種
アイゴ属
ニザダイ科
ベラ科 (コ ブダイ型)
ベラ科 (タキベラ型)

66

1

13

1

2

372

4

7

69

4

4

7

73

7

2

150

34

24

3

3

2

62

2

0.4

0.01

0.08

0.01

0.01

2.28

0.02

0.04

0.42

0.02

0.02

0.04

0,45

0.04

0.01

0.92

0.21

0.15

0,02

0.02

0.01

0.38

0.01

1

75

(2)

(1)

17

0.13

9.51

2.15

3.42

0.13

0.13

0.13

7.35

0.25

0.25

0.13

0.13

0.25

5.83

0.51

0.13

1.27

0.13

0.13

0.13

4.56

0.25

力エル類 3 ( o.oz ) r ( o.rs )

爬虫類
ヘビ類     6( 0.04

リュウキュウヤマガメ72749 ( 16.8
アオウミガメ    2( 0.01
ウミガメ類 (その他)  2( 0.01
ウミガメ類   610( 3.73

鳥類

カラス属

ワシ科

サギ科

カモ科 (カモ類)

ヤマドリア

0.02

0.01

0.01

0.01

0.01

0,13

0.13

0.13

0.13

0.13

口甫平L癸頁

ケナガネズミ 7

ネズミ科 (その他)

オオコウモリ科

イヌ

イノシシ

ニホンジカ

ジュゴン

イルカ類

クジラ

9

4

3

4

11307

(1)

49

56

34

0.06

0.02

0.02

0.02

69.2

0.3

0.34

0.21

２

３

１

１

響

田
〕
１

２

１

100100

0.25

0.38

0.13

0,13

44.1

0.13

0.25

013

(右段につづく) 16342

表47.伊礼原遺跡 (低湿地区)(試掘穴 No.143)堆 積物サンプル Aか ら水洗選別で検出された脊椎動物遺体

和名 部位 位置 左右 計測 備考

ミズワニ科 7

サメ類

サメ類

板鯉類

ニシン亜科

ニシン科

ニシン科

ウツボ科

八夕科

八夕科

八夕科

八夕科

八夕科

八夕科

八夕科

フエフキダイ科

ブダイ科

モンガラカワ八ギ科

八リセンンボン科

真骨類 (保留)

真骨類 (保留)

真骨類 (同定不可)

真骨類 (同定不可)

上歯

椎骨

椎骨

椎骨

基後頭骨

腹椎

尾椎

歯骨

前上顎骨

歯骨

歯骨

方骨

方骨

擬鎖骨

擬鎖骨

主鯛蓋骨

上咽頭骨

鱗

棘

鱗

椎骨

椎骨

椎骨

L=4.8

D=40

D=25

D=6.0-8.3

DH=9.2

DH=6.3

小型

大型,メジロザメ科 7

中型

エイ類または小型のサメ類

マイワシ近似

中型

小型種/未成魚
成魚

成魚

成魚

小型種/未成魚
小型種/未成魚
小型種/未成魚
成魚

未成魚

タイ型

小型

破片

リュウキュウヤガメア 甲板 破片

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

哺乳類

上 M2

下 12

大臼歯

距骨

手根骨

踵骨

破片

破 片
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体色退物動椎脊たれさ
出検で甲月理建

洗水うヽム〃
Ｂレプンサ物積堆う０′ａ可０

Ｎ穴掘試区ム当判＝週泄
低跡一理原

ウ
↑伊８４表

メジロザ
メジロザメ科 B
サメ類
板鯛類
ニシン亜科
ニシン亜科
ニシン科
ニシン科
ウツボ科
ウツボ科
ウツボ科
ウツボ科

トウゴロウイワシ科 7
カマス科 7
八夕科
八夕科
八夕科
八夕科
ハタ科
ハタ科
八夕科
八夕科
八夕科
八夕科
八夕科
八夕科

ギンガメアジ属 7
ギンガメアジ属 7
ギンガメアジ属 7
アジ科 (小型種)
アジ科
アジ科
クロダイ属 ?
フエフキダイ属
フエフキダイ科
フエフキダイ科
フエフキダイ科
ベラ科 7
ベラ科 7
アオブダイ属
アオブダイ属
アオブダイ属
ブダイ科
ブダイ科 7
ブダイ科 7

モンガラカワ八ギ科
八リセンボン科

上顎歯
上顎歯

椎骨
角骨
主鯉蓋骨
腹椎
尾椎
前鋤骨板
歯骨+角骨
歯骨
椎骨
方骨

前上顎骨
歯骨
歯骨
歯骨
歯骨
角骨
前鯛蓋骨
主鯛蓋骨
主鯛蓋骨
擬鎖骨
腹椎
尾椎
主鯛蓋骨
主鰍蓋骨
尾椎
歯骨
腹椎
尾椎
方骨
前上顎骨
歯骨
方骨
主鯛蓋骨
下咽頭骨 7
上咽頭骨 7
下咽頭骨
下咽頭骨
前上顎骨
方骨
腹椎
尾椎
鱗
棘
主上顎骨
主上顎骨
前上顎骨
歯骨
歯骨
角骨
角骨
舌顎骨
主鯛蓋骨
椎骨

L=45.6

L=10.5, B=15.3

成魚
成魚
成魚
成魚
成魚
大型種
小型種/未成魚
幼魚
成魚

成魚・幼魚各 1

幼魚

小型
小型
小型
小型
小型

トウゴロウイワシ科近似
トウゴロウイワシ科近似
小型
小型
小型

L=6.8

L=8.0

L=5.3

メジロザメ属ア.小型.

小型

焼
成魚
成魚

小型種/未成魚
小型種/未成魚
小型種/未成魚
未成魚
小型種/未成魚
小型種/未成魚
小型種/未成魚
成魚

幼魚
幼魚
幼魚

破片

破片
破片

破片

DH=7.9

DH=5.4

DH=3.3

DH=2.6

L=24.3

B=4± ～12.2   エイ類または小型のサメ類

片

．‥

　
．‥

破

真骨類
真骨類
真骨類
真骨類
真骨類
真骨類
真骨類
真骨類
真骨類
真骨類
真骨類

ウミガメ科 7         不明
リュウキュウヤマガメア      寛骨
リュウキュウヤマガメア      甲板

破片
腸骨・寛骨臼
破片

５

１

２５

ヒト
イルカ
イノシシ
イノシシ
イノシシ

上顎 M3

側頭骨

後頭骨

上顎 11

上顎 11

上顎 il

上顎 P3

上顎 Ml
上顎 Ml
下顎骨

下顎 12

下顎 C

下顎 P3

下顎 P4

下顎 Ml
第 4中手骨
中手/中足骨

胸椎

腰椎

肋骨

関節突起高
後頭顆

連合部

近位端

Ｒ

７

Ｒ

Ｌ

Ｌ

Ｒ

Ｒ

Ｌ

Ｌ

Ｒ

Ⅲ

Ｒ

Ｌ

Ｒ

Ｌ

Ｐ

Ｒ

７

７

1                  熟年

ンヽ

ンヽ

ンヽ

ンヽ

ンヽ

ンヽ

ンヽ

ンヽ

ンヽ

ンヽ

ンヽ

ンヽ

ンヽ

ンヽ

ンヽ

ンヽ

ンヽ

ンヽ

ンヽ

ンヽ

ソヽ

ンヽ

ンヽ

ンヽ

ンヽ

ンヽ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

イ

イ

イ

イ

イ

イ

イ

イ

イ

イ

イ

イ

イ

△
口
　

　

、リ
ー

緬
拙
　
誼
檀
拙

齢
未
　
嚇
嚇
未

ンヽ

ンヽ

ンヽ

ツヽ

ンヽ

ンヽ

ンヽ

ツヽ

ノ

ノ

ノ

ノ

イ

イ

イ

イ

」却
明
頭
頭
片

灘
不
椎
椎
砧

L=12.1, B=10.5

L=10.8,B=6.3

L=11.3, B=8.1

Bp=12±

咬耗進む

咬耗あり
雄.未萌出/萌出中
未萌出
咬耗あり
WI=

未癒合
未癒合

-514-

１

１

１

２

４

１

１

３

１

１

１

１

４

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

２

１

１

１

２

１

２

１

１

１

３

１

１

１

１

１

２

２

１

１

１

６

３

２

１

１

１

１

３

１

２

１

２３

９

(未同定)
(未同定)
(未同定)
(未同定)
(未同定)
(未同定)
(未同定)
(未同定)
(未同定)



表49.伊礼原遺跡 (砂丘区)E-20グ リット「貝集積」ピックアップ資料の同定結果

八夕科

八タ
八タ

八夕科 (マ八夕型 )
八夕科

八夕科

八夕科

八夕科

八夕科 7

八夕型

歯骨

前鯛蓋骨

主上顎骨

角骨

方骨

擬鎖骨

腹椎

尾椎

/  1

/  1

クロダイ属
クロダイ属
クロダイ属

前上顎骨

歯骨

□蓋骨

７

／

／

/  1

フエフキダイ属
フエフキダイ科
フエフキダイ科
フエフキダイ科
フエフキダイ科
フエフキダイ型

フエフキダイ型

口蓋骨

主上顎骨

歯骨

角骨

方骨

腹椎

尾椎

/ 1

／

／

／

／

／

５

‐ ７

/

/

15 2

/ 1

アイゴ属
アイゴ属

腹椎

尾椎 2

ニザダイ科 フ

ニザダイ科

擬鎖骨 1  /
尾椎

イロブダイ属 下咽頭骨

アオブダイ属       上咽頭骨
アオブダイ属       下咽頭骨
アオブダイ属       前上顎骨
アオブダイ属        歯骨

一／

１１

／

／

3

一／

１ ３

／

／

ブダイ科        主上顎骨

ブダイ科         角骨
ブダイ科         方骨

ブダイ科        第1椎骨

ブダイ科         腹椎

/  1
７

／

／

１

１ ２

リクガメ類

リクガメ類

リクガメ類

リクガメ類

リクガメ類

リクガメ類

リクガメ類

リクガメ類

リクガメ類

リクガメ類

リクガメ類

リクガメ類

リクガメ類

リクガメ類

リクガメ類

上腕骨

腸骨

大腿骨

頂骨板

椎骨板

椎骨板最後尾

臀骨板

肋骨板

縁骨板

背甲板 fr

上腹板

内腹板

中腹板

下腹板

剣状骨板

1  /

／

／

２

４

１

２

‐５

３７

６

／

１

／

／

／1  /

／

／

／

２

４

４

２

‐ ９

４７

６

／

‐

／

／

／

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ
イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ
イノシシ

イノシシ
イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

側頭骨

上顎骨 fr

下顎骨関節突起

下顎 11

下顎 i2

下顎 Ml

犬歯

後臼歯 fr

頚椎

胸椎

腰椎

肋骨 fr

肩甲骨関節部

尺骨滑車切痕

第3手根骨

第3中手骨

第5中手骨

大腿骨 p

俳骨 d

踵骨

第3足根骨

第3中足骨

第4中足骨

第5中足骨

中手/中足骨
基節骨

中節骨

/ 1

/ 1

/ 1

/ 1

/ 1

/ 2

1  /

／

／

／

／

／

／

／

‐

‐

‐

２

‐ ２

／

／

／

／

／

‐

／

／

／

／

／

／

５

４

６
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表50。 伊礼原遺跡 (砂丘区)E-20グ リット「員集積」フルイ資料の重量と分析率

118

7

118

0

濃灰色粘質砂 131 111

西側     マンガン混淡灰色砂     26     25      96
マンガン混濃灰色粘質砂    92     0       0

合言+                256        136           53
濃灰色粘質砂       39     22       56

東側     マンガン混淡灰色砂     46     38      83

21
北西側

不 明 647 291

合計 737 359 49

総計 1196 673 56

表51.伊礼原遺跡(砂丘区)E-20グ リット「貝集積」フルイ資料の同定結果①
」ヒ

種 類 部位 濃
粘

色

砂
マンガン混
淡灰色砂

濃灰色
粘暫砂

マンフ
淡灰

｀
ン混
■石少

マンガン混
灰色砂

層不明 炉8周辺 合計

メジロザメ科
~F讐
百ヽ日

板 鰍 類 構 骨

サッパ近似種 角 骨

ニシン科 腹 椎

ニシン科 7A 尾 椎

ウツボ科
ウ ソヽボ科

歯骨

犀木倖 1

/ 1
1

/ 1

ウナキ属
ウナギ属
ウナギ属
ウナギ属
ウナギ属

骨

骨

椎

椎

歯

角

腹

尾

前鋤骨板

1 / 1

サヨリ科 ‖厚オ倖 14

ダツ科 前 上岩自骨

トビウオ科 腹椎

ボラ科 ]夏椎

(マ

(マ

(マ

型 )

型 )

型 )

八タ

ハタ

八タ

ハタ科

八夕科

ハタ科

前上顎骨

歯骨

前鯛蒸骨

/ 1 1 /

八夕科

八夕科

八夕科

八夕科

八夕科

骨
骨
　
　
肇

顎
顎
骨
骨
暴

上
上
角
方
耐

王ヽ
一則
　
　
　
製“ν

1 /

1 /

1 / 2 1 /
八夕型

八夕型

腹椎

犀維

3

12

8

19

アジ科A 月層本佳

アジ科 B 腹 椎

アジ科

アジ科

アジ科

アジ科

アジ科 ?

骨

骨

椎

椎

角

方

腹

犀

主上顎骨 / 1 /

/

/

2

11

ヒメジ科 方 骨

クロダイ属
ク回ダイ属
クロダイ屋

骨

骨

畳

歯

角

方

/ 1

フエフキダイ属
フエフキダイ属
フェフキダイ属

前上顎骨

方骨

□著骨

/ 1
1  / 1  / 1 1  / 2

フエフキダイ科

フエフキダイ科

フエフキダイ科

フエフキダイ科

フエフキダイ科

骨

骨

骨

椎

歯

角

方

腹

主上顎骨

1 / 1
1

1

1 / 1

/

/

/

/

12

フエフキダイ型
フェフキダイ型

腹椎

尾椎

1

15

3

33

アイゴ属
アイゴ属
アイゴ属
アイゴ属
アイゴ属
アイゴ属

前頭骨

舌顎骨

主鰍蓋骨

第 1椎骨

腹椎

尾椎

５

‐ ０

1 /

11

17

／

／

１

‐６

３２

／

／

／

３

４０

７２

ニザダイ科
ニザダイ科
ニザダイ科 7
ニザダイ科
ニザダイ科
ニザダイ科
ニザダイ科

前上顎骨

主鯉蓋骨

擬鎖骨

第 1椎骨

腹椎

尾椎
楯鱗

4

11

2

1 /
/

/

1

1

14

1 /

／

／

／

１

６

３９

２
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表51。 伊礼原遺跡(砂丘区)E-20グ リット「員集積」フルイ資料の同定結果②

種類 部位 炉8周辺 合計濃 炊 色 マンガン混 濃 灰 色 マン刀ン混 マンガン混
灰角砂

層不明

ベ ラ科
う禾ユ
A 上 咽 頭 骨

下□関再百呂
1  / 1  /

ベ ラ科 (そ の他 ) 下 口因豆百畳

ベラ科
ベラ科
ベラ科
ベラ科
ベラ科

前上顎骨
歯骨
角骨

方骨
胸椎 3

/ 1

2 /

/

/

/

1

1

/
/

/

/

1

1

3

ミソレフタイ
F｀ブ|ノ

~ブ
ダイ

前上顎骨
歯畳

1 /
/

1 /
/

フタイ属 前 卜讐百畳

アオフタイ属
アオブダイ属
アオブダイ属
アオブダイ属

上日因顕骨

下咽頭骨

前上顎骨
歯骨

1  / 4
7

1 /
3 / 2

1

1 / 2
/ 1

/ 1 1 /

/ 1

1 3

1

1

1

3

5 / 4
7

8 / 1
2  / 5

1 /

2

2

1 /

/

18

/
/

14

11 5
117

フタイ科
ブダイ科
ブダイ科
ブダイ科
ブダイ科
ブゲイ赳

王上顎骨
角骨
方骨
第 1椎骨
腹椎

3

1

/

/

/
1

10

1 3 /
/ 2

1

4
19 11

1  /

1

10

/

/

/
3
17
32

1

1

1 1

2 / 4
2 / 2
5 / 1

36
157

1 /

/

/
1

1

4
1

2
13

5

9
8

/

/

/
6

76
290

6
7

4

コナ科
コチ科
¬手赳

用肯
主記蓋骨
笛 1椎 呂

1 1

八 |リ ヤ ンボ ン科 歯 畳

真骨類 ・禾同定

真骨類 ・未同定

真骨類・未同定

真骨類・未同定
童畳粕・美目中

前上顎骨

歯骨

方骨

腹椎
屋維:

1  /

1

/

/

1

3
/ 1

4 2

1

1

/

/

/

10

1

1

具営類 ・保笛

真骨類 ・保留
真骨類 ・保留
真骨類 ・保留
真骨類 ・保留
童畳粕 ・保留

顎骨 7
方骨
舌顎骨
主鰍蓋骨
第 1椎骨
雄畳

3

1 /

1

1 /

3 / 1
1 /
2 / 3

1

3

/

/

/

2

1

1

6 4

真 骨 類 ・同定 不 可
童 畳 粕 ・目 中 不 可

方 骨
維 呂

1 / 1 /

リク
リク
リク
リク
リク
リク
リク
リク
リク
リク
リク
リク
|リ ノ

1ラ
ア

ガメ類
ガメ類
ガメ類
ガメ類
ガメ類
ガメ類
ガメ類
ガメ類
ガメ類
ガメ類
ガメ類
ガメ類
ガス相

烏ロー肩甲骨
上腕骨
寛骨 (恥骨)
寛骨 (腸骨)
大腿骨
椎骨板
肋骨板
縁骨板
上腹板
下腹板
剣状骨板
腹甲板 fr
巻″臆甲析 f「

2

1 /

3 1

2

4
3

2

1

1

1

1

/ 1

2

2

3

/ 1

/

/

/

/

/
12

15

19

/

/

/

3

1

1

2

1

2

イノシシ
イノシシ
イノシシ
イノシシ
イノシシ
イノシシ
イノシシ
イノシシ
イノシシ
イノシシ
イノシシ
イノシシ
イノシシ

下顎 M1/M2
肋骨
上腕骨 m
撓骨 (d)
撓側手根骨
尺側手根骨
第5中手骨
大腿骨 m
第3足根骨
中手/中足骨
基節骨
中節骨
茉 節 晏

3

/ 1

1

1

1

/

/

1

1

1

/ 1

/ 1

1 /

1

1

1

/1 1

1 /

1

2

1

1

/ 1
4
1 / 1
/ 2
/ 1
/ 1
1 /
1 /
1 /
2

4
3

2

]雨学膨填・保留
0甫軍|,類 ・保留

月要椎
要確認 (長畳 )
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表52.伊礼原遺跡 (砂丘区)Eト レンチで採集した堆積物サンプルの概要

試料 No. 位置    層相     年代   総重量 (g)水 洗後重量  
流失
惣′ `貝  “ キ

器
 訂骨 魯骨g   %  4mm 4mm 4mm 4mm lmm

No.l  E-20東 壁   砂層    縄文中期    580    30   550 94.8 2 16.0 0  1.10 0
No.2  巨-17北壁   砂層   (縄 文晩期)7   710    67   644 90.6 1  0  0  0  0
No.3    E-17北壁   腐植質石少      弥生        3300       569    2732 82.8  269  44.0  60.0  1.40  0.80
No.4    E-17北壁   腐植質石少      弥生        2320       615    1705 73.5  406  12.8  60.5  4.85  0.35

表53.伊礼原遺跡 (砂丘区)Eト レンチの堆積物サンプルから検出された脊椎動物遺体

No.l  E-20東 壁   縄文中期
No.l  E-20東 壁   縄文中期

4mm イノシシ P3 R

2mm 同定不可 不明破片 十

No.l  E-20東 壁   縄文中期    lmm      同定不可      不明破片       十
No.2  E-17北 壁  (縄文晩期)7   4mm     検出資料なし                一

No.2  E-17北 壁  (縄文晩期)7   2mm     検出資料なし                一

No.2  E-17北 壁  (縄文晩期)7 lmm 検出資料なし

No.3

No.3

No.3

No.3

No.3

No.3

No.3

No.3

No.3

No.3

No.3

E… 17北壁

E-17北壁

E-17北壁

E-17北壁

E-17北壁

E-17北壁

E-17北壁

E… 17北壁

E-17北壁

E-17北壁

E-17北壁

生

生

生

生

生

生

生

生

生

生

生

弥

弥

弥

弥

弥

弥

弥

弥

弥

弥

弥

4mm
4mm
4mm

哺乳類・同定不可

八夕型

フエフキダイ科

不明破片

前上顎骨破片   7
腹椎

＋

１

１

2mm
2mm
2mm
2mm

タイ型

ベラ科

アオブダイ属

真骨類・同定不可

凶

下咽頭骨破片

上咽頭骨破片

椎骨

lmm

lmm

lmm

lmm

主上顎骨

歯

棘

繹

No.4

No.4

No.4

No.4

No.4

E-17北壁

E-17北壁

E-17北壁

E… 17北壁

E-17北壁

生

生

生

生

生

弥

弥

弥

弥

弥

4mm
4mm

哺乳類・同定不可

リクガメ類

不明破片

甲板破片

2mm   モンガラカワ八ギ科 鱗

lmm

lmm

タイ型

真骨類・同定不可

凶

椎骨

＋

１

表54。 伊礼原遺跡 (砂丘区)出土魚類遺体の同定結果 (CD収録)

表55。 伊礼原遺跡 (砂丘区)出土力エル類・ヘビ類遺体の同定結果

力エル類

ヘビ類

4

2

17

5

7

31

304

45

6

2

ヘビ類

‐２

３‐

３０

‐６

３

１

２

１

３

５

１

３９

‐１

‐

‐０

９６

トレンチ 層 部位

E-20

E-20

E… 20

H・ G-19

IV(仮 )

IV

崩落土

盛土

四肢骨 fr

上腕骨

上腕骨

上腕骨

上腕骨

撓尺骨

合計

1トレ

C-17

C-18

C-19

C-19・ 20

C-19・ 20・ 」ヒトレ

C-18

D-19

D-19

E-19

暗茶褐色層

黒色土層

黒色土層

|‖

盛採

IV(仮 )

人骨上部および周辺

IV(仮 )

崩落土

崩落土

椎骨

椎骨

椎骨

椎骨

椎骨

椎骨

椎骨

椎骨

椎骨

椎 骨

トレンチ 層 部位

E-20

E-20

E-20

E… 20

E-20

E-20

E-20

E-20

F-19東 トレ

F-19東 トレ

F-19東 トレ

F-19東 トレ

F-19

H・ G-19

盛採

不明

IV(仮 )石・貝集積
IV(仮 )

IV(仮 )下

盛採口崩落土

炉跡②

炉址③覆土

炉址④

炉址⑤
lV(仮 )

∨

灰色砂層

盛採 口崩落土

井戸内

盛採

骨

骨

骨

骨

骨

骨

骨

骨

骨

骨

骨

骨

骨

骨

骨

骨

椎

椎

椎

椎

椎

椎

椎

椎

椎

椎

椎

椎

椎

椎

椎

椎
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八夕科 7

タイ型

八リセンボン属

真骨類・同定不可
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表56.伊礼原遺跡(砂丘区)出土リクガメ類遺体の同定結果①

トレンチ

1トレ・2トレ
1トレ
1トレ
3トレ

暗茶褐色シルト層

暗茶褐色層

内腹板 頂骨板 椎骨板 椎骨板 緑骨板 背/腹 背甲板 腹甲板 合計
２

９

２３

‐

4     2

3

7

1

ATP-20

A〒P-20

ATP-20

黒色砂層

黒色土層

4

2 2

C-18

C-18

C-18

C-18

C-18

C-19

C-19

C-19

C-19

C-19北トレ

C-19北トレ

C-19北トレ

黒色土層

黒色土層～淡黒色土

人骨上部

淡黒色土層

IV(仮 )

清掃中

淡茶褐色砂層

IV(仮 )

IV(仮 )

黒色砂質土層

2   1
1       1

2   1

2   1   1

C-18         自砂                                                                          5            5
C-18       崩落土清掃中                                                                             1         1   2
C・ D-18       灰色砂層                                                                 1   1                        2

1

1

4

―
‐
い
い
つ
―
―

C・ D-19

4   7

1     1     2     1     1     12    11    6    20    56C-19・ 20

C-19・ 20       -括 土器                                                                                        1   1
C-19・ 20西側      IV(仮 )                                                                 1                      1
C-19・ 20北トレ       IV(仮 )                                              1                                          1   2   3   3   10
C-24        灰色砂層                                                                                     1      1
C-24      茶褐色粘質土層                                                                  1                       1
D-17        黒色砂層                                                      1                              3   1   5
D-19             111                                                                                                                     1    1
D-19  1V(仮 )  1       111     111 369732
D-19              V                                                                                                                 l                  l
D-19        崩落±                                                                                       2  2
E-14 ∨ 1   1

E-14・ 15

E-14・ 15畦

匡-14・ 15畦

盛 採 1

10

２

２ ７

‐

1   1

E-15

E-17

E-17

E-17

Ｖ

溝 1   1   1
4   6   1

2

24

3

E-18

巨-18

巨-18

E-18

E-18

巨-18

E-18南

盛採

|‖

IV(仮 )

V

溝 11

溝9

パイプ除去時

３

３

‐３

２

１

１

表56-②ヘ

2

1 1

1   7

2 2

3

1

1

2

1

1

1

1

1



上 ] 骨 恥 骨 骨 上 :板 中 [ 量板 下 i板

右

１

１

椎骨板

３

‐４

３

緑骨板 背/腹 背甲板 腹甲板

1

10

9

6

2

15

層

|‖

IV(仮 )

∨

貝・石集積

貝・石集積部 貝集中部分
貝・石集積部分

溝

溝 10～ 13

溝 13

溝9

石集積貝集中部

石集積層

石集積北壁崩落部分

平面清掃中石集積層

壁面清掃中

崩落土

北西石集石層

北側貝・石集積部分

左 右 左 右 左 左 右 左 右 左

１

５

右

　

２

２

内腹板
左 右 左 右 左

盛採

畦崩落時

IV(仮 )

４２

‐

２

10 19

2

２ ７

‐

‐

IV(仮 )

V
Dot上 げ
しみ①

貝集積北西側

貝集積北西側掘 り下げ

柱穴

東側骨製品出土付近

東側骨製品部盛土

平面掘 り下げ

崩落土

北東壁崩落土

炉跡②

炉址③

18

8

131

34

81

11

３６

‐６

‐

2

92

13

崩落土

盛採

IV(仮 )

V

灰色砂層

堀削時

崩落土

盛採

∨

北東西壁崩落土

床面白砂 (図面有 り)

茶色土層

盛採

北側道路面縄前庭出

16

16

11

11 9 31 27 19 15 13 15 13 48 50 19 343 178 289 325

―

い
０
０

１

表56.伊礼原遺跡(砂丘区)出土リクガメ類遺体の同定結果②

トレンチ

E-19

巨-19

巨-19

E-19

E-19

E-19

E-19

巨-19

E-19

E-19

E-19

E-19

E-19

E-19

E-19

E-19

巨-19

E-19

E-19

E-19・ 20

E-19・ 20

巨-19・

E-20

E-20

E-20

巨-20

E-20

E-20

E-20

E-20

E-20

E-20

E-20

E-20

E-20

E-20

F-19東 トレ

F-19東 トレ

F-19東 トレ

F-19東 トレ

F-19東 トレ

F-19東 トレ

F-19東 トレ

F-1 トレ

部一
８
５５
‐４
２
２６
‐
７
９
２
３
‐０
‐
２
６
‐
‐
２
‐６
５

５５０

９６

２

３

３

５

７

２

２

１

２

３

‐０

２

盛 採
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トレンチ 層 頭骨
鳥□―

肩甲骨

指骨 四肢骨 縁骨板 背甲板
f「

剣状

骨板

腹甲板 背/腹

甲板 f「
合計

右 fr 左 右 左 右

1トレ
1トレ

暗茶褐色層

盛採

2トレ 暗茶褐色炭混 じり

ATP-20
２３

‐５

‐７

‐７

３
．

Ｐ
．

Ｐ
．

Ｐ
．

Ｂ
．

Ｂ

Ｂ

Ｂ

層

＞

採

土

仮

採

盛

色

バ

盛

黒

ハ

C-17

層

＞

土

層

ヒ

仮

質

土

離

州

粘

色

調

ド

色

黒

」月

灰

C・ D-18 灰色砂層

Ｃ
¨

Ｃ
．

１９

１９

１９

１９

１９

１９

１９

Ⅲ
販

層混ン
　
　
　
　
　
藝

重

ガ

呂
ヨ
辺

　

癖

動
一
嚇
棚
ｍい卿

菱

砂

疑

集

Ⅳ

勁

ィ

色

里
ハ
石

　

説

褐
　
　
　
　
昌
ハ

茶淡

２

５

‐ ‐

１

１

１

２

‐ ‐

１

C・ D-19

C-19・ 20

C-19・ 20

IV(仮 )

盛採

11

5

C-24 灰色砂層

D-17

D-17東 トレ

黒色砂層

淡黒色砂層

・、耐
ツ
　

土

Ⅲ

鮒
〕
Ｖ

落

Ⅳ
　
　
］朋

４

‐０

４

１

販

ｖ

販

採

巨-16

巨-17

仮

仮

E-17

巨-18

∨

IV(仮 )

巨-18

巨-18
瀞
認

IV(仮 )

３

‐ ３

２

巨-19 溝9

E19・ 20畦

螺
雌
採

仮

／

盛
】

、

２

１

３

１

‐２

６

４

F-19 IV(仮 )

１９

１９

東

Ｆ
¨

Ｆ
¨

‐９

採

砂

仮

盛

自

〕

じ
一
９

９

ゅ
・Ｇ
・Ｇ
盛二

Ｆ
．　

Ｈ

Ｈ

螺
∨
認一酬

７

１

３

‐２

合 計 11 18 14 21 93 11 23 219

表57.伊礼原遺跡 (砂丘区)出土ウミガメ類遺体の同定結果 frは左右不明破片
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表58.伊礼原遺跡 (砂丘区)出土鳥類遺体の同定結果 p・ dはそれぞれ近位端・遠位端

トレンチ

ATP-20

C-18

C-18

C-18

C-18

C-18

C-18

C-19北 トレ

D-19

巨-19

E-19・ 20

匡-20

巨-20

F-19東 トレ

北西盛土

合計

表59.伊礼原遺跡 (砂丘区)出土ネズミ科遺体の同定結果

トレンチ

合計

合計

C-18

C-19

C-19

C-19北 トレ

C-1

C-19・ 20

C-19。 20

C・ D-18

D-19

D… 19

巨-1

巨-19

匿-19

E-20

E-20

E-20

E-20

F-19東 トレ

F-1

H・ G-19

盛土

表60.伊礼原遺跡 (砂丘区)出土オオコウモリ科遺体の同定結果

トレンチ 合計

C-18

C-19北 トレ

C・ D-19

D-19

D-19

E-19

未同定 同定不可カラス属 サギ科 カモメ科

中足骨 d尺骨 p 尺骨 d 大腿骨 p 大月iltt d 月墾骨 d 上腕骨 p 尺骨 d 中足骨 d ]至骨 d 撓骨 p

左  右 左

層

左   右 左   右 左   右 右 右 右 右 左

黒色砂層

IV(仮 )

V

人骨上部

清掃中

淡黒色土層

崩落土

盛採

崩落土

盛採

IV(仮 )

盛採

盛採

1   3 1   3 2   1 1  2

上顎骨 上顎切歯 下顎骨 下顎切歯 上腕骨 寛 骨 大腿骨
層

左   右 左   右 左   右 左   右   不明 左    右 左    右 左   右 右

‖|

IV(仮 )

IV(仮 )

盛採

IV(仮 )

盛採

IV(仮 )

盛採

溝10

|∨ (仮 )

崩落土

1   1 1 1 1

IV(仮 )

∨

崩落土

炉跡②
崩落土

IV(仮 )

∨

盛採

盛採

2 2 1 1 5 4 1   3   1 1   1 3   2 5   5

上顎 C 下顎 C
層

左    右 左 左 右

離
歯
遊
臼

人骨部分上

IV(仮 )

IV(仮 )

崩落土

1 1 13

崩落土

IV(仮 )
1 2 3 1 21

巨-20

-522-



表61.伊礼原遺跡(砂丘区)出土イノシシ歯一覧①

地 区 層準 dm3 P2 P3 Ml M2 dm4 P2/3 Ml M2 M

朧
色

麒
勧
緒
醐

雑
暗

罫
砂
絶
税
嚇
嚇

層
Ｅ
淡
淡
凝
師

茶

色

ヒ

色

褐

少

≧

茶

茶

亜

昼

淡

自

Ｌ

淡

4トレ
4トレ

‖|

濃茶色

層

層

採

土

砂

盛

色

色

黒

黒

Ｃ
．

Ｃ
．

１７

層

層

・Ｋ

土

土

弊
色
色

遍

黒

黒

齢蹴

層

層

土

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

針
一
一耀

黒

色黒

層

層

　

　

　

　

」

砂

砂

採

＝

採

砂

彙

腱

難

盛

―

盛

白

翻
Ｃ
¨

Ｃ
．

Ｃ
．

Ｃ
．

Ｃ
．

Ｃ
．

１９

‐９

層

　

　

層

土

砂

コ
＞

土

Ⅲ
Ⅳ
Ｖ
轄
拍
刷
販
鰭

動
神
清
Ⅳ
酬

西
淡
　
　
黄

張

張

張

張

レ

レ

拡

拡

拡

拡

掛

掛

３ｍ
３ｍ
３ｍ
３ｍ

針
針
ル
ル
ル
ル

Ｃ・‐
Ｃ・‐
訛
訛
訛
訛 層

層

　

＞

層

層

土

土

採

仮

砂

砂

質

色

盛

＜

色

色

砂

黒

　

Ⅳ

黒

褐

色黒

土盛

・２

・２

・２

・２

・２

・２

一明

１９

１９

‐９

‐９

‐９

‐９

‐９

・
２

Ｃ
一

Ｃ．
Ｃ．
Ｃ．
Ｃ．
Ｃ．
Ｃ．
１９

近

Ｃ．
付

層

土
層
　
コ　
層

罫胴
蝶
置
社
調閥
唾

Ｅ
Ⅳ」̈
一郵崩
年粋Ⅳ瓢

東

２

‐０

３

２９

C-23

C-24 灰色石: 層

１７

１７

東

東

東

東

東

東

東

東

Ｄ
¨

Ｄ
”

１７

１７

１７

１７

１７

１７

１７

１７

混層土

‐
層
層
層
贋
‥

蜘鐵認̈̈
甲“脚”嘲蹴

‐

‐
，
　
　
　
　
夙
　
　
　
砂色黒

ナ二ワ力課目
旧
ｖ
社
Ⅲ

橿
土
Ｖ
　
崩

留
（
―

粘色褐黄

２

１

‐ ５

‐３

‐

８

１

２

D-19/圧…18間 |‖

巨-14

巨-14
IV(仮 )

E-15 IV

巨-16 VI～ V‖
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右

盛 採



地区 層準
dm3 P2 P3 Ml M2

M3
dm4 P2/3 Ml M2 M

左 右

西

側一跡ⅢⅣＶ薇18・ 17田幸 IV(仮 )

駅
Ⅲ
偏〕溝
瀞
削
削E-18/19間 畦 崩落土

土

二
南

麒

Ⅲ

¨
¨
∨

瀞

溝

瀞

瀧

削

雌

聯

駐

］

ゴ

南

ノ

11

2

15

2

８

６

‐３

匿-19・ 20

E-19。 20畔
盛採

盛採
０

０

０

０

０

０

０

０

０

１０

”

Ｅ
．
２

Ｅ
．
２

Ｅ
¨
２

巨
¨
２

巨
．
２

巨
．
２

巨
．
２

巨
．
２

Ｅ
．
２

Ｅ
．
２

・
２０

ヨヨ
Б
げ

ら

燿

賠

下

九

酬

Ⅲ

¨
明
∨

雌

¨
”
脚

帥

岬

刺

Ⅳ

　

　

　

灰

メ

平

涯

２８

４

２

‐４

２

１８

１９

１９

１９

１９

１９

１９

１９

１９

東

東

東

東

東

東

東

東

Ｆ
一

Ｆ
一

Ｆ
一

Ｆ
一

Ｆ
¨

Ｆ
］

Ｆ
］

Ｆ
¨

Ｆ
一

‐９

‐９

‐９

‐９

‐９

‐９

‐９

‐９

壁

　

土
　
　
　
　
　
　
　
　
呂
ヨ　
　
二

＞

　

北

匈

落

チ

　

＞

＞

層

層

蝶

」

旧

酬Ⅲ‐Ｖ＜仮∨初抑醐勅醜̈
中（則］割田脚潮

バ

　

南

　
　
　
　
　
　
　
　
．″′
　

ョ

F・ G・ H 盛採

G-19

G-19

|‖

IV(仮 )

辺

り

周

有

土

　

　

　

　

コ

力̈
面

落

ヒ

＞

　

層

詐

採

採

ク

図

崩

彙

仮

／

砂

轟

盛
盛
釧
釧
穀
鵬
‐Ｖ＜
、
艶
赫

配
配
北
　
　
　
　
タ

床

床

H-19

H-19

黄自色砂層

黒色土層
丁P-8 灰緑色層

盛採

土

土

明

盛

盛

不

西

採

採

採

採

盛

盛

盛

盛

‐６

　

‐

８

２

‐ ５

２

１

２

２

35 16 7 28 37 270 242 27 52 52

表61.伊礼原遺跡(砂丘区)出土イノシシ歯一覧②
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位置 層準

頭
蓋
骨
下顎骨

胸

椎

腰

椎

尾
椎

椎

骨

肋

骨 肩甲骨 上腕骨 尺 骨

fr 左 右
左 右 左 右 左 右

盛採

暗茶褐色層

砂

穴

自

柱

暗茶褐色シルト層

３

‐４

‐

　

　

８

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

″

針

針

針

針

針

針

針

針

針

限

麒
¨
醐
碗
疑
一̈
時
動
動
妙

囃
　
Ｌ
　
岬
シ
淡
自
色
　
　
　
媚

酬
端
噺
妙
獅
Ⅲ
艶

妊

「

　

茶

　

形

形
　
　
　
薄

混

・様

民

色

炉

が

離

齢
槽
慾
挟
包
鶴

，

ｒ

褐

談

濃

層

層

採

砂

土

砂

盛

色

色

自

里
〔
里
〔

B-23・ B-24

B〒P-17

盛採

盛採
Ｃ
．

Ｃ
．

Ｃ
．

Ｃ
¨

Ｃ
¨

Ｃ
¨

１７

層砂

砂

層

層

採

―

砂

質

粗

土

土

盛

＝

自

粘

色

色

色

色

黒

黒

黒

褐 15

土

齢
Ⅲ
蜘
Ｖ
媚
明
畔
一一時
骨ヽ上部
一̈
壽
砂

卜
　
　
　
黒
劉
難
メ
牡
洲

黒
　
　
　
勲淡

層

　

＞

土

ヨ
ヨ
混

采

質

舛

片

積

齢
錨
勧
瞑
珠

庭
灰
砂
不

黄

　

黒

辰

長

振

振

扇

嘱

産

藤

ル
ル
ル

‐トレル
ル
ル
祠
前
向
耐

・‐９
・‐９
・‐９
・‐９
・‐９
訛
訛
訛
訛
鰍
銚
鰍
旧
旧
旧
版

Ｇ
。
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ̈‐
Ｃ・‐
Ｃ・‐
Ｃ̈‐
Ｃ・‐
Ｃ・‐
Ｃ・‐
訛
訛
鰍
銚

Ｃ
．

Ｃ
．

Ｃ
．

Ｃ
］

層
　
　
　
　
ノゴ

ロ
一
　

層
　
　
　
　
虚

螺

Ⅲ
ｍ明
Ｖ
榊

麒

榊
ｍ明
”

制

時

睡

酬
ｍ明
劉
け

Ⅳ

　

茶

　

．̈汗

Ⅳ

．・≦

黒

色

　

Ⅳ

　

馴

淡

　

　

　

　

・一

Ｚ

　

黄

　

　

　

　

洲

表62.伊礼原遺跡(砂丘区)出土イノシシ (歯以外)一覧①

-525-
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位置 層 準

撓骨 寛骨 大腿骨

膝
蓋
骨

月堅骨 排骨 踵 骨 距骨
指

骨 合

計

右
左 右

左 右 左 右
右 左 左 右 右 左

層
　
　
　
朧

採

絶

砂

穴

動

盛

翻

白

柱

翻

暉

　

　

膝

６

２７

３

１

‐６

４６
０
‐６
４
５０

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

″

針

針

針

針

針

針

針

針

針

限

じ

　

　

　

　

混

　

ヨ
ｔ
昌
目

駅動帥勁蹄̈
師［鰤酔

麟
　
　
　
日
　
、ッ
躍

６４

６

‐１

１

‐２

２

２

７

２

１

色
　
　
　
媚

駅
端
噺
醐
胸
Ⅲ
踊

灘
目
　
談
　
シ

混

採
穴
絶
顎
冴
茶

盛
柱
嬉
打
色
泊

，

Ｆ

褐

淡

濃

層

層

採

砂

土

砂

盛

色

色

自

里
〔
里
〔

３‐

１７

１７

１

B-23・ B-24

BTP… 17

盛採

盛採
Ｃ
¨

Ｃ
．

Ｃ
．

Ｃ
¨

Ｃ
．

Ｃ
．

１７

層砂

砂

層

層

採

＝

砂

質

粗

土

土

盛

―

自

粘

色

色

色

色

黒

黒

黒

褐

７

４

５

‐６

１

４

５

土

昌
日
一岬

媚

部

雌

．増

駅
‐‐‐
ｍ明∨
媚
鋸
側
輌却糖
識
瓢
鞘
帥

Ⅳ

　

　

　

黒

鰤

鞄

人

Ｈ
一
一刻

里〔　
　
　
疑淡

‐３

４

３２

３

４

１

５０

‐

‐

‐２

‐

６

５

層
　
＞

・様
駐
嘱
岨
積

齢
錨
勧
倶
擦

腰
灰
砂
Ｚ

黄
　
黒

長

長

長

振

婿

嘱

底

藤

ル
ル
ル
ル
‐トレル
ル
前
前
向
耐

‐̈９
‐̈９
・‐９
・‐９
・‐９
訛
訛
訛
訛
訛
訛
蹴
旧
旧
脂
憫

Ｇ
Ｇ
。
Ｃ
Ｃ
Ｃ．‐
Ｃ．‐
Ｃ．‐
Ｃ］‐
Ｃ．‐
Ｃ．‐
Ｃ］‐
訛
訛
銚
銚

Ｃ
．

Ｃ
¨

Ｃ
〕

Ｃ
．

層
　
　
　
　
ノゴ
ロ
一　
層
　
　
　
　
偲

＞
　
砂
　
【
＞

だ
騎
層
土
　
＞
　
九

酬
‐‐‐
販
Ｖ
艶
螺
錦
販
加
剰
鮭
順
酬
販
劉
側

Ⅳ
　
継
一　
、済
Ⅳ
一̈
凛中
黒
艶
　
Ⅳ
　
翻

５

９

５５

８

４

２４

６

４３

２

４

４

２

３

３８

３

４

表62。 伊礼原遺跡(砂丘区)出土イノシシ (歯以外)一覧②
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頭
蓋
骨
下顎骨

胸

椎

腰

椎
尾
椎

椎

骨

肋

骨 肩 甲骨 上腕骨 尺 骨

右

層準

fr 左 右

位置

C-19北 トレ3m拡張
C-19北 トレ3m拡張

カワニナ黄色粘土黒色砂土層

褐色砂層

C・ D-19

CD-19

C・ D-19

C・ D-19

盛採

崩落土

白砂

C-19・ 20

C-19・ 20

C-19・ 20

C-19・ 20

C-19・ 20

C-19・ 20

C-19・ 20北トレ

C-19・ 20東・C-20北 壁

C-24付 近 C-19・ 20盛土

盛採

|‖

IV(仮 )
黒色砂質土層

石集積付近

清掃中

IV(仮 )
黒色土層

黒色砂質土層

盛採

灰色砂層

膵採

C-24

C-24

C-24と なり

D-17

D-17

D-17

D-17

D-17

D-17東 トレ

D… 17東 トレ

D-17東 トレ

D… 17東 トレ

D-17東 トレ

D-17東 トレ

D-17東 トレ

D-17東 トレ

盛採

‖|

IV(仮 )
黒色砂層

黒色粘質土層

盛採

IV(仮 )
灰色粘質土層

黒色砂質土層

黒色土層

黒色粘質混貝層

淡黒色砂層

淡黒色土層

D-18

D-18

D-18

盛採

IV(仮 )
淡茶褐色砂層

採

＝

仮

／

盛

＝

＜

、

昔褐色粘質土層 (カ ワニナ )

灰色粘質土層D-18東 トレ

D-19

D-19

D-19

D-19

D-19

巨-13

E-13

盛採

ビーチロック状固結層下枝サンゴ層(面縄)

E-14

E-14

E-14

E-14

E-14

盛採

‖|

IV(仮 )
∨

南壁清掃柱

E14・ 15畦 IV(仮 )
E-15

E-15

E-15

E-15

盛採

‖|

IV(仮 )
V

E-16

圧-16

E-16

巨-16

巨-16

採

―

仮

／

１８

盛

＝

＜

、

満

一鰍↓Ⅲ
販
Ｖ
浄
献
帥

圧-17

巨-17

巨-17

E-17

E-17

E-17

E-17

膵 採E-17・ 18

巨-18

巨-18

E-18

E-18

E-18

巨-18

巨-18

巨-18

巨-18

匿-18サフ
｀`

盛採

|‖

IV(仮 )
V

溝10

溝 2

溝9

東側

南パイプ除去時

パイプ除去時E-18南

崩落土E-19・ 18間畦

盛採 18 12E-19

巨-19

表62.伊礼原遺跡(砂丘区)出土イノシシ (歯以外)一覧③
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位置 層準

撓骨 寛骨 大腿骨

膝
蓋
骨

月⊆骨 勝F骨 踵骨 距 骨
指

骨 合
計

左 右 右 左 左 右 右 左

C-19北 トレ3m拡張
C-19北 トレ3mお左引霊

カワニナ貢色粘土黒色砂土層

褐色砂層

Ｄ
．

Ｄ
．
‐

Ｄ
．

Ｄ
¨

Ｃ
．

Ｃ

Ｃ
．

Ｃ
．

・様

土

　

少

諄

落

Ⅲ

輌

昼

崩

　

Ё

‐１

３

８

１

鰹

社

ル

酬

町

２０

２０

２０

２０

２０

２０

吼̈

Ｃ̈２

％

９．
９．
９．
９．
９．
９．
２

・む

Ｃ・‐

１̈

１̈

・１

・１

１̈

１̈

９．
一期

圧

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ̈‐‐

９・２‐

一価

Ｃ̈１

の

層

千
一　
　
　
　
層

認‐‐‐偏〕囃鋼榊ｍ明鐸は

Ⅳ

色

務

¨̈汗
Ⅳ

黒

色

黒

７

　

　

　

黒

９

　

　

２‐

３４
１
晰
１
１
８
２
‐
１

４

４

な

・２

・２

と

層

採

砂

採

盛

色

盛

灰

１７

１７

１７

１７

１７

東

東

東

京

東

東

東

東

Ｄ
¨

Ｄ
¨

Ｄ
¨

Ｄ
¨

Ｄ
．

１７

１７

１７

１７

１７

１７

１７

１７

酬Ⅲ印佛一螺̈
中̈一乖鰊愉中１８

１８

１８

東

Ｄ
．

Ｄ
．

Ｄ
．

１８

層

層

＞

砂

土

採

仮

色

質

盛

＜

褐

粘

Ⅳ

茶

色

淡

灰

ナ二ワ力

醐
Ⅲ
販
Ｖ
躍

Ⅳ

　

質粘色褐黄

４

４

‐８

４

５３
８
２
３５
４

E-13

E-13

盛採
ビーチロック状固結層下粒サンゴ層価組)

梓

課
Ⅲ
ｍ〕Ｖ
濡

Ⅳ
　
酢

巨-14・ 15畔 IV(仮 )
採

＝

仮

／

盛

＝
＜

、

採

―

仮

／

８

盛

＝
＜

、

澤

麒
Ⅲ
販
ｖ
部
献
側

４

　

‐０

７

１

１９

‐５

４７

３０

‐

‐

‐

匡-17・ 18 盛 採

８
８
８
８
８
８
８
８
８
ヴ
痛

¨
１

「

・１

・１

１̈

〕１

・１

・１

・１

８

疑

匿

Ｅ

巨

匿

Ｅ

Ｅ

Ｅ

巨

巨

匡
．
‐

Ｅ
．

時去

駅

Ⅲ

¨
¨
ｖ

部

瀧

瀞

馴

嘲南

パイプ除去時

７

８

６０

９

４

１

‐３

‐

‐

２

１

巨-19・ 18間畦 崩落土

巨…19

巨-19
盛採

|‖

17

1

表62。 伊礼原遺跡(砂丘区)出土イノシシ (歯以外)一覧④
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位置 層 準

頭
蓋
骨
下顎骨

胸

椎
腰
椎
尾
椎

椎

骨

肋

骨 肩甲骨 上腕骨 尺骨

fr 左 右 fr
左 右

d

中

１３
哺
議
積
掃

個
Ｖ
溝
瀞
瀞
和
静
削
溝‐０ヽ
］
辞
礁
嚇

‐Ｖ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ

２９

４

‐７

‐４

９

　

２

３

　

１

１

１

１

５

2 2

E-20・ 19 盛 採

巨-19・ 20 盛 採

E-19・ 20畔 IV(仮 )
０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

」〃

』〃

Ｅ
．
２

巨
．
２

Ｅ
．
２

Ｅ
．
２

Ｅ
．
２

巨
．
２

Ｅ
．
２

匡
中
２

巨
．
２

巨
．
２

巨
．
２

巨
¨
２

匿
¨
２

巨
¨
２

巨
¨
２

Ｅ
¨
２

¨
２０‐

¨
２０‐

近

　

　

　

　

　

層

”̈
¨̈
　　　　　　　二
　　　　　　　　　　　、̈
】レ

み
層
　
　
　
　
　
　
断
げ
譴
　
　
雪

認
Ⅲ
嘲
Ｖ
動
¨
嚇
¨̈
¨
¨
¨
歓
画
¨
笏
訥
　
『

９

１

３８

４

　

　

４

　

９

５ ５

‐ ３

‐

ヽ
　
　
ヽ
　
　
”
　
　
勺
　
　
ヽ

曜

層

層

劇

土

層

砂

に

色

砂

採

励

弥

緒

艶

盛

‘
暑

黄

‐９

１９

１９

１９

１９

１９

１９

１９

東

東

東

東

京

東

１８

Ｆ
．

Ｆ
．

Ｆ
］

Ｆ
．

Ｆ
．

Ｆ
．

Ｆ
．

Ｆ
．

１ ９

‐ ９

‐ ９

‐ ９

‐ ９

‐ ９

Ｇ
¨

中

苦

　

　

　

　

‐

　

少

螺Ⅲｍ明ｖ榊厠嚇郷螺ｍ明∨̈
嗣̈麟岬

Ⅳ

、―

・ェ

イ

Ⅳ

　

′”
ち

灰

青

面

パ

　

　

　

Ｒ

落

　

南

壁

３６

‐０

‐５

３

Ｇ

Ｇ
．

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ
．

Ｈ．

Ｈ

Ｈ．

Ｈ．

Ｈ．

Ｈ．

Ｈ．

Ｈ
．

Ｈ．

Ｈ

混ギ
刀
　
　
昌
日

采

采

局

　

峻

媚

剛

朧

制

量

劇割̈
］∨調麹澱帥靭師

十
一　
　
〇

色里
〔

層
呂
ヨ

＞
砂
鍵

仮
色

蛹

―
茶
鈍

Ⅳ
一加一剖

丁Ｐ．８範
一酬

層

層

色

土

採

緑

色

盛

灰

黒

11 29

‐

６３

133 12 10〔 29 18 23 32 10 44 17 39

表62.伊礼原遺跡(砂丘区)出土イノシシ (歯以外)一覧⑤
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位置 層準

撓骨 寛骨 大腿骨

膝
蓋
骨

:至骨 俳骨 踵 骨 距骨
指

骨 合

計

左
左 右 右 左 左 右 右 左

胴
Ｖ
溝
削
瀞
詢
都
静
‐０”‐３
加
嚇
離
帥

Ⅳ
　
　
、，
　
、‐
‐
，
溝
町
石
．石
蜘

２０

２

１

‐８‐

４８

‐６

‐

４

‐６

５

２

１

１

‐４

‐７

‐０

９

０

畔

採

採

仮

盛

盛

‘

４

２１

５

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

」〃

Ｅ
．
２

Ｅ
．
２

Ｅ
．
２

Ｅ
．
２

Ｅ
〕
２

Ｅ
〕
２

Ｅ
．
２

Ｅ
．
２

Ｅ
．
２

Ｅ
．
２

巨
．
２

Ｅ
¨
２

Ｅ
．
２

巨
．
２

巨
．
２

・
２０‐

近付

ド

土

み

層

　

　

　

　

　

　

土

引

盛

課
Ⅲ
囮
∨
仇
帥
難
い〕Ю
いや順
次
躙
醐
脚
榊

昼

　

／

　

色

自

貝

炉

炉

炉

炉

在

製

動

製

清

ぃ

　

灰

灰

　

　

　

　

　

　

骨

可

骨

側

日

側

東

　

東

マンガン混淡灰色砂層

」
８

２８１

７０

７

４

４

１１

４３

６

８

７

２

８

２

４

１４

３

‐５

１

４

　

　

４

１

２

１

　

３

　

１

４

１

ヽ
　
　
ヽ
　
　
”
　
　
ヽ
　
　
勺

曜

層

層

劇

土

層

砂

に

色

砂

採

腱

弥

緒

艶

膵

尉

黄

１９

１９

１９

１９

１９

１９

１９

１９

東

東

東

東

東

東

１８

Ｆ
．

Ｆ
．

Ｆ
．

Ｆ
．

Ｆ
．

Ｆ
．

Ｆ
．

Ｆ
．

１ ９

１ ９

１ ９

１ ９

１ ９

１ ９

Ｇ
．

坤

垂

　

　

　

　

１

　

抄

拝

歴

　

　

　

＞

Ю

呂
ヨ
田

辮

Ⅲ

嘲
・
Ｖ

翻

抑

嚇

硼

認

¨
嘲
Ｖ

¨
¨
螂

剛

剖

‐
　

　

　

面．
ル

　

‐

　

Ⅳ

言

‐

献

壁

２

　

６

　

２

２

１

　

‐１

６

９

１

２２
２
４１
３
５
‐４
２
１
旺
７３
４５
７
１
２
１

Ｇ

Ｇ
〕

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ
．

Ｈ
．

Ｈ

Ｈ
．

Ｈ
．

Ｈ
．

Ｈ
．

Ｈ
．

Ｈ
．

Ｈ
．

Ｈ

混ル
　
層

ン

　

砂

酬認〔明Ｖ師麟帥琲枷」

Ⅳ
　
却
黄
痛
難
集
闇

饉
　
ψ

里
〔

‐２

７

１

‐７

２

６

３

２

１

１

層

昌
ヨ

＞

砂

燒

仮

色

囁

＜

茶

疑

Ⅳ

自

蒙

淡

妻

・８
　
・２

府味

ＴＰ

「

副

層

層

色

土

採

緑

色

盛

灰

黒

表62.伊礼原遺跡(砂丘区)出土イノシシ (歯以外)一覧⑥
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表63.伊礼原遺跡 (砂丘区)出土ウマ・ウシ遺体の同定結果 .

表64.伊礼原遺跡 (砂丘区)出土ジュゴン遺体の同定結果 .

位置 層準

ウマ ワ シ

合計下顎 M3
左

頬歯 尺骨 d

右 破片

下顎骨   歯   四肢骨   中手/中足骨   指骨  肋骨
破片   破片   破片     破片     破片  破片

1トレ
1トレ

茶褐色シルト層

盛採

3トレ 黄茶色ブャリ混
C-18

C-18

黒色土層

IV(仮 )
C-24

C-24

盛土
ス回一プ

E-13 盛 採 1 1

巨-14

巨-14

巨-14

|‖

IV

I∨ (仮 )

1

1 2

1 3

3

1

4

巨-15

匡-18

巨-18

E-19

巨-19

E-19

E-19

匿-19

巨-19

|‖

IV(仮 )
V

溝 2

南壁崩落土

盛採

1

1

1

3

2

1

2

1

E-19・ 20畦 盛 採

E-20 IV

F-19

F-19

IV(仮 )
IV

G-19

H・ G-19 西東北壁崩落土

H・ G-22 盛 採 3 3 1

H-19 灰色粘質土層 3

盛採 清掃中

‖|

2

1 2

1

3

1

2

2 21 17 1 3 7 64

トレンチ 層 頭 骨 切 歯 軸 椎 尺骨左 撓骨右 骨 肋 不 明 合 計

1ト レ
1ト レ

白砂上 層
暗茶褐色シルト層

1

1 1 2

ATP-20

∧TP-20
盛採

黒色砂層

1 1

1 1

C-18

C-18

‖|

人骨上部

1

1 1

C-19

C-19

C-19

C-19北 トレ
C-19北 トレ
C-19北 トレ

‖|

IV(仮 )
北壁崩落土

黒色土層

IV(仮 )
1

1

C-19・ 20

C-19・ 20

C-19・ 20盛土

東側清掃中

IV(仮 )
黒色砂質土層

3

1

3

4 1

D-19

D-19 IV

ｖ
販 1 1 2

E… 16

巨-16
|‖

lv(仮 )
巨-17 IV

圧-18

巨-18
|‖

IV(仮 )
1 1

1 2

巨-19

E-19

V
IV(仮 )

1 1 2

1 1 2

匿-19・ 20畔 膵 採

巨-20

巨-20

巨-20
IV

|‖

(仮 )

東側 1

1

2

1

2

1

F-19東 トレ 崩落土

G-19

G-19

‖|

lv(仮 )
2 2

1 1

H・ G-19

H・ G-19
崩落土

V
1 1

1 1

TP-12 平面清掃

不 明 1 1

)計 17 2 1 37 9 58
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Ｎ

６０

５０

４０

３０

２０

‐０

０

バ バ バ バ が ダ ノ ノ ノ タ バ ´ ノ ド バ が タ バ バ ´

顎M3長

□層準未確定・不明

国 層

□  Ⅱ―X層

囮 Ⅲ層

■曾畑層
a

Ｎ

８０

６０

４０

２０

顎M3中冨

□層準未確定口不明

国 層

□  Ⅱ―X層

皿 Ⅲ層

■曾畑層

♪ パ バ バ バ バ タ ダ バ バ バ バ パ

第 109図 伊礼原遺跡 (低湿地区)におけるイノシシ下顎第 3大臼歯の計測値の分布
(a:長・b:幅 )

」
Ｄ

下顎M3幅

15

0

蘊翻魃懸ぎざ がかば
/夕 今`′

上

―

↓

―

一

▲
▼

上
●
―

上
甲
―

上
甲
―

上
下

上
下

第 110図  計測値の比較 (平均±標準偏差)
伊礼原C遺跡・沖縄先史時代・弥生時代遺跡度イノシシおよび現生イノシシの下顎第3大臼歯計測値の比較(平均土標準偏差)
データの出典 :長谷川ほか (1979)、  川島・村岡 (1984)、 西 (1993)、 松井 (1997)、 中川 (1999)

下顎M3長

―

―
―

上

▼
―
‐

１

丁

―

上

▼

―

―

―

革

―

上

― 上

―
‐

―

―

上

―
―
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縄本島・奄美大島

首里城奉神門(近 )

阿波根古島(グー近)

今帰仁城(グ )

屋良城(グ )

平敷屋トウバル (後 )

備瀬 (後 )

渡喜仁浜原Ⅱ層 (後 ?)

宇佐浜B(後 )

長浜金久 I貝塚 (後 )

地荒原遺跡 (中 )

知場塚原 (中 )

渡喜仁浜原Ⅳ層 (中 ?)

宇宿小 I・ Ⅱ層 (前中)

地荒原貝塚 (前 )

古我地原 (早前 )

宇宿小Ⅲ・Ⅳ層 (早 )

伊礼原C(早～)

野国B(早 )

0%     20%     40%     60%     80%    100%

第111図 伊礼原遺跡 (低湿地区)と他遺跡の脊椎動物遺体群の比較
ピックアップ資料.最小個体数 (MNI)に よる.イ ノシシは報告で「ブタ」と

記載されているものも含む.

縄 (付属島嶼 )

ナガラ原東 (後 )

具志原 (後 )

ナガラ原西 (後 )

阿良(後 )

高嶺 (中 )

シヌグ堂 (中 )

古宇利原 (中 )

20%     40%     60%     80%     100%
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美大島

長浜金久第 I(後 )

宇宿 6層 (後 )

宇宿小 I・ Ⅱ層(前中)

長浜金久第Ⅱ(前 )

宇宿7・ 8層 (前 )

宇宿小Ⅲ口Ⅳ層(早 )

国 洋性回遊魚  ロ メ類    国 イ類

ロ タ科     国 エダイ科   ■クロダイ属

ロ コシマクロダイ ロ のフエフキダイ科 国 ラ科

ロ ダイ科    ロ ザダイ科   日 ンがラカワハギ科

日 リセンボン科 □その他

縄本島 (サンゴ礁海岸 )

首里城奉神門 (近 )

阿波根古島 (グー

近 )

屋良グスク(グ )

熱田V層 (後 )

備瀬(新 )(後 )

備瀬(古)(後 )

兼久原(後 )

宇佐浜B(後 )

知場塚原 (中 )

百名第二(前 )

伊礼原C(早～ )

縄本島 (内湾沿岸日本部半島北岸 )

今帰仁城(グー近)

アカジヤンガー(後 )

渡喜仁浜原Ⅱ層(後 ?)

平敷屋トウバル(後 )

地荒原遺跡(中 )

渡喜仁浜原Ⅳ層 (中 ?)

室川 (前 )

地荒原貝塚 (前 )

古我地原 (早前 )

第112図 伊礼原遺跡 (低湿地区)と他遺跡の魚類遺体群の比較

縄 (付属島嶼 )

ナガラ原東(後 )

具志原(新)(後 )

具志原 (古)(後 )

ナガラ原西 (後 )

阿良(後 )

高嶺 (中 )

シヌグ堂(中 )

古宇利原 (中 )
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V 貝類遺体からみた伊礼原遺跡

黒  イ主 而寸 三二 (千葉県立中央博物館 )

伊礼原遺跡は、沖縄島中部西海岸の北谷町に位置する貝塚時代早期 (縄文時代早期)か ら近・現

代まで、多くの時代の遺物を含む遺跡である。特に、縄文時代前期の曽畑式土器が大量に出土し、

低湿地部で堅果類や籠・櫛等の本製品も認められ、また縄文時代中期の土器も多く得られた貴重な

遺跡である (東門,2000;中 村,2006)。 これまで、前者の曽畑式土器を出土させる地点を伊礼原

C遺跡、後者の縄文時代中期等の地区を伊礼原A遺跡と区別されていたが、その後の調査で、両者

は同一の遺跡と認識され伊礼原遺跡とされたので (東門ら,2005;中 村,2006)、 ここではこの表

記に従うことにしたい。

今回、報告者は本遺跡の貝類遺体を検討する機会を与えていただいたので、ここに報告したい。

特に、食用に利用された貝類、食用種を含む海産種からみた海域環境、さらに陸産貝類から想定さ

れる遺跡周辺の植物景観に焦点を当ててみたい。

報告に先立ち、遺跡および遺物の検討の機会を与えて頂いた北谷町教育委員会の中村 怒・東門

研治の両氏、多 くの貝類遺体の同定や集計でお世話になった島袋春美・細川 愛の両氏、発掘から

整理・集計まで行って頂いた皆様に感謝したい。国士舘大学の中井達郎氏にはサンゴ礁地形に関し

てご教示いただいた。早稲田大学の樋泉岳二氏には発掘現場でのアドバイスや出土遺体の情報に関

して、 (財)東大阪市文化協会の松田順一郎氏には堆積層の理解について、様々な形でお世話になっ

た。これらの方々に帰してお礼申し上げたい。

材料および方法

今回の伊礼原遺跡の貝類遺体サンプルは、1996年から現在年まで様々な発掘調査のサンプルを含

んでいる。以下の記述では、これまで伊礼原 C遺跡とされてきた曽畑式土器の多い試掘 No。 143周

辺を低湿地区、海側の伊礼原 A遺跡とされてきた地域を砂丘区と表記する。

まず、調査の全過程で発掘中に取り上げられた (ピ ックアップ法 ;現場資料)膨大な標本があり、

これらは種を同定し、完形・殻頂・体層・左右殻・破片等に識別し、それぞれの個体数をカウント

した。砂丘区の一部では、1。4mmメ ッシュで、乾燥状態で師った残りのものも対象とした。以上

のサンプルの処理は、北谷町教育委員会で行い、時に報告者が同定し、最終的に同一種として抽出

されたほとんどの種も報告者が再同定した。

次に、報告者が得た様々な地点の土壌サンプルがある。これらは、低湿地区では少量であったが

およそ系統的にサンプリングできたが、砂丘区では余り系統できではなかった。この土壌サンプル

は、報告者の通常の処理方法 (黒住,1997)で、9.5。 40201の 各メッシュで水洗選別を行い、

浮き上がったもの (浮遊選別 :フ ローテーション)も 0。5mm未満のメッシュネットで回収した。

これらは、4mm以上のものを食料残滓の検討に、フローテーションで得られたものを陸 0淡水産

貝類の解析に用いた。
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最後に、低湿地区の 2つの剥ぎ取 り断面上で認められた貝類の観察を行った。この時、南区東壁

(中村,2006;図 版29;ただし、この図版では第12層 までしか図示されていない)では最下部から

最上部までを対象としたが、中央区南壁 (中村,2006;図版28)では、水田である第 7層 より上部

は対象としなかった。ただ、第 7層 より上部は、ほぼグスク時代以降の水田であり、両剥ぎ取り断

面は同様な堆積状況と貝類の産出状況を示していた。確認された貝類は、種名と出土部位 。個体数

等を記録した。

なお、層序の時代区分および表記に関しては、これまでの報告書 (中村,2006)に従い、縄文時

代前期等とした。その中で、曽畑層より下の灰青シル ト層 (中村,2006;図版28の第14層下の灰色

層)は暫定的に縄文時代早期と表記した。

結果および考察

1 出土員類リスト
これまでの調査で得られた貝類遺体 (一部他の無脊椎動物を含む)の リス トを表65に示した。貝

類では、少なくとも腹足類46科 164種、ッノガイ類 1科 2種、二枚貝類23科 64種、多板類 1科 1種、

頭足類 1科 1種、甲殻類 2科 2種、ゴカイ類 1科 1種、ウエ類 1科 1種が得られた。低湿地区から

得られた食用貝類は表 2～ 5に、土壌サンプル等から得られ環境推定に用いた貝類は表 6-9に示
した。それら以外の種は、主に砂丘区から出土したものである。

後述する食用遺体や環境復元に関係した種以外にも、装飾品として用いられた種や明らかに現代

の種等も認められたので、ここで簡単に述べておきたい。

ア 装飾品利用のツノガイ類
本遺跡からは 2種のッノガイ類が得られた。これらは、装飾品として利用されたものと考えられ

る。マルッノガイ類と同定したものは、殻が太く、殻表に太く、密な縦肋を有するもので、石川市

古我地原貝塚から出土し、化石とされたもの (島袋,1987a)と 同種と考えられる。本種は、海岸

に打上げられることがない種であり、サメ歯製品で島袋 (1987b)が想定したのと同様に、沖縄島

の島尻層群からもたらされたものと考えられる。

一方、ツノガイ?と した種は、マルッノガイ類より細 く、殻表に肋を持たない別種である。今回

出土した種と同様なツノガイ類は、琉球列島周辺では打ち上げられることはなく、また、島尻層群

でも少ない。ただ、出土した標本は、脆くなっている島尻層群由来と考えた化石のマルツノガイ類

とは明らかに殻質が異なり、現生かマルツノガイ類より新しい時代の化石と考えられる。沖縄周辺

からはこのツノガイ ?が得られないことから、本遺跡の標本は他所からの搬入品と考えられる。出

土する土器などから、ツノガイや殻形態の類似した種は九州由来の可能性が高いように思われる。

ただ、これらのツノガイ類が打ち上がる海岸は九州でもかなり稀であり、打ち上がる浜は限定され

ている可能性が高い。そのため、今後先史時代のッノガイ製品の採集/供給遺跡が特定されること

も考えられる。

イ 現代の貝類

今回湿地を含む比較的広い面積から貝類が得られたことから、明らかな現代の貝類も認められた。

これらには、食用になり黄海等から輸入されているシナハマグリ、移入陸産貝類のオナジマイマイ
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等が含まれる。また、近年の移入種と考えられる淡水産のヒメタニシも得られた。

ウ その他

今回の資料中には、これまで沖縄の遺跡からは正式な報告のなかったオニフジツボが含まれてい

た。この大形のフジツボは、クジラ類の皮膚に半ば埋没して生活する種である (内海,1965)。 本

遺跡からはクジラ類 (樋泉,本報告書)も比較的多く得られており、このフジツボはクジラ類に付

着していたものと考えられる。また、オニフジツボが得られたことから、本遺跡のクジラの一部は

「骨付き肉」としてではなく、一頭を得ていたことは確実である。ただ、生きた個体を捕獲 したの

か、打上げれられた個体を得たのかは、明らかではない。

2 食用員類遺体の変遷
ここでは、まず食用貝類遺体に関して、時期ごとに見てみたい。対象としたものは、低湿地区の

は表66-69に示したピックアップ法、土壌サンプル (4mm以上 :表70)お よび剥ぎ取 り断面 (表
72)と 、砂丘区の土壌サンプル (4mm以上 :表70)で ある。対象個体数が25個体以上得られた縄

文時代前期 0中期および弥生時代併行期のいずれかの時期に全体の10%以上得られた種を優占種と

した。この時、僅かではあるが破損等により、種レベルまで同定できなかったグループでも、固定

できた出土した種の割合によって、出土個体数を配分した。

ア 縄文時代前期
ここでは低湿地区の曽畑式土器の出土層位を曽畑層と表記する。ピックアップ法で曽畑層ととし

て取り扱ったものは、低湿地区の表66～ 69で曽畑層とされたもの以外にも、中村 (2006:図 12;図

版28、 29)を参照し、一部後述するハイガイの出土が認められた層も曽畑層に含めた。具体的には、

表66～ 69の西区 :第 13層、中央区 :第 13層 0第 14層 ・バーキ周辺、東区第13層、南区 :シ イの実、

灰白 (有機)・ 暗灰貝層・灰褐色・第14層である。

このビックアップ調査の結果、優占種はマガキガイ (約 45%)・ チョウセンサザエ (約 12%)・ サ

ラサバテイラ (約 12%)・ ハイガイ (約 12%)であり (第 113図 )、 クモガイ・シマガキ (ミ ナミマ

ガキ・アイアデールガキ)・ センニンガイ・シレナシジミ・リュウキュウマスオも100個体以上得ら

れた。ここでは、これまで奄美・沖縄の遺跡では多量の出土が認められておらず、現在では絶滅し

た二枚貝のハイガイ (セ イタカハイガイ型 :黒住,2006a)が優占していることが特徴的である。

ただ、この曽畑層では、水に浸かっていたこともあり、貝殻は一部溶解しており、小形/薄質個体

は過小評価になっている可能性もある。

土壌サンプルの曽畑層でも個体数は少ないが、およそ同様な結果であった (表 70)。 ただ、剥ぎ

取り断面での観察では、優占種は得られているが、特に下部でカンギク・オキナワイシダタミ・タ

ママキといった内湾の小形種のみが見られ、その上部にはサラサバテイラ・チヨウセンサザエ・マ

ガキガイ等のサンゴ礁の中・大形種がハイガイやイソハマグリとともに確認されていた (表 71)。

この剥ぎ取 り断面での下部から上部への変化は、他のサンプルでは曽畑層内の層位を細別した例が

なかったので詳細には検討できなかったが、もしかすると本遺跡への人々の定着当初はヤマトの貝

塚と同様に内湾での採集を行っており、暫 くしてからサンゴ礁域での採集を開始したと考えること

も可能なのかもしれない。今回、九州各地での曽畑式土器の貝塚の貝類組成を詳細に検討すること
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ができなかったので、詳細は今後の検討に委ねればならないが、標識遺跡の曽畑貝塚では、遺跡前

面が有明海の泥千潟であり、この場所に多く生息する潮間帯のマガキ (シ カメ型)・ ハイガイが優

占種となっている (菊池,1976)。 やはり、曽畑貝塚では、他の多くの遺跡で認められているよう

な干潟での貝類採集のみと考えられ、伊礼原遺跡でのサンゴ礁に相当するような岩礁域での採集は

想定されなかった訳である。今後、沖縄において本時期の遺跡を検討する場合には、曽畑層内の上

下での食用貝類遺体の出土状況にも注意を払う必要があろう。

イ 縄文時代中期
砂丘区では、縄文時代中期からグスク時代まで様々な時期の包含層や遺構が認められ、出土した

貝類遺体の組成は表73～ 76に報告されている。ただ、時間の都合上、この結果を詳細に解析するこ

とはできなかったので、以下の砂丘区の結果は、縄文時代前期と同じ土壌サンプルのデータを用

いた。

縄文時代中期、面縄前庭式土器の時期には貝集中部が確認されており (本報告書 )、 量的には少

なかったが、この遺構からのサンプルの結果を表70に示した。その結果、オキシジミが35%と最も

多く、次いでイソハマグリが13.5%、 マガキガイが8.1%と なっていた (第 113図 )。 サンプル中には

出現しなかったが現地での観察ではスダレハマグリも目立っていた。この時期になると、曽畑層とは

異なり、オキシジミやスダレハマグリといった二枚貝が優占するようになり、マガキガイはある程度

得られているものの、サラサバテイラやチヨウセンサザエ等の干瀬の貝類は減少する傾向にある。

ウ 縄文時代後・晩期
この時期の食用貝類遺体は、砂丘区の土壌サンプルから僅かな個体しか得られなかった (表 71)。

その内容として、イソハマグリ・ニシキウズ 0カ ンギク等が認められ、チョウセンサザエ・サラサ

バテイラ・オキシジミ・スダレハマグリ・ハイガイ・センニンガイ等は認められなかった。

工 弥生時代併行期
この時期でも、僅かにイソハマグリを中心にキヌカツギイモ・ハナビラダカラ・アラスジケマン

等が、砂丘区の土壌サンプルから確認されただけであった (表 71)。 やはり縄文時代後・晩期で指

摘したチョウセンサザエ等は得られなかった。

オ グスク時代

グスク時代の砂丘区の土壌サンプルからは、少数ながら上記 2時期よりは多くの食用貝類遺体が

抽出された (表 70)。 イソハマグリが優占しており、カニモリガイ類等も認められた。グスク時代

になると、ウミニナ類を含めてカニモリガイ類等の小形・塔型の貝類 (現在も一部地域で方言名チ

ンボーラと呼ばれている仲間)の増加することが知られており (黒住,1991)、 本遺跡でも他の時

代には小形カニモリガイ類はほとんど出土しておらず、この時代の傾向を示しているものと考えら

れる。また、前時期から引き続き、オキシジミ等の種は出土していない。

力 生息場所類型組成
上記で優占種を示したが、これらを生息場所類型 (黒住,1987)に基づいて区分し、食用貝類遺

体をまとめてみたい (第 114図 )。 生息場所類型では、当然優占種に左右されることになるが、曽畑

層では、サンゴ礁域のイノーが全体の1/2を 占め、同じく千瀬と礁斜面も10%を超え、河日干潟一

マングローブ域は約20%で、他の 2類型は極めて僅かであった。それが、面縄前庭層では、河日干
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潟―マングローブ域が40%近 く、内湾一転石域も20%を超え、この 2類型で全体の約 6割に達し、

サンゴ礁域より多かった。弥生時代になると、サンゴ礁域の潮間帯 (約 70%)と イノー (約 20%)

で全体の 9割 となっていた。

本遺跡で認められた各時期の優占種と生息場所類型は、絶減したハイガイとこれまで貝塚の優占

種としての報告のなかったオキシジミを除くならば、沖縄島の貝塚での類似例を認めることができ

よう。つまり、縄文時代前期では、ハイガイが優占種となっていること以外では、本遺跡と近距離

に位置する嘉手納町の野国貝塚 B地点での縄文時代を通してのマガキガイが優占する組成 (盛本 ,

1984)に類似していると考えることも可能だと思われる。縄文時代中期では金武湾南部の古我地原

貝塚 (花城,1987)で、キバウミニナ類を優占種とする河口千潟―マングローブ域の貝類が卓越す

るパターンに、弥生では本部半島北岸の具志堅貝塚 (上地,1986)の イソハマグリの優占する傾向

と同様であろう。もちろん、各時期で異なる組成や類型を有する貝塚も多数認められる。ただ、伊

礼原遺跡が他遺跡と極めて異なっていない訳である。

ただ、縄文時代中期以降、砂丘区の土壌サンプルから干瀬のチョウセンサザエや礁斜面のサラサ

バテイラの破片も得られなかったことから、本遺跡では、海域のこれらの環境での貝類採集は盛ん

でなったことが示されていると考えられる。

当然このことは、貝類の生息場所類型が人間の側の採集空間を示すことから、遺跡前面の海岸環

境に規定されている訳である。本遺跡では、堆積物等の情報を中心に潮間帯を中心とした浅海域か

ら海浜部の環境変遷が示されている (中村,2006;松田,本報告書)。 後 :)主する淡水産・陸産貝類

の情報を加味して、貝類遺体から想定される環境変遷に関しては最後にまとめてi)杢べたい。

3 淡水産員類遺体
ア 縄文時代早期
剥ぎ取り断面 (表71:第 16層 /第 15層 )と 土壌サンプル (表 71、 73)では、この層準では、 トウ
ガタカワニナが多く、カワニナが少数確認されたのみであった。トウガタカワニナは棘を持つタイ

プであった。

イ 縄文時代前期
この層でも、土壌サンプルから得られたのは下部の層と同様に、棘を持つトウガタカワニナとカ

ワニナであり、前種が多数で、後種は 1/20程度であった (表 72)。 フローテーションによって 1

個体のみであったが、ヒラマキマミズマイマイ属の種 (ハブタエヒラマキ?)が得られた。これは

琉球列島の本属の確実な記録としてかなり古いものと思われる。一方、この層からは、ヌノメカワ

ニナ・マルタニシ・タイワンモノアラガイの3種もピックアップ法で得られている (表 69)。 ただ、

ヌノメカワニナは、ミズイモに伴って貝塚時代前期から中期に南から持ち込まれたと考えており

(黒住,2007)、 マルタニシもグスク時代に水田稲作とともに移入されたと想定しており (黒住 ,

2002)、 水田に多いタイワンモノアラガイ (表 71,72参照)を含め、この3種は曽畑層のものでは

なく、報告者は後代の落ち込み/混入と考える。

ウ 縄文時代中期
面縄前庭層からは、僅かではあるが、オカヤドカリ類の宿貝ではあったトウガタカワニナとカワ

-539-



ニナが得られており (表 70)、 他の種は土壌サンプルから確認されなかった。

工 縄文時代後・晩期/弥生時代併行期
この時代のサンプルは、砂丘区で得られているので、土壌サンプルから淡水産貝類は得られなかっ

た。ただ、縄文時代中期とこの時代の区分は不明瞭であるが、ビックアップ法でイガカノコ・シマ

オカイシマキ (ベニオカイシマキ)・ フネアマガイ 0シ ャジクカワニナ ?0ス グカワニナが得られ

ている。これらの種の全てが、幼生は海に流され、再び河口に定着し、成貝は淡水域で活動すると

いうアユと同様な両側回遊という生活史を持つと考えられている (黒住,2003a)。 また、これらの

種のうち、シマオカイシマキ 0シ ャジクカワニナ ?は沖縄島からの正確な記録はなく、スグカワニ

ナは現在の生息地が極めて少ない種である。このことから、スグカワニナは沖縄県のレッドデータ

ブックで絶滅危惧 IB類 とされ (沖縄県文化環境部自然保護課,2005)、 前 2種はレッドデータブッ

クに登載されてもいない。

オ グスク時代
この時代の淡水貝類遺体は、低湿地区で多量に得られ、砂丘区でも多く確認された (表69,70,

71,72)。 低湿地区では、ヌノメカワニナが極めて多 くなり、棘を持たない トウガタカワニナ・カ

ワニナ・タイワンモノアラガイ等も比較的多く得られた。その他にも、オキナワミズゴマツボ・ヒ

メモノアラガイ ?・ トウキヨウヒラマキ ?0オ キナワドブシジミ等の多くの種が確認された。これ

らの種のほとんどは、水田等の止水域に生息する種であり (黒住,1984)、 トウガタカワニナのほ
とんどの個体は無棘であった。

4 陸産員類遺体
陸産遺体も低湿地区・砂丘区から様々な方法により得られている。ただ、低湿地区の下部の曽畑

層等では、前i)杢のように淡水産貝類が多く得られており、淡水域で形成された堆積層と考えられ、

陸産貝類では殻が薄く、溶解した個体も多いと考えられる。この要因もあってか、剥ぎ取り断面か

らは陸産貝類は確認できなかった。

ア 縄文時代早期
この層の土壌サンプルからは (表 72)、 比較的多くの種と個体が得られた。溶解が認められたの

で、正確には種まで同定できなかったが、タネガシマヒメベッコウ?や リュウキュウカドベッコウ

属 ?と ベッコウマイマイ科の種が多く、僅かに海浜性のクビキレガイも得られた。

イ 縄文時代前期
土壌サンプルからほとんど陸産貝類は得られなかったが、ビックアップ法では (表 69)、 オキナ

ワヤマタニシが多く、シュリマイマイ・カツレンマイマイ・オキナワヤマタカマイマイ (本島中部

型)も 得られている。

ウ 縄文時代中期
E-20の砂丘の土壌サンプルからは林内生息種のクニガミゴマガイと海浜部生息種のスナガイ等

が僅かに得られた。この時期の貝集中部の土壌サンプルでは、ノミギセルが極めて多く、スナガイ

やパンダナマイマイ/オ キナワウスカワマイマイも多かつた。フローテーション以外の土壌サンプ
ルでは、上記の種以外にオキナワヤマタニシ・シュリマイマイが少数認められた。
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工 縄文時代後・晩期
市来式土器層の砂丘土壌から陸産貝類は得られなかったが、E-17のバームクレス トや砂丘堆積

物からは、ナガケシガイ・スナガイ・オカチョウジガイ類等 (表72)やオキナワウスカワマイマイ・

パンダナマイマイ・オキナワヤマタニシ (表70)が認められた。

オ 弥生時代併行期
この時代の土壌サンプルは、弥生時代のもの 1つのみであったが、ほぼ縄文時代後・晩期のもの

と類似した組成であった。ただ幼貝のため同定が不確実であったが、ノミギセルと考えられる種の

得られている点が異なっていた。

カ グスク時代
この時代になると、砂丘区で得られた個体数も多く (表 70,72)、 ホソオカチョウジガイ?と ヒ

メベッコウ類似属が優占しており、パンダナマイマイとオキナワウスカワマイマイも幼貝を中心に

多数得られた。一方、この時期の低湿地区サンプルでは、陸産貝類はほとんど得られなかった。

キ 陸産貝類遺体群の生息場所類型組成
土壌サンプルからフローテーションで得られた陸産貝類遺体 1リ ットルあたりの個体数と、表72

に示した生息場所類型ごとの割合を第115図 に示した。ただ第115図では、表72で同定が不確実なの

で [ ]で示した推定される類型を、それぞれの類型に含めて計算してある。

陸産貝類の得られなかったサンプルは、曽畑層の堅果層、市来層の砂区層、低湿地区上部の 2つ

のグスク時代層であった。逆に個体数の多かったのは、面縄前庭層の貝集中部で265個体、砂丘区

のグスク層の約90個体であり、他は 1桁程度であった。この個体数の多寡に関しては、後i)杢の遺跡

周辺環境のところで議論したい。

第115図 から、下部の縄文時代早期と中期で林内生息種の割合が半数を超えていたが、他のサン

プルでは林内とした種は認められなかった。同様に、下部から中部で林縁生息種の割合が高く、上

部になるに従い開放地生息種の割合が増加する傾向があった。さらに、砂丘区の多くのサンプルで、

海浜部生息種が20%程度と比較的安定して出現していた。

5 員類から想定される伊礼原遺跡周辺の環境
ここでは、上述の海産・淡水産・陸産貝類遺体を総合して、遺跡周辺の古環境を推定してみたい。

ア 縄文時代早期一曽畑層より下部一
この層からは淡水産および陸産貝類遺体のみが得られており、海域の状況は不明である。淡水産

の トウガタカワニナとカワニナが得られたことと、堆積層は泥質であることから、低地部淡水域の

緩やかな流れのよどみか、止水域で形成されたことがわかる。そして、この層の トウガタカワニナ

は、確認できた個体の全てが棘を持つものであった。貝類の棘は、捕食者からの回避のために発達

したという考えがある (Vermeij,1974)。 報告者の琉球列島におけるこれまでの定性的な観察結果

でも、河口等の海域と連続した低地部の水体に生息するトウガタカワニナでは棘を有し、台地部や

水田等では同種でも無棘の群が生息しており、貝類を捕食する可能性のある魚類の存在によって、

棘の有無が異なるっていた。また、本遺跡の例でも、前述のように土壌サンプル等のグスク時代の

層から得られたトウガタカワニナはほとんど無棘であった。このことから、この層は海域に開いた
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河口を持っていたと考えられる。また、海域に近かったことは、海浜部に生息するクビキレガイが

得られたことからも裏付けられる。一方で、純淡水域にのみ生息するカワニナが得られていること

から、遺跡の低湿地区は河口に近いものの純淡水であったことは確実である。なお、中村 (2006)

の剥ぎ取り断面 (図版28、 29)では、今回対象とした層の下にマングローブ樹根層の存在を示して

いるが、この層からのサンプリングを行えなかったこともあり、貝類遺体から直接的なマングロー

ブ林の環境を復元することはできなかった。

遺跡周辺の林は、抽出された標本の状態が悪かったために同定には不確実さが残るがタネガシマ

ヒメベッコウ・リュウキュウカドベッコウの林内生息種の存在から、海浜部まで人間による改変が

あまり及んでいない自然度の高い森林が存在していたと考えられる。

イ 縄文時代前期一曽畑層一
この層からは、マガキガイ 0チ ョウセンサザエ・サラサバテイラ等のサンゴ礁海域の貝類が食用

の優占種であり (第 113図 )、 現在と同じようなサンゴ礁が遺跡周辺に存在していたと考えられる。

ただ、食用種として泥質潮間帯に生息するハイガイや大形のシマガキ、さらにはマングローブに棲

むセンニンガイ・キバウミニナが比較的多く得られていることから、遺跡前面には泥干潟が広がり、

その後背地の河口にはマングローブの成立していたことがわかる。特に、シマガキは20cmを 超え

る個体が多数得られ、これらは泥底に直立する生活様式 (例 えば鎮西,1997;樋泉ら,2000参照 )

を持っていたと考えられることも、7盾環論法的ではあるが、泥質干潟の存在を認めるものであろう。

また、本遺跡からは黒住 (2006a)がセイタカハイガイ型と呼んだ厚質で、殻高の大きいという

特徴的な殻形態を持つハイガイが多数出土しているが、本種は現在までのところ、この時期から認

められており、短い期間に沖縄諸島から絶減したと考えられている。この種の分散ルートは黒潮に

由来するものではなく、東中国海沿岸を経由したものと考えられている (黒住,2006a)。 この分散

ルートと時期に関して、他分野の研究結果との関連は述べられておらず、詳細は不明である。参考

になる状況としては、氏家・中村 (1996)は、海底堆積物中に黒潮主流に特徴的な浮遊性有孔虫

P“ιιθんjαιれαが約3800年前を中心とする数百年間、ほぼゼロとなり、陸橋に近い状況が何らかの

地殻変動で生じて、黒潮主流が東中国海に流入できなかった Pulleniatina minimum eventを 報

告している。セイタカハイガイ型の分散年代とは合わないが、このイベントよりは小さい変動によ

リセイタカハイガイ型が分散してきた可能性は否定できないように思われる。

一方、サンゴ礁域の貝類が多数得られていることは、当時、現在と同様か、類似したサンゴ礁環

境が遺跡の隣接地域に存在していたことを示していると考えられる。この約5000年前に、現在と同

様/類似したサンゴ礁が成立したという想定は、現在のサンゴ礁地形の研究から支持されない (例

えば茅根・米倉,1990)。 報告者は、以前にも、現在でも黒潮域の暖温帯域の非サンゴ礁岩礁には

チョウセンサザエやサラサバテイラ 0ア ンボンクロザメ類をほとんど欠くので、逆に主に野国貝塚

B地点からこれらの種が出土している (盛本,1984参照)と いうことは、当時も現在とほぼ同様な

サンゴ礁が存在していた可能性が高いと考えた (黒住,2002)。 今回、新たに年代と出土状況の明

らかな曽畑層の貝類遺体を検討できた結果、以前の想定と同様にサンゴ礁の貝類が多く、遺跡周辺

には現在と同様/類似したサンゴ礁の存在という想定が誤りだったわけではないことが明らかになっ

たと考えられる。
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このサンゴ礁地形発達の研究と、遺跡出土貝類組成との配齢は、どのように理解されるのだろう

か。北限域のサンゴ礁を議論した中井 (1990)は 、このような地域では不連続なサンゴ礁が波当り

の弱い小内湾や島影に分布すると指摘した。このような北限域のものと同様なサンゴ礁が約5000年

前の伊礼原遺跡周辺に形成されていたと考えられるのではないだろうか。そうだとすると、サンゴ

礁の発達が悪い場所もあり、一方で現在のサンゴ礁と同様な地点も存在したことになろう。本遺跡

でも指摘した暖温帯域ではほとんど認められないチョウセンサザエやサラサバテイラ・アンボンク

ロザメ類は、一部に形成されていたサンゴ礁域で採集されたと考えられる。このように考えると、

当時 (沖縄貝塚時代早期)の遺跡は、本遺跡の場合、サンゴ礁が形成されている地点周辺を選択し

ていた可能性も想定される。沖縄におけるこの時期の遺跡の立地に関して今後の検討が望まれる。

ただ、現在はサンゴ礁の良く発達している沖縄島南部、1日知念村の縄文時代後期併行期の遺跡で

は、百名第二貝塚 (安里ら,1981)・ 熱田原貝塚 (高宮・Meighan,1992;大 城,2004)・ 下上原

貝塚 (大城,1994)のいずれでも、河日干潟のアラスジケマンの優占していることが報告されてい

る。つまり、貝塚の形成された時代には、サンゴ礁が形成されていなかったという従来の地理学的

な結果と整合するとも考えられる。この地域では、イノー幅が広いというサンゴ礁の形態を有して

おり、伊礼原遺跡とは異なったサンゴ礁の発達史が存在していたと考えたい。ただ伊礼原遺跡でも、

この時期にはサラサバテイラ等がほとんど見られず、全島的な環境の変化や地殻変動の可能性も全

く否定される訳ではない。このような遺跡出土貝類という視点から、琉球列島のサンゴ礁発達を再

度考察したいと考えている。

なお、サンゴ礁とマングローブ域の貝類相からの環境復元に関する議論を行ったが、今回かなり

多くの種が得られているにもかかわらず (表65参照)、 センニンガイ等の従来から知られていた絶

滅種 (Ohgaki and Kurozumi,2000)が 認められたのみで、新たな琉球列島からの絶滅種や九州

等からの持ち込みに由来すると考えられる種は認められなかった。このことは、時代は下るが上記

の旧知念村の各遺跡でも絶減種等は認められていない。つまり縄文時代前期でも、沖縄島において

南から「縄文海進」期に分散してきて、その後絶滅した種はハイガイを除いて認めらなかった訳で

ある。関東地方等においては、縄文海進期の暖温帯種の分布拡大と縮小は見事に示されている (松

島,1984)。 このように考えてくると、曽畑層の堆積した時代の沖縄諸島では、ヤマトと異なり、

縄文海進期に、現在とほぼ同様な貝類相が形成されていた訳である。つまり、本諸島においては、

縄文海進期に熱帯性種の増加という現象は認められず、むしろヤマトヘの黒潮支流により分散する

浅海性海洋生物の供給源となっていた可能性も指摘できよう。今後、より古い時代の遺跡の貝類遺

体群や完新世の貝化石群を詳細に検討することによって、上記の縄文海進期に沖縄諸島では現在と

同じ貝類相が形成されていたという想定を検証することができよう。なお、人間活動による絶減に

関しては、後述する。

淡水産の貝類では、早期と同じ種が得られており、低湿地区は引き続き、同様な純淡水域の止水

的な環境にあったものと考えられる。両側回遊性の貝類の増加も認められないことも、河口域の環

境に大きな変化は認められなかったことを示していよう。中村 (2006)の 図版29では、曽畑層中の

礫の由来は、松田氏の所見として「浅海の堆積物を含んでいないので高潮時の暴浪で掃き集められ

たのではないか」とされている。しかし、貝類遺体からは、純淡水域の止水的な環境と規定された。
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表71に示した海産貝類は、下部の内湾域の小形種とサンゴ礁域の中・大形種であり、いずれも食用

種と考えられた。つまり、海岸部に打ち上げられていたと考えられる河口干潟の貝類は認められず、

礫の由来は海岸部からとは考えにくいように思われる。なお、松田 (本報告書)も本層の礫の由来

を海岸部からと考えていない。

陸域の環境は、出土個体数は少なかったものの土壌サンプルでの陸産貝類の生息場所類型から林

縁の種のみが得られていることから (第 115図 )、 遺跡周辺は人間の改変を受けた林となっていたと

考えられる。この想定は、大形植物遺体から復元されている環境 (大松 0辻,2001)と 矛盾しない。

ただ、絶滅種のカツレンマイマイがビックアップ法で得られていることから、遺跡から少し離れた

場所には、早期のような自然度の高い森林が形成されていた可能性が高い。

ウ 縄文時代中期一面縄前庭層一
この時期に優占していたオキシジミは泥質の干潟に生息し、現在の沖縄島では漫湖等の限られた

地域にのみ生息している (名和 ,2000)。 またスダレハマグリは、オキシジミよりも砂質な底質を

好む。一方、千潟に生息する大形のカキ類の出土個体数は減少している。これらのことから、面縄

前庭層の時期には千潟が広がっていたものの、曽畑層堆積時にハイガイが生息していた泥質干潟よ

りも砂が多くなるという変化が生じたと推測される。センニンガイ等のマングローブに生息する種

とチョウセンサザエやサラサバテイラ等のサンゴ礁の貝類が少ないということは、嗜好の問題とと

もに、採集場所が縮小していたり、より遠くになった可能性も想定できる。沖縄島では、縄文時代

中期の貝類組成の報告は少ないが、石川市の古我地原貝塚ではキバウミニナ等の大形ウミニナ類が

極めて多い (花城,1987)。 縄文時代後期 (=貝塚時代前期)の貝塚の例では、伊是名村の伊是名

貝塚 (黒住,2001)で は、サンゴ礁の種が多い。これらのことから、報告者は、本遺跡の縄文時代

中・後期に見られた貝類の組成は、嗜好というよりも遺跡前面の環境の影響が大きいと考えたい。

このように考えるならば、この時期の伊礼原遺跡周辺では、マングローブの発達が悪く、サンゴ礁

は遠かったと推測される。ただ、今後の詳細な貝類遺体の検討が必要であり、またこの変化は伊礼

原遺跡前面だけのかなリローカルな現象ということも想定される。

淡水貝類遺体は得られなかったので、状況は不明である。

陸産貝類遺体では、砂丘区の土壌サンプルから、林内・林縁 0海浜部と様々な環境にすむ種が得

られていることから、比較的自然度の高い森林が海岸砂丘部後背に存在していたことがわかる。貝

集中部からはノミギセル類が多数得られており、この地点はそれ程開けていなかった可能性が高く、

ノミギセル類はここで繁殖していたと考えられる。

工 縄文時代後・晩期と弥生時代併行期
今回、報告者が確認できたこれらの時代のサンプルは少なく、海域環境を明瞭に示すことは難し

い。ただ、砂丘区の土壌サンプルでは、これらの時代を通して、縄文時代中期の内湾―転石域のも

のが多い状況からサンゴ礁域の潮間帯砂底に生息するイソハマグリが食用貝類遺体として優占して

いた。そして、干瀬や礁斜面の種がほとんど得られず、採集空間として千瀬での活動が低下した可

能性と、千瀬が遠くになった可能性が考えられる。これまで貝塚時代後期には、サンゴ礁域の干瀬

や礁斜面での貝類採集活動が盛んであった例が沖縄島各地で報告されており、本遺跡周辺でも大作

原古墓群のくびれ平底土器層では、マガキガイの優占するもの、チョウセンサザエやサラサバテイ
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ラの僅少な貝類遺体群が確認されている (黒住,2003b)。 つまり、縄文時代中期のオキシジミ・ス

ダレハマグリの多かった千潟はイノーに変わり、マガキガイ採集が増加したと考えられるのかもし

れない。ただ、縄文時代中期と同じく、千瀬や礁斜面の貝類が少なかったことは同様であった。

淡水産貝類としては、ベニオカイシマキ・シャジクカワニナ ?・ スグカワニナといった現在琉球

列島のほとんど地域で認められない種が砂丘区から得られた。これらの種の成貝は、淡水域で生活

し、産卵するが、幼生は一度海に出て、河口域に定着する両側回遊の生活史を持つと考えられ、現

在では河口域の開発等により絶減や絶滅に瀕している (黒住,2003a)。 これらの種が生存していた

ということは、当時の良好な河口環境を示していよう。

陸域では、前の時代より開放地のオカチョウジガイ類の占める割合が多くなり、開けた環境であっ

たと考えられる。そして、スナガイ等の海浜部の種も認められることから、当然海岸部にサンプリ

ング地点が位置していたと考えられる。

この海岸部でのサンプリング地点の堆積層から想定される砂丘形成 (松田,本報告書)を出土し

た陸産貝類の側からみてみたい。E-17グ リッドのバームクレストと砂丘 (表 72)、 さらに弥生時

代上部層は出土個体数が少ないこともあり、比較的類似した種組成・量的組成を示している。その

中には、海浜性のスナガイの出土があり、さらに林縁部にも生息するパンダナマイマイも得られて

いる。一方、縄文時代後期の市来式土器期の砂丘 (E-19/20グ リッド)か らは陸産貝類は得られ

なかった。前者のバームクレストと砂丘サンプルの2-lmmメ ッシュに残った土壌 (砂)の重量比

は全体の 7-約 10%、 後者の砂丘の同メッシュ上では0。4%であった (表 72)。 バームクレストは波

による営力で形成される層であり、砂丘は風成の層である。しかし、前i)杢のように陸産貝類からは、

E-19/20グ リッドの砂丘で貝類が認められず、逆にバームクレストからは陸産貝類が認められて

いる。つまり、波の影響のある地点でも林縁性の種が認められたわけであり、想定された堆積層と

少し離齢があるように思われる。つまり、縄文時代後・晩期の E-17グ リッドのバームクレスト・

砂丘では、堆積物の粒度が粗いものの、陸産貝類が生息できるようなある程度の安定帯の植生が成

立していたと考えられる。一方、E-19/20の砂丘では、粒度の細かい風成の砂で形成されていた

ので、陸産貝類の生息場所としては不適と考えられ、植生も余り発達していなかった可能性が高い。

今回のE-17グ リッドと同様な陸産貝類と堆積層の観察結果は、奄美大島のマツノト遺跡でも確認

されている (黒住,2006a;松田,2006も 参照)。 今後、このような堆積層とその層から出土する陸

産貝類遺体との比較検討データが集積されることが望まれる。

オ グスク時代
この時代の海産貝類遺体は、量的に少なく、組成は弥生時代併行期のものに類似していた。つま

り、人間の側の貝類採集活動が大きく変化していないとすれば、弥生時代と海域の変化も大きなも

のとは考えにくい。

一方、淡水産貝類は低湿地区から多数、砂丘区でも少数ではあったが得られた。砂丘区で淡水産

貝類が得られたことは、黒住 (2003c)が隣接した後兼久原遺跡の1/Ⅱ 層から報告したように、グ

スク時代より後の撹乱 (近代以降の水田が想定される)に よる可能性も考えられる。その組成は、

ヌノメカワニナが優占し、棘を持たないトウガタカワニナ・カワニナ・タイワンモノアラガイ等も

比較的多く得られた。これらは黒住 (1984)で示したように止水に生息する種であり、剥ぎ取り断
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面 (中村,2006)の コメントでも明らかなように、「水田」を示すものである。つまり、グスク時

代には、水田が形成されていたことがわかる。

この水田に関して、後兼久原遺跡では、下部の層ではミズイモの、上部の層ではイネの栽培が想

定されている (黒住,2003c)。 しかし、今回も、栽培植物に関して、炭化穀類の分析等の新たな情

報の追加はなく、この想定の検証は行われていないと考えられる。

この時期には、陸産貝類遺体は極めて多くなり、開放地に生息するホソオカチョウジガイ ?と ヒ

メベッコウ類似属が優占するようになり、林縁から海岸まで広く生息するパンダナマイマイとオキ

ナワウスカワマイマイも幼貝を中心に多数得られた。つまり、農耕開始に伴い、周辺地域での森林

の伐採により自然度の低い環境になったことが分かる。しかし、イ団体数・種数の増加は明瞭であり、

このことと農耕を重ねて考えると、現在でも見られる耕作地周辺の木陰・作業小屋あるいは雑草の

積み上げ・物資の積み上げといった湿った環境が逆に増加したために開放地性の陸産貝類が増加し

たと考えられる。

以上、伊礼原遺跡出土貝類遺体から、概略としての環境変遷を示してきた。北谷町の西海岸では、

様々な時代の遺跡出土貝類遺体の組成が報告されているので、今後より詳細にそれぞれの遺跡出土

貝類の組成を再検討し、環境変遷を明らかにできればと考えている。
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表65 伊礼原遺跡出土貝類とその生息場所類型

Japanese name Scientific name 生息場所
類型

Japanese name Scientific name 生息場所
類型

軟体動物門 Mo‖usca
腹足綱 Gastropoda
ヨメカ
・
カサ禾斗 Nace‖ idae

オオヘ
゛
ッコウカ
゛
サ      Ce‖ ana testudlnaria

へ
゛
ッコウカ
゛
サ7      Ce‖ ana grata7

リュウテン禾斗 丁urbinldae
チョウセンササ
゛
I     丁urbo(Ma「ma.)angyrostomus

ヤコウカ
゛
イ      丁urbo(Lunatia)marmo「 atus

カンキ
゛
ク       Lune‖ a mon‖ iformis

オオウラウス
゛
       Ast「 a‖um「hodostoma

ムラサキサンショウスカ
゛
イ  Co‖onisata costulosa

ニシキウス
・
禾斗 丁roch:dae

ニシキウス
 ゙          ‐

T‐「ochus(s.s.)「naculatus
ムラサキウス
゛
          丁「ochus(s.s.)ste‖ atus

キ
゛
ンタカハマ      丁「ochus(丁ectus)pyramis
へ
゛
ニシリダカ      丁「ochus(丁ectus)conus
サラサ八
゛
テイラ       丁「ochus(Rochia)n‖oticus

オキナワイシタ
゛
タミ      Mondonta labio

イワカヮチグサ     lwakawatrochus u「 banus

helicinoides

striata
plicata

albicilla

squamulata
chamaeleon
polita

カノコカ
゛
イ      C‖thon sowerbianus

イカ
゛
カノコ       C‖thon corona
ムラクモカノコ       Ne「 ltina(Vittoida)variegata
シマオカイシマキ        Ne「 itodryas dubia

フネア叉が
｀
イ         Septaria po「 ce‖ana

夕ニシ科 Viviparidae
マルタニシ            (E)hipangopaludlna chinensls laeta
ヒメタニシ           Sinotaia quadrata histrica
ヤマタニシ禾斗  CyclophOridae

オキナワヤマタニシ       lClyclophorus turgidus
ゴマがイ科 Diplommatinidae

クニカ
゛
ミゴマカ
゛
イ   Diplommatina(Slnica)|.ly「 ata

オニノツノカ
・
イ禾斗 Cerithildae

オニノツノカ
゛
イ      Cerithium(s.s.)modulosum

コオニノツノカ
゛
イ     Cerithium(s.s.)columnum

ヒメクワノミカニモ|り      Clypeornorus zonatus
カヤノミカニモリ     Clypeomorus bifasciata
イワカニモリ(ウミニナー)  Clypeomo「 us bati‖ ariaeformis
クワノミカニモリ      Clypeomo「 us chemnitziana
ヘナタリ不斗 Cerithiidae

ヘナタ|り            Ce「ithideopsi‖ a cigulata
キハ
゛
ウミニナ         丁ereb「 a‖ a parst「 is
叉卜
゛
モチウミニナ       丁ereb「 a‖a sulcata
センニンカ
゛
イ      丁elescopium telescopium
ウミニナ禾斗  Bati‖ ariidae

リュウキュウウミニナ      Bati‖ a「ia flectosiphonata

イホ
゛
ウミニナ         Bati‖ aria zona‖ s

コ
°
マフニナ禾斗  Planaxidae

コ
゛
マフニナ           Planaxls sulcatus
トウカ
・
タカワニナ禾斗 丁hiaridae

トウカ
゛
夕カワニナ       丁hiara scabra

ヌノメカワニナ         Melanoides tuberculata
スグカワニナ      Stenomelania uniformis
ヨシカワニナ        Stenornelania p‖ ca「ia

シャシ
゛
クカワニナ7      1Stenornelania hastula7

ネゾヒダカワニナ    Sermyla riqueti
カワニナ禾斗  Pleuroceridae

カワニナ            Sernisulcospira bensoni
カワザンショウガイ科 Ass:mineidae

ウスイロオカチク
゛
サ      Solenornphala deb� s

サツマクリイロ      Angstassiminea sp.cf.satumana
カワザンショウ類
クヒ
°
キレカ
・
イ禾斗 丁runcate‖ idae

クヒ
゛
キレカ
゛
イ       丁「uncate‖ a guerinil

ミス
・
コ
・
マツホ
・
本斗  Stenothyridae

オキナワミス
゛
コ
゛
マツホ
゛
    Stenothyra basiangulata

スイショウカ
・
イ禾斗 Strombidae

-1-a  ムカシタモトカ
｀
イ     Strombus(Canarium)mutab� s

-1-a  オ八グロカ
゛
イ      Strombus (Canarium)u「 ceum

ネシ
゛
マカ
゛
キ      St「ombus(Gibb.)g.gibbosus

-3-a  マがキカ
゛
イ      Strombus(Conomurex)luhuanus

-4・―a   イホ
゛
ソテ
゛
           Strornbus(LentigO)lentiginosus

-1-b  コ
゛
ホウラ       St「 ombus(丁「icornis)latissimusl

-2-a  クモカ
゛
イ        Lambis lambis

-2-c   スイシ
゛
力
゛
イ         Harpago chi「 ag「a
スス
・
メカ
・
イ禾斗  Hipponicidae

-2¨a   アツキクスス
゛
メ        Sabia acuta

-3-a  カワチド|り        Antisabia fo‖ acea
-4-a     ムカテ・力・イ不斗 Vermetidae
-4-a  フタモチヘヒ

゛
力
゛
イ    DendropOma maximum

-4-a   ヘヒ
゛
力
゛
イsp.     IISerpulo「bis"sp.

| -4-c

| -2-c

ll-2-c

‖-1…c

| -4-c

| -2-a

l -2-a

l -2-a

l-4-a

l-4-a

l-4-a

|-3-a

l-4-c

H-1-c

ll-2-c

l-1-c

| -2-c

‖-1-b

ll-2-d

l-0-a

l-1-a

l-0-a

l-1-b

‖-1-b

l-1-b

l-1-c

lll-0-e

lV-5

1V-5

1V-6

1V-5

1V-6

1V-6

V-8

V-7

1 -2-c

l -2-a

ll-2-c

l-1-b

‖-1-b

l-1-b

l‖
-1-c

l‖
-1-c

l‖
-1-c

l‖
-0-c

H-1-c

‖|-1-c

l-0-a

l∨
-5,6

1V-6

1V-6

1V-6

1V-6

1‖
-1-c

ll-2-c

lV-5,6

1V-6

11-0-b

∨-10

タカラカ
・
イ禾斗 Cypraeidae

キイロダカラ      Cypraea(Moneta「 ia)moneta
ハナヒ
゛
ラタ
゛
カラ       Cypraea(Monetaria)annulus

ナツメモト
゛
キ         Cypraea(E「 onea)er「ones

コモンタ
゛
カラ         Cypraea(E「 osaria)erosa

ハナマルユキ          Cypraea(Ravitrona)caputse「 upentis
Aチシ
゛
ョウダカラ    Cypraea(Mau「 ita)mauttana

ヤクシマダカラ     Cypraea(Arablca)arabica
ホシタ
゛
カラ        Cypraea(s.s)tigris

ホシキヌタ       Cypraea(MystapOnda)vite‖ us
タマカ
・
イ不斗 Naticidae

トミカ
゛
イ           Po‖ nices turnidus

リスカ
゛
イ       Mammi‖a melanostoma

ホウシュノタマ      Notochoch‖s gualtieriana
ヤツシロカ
・
イ禾斗 丁onnidae

スクミウス
゛
ラ         丁onna cepa
フシ
・
ツカ
・
イ不斗  Rane‖ idae

ミツカドホ
゛
ラ      Cymatium(Cymatriton)nicoba「 icum

シロシノマキ       Cymatium(Septa)mundum
シオホ
゛
ラ        Cymatium(Gutturinum)mu「 icinum

シノマキ         Cymatium(Monoplex)p‖ ea「e
フシ
゛
ツカ
゛
イ      Cymatium(Lotoria)loto「 ium

ホラカ
゛
イ           Charonia tritonis
オキニシ禾斗  Burs:dae

オキニシ             Bu「sa bufonis dunkeri

トウカムリ不斗 Cassidae
ヒナヅル       Casmaria erlnacea
アッキがイ科 Muricidae

力
゛
ンセ
゛
キホ
゛
ラ       Chicoreus burunneus

テングカ
゛
イ      Chicoreus「 amosus

ヒロウネレイシタ
゛
マシ    Cronia crassulnata

ツルイシ       Mancine‖ a tuberosa
ムラサキイカ
゛
レイシ    D「upa(s.s.)mOrum
オニコフ
・
シカ
・
イ禾斗 Vasidea

オニコフ
゛
シ       Vasum ceramicum

コオニコフ
゛
シ      ∨asum tu「 bine‖um
フトコロカ
・
イ禾斗 Columbe‖ idea

フトコロカ
｀
イ          Eup‖ ca vesicolo「
エソ
・
11・ イ禾斗  Buccinidae

ノシカ
゛
イ           Engina(Puslostorna)「 Υlendica「 ia

シ叉へ
゛
ッコウハ
゛
イ      Japeuthria cingulata

オリイレヨフハ
・
イ禾斗 Nassari:dea

イホ
゛
ヨフ八
゛
イ        Nassarius coronatus

ヒメオリイレムシロsp.     Nassarius sp. cf. nodife「
アツムシロ            |＼lioth sernisulcata

イトマキホ
・
ラ禾斗  Fasciolariidae

イトマキホ
゛
ラ      Pleuroploca trapezium

ナカ
゛
イトマキホ
゛
ラ    Pleu「 oploca f‖ amentosa

ツノマタモト
゛
キ         Lati「 us belcheri

へ
゛
ニマキ       Benimakia fastigium
チトセホ
゛
ラ          Fusinus nicoba「 icus

マクラがイ科 0‖vidae
サツマヒ
゛
ナ       ○‖va annulata

アマオフ
・
ネ科

イシタ
゛
タミアマオフ
゛
ネ

コシタ
゛
カアマカ
゛
イ

キハ
゛
アマカ
゛
イ

アマオフ
゛
ネ

マルアマオフ
゛
ネ

オオマルアマオフ
゛
ネ

ニシキアマオフ
゛
ネ

Neritidae
Nerita
Nerita
Nerita
Nerita
Nerita
Nerita
Nerita
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表65 伊礼原遺跡出土貝類とその生息場所類型 (つづき-1)

Japanese name Screntrfic name
生息場所
類型

Japanese name Scientific name
生息場所
類型

ショクコワラ本斗  Harpidae
へ
゛
ニオヒ
゛
ショッコウラ    Harpa harpa
フデカ
・
イ科 M�dea

ミタ
゛
レシマヤタテ       Strigate‖ a litte「 ata
チュウシマヤタテ        St「 igate‖ a livi「 gata‖

イモフテ
゛
            Pterygia dactylus

イモカ
・
イ禾斗 Conidae

マタ
゛
ライモ         Conus
コマタ
゛
ライモ         Conus

サヤカ
゛
タイモ         Conus

シ
゛
ュス
゛
カケサヤカ
゛
タイモ  Conus

キヌカツキ
゛
イモ        Conus

イホ
゛
シマイモ        Conus
ヤセイモ            Conus
イホ
゛
力八
゛
イモ       Conus

イトマキイモ         Conus
ヤナキ
゛
シホ
゛
リイモ      Conus

サラサミナシ         Conus
イタチイモ7        Conus
カハ
゛
ミナシ         Conus
ヤキイモ
アシ
゛
ロイモ
タカ
゛
ヤサンミナシ
ニシキミナシ
アンホ
゛
イナ

クロミナシ
アカシマミナシ
ヨ
゛
マフイモ
コモンイモ
ハルシャカ
゛
イ

クロサ
゛
メモト
゛
キ

アンホ
゛
ンクロサ
゛
メ

クロフモト
｀
キ

Conus
Conus
Conus
Conus
Conus
Conus
Conus
Conus
Conus
Conus
Conus
Conus

| -4-c

|-1-a

l-1-a

l-1-b

|-1-a

l-1-a

l-1-a

l-1-a

l -2-a

l -2-a

l -2-c

l -2-c

l-4-c

l -3-a

l -4-c

l -4…c

l-4-c

l -2-c

l -2-c

l -2-c

l -2-c

l -2-c

l -2-c

l -2-c

l -2-c

l -2-c

l -2-c

l -2-c

l -2-c

l -2-c

| -2-c

‖-0-a

V-8

|∨
-6

1V-6

|∨
-6

∨-10

∨-8

V-7

∨-8

∨-9

∨

∨-9

∨-7

V-7

∨-7

V-8

V-8
∨-7

V-8

V-8

ツノ
ツノカ
゛
イ7

マルツノがイ類

掘足綱
ガイ科

nェF愧早綱 Bivalvia

ォナ々ヵィ千
刀イ科 Arcldae

lil(Jダ

、        Arca ventricosa
ノ¬′J :         Arca ave‖ ana

Bradybaena similaris
Acusta d. despecta
Aegista scepasma

Scaphopoda
Dentaliidae

Antalis weinkauffi?
"Dentalium" sp. 1 cf. P. vernerdi

オナシ
｀
マイマイ

オキナワウスカワマイマイ
イトマンマイマイ

エカ
゛
イ
クロミノI力
゛
イ

カリカ
゛
ネエカ
゛
イ

(Abarbatia) lima
(Ustularca) cruciata
(Savignyarca) obtusoides

∨-9

V-8
∨-7

| -2-a

l -2-a

l-1-a

‖-1-b

‖-1-b

l -2-a

ll-2-c

‖|-1-c

| -2-b

|-4-a

l-1-a

||-2-b

| -2-a

| -2-b

VI-12

| -2-a

|-1-a

l -2-b

l -2-c

l‖
-1-c

‖-1¨b

‖-1-b

||-2-a

| -2-c

ll-2-c

||-2-c

‖-1-c

ll-2-c

Ｖ

Ｖ

Conus Pinoconus) magus
pennaceus

textile
striatus
geographus

「ΥlarrΥnoreus

r generalis
pulicarius

arenatus
tessulatus
eburneus
litteratus
leopardas

ナツメカ
・
イ禾斗  Bu‖‖dae

ナツメカ
゛
イ          Bu‖ a vernicosa

オカミミカ
・
イ禾斗  E‖ obildae

マタ
゛
ラヒラシイノミ      Pythla pantherina
ナカ
゛
ケシが
｀
イ      Carychium cymatoplax
モノアラがイ科 Lymnaeidae

タイワンモノアラカ
゛
イ     Radix auricularia sv� nhoei

ヒメモノアラカ
゛
イ7      Austropeplea o‖ ula7

ヒラマキカ
・
イ禾斗  Planorb:idae

トウキョウヒラマキ7      Gyraulus tokyoensis7
サナギカ
・
イ科 Pup�dae

スナカ
゛
イ           Gast「 ocopta arrnigere‖ a

キセルカ
゛
イ禾斗 Claus� dae

ノミキ
゛
セリレ           Zatptyx hyperoptyx

キンチャクキ
゛
セ|レ        Luchuphaedusa ca‖ istoch‖a

ツヤキ
゛
セ|レ           Luchuphaedusa p. praecla「 a

アフリカマイマイ科 Achatinidae
アフリカマイマイ      Achatina fu‖ ca

オカクチキレカ
・
イ禾斗  Subu‖ nidae

ホソオカチョウシ
゛
7      ′へ‖opeas py「gula7

オカチョウシ
゛
 sp. l     A‖ opeas sp. 1

オカチョウシ
゛
sp.2   A‖ opeas sp.2

トクサオカチョウシ
゛
     Paropeas achatinaceus

へ
゛
ッコウマイマイ禾斗  He‖carionidae

ハリマキヒ
｀`
属        Pa「 aka「 le‖ a7 sp.

ヒメヘ
゛
ッコウ属類似属  l:DiscoconulusW sp.

タネカ
゛
シマヒメヘ
゛
ッコウ7 Yamatochlamys tanegashimae7

トクノシマヘ
゛
ッコウ7   NippOnochlamys sube‖ matus7

リュウキュウカドギッコウj電7 Luchuconulus7 sp.
カサマイマイ不斗 丁「ochomorphidae

オオカサマイマイ        Videnoida h. horiornphala
ナンハ
・
ンマイマイ科 Camaenidae

シュリマイマイ      Satsuma(s.s.)m.mercatoria var
カツレンマイマイ     Satsuma(s.s.)m.katsurenensis
オキナワ1フマタカマイマイ    Satsurna(Luchu.)larg‖ ‖erti var.

(本島中部型)
アマノヤマタカマイマイ   Satsuma(Luchu.)amanol
オナシ
・
マイマイ禾斗  Bradvbaen:dae

ハ
°
ンタ
゛
ナマイマイ      Bradvbaena circuLs

Barbatia
Barbatia
Barbatia

コシロがイ      Acar p‖ catum
リュウキュウサルホ

゛
オ   Anadara(s.s.)antiquata

ハイカ
゛
イ        Anada「 a(丁 egi‖ arca.)granosa

(セイタカハイがイ型)    form obessa
イがイ科 Myt� dae

シロインコ            Septife「  excisus

ウク
・
イスカ
・
イ不斗  Pterildae

クロチョウがイ     Pinctada ma「 garitifera

ミドリアオリカ
｀`
イ    Pinctada panasesae

シュモクアオリ禾斗 lsognomonidae
シュモクアオリ       lsognomon isognonum
ミノがイ科 Limidae

ミノカ
゛
イ           Lirna vulgaris
イタヤカ
・
イ不斗  Pectinidae

チサラカ
゛
イ      Gloripa‖ ium pa‖ium

イタヤがイ類    Pectinidae gen.et sp.
ウミキ
・
ク禾斗 Spondv‖ dae

メンカ
゛
イsp.         Spondylus sp.
へ
゛
ッコウがキ禾斗 Gryphaeidae

シャコカ
゛
キ          Hyotissa hyotis
イタホ
°
がキ科 Ostreidae

シロヒメカ
゛
キ       Ostrea fluctigera

シマカ
゛
キ(ミナミマカ
゛
キ)  C「 assost「ea b‖ ineata

ニセマカ
゛
キ(クロヘリカ
゛
キ) Saccostrea echinata

オハク
゛
日力
゛
キモト
゛
キ    Saccostrea circurnsuta

(ニューシ―゙ラント
゛
力
゛
キ)

ワニカ
゛
キ         Dendrostrea fo‖ U「 Yl

ツキカ
・
イ禾斗  Lucinidae

ツキカ
゛
イ           Codakia tigerna

カフ
゛
ラツキsp.        Anodontia sp. cf. edentula

キクデル科 Chamidae
シロサ
゛
ル       Chama brasslca

ヒレインコ       Chama lazarus
トマヤカ
・
イ禾斗 Carditidae

トマヤカ
゛
イ          Cardlta leana
サ
°
ルカ
・
イ禾斗 Card:idae

カワラカ
゛
イ          FragurΥ l unedo

オキナワヒシカ
゛
イ     Fragum loochooanum

リュウキュウサ
゛
ル      Regozara flavurn

シャコカ
・
イ禾斗 丁ridacn:dae

シラナミ        丁ridacna maxima
ヒレシ
゛
ャコ          

‐
T・「idacna squarnosa

ヒレナシシ
゛
ャコ7      丁「idacna derasa7

ヒメシ
゛
ャコ          丁「idacna c「 ocea

シャコ
゛
ウ            |―lippopus hippopus

ハ
・
力がイ科 Mactridae

リュウキュウハ
゛
カカ
゛
イ  Mact「 a maculata

タママキ7       Mactra cuneata7
ユキカ
゛
イ       Meropesta nicobarica
チドリマスオがイ禾斗 Mesodesmatidea

イソハマク |゙り       Atactodea st「 iata
ナミノコマスオ       Dav‖ a plana
フシ
°
ノハナカ
・
イ禾斗 Donacidae

ナミノコカ
゛
イ          Latona cuneata

リュウキュウナミノコ      Latona faba
ニッコウカ
・
イ禾斗 丁e‖ inidae

リュウキュウシラトリ      Quidnipagus palatarn

ebraeus
chaldaeus
fulgetrum
coronatus
flavidus
lividus

emaciatus
distans
terebraq
miles
capitaneus
mustelina?
vexillum

・９
引
判
朝
判
・９

Ｖ

∨
¨

Ｖ
¨

∨
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表65 伊礼原遺跡出土貝類とその生息場所類型 (つづき-2).

Japanese name Screntific name
生息場所
類型

Japanese name Scientific name
生息場所
類型

サメサ
｀
ラ                Scuta「 copagia scobinata

モチツ
゛
キサ
゛
ラ        Cyclote‖ ina rerΥ lies

アサジガイ科 Seme‖ dae
サメサ
゛
ラモト
゛
キ       Serrnele carnicolo「

イソシシ
・
ミ科 Psammoblidae

リュウキュウマスオ       Asaphis violacens
マスオカ
｀
イ      Psammonaea elongata
フナカ
゛
タカ
・
イ禾斗  丁rapezlidae

タカ
゛
ソデ
｀
モドキ    丁「apezium sublaevigatum
シシ
・
ミ禾斗 Corbicu‖ dae

シレナシシ
゛
ミ        Geloina erosa
マメシシ
・
ミ禾斗  Plsidildae

オキナワドフ
゛
シゾミ   Sphaerium(Muscu‖ um)okinawaense

マルスダレカ
・
イ不斗 Veneridae

Perrglypta puerpera

Gafrarium pectinatum
Gafrarium tumidum
Pitar striatum
Pitar lineolatum
Bonartemis histrio
Tapes literatus
Tapes belcheri
Ruditapes variegata
Katelysia japonica

lt/eretrix lamarckii?
lt/eretrix petechialis

Cyclina sinensis

Polyplacophola
Chitonidae

Acanthopleura sp.

¬占7里夕]糸□Cephal° p° da
、  ソ1刀不斗 SeD‖ dan
コフシメ7   =~理 pla latimanus7

節足動物門 Atthropoda

環形動物門 Anne‖ da

多毛綱 Polychaeta
カンサ
・
シヨ
・
カイ禾斗  Serpu‖ dae

ゴカイ類 (棲管) gen.et sp.(tube)‖-1-c

‖-1-c

‖-1-c

H-1-b

|||― O―c

IV-6

||-2-c

H-1-c

l‖
-1-c

ll-2-c

ll-2-c

ll-2-c

ll-2-c

ll-2-c

H-1-c

H-1-c

ll-2-c

VI

I‖
-1-c

|-1-a

|-2

VI-11

ヌノメカ
゛
イ

ホソスシ
゛
イナミ

アラスシ
゛
ケマン

ユウカケ
゛
ハマク
゛
リ

カ
゛
ンキ
゛
ハマク
゛
リ

オイノカカ
゛
ミ

リュウキュウアサリ
ヒメリュウキュウアサリ
ヒメアサリ
スタ
゛
レハマク
゛
リ

チョウセンハマク
゛
り7

シナハ叉ク
゛
リ

オキシシ
゛
ミ

甲殻類
蔓脚類

オニフシ
゛
ツホ
゛

短尾類
ノコキ
゛
リカ
゛
サ
゛
ミ7

Crustacea
Cirripedia

Coronula diadema
Brachyura

Scylla serrata?

綱
側
板
が
多
一フ

棘皮動物門 Echinode「 mata

ウニ綱 Echinoldea
ナガウニ科 Echinometridae

口工空ユニ皿 ___出製製 興 国 Ш 皿墨 上 国 _上艶 __

生息場所類型 (Habitat)

|:外洋一サンゴ礁域
||:内湾一転石域
|‖ :河口干潟一マングローブ域
IV:淡水域
V:陸域
∨|:その他

0:潮間帯上部(|ではノッチ,|‖ ではマングロープ)
1:潮間帯中 口下部
2:亜潮間帯上縁部(|ではイノー)
3:干瀬(|にのみ適用)
4:礁斜面及びその下部
5:止水
6:流水
7:林内
8:林内 口林縁部
9:林縁部
10:海浜部
11:打ち上げ物
12:化石

岩礁/岩盤

ヒザラがイ類

底礫る

底
　
す

泥
　
入

／
／
　
　
法肌

砂
上

の

石
／
物
水

転
礫
植
淡

VI-11

‖|-0
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表70 伊礼原遺跡の土壌サンプルから確認された貝類遺体

地点
層序

時代
土壊量cc
土壌重量kg
2‐lmの割合(り
メッシュサイズ

Ⅲ鵬鰤剛

４３

層

測
ＸＶ

ム
２００

E10/20Ｅ２０
帳制

幅
　
　
畑
６００
０ｏ７２０・４４

‐４３
躙
　
　
瀞
００
７７
鰤
４

＃

Ⅵ

　

　

ゲ

６

０
ｏ
０

１４

層

　

　

　

５〇
一
６‐

■

湘躙鰤蜘一剛一５５００・４９‐ｏ４＞９，５

員集中ロ

面縄前庭

縄文中期
1∞0

1103

3.5

>9。 5   4

E17

JI・
―ム)レスト

市来式
土器溜横/砂麟

縄文中期 縄文後期  [縄文時代後/晩期][縄文時代後/晩期]
1050      1850           1900            1450

７

丘

Ｅｌ

砂

2,14

987

>915

E16

グスタ
E17

弥生
/上部

弥生
1500

i378

16
>9,5   4 >9・ 5  4

[縄文早期]
1500

1.50

7。 0

2183

6,9

>9,5   4

４‐

８

１

４

．

・

５

1103

0,4

2.56

034

lu

ンサザエ

ンサザエ(フタ)

ノミカニモリ 21

1111 ,Ihイ ノ 1

キ

2S

4

ol成貝完形i bl体層),BI焼けl cl色彩残り:o:磨減lf:破片:IV:中間板,jl幼貝完形,UI殻頂: 二枚員は左投/有殻̀
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表71 伊礼原遺跡の剥ぎ取 り断面 (中村,2006)で確認された貝類 .

南区東側壁面

伊礼原遺跡 :図版29

聞き取つた層序
コメント等

樹根層②

XVI層 XV層

貝層

XIV層    XIV層
下部 :礫小 上部 :礫大

中央区の

曽畑層の

下の部分*1

(XI層より上部の剥ぎ取り未図示)

XIV層  XII層  XI層   IX層  ∨III層  VH+VI層
最上部 :   植物遺体  0-  10-  15-
礫極小     増加  10cm*3 15cm 35cm
三角の           擾乱アリ*2

落込み

52-    70-   75-   100-
70cm  75cm 100cm l10cm
水 田

中央区の
水田②?

35-
52crn

乾湿を繰り
返す*2

中央区の
水田③?

海産貝類

カンギク
オキナワイシダタミ
ヒザラガイ類
タママキ ?
サラサバテイラ
チョウセンサザエ

ヤコウガイ(フタ)
イソハマグリ
マガキガイ?
ハイガイ
アラスジケマン

淡水産貝類

トウガタカワニナ
カワニナ
ヌノメカワニナ
タイワンモノアラガイ
トウキョウヒラマキ ?

lf

lf

l iv

lv
5
可, ?可

1

lv
1

lv
可f

―
―

い
い
ヽ

―
― 19 ２

１

２

６

６２

４

４

４４

２

６

４

４４

８

6
10

2
4
16
2

４

４

2
６ ２

２

２

中央区南壁面

伊礼原遺跡 :図版28

コメント等

樹根層② 爪形文土器層
XVII層

曽畑式土器層
XIV層

シイの実層

曽畑層の       曽畑層の
下の部分*1      上の部分*1

樹根層①

層を掘削

遺構*2

海産貝類
二枚貝 ?
シレナシジミ?
サラサバテイラ

淡水産貝類
カワニナ

4f
可f

lf

lf

可f

*1:中村,私信,*2:松田,私信,*3:剥ぎ取り2枚 目下部からの高さ.f::破片,iv:中間板,v:片殻,数字の前の?は同定の不確実なもの
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表72 伊礼原遺跡 (低湿地区)のフローテーションで得られた貝類遺体 (同定標本数 :NISP)

地点
層序

時代
土壌量 cc
土壌重量 kg
2-l mmの 害」合 (%)

#143
XV層

曽畑層の下

#143
XIV層
曽畑層

混貝土層

縄文前期
1350
1.41

4.8

#143
X!V層

曽畑層
堅果層

縄文前期
550
0.49
1.4

#143
X層

#143
Vll層

E17

ハ―゙ムクレスト

E17

弥生

/上部

弥生
1500
1.78
3.6

#143
Vl層

E/20

貝集中・

面縄前庭土器

縄文中期
1000
1.03
3.5

E/20      E19/20

砂丘

市来式土器
土器溜横/砂層

縄文中期  縄文後期
1050       1850
1.03       2.56
0.4     0.4

E17

砂丘

００

５０

０

‐５

‐

・
７

．

0.61

1.3

ク
゛
スク
600
0.77
0.5

ク
゛
スク
600
0。 72

0.4

[縄文後/晩期][縄文後/晩期]
1900         1450
2.83         2.14
6.9      9.7

腹足綱 (陸産 )
クニガミゴマガイ
タネガシマヒメベッコウ?
リュウキュウカ ドベッコウ属?
ベッコウマイマイ科不明
ノミギセル
ハリマキビ属
オカチョウジガイ類sp.1
ホソオカチョウジ?
オカチョウジガイ類sp.2
オカチョウジガイ類sp.3
オカチョウジガイ類 (卵 )
ヒメベッコウ属類似種
不明1(マルナタネ類 ?)
ナガケシガイ
パンダナマイマイ
ハ
°
ンタ
゛
ナ/オキナワウスカワ

クビキレガイ
スナガイ
ウスイロオカチグサ

5

2

10

176

7 「

　

２

―

い
い
い
―

3

腹足綱 (淡水産 )
カワニナ
トウガタカワニナ
ヌノメカワニナ
カワニナ類?
オキナワミズゴマツボ
タイワンモノアラガイ
ヒメモノアラガイ?
モノアラガイ類
ヒラマキミズマイマイ属
不明淡水巻貝
二枚貝綱 (淡水産)

オキナワ ドブシジミ

５

‐０

‐

‐

６

5 10

193

1

3

11

海産貝類



Ⅵ 沖縄県伊礼原遺跡出土黒曜石製石器の化学分析による産地推定

角縁 進※10小畑弘己※2

I。 分析資料と遺跡の概要

跡

在

遺

所

概

名 :

地 :

要 :

資料の属性 :

試 料 番 号 :

試料の時期 :

伊礼原 (いれいばる)遺跡

沖縄県中頭郡北谷町字伊平小字伊礼原

北谷町字伊平小字伊礼原144番地のキャンプ桑江内の沖積層 (標高5。7m)に形成され

た低湿地区と砂丘区の遺跡である。1999～ 2004年度にかけて、遺跡の範囲や性格の把

握を目的とした発掘調査が実施されている。砂丘区では縄文中 0後・晩期、弥生時代

併行期の生活址が、低湿地区では縄文前期の曽畑式土器などを包含する文泥炭層が確

認され、多くの遺物が検出されている。特殊泥炭層という遺跡の性格から有機質遺物

の保存状態が良好で、土器や石器などの他、本製の櫛、ボール状製品、石斧の柄やオ

キナワウラジロガシやシイなどを主体とした堅果類の実の他、竹製の貯蔵容器の穴が

検出されている。

黒曜石は砂丘区の第 3層下部～第 4層 より、縄文後 0晩期に位置づけられている土器

群などに伴って剥片13点が検出され、盛土から2点が採集されている。これら黒曜石

製剥片15点 (第 116図・図版164)は急角度の打角をもつ剥片類や両極打法によって剥

離された剥片類を主とし、小さな砕片 (チ ップ)を含む。剥片のほとんどは頭部や側

辺を中心に使用痕が認められる。肉眼観察によれば腰岳産黒曜石を素材としたものと

思われる (表 77参照)。

OK0015 0 0K0016 0 0K0017 0 0K0018 0 0K0062～ OK0072(表 77参照)

縄文時代後期後半相当期 (大山式)・ 不明

表77 資料の属性および試料番号・時期

OK0015

0K0016
0K0017
0K0018
0K0062

0K0063
0K0064
0K0065

0K0066

0K0067
0K0068
0K0069
0K0070
0K0071

0K0072

E-20区
C-19区

C-19・ 20区

C-24区」ヒ側
C-19・ 20区

C・ D-18区

C-19・ 20区

D-19区

H-19区

A―TP20

E-20区

A―TP20

E-18区

E-19。 18間

C・ D-18区

両極剥片

楔状

第3層下部 。第4層上面    縄文後期後半
第4(仮)層         縄文後期後半

第4(仮)層          縄文後期後半

盛土採集           不    明
第4層              縄文後期

第4層              縄文後期

第4層              縄文後期

東壁側140cmサ ブトレンチ堀下   縄文後期
第4層              不明

盛土表採             不明

第4(仮)層          縄文後期後半

黒色土上層            縄文後期
溝9a               グスク

畦              グスク～縄文後期

灰色砂層             縄文後期

磨耗

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

‐１

‐２

‐３

‐４

損

損

欠

欠

８

０

７

８

・

５

・

９

。

２

・

５

・

４

・

０

。

９

。

６

・

４

・

５

。

１

１

。

２

．

１

．

０

．

１

２

０

１

２

１

０

０

０

０

０

９

８

８

３

・

４

。

４

・

８

・

７

＞

。

７

・

８

・

３

・

０

・

３

・

２

・

５

５

。

５

。

６

．

５

．

５

９

１

５

Ｉ

３

５

６

２

６

２

０

７

２

５

。

９

・

５

・

０

。

７

・

３

・

５

・

５

。

１

・

８

９

ｏ

４

‐５

。

‐９

。

‐３

．

‐６

．

１５

１６

１２

１６

１８

１６

１５

１０

■

８

．

１０

７

５

９

５

・

６

・

３

２

・

２

・

８

・

９

・

８

・

２

・

７

・

８

９

２１

．

２３

．

２０

，

‐７

．

２０

２５

８

。

‐４

‐５

‐５

‐２

‐６

‐５

‐４

６

。

Ｕ Ｆ

Ｕ Ｆ

Ｕ Ｆ

Ｕ Ｆ

Ｕ Ｆ

Ｆ

Ｃｈ

Ｕ Ｆ

Ｆ

Ｕ Ｆ

Ｕ Ｆ

Ａ Ｈ

Ｕ Ｆ

Ｃｈ

Ｃｈ

ガジリ

ガジリ

ガジリ

欠損

写真1:15

※UF:使用痕のある剥片,F:剥片,Ch:チ ップ,AH:石鏃

※l SUSUMU KAKUBUCHI 佐賀大学文化教育学部 kakubuch@cc.saga― u.ac.jp
※2 HIROKI OBATA 熊本大学埋蔵文化財調査室 totori@kumamoto― u.acoip
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第116図 分析資料実測図

図版164 分析資料写真

Ⅱ.化学分析とその結果

1。 方 法

蛍光X線分析による石器石材の産地同定は一般にエネルギー分散型蛍光X線分析装置が用いられ

ることが多い (例 えば東村 1986;望月1996な ど)が、波長分散型蛍光X線分析装置でも非破壊で

元素測定ができることがわかっている (角縁・宇都宮 200202003)。 波長分散型X線分析装置はエ

ネルギー分散型蛍光X線分析装置に比べ照射するX線強度が高く、試料表面の薄い部分だけではな

く、試料内部からの特性 X線を測定することが出来るため、表面の水和層の影響はほとんど無視で

0■■■■■■■■■■■■■■■■■3cm
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きることが利点といえる。

今回の測定ではNb,Zr,Y,Sr,Rb,Zn,Ni,Fe,Mn,Tiの 10元素について非破壊による連続測

定をおこなった。測定は基準試料に日本標準岩石試料JB-1を 使用し、Merk社のSpectromelt A12

を融剤に用い、岩石 :融剤の割合が1:2と なるように作成されたガラス円板との各元素のKα の位

置および高角度側と低角度側の2点のバックグラウンド強度の計3点で測定し、第116図のように真

の強度 (Kα 線での測定強度?バ ックグラウンド強度)を計算し、基準試料と分析試料 (石器資料 )

とのX線強度比を求めた。基準試料を測定に使用するのは、器械のX線強度の変動による分析精度

の低下を無くすためである。求められたX線強度比はX線カウント数に換算し、各試料に含まれる

測定元素同士の強度比を求めた。角縁・宇都宮 (2003)は 、波長の近接したRb― Sr―Zrに 関しては

本大学 (佐賀大学)での測定と東村 (1986)な どによる京都大学で求められた産地の値とは大差が

なく、産地データを共有できることを示したが、今回分析に加えたFe,Mnお よびTiは検出器の感

度の違いで、東村 (1986)な どのデータとはそのままでは比較できない。

X103cps

6 Zr― Kα Rb‐Kα

ピーク強度

Sr中Kβ

Nb―Kα

Sr‐Kα
Rbの X線強度

バックグラウンド強度

腰岳産黒曜石 厚さ=18mm
Rh管珠 50 k V,40mA

Y‐ Kβ

」Ｋ

＋

ｂ
ロ
ー

Ｙ

　

　

Ｒ‐

Ｘ

線

強

度

20                                      25

ゴニオメータ角度 (2θ )

第117図  X線ラインプロファイル

2.測 定

今回の分析は佐賀大学文化教育学部設置の波長分散型蛍光X線分析装置 (日 本電子製JSX-60S7)

を用いて分析をおこなった。測定にはRh管球を使用し、管電圧50kV、 管電流40mAの条件で測定

をおこなった。分光結晶にはLiF(200)、 検出器はシーテレーションカウンターを使用した。黒曜

石は試料ホルダーにセットした後、25μ m厚のマイラーフィルムで押さえ測定中に動かないように

固定した。試料表面の凹凸による影響を無くすため、測定はSample spin ONでおこなった。本装

置には 6個の試料を同時に入れることができるが、一番目の試料には必ず基準試料が入るため、同

時に測定できる未知試料は 5個である。未知試料5個の分析にかかる時間は約 1時間である。

3.分析結果および産地推定

分析結果を表78に示す。測定によって求められた各元素のX線強度比をあらかじめ九州各地の黒

曜石産地から得られた値と比較して産地推定をおこなった。同定にはすべての元素を用いて産地推

――…558-



定をおこなうのを基本とするが、産地ごとの違いの大きく現れたRb/Sr― Sr/Zr図 (第 117図 )お よ

びRb/Sr― Fe/Zr図 (第 118図 )を使用した。

この結果、本遺跡出土黒曜石石器11点 (OK0015 0 0K0016 0 0K0017・ OK0018 0 0K0062～ OK
0072)の産地はすべて佐賀県伊万里市所在の腰岳と推定される。

表78 分析試料の元素組成比

No. OK0015 0K0016 ()K0017 10K0018 10K0062()K0063 0K0064(DK0065

Nb/Zr

Y/Zr

Sr/Zr

Rb/Zr

Zn/Zr

Ni/Zr

Fe/Zr

Mn/Zr

丁i/Zr

Rb/Sr

推定原産地

Nb/Zr

Y/Zr

SげZr

Rb/Zr

Zn/Zr

Ni/Zr

Fe/Zr

Mn/Z「

丁i/Zr

Rb/Sr

0.257

0.611

0.486

1.851

0.534

0.417

6.288

0.22

0.038

3.809

0.2953

0.6209

0.4601

1.7163

0.2732

0.2921

8.4983

0.2603

0.068

3.7302

0.218

0.619

0.464

1.652

0.169

0.433

5.862

0.173

0.015

3.562

0.2691

0.6813

0.4579

1.7392

0.3549

1.0171

12.8207

0.3803

0.0739

3.7981

0.247

0.591

0.425

1.784

0。 165

0.484

6.792

0.197

0.019

4.195

0.2831

0.5894

0.4439

1.8421

0.315

1.1724

13.2797

0.3676

0.0618

4.1494

0.255

0.639

0.471

1.843

0.228

0.293

6.215

0.208

0.028

3.916

0.1977

0.5234

0.4507

1.4325

0,4959

0.6309

12.5148

0.3867

0.109

3.1783

0.263

0.638

0.460

1.666

0。 288

0.391

10.091

0。 320

0.083

3.624

0。 249

0.646

0.460

1.788

0.235

0.223

8。 727

0。 270

0.052

3.886

0.255

0.499

0.383

1.485

0。 746

1.478

15.685

0.459

0。 148

3.880

0.186

0.447

0.358

1.280

0。 705

0.807

14.373

0.480

0.142

3.570

0.133

0.496

0。 493

1.345

0.914

4.586

27.836

0。 709

0。 187

2.730

0.215

0.633

0。 404

1.680

0。 279
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Ⅲ日本資料の意義

筆者ら (小畑・盛本・角縁 2004)は 、沖縄諸島62点 (22遺跡)、 徳之島20点 (3遺跡)、 奄美島36

点 (7遺跡)を 中心に、参考資料として種子島22点 (6遺跡 )、 屋久島 6点 (1遺跡)の計145点

(39遺跡)を蛍光X線分析装置によって産地を推定した。その時点で集計された沖縄諸島・奄美諸

島における黒曜石出土遺跡は36遺跡387点であった。これ以前に琉球列島域で行われた理化学的な

分析は、仲泊遺跡 (金武・安里ほか1977)、 阿波連浦貝塚 (藁科 1999)と 伊是名貝塚・仲田上遺跡・

ウフジカ遺跡 (網千ほか2001)の 3つであり、その時点で分析された資料数は22点であった。

分析の結果、琉球列島南部 (奄美諸島・沖縄諸島)への黒曜石の流入時期は縄文時代後期後半で

あり、それ以前の流入は考えられないこと、その内訳は腰岳が96%、 針尾島と竜ケ水が各2.6%と 、

腰岳および西北九州産黒曜石が主体であり、奄美を除くとすべて西北九州産黒曜石であることが判

明した。この黒曜石産地の種類数の減少にみられる北から南への地理勾配は、流入時期や出土量の

面にも想定できる可能性がある。晩期になると一つの集落に黒曜石が集中する傾向も認められた。

しかし、分析資料をもとに推算 した黒曜石重量は320gを 超えず、きわめて量的に少なかったの

が実情である。この量的な少なさや、石器自体が小型である点、使用率の高さ、楔形石器が多い点、

石鏃の模倣品の存在などを勘案すると、本地域と九州島との間には、常に情報や人が往来するよう

な恒常的な黒曜石交易が行われた可能性は少なかったものと考えた (小畑・盛本・角縁 2004)。

本資料もこれら仮説の裏づけの根拠の一つを構成している。それは、剥片の 6割が使用されてい

るという使用率の高さ、小さな剥片の使用、両極打法による剥片の生産、石鏃未製品 (模倣品)の

存在など、石材産地から遠い地域でみられる石器上に現れる顕著な現象が認められる。
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Ⅶ ヒスイ分析
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第Ⅵ章 総  括

I 環境と生業

辻    誠
一

郎
(東 京 大 学 )

1。 遺跡 とそれを取 り巻 く生態系史

伊礼原遺跡のこれまでの調査で明らかになってきた地質層序と堆積環境の移り変わり、および動

植物遺体群から明らかになってきた景観あるいは生態系の移 り変わりをまとめると以下のように

なる。

縄文時代早期の活動期と海面変動期 :遺物からは縄文時代早期の爪形文土器 (ヤブチ式土器)を

もつ人々の活動期である。遺跡の中央部においてこれまでに確認された爪形文土器包含層あるいは

曽畑式土器包含層より明らかに下位の堆積物にはサンゴ砂礫からなる堆積物は認められず、一般砕

屑物としての砂の厚い堆積物が確認できる。このことから、海面は上昇期にあり、あったとしても

サンゴ礁は人々の活動域からはるかに隔たった沖合いに位置していたと考えられる。この頃の植生

復元の手がかりとなる資料は今のところ得られていない。

縄文時代前期の活動期と照葉樹林 :曽畑式土器の多量の出土によって知ることができる縄文時代

前期中頃までに海面が上昇していたことが、サンゴ砂礫からなる堆積物とそれが覆う標高 Om前後

の基盤岩の波蝕台地形から知ることができる。ただし、波蝕台地形がいつ頃形成されたかを知る年

代資料は今のところ得られていない。曽畑式土器に随伴する貝類遺体群にはマガキガイ、チョウセ

ンサザエ、サラサバテイラ、ハイガイが主体となり、シャコガイも多産することから、サンゴ礁が

形成されていたことが示唆される。魚類遺体群ではブダイ科などの典型的なサンゴ礁要素は少なく、

サンゴ礁がまだ発達段階にあった可能性も指摘されるが、伊礼原遺跡が内湾的地形に位置しており、

フエフキダイ科やベラ科といった内湾沿岸に面した遺跡での特徴も見られるので、地形の反映であ

る可能性も指摘される。花粉分析による花粉遺体群は、シイ属の最優占が認められ、「どんぐり塚」

を構成する種実遺体群ではシイ属果実が大半を占めたことから、周辺域にはシイ属からなる照葉樹

林が形成されていたと考えられる。他のブナ科、すなわちオキナワウラジロガシ、ウラジロガシ、

ウバメガシ、マテバシイ属の果実破片も含まれるので、周辺域にこれらをともなった照葉樹林が存

在したものと推察される。アダン果実の多産からは、沿岸にアダン群集が成立していたことが推察

される。陸産貝類からは遺跡が林内もしくは林縁であったことが示唆され、植物遺体群からの推察

と調和的である。

縄文時代後半期と砂堆・砂丘形成期 :曽畑式土器包含層の堆積後は、枝状・塊状サンゴ砂礫から

なるバーム堆積物やそれを覆う砂丘堆積物が標高 2m前後の高まりを形成しており、約4400炭素年

以降、すなわち縄文時代中期以降に砂堆・砂丘形成期に入ったことが示唆される。遺跡の北東側の

低湿地区では、水平方向に層相の変化が著しい薄層の第130第 12層が堆積し、その年代が外側の砂

堆・砂丘形成期に対応することから、両者は同時異相か低湿地区が二次堆積 した可能性が示唆され
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る。人々の活動は低湿地区にも砂丘区にも認められる。貝類遺体群はイソハマグリやオキシジミを

主体とし、河日干潟が広がっていったことが示唆される。魚類遺体群ではブダイ科などが多産し、

サンゴ礁沿岸環境を示唆した。また、シイ属やオキナワウラジロガシなどの照葉樹林要素が遺体群

として検出されるので、依然として照葉樹林の景観は存続していたと推察される。陸産貝類も依然

として林内か林縁の環境を示唆し、調和的である。

グスク時代と森林の衰退 :約 1000炭素年前頃、低湿地区では泥炭が堆積し、湿地林が成立する沼

沢地の環境であった。外側では砂堆・砂丘地が海側に拡大し、海は外側に大きく後退したと考えら

れる。その後のグスク時代では、低湿地区は湧水に涵養された沼沢地が拡大し、ヌノメカワニナが

繁殖した。陸産貝類からは開放地が拡大したことが示唆され、森林の後退が推察される。このこと

は花粉遺体群からも示唆され、木本花粉がほとんど出現せず、イネ科とカヤツリグサ科の花粉のみ

で花粉・胞子の80%以上を占め、ヨモギ属やアブラナ科が随伴した。

2。 動植物遺体群からみた縄文時代前期中頃の生業

曽畑式土器包含層の動植物遺体群から、縄文時代前期中頃の生業を考えてみよう。

まず、貝類遺体群のうち食用海産貝類ではマガキガイ、チヨウセンサザエ、サラサバテイラ、ハ

イガイが優占し、サンゴ礁域に生息する貝類が主体に採取されていることが分かる。また、脊椎動

物遺体群についてみると、イノシシと魚骨がおおむね同量で圧倒し、リクガメ類もかなり多く、ウ

ミガメ類も普通に産する。イノシシが多産する点ではこれまでに知られる縄文時代早期の遺跡での

産出状況に似るが、魚骨が多産する点では縄文時代中期以降の遺跡での産出状況に類する傾向が認

められ、縄文時代前期の事例としては沖縄最古のものといってもよいだろう。その意味で、沖縄に

おける魚類利用の発展開始期の様相を示すものとして注目される。魚類の内容を見てみると、ハリ

センボン科が最多で、ハタ科、ベラ科、フエフキダイ科がこれに次ぐ傾向がある。ブダイ科のよう

な典型的なサンゴ礁の要素は少ないのは、内湾沿岸域の遺跡に見られる傾向であり、本遺跡の地形

的な立地を反映しているものと考えられる。

このほかにリュウキユウヤマガメが多産するという点で特異である。これは生態的に照葉樹林が

周辺に存在していたことを示しており、森林性の動物群の利用を示している。イノシシの産出量も

膨大で、九州のイノシシに比較してはるかに小型であり、九州から持ち込まれた可能性はきわめて

低いことから、リュウキユウヤマガメ同様に陸上動物群の積極的な利用が示される。

一方、植物遺体群からは、どんぐりを生産するブナ科植物の果実利用が積極的に行われていたこ

とを示している。とくに周辺域に優占していたと考えられたシイ属果実の利用はデンプン供給源と

しての植物利用を示すものである。シイ属とともにオキナワウラジロガシ、ウラジロガシ、ウバメ

ガシ、マテバシイ属も「どんぐり塚」を構成していたことから、周辺域のブナ科植物はいずれも利

用対象になっていたことを示している。沖縄においてこのようなブナ科果実の積極的な利用は、縄

文時代後・晩期の宜野座村前原遺跡でオキナワウラジロガシやシイ属果実の利用が確認されていた

が、縄文時代前期では初めてのものであり、かつ沖縄での最古の事例である。

ところで、「どんぐり塚」の大半をなしていたシイ属果実はほとんどすべてが破片として産出し

たが、大型のオキナワウラジロガシ呆実は、穴内では完全な形で産出し、水洗で得られたものでも
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完全形で得られた果実が目立った。これは、上1)杢の宜野座村前原遺跡での穴内からの完全形の産出

と合わせ考えると、オキナワウラジロガシはシイ属果実に比較してはるかにタンニンの含有率が高

いため、泥中に埋めてあく抜きをしなければならなかったためではないかと考えられる。これに対

してシイ属呆実は破砕によって即時デンプンを利用できたのであろう。

本遺跡では「どんぐり塚」以外から得られた種子や呆実の種類は相当な量に及んでいるが、直接

人々が利用したことを示す状況証拠は、上記の「どんぐり塚」構成種を除いては明らかになってい

ない。アダンの果実なども利用対象と考えられるし、植物遺体群で詳i)杢されたように「どんぐり塚」

から特異に随伴したチシャノキ呆実も用途は不明であるが、何らかの利用があったものとして注目

される。今後の調査における産出状況の把握によって、多様な植物資源の利用の実態が明らかにな

るものと思われる。

最後に木材遺体群から木材資源利用について触れておこう。今回は出土したわずかな木製品と自

然木の樹種が検討されたが、周辺域に存在した照葉樹林からの利用が一般的に行われていたことを

示している。ただし、琉球列島には現在自生しないコウヨウザンなど針葉樹の本製品が出土したこ

とは特記すべきであり、海流によって運ばれた木材が加工・利用されたものか、あるいは木製品と

して持ち込まれたものかのいずれかである。他の遺物とをあわせ考えると、交易によって持ち込ま

れた可能性は低く、漂着の木材が利用された可能性が指摘できる。

以上のことをまとめると、曽畑式土器期においては、すでに発達をみていたサンゴ礁生態系にお

ける魚介類資源の利用と、シイ属の優占する照葉樹林生態系における爬虫類・哺乳類資源ならびに

デンプン供給源としての植物資源利用を積極的に行っていたといえよう。このような、海産動物資

源のみならず陸産動物資源、陸産植物資源の利用体系が沖縄で明らかになったのは初めてのことで

あり、日本列島での縄文時代の動植物資源利用においても重要な比較資料になるといってよいだ

ろう。
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Ⅱ 遺跡のまとめ

1.伊礼原遺跡の概要のまとめ
伊礼原遺跡の低湿地区は平成11年度から平成14年度の 4年間の範囲確認調査であった。前半は中

央区の曽畑層までの層位の確認であったが、中盤は北区・東区・南区 0西区の順に縦横に拡げ低湿

地区の堆積状況の把握に努めた。後半は各グリットを接合し、曽畑層以下は幅 lmのサブトレンチ

を設け縦横に礫層と曽畑層の堆積状況やそれ以下の文化層の把握に努めた。しかし、低湿地区の発

掘調査は地下水と壁面崩落との戦いであった。

砂丘区は平成14年度から平成16年度の 3年間の範囲確認調査であった。前半は低湿地区との接点

を求めてソフトボール場周辺部での試掘調査であったが、中盤からソフトボール場を横断するE一

16～ 20グ リットで砂丘形成と文化層との相関関係の把握に努めた。後半は地中探査の結果とその検

証に努めた。やはり砂丘区も縦横に扶られた送水管の撤去後の凹砂地や撹乱埋土が多少の雨水で崩

落し、清掃・発掘の繰 り返しであった。しかし、それらに増して大きな成果が多々あった。

低湿地区

低湿地地区は大まかに3区分の層に分けられる。樹根層を境とした上層の第 3層 ～第10層 の陸生

の堆積層、樹根層から礫層上面までの第11層 から第13層 はウーチヌカー湧水で常に水没し、流失・

堆積を繰 り返した層、礫層を主体とする第14層以下では礫層堆積前後の生活層の痕跡と有機質の堆

積である。

これらを概観すると低湿地区では第 3層～第 9層 まで褐色の混土砂層カワニナが伴い 7枚の層は

ほぼ水平で14層 に細別できるほど安定した堆積をなし、堆積学からは水田であるとの所見や、含ま

れる有機質が60%前後と安定した包含量からやはり人為的な条件下で堆積されたとする分析結果も

得られた。出土土器はグスク土器がやや多く、面縄前庭式土器もみられるが土器は水魔を受けてい

る。ほぼグスク時代の堆積時期だと判断される。下層の第11層 の樹根層が14Cで は 9世紀であるこ

とから、それ以後でグスク時代から近世の所産になるものであろう。

第11層 の樹根層は14Cで 1140± 60の年代が出ており、北東区、北区、東区の北東側にはなく、西

区、南区、中央区、東区の南西側の調査区の南西側にほぼ全体的に樹根群が検出できた。それらは

自然的な景観であるがサキシマスオウノキ、サガリバナ、オヒルギの存在が確認されマングローブ

林が生育する汽水地域の縁辺部であることが判明した。それらの樹根の根本や下位ではグスク土器

も出土するが、基本的には「くびれ平底土器」が主体を占め、完形土器も中央区西壁面で出土した。

土器編年でもほぼその時期と判断されており、フェンサ下層土器の時期を改めて確認でき、この時

期のマングローブ林の低湿地をフェンサ下層土器期の人々は、その他の生活の痕跡がないことから

鬱蒼と茂ったマングローブ林を捕食の為の採集する地域の景観であったと思われる。

その下層の淡褐色混砂泥炭層の第12層、灰色石英細砂層の第13層 の状況は、長い間洗われて精錬

された石英質の第13層がやっと水が淀む安定期を迎え有機質が堆積する状況ができ、第11層 の樹根

林が形成されたと判断できる。下層の第14層に含まれる縄文土器からみると、この第13層、第12層

が形成されるまでにはかなりの時間を経たことがうかがわれる。

第14層 は暗褐色混礫泥質砂層で基本的に礫層である。これらの礫層の堆積によって低湿地区に土
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手が形成され、結果的に上層の第11層 の樹根層レベルまで湧水が湛えられ、水没した有機質が温存

されたと考えられる。礫層は上中下の 3枚の礫層に区分でき、また、時期区分の目安にもなった。

礫質は石灰岩や石灰岩頁岩で統一され、造礁サンゴ石灰岩やその他の石質は皆無であった。礫層は

調査区の南西側半分にのみに拡がり北東側にはみられない。特に多いのが西区、南区で、中央区で

は南西角で厚 く、三方へゆくにつれ薄くなり北区へは拡がらない。東区では散在した状態である。

3枚の内、上位の礫層は拳大のほぼ均一な半円礫で西区・南区では二重に密に堆積 しているが中

央区や東区ではまばらである。南区の南側でこの礫層上面に板状の樹木と石斧 3点、面縄前庭式土

器片が共に出土した。東側ではこの礫層を横転して噛んだ状態で木製容器が出土した。面縄前庭式

土器の縄文時代中期との編年的位置づけや木製容器の14C年代の4480± 50と 4460± 30と の数値から、

ほぼ縄文時代中期の時期として把握される。この上位の礫層と中位の礫層との間には10cm～ 30cm

の緑灰褐色砂層の間層があり、南区では10cmと 薄く、中央区の北側や東側、東区では20～ 30cmと

厚 く堆積していた。南区の東側サブトレンチでこの薄い間層に建築材が横位に出土し、面縄前庭式

土器片も出土した。中央区の東側では面縄前庭式土器片や縄文晩期の土器片がみられ、東区のサブ

トレンチ東側では面縄前庭式土器片や仲泊式土器片が出土した。このとは南区の上位の礫層が密に

堆積している部分では土器の混在がみられないが、まばらに堆積している部分では土器の混在がみ

られた。これらは流路による溝やポットホール、カニ穴等も多々みられることより考慮する必要が

ある。

中位の礫は拳大の礫も含むが、全体的に多いのは人頭大ほどの半円礫である。上位の礫層同様に

南区、西区で50cmと 厚 く、中央区で40cm、 東区で30cmほ どである。その拡がりも同様で南区、西

区、中央区、東区みられるが北区にはない。人頭大の礫層は上下に2～ 3重にほぼ重なってみられ

るが、東区では一重になる。中央区では上位の一重の人頭大の礫層レベルから曽畑式土器は出土す

るがまばらで、東側では縄文晩期土器も出土している。 2重の礫層レベル上面から曽畑式土器が出

始めて貝殻、獣魚骨と共に出土し、下面で集中的に出土する。さらに2重の礫層レベルでは石灰岩

礫以外の硬砂岩や安山岩質の石皿・磨石・石斧等の人為的に持ち込まれたものは全礫層中このレベ

ルでしか出土がなく、この面が曽畑式土器期の生活面であることが判断できる。この 2重の礫層下

面に穴は検出された。穴の上面では人頭大の礫を3回取り外したことから指標的に置かれた様相と

も受けとめられた。また、この 2重の礫層下面から破砕されたシイの実がレンズ状に堆積して確認

された。シイの実はそれらの上位や下位層ではみられなく限られたレベルでしかみられなかった。

特に、明瞭にみられたのは東区のサブトレンチ南壁面、中央区のサブトレンチ東側より南壁面、中

央区の東壁面、穴の上面、南区のサブトレンチ北側より東壁面の範囲でレンズ状に堆積していた。

南区のサブトレンチから中央区の南西側にかけては、この 2重の礫層下面レベルで石皿や磨石・敲

石が目に付き、その周辺で海獣骨や特にイノシシの四肢骨や下顎骨が集中して出土した。貝殻の出

土もその周辺が最も多く北面して堆積している状態であった。この 2重の人頭大礫層を掘 り終える

と人工遺物が極端に少なくなった。これらの 2重の人頭大礫層面が曽畑式土器期の生活層であるこ

とが判断できた。

下位の礫層は鶏卵大の半円礫で均一で、礫層中で最も範囲が限れ、しかも小マウンドを形成して

いた。西区西角で傾斜しながら堆積 し、南区の東壁面側と中央区の西側半分で厚さ40～ 50cmの堆
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積をピークとして東側へは急激に20cmほ どに薄くなっていく。北側へは中央区の真ん中ほどで一

旦途切れ、 2mの 間をもって再び高さlmの レンズ状の堆積をみせる。このレンズ状の堆積の盛 り

上がりは、平面的には中央区の北西隅に略東西に幅 3mの帯状にみられる。さらに北側へは2mの

間をもってみたびあらわれ厚さ30cmの堆積になり、約 3m続 くが細まりながら消える。さらにそ

の延長線上には後述の軽石層がつづいている。この途切れ部分の凹みや略東西に帯状に礫層が露頭

する形状からウーチヌカー湧水からの流路によって本来つづいていた礫層が切 り開かれたものと判

断される。これら下位の礫層は無遺物層である。

この下位の礫層は鶏卵大で均一であり、無遺物層であること。また西区西角で西側から登 り上が

るように堆積 していることと、その登 り口に幅80cm、 厚さ20cmほ どの横倒しになった大木があり、

その大木が海水に生息する船食虫の穴が無数に開いていたことから明らかに流木であることが判断

できた。近くにナガサガーの河口を控えていることを考慮すると、直接、間接に海洋との接触が考

えられ、鶏卵大の礫層も水圧によって押し上げられたものと判断される。それは後述の軽石層も同

様な影響で調査区まで持ち上げられたものであろう。それらは曽畑式土器期の生活層が形成される

以前の痕跡である。

第14層 の礫層は当初、単一の層と理解していたが明確に上中下の 3枚に分けられ、中層の人頭大

の半円礫を伴うレベルが曽畑式土器期の水辺地域でのシイの実の保存穴や破砕、礫面での貝殻・獣

魚骨の解体等がおこなわれた生活址で、いわゆる水辺遺構とされる性格のものであろう。

礫層下の第15層 は暗灰色砂層で基本的には無遺物層であるが、南区のサブトレンチの上面でロー

リングを受けた爪形文土器片が出土した。北区では鶏卵大の礫層の延長線上に幅約 5mの間で、南

側で標高2.2m、 北側で2。 6mの高低差40cmの間に黄褐色の軽石層が乗っている。南側でピンポン玉

大で北側では数ミリ大で小粒になり、砂状に薄く変わる。この軽石層の消える延長ラインで爪形文

土器片が数個体分出土しているが、水魔を多少受けている。このとから爪形文土器 (東原式土器)

は水位が上がる以前の時期であることが判断できる。

また、爪形文土器の北側 (丘陵側)で直径約50cmの 円形に数ミリの木炭片が集中する部分が確

認されたが、台風で流されてしまった。土器の破損状況や出土状況から近くに生活址が考えられ、

特に北側の丘陵部下の岩盤にノッチ状の岩陰があり、それを想定したが今回はそこまでの追跡調査

ができなかった。

第16層 は暗褐色泥炭層で南区や中央区のサブトレンチでは褐色で間層を挟み 3枚の互層をなして

いるが中央区西壁・西区サブトレンチでは黒褐色を呈して樹種等も散見された。しかし、人工遺物

は発見されなかった。

砂丘区

砂丘区では丘陵部 (米軍隊舎399)麓の略南北のアスファルト道路側で 5本の試掘調査穴で縄文

中期の面縄前庭式土器期の炉址と柱穴群を皮切 りに、低湿地区との間では海成砂から復元可能な条

痕文土器をB-23試掘穴とC-24試掘穴で1個体ずつ得ることができた。これらを元にソフトボー

ル場内を横断する形でE-13～ 20グ リットの幅5m、 長さ70mの トレンチを設定し、砂丘形成と遺

跡形成過程を把握することに努めた。陸側のE-17～ 20グ リットのプライマリーと考えた暗褐色砂

層の第 5層 aは グスク時代・弥生時代・縄文晩期の各時期の遺物が混在し分層に苦慮した。それほ
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ど後世の撹乱を受けていた。これは砂丘の背後地の凹地であることや、戦前までの地籍図では水田

として利用されていることなどから地の利の良い地勢の特徴だと判断された。それらを暗示するか

のごとく下層の第 6層 aではE-18グ リットでは弥生時代前期の大型壺の下半部と扁平片刃石斧 3

点がセットのように検出された。また、E-19グ リットではゴホウラ製の腕輪 3点が一括遺物とし

て検出された。E-20グ リットの北東角では一抱えほどの石灰岩礫で “L字状"の石組みが露頭し

た。縄文晩期の遺構であった。その隣の東壁面では人頭蓋骨が露見されたが次回にゆだねることと

した。このように第 6層 aでは弥生時代から縄文晩期の時期にかけて埋葬址を想定できるような遺

物や遺構の検出がみられる。その周辺には同様な遺構が存在していることは明らかで、その可能性

は高い。

E-20グ リットでは深さ40～ 80cm、 平面プランが80cm～ 2mほ どの不定形土坑が7基検出され

た。特に炉址 1を取 り囲むようにして土坑 30407号 があり、北側壁際には炉址 2と 土坑 1号が
接していた。土坑内には拳大の礫や貝殻が堆積いていた。生活面とは判断できたが明確な性格は判

断できなかった。炉址 2は 1。8mほ どの不定型なプランで、深さは約30cmである。その上面には器

形を復元できる土器があり浅鉢 (皿形)(第 90図 011)、 深鉢、逆U字状の把手をもつ深鉢など仲原

式土器 (第83図 017)のセットが確認できる炉址である。大きさからみると竪穴住居趾の下半部の

プランの可能性も考えられる。

E-19グ リット第 7層 aでは覆土に市来式土器 0面縄東洞式土器・嘉徳 I式土器、貝殻などを含

む隅丸方形竪穴敷石住居趾が検出された。礫は拳大から人頭大の大きさで暗灰色を呈している。地

中探査をおこなった結果、同レベルの南北に礫群の陰影が確認され、検証発掘調査をおこなった。

これら礫層群はC-19北グリットで 1基、C-19020グ リットで 2基、COD-18019グ リットの

中央部に 1基、D-19グ リット東壁面で 1基、F-19グ リットで 1基、 G・ H-19グ リットで 2基

と、略南北19ト レンチを境として東側 (丘陵側)に合計 8基の集石遺構を検出できた。COD-180
19グ リットの中央部に 1基を含め 2基の竪穴敷石住居趾と確認したが、他の集石群は住居趾の可能

性が高いと判断されたが、地中探査の検証ができたことで当初の目的は達成されたと判断し、次回

の発掘調査にゆだねることとした。これらの集石群は略西側 (海側)に は確認できず、第Ⅱ章で堆

積学の松田順一郎氏の報告によると、E-18グ リットから略西側では高潮により扶られたとの見解

であった。E-18グ リット中央部に検証のため掘 り下げたところ、表土下約 2。 5m下に傾斜 した人

頭大の礫が検出され、それを境として東西の砂層の堆積状況が全 く異なっていた。

E-20グ リットの中央部に第 7層から掘 り込まれた貝殻集積が検出された。約 2。 5mの不正円形

で、中央部の深さが約30cmでスリ鉢状の断面観である。堆積状況は 6枚に分けられるが大きくみ

ると二枚貝と陸産マイマイ、二枚貝の互層、二枚貝と灰層に区別でき、放棄されて陸産マイマイが

堆積できる期間があったようだ。二枚貝はオキシジミとスダレハマグリの所見で縄文前期・後期の

貝種とは異なるようである。面縄前庭式土器と人骨片が出土した。落ち込みの下面に灰層をもつこ

とや周辺に20cm大の円形と立石が 3カ 所に確認でき柱穴と判断されることから、面縄前庭式期の

竪穴住居趾の可能性が高いと判断される。類例なものとして旧石川市古我地原貝塚検出の第 2号遺

構とされる円形竪穴住居趾に近いものと判断される。

この面縄前庭式期の生活址は試掘穴 304グ リットの炉址や柱穴の検出からE-20グ リットにか
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けて存在すると考えられ、同時期の明確な生活址を把握するには今後の検証が必要である。

E-13～ 17グ リット、海側の調査区では15～ 16世紀のグスク期の柱穴群が検出された。柱穴群の

並びはみられるものの粗の状況であった。掘建柱住居趾のプランは把握できなかったが、集落の南

はずれであることが判断でき、またトレンチ掘りの性格であることから拡張すればそのプランは確

認できるものと判断される。これは北の伊礼原D遺跡のように柱穴群が密に成りすぎて逆にプラン

が把握できない状態の指標にもなりえるものと考えており、また、これまで15～ 16世紀のグスクの

住居趾プランや一般集落のデータが皆無であることからグスク研究にも一石を投じるものと思わ

れる。

砂丘区の生活址は以上のように縄文中期や後期の生活址が展開された後、高潮にさらわれ、新た

な砂丘形成により縄文晩期や弥生時代の柱穴が形成された後、三度目の高波にさらわれ、さらなる

砂丘の形成ができ、グスク期の柱穴群の集落址が形成されるという。当初、砂丘形成の拡がりと軌

を一にして生活址の拡大がおこなわれたと判断したが、自然災害と遺跡の拡大であるという新たな

視線で遺跡を見直す機会を得た遺跡であった。今後、沖縄県内の砂丘遺跡の立地や標高の低い遺跡

の成立、ひいてはこれまで低島でみられた棲み分けの見解等にも一石を投じるものとなり、新たな

見識で南島の遺跡の立地と編年体系を見直す切っ掛けを作った遺跡であり、学史に残りうる遺跡で

あると思われる。

砂丘区に低湿地区との関係を把握するのが当初の課題であった。つまり、低湿地区で発見された

縄文前期の曽畑式土器期の生活址を確認することであった。今回、明確にはその関連を把握するの

は至らなかったが、砂丘区の試掘穴 102グリット第 9層で曽畑式土器片を確認することができた。
この周辺に生活址を確認できる予定が立ったので一応の成果があったものと判断できる。当地域は

最も丘陵部に近く、砂丘の最も後背地にあたる地域にあたっていることである。
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ふ りが な

所収遺跡名

ふりがな

所 在 地

コード 北緯 東経
調査期間

調査面積

ぽ
調査原因

市町村 遺跡番号

い れいばる い せき

伊礼原遺跡

,中  縄  県
ちゃ  たん ちょう
北 谷 町

字 伊 平

小字伊礼原

473260 45

26°

19′

25〃

127°

45′

21″ 2005。 3.31

1997.4

1,995
キャンプ桑江北側返還
に伴う範囲確認調査

所収遺跡名 種別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

伊礼原遺跡 縄文時代

早期 爪形文土器・磨製石斧
低湿地区と砂丘区と

の空間を利用し、縄文

時代早期～晩期・弥生

時代相当期・グスク時

代・戦前の集落と継続

的に使用された遺跡で

ある。従って、南島に

おける土器型式の殆ど

の土器は出土している。
また、縄文時代前期よ

り穴が検出、南島では

初めて石斧の柄や縄文

晩期の櫛が出土した。

前期 穴
曽畑式土器・木製品・石器・

貝殻 0シイの実・樹種その他

有機質

中期 炉址・貝集積・柱穴 面縄前庭式土器・仲泊式土器

木製品・骨製品など

後期 竪穴石敷住居跡
面縄東洞式土器・嘉徳式土器・

伊波式土器・骨製品・貝製品

など

晩期

弥生時代

グスク時代

石組み炉址

柱穴

柱穴

宇佐浜式土器・翡翠・黒曜石

など

移入土器・浜屋原式土器・ゴ

ホウラ製貝輪・磨製石斧など

グスク土器 0中国産陶磁器

要    約

伊礼原遺跡が特筆されるのは縄文時代早期から晩期、弥生時代相当期、グスク時代、戦前の集落と約
7000年前から連綿と利用された複合遺跡であること。そして、沖縄本島は疎か南島において初めての事

例となることにある。また、遺跡は一気に形成されたのではなく、時代が新しくなるにつれ砂丘が形成

され、その過程に伴い遺跡も展開しているが、途中、自然現象により砂丘が削られ遺跡の一部が消滅し

て、再度砂丘が形成され遺跡が展開する状況が窺えるなど遺跡の立地変遷を考える上でも大変重要な遺

跡である。
出土遺物では低湿地区の主要となる縄文時代前期の層は圧巻である。曽畑式土器や木製品 (柄、構築

材など)、 貯蔵穴などの出土は希有で、曽畑式土器は九州産、 トカラ列島産、在地産の3種類に分けるこ
とができた。また、有機質の出土は膨大で種類も多く確認でき、本島に現存しない種類、九州からの持
ち込みと考えられる瓢箪が確認されるなど、九州との関わりの強い特色が見られた。砂丘区では縄文時

代中期から晩期・弥生相当期・グスク時代までの遺物が他種類確認されている。土器は南島で確認され
ている土器の殆どは出土し、各土器に伴う骨製品や貝製品の中にこれまでに出土例のない資料も確認さ
れた。砂丘区では更に住居址や他の遺構の残存が認められ生活の様相が窺える。これら遺構は周囲広が

る可能性を秘めており、今後の調査で言稀田な情報が得られるものと期待している。
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